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SHOEISHA 


誰 で も 身 に つけ て お きた い プ ログ ラミ ング 言語 と いえ ば 、 今 
で も 間違い な く C で す ! 本 書 は 、「 本 格 的 に C 言 語 を 学び た い が 、 
まず は 取り 掛か り を つか みた い 」「 実 際 の 動作 イメ ー ジ を 体感 し 
な が ら 学 び た い 」 と いう 方 の た め に 、 プ ログ ラミ ング の 最初 の 一 
歩 を 提供 する も の で す 。 

何 は と も あれ あま り 難 し く 考え ず 、 自分 の 手 で コー ド を 打ち 込 
み 、 自 分 の 目 で プロ グラ ム の 動き を 確認 し て みて くだ さい 。 


な ぜ 10 日 で お ぼ え られ る の か ? 

本 書 は 、 実 際 に 自分 の 手 を 動か し て サン プル プロ グラ ム を 作 
りな が ら 学 ぶ 、 セ ミナ ー 形 式 だ か ら で す 。 多 く の 入門 書 の よう 
に 、「 本 を 読ん で 内 容 の 理解 は で きた けれ ども 、 自 分 で コー ド を 
1 行 も 書け な い 」 な ん て こと は あり ませ ん 。 

【 レ ッ ス ン の 構成 】 


1 日 数 時 限 ず つこ な し て いけ ば 、10 日 間 で 確実 に 「C 言 語 で 基 
本 的 な プロ グラ ム を 作る 力 」 が 身 に つく よう 、 構 成 し て いま す 。 


1. 今 回 作成 する 例題 
その 時 限 で 作る プロ グラ ム の 動作 と 、 
その レッ スン の ボイン ト を 紹介 し ます 。 


2. プ ログ ラム を 作成 する 
手順 に 従っ て 、、 プ ログ ラム を 自分 で 作っ て み ま す 。 


3. 解 説 
作成 し た プロ グラ ム に 則 し て 、 C 言 語 の 基礎 を 学び ます 。 





SHOEISHA 


本 書 内 容 に 関す る お 問い 合わ せ に つい て 


この た び は 翔 涼 社 の 書籍 を お 買い 上 げ い た だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 貞 社 で は 、 読 者 の 皆様 か ら の お 問い 合わ せ に 適切 に 対応 
させ て いた だ く た め 、 以 下 の ガ イド ライ ン へ の ご 協力 を お 願い し て お り ま す 。 下記 項目 を お 読み いた だ き 、 手 順に 従っ て お 問い 合わ せ 
くだ さい 。 


人 @ お 問い 合わ せ の 前 に 


弊社 Web サイ ト の 「 正 誤 表 ] や 「 出 版 物 QE&A] を ご 確認 くだ さい 。 こ れ ま で に 判明 し た 正誤 や 追加 情報 、 過 去 の お 問い 合わ せ 
へ の 回 答 (FAQ)、 的 確 な お 問い 合わ せ 方 法 な ど が 掲載 され て いま す 。 


正誤 表 http://www.seshop.com/book/errata/ 
出版 物 Q&A http://wwwr.seshop.com/book/qa/ 


@ ご 質問 方 法 
弊社 Web サイ ト の 書籍 専用 質問 フォ ー ム (http://www.seshop.com/book/qa/) を ご 利用 くだ さい (お 電話 や 電子 メー ル に よる 
お 問い 合わ せ に つい て は 、 原 則 と し て お 受け し て お り ま せん )。 


※ 質 問 専用 シー ト の お 取り 寄せ に つい て 

Web サイ ト に アク セス する 手段 を お 持ち で な い 方 は 、 ご 氏名 、 ご 送付 先 (ご 住所 郵便 番号 電話 番号 また は FAX 番号 電子 
メー ル ア ド レス ) お よび 「 質 問 専用 シー ト 送 付 希 望 」 と 明記 の うえ 、 電 子 メ ー ル (qaform@shoeisha.com)、FAX、 郵 便 (80 円 
切手 同封 ) の いずれ か に て “編集 部 読者 サポ ー ト 係 " まで お 申し 込み くだ さい 。 お 申し 込み の 手段 に よっ て 、 折 り 返 し 質問 シ 
ー ト を お 送り いた し ます 。 シ ー ト に 必要 事項 を 漏れ な く 記入 し 、"“ 編 集 部 読者 サポ ー ト 係 " まで FAX また は 郵便 に て ご 返送 くだ 
さい 。 


人 回 答 に つい て 
回 答 は 、 ご 質問 いた だ いた 手段 に よっ て ご 返事 申し 上 げ ま す 。 ご 質問 の 内 容 に よっ て は 、 回 答 に 数 日 な いし は それ 以上 の 期間 を 
要する 場合 が あり ます 。 


@ ご 質問 に 際 し て の ご 注意 
本 書 の 対象 を 越え る も の 、 記 述 個所 を 特定 され て いな いも の 、 ま た 読者 固有 の 環境 に 起因 する ご 質問 等 に は お 答え を で きま せん 
の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


人 @ 郵 便 物 送 付 先 お よび FAX 番号 
送付 先住 所 〒 160.0006 東京 都 新宿 区 舟町 5 
FAX 番号 03.5362.3818 
宛先 (株 ) 翔 泳社 出版 局 編集 部 読者 サポ ー ト 係 


※ 本 書 に 記載 され た URL 等 は 予告 な く 変更 され る 場合 が あり ます 。 

※ 本 書 の 出版 に あたっ て は 正確 な 記述 に 努め まし た が 、 著 者 お よび 出版 社 の いずれ も 、 本 書 の 内 容 に 対し て な ん ら か の 保証 を する も の で は な く 、 内 
容 や サン ブル に 基づく いか な る 運用 結果 に 関し て も いっ さい の 商 任 を 負い ませ ん 。 

※ 本 書 に 掲載 され て いる サン プル プロ グラ ム 、 お よび 実行 結果 を 示し た 画面 イメ ー ジ な ど は 、 特 定 の 設定 に 基づい た 環境 に て 再現 され る 一 例 で す 。 


※ 本 書 に 記載 され て いる 会 社名 、 製 品名 は それ ぞ れ 各社 の 商標 お よび 登録 商標 で す 。 


本 書 の すべ て の レッ スン を お える ころ に は 、C 言 語 の 基本 を マス ター し て 、 
一 人 で 基礎 的 な プロ グラ ム が 書け る よう に な っ て いる は ず で す 。 


コン ピュ ー タ に 仕事 を させ る 「 プ ログ ラム 」 は 「 プ ログ ラム 言語 」 を 使っ て 書き ます 。 
その プロ グラ ム 言 語 は 、 コ ンピュータ が 開発 され て か ら 現 在 まで 数 多く 作ら れ て きま し た 。 
「 プ ログ ラム 言語 ] と いう と 、 最 近 は Java や Perl な ど 、 イ ンタ ーネット 上 の アプ リ ケ ー シ ョ 
ン を 開発 する た め に 使わ れる 言語 が 有名 で す 。 プ ログ ラム に 縁 の な い 人 で も 聞い た こと が 
ある と 思い ます 

一 方 、 プ ログ ラム を 作る 仕事 に 従事 し た り 、 学 校 で 情報 処理 を 専攻 し た りす る 人 …… い 
わ ゆ る 玄人 が 「 基 本 言語 」 と し て 習う 言語 の 代表 が C 言 語 で す 。 こ うし た いわ ゆる 玄人 で 
な けれ ば あま り 目 に する こと も 気 に す る こと も な いよ うに 思え ます が 、C 言 語 や それ を 元 
に 開発 され た 言語 (C++ や Visual C++) を 使う と 、 コ ンピュータ 上 の 色々 な ソフ トウ ェ ア 、 
例え ば メー ル ソ フ ト や Web プ ラウ ザ な ど を 作る こと が で きま す 


本 書 は C 言 語 を 基礎 か ら 学ぶ 入門 書 で す 。 

どの プロ グラ ム 言 語 で も いえ る こと で す が 、 プ ログ ラム 言語 に は は それ ぞ れ 数 え 切 れ な い 
ほど の 文法 が 用 意 き れ て いま す 。 こ れ を 全て お ぼ え る の は 大 変 で す 。 よ っ て 本 書 で は 、 各 
日 各 時 限 ご と に 作り た い プ ログ ラム を 決め て 、 そ の プロ グラ ム で 使わ な けれ ば な ら な い 文 
法 や 必要 と な る 関数 の み を 効率 よく 学習 し ます 。 基 本 的 に は 第 0 日 か ら 順 に レベ ル ア ッ プ 
を し て いる の で 、 最 後 の 第 10 日 まで 学習 すれ ば 、C 言 語 の 基本 は ほぼ マス ター し て いる は 
ず で す 。 

各 時 限 で 作成 し た プロ グラ ム で は 使っ て いな いけ れ ど 、C 言 語 の 文法 上 知っ て お くべ き 
重要 な 内 容 が 出 て きた 場合 は 、 そ の つと 説明 を 入れ る か 、 ま た は 各 時 限 が お わっ た 最後 に 
説明 し て あり ます 。 


本 書 で 作る プロ グラ ム の ほとん ど は ゲー ム プ ログ ラム で す 。 簡単 な も の か ら は じ め て い 
きま す 。 最後 は 、 さ す が に メー ル ソ フ ト や Web プ ラウ ザ な どの プロ グラ ム を 作る まで は 
いき ませ ん が 、 ち ょ っ と 複雑 な ゲー ム を 作る と ころ まで 学習 し ます 。 

本 書 で 作る 楽し み と 遊 ぶ 楽 し み の 両方 を 味わい な が ら 、 学 習 を 進め まし ょ う 。 


本 書 は 、「10 日 で お ぼ え る C 言 語 入門 教室 | を 加筆 し た 改訂 版 に な り ま す 。 改訂 する に 
あたり 、 よ り 多 く の ゲ ー ム プロ グラ ム が 作成 で きる よう に し まし た 。 ま た 、 学 習 環境 を よ 
り 楽 に 整え る た め 、 使 用 する コン パイ ラ を MinGW 日 本 版 に 変更 し まし た 。 


2009 年 7 月 坂下 久里 
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付属 CD-ROM を ご 使用 の 前 に 


付属 CD-ROM を 使用 する 際 の 注意 等 で す 。 
CD-ROM 中 の ファ イル 「readme.txt| も あ 
わせ て お 読み くだ さい 。 


代 付 属 ED-ROM に つい て 

本 書 で 解説 し て いる 例題 の サン プル ソー ス 一 式 、 お よび MinGW 日 本 版 は 、 付 属 の 
CD-ROM に 収録 し て いま す 。 適宜 、 必 要 フ ァイル を ハー ド デ ィ スク に コピ ー し て ご 使用 く 
だ さい 。 ま た その ファ イル は 読み 取り 専用 に な っ て いま す 。 か な ら ず 読み 取り 専用 属性 を 
は ず し て か ら ご 使用 くだ さい 。 

MinGW 日 本 版 の イン スト ー ル 方 法 に つい て は 、 第 0 日 を 参照 し て くだ さい 。 


人 免責 事項 に つい て 

CD-ROM に 収録 きれ た ファ イル は 、 通 常 の 運用 に お いて は な ん ら 問 題 の な いこ と を 編集 
部 お よび 著者 は 確認 し て いま す が 、 万 一 運用 の 結果 、 い か な る 損害 が 発生 し た と し て も 、 
著者 お よび 翔 泳社 は いか な る 責任 も 負い ませ ん 。 すべ て 自己 責任 に お いて お 使い くだ さい 。 


代 CD-ROM の テス ト 環 境 

CD-ROM は 以下 の 環境 で 正常 に 動作 する こと を 確認 し まし た 。 
・Windows XP (Professional) 
・Windows Vista (Home Premium) 


島 著 作 権 等 に つい て 

本 書 に 収録 し た ソー スコ ー ド の 著作 権 は 、 著 者 お よび (株 ) 翔 泳社 が 所 有 し ます 。 個 人 で 
使用 する 以外 に は 使う こと は で きま せん 。 許可 な く ネ ットワーク な ど へ の 配布 は で きま せ 
ん 。 個人 的 に 使用 する 場合 に は 、 ソ ー ス コー ド の 改変 や 流用 は 自由 で す 。 商 用 利用 に 関し 
て は (株 ) 翔 泳社 へ ご 一 報 く だ さい 。 


株 式 会 社 翔 涼 社 編集 部 


PR mm mm ml 





本 書 は 、C 言 語 の 初心 者 だ け で な く 、 コン ビ ピュー 
タプ ログ ラム 自体 、 は じ め て 挑戦 する 方 を 対象 
と し た 、C 言 語 の 入門 書 で す 。 

専門 書 を 最後 まで 読み 切る こと は 多大 な 気力 を 
必要 と し ます が 、 本 書 で は で きる だ け 途 中 で 挫 
折 し な いよ う 、 プ ログ ラム を 作る 楽し み を 味 
わっ て も ら う た め に 、 い ろ い ろ な ゲー ム プ ログ 
ラム を 作り な が ら 学 習 を 進め て いき ます 。 

さっ そく 何 か 簡 単 な ゲ ー ム プロ グラ ム か ら …… 
と は じ め た いと ころ で す が 、 何 事 に も 準備 が 必 
要 で す 。 本 日 は C 言 語 の 学習 に 入る 前 に 知っ て 
お きた い 基 礎 知 議 と 、「 プ ログ ラム っ て 何 ?」 と 
いう 人 の た め に 、 コ ン ビ ュー タプ ログ ラム に つ 
いて の 基礎 を 学習 し ます 。 ま た 最後 に に PC 上 
で C 言 語 の プロ グラ ム を 動か す た め の 環境 を 用 
意 し ます 。 





最初 に C 言 語 に つい て の 基礎 を 学び ます 。 

まだ 、 プ ログ ラム は 作り ませ ん 。 最 初 か ら 気合 を 入れ て 説明 だ け を 読む と 、 途 
中 で 力尽き て 、 本 が 本 棚 の 飾り に な っ て し まう こと が あり ます 。 身 に お ぼ え の 
ある 人 も いる で し ょ う 。 こ の 時 間 の 説明 は 力 を 抜い て 、 楽 に 読み 流し て くだ さい 。 
で は さっ そく 、C 言 語 の 世界 へ 第 一 歩 を 踏み 出し まし ょ う ! 


コン ビュ ー タ は 人 間 が 指示 し た 命令 の と お り に 動き ます 。 こ の 命令 の 手順 を 書い た も の 
が 、 コ ンピュータ プロ グラ ム で す 。 以降 は 単に プロ グラ ム と 呼び まし ょ う 。 

命令 の 手順 の 書き 方 は 、 い くつ か の 種類 が あり ます 。 そ れ が プロ グラ ム 言 語 の 違い で す 。 
COBOL、Fortran、C、BASIC、Java、Perl な ど 、 コ ンピュータ の 普及 と と も に 、 さ ま ぎ 


まな 言語 が 開発 され て きま し た 。 
例え ば 、 コ ンピュータ に 、 


① ああ し て 
@ こう し て 
③ こ うし て 
④ これ を や っ て ね 


と いっ た 命令 の 手順 を プロ グラ ム と し て 書く 場合 、C 言 語 で 書く こと も で きる し 、Java で 
半 く こと も で きま す 。 どの 言語 を 使っ て 書い て も 、 コ ンピュータ が 実行 する 処理 に ほとん 
どか わり は あり ませ ん 。 














信じ C と Java の プロ グラ ム 
#3include <stdio.h> pubtic ctass sample { 
pubtio statio void main(St ェ ing[] args) { 

nt main() { int a=2,b= 3: 

nt a =2,b= 3。 nt Cc, d』 

nt c。 dz 

で ど = ニュ a+ DD: 

C =a+ ォ bz dd = ュ a ュ *b』 

dd =a* わぁ System . Out .p エ in モ Eln( ど + "リー dd)』 

pintE("%d %d",。 o。 d): } 

eturn 0: } 
} 

5 6 人 5 6 


第 0 日 < オリ エン テー ショ ンー 一 ベ 言語 の 基礎 知識 


プロ グラ ム 言 語 の 違い は 、 日 本 語 や 英語 、 フ ラン ス 語 と いっ た 言語 の 違い と 思っ て も ら っ 

て か まい ませ ん 。 それぞれ の 言語 で 意味 する 内 容 は 同じ で も 、 単 語 や 文法 が 異な り ま す 。 
プロ グラ ム 言 語 の 世界 で は 、 コ ンピュータ で 行う 処理 は 同じ で も 、 コ ンピュータ に 指示 
する 命令 文 や その 書き 方 が 言語 に よっ て 異な り ま す 。 


言語 の 主 な 特徴 は 次 の 4 点 で す 。 


・ 比 較 的 コン ビ ピュー タ に 近い 言語 で ある 
ー 細 か い レ ベル まで プロ グラ ム 制 御 が 可能 


・ プ ログ ラム の 構造 は 関数 (プロ グラ ム の あつ まり ) を 基本 と し て いる 


・ フ ァイル の 入出 力 や 文字 列 操作 な ど を ひと つの 関数 と し て 扱え る 
ー プ ログ ラム が 書き や すく 、 読 みや すい 


・ プ ログ ラム の ソー ス を 他 の 0S に 移植 する こと が 容易 で ある 
ー 他 の 環境 で 使う とき に プ ログ ラム の 変更 が な い (少な い ) 


C 言 語 の 一 番 の 特徴 は 「 プ ログ ラム が 書き や すく 、 読 みや すい ! 」 と いう こと に 尽き ます 。 
今 で は さま ざま な プロ グラ ム 言 語 が 存在 し て いま す が 、 ど の 言語 を 選択 し て プロ グラ ム 
を 書く か は 、 目 的 次 第 で す 。「 こ うい う 目 的 の プロ グラ ム を 作る に は 、 こ の 言語 を 使え ! 」 
と 必ず きま っ て いる わけ で は あり ませ ん が 、 プ ログ ラム 言語 に は それ ぞ れ の 目的 に 対し て 
向き 不向き が ある の で 、 自 然 と 用 途 は きま っ て きま す 。 

例え ば 、Fortran や BASIC は 科学 技術 計算 用 、Java や Perl は 主 に イン ター ネッ ト の Web 
アプ リケーション 用 と し て 使わ れ ま す 。 

一 方 、C 言 語 は 目的 に と ら わ れず 、 何 に で も 利用 で きる 汎用 プロ グラ ム 言 語 と し て 有名 
で す 。 実際 、C 言 語 で 書か れ た プロ グラ ム は 何 に で も 使わ れ て いま す 。 

Windows の ソフ トウ ェ ア に も C 言 語 で 書か れ た も の が あり ます 。Windows の ソフ トウ ェ 
ア の 多く は 、GUI (グラ フィ ッ ク ユ ー ザ イン タフ ェ ー ス ) と いっ て 視覚 的 な 操作 を 行い ま 
す が 、 こ れ に は C 言 語 や C 言 語 を も と に し た C++ 言語 で 書か れ た も の が 多く あり ます 。 

また 、C 言 語 は コン パイ ラ 型 言語 * で 動作 が 速い た め 、Web ア プリ ケー ショ ン と し て も 
使用 きれ て いま す 。 


2 
! *] : コン バイ ラ 型 言 : 
: 語 に つい て は 、 あ と で ! 
| 詳し く 説明 し ます 。 | 





* ら : テキ スト エディ : 
j タタ と は 、 文 字 の み で 何 : 
! も レイ アウ ト 情 報 を 持 ! 
! た な い テ キス ト フ ァ イ : 
j ル を 編集 ・ 作 成す る ソ : 
! フト ウェ ア で す 。 1 


! *3 : 大 抵 の ファ イル 1 
: は 「sample.txt] の : 
! よう に 「」 で 区 切っ た !: 
: 名 前 が つけ られ て いま : 
! す 。 この 「』 か ら うし : 
} ろ を 拡張 子 と 呼び ま : 
! す 。 拡張 子 は 、 フ ァ イ : 
) ル の 種類 を 識別 する た : 


! 4 : Windows XP の 6 
i 場合 は 、「 ス ター ト ] 一 | 
j「 す べ て の ブロ グラ ム 」 !: 
j 一 「intemet Explorerl : 
j を 右 ク リッ ク し て 、「 ブ ! 
| ロバ ティ 」 を 出し ます 。: 


プロ グラ ム は コン ピュ ー タ に 対す る 命令 手順 書 で すか ら 、 基 本 的 に は 人 間 が 普通 の テキ 
スト エディ タ (メモ 帳 や 秀丸 エディ タ な ど ) を 利用 し て 書き ます 。 プ ログ ラム を テキ スト 


エディ タ や で 書き 、 保 存 し た も の が 、 プ ログ ラム ファ イル で す 。 


人 @ メ モ 帳 で 書い た C 言 語 の プロ グラ ム フ ァ イル 



















lint main() 【 
| int a = 
int c, di 
=a+b: 
= た bi 
printf( %"。c, d): 
return 0: 


プロ グラ ム フ ァ イル の まま で は 、 コ ンピュータ に と っ て は 、 た だ の テキ スト ファ イル で 
す 。 こ の 状態 で は 、 コ ンピュータ は 、「 命 令 手順 書 ] と し て 理解 する こと は で きま せん 。 

コン ピュ ー タ に 理解 し て も ら う た め に は 、 こ の プロ グラ ム フ ァ イル か ら と 実行 ファ イル ( 拡 
張子 が 「.exe」 の ファ イル ) を 作り 出す 必要 が あり ます 


① 実 行 フ ァイル と は ? 

実行 ファ イル と は 、 一 般 的 に 「 ソ フト 」 や 「 ソ フト ウェ ア 」 と 呼ば れる も の で す 。 例 えば 
Web プラ ウザ の 代表 的 な ソフ トウ ェ ア に Internet Explorer が あり ます 。 タ スク バー に ある 
Internet Explorer の アイ コン を 右 ク リッ ク し て 、「 プ ロ パ ティ 」 を 出し て み ま し ょ う 


@ Intemet Explorer の プロ パテ ィ 





還 く (O) 
ファ イル の 場所 を 開く (1) 

で 9 写 理 考 こ し て 実行 (A).…… 

[スタ ー ト ] メニ ュー に アイ コン を 造 加 (1) 






Internet Explorer ブラ ウザ の 記 動 








種 和 
場所 
リン ク 先 ( 


クイ ッ ク 起 動 に 追加 






送る (N) 


切り 取り (T) 
コピ ビー(C) 






作業 フォ ル タ (S) 


ショ ー ト カッ ト 
| ⑯ 






ショ ー ト カッ ト の 作成 (5) 
弄 除 (D) 
名 衣 の 変更 (M) 










ユル ンド 






アプリ ケージ ョ 
jntemet Explore 


"CwProeram FiesWintermet ExplorerWexploreexe | 
短 1DMEDRIVE0MHOMEPATHW 
な し 


通常 の 9 ウィンドウ asm 
イン ター ネッ ト 上 の 情報 お よび web サイ ト を 検索 し て 表示 1 


ョ 


| ァイル の 場所 大 FE) | | アイ コン の 天 更 (C)。] [。 評 細 諸 定 (O)。 | 


ビー 








Internet Explorer の 「 プ ロ パ ティ 」 


第 0 日 < オリ エン テー ショ ンー 一 言語 の 碁 礎 知 識 


[ショ ー ト カッ ト | タブ に ある 「 リ ンク 先 ] を 見 る と 、「 な ん た ら か ん た ら ぎ iexplore. 
exe」 に な っ て いる は ず で す 。 つ まり 、 Imternet Explorer と いう ソフ ト の 実体 が 、 「iexplore. 
exe」 と いう 実行 ファ イル で ある こと が わか り ま す 。 

筆者 の 環境 で は 、 こ の 実行 ファ イル は 、 


C:\Program Files\Internet Explorer\iexDlOre.BXe 


に あり ます 。 こ の ファ イル を 探し 出し 、 テ キス ト エ ディ タ で 中 を 見 よう と する と 大 変 で す 。 
非常 に 大 きい ファ イル で すし 、 仮に 中 を 見 て も 何 が 書い て ある の か 私 達 に は わか り ま せん 。 
し か し 、 コ ンピュータ は この 「 何 が 書い て ある か 人 間 に は わか ら な い 」 ファ イル の 内 容 を 
理解 する こと が で きま す 。 な ぜ な ら 、「 人 間 に は わか ら な い が 、 コ ンピュータ (機械 ) に 
は わか る 言語 ]、 すなわち 「 機 械 語 ] で 書か れ て いる か ら で す 。 

実行 ファ イル と は 、 プ ログ ラム ファ イル を 機械 語 に 翻訳 し た ファ イル 、 と いう こと に な 
り ま す 。 実行 ファ イル は 機械 語 で 書か れ て いる こと を 、 お ぼ え て お いて くだ さい 。 


⑧ 自 分 で 作っ た プロ グラ ム を 実行 ファ イル に する に は ? 

ソフ トウ ェ ア は 、 必 ず 誰 か が 作っ た も の で す 。Web ブ プラ ウザ の Imternet Explorer も 、 誰 
か が 「Web サ イト を 閲覧 する プロ グラ ム 」| を 書い て 、 そ れ を 機械 語 に 変換 し て 作り 出し た 
実行 ファ イル で す 。 読 者 の みな さん が これ か ら 作 る プロ グラ ム も 、 機 械 語 に 変換 し て 実行 
ファ イル を 作り 出せ ば 、 立 派 な 「 ソ フト ウェ ア 」 に な り ま す 。 

で は 、 プ ログ ラム ファ イル か ら 実 行 フ ァイル を 作り 出す に は 、 ど うし た ら よ いで し ょ う 
か 


人 @ 実 行 フ ァイル が で き あ が る まで の 流れ 


1. プロ グラ ム フ ァ イル test.c 


井 3ncludle <stdio-.h> 














nt main() ( 
int a = 2,D = 3: 
nt Go d: 





C =a ュ + 
dd =a* も : 
printE("%d %d"。 で 。 d)*# 
eturn 0: 












で き あ が り ! 
C コ ン バ イ ラ 


1. プロ グラ ム フ ァ イル を 作成 する 

ら . プロ グラ ム フ ァ イル を 機械 語 に 変換 する (この 作業 を コン パイ ル と 呼び ます 。 で き 
た ファ イル は オブ ジェ クト ファ イル と いい ます ) 

3. オブ ジェ クト ファ イル と 、 プ ログ ラム を 実行 する の に 必要 な 他 の ファ イル と を 結合 
する (この 作業 を リン ク と 呼び 、 実行 ファ イル を 作り 出し ます ) 

4. 実行 ファ イル の で き あ が り ! 


ヒン ト 


1 *5 : 各 言語 で 書か れ ! 
: た プロ グラ ム の 内 容 を ! 
:「 ソ ー ス 」、 ま た は ソー : 
: スコ ー ド 」 と いい ます 。: 
: 単に ブロ グラ ム と いう ! 
: 場合 も あり ます が 、 
: ソー ス を 機械 語 に 変換 
: し た 実行 ファ イル も 
:「 プ ログ ラム 」 と 呼ぶ ! 
: 場合 が ある の で 、 注 意 : 


: が 必要 で す 。 1 
: 本 書 で は これ 以降 、 プ : 
! ログ ラム 言語 で 書か れ 
: た ファ イル を 「 ブ ログ : 
: ラム (ソー ス ) ファ イ ! 
: ル ] と 呼び 、 ブ ログ ラ : 
: ム フ ァイル を 機械 語 に 
: 変換 し た 実行 ファ イル : 
! を 「 実 行 ファ イル 」 と : 
: 呼ん で 使い 分 け ま す 。 





1 の 作業 は 人 間 が 行い ます 。 2 と 3 の 作業 は 、C コ ン パ イラ と 呼ば れる ソフ トウ ェ ア が 
行っ て くれ ます 。 つ まり 、C 言 語 で 書か れ た プロ グラ ム フ ァ イル か と 実行 ファ イル を 作成 
する に は 、C 言 語 の 知識 と C コ ン パ イラ の ソフ トウ ェ ア が 必要 な の で す 。 

C 言 語 の 知識 に つい て は 、 こ れ か ら 本 書 で 学び ます 。 C と コン パイ ラ の 人 入手 方 法 は 、 の ち 
ほど 説明 し ます 。 


プロ グラ ム は 、 コ ンピュータ に 何ら か の 作業 を させ る 「 作 業 手順 書 ] で す 。 こ れ を コン 
ピュ ー タ が 理解 で きる 「 機 械 語 ] に 変換 する こと より 、 ソ フト ウェ ア を 作り 出す こと が で 
きま す 。 

皆さん が いつ も 使っ て いる メー ル ソ フ ト や Web ブ プラ ウザ な ども 、 も と も と は 誰か が 書 
いた プロ グラ ム か ら 作ら れ て いま す 。 プ ログ ラム を 書く と き の 言 葉 が プロ グラ ム 言 語 で あ 
り 、C 言 語 も その うち の ひと つ で す 。 本 書 は C 言 語 を 基礎 か ら 学 ん で いき ます が 、 学 習 を 
進め れ ば 、 将 来 は Windows の ソフ トウ ェ ア も 作れ る よう に な る か も し れ ま せん 。 





AN 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 





第 D 日 < オリ エン テー ショ ン 一 一 言語 の 基礎 知識 


イン ター プリ タ 型 言語 と コン パイ ラ 型 言語 に つい て 
プロ グラ ム 言語 に は さま ざま な 種類 が あり ます が 、 大 きく は イン ター ブリ タ 型 言語 
と コン バイ ラ 型 言語 の ら つ に 分 類 され ます 。 

ソー スコ ー ド を コン ピュー タ が 実行 で きる 形式 (オブ ジェ クト コー ド と いい ます ) 
に 変換 し な が ら 、 そ の ブロ グラ ム を 実行 する の が イン ター ブリ タ 型 言語 で す 。Perl 
や PHP が 、 イ ンタ ー ブ リ タ 弄 言語 の 代表 で す 。 

コン バイ ラ 型 言語 は 、 実 行 する 命令 の み を あら か じ め 機械 語 に 変換 し て ある の で 、 
イン ター ブリ タ 型 言語 に 比べ て 実行 速度 が 速く な り ます 。 


コンパ バイ ラ 型 言語 と イン ター プリ タ 型 言語 の 実行 方 法 
コン バイ ラ 型 言語 イン ター プリ タ 型 言語 


昔 3nctude <s モ dio.h> 









井 ! /us エ / tooa1 /bin/per1 


nt main() { 
int a =2,b= 3: 
nt co, dz 










$a = 2: 
$b = 3: 





$c = $a + $bz 
$d = $a * $b: 
print "SC $d": 


で = ョ + b』 

dd =a* bz 

prinE("%d %d",。 C/ d) 
ェ return 0z 





C コ ン パ イラ 


PerI イ ンタ 





デー ブリ 


Sample.ex@e 
(実行 ファ イル ) 


実行 


実行 1 


C 言 語 は コン パイ ラ 型 言語 な の で 、 イ ンタ ー プ リタ 型 言 語 で ある Perl な ど に 比べ る と 、 

同じ 処理 で も 格段 に 実行 速度 が 速く な り ま す 。 

ここ まで 紹介 し て きた C 言 語 の 特徴 を みる と 、 プ ログ ラム の 実行 は 速い し 、 ソ ー ス 

トー 生 に 移植 性 も 汎用 性 も ある …… と よい こと 尽く め な の で 「 だ っ た ら 他 の 
語 は いら な いん じゃ な い の ?」 と 思う か も し れ ま せん 。 し か し 、 や は り ど の 言語 

に も メ リッ ト と デメ リッ ト が 存在 し ます 。 

ソー ス が 書き や すい と いっ て も 、 一 般 的 に は イン ター プリ タ 型 言語 の 方 が 簡単 で す 。 

先 に Perl や PHP を 学習 し て いる 人 は 、C 言 語 や Java で の デー タ の 扱い を 面倒 だ と 

思う で し ょ う 。 

C 言 語 は 、「 万 能 で 便利 だ けど 、 イ ンタ ー プ リタ 型 言語 より は 簡単 で は な い 言 語 」 と 

お ぼ え て お きま し ょ う 。 





| プロ グラ ム に つい て | 


オリ エン テー ショ ン が 終了 すれ ば 、 実 際 に 本 書 に 掲載 し て いる サン プル コー ド 
を 入力 し な が ら 、 自 分 で プロ グラ ム を 書い て 学習 する 予定 で す 。 書 き 写す こと 
に 慣れ て くる と 、 な ん と な く 「 プ ログ ラム と は こう いう も の な の か 」 と わか っ 
て くる と 思い ます 。 

で す が 、 プ ログ ラム を 書く 前 に ある 程度 の 予備 知識 を 持っ つて いる と 、 さ ら に 理 
解 し や すく な り ま す 。 こ こ で は 、 プ ログ ラム を 書き は じ め る 前 に あら か じ め 知 っ 
て お きた いこ と を 、 い くつ か 紹介 し ます 。 


プロ グラ ム を 書く た め に は 、 言 語 ご と に きめ られ た 書き 方 を し な けれ ば な り ま せん 。 C 
言語 の プロ グラ ム を 書く に は 、C 言 語 独自 の ルー ル に 従っ て ソー スコ ー ド を 書き ます 

合 分 け す る 処理 や 繰り 返し を 行う 処理 な ど 、 文 法 上 の ルー ル は 第 1 日 以降 の 学習 で 、 
その つど 説明 し ます 。 

まず は プロ グラ ム を 書く と き の 最 低 限 の ルー ル を 、 こ こ で 理解 し て お きま し ょ う 。 


① プ ログ ラム は 命令 の 手順 を 書く も の 
プロ グラ ム で は 、 実 行 し た い 順に 命令 を 書き ます 。 
例え ば 、「1」 「2」「3」 を 順に 表示 し た い 場 合 、 





printE("1"): 
p エ intF ("2"): 
printE("3")z 





と 書き ます 


2 ぢ ひと つの 命 令 の 最後 に は 、 必 ず 「:」 を つけ る 
先 の ① の 例 で いう と 、「printf(19:」 「printf(29:| 「printf(39:| が 、 そ れ ぞ れ ひ と つの 命 
令 に な り ま す 。 


$ プ ログ ラム は 基本 的 に 半角 英 数 文字 で 記述 する 
プロ グラ ム は 半角 英 数 文字 で 記述 し ます 。 ス ペー ス (空白 ) も 半角 が 基本 で す 。 





int main () {ーー 全角 文字 な の で 間違い 


ミ n モ main() { ペーーーーーーーー 正しい 





第 0 日 < オリ エン テー ショ ンー 一 プロ グラ ム に つい て 


$④ 空 白 、 改 行 、 タ ブ を 利用 する 

プロ グラ ム を 見 や すく する た め に 、 半 角 ス ペー スヤ 改行 、 タ プ ([Tab] キー) を 利用 
する こと が あり ます 。 こ の と き 、 誤 っ て 半角 スペ ー ス の か わり に 全角 スペ ー ス を 入れ な い 
よう に 注意 し て くだ さい 。 


5 予約 語 を 他 の 目的 に 利用 し て は いけ な い 
予約 語 ヤ と 呼ば れる 単語 は 、C コ ン パ イラ が 特定 の 目的 に 使用 する も の で す 。 予約 語 
同じ 単語 を 、 プ ログ ラム の 中 で 変数 名 や 関数 名 に 使っ て は いけ ませ ん 。 


⑤ 大 文字 と 小文字 は 区 別 する 
言語 の プロ グラ ム に は 、 必 ず 「main()」 と いう 記述 が 出 て きま す が 、 こ れ を 「Main()」 
や 「MAIN)」 と 書い て は いけ ませ ん 。 


7 変数 名 や 関数 名 に は 半角 英 数 文字 を 使う 
プロ グラ ム の 中 で 使用 する 変数 名 や 関数 名 は 、 半 角 英 数 文字 を 使っ て 自分 で 自由 に つけ 
る こと が で きま す “。 し か し 、 全 角 文 字 や 半角 カナ 文字 は 使え ませ ん 。 


$「//」 か ら 行 の お わり まで は 、 コ メン ト 文 と みな され る 

「//」 か ら 行 の お わり まで は 、 コ メン ト 文 に な り ま す 。「 バ ー ツ 」| で 時 まれ た 部 分 も 同様 
で す 。 後者 の 書き 方 を する と 、 複 数 行 を コメ ント 文 に で きま す 。 

な お 、 コ メン ト 部 分 は プロ グラ ム が 実行 され な い の で 、 全 角 文 字 を 使っ て も か まい ませ 
ん 。 


以上 が C 言 語 の プロ グラ ム を 書く と き の 、 最 低 限 の ルー ル で す 。 


@ ル ー ル に 従っ て C 言 語 で 書か れ た プロ グラ ム 例 





#1nctude < 上 dio.h> 


// サン プル プロ グラ ム ーー 一 ーー ] 行 コ メン ト 文 
ュ in モ main() { 


nt countz // 0 5 エ か キー 生 
char st ェ [10]: /* 文字 列 変 数 */ 0 


/* ここ に 処理 を 書き ます 和 
コメ ント 支 で す ュー 本 コ メット 


eturn 0: 








$ フ ァイル 名 の 命名 規則 に つい て 

最後 に 、C 言 語 の プロ グラ ム フ ァ イル の 命名 に 関す る 規則 を 紹介 し ます 。 

先 に 述べ まし た が 、 拡 張子 は ファ イル の 種類 を 識別 する た め の も の で す 。 ご C 言 語 で 書い 
た プロ グラ ム フ ァ イル の 拡張 子 は 、「.cl」 で す 。 フ ァイル 名 は 半角 英 数 文字 を 使っ て 自由 に 


と ォ 6 : タブ を 半角 スペ ー ! 
! ス で いく つ 分 に する か 
: は 、 テ キス ト エディ タ : 
! の 設定 に より ます 。 一 ! 
i 般 的 に は 4 か 8 が 妥当 
! で す 。 1 


! \7 : 予約 語 の 一 覧 は | 
} 次 ペー ジ で 説明 し ま | 
1 す 。 1 


1 *B : ⑥ の 法則 は ここ : 
! で も 反映 され ます 。 自 
: 分 で 作っ た 「amaril | 
! と いう 変数 名 を ! 
ji 「Amari」 と 書い た ら 、! 
j 別 の も の に な っ て し ま : 
: いま す 。 ! 


@ 





つけ る こと が で きま す 。 
言語 の プロ グラ ム を 機械 語 に 翻訳 (コン パイ ル ) する と 、 拡 張子 が 「.exe」 の 実行 ファ 
イル が 作成 され ます 。 


人 @C 言 語 プ ログ ラム ファ イル 名 と 実行 ファ イル 名 の 例 


プロ グラ ム フ ァ イル 名 _ コン バイ ル 実行 ファ イル 名 


Sample.C ーーー ま ー Sample.ex@e 
QutputTest.C ーー と outputText.exe 
ら - ら 2.c ーー テテ ら -2.exe 


言語 の プロ グラ ム を 書く と き の ル ー ル に つい て 学習 し まし た が 、 ま だ 実際 に プロ グラ 
ム を 書い て いな い の で 、 ピ ン と こない で し ょ う 。 

これ ら の ルー ル は 、 本 書 を 読み 進め な が ら ソ ー ス を 写し て いる うち に 自然 と 身 に つい て 
くる こと で す が 、 知 っ て お く と 、 よ り 早 く 身 に つけ る こと が で きる の で 、 先 に 紹介 し まし 
た 。 少 し だ け プ ログ ラム を 書く こと に 慣れ て きた 頃 に 、 も う 一 度 戻っ て 確認 し て みる と よ 
ゆい でしょ う 。 


ee 
C 言 語 の 予約 語 


言語 で は 予約 語 と 呼ば れる 単語 が 用 意 さ れ て いま す 。 

基本 的 に C 言 語 の プロ グラ ム で は 、 プ ログ ラム を 作成 する 人 が 使い た い 変数 名 や 関 
数 名 を 、 自 由 に つけ る こと が で きま す 。 し か し 、 予 約 語 は C 言 語 の プロ グラ ム を 実 
行 する た め の シ ステ ム で 使う の で 、 予約 語 と 同じ 名 前 の 変数 や 関数 は 使え ませ ん 。 


介 C 言 語 の 予約 語 一 覧 


auto break case Char const continue default 
do double else enum extern float for 
gOto if int long register return Short 


Signed sizeof static struct switch typedef union 
unSigned void volatile while 


第 0 日 < オリ エン テー ショ ンー 一 ビ 言語 で の プロ グラ ミン グ 環 境 を 整え よう 





実際 の 講習 な ら あ く び が 出 て くる 頃 な の で 、 そ ろ そ ろ 手 を 動か し て み ま し ょ う 。 
C 言 語 で 書い た プロ グラ ム を 実行 する に は 、C コ ン バ イ ラ と 呼ば れる ソフ トウ ェ 
ア が 必要 で す 。 

「 コ ン パ イラ 」 と 名 前 が つい て いる と 非常 に 大 規 標 な も の に 聞こ えま す が 、 イ ン 
スト ー ル 方 法 や 設定 は 非常 に シン プル で 、 他 の ソフ トウ ェ ア と 比べ て それ ほど 
難し いこ と は あり ませ ん 。 本 書 で は 、 コ ン バ イ ラ を 付属 CD-ROM か ら コ ピー 
し て 使用 で きる よう に な っ て いま す 。 あ と は 、 多 少 の 設定 を 行え ば 、C 言 語 の 
プロ グラ ム を 書く 準備 は 完了 で す 。 





C コ ン パ イラ を 入手 し て 、C 言 語 の プロ グラ ム を 実行 する 環境 を 整え まし ょ う 。 

本 書 で は Windows Vista と Windows XP の 場合 に つい て 説明 し ます 。 な お 、 以 下 で は 
Windows Vista で の 設定 画面 を 用 いて 説明 し て いま す 。 Windows XP を ご 利用 の 場合 は 、「 ヒ 
ント 」 欄 も 参考 に し て くだ さい 

Windows で 使用 で きる C コ ン パ イラ は 複数 存在 し ます 。 本 書 で は 無料 で 配布 さま れ て いる 
C コ ン パ イラ の ひと つ で ある 「MinGW 日 本 版 」 を 使用 し ます 。 

MinGWP (Minimalist GNU For Windows の 略 ) は Windows 用 の フリ ー 開 発 環境 で 、 そ 
れ に 日 本 語 を 使用 で きる よう に し た も の が 、MinGW 日 本 版 で す 


C コ ン パ イラ を イン スト ー ル する 際 は 、 コ ンピュータ の 管理 者 権限 を 持つ アカ ウン ト で 
行っ て くだ さい 


ゆり コン パイ ラ を PC 上 に コピ ビー する 
本 書付 属 CD_ROM に 収録 し て ある MinGW 日 本 版 を 、 ご 使用 の PC 上 に コピ ー し ます 。 
PC 上 の ファ イル や フォ ル ダ の 管理 は エク スプ ロー ラ を 使い ます 。 ま ず 、 タ スク バー 
の 「 ス ター ト 」 ボタ ン を 右 ク リッ ク し て 、 エ クス プロ ー ラ を 立ち 上 げ ま す *" 





1 
2 ECEZ2 
ロ パ ティ (R 






開く - All Users(P) 
エク スプ ロー ラ - All Users(X) 







中 石 クリ ッ ク 


| *B : MinGW は gCC : 
}) と いう コン バイ ラ を ! 


! Windows 上 に 実装 し 
:i た も の で す 。goc: 
! (GNU Compiler 

ji Collection) は 、: 
! GNU プロ ジェ クト に ! 
! よる UNIX 系 OS で 使 
: う フ リー な コン バイ ラ : 
です 。 1 
: また GNU ( グ ニ ュー) 

: と は 、UNIX と の 互換 ! 
: フリ ー ソ フト ウェ ア の : 
j 開発 ブロ ジェ クト の 総 : 
i 称 で す 。 : 








! *10:「 ス ター ト 」ー「 す ! 
1 べ て の プログ ラム 」 
1 「 ア クセ サリ 」ー「 エ : 
: クス プロ ー ラ 」 で も : 
: クス ブロ ー ラ を 実行 で ! 
| きま す 。 1 


ヒ ント 

11 : 他 の 場所 に コ 
ピー し て も か まい ませ 
ん 。 C ド ライ ブ 以 外 の 
ドラ イブ で も 同じ で 
す 。 た だ し 、 こ の コピ ー 
し た 場所 は 、 あ と で 設 
定 する 「 環 境 変 数 」 と 
! 連動 し て いま す の で 、 
! 注意 し て くだ さい 。 











CD-ROM の 「mingwjjp] フォ ル ダ ご と 、C ド ライ ブ 直 下 に コピ ー し ます ""。 







(SN > コン ピュ ー タ > ロー カル ディ スク (C:) ょ 2 


更新 日 時 種 
2009/04/20 10:11 ファ イル フォ ル ダ 
』 PerfLogs 2008701/21 11:32 ファ イル フォ ル ダ 



















9 Program Files 2009/04/20 17:45 ファ イル フォルダ 
計 細 > ょ Windows 2009/04/20 17:51 。 ファ イル フォ ル ダ 
ご 四 ュー が ー 2009/09/19 21:01 ファ イル フォ ル ダ 

BoorsEcrBAk 2009/04/16 11:13 BAK フ ァイル き KB 

eb 2009/04/16 11:27 ”。 デキ スト ドキュ メ .。 1 kB 









2009/04/16 11:25 テキ スト ドキ ュ メ .… 2 KB 
2009/04/21 9:42 デ テキ スト ドキ ュ メ .… 1KB 
2009/04/21 10:33 ファ イル フォ ル ダ 






上 バ パブリック 
末 コン ピュ ー タ 
> 久 ロー カル ディ スク 
cs ボリューム (D:) 
> es ボリ ュー ム (E:) 
es ポリ ュー ム (F:) 
ms ポリ ュー ム (G:) 
es ボリ ュー ム (Hi:) 
gs ボリ ュー ム (:) 
em ボリューム 0:) 
sm. ボリ ュー ム (K:) 
10 個 の 項目 




















KK 久 C ドラ イブ 直下 に コピ ー 








ww デ 


写 


コピ ー が 終了 し た ら 、C:\mingw-jp の 下 に bin と いう 名 前 の フォ ル ダ が 存在 する こと と 、 
さら に その 中 に gcc.exe (また は gcc) と いう ファ イル が ある こと を 確認 し て くだ さい 。 


更新 日 時 王 類 
2004/02/24 11:34 アプ リケーション 




















馬 ドキ ュ メ ント 



























9 2004/02/24 11:34 。 アプ リケーション 391 KB 
遇 es 
量 ピ 1 2004/02/24 11:34 。 アプ リケーション 596 kB 
詳細 2004/02/24 12:01 ” アプ リケーション 99 kB 
2004702/24 11:34 アプ リケーション 420 KB 
フォ ル ダ マ 
一 の 2004702/24 12:01 アプ リケーション 98 KB 
枯 り 2208 2004/02724 11:34 。 アプ リケーション 459 KB 
莉 wr 2004702/24 11:34 。 アプ リケーション 35 KB 
上 』 パブリック 
訂 コン ビ ピュータ 
作 ロー カル ディ 
mntml 回 ご 
2004702724 12:01 アプ リケーション 39 kB 
eo 2004/02/24 11:33 。 アプ リケーション 485 KB 
を 還 i686-pc-rmingw32 て ++...。 2004/02/24 12:01 アプ リケーション 99 KB 
KK i686-pc_mingw32-9++… 2004/02/24 12:01 アプ リケーション 99 kB 





| include 
M info 






還 』i686-pc-mingw32-gcc.exe 2004/02/24 12:02 アプ リケーション 
686-pc-mingw32-gcc-3.… 2004/02/24 12:02 。 3 ファ イル 
200402724 11:34 リケーション 














四 「bin] フォ ル ダ を 確認 








第 0 日 < オリ エン テー ショ ンーC 言 語 で の プロ グラ ミン グ 環 境 を 整え よう 








2 環境 変数 を 設定 する 

シス テム の 環境 変数 に PATH を 追加 する 設定 を 行う と 、 コ マン ド プ ロン プ ト 画 面 で コン 
パイ ル を 行う と き に 、 自 分 が どこ の 階層 に いて も 「gccl と いう コマ ンド 指定 だ け で コン 
パイ ル が で きま す 。 

環境 変数 と いう の は 、 シ ステ ム 上 で 特定 の 名 前 の 変数 を 作り 、 そ の 変数 に きま ざま な 値 
を 設定 し た も の で 、 シ ステ ム や アプ リケーション が 使う た め の 変 数 で す 。 

この あたり の 詳細 は 第 1 日 で 説明 する の で 、 今 は 深く 考え ず 、 設 定 だ け 正確 に 行っ て く 
だ さい 。 

まず 、「 ス ター ト 」 一 「 コ ント ロー ル パ ネ ル | で コン トロ ー ル バネ ル を ひら き 、「 シ ステ 
ム と メン テ ナ ン ス 」 一 「 シ ステ ム 」 で シス テム 画面 まで 移動 し ます 。 こ の と き 、 管 理 者 権 
限 補 で は な い ア カウ ント で ログ イン し て いる 場合 は 、 パ スワ ー ド を 入力 する 必要 が あり ま 
す 。 タ スク の 「 シ ステ ム の 詳細 設定 ] を クリ ッ ク す る と 、「 シ ステ ム の プロ パテ ィ 」 画面 
が 表示 され ます ぐ "。 


2 類 *。 コン トロ ー ル 7 ん ・ シス テム と メン テ ナ ン ス ・ シス テム | 









コン ピュ ー タ の 基 キ す 9 な 情 吉 の 表 ニ 








windows Edton 






Windows Vista" Home Premwm 
Copyrght の 2007 Mroso Corporeton。 AW nght resarverl 


Service peck 
wndows Vsts を アッ プ グ レ 











ー ド する (GC) 


ここ を クリ ッ ク 





Pt) DusLcws ou 5zoo @z30or 30Ge 
>oocm 













32 ビッ ト オペ レー ティ ング シス テム 





ドメイン お よび ワー ク グル ー プ の 喜 定 





「 シ ステ ム の プロ パテ ィ 」 画面 の 「 詳 細 設 定 ] タプ で 、 下 部 の 「 環 境 変数 ] ボタ ン を クリ ッ 
ク し 、「 環 境 変数 ] 画面 を 表示 し て くだ さい 。 












(| 中 ra の | 9 モー ト | 
Admmistrator と し て ログ オン し 4 凡 場 合 は 、 これ ら の ほとん どの 変更 は で きま せん 。 
バ パフォーマンス 
視覚 効果 、 ブロ セッ サ の スケ ラール 、 メモ リ 使用 、 お よび 仮 下 * モ リ 














人 ここ を クリ ッ ク 








ユー ザー ブロ ファ イル 
ログ オン に 関連 し た デス クト ッ プ 府 定 









起 回 得 
シス テム 起 軌 、 ジス テム 障害 、 お より デバッグ 情報 










K 久 ここ を クリ ッ ク 


し 


1 *12: Windows XP ! 


: の 場合 は 、 あ ら か じ め : 
i 管理 者 権限 の ある アカ : 
! ウン ト で 作業 を 行っ て ! 
! くだ さい 。 : 


人 5 
: *13 : Windows XP ! 
: で は 「 ス ター ト 」 -「 コ ! 
! ント ロー ル バ ネ ル 」 で : 
! コン トロ ー ル バネ ル を : 
: ひら き 、「 バ フォ ー マ : 
! ンス と メン テ ナ ン ス ]」 : 
! 一 「 シ ステ ム 」 で 「 シ 
: ステ ム の プロ バテ ィ ] : 
j 画面 を 表示 で きま す 。 : 





SERPROFILPWAopDataWlocaiWTemo 





[し MO- ] [し 四 双 B- ][ KOD 





ComSoec CwWndowswsystem32Wcmdexe 

DFSTRACINGON FALSE 

FP_NO_HOSTCHE_ NO 

JIMREROF PROG 2 ご 


[し 昌 NQO- ] [ 間 RO- ]( WO ) 
し に ezek_」 














③ シ ステ ム 環 境 変数 「Path」 を 設定 する 
「 シ ステ ム 環 境 変数 ] の Path と いう シス テム 環境 変数 名 を 選択 し 、「 編 集 ] ボタ ン を クリ ッ 
ク し ます 。PATH で も path で も 同じ で す 。 こ こ で は 大 文字 小文字 を 区 別して いま せん 。 





中 「Path」 を 選択 





ア 姓 ここ を クリ ッ ク 





すでに 入っ て いる 変数 値 の 最後 に 、 


:C:\mingW-jp\bin 


と 続け て 書き ます 。 最 初 の も ミコ ロン (:) を 忘れ ず に 入れ まし ょ う 。「c:\mingw-jp| は 、 
先ほど 、C コ ン パ イラ を コピ ビー し た 場所 で す 。 他 の 場所 に コピ ー し た な ら ば 、 そ の 値 に 
「 ま binl を つけ て 入力 し ます 。 

環境 変数 Path の 値 は 複数 存在 し て も か まわ な い の で 、 各 値 を 区 切る た め に セミ コロ ン 
を 使い ます 。 も し 、 間 違っ て すでに 設定 し て ある 変数 値 を 消し て し まっ た 場合 は 、 あ わ て 


第 0 日 < オリ エン テー ショ ン 一 一 ビ 言 語 で の プロ グラ ミン グ 環 境 を 整え よう 





ず に 「 キ ャ ン セ ル 」 ボタ ン を クリ ッ ク し て 、 も う 一 度 や り 直 し まし ょ う 。 
追加 を 行っ た ら 「OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 












楼 落 名 (N) 


l 到 未 値 (V 









上 ここ を クリ ッ ク 





「 環 境 変数 ] 画面 に 戻る の で 、「OK」 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 設定 が 適用 され ます 。 さ 
ら に 「 シ ステ ム の プロ パテ ィ 」 画面 で も 「OK」 ボタ ン を クリ ッ ク し て 、 終 了 し て くだ さい 


信 C コ ン バ イ ラ の 確認 を 行う 


コン パイ ラ の PFath の 設定 が 正しく 行わ れ て いる か 確認 し ます 
「 ス ター ト 」--「 す べ て の プロ グラ ム 」 一 「 ア クセ サリ 」 一 [コマ ンド プロ ンプ ト 」 で 、 
コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し ます 











「C:\Users\user>] と いっ た 表示 の 、 最 後 の 「user」 部 分 は ログ イン し た アカ ウン ト 名 
に な っ て いる は ず で す 。 そ れ ぞ れ 人 違う は ず な の で 、 こ の 部 分 は 気 に し な いで くだ さい ゞ *" 


キー ボー ド か ら 、 単 に 「gcc」 と 入力 し て 、[Enter] キー や を 押し ます 。 す る と 、 


C : 半 U8@ エ 8 笠 18@ エ >CC キーーーーーー 「gcc」 と 入力 し て [Enter] キー を 押す 





に いい 年 引 【!-】 


こん な 表示 が 出 て きま し た 。「gcc」 と 入力 する こと で 、[「C:\mingw-jp\bin\gcc.exe」 と 
いう C 言 語 の コン パイ ルプ ログ ラム を 実行 し た こと に な り ま す 。gcc プ ログ ラム は 、 本 来 、 
コン パイ ル す る ファ イル 名 を 引数 ** (ひき すう ) に 指定 し て 実行 し ます 。 引 数 を つけ ず に 
実行 する と 、「gcc: no input files| と コマ ンド プロ ンプ ト に 表示 され ます 











24 g 


! * ま 14: コマ ンド ブロ ン : 
: プ ト に つい て の 詳細 は ! 
: の ちほ ど 説 明 し ます 。:! 


: 環 境 に よっ て は : 
: 「C:\Users\user シ | ! 


! の 部 分 は 、「C:\i 


: Documents and 
! Settings\user>」 や ! 
! 「C:\Windows>」 な : 
! ど に な っ て いる 場合 も ! 
: あり ます 。 ま た 、 最 初 : 
の 「C:」 が 「D:] な ど ! 
他 の アル ファ ベッ ト に ! 
な っ て いる こと も あり : 
ます 。 1 








し 
! *15: [Enterl キー 
: と は 、「Enter」 と 書か 
れ た キー で す 。 リ ター 
ン キ ー と も 呼び ます 。 








に ンド 上 
: *16: 細 (ひき すう ) : 
と は 、 実行 する ブロ グ 
ラム 名 の 最後 に 、 ひと 
つ 以 上 の スペ ー ス を 入 
れ 、 そ の あと に 続け て 
書く 文字 列 で す 。 指定 
し た 引数 の 値 は 実行 す 
る プロ グラ ム に 渡さ れ 
ます 。gcc で は 通常 、: 
gcc test.c] と 、 コ ! 
ン バ イ ル を 行い た い ! 
ファ イル 名 を 引数 に 指 ! 
定 し ます 。 ! 














し 信和 
1 *17: Windows XP : 
! で は エク スプ ロー ラ の : 
ij「 ツ ー ル 」 一 「 フ ォ ル ! 
! ダ オ プ ショ ン 」 の 「 表 : 
| 示 ] タブ で 設定 し ます 。: 









gcc を 実行 し た あと に 、 


*gcc' は 、 内 部 コマ ンド また は 外部 コマ ンド 、 


操作 可能 な プロ グラ ム ま た は バッ チ ファ イル と し て 認識 され て いま せん 。 





と 表示 され た ら 、 環 境 変数 の 値 が うま く 設定 で き な か っ た か 、C コ ン パ イラ 自体 が お か し 
い 可 能 性 が あり ます 。 
まず は 環境 変数 の 値 を 確認 し まし ょ う 





この 他 、 プ ログ ラム を 作り や すく する た め に 必要 な 、Windows の 環境 設定 を 紹介 し て お 
きま す 


や ファ イル の 拡張 子 を 表示 する 
通常 、 エ クス プロ ー ラ で ファ イル や フォ ル ダ の 一 覧 を 確認 する と 、 フ ァイル の 拡張 子 が 
見 えな く な っ て いま す 。 本 書 で これ か ら 作 成す る プロ グラ ム フ ァ 7 イル 名 と その 
で ァイル の ファ イル 名 は 拡張 子 が 異な る だ け な の で 、 この まま で は 区 別 が つき ませ ん . 
ァイル の 拡張 子 が 見 える よう に 変更 し て お きま し ょ う 。 


エク スプ ロー ラ で 、C コ ン パ イラ を イン スト ー ル し た フォ ル ダ 「[C:\mingw-jp] の 、 き 
ら に その 中 に ある bm」 フォ ル ダ を 開き ます 

コマ ンド バー の 「 整 理 ] 一 「 フ ォ ル ダ と 検索 の オプ ショ ン 」 で 、「 フ ォ ル ダ オ プ ショ ン 」 
画面 を 開き ます *" 


ーーー シル テウン (や)・ ep・ っ 


と ご ど を クリ ッ ク 


ご こ ご を クリ ッ ク 


200402/24 11:34 


Tman = 
29 価 の 項 中 


第 0 日 < オリ エン テー ショ ン 一 一 





写 


「 表 示 」 タブ の 「 詳 細 設定 一 覧 ] に ある 、「 登 録 さ きれ て いる 拡張 子 は 表示 し な い 」 の チェ ッ 
ク を は ず し て か ら 、「 適 用 ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 






こ を クリ ッ ク 















(の 表示 
と の フォ ル タ に 二 有 し 


男 2 ル す 0 
” CO = に 2zxgiytoGo 


株 ポ 22 に 自動 8 に 入力 する < 
@ 入力 し た 項目 を ビュー で 選択 する 
1 ダウ 2 


人 に - 半 ーー 良 この チェ ッ ク を 外す 


















こ を クリ ッ ク 


次 に 、 す ぐ 上 の 「 フ ォ ル ダ の 表示 」 に ある 「 フ ォ ル ダ に 適用 ] ボタ ン *『 を クリ ッ ク し て 、 
メッ セー ジ が 出 た ら 
ます 。 


、「 は い 」 を 選択 し ます 。 最 後に 「OK] ボタ ン を クリ ッ ク し て 終了 し 









フォ ル ダ の 表示 





て 9 コ な ど ) 
本 1 9 EEC: 人 
wma 


















HH :』 ここ を クリ ッ ク 
[ 2 0 た 入力 する 
| 2 ンド の 表示 する 

や 圧 移さ れ た NTFS ファ イル を カラ ー で 表示 する 
2220 












上 中 王 に ファ イル うー 
沿 に アイ ゴン を 表示 し 、 次 小坂 は 表示 し な い 
第 に メニ ュー を 表示 る 

登録 され て いる 拡張 子 は 表示 し な い 
別 の プロ セス で フォ ル ダ タ ウィ ンド ウ を く 

憎 保護 され た オペ レー ティ ング シス テム ファ イル を 表示 し な い ( 推 ) 














『 信 ここ を クリ ッ ク 


「C:\mingw-jp\bin] や 他 の フォ ル ダ を 見 て 、 拡 張子 が 見 える よう に な っ て いる か 確認 
じ で くだ き Ws。 


言語 で の プロ グラ ミン グ 環 境 を 整え よう 


ヒン ト 

! *18 : Windows XP : 
: で は 「 全 て の フォ ル ダ ! 
: に 適用 ] ボタ ン を ク : 
! リッ ク し て 、 メ ッ セ ー ! 
: ジ が 出 た ら 、「 は い 」 ! 
! を 選択 し ます 。 i 








1 *19 : テキ スト エディ : 
| タ 上 の 文字 の 色 や 太 さ 
] は あく まで 表示 上 の も 
| の で す 。 テ キス ト エ 
ディ タ で 作っ た テキ ス : 
ト フ ァイル は 、 レ イア : 





要 新 日 時 
200402/24 1i:36 
200402/29 11:34 
200402724 11:34 
200W02724 12-01 
2004/02/24 11:34 
2004/O2724 12:01 
200W02729 11:34 
2004/02724 11:34 
2004/02/24 12:01 





















拡張 子 が 表示 され た 





200W02/24 12:01 
200%02/24 12:01 
庄 gprofexe 200W02/24 11:34 
記 3!686-pc-mingw32 て ++-。 200402724 12:01 













66 PC | 06pcmmowaz-9r+-。 200v0226 12:0 

時 に 副 !686-pc-mngw32-goc-exe 2004/02/24 12:02 0 

の Ye86-pc_mngw32-goc3.…。 2004702/24 12:02 。 コ フ ァ イル 97 kB 
内 





アプ リケーション 


⑱⑧ テ キス ト エ ディ タ を 用 意 する 

C 言 語 の プロ グラ ム を 書く に は テキ スト エディ タ を 使用 し ます 。 

Windows 付 属 の テキ スト エディ タ で ある 「 メ モ 帳 ] を 使っ て も よい の で す が 、 他 に 使い 
勝手 の よい も の が あれ ば 、 そ れ を 使用 し て くだ さい 。 イ ンタ ーネット 上 で は フリ ー の ソフ 
トウ ェ ア も 数 多く 紹介 され て いま す 。 

テキ スト エディ タ の 中 に は 、 プ ログ ラム を 書く と き に C 言 語 の 予約 語 や コメ ント 部 分 を 
別 の 色 や 太 き で 表示 し て くれ る も の も あり ます “*“。 自 分 で 使い や すく 、 か つ 便利 な も の を 
用 意 し て くだ さい 。 


本 書 で は フリ ー ソ フト TeraPad を 推奨 し ます 。 


人 @TeraPad で ソー 5 后 結 し て いる と ころ 





ラー19 ee に 3G) - ま 502zFoe) ッ ー ル D へ ルプ 
h 層 回 % 昌 四 で o 計 員 8 


杖 ー+ 
aimciuie Xetdio.b・ 





lint main0.G 
witf(nelie つの: 
return 


民 








ここ まで の 設定 で 、C 言 語 の プロ グラ ム を 書く た め の 準 備 は 整い まし た 。 
明日 か ら は 実際 に プロ グラ ム を 書き な が ら 、 本 格 的 に C 言 語 の 勉強 を 進め まし ょ う 。 


ここ か ら が C 言 語学 習 の 本 当 の 第 一 歩 で す 。 
第 0 日 の オリ エン テー ショ ン で CC 言語 の ブログ 
ラム を 書く 準備 は 整っ た と 思い ます 。 

まだ 準備 を し て いな い 人 は 、 第 0 日 に 戻っ て 環 
境 を 整え て くだ さい 。 

本 章 か ら 実 際 に C 言 語 の プロ グラ ム を 書い て 、 
実行 する 学習 に 入り ます 。 ま ず は と て も 簡単 な 
プロ グラ ム を 作っ て 、 プ ログ ラム の 書き 方 の 基 
本 を 理解 し 、 そ の 次 に 少し だ け 複 雑 な プロ グラ 
ム を 作っ て 、 プ ログ ラム を 書く こと に 慣れ ま 
し ょ う 。 





お 待た せ し ま し た 、 こ の 時 間 か ら や っ と 実践 に 入り ます 。 最 初 か ら 複 雑 な 
プロ グラ ム を 書い て も 、 結 局 実行 で きず に スト レス を 溜め た だ け …… な ん 
て こと に な ら な いよ うに 、 ま ず は ご く 簡 単 な プ ログ ラム を 書い て 、 実 行 し 
ます 。 


沈 回 作成 する 例題 
ーー] 


実行 する と 「Hellol| と 
表示 され る 









了 1 10days c | day01-01 | sample.C 


人 @ こ の レッ スン の ね らい 

C 言 語 で 書く 、 一 番 基 本 的 な プロ グラ ム を 実際 に 作っ て み ま す 。 

プロ グラ ム の 書き 方 、 保 存 の 仕方 、 コ ン パ イル の 仕方 な ど 、 実践 的 な 技術 を 学び 
な が ら 、C 言 語 の 文法 の 基本 を マス ター し ます 。 

この 時 限 で 勉強 する 「 プ ログ ラム を 書く 」 一 「 コ ン パ イル する 」 一 「 実 行 する 」 
と いう 流れ は 、 こ の 先 ど ん な に プロ グラ ム が 複雑 に な っ て も か わら な い 手 順 で す 。 
この 時 限 以降 で は 特に 説明 し な い の で 、 こ こ で 慣れ て し まい まし ょ よう 。 


第 1 日 。 1 時 限 目 @@ 一 番 簡単 な プロ グラ ム を 作っ て 動か そう 





ノー 


赴 、、C ド ライ ブ の 下 に 、「source」 と いう 名 前 の フォ ル ダ を 新規 作成 す 
1: 


am 


ls 開 婦 ・ コン ピュータ ・ ロー カル ディ スク (C:) ・ 
と ーー 








ーー 
3 9 才 介 KS っ | 
| 1 に と ウン) |: まき さい て 日 
名 調 と 委 新 日時 
』 digitalstage 2008/09/03 17:03 
』 inetpub 2008/06/02 13:13 
』 mingw-jp 2009/0%30 19:07 
』 PerfLogs 2008/01/21 11-30 
ピ am Files 2009/05/03 11:17 
























C ド ライ ブ 直 下 に 「source」 
人 ロー カル し ディ スク (C:) = 2009/0S/03 10:07 フォ ル ダ を 作成 
digitalstage に 則 ユーザー 2008/0W21 18:19 ファ イル 


Inetpub 同 BooTsEcTBAK 2008/04/09 17:50 BAK フ ァイル S KB 
5 mingw-jp 
PerfLogs 
program Files ・ 





source 
ファ イル フォ ル ダ 
更新 日 時 : 2009/05/03 11:22 


*] : ご 自分 で 用 意 し : 


(の) テキ スト エディ タ - で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する - 





1 た テキ スト エディ タ を | 

: 使 っ て くだ さい 。! 
1 | 韻 include <sdio .h> ! Windows 付 属 の メモ : 
2 ! 帳 で も か まい ませ ん 。 ! 
3 | int main() { =P 聞 5 
4 p エ と intE("He1t1o!"): ! * ら : 行 番号 は 、 ブ プロ ! 
5 return 0: グラ ム 中 に は 書か な い : 

1 だ さ | ! 
6 | } <ーーーーーー ーー 一 一 最後 の 行 も 改行 する 人 















#include.<stdio.>」 一 










+ 
int main() .[ ょ 
printf( Hello!):+ 
return.0: ょ 


fm 











SJIS CRLF 振 入 








! *3 : 拡張 子 に 注意 し : 
! て 保存 し まし ょ う 。! 
) ファ イル の 種類 を うっ : 
! か り 「 テ キス ト フ ァ イ : 
: ル ] で 保存 する と 、 拡 : 
! 張子 に .txt が つい て 、: 
! 「sample.c.txt」 な ん : 
! て 名 前 に な っ て し まい : 
! ます 。 ! 


! 4 : 保存 する フォ ル : 
! ダ は 、 他 の と ころ で も : 
! 構い ませ ん が 、 その 場 : 
合 は 、 以 下 の 「C:\! 
1 Surce」 を 保存 し た : 
} フォ ル ダ に 読み 替え て : 
! 実行 し て くだ さい 。 


! *5 : コマ ンド ブロ ン : 
! プ ト の 表示 が 「C:\ : 
! Users\user>」 で は : 
j な く 「C:\Documents : 
: and Settings\user : 
} >」 に な っ て いる 環境 : 
1! も あり ます が 、「od : 
: \source」 だ け 入 力 し : 
! まし よう 。 6 





! *G : Sample.c を 保存 : 
! し た 場所 が 「C:\: 
Source] で 、 コ マン 
: ドブ ロン プ ト を 起動 し : 
! た と き の 表示 が 「C:\」: 
) 以外 で は じ ま る 場合 ! 
! は 、 ま ず は 「c:」 と 入 : 
! 力 し て 【Enter] キー ! 
: を 押し て くだ さい 。 そ : 
1 れ か ら 「cd \source」 1 





! * ア : コン バイ ル が 成 
: 功 し な い 場 合 、P.3B : 
i 以降 の 説明 を 読ん で 原 
i 因 を 探っ て くだ さい 。 : 


の 
0 
し 30 ) 
\ ノ / 


ーー 


入力 で きた ら 「sample.c] と いう 名 前 “で 、 手 順 ① で 作成 し た 
「C:\source」 フォ ル タ ダ 下 に 保存 する “。 保 存する と き の フ ァイル 
の 種類 は 、「 す べ て の ファ イル 」 を 選択 し て お く 















1 「sample.c」 と 
いう 名 前 で 保存 





ァイル XN) 


イル の 種類 


「 ス ター ト 」 一 「 す べ て の プロ グラ ム 」 一 「 ア クセ サリ 」 の 「 コ マ 
ンド プロ ンプ ト 」 を 起動 し 、cd コマ ンド を 入力 し て 、「C:\source」 
フォ ル ダ に 移動 する 


yl の rG 四 1 ゴロ 1( に 1 
MiN 


1 すま 1 こ ) トッ 2 





5 次 の よう に 入力 し て 、sample.C を コン パイ ル す る 


で : 壮 ほ 5O つ てい エ で ご G> 可 CC - 〇 の sample sampte.c さ ーー よ 「gcc -o sample 





第 1 日 。 1 時 限 目 @ 一 番 簡 単 な プ ログ ラム を 作っ て 動か そう 


コマ ンド プロ ンプ ド 


届 こつ o) 








何 も 表 示さ れ な けれ 
ば コン パイル 成功 








「Hello!| と 表示 さ 
れれ ば 成功 





し 31 








胃 WB コ マン ドブ ロン 
) プ ト 画 面 を コン ソー ル : 
j 画面 と も いい ます 。 「 コ : 
! ン ソ ー ル 上 」 と は 、 コ : 
! ン ソー ル 画 面 の 大 部 分 
! を 占め る 文字 表示 部 分 : 
: を 指し ます 。 ! 


32 ) 





プロ グラ ム の 作成 と 実行 の 手順 
と C 言 語 で 書い た プロ グラ ム を 実行 する た め に は 、 以 下 の 手順 で プロ グラ ム ソ ー 
ス フ ァ イル か ら 実 行 フ ァイル を 作り 出す 必要 が あり ます 


@C 言 語 で 書い た プロ グラ ム の 実行 手順 


プロ グラ ム ソ ー ス ファ イル sample.c 


草 3nctude <stdio-.h> | | 


int main() { テキ スト エディ タ で 作成 ・ 保 存 
printE("Hetto!"): (C:\source\sample.c) 
ェ return 0: 


5 
! ーー ーーー 一 = 


2 | 
コマ ンド プロ ンプ ト 画 面 か ら コ ン バ パイ ル 
C:\source>gcc -o sample sample.c 





C コ ン バ イ ラ 


上 


実行 ファ イル sample.exe 
本 ーー コマ ンド プロ ンプ ト 画 面 か ら 実行 
| I ae C:\source>sample.exe 


最初 に プロ グラ ム ソ ー ス ファ イル を 作成 し 、 次 に プロ グラ ム ソ ー ス ファ イル を コン パイ 
ル し ます 。 こ の と き 、 リ ンク と 呼ば れる 作業 も る 、C コ ン パ イラ が 同時 に 行っ て くれ ます 
最後 に 、 で き あ が っ た 実行 ファ イル を 実行 し ます 

今回 作っ た プロ グラ ム は 、 コ ン ソ ー ル “上 に 「Hellol] と だ け 出 力 表 示す る プロ グラ ム 
で す 。 プ ログ ラム が コン ソー ル 上 に 対し て 何 か を 書き 出す こと を 、 出 力 と いい ます 


@ コ ン ソ ー ル 上 に 実行 結果 を 表示 





呈 コマ ンド プロ ンプ ト 

















第 1 日 。 1 時 限 目 @ 一 番 簡 単 な プ ログ ラム を 作っ て 動か そう 


ク 、 プロ グラ ム の 文法 
オリ エン テー ショ ン で も 説明 し まし た が 、 プ ログ ラム と は コン ピュ ー タ に 行っ 


て ほし い 動 作 の 手順 を 書い た も の で す 。C 言 語 で プロ グラ ム を 書く 場合 は 、C 言 語 の 文法 
に 従っ て 書き ます 。 例 えば 、C 言 語 の プロ グラ ム は 必ず 、 








nt main() { 


} 


と いう 部 分 が 必要 に な り ま す 。 こ の main() 部 分 か ら プ ログ ラム は 実行 され ます 。 

これ は C 言 語 の 「 き まり 」 で す 。 プ ログ ラム は 、 こ の よう な きま り ご と (文法 ) に 従っ 
て 書く 必要 が あり ます 。 

人 間 同 士 の コミ ュ ニ ケー ショ ン で は 、「 こ の 部 分 が main で す 」 と 書く の を 間違え て 「 こ 
の 部 分 が mainn です 」 と 書い て も 、「 あ 、 単 語 を 書き 間違え て いる の ね 」] で 済み ます が 、 
コン ピュ ー タ の 場合 、 そ の よう な 和 柔軟 な 思考 は も っ て いま せん 。 


nt mainn() { 


} 





と 書い て あっ た ら 、「C 言 語 の プロ グラ ム な の に main() 部 分 が な い ぞ ! 」 と コン ピュ ー タ 
に 色 ら れ て し まい ます 。 コ ンピュータ プロ グラ ム の 文法 は 、 正 確 に 書か な けれ ば な り ま せ 
ん 。 

この main() {} 部 分 は 、 単 に main (メイ ン ) と か main 関数 と 呼ば れ ま す 。 

「main()」 の あと の 左 括弧 「{」 か ら 右 括弧 「}] まで が main で す 。{} で 囲ま れ た 部 分 を 
プロ ッ ク グ ク と 時 び ます 。 


③) ソー スコ ー ド の 説明 
それ で は 、 ソ ー ス コー ド を 1 行 目 か ら じ っ くり と 説明 し て いき ます 。 


(1) 1 行 目 
出力 を 行う printf 関 数 を 利用 する た め の お まじ な いで す 。 








| 井 ミ nctude <sdio .h> 軸 





と 書い て あっ た 場合 、 こ れ は 「stdionh フ ァイル を イン クル ー ド する 」 と いい ます 。 
詳し い 説 明 は 第 10 日 に し ます が 、 今 は 、「printf 関 数 を 使う た め に は 、 必 ず プ ログ ラム 
の 最初 に この 1 行 を 書か な けれ ば な ら な い 」 と いう こと だ け 、 お ぼ え て お いて くだ さい 。 
関数 と は 特定 の 処理 を 行う も の で 、printf 関 数 は 文字 列 を 出力 する 関数 で す 。C 言 語 で 
用 意 き され て いる さま ざま な 関数 を 使う た め に は 、 他 に も いろ いろ な 「 〇 〇 ファ イル を イン 
クル ー ド する 」 必要 が あり ます 。stdio.h 以 外 の ファ イル を イン クル ー ド する 必要 が 生じ た 
ら 、 そ の つと 説明 し ます 。 ど の プロ グラ ム で も た いて い printf 関 数 は 使う は ず な の で 、C 





言語 の プロ グラ ム を 書く と き は 、1 行 目 に 必ず 「#include <stdio.h>| を 書く こと に 慣れ 
ぷ 必 まま ( レ ま う 。 


(2) ら 行 目 
プロ グラ ム の 見 た 目 を スッ キリ させ る た め に 、 1 行 分 、 空 け ま す 。 


(3) 3 行 目 一 6 行 目 

C 言 語 の プロ グラ ム は main() { } の 中 か ら は じ ま り ます 。 main 関数 の 中 の 各 命令 文 を タ 
プ ([Tab] キー) で 揃え る と 、 見 や すい プロ グラ ム に な り ま す 。[Tab] キー な ど で 字 下 
げす る こと を 、 イ ン デ ント と いい ます 。 


int main() { 
命令 文 : 
命令 文 : 
命令 文 : 


プロ グラ ム は コン ピュ ー タ へ の 命令 手順 書 で すか ら 、main 関数 の 中 の 最初 の 文 か ら 順 
に 実行 する こと を 考え て 、 プ ログ ラム を 書く の が 基本 で す 。main 関数 の 中 の 処理 は 、 必 
ず 1} で 括り ます 。 


main() の 前 に つい て いる 「int| は 、5 行 目 の 「return 0:」 に 対応 し て いる も の で す 。 今 
は まだ 深く 考え ず に 書い て くだ さい 。 


(4) 4 行 目 
main 関数 の 中 の 最初 の 命令 文 で す 。 こ こ か ら プ ログ ラム は 実行 され ます 。 
prinf 関 数 を 使っ て 文字 列 「Hellol| を 出力 し ます 。 


(5) 5 行 目 
main プロ ッ ク の 最後 で す 。 プ ログ ラム が 正常 に お わっ た 証拠 に 、0 を 返し ます 。man ブ 
ロッ ク の 最後 に は 必ず 「return 0:] を つけ まし ょ う 。 


と て も 短い プロ グラ ム な の で 、 プ ログ ラム の 中 身 と 呼べ る の は 、 4 行 目 の み で す 。 
残り の 部 分 は 、 他 に どん な 内 容 の プロ グラ ム を 書い て も 、 同 様 に 書く 必要 が あり ます ( 最 
初 の 「#jnclude <stdioh>] は 、printf 関 数 を 使用 し な い の で あれ ば 、 必 要 あ り ま せん )。 
言語 の プロ グラ ム は 、 す べ て 次 の ひな 型 を も と に 書き まし ょ う 。 


第 1 日 。 1 時 限 目 @ 一 番 簡 単 な プ ログ ラム を 作っ て 動か そう 


人 @C 言 語 プ ログ ラム の ひな 形 
だ イン クル ー ド 文 を 書く */ 


int main() { 
/* 処理 を 書く 7 
return 0: 


/( 関数 と は ? 
ノノ main 関 数 の 中 に 実行 し た い 命令 文 を 順に 書い て いく と 、 プ ログ ラム が で き あ 
が り ま す 。 例 えば 、 


井 inctude <stdio-.h> 
in main() { 


jp ェ 1ntE( "Woo!") : 
GEurn 0: 





と 書い た プロ グラ ム を 実行 する と 、 文 字 列 「Wooll が 表示 され ます 。printf は 出力 を 行う 
命令 文 で す 。 他 に も 目的 に あわ せ た 命 令 文 が それ ぞ れ 用 意 き れ て いて 、 そ れ ら を 使っ て プ 
ログ ラム を 書き ます 。 こ の それ ぞ れ の 命令 文 は 、 プ ログ ラム 言語 に よっ て 異な り ま す 。 日 
本 語 や 英語 の 違い で いう と 、 単 語 の 違い に 該当 し ます 。 

これ ら の 用 意 さ きれ て いる 命令 文 は 、 〇 〇 関数 と 呼び ます 。printf 命 令 文 は printf 関数 と 
いい まし ょ う 。 

C 言 語 で は 数 多く の 関数 が 用 意 き れ て いま す が 、 す べ て を 完璧 に お ぼ え て お く 必 要 は あ 
り ま せん 。 本書 で も 、 使 用 する も の だ け を 少し ずつ 説明 し て いき ます 。 よ く 使 う 関 数 は 自 
然 と お ぼ え て し まう も の で すか ら 、 無 理 に お ぼ え よう と せ ず に 気楽 に 学習 し まし ょ う 。 

言語 で 使う 関数 は どこ か に 定義 る され て いて 、main 関数 の 中 か ら 呼 び 出し て 使用 し ます 。 
また 、main も 関数 の ひと つ で す 。 プ ログ ラム を 実行 する と 、 最 初 に main 関数 が 呼ば れる 
きま り に な っ て いま す 。 

いく つか の 処理 を まとめ て 自分 で 関数 を 作る こと も で きま す 。 作 っ た 関数 は 、main 関 
数 や また 別 の 関数 か ら 呼び 出し て 使い ます 。 










し 


! *9 : 本 書 で は 、 最 終 
! 的 な ブロ グラ ム の み 、: 
! janken.c] な ど と 処 1 
! 理 内 容 で ファ イル 名 を : 
! つけ て いま す 。 そ れ 以 : 
! 外 で は 、 第 3 日 1 時 限 
! 目 の ブ ログ ラム だ っ た : 
! ら 、「3-1.c」 と 番号 で : 
! ファ イル 名 を つけ て い : 


旬 プ ログ ラム の し くみ 





プロ グラ ム の 実行 










*main 関 数 か ら 実 行 す る 








nt main() { 
printE ("Woo!") 
my_func1(): 
上 


Yoid my_func1 (void) { 
ま 
my_Func2(100): 


} 自作 関数 my_func1 





nt my Func2(int d) { 
ま 


} 自作 関数 my_func2 













それ ぞ れ の 関数 を 呼ぶ 











つま り 、 プ ログ ラム は 「 関 数 の あつ まり 」 で ある こと を 、 お ぼ え て お いて くだ さい 。 


5 プロ グラ ム フ ァ イル は どう や っ て 保存 する ? 

C 言 語 で 書い た プロ グラ ム は 、「C 言 語 の ファ イル 」 と し て 保存 し て お きま す 。 
プロ グラ ム は 基本 的 に 人 間 が 手 で ポチ ポチ と 書く も の で すか ら 、 普 通 に テキ スト エディ タ 
で 書い て 保存 し ます 。 あ と か ら 中 身 を 変更 し た い 場 合 、、 テ キス ト エ ディ タ で 編集 し ます 。 

オリ エン テー ショ ン で 説明 し た よう に 、C 言 語 の プロ グラ ム フ ァ イル の 拡張 子 は 「.c」 
で す 。 フ ァイル 名 は 半角 英 数 文字 を 使っ て 自分 で 自由 に つけ る こと が で きま す が 、 全 角 文 
字 や 半角 カナ 文字 は 使わ な いよ うに し まし ょ う 。 

プロ グラ ム フ ァ イル 名 は 、 テ スト を する た め の 小 さい プロ グラ ム で あれ ば 、「testc」 や 
「samplec」 な ど 、 適 当 な 名 前 を つけ て か まい ませ ん 。 し か し 、 ず っ と 保存 し て で おき たい プ 
ログ ラム ファ イル は 、 そ の プロ グラ ム で どん な 処理 を 行っ て いる か が わか る 名 前 を つけ て 
お きま し ょ う ぞ 5 


例え ば 、 文 字 列 「Hello] だ け を 出力 する プロ グラ ム で は 、 


hello.c 


や 、 


printHello.c 


と つけ て お く と 、 あ と で ファ イル 名 を 見 た だ け で 、 何 の プロ グラ ム な の か が わか り ま す 。 


第 1 日 。 1 時 限 目 @ 一 番 簡 単 な プ ログ ラム を 作っ て 動か そう 


C 言 語 の プロ グラ ム フ ァ イル は どこ に 保存 し て も か まい ませ ん 。 本 書 で は 「C:\source」 
ディ レク トリ に まとめ て 保存 し ます 。「 デ ィ レ クト リ 」 と は ファ イル を まとめ て 保存 し て 
お く 入 れ 物 で 、「 フ ォ ル ダ 」| と 同じ も の と 思っ て くだ さい 。 以降 、 本 書 で は 「 フ ォ ル ダ ] 
で は な く 「 デ ィ レ クト リ 」 を 使い ます 


コン パ バイル 
プロ グラ ム ソ ー ス ファ イル を 作成 し た ら 、 そ れ か ら 実 行 形式 の ファ イル (拡張 
チ 「.exe」) を 作成 し ます 。 こ れ を コン パイ ル と いい ます が 、 こ の 作業 は じ コ ン パ イラ で 行 
いま す 
コン パイ ル を 実行 する の に 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう な 命令 を 書き まし た 


C : 将 SBO い て で G> 可 ご ご - 〇 Sample sampte. で ご 


「-o] 「sample」 
「sample.c」 は 
「gcc] へ の 数 





gcc* や "は C コ ン パ イラ プロ グラ ム で す ヒン ト 
コマ ンド プロ ンプ ト で は 、 コ マン ド (命令 ) を 入力 し て [Enter] キー を 押せ ば 、 その 所 
ーー 52 KS 8 に : exe と し て も 同じ : 
コマ ンド が 実行 され ます 。 上記 の 場合 は 、C コ ン パ イラ で ある 「gcc」 が コマ ンド で す ! で す 。 コ マン ドブ ロン ! 
gcc の あと に それ ぞ れ ひと つ 以 上 の 半角 スペ ー ス を 空け て 、「-o] と いう オプ ショ ン 、 実 ブ ト で は 実行 ファ イル : 
8 j を 実行 する と き に 、 拡 : 
行 形式 フ ァイル 名 、 コ ン パ イル する ファ イル 名 を 半 き ます i 1 


張子 「.exe」 を 省略 す : 
この よう に 、 コ マン ド の あと に ひと つ 以 上 の 半角 スペ ー ス を 空け て 続け て 何 か を 書い た : る こと が で きま す 。  ! 


部 分 は 、 そ の コマ ンド に 渡さ れ ま す 。 こ れ を 引数 (ひき すう ) と 呼び ます 。 月 


gcc コ マン ド で は 、 次 の よう に -o オ プシ ョ ン を つけ ず に 、C の ソー ス フ ァ イル 名 だ け を 
引数 に 指定 に する こと が で きま す 


C : 普 B5O い と で G> 可 CC Sampte. で ご ! **1 1 :-O オ プシ ョ ン で ! 


1 指定 する 実行 ファ イル | 


する と 、 き まっ て aexe と いう 名 前 の 実行 ファ イル が 作成 され ます 本 
-o オ プシ ョ ン に 続け て 実行 形式 の ファ イル 名 を 指定 する と 、 そ の 名 前 に 拡張 子 「.exe」 1 結果 は 同じ で す 。 -o オ 
を つけ た も の が 、 実 行 フ ァイル と し て 作成 され ます ""。a.exe も sample.exe も 、 中 身 は 同 4 
じゃ し : 拡張 子 「.exe」 が つき 
本 書 で は 、 作 成す る 実行 ファ イル を 、C 言 語 の プロ グラ ム ソ ー ス ファ イル と 拡張 子 だ け 。 15 


が 異な る ファ イル 名 に な る よう に 指定 し て 、 コ ン パ イル を 行い ます * 


1 
: * ま 1 : コン バイ ラ の 種 ! 
: 類 に よっ て は 、 自 動 的 
: に ブロ グラ ム フ ァ イ 】 
: 名 の 拡張 子 を .exe に 
: た も の が 、 実行 ファ イ : 
: ル 名 に な る も の が あり : 
! ます : 




















Sn 


( 38 ) 





コン パイ ル エ ラー の 場合 
コン パイ ル と は 、 ソ ー ス コー ド を 機械 語 に 変換 し た 実行 ファ イル を 作り 出す 作 


染 で す 
機械 語 に 変換 する に は 、 正 確 な ノー スコ ー ド を 書く 必要 が あり ます 。 正確 な リソー スコ ー 
ド を 書か な か っ た り 、 引 数 の ファ イル 名 の 指定 を 間違っ た りす る と 、「 コ ン バ パイ ル エ ラー| 


と な り 、 実 行 フ ァイル は 作成 され ませ ん 。 こ こ で は 、 エ ラー 発生 の よく ある 原因 と 、 そ の 
対処 方 法 を 紹介 し ます 


(1) ソー スコ ー ド ミス に よる エラ ー 
正確 な ノー スコ ー ド を 書い て いな いと 、 コ ン パ イル エラ ー に な り ま す 。 例え ば 、sample. 
c の 4 行 目 の 最 後に セミ コロ ン を 忘れ た 場合 、 コンパ イル エラ ー に な り ま す 


C : 等 SO いと エ で ご G> 可 CC - 〇 O Samptle sampte. で ご 


8amp1te .C: エ n FunC 上 on main's 
amD 1 @G 。 ご : 5 : G エ エ O エ : SYnEaxr G エ ror beFore "return" 





「error」 と 表示 され た の で コン パイ ル は 正常 に 実行 さき れず 、 実 行 フ ァイル も 作成 され ま 
せん 。 コン パイ ル エ ラー の と き は 、 た いて い は エラ ー の 原因 を 表示 し て くれ る の で 、 そ れ 
を も と に プロ グラ ム を 修正 し まし 


ら エ と エ 〇 の : BY ロモ ax G エ と エ O エ beForG "reGEurnr 


エラ ー 原 因 コ メン ト 





この 例 で は 、samplec の 5 1 て 、 エ ラー の コメ ント が 表示 され て いま す 

エラ ー の 原因 は 、 指 摘 き され た 行 で は な く 、 そ の 直前 や も っ と 前 に 原因 と な る 食 所 が 存 任 
する 場合 が あり ます 。 指摘 され た エラ ー 行 か ら 順 に きか の ぼっ て 、 チ ェ ッ ク し まし 

も う ひ と つ 、 別 の エラ ー を 作っ て み ま す 。 samplec の 4 行 目 の printf 関 数 を 、「print」 と 
書い て み ま す 


print ("mettole)z 





コン パイ ル 結 果 は 次 の と お り で す 


で C: ま SOu エ で CG>CC - 〇 O Sampte samptle. で ご 





C : ま DOCUME-1\ 衣 禄 : samp1e.c: undeFined reEerence Eo `p ェ in 


これ は 、「'rint 関数 な ん て 知ら な いよ 」 

コン ビュ ー タ プロ グラ ム は 、 関 数 名 を ひ 
ます 。 た いて い は タイ プ ミ ス に よる エラ ー 

じ ま し ょ う 


いわ れ て いま す 


0 (Y 





第 1 日 。 1 時 限 目 @ 一 番 簡 単 な プ ログ ラム を 作っ て 動か そう 


(2) gcc へ の ファ イル 名 指定 ミス 
C 言 語 の プロ グラ ム フ ァ イル 名 の 指定 ミス も あり ます 


C : 将 SO つ いて ご で G>CC - の 〇 Sampte smplte.c 


に に 





に 


この 例 で は 、 本 来 「samplec」 と 指定 する と ころ が 「smplec」 と な っ て いる た め 、 エ ラー 


が 発生 し て いま す 。 正確 な ファ イル 名 を 指定 し まし ょ う 


(3) ファ イル の イン クル ー ド 忘れ ミス 

1 行 目 の イン クル ー ド 文 は printf 関 数 を 使う た め の お まじ な い 、 と 説明 し まし た 。 し か し 、 
この 1 行 目 の イ ンク ルー ド を 書き 忘れ て も 、 実 行 フ ァイル は 作成 され て し まい ます 

そこ で 、-Wall と いう オプ ショ ン を つけ て 実行 し て み ま し ょ う 。 こ れ は 、 警 告 を すべ て 
表示 する オプ ショ ン で す 。 次 の 例 は 、1 行 目 に イン クル ー ド 文 を 書か ず に 、sample.c を コ 
ン パ イル し よう と し た も の で す 


Ci 並 BSOU と で C@G> 可 CC -Watl -o sample sampte.c 


8ampte.C: エ n FunmCE1on mailn's 


8ampte. ご で:4: warning: 1mplioit deolaration oE Function 
招い は も 





警告 と は 、 プ ログ ラム の どこ か に 異常 が ある の で 修正 する こと を 推 状 3 
す 。 警告 が 出 た 場合 も エラ ー と 同様 に 考え て 、 速 や か に プロ グラ ム の 上 異 ? 
し て 修正 じ ま 3by 補 

コン パイ ル エ ラー が 出 た 場合 は 実行 ファ イル が 作成 され な い の で 、 そ れ ぞ れ 原 因 を 突き 
止め て 修正 し ます 

修正 し た ら 、 再度 コン パイ ル を 実行 し ます 。 そ れ で も エラ ー が 出る よう な ら 、 繰り 返し 、 
エラ ー 人 箇所 を 潰し て いき ます 。 こ の 作業 を デバ ッ グ と いい ます 





(4) 最後 の 行 の 改行 し 忘れ 
次 の 表示 が 出る 場合 が あり ます 


C: 将 SOu エ FCG>CC - 〇 の sample sample.c 





Sampte.C:6:2: warning: no nevwline a end oE File 


warning (警告 ) な の で 実行 ファ イル は 作成 され て いま す が 、 気 に な る 人 は 、 プ ログ ラ 
ム の 最後 の 行 の 「}] の あと に 、 改 行 を 入れ て くだ さい * 


i *19: 本 書 の 以降 の 説 ! 
! 明 で は 省略 し ます が 、: 
: で きた ら 常 に -Wall オ : 
: プシ ョ ン を つけ て コン : 
! バイ ル し まし ょ う 。 


EOIDP ド S 
! *14 : 他 の C コ ン バ イ 
: ラ で は 、 最 後 の 行 の あ : 
: と に 改行 が な く て も 
: warning が 出 な いも の 
! も あり ます 。 




















- *15 : 実行 ファ イル は ! 
! 拡張 子 が 「.exe」 と き : 
: まっ て いる の で 、 拡 張 
: 子 を 省略 し て も 、! 
: Sample.exe が 実行 さ 
1 れ ま す 。 ! 


8 7 ム の 実行 
ーー 実行 ファ イル の 実行 方 法 に つい て 説明 し ます 


(1) コマ ンド プロ ンプ ト か ら の 実行 
コン パイ ル に 成功 する と 、 プ ログ ラム の 実行 ファ イル が 作成 され ます 。 実行 ファ イル は 、 


EE 





で 実行 し まし た が 、 


ef まこ) トッ コッ ャ オト に ニニ ニン 





と し て も 同じ で す * 
samplec は 、 文 字 列 「Hellol| を 出力 する プロ グラ ム な の で 、 実 行 し た コン ソー ル 上 に 


と 出力 され て いれ ば 成功 で す 


(2) エク スプ ロー ラ か ら の 実行 
作成 し た の は 拡張 子 が 「.exe」 の 実行 ファ イル で すか ら 、 実 は 、 他 の GUI の ソフ トウ ェ 
ア と 同様 に アイ コン を ダ プ ルク リッ ク し て 実行 する こと も で きま す 
エク スプ ロー ラ か ら 「sampleexe」 を 実行 し て みて くだ さい 


@ sample.exe を ダブ ルク リッ ク し て 実行 









2009/04/21 11:59 
2009/04/21 12:05 アプ リケーション 39S KB 


sample.c 


= sample.exe 


C ファ イル 



















リオ ル ダ 


ー り 
Intel 







mingw-jp 
PerfLogs 






Program Filed | 







Souroe 


Windows 






お そら く 一 瞳 に し て コマ ンド プロ ンプ ト 画 面 ら し きも の が 立ち 上 が り 、 す ぐに 終了 し て 
し まっ た こと と 思い ます 。 こ の プロ グラ ム は 、 プ ログ ラム の すべ て の 命令 を 処理 し お わる 
と 、 自動 的 に 終了 し て し まう の で す 。 し た が っ て 、 コ マン ド プ ロン プ ト が 一 瞬 立 ち 上 が り 、 


第 1 日 。 1 時 限 目 @@ 一 番 簡単 な プロ グラ ム を 作っ て 動か そう 





プロ グラ ム の 中 身 を 実行 し て (文字 列 「Helloll を 出力 し て ) 終了 し 、 す ぐに コマ ンド プ 
ロン プ ト 画 面 が 終了 し て し まい ます 。 
これ で は 納得 いか な い 場 合 、 プ ログ ラム を 以下 の よう に か えて み ま し ょ う **。 


韻 inctude <S モ Edio .h> 


nt main() { 
printE("Het1to!"): 
ェ ewind ( s モ din ) : ペーーーーーーー 追加 行 : 標準 入力 を 初期 化す る 
ge も char ( ) : ペーーーーーーーーーー 追加 行 : 1 文字 入力 を 待つ 
re も turn 0z 


9 
2 
3 
4 
5 
6 
8 


新しく 5 行 目 と 6 行 目 の 命令 文 を 追加 する こと に より 、 エ クス プロ ー ラ か ら 実 行 し て も 、 
何 か 1 文字 入力 する まで 、 画 面 が 終了 する こと は あり ませ ん 。 [Enter] キー を 押せ ば 画面 
は 終了 し ます 。 

し か し 、 本 書 で は 基本 的 に コマ ンド プロ ンプ ト か ら コ ン パ イル 一 実行 する こと を 前 提 と 
し て いる の で 、 こ の 方 法 は 以降 の プロ グラ ム に は 使い ませ ん 。 参 考 程 度 に お ぼ え て お きま 
層 ポ 2。 


は じ め て C 言 語 プ ログ ラム を 作っ て 、 動 か し た 気分 は どう で すか ? エラ ー が 出 た 人 も 無 
事 に 解決 で きた で し ょ うか ? 

sample.exe も 立派 な 「 ソ フト ウェ ア 」 で す 。 こ れ が で きた と いう こと は 、 コ ン パ イラ 環 
境 も 無事 に 整っ た 証拠 で す 。 安 心して C 言 語 の 学習 を 進め まし ょ う 。 


sample.c を 変更 し 、「C 言 語 の 勉強 を は じ め る よ ! 」 と いう 文 
字 列 を 表示 する プロ グラ ム に 書き 換え な さい 。 











ヒシ ンジ EK 1 
: * ネ 16 : 行 番号 は 入力 し : 
| な いで くだ さい 。 








や っ と プロ グラ ム を 書き は じ め ま し た が 、 ゲ ー ム プロ グラ ム を 書く に は 、 
まだ 少し だ け 早 いか も し れ ま せん 。 も うち ょ っ と プロ グラ ム を 書く こと に 
慣れ まし ょ う 。 

ここ で は 、1 時 限 目 より も 少し だ け 長 め の プ ログ ラム を 書い て み ま す 。 


今回 作成 する 例題 













相性 を 占う 二 人 の 名 前 を ロー マ 
字 で 続け て 入力 する と 、 占 い の 
結果 が 出力 され る 


人 110days_c | day01-02 uranai.C 


この レッ スン の ね らい 

ここ で は 、 ま だ プロ グラ ム の 中 身 を 理解 する 必要 は あり ませ ん 。 少し 長め の プロ 
グラ ム を 正確 に 書き 写し 、 き ちん と 動く プロ グラ ム が 作れ る か どう か 、 挑 戦 し て 
み ま し ょ う 。 

長め の プロ グラ ム を 写し て いる と 、 だ ん だ ん と 書き 方 の コツ が わか っ て くる と 思 
いま す 。 本 レッ スン の 最後 に 、 そ の コツ を いく つが 紹介 し ます 。 


第 1 日 ら 時 限 目 人 @ 相 性 占い プロ グラ ム を 作ろ う 


1 ) テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する ~ 
1 *1 : イン デン ト に は ! 

NN W ノ (he 
| 1 使っ て くだ さい 。 H 





井 include <5S モ d ュ oO.h> CSS 


nt main() { 
Char エ の 』 
nH 証 本 0。 ゴ z 
nt d, kz 
nt data[100]: 


printE(" 二 人 の 名 前 を 続け て ロー マ 字 で 入力 し て くだ さい > 『): 
white ((o = getchar( ) ) != "nm') て 


中 才 《G mm Ya") (人 d = 1 1} 

@tge 1F(C == "は ') { = 2z } 
etse 1F(C == "u') { d = 3:z } 
etlse 1E(C == 'e') {dd= 4: } 
etse FE(c == 'o') { d=5z } 


etse { continuez } 
data [ ュ + ォ +] = dz: 
} 
FE(i < 2) { printE(" 相性 が 占 え ませ ん "): return 1: } 


For( ゴ = 0z ] < (-2): ]++) て 
Eor(k = 0z: 挟 < (ミー ゴ -1) : kk++) て 
data[k] = (data[Kk] + data[k+1]) % 10: 
} 
} 


printE(" 二 人 の 相性 は %q%q %! ", data[0], data[11 ) : 
て eturn 0z 

















8 入力 で きた ら 、「uranai.c」 と いう 名 前 “で 、「C:\source」 ディ 
レク トリ 下 に 保存 する 


! * ら : 拡張 子 に 注意 し : 
| て 保存 し まし ょ う 。 


存 





コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 


し て 、uranai.C を コン パイ ル す る 
1 *3 : ブ ログ ラム が 少々 : 
! 長い の で 、 写 し 間違え : 
: て コン バイ ル エ ラー が : C : 等 け 8S ら 8 芋 U ほ Gr>CQ 釜 BO つ いと で @G 
! 出る か も し れ ま せん 。: 
! エラ ー が 出 た ら 、 コ ー : 











| ド を よく 見 直し な が ら : C : 並 SO いと で G>CC - 〇 ua ロ a1 u ロ エ anai で 
! 修正 し て 、 再 び コン バ : 
| イル し まし ょ う 。 
d プロ グラ ム を 実行 する 
二 人 の 名 前 を 続け て ロー マ 字 で 入力 し て くだ さい > 


第 1 日 ら 時 限 目 角 相 性 占い プロ グラ ム を 作ろ う 


相性 を 占う 二 人 の 名 前 を ロー マ 字 で 続け て 入力 する 。[Enter] キー 


を 押す と 、 二 人 の 相性 結果 が 表示 され る 


例 ) 東京 太郎 神奈 川 花子 
toukyou tarou kanagawa hanako 


toukyoutaroukanagawahanakO 





二 人 の 名 前 を 続け て ロー マ 字 で 入力 し て くだ さい > toujkkyoutaroujkanagawahanako 


解説 
相性 占い プロ グラ ム の 内 容 


相性 を 占う 二 人 の 名 前 を 続け て ロー マ 字 で 入力 し て 、 相 性 を 占う プロ グラ ム を 
作り ます 。 今 の 段階 で は プロ グラ ム の 中 身 を 理解 する 必要 は あり ませ ん 
簡単 に 内 容 を 説明 する と 、 ま ず 、 占う 二 人 の 名 前 は 続け て 1 回 で 入力 し ます 
占い 方 法 は 、 名 前 に ある 母音 の み を 「a 一 1」 昌一 2] 「uー3」 「e 一 4 「o 一 5] の 数 値 に 
置き 換え 、 と な りあ う 数 値 を 足し て いき 、10 以 上 に な っ た 場合 は 1 桁 目 の 数 値 を 使う こと 
に し ます 。 足し お わっ た ら 、 ま た 同じ よう に と な りあ う 数 値 を 足し て いき 、 最 後に 2 つの 
数 値 に な っ た ら 終 了 で 、 そ れ が 占い の 結果 に な る 、 と いう も の で す 


toukyoutaroukanagawahanako 


5 3 5 3 1 5 3 1 1 1 1 1 1 ら 5 ー 母音 を 数 値 に 置き 換え る 
8 BSIGEIIIIB は 4-: 二 受 ミー ら 2 議 】 マー と な りあ う 数 値 を 定 す 
6 IP-。 きま 率 2 45 ョ 4 ミニ 4 8 マー と な りあ う 数 値 を 中 
( 略 ) 
6.O 因 SB 0 
し 
4 6 マー ら つ の 数 値 に な っ た ら 終 了 


占い 結果 は まっ た く 根 拠 の な いも の で す が 、 子 供 の と き に や っ た こと の ある 人 も いる で 
し ょ う 。 今回 は この プロ グラ ム を 作り ます ぞ \ 


0 ン 人 
1! *4 : 占う 名 前 の 母音 : 
! の 合計 が ら 文字 より も ! 
: 少な い 場 合 は 、 占 い を : 
: 行わ な い 処理 も 入れ て : 
! いま す 。 1 








! *5 : デバ ッ グ と は 、: 
! ブロ グラ ム の 間違い を ! 
! 修正 する 作業 の こと で ! 


(②) 長い プロ グラ ム を 書く コツ 
へ 人 害 ノ 。 プロ グラ ム の main() 部 分 は 、 行 頭 を イン デン ト せ ず に 、 次 の よう に 書い て も 結 
果 は 同じ で す 。 


【uranai.c の main 部 分 の 抜粋 】 


nt main() { 

Char Cz 

for(] = 0z ] < (i-2): ゴ ++) 

For(kk = 0z k < (ミー ゴ -1) : k++) { 

data [k] = (data[k] + qata[k+1]) % 10: 
} 

} 

eturn 0: 


} 














この よう に 、 イ ン デ ント を 使わ ず に プロ グラ ム を 書い て も 実行 結果 は 同じ で す が 、 こ の 
書き 方 だ と 非常 に 見 に くい の で 、 プ ログ ラム を 書い た 本 人 が あと で 見 返し て も 、 内 容 を 理 
解す る の が 遅く な り ま す 。 例 えば 、 こ の プロ グラ ム で どこ か の 右 括弧 「} | が 抜け て いる 
エラ ー が 発生 し た 場合 、 い っ た い ど こ が 対 応 する 左 括弧 な の か 、 す ぐ わ か り ま せん 。 デ バッ 
グ 作業 の た め に も 、 プ ログ ラム は 美しく 書く 必要 が あり ます 。 

短い プロ グラ ム で は それ ほど 注意 する 点 も 多く あり ませ ん が 、 プ ログ ラム が 長く な る と 、 
理解 する の が より 難し く な る も の で す 。 あ と か ら 見 て 理解 し や すい 、 見 や すい プロ グラ ム 
を 書く よう に 心がけ まし ょ う 。 長い プロ グラ ム を 書く た め に は 、 プ ログ ラム が 見 や すく な 
る よう に 、 適 度 な 改行 や スペ ー ス 、 タ プ ブ を 利用 し ます 。 そ の た め の コ ツ を 紹介 し ます 。 


(1) ひと つの 命令 は 1 行 で 
プロ グラ ム は ひと つの 命令 を 1 行 で 書く の が 適当 で す 。 例 えば 、 


命令 1: 命令: 命令 3: 


と 書く と 、 す べ て ひと つの 命令 に 見 えて し まい 、 あ と で プロ グラ ム を 見 た 人 が 命令 2 と 命 
令 3 を 見 落と し て し まう 可能 性 が 高く な り ま す 。 こ の 場合 は 、 


命令 1 
命令 ら 
命令 3: 


と 書く と よい で し ょ う 。 た だ し 、 プ ログ ラム 全体 の バラ ンス を 考え て 、 1 行 に まとめ て し レ 
まっ て も より い 場合 が あり ます 。 


第 1 日 時 限 目 @@ 相 性 占い プロ グラ ム を 作ろ う 





で ( 寸 でき ミ 2 第 
printE(" 相性 が 占 え ませ ん 『) 


エエ GEu エ ロニ 1: 





これ は 、 変 数 i に 入っ て いる 値 が 2 より 小さ けれ ば 、 文 字 列 を 出力 し て 関数 を お わら せ 
る 処理 で す が 、 


ifE(i < 2) { printE(" 相性 が 占 え ませ ん ") : return 1: } 


と 書い て も 意味 は 同じ で 、 そ れ ほ ど 見 に くく な っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 こ の よう に 
1 行 で 書い た 方 が 、 す っ きり し て 見 える か も し れ ま せん 。 

プロ グラ ム の 書き 方 は 人 それ ぞ れ な の で 、 文 法 上 の 間違い さえ な けれ ば 「 絶 対 ] は あり 
ませ ん 。 自分 で プロ グラ ム を 書く うち に 、「 自 分 は こう いう と き は こう 書く !」 と いう ス 
タイ ル が 人 徐々 に で き あ が っ て くる と 思う の で 、 そ れ ま で は いろ いろ な 人 の プロ グラ ム を 見 
て 、 参 考 に する の も よい で し ょ う 。 


(8) 空 行 を 利用 する 

見 や すい プロ グラ ム を 書く に は 、 空 行 ( 何 も な い 行 ) を 適当 に 使い まし ょ う 。 コ メン ト 
と 同様 、 入 れ て も 入れ な く て よい も の で す が 、 プ ログ ラム を 見 や すく する た め に は 重要 で 
す 。 プ ログ ラム で printf 関 数 を 使う 場合 、 プ ログ ラム の 最初 に stdioh の イン クル ー ド 文 を 
入れ ます 。 こ の と き 、 イ ンク ルー ド 文 の 次 の 行 に main 関 数 を 書い て も 、 文 法 上 、 問 題 は 
あり ませ ん 


【 続 け て 書い た 場合 】 


提 inctude <sdio .h> 
nt main() { 





し か し 、 イ ンク ルー ド 文 は 関数 を 使う た め の 準 備 で あり 、main 関数 は プロ グラ ム の 本 
体 で す 。 イ ンク ルー ド 文 と main 関 数 は 役割 が 違う の で 、 こ の 間 は 1 行 以 上 空け て お く と 、 
プロ グラ ム が 見 や すく な り ま す 。 


【 空 行 を 入れ た 場合 】 
nctude <sdio .h> 








nt main() { 





main 関数 の 中 で も 適度 に 空 行 を 入れ まし ょ う 。 プ ログ ラム で 行う 処理 は いく つか の 機 
能 に 分 ける こと が で きる の で 、 各 機能 の 区 切り と し て 空 行 を 利用 し ます 。 





し 人 3 。 
1 *6 : 左 括 弧 の 前 で 改 : 
: 行 し た 場合 、 ブ ロッ ク ! 
: の は じ ま り と お わり の : 
! 括弧 の 位置 が 縦 の 位 
! で 揃う の で 、 括 弧 の 
! じ 忘 れ の 心配 が あり 
1 せん 。 






空 行 を 利用 し て プロ グラ ム を 見 や すく する 


int main() { 

変数 を 宣言 する 処理 : 

ゴー ( 空 行 ) 
入力 を 行う 処理 1: 
入力 を 行う 処理 ら : 

さ ー ( 空 行 ) 
出力 を 行う 処理 : 
return 0: 


(3③) 命令 文中 で の 改行 

main 関数 で は 、 「main() 」 の あと の {か ら } の 中 に 書い た 部 分 が 、 関数 の 中 身 に な り ま す 。 
は じ ま り の 左 括弧 「{」 の 前 で 改行 する か 、 あ と で 改行 する か は 人 に より さま ざま で す 。 
どちら で も 内 容 に 違い は あり ませ ん 。 


【 左 括弧 の あと で 改行 】 


nt main() { 
} 





【 左 括弧 の 前 で 改行 】 
nt main() 
1 
} 











今度 は 1 行 が 長く な っ て し まう 命令 文 を 考え て み ま す 。 占い 結果 を 表示 する 部 分 を 見 て 
み ま し ょ う 。 


【 1 行 で 書い た 場合 】 
printE(" 二 人 の 相性 は %q%q %! ", data[0] , data[11] ) 














この 1 行 は 、 次 の よう に 2 行 に 分 け て 書く こと も で きま す 。 


【2 行 で 書い た 場合 】 
| printE(" 二 人 の 相性 は %dwd %!", 





data [0] , data[11] ) 








どちら も 意味 は 同じ で す 。 1 行 で 書く に は 長 す ぎる 命令 の 場合 、 適 当 に 改行 を 入れ て も 
か まい ませ ん 。 た だ し 、 変 な と ころ で 改行 する と 、 当 然 な が ら エ ラー に な り ま す 。 


第 1 日 ^ 時 限 目 人 相性 占い プロ グラ ム を 作ろ う 


【 エ ラー に な る 場合 】 
printE(" 二 人 の 相性 は 
%d%d 9%%! m。 data[0] , data[11 ) 








改行 し て いい の は 、「 変 数 名 ] 「 予 約 語 」「 演 算 子 マ | 「 括 弧 」 の 前 後 、 ま た は 引数 の 区 切 
り で す 。 改行 は 、 ス ペー ス ひ と び 〇 分 と 同じ だ と 考え ます 。 
引数 と は 、 関数 に 渡す 値 の こと で す 。 引数 が 複数 ある と き は 、 カ ンマ 「.| で 区 切り ます 。 








pintE(" 二 人 の 相性 は %q%q %! ", data[0] , data[11 ) 











この 場合 は 、 最 初 の カン マ ま で が 出力 する 文字 列 で 、 カ ンマ で 人 句 切 っ た 残り の 2 つ は 、 
出力 する 文字 列 に 組み 込ん で 表示 する 値 で す 。 最 初 か ら 順 に 第 1 引数 、 第 2 引数 …… と 呼 
ぴ ま 中 時 

コマ ンド プロ ンプ ト で の 引数 は スペ ー ス で 区 切り ます が 、 関数 で は カン マ で 区 切り ます 。 


(4) スペ ー ス を 利用 する 
改行 と 同様 に スペ ー ス も 適当 に 使い まし ょ う 。 こ れ も 見 や すさ と いう より も 、 プ ログ ラ 
ム を 書く 人 の 好み で す 。 
【 ス ペー ス を 入れ ず に 書く 】 
| For (=0: ゴ <(iー2) : ゴ ++) { | 








【 ス ペー ス を 入れ て 書く 】 
| for(] = 0: ] < (は -2): ゴ ++) て 和 





(5) タブ を 利用 する 

「( }」 を 使っ た プロ ッ ク で は 、 基 本 的 に 、 そ の 中 に ある 命令 は すべ て タプ を 利用 し て イ 
ジグ %2 ド し ます っ 

プロ ッ ク の 中 に さら に また プロ ッ ク が 出 て きた 場合 は 、 も う ひ と つ タ ブ を 利用 し て プ 
ロッ ク を 下げ ます 。 


【 ブ ロッ ク 中 の ブロ ッ ク は さら に イン デン ト 】 
ュ n モ main() { 
ミ ま p も も = 12。 
4 お >dHDDNXt 
pn も ("1 の 値 は %qr, ミ ) : ペーーー 2 つ 目 の ブロ ッ ク な の で さら 
3 に イン デン ト 
} 
@ も un 0 ペーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 元 の イン デン ト に 戻っ た 





1 * フ : 演算 子 と は 何ら : 
: か の 動作 を 指定 する 記 
} 号 の こと で す 。 |=」 や : 
! 「 寺 」「 一 =」 が 演算 子 で : 
: す 。 詳 細 は 第 3 日 5 時 : 
! 限 目 に 学習 し ます の ! 
1 で 、 今 は まだ お ぼ え な : 
: く て も 大 丈夫 で す 。 


! *B: コ マン ドブ ロン 1 
: プ ト で gcc コ ン バ イ ラ : 
} を 使う と き に も 、 フ ァ : 
イル 名 や オプ ショ ン を : 
! 引数 に し まし た 。 コ マ : 
| ンド や 関数 な ど に 渡す : 
) も の を 引数 と 呼び ま : 


(⑬⑳ 








[if > 10) 人 の ブロ ッ ク の お わり を 表す 「}」 の 次 の 行か ら 、 ま た 元 の イン デン ト ( タ 
プ ひ と つ ) に 戻り ます 。 


(6) タブ の か わり に スペ ー ス を 4 つ 使 う 

タプ は 、 キ ー ボ ー ド の [Tab] キー を 使っ て 入力 し ます 。 通常 タプ は 「 ス ペー ス (空白 ) 
何 個 分 ) と し て エディ タ ご と に 設定 し て あり ます 。 し た が っ て 、 他 の エディ タ や 他 の 人 の 
PC で プロ グラ ム フ ァ イル を 開く と 、 イ ン デ ント の 位置 が ずれ る 場合 が あり ます 。 

も ちろ ん 、 そ れ ぞ れ に 「 ス ペー ス 何 個 分 | と きま っ て いる の で 、 行 ご と に イン デン ト が 
ずれ て バラ バラ に な る わけ で は あり ませ ん が 、 ス ペー ス 4 つと スペ ー ス 8 つ で は 、 プ ログ 
ラム の 見 た 目 に か な り の 差 が 出 ま す 。 プ ロッ ク の 中 に プロ ッ ク を 多数 使用 し て いる と 、 一 
番 内 側 の プロ ッ ク 部 分 は 右 に 寄り すぎ て 、 1 行 で 表示 で きず に 途中 で 折り 返し て 表示 され 
て し まう こと も あり ます 。 

これ を 避け る た め 、 タ プ ひ と つ に つき 、「 ス ペー ス 4 つ 」 を 代用 する 場合 が あり ます 。 

た だ し 、 こ れ は 複数 人 で 共同 し て プロ グラ ム を 書い た りす る 場合 に 多い の で 、 自 分 し か 
使わ な か い プ ログ ラム は 、 タ プ に よる イン デン ト で 何 の 問 題 あ あり ませ ん 。 


少し 長い プロ グラ ム で も 問題 な く 実行 する こと が で きた で し ょ うか 。 

明日 か ら は C 言 語 の 文法 を 学ん で いく 予定 で す 。 第 4 日 を 過ぎ る 頃 に は 、 こ の レッ スン 
で 作っ た プロ グラ ム を 見 て も 、 難 な く 理 解 で きる だ ろう と 思い ます 。 そ の と き に は 、 こ の 
プロ グラ ム を 自分 な り の 書き 方 で 作り 直し て みる の も よい で し ょ う 。 


第 1 日 時限 目 角 相性 占い プロ グラ ム を 作ろ う 


gcc の 使い 方 


gcc は 各種 の オプ ショ ン を つけ て 実行 し ます “。 主 な オプ ショ ン を 紹介 し て お きま す 。 
:! *9: gcc に -help オ : 

⑯ gcc の 主 な オプ ショ ン ke 
っ 実行 ファ イル 名 を 指定 。 指定 し な いと aexe と いう 名 前 の 実行 ScSiceeb 

ファ イル が 作成 され る 

使い 方 ) gcc -o sample sample.c 
-C コン パイ ル の み 行 う (オブ ジェ クト ファ イル *" を 生成 する ) 

使い 方 ) gcc -c sample.c 一 sample.0 を 生成 50 
吾 実行 ファ イル に デバ ッ グ 用 の 情報 を 埋め 込む 1 10 日 で 学習 し ます 。 | 

(7 用 GEBEOISBIDIGESBHIDIGIG 記 玉 二 語 計 aw。。 0 ご ご ご ーーーーー 
-Wall 警告 を すべ て 表示 

使い 方 ) gcc -Wall -o sample sample.c 
| リン ク す る オブ ジェ クト ライ ブラ リ を 指定 する 。 | に 続け てこ リ ン 

ク す る ライ ブラ リ を 指定 する 。「 使 い 方 」 の m は 数 学 関数 ライ ブ 

ラリ (libm.a) を 表す 

使い 方 ) gcc -o sample sample.c -Im 
上 コン パイ ラ (リン カ ) が ライ ブラ リ を 探す ディ レク トリ を 追加 
- コン パイ ラ が ヘッ ダフ ァイル を 探す ディ レク トリ を 追加 


() 





nA am 





C 言 語 で 書い た プロ グラ ム は 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら コ ン パ イル し 、 実 
行 し まし た 。 

「 何 これ 。 め ん どく さい ……」 と 思っ た 人 も いる で し ょ う 。 残念 な お 知ら 
せ で す が 、 本 書 の C 言 語 の プロ グラ ム を 実行 する に は 、 こ の 面倒 な 方 法 を 
使わ な けれ ば な り ま せん 。C 言 語 の プロ グラ ム を 書い た ソー ス フ ァ イル は 
普通 の エディ タ で 作成 し ます が 、 そ の あと の コン バイ ル 作 業 と で き あ が っ 
た 実行 ファ イル を 動か す の は 、 こ の コマ ンド プロ ンプ ト 画 面 で 行い ます 。 
し か し 、 慣 れれ ば それ ほど 難し い 作 業 で は な い の で 、 こ の 時 間 に コ マン ド 
プロ ンプ ト の 使い 方 を お ぼ え て し まい まし ょ う 


【 注 意 】 本 レッ スン の サン プル ファ イル は あり ませ ん 。 


コマ ンド プロ ンプ ト を 使う 


「 ス ター ト 」 一 「 す べ て の プロ グラ ム 」 一 「 ア クセ サリ 」 一 「 コ 
マン ド プ ロン プ ト 」 と 選択 し し 、 コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 する 


ここ を クリ ッ ク 





コマ ンド プロ ンプ ト 上 で 「 解 説 ]」 の 内 容 に 従っ て コマ ンド を 入 
力 し 、 コ マン ド プ ロン プ ト の 操作 に 慣れ る 











ンド プロンプト 
の 起動 画 下 



































第 1 日 3 時限 目 @ コ マン ド プ ロン プ ト を 使っ て みよ う 


解説 
コマ ンド プロ ンプ ト と は 
人 本 書 を 読ん を で いる みな さん の ほとん ど は 、Windows の コン ピュ ー タ を 使っ て い 
る と 思い ます 
Windows 上 の ソフ トウ ェ ア の 多く は 、 視 覚 的 に コン ピュ ー タ の 操作 が で きる GUI (グラ 
で す 。 こ れ に 対し て 、 CUI (キャ 


フィ ッ ク ユ ー ザ イン タフ ェ ー ス :Graphic User Interface) 
と は 、 キ ー ボ ー ド か ら 文 字 の 


ラク ター ユー ザイ ンタ フェ ー ス : Character User Interface) 
み で 操作 する ソフ トウ ェ ア の こと を いい ます 


CUI 
Character User Interface 


⑯GUI と CUI 


GUI 
Graphic User Interface 


2003/06/21 14:00 
2002/03/15 21:19 TNNT 














| ラフ ィ ッ ク で 旭 作 し 文字 の み で 操作 ) 








本 書 で 作る C 言 語 の プロ グラ ム は 、 す べ て CUI ソ フト ウェ ア に な り ま す 。 CUI ソ フト ウェ 
ア は 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 実 行 し ます 。「 ス ター ト 」 一 「 す べ て の プロ グラ ム 」 -「 ア 
クセ サリ 」 一 「 コ マン ド プ ロン プ ト 」 で 立ち 上 が る 画面 が 、 コ マン ド プ ロン プ ト 画 面 で す 


これ を コン ソー ル 画 面 と も いい ます 


コマ ンド プロ ンプ ト の 起動 画面 





この マシ ン の OS は Windows Vista で 、C ド ライ プ に イン スト ー ル され て いま す 。 も し 


も D ド ライ ブ に OS が イン スト ー ル され て いる 場合 は 、 


の 部 分 が 、 





(8 ) 











入力 する の は 「dir」 1 
の み で す ! 





と な っ て いま す 

また 、Windows XP で は 、 こ の 部 分 は 「C\Documents and Settings\user>] と な っ て 
いま す 。Windows Vista、Windows XP の どちら も 、 最 後 の 「user」 部 分 は 、 ロ グイ ン し 
て いる アカ ウン ト の 名 前 で す 。「C:\Windows>」 と 表示 され る OS も あり ます 

コマ ンド プロ ンプ ト 画 面 が フォ ー カ ス さ れ て いる と 、[C:\Users\user>|」 の すぐ あと の 
部 分 で 、 カ ー ソ ル が 点滅 し て いま す 


介入 力行 で カー ソル が 点 減 






Wind 


キー ボー ド か ら 何 か 入力 する と 、 こ こ に 入力 文字 が 反映 され ます 。 例 えば 、 


と 「dir] だ け 入 力 し て *"、[Enter] キー を 押し ます 。 す る と 、 何 や らい ろ い ろ と 表示 され 
た と 思い ます 

これ は 、C ド ライ ブ の 「Users] の さら に 下 の 「user」 に ある 、 フ ァイル や ディ レク トリ 
(フォ ル ダ ) の 一 覧 を 表示 し て いま す 
@dir の 実行 結果 ( 例 ) 


ーー 
ロ 中 


「dir] と 入力 し て 
[Enter] キー 












)09/04/19 
3/04/19 


UIR 尼 蜂 | いろ いろ 表示 され た 


2009/04/20 


2009/04/19 





第 1 日 3 時 限 目 @ コ マン ド プ ロン プ ト を 使っ て みよ う 


つま り 「dir] は 、「 フ ァイル や ディ レク トリ の 一 覧 を 表示 する コマ ンド (命令 ) 」 で す 
- 覧 表示 の 最後 で は 、 再 び 、 


と 表示 され 、 カ ー ソ ル が 点滅 し て 次 の コマ ンド を 待っ て いま す 
コマ ンド プロ ンプ ト 画 面 で は 、 こ の よう に キー ボー ド か ら の コマ ンド 入力 を 受け つけ て 
実行 し ます 。 コ マン ド の 入力 を 待っ て いる 、 


の 部 分 を 、 プ ロン プ ト と 呼び ます 。 先頭 か ら 「>] まで が プロ ンプ ト で す 
「dirl」 の よう に 、 コ マン ド プ ロン プ ト 画 面 か ら 特 定 の 処理 を 実行 きせ る 命令 文 を コマ ンド 、 
また は DOS コマ ンド と いい ます 


まま ュ リュ ミ ユ イト ュー セス ・ ト キュ 


・ 1 


プロ ンプ ト  。 コマ ンド 





DOS* と は Disk Operating System の 略称 で OS の 一 種 で す 。Windows が 流行 る 前 に 使 
われ て いた OS で 、CUI で ファ イル の 管理 な ど を 行い ます 。DOS を 操作 する た め に 使わ れ 
て いた の が 、dir な どの コマ ンド で す 。Windows に な っ て か ら は 、Windows 上 か ら DOS コ 
マン ド が 使用 で きま す 

実は 、DOS コ マン ド を 使用 する DOS プ ロン プ ト が ある の は Windows 9x 系 まで で 、 
Windows 2000 以 降 の OS で は 、 その 拡張 版 で ある コマ ンド プロ ンプ ト が 用 意 さ れ て いま す 
本 書 の 動作 環境 を 考え 、 以 降 は 命令 文 を コマ ンド 、 そ れ を 実行 する 画面 を コマ ンド プロ ン 
ジン 下 で 六 一 じ ま ず 


ディ レク トリ と フォ ル ダ 
dir コ マン ド で ディ レク トリ と ファ イル の 一 覧 が 表示 され まし た 。 す で に 説明 

し た よう に 、「 デ ィ レ クト リ 」 と は 「 フ ォ ル ダ 」 の こと で す * 

スタ ー ト ボタ ン (また は スタ ー ト メニ ュー) を 右 ク リッ ク し て 、 エ クス プロ ー ラ を 起動 
し て くだ さい 。 エ クス プロ ー ラ で は 、 自 分 が 今 使っ て いる PC 上 の 、 す べ て の デー タ が 表 
示さ れ ま す 。 コ ンピュータ 上 の すべ て の デー タ は 、 フ ァイル と し て ハー ド デ ィ スク に 保存 
され て いま す 。 和 無数 の ファ イル が 並ん で いる と 管理 が 大 変 な た の で 、 デ ィ レ クト リ を 使っ て 
階層 的 に 管理 、 保 存する こと が で きま す 

ひと つの ディ レク トリ の 中 に は 、0 個 以上 の ファ イル や ディ レク トリ を 持つ こと が で き 
ます 。 つ まり 、 デ ィ レ クト リ と は 、 フ ァイル を まとめ る 入れ 物 で す 。 フ ァイル だ け で は な 
く デ ィ レ クト リ も 持つ こと が で き 、 ま た その 下 に ディ レク トリ を …… と 階層 構造 に なっ て 
いま す 


1 *\ ら : 一 般 的 に 、DOS : 
: と いえ ば MS-DOS : 
『 (Microsoft Disk : 






: の 略 ) を 指し 





! *3 : 付属 CD-ROM の 
: 構成 に つい て の み 
i「 フ ォ ル ダ 」 を 使用 し 
! ます 。 





( 55 ) 





: Operating System : 


し に たこ 
1 * ネ 4 : Windows 環 境 で : 
} は 、 基 本 的 に ファ イル : 
| や ディ レク トリ の 大 文 | 
i 字 小 文字 を 区 別 し な い : 
の で 、 「WINDOWS]」 : 
1 ティ レク トリ も 
i「Windows] ディ レク : 
トリ も 同じ で す 。 

ビーン ト 
1 *5 : NOTEPAD.EXE : 
: も notepad.exe も 同 
i じ フ ァイル で す 。 








@ デ ィ レ クト リ リ の 磁 層 構造 


リク 9 更新 日 時 上] 
う き 2009/0421 10:36 。 ファ イル フォ ル ダ 
bos/ao/110:24 。 O フ ァイル 
下 に ディ レク トリ を 持つ yozzsizoz As ファ ィ ル 

ーッ bo3/10711 0:24 。 O フ ァイル 

2003710711 0:24 。 O フ ァイル 

2003/107110:24 。 O フ ァイル 

2003/10711 0:24 。 O フ ァイル 

2003/10711 0:24 。 O フ ァイル 

2003/10711 0:24 。 O フ ァイル 

O フ ァイル 

0 ファ イル 

0 0 ファ イル 

2003/10711 0:24 。 O フ ァイル 

だ い 0:24 0O フ ァイル 

A フ ァイル 

A フ ァイル 

A ファ イル 

rs A フ ァイル 

lpbda 2004/02724 11:33 。 A フ ァイル 
| )Mbbfd.a 2004/02724 11:33 
Wapa 2004/02/15 17:52 


< 上 686-pc-mingw32 
2 明 33.3 
』 mdude 
* 朱 Instal-tools 


エク スプ ロー ラ の 左 画面 を 見 る と 、 デ ィ レ クト リ の 階層 構造 が わか り ま す 。 エ クス プロ ー 
ラ の 左 画面 に は ディ レク トリ 名 し か 表示 され ませ ん 。 右 画面 に は 現在 選択 し て いる ディ レ 
クト リ の 中 に ある 、 フ ァイル と ディ レク トリ が 表示 され ます 。 

エク スプ ロー ラ の 左 画面 で で (ディ レク トリ 名 の 左 に 三角 形 の マー ク (また は [+] や [-] 
の マー ク ) が ある も の は 、 そ の ディ レク トリ の 下 に 、 さ ら に ディ レク トリ を 含ん で いる こ 
と を 示し ます 。 マ ー ク の な いも の (上 図 の bin ディレク トリ ) の 中 に は 、 デ ィ レ クト リ は 
存在 し ませ ん 。 

lb ディレク トリ か ら 見 て 、mingw-jp は ひと つ 上 の ディ レク トリ 、gccHib は ひと つ 下 の ディ 
レク トリ で す 。 ひ と つ 上 の ディ レク トリ を 「 親 ディ レク トリ 」、 ひ と つ 下 の ディ レク トリ 
を 「 子 ディ レク トリ 」 と 呼び ます 。 

コン ピュ ー タ 上 の デー タ は 、 す べ て 上 下関 係 の ディ レク トリ と 、 そ の 中 に それ ぞ れ 含ま 
れる ファ イル で 構成 され て いる こと を 、 お ぼ え て お いて くだ さい 。 


(③) コマ ンド プロ ンプ ト か ら プ ログ ラム を 実行 

ディ レク トリ の 概念 が わか っ た と ころ で 、 再 び コ マン ド プ ロン プ ト の 説明 に 戻 
り ま す 。 

その 前 に 、Windows の エク スプ ロー ラ か ら メ モ 帳 を 起動 し て み ま し ょ う 。 メ モ 帳 は 、C 
ドラ イブ 下 の Windows デ ィ レ クト リ “ の 中 に notepadexe と いう 名 前 で 存在 する は ず で す 。 

拡張 子 .exe の ファ イル は 、 実 行 ファ イル を 意味 し ます 。 つ まり 、 そ の ファ イル 単体 で プ 
ログ ラム が 実行 さき れる ファ イル で す 。 

エク スプ ロー ラ か ら notepadexe* を ダブ プル クリック する と 、 メ モ 帳 が 開き ます 。 


第 1 日 3 時 限 目 @ コ マン ド プ ロン プ ト を 使っ て みよ う 





@ メ モ 帳 を 起動 する 







\ メ モ 帳 。「notepad.exe」 
を ダブ ルク リッ ク 







mss 還 は -KB954430-enu 


呈 regeditexe 2008/Q1 


S RUExUpd.d 


補 











旬 メ モ 帳 の 起動 画面 


em 
| ファ イル (F) 編集 (E) 書式 (O) 表示 (V) ヘル プ (H) 


| 








つま り 、「 メ モ 帳 を 実行 する ] と いう の は 、C:\Windows\notepad.exe や ファ イル を 実行 
し て いる 、 と いう こと で す al 全 の ポレ 
: トリ の 区 切り を 表し ま 


で は コマ ンド プロ ンプ ト に 戻り ます 。 コ マン ド プ ロン プ ト に 、 ーーー ンー 


C : 等 US8 ら 8 笠 U8 ら エ >C : 筐 WV1ndow8 生 moOtepad . ex@ 


と メモ 帳 の プロ グラ ム フ ァ イル 名 を 入力 し て "、[Enter] キー を 押し まし ょ う 人 
エク スプ ロー ラ か ら ダ ブル クリ ッ ク し て 実行 し た と き と 同 様 、 メ モ 帳 が 開い た は ず で す 1 キア : 入 力 する の は [Cy : 
、 回 て 二 志 2 ) Windows\notepad. ! 
つま り 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら は 、DOS コマンド だ け で な く 拡 張子 が .exe の 実行 ファ i exe」 の み で す 。 1 
イル も 、 プ ログ ラム コマ ンド と し て 実行 する こと が で きる の で す RT 


4 、 ディ レク トリ の 移動 ① 
の コマ ンド プロ ンプ ト で ディ レク トリ を 移動 し て み ま す 
まず 、 コ マン ド プ ロン プ ト 上 で 「cd \] と 入力 し て “で 、[Enter] キー を 押し て くだ さい 
!) ま 日 :「C:\Users\! 


i user>」 の 部 分 の 最初 ! 
C : 等 US8@ エ 8 半 い 8@Gr>CQ 笠 1 が 「C:] で な い 場 合 は 、! 


i 先 に 「c:」 と 入力 し て ! 
: ドラ イブ を 変更 し て く 
だ さい 1 







は そう 














! *B: 入 力 す る の は 「cd : 
! Windows] の み で す 。!: 
! [cd WINDOWS」 と: 
! 入力 し て も 同じ で す 。: 
! Windows 環 境 で は 、: 
! ファ イル や ディ レク ト : 
! リ 名 の 大 文字 小文字 を 
| 区 別 し ま せん 。 1 


! *10: ファ イル や ディ : 
) レク トリ 一 覧 の 数 が 多 
! いと 表示 が 流れ て し ま : 
! いま す が 、 そ の と き は ! 
! スク ロー ル バ ー を 使っ : 
! て 確認 し ます 。 1 


SS 
! *11: 入力 する の は : 
: 「notepad.exe] の み : 
! で す 。 


「C:\Users\user>」 の 部 分 が 「C\>]」 に か わり まし た 

現在 、 コ マン ド を 実行 する 位置 は (C ド ライ ブ の 直下 で す 。C ド ライ ブ の 下 に は 複数 の ファ 
イル や ディ レク トリ が あり ます 。 で は 、 そ の 中 の ひと つ で ある Windows デ ィ レ クト リ に 
移動 し て み ま し ょ う 


も 


と 入力 し て 、[Enter] キー を 押し ます 。「cd] は チェ ンジ ディ レク トリ 、 つ まり ディ レ 
クト リ を 移動 する コマ ンド で す 


これ で コマ ンド プロ ンプ ト が 、 


に か わり まし た 。 コ マン ド を 実行 する 位置 は 、C:\Windows に 移動 し た こと に な り ま す 
今 現 在 コ マン ド を 実行 する ディ レク トリ を 、 カ レン トディ レク トリ と いい ます 。 プ ロン プ 
ト に 表示 され て いる ディ レク トリ が カレ ント ディ レク トリ で す 

コマ ンド プロ ンプ ト で は 、 き さまざま な コマ ンド を 入力 し て 実行 し ます が 、 そ の と き の 位 
置 、 つ まり 、 ど こ か ら コ マン ド を 実行 し の た か 、 が 重要 に な り ま す 





コリ スィ トト っ ッ トト EE 


も 


C : ま Windows>d ミ ェ ペーーー ( 





ここ で dir コ マン ド を 実行 する と 、C:\Windows 以 下 に ある ディ レク トリ や ファ イル 名 
- 覧 が 表示 され ます *"。 そ の 中 に 、notepadexe が 存在 し ます 。 こ こ で 、 


C: ま Windows>notepad . exre 





と 入力 し て [Enter] キー を 押し "'、 実 行 し て み ま し ょ う 


C: 笠 >C : 将 WV1ndowg 公 notepad . exxe 


を 実行 し た 時 と 同様 に 、 メ モ 帳 が 開い た と 思い ます 


ディ レク トリ の 移動 3 
= ディ レク トリ を 移動 する cd コマ ンド は 、 引 数 に 移動 し た い デ ィ レ クト リ 名 を 
指定 し ます 。 第 0 日 で C ど コン パイ ラ の イン スト ー ル が 終了 し て いる 場合 は 、mingw-jp と い 
う デ ィ レ クト リ が 、 ご 使用 の マシ ン の 中 に ある と 思い ます 。 今度 は その ディ レク トリ に 移 
動 し て み ま し ょ う 


第 1 日 3 時 限 目 @ コ マン ド プ ロン プ ト を 使っ て みよ う 


次 の よう に 入力 し て いき ます *“"。 ここ で は 、 ま ず 、C ド ライ ブ 直 下 に 戻っ て か ら 移 動 し 
で て いま す ! *1 ら : 入力 する の は : 
ijFcd \] と 「cdi: 
: mingWjp] の み で す 。 : 
CWndowys>ed 革 。 


C: 将 >Cd mingw-]p 





C : 董 mimngw- ゴ p> 


mingw-jp デ イィ レク トリ へ の 移動 は 、 次 の よう に 書い て も 同じ で す 


C: 将 >CQ  。 半 mmgw-]p 





今度 は プロ ンプ ト が 、 


(er いたち ・ ル 2 


に か わり まし た 。 デ ィ レ クト リ が 移動 し た 証拠 で す 
.| は 自分 自身 の り の ディ レク トリ 、「\] は ディ レク トリ の 区 切り を 表し て いま す 
「\mingw-jp] は 、 自 分 の ディ レク トリ の 下 の mingwjjp ディ レク トリ 、 と いう 意味 で す 


次 の よう に 入力 し て *“、 も う ひ と つ 下 の lijb ディ レク トリ に 移動 し て み ま す 


1 ネ : 入力 する の は : 





と : : [cd Iib] の み で す 。 
C: 釜 m1ngw-Jp>CQ 11b を 
C : 将 mimgw-]p 半 1 エ わ > ヒー ント 
j *14 : 入力 する の は : 
今度 は 、 ひ と つ 上 の ディ レク トリ に 戻っ て み ま し ょ う 。 次 の よう に 入力 し て くだ さい ** ION の SG 


C 区 mingw-]p ぎ 11b>od .<。 





は ひと つ 上 の ディ レク トリ を 表し ます 。 こ れ は 、 次 の よう に 入力 し て も 同じ で す 


C : ま mingw-]p ぎ 11b>cd 。-. 将 


また は 、「cd .\.」 で も 同じ で す 。 今度 は プロ ンプ ト が 、 


まい ・ い こおり ・ し 2 
に か わり まし た 。 lib デ ィ レ クト リ の 上 に ある 、mingw-jp ディ レク トリ に 戻っ て きま し た 
「.]」 や 「.」 と 、 デ ィ レ クト リ の 区 切り を 表す 「\\ ま ] と ディ レク トリ 名 を 使っ て 、 移 動 を 


いろ いろ と 試し て み ま し ょ う 


(59 





! *15 : 入力 する の は 








1 *16 : 入力 する の は 
iTcd mingw-jp\lib] : 


! キネ 17 : 入力 する の は : 
i 「cd .\include」 の み : 





か 


ディ レク トリ の 移動 は 、2 階 層 以 上 に また が っ て 指定 する こと も で きま す 


ヨコ キー ルス ・・ 時 まき キ 





と する と *、 ひ と つ 上 の さら に ひと つ 上 、 つ まり 、2 つ 上 の ディ レク トリ で ある 「[C:\\] 
に 移動 し ます 

今度 は 複数 の 階 届 を さがっ て み ま し ょ う 。 次 の よう に 入力 する と *“、「C:\| か ら 
「C\ ま mingw-jp\lib」 へ 一 気 に 移動 し ます 


で : 壮 >Cd mingwy-p ぎ 11 わ 


次 に 、 横 に 移動 し て み ま し ょ う *" 


で : 交 mngw-]p 科 11b>Cd 。. 将 1hnclude 


この 例 で は 、「C:\mingw-jp\include」 へ 移動 し まし た 。「C:\mingw-jp」 の 下 の [lib」 ディ 
レク トリ と 「include] ディ レク トリ は 、 同 じ 階 層 に あり ます 

「.\inclunde] は 、 ひ と つ 上 の ディ レク トリ (.\) の 下 に ある include ディ レク トリ を 表し 
て いま す 


例 mingw-jp デ ィ レ クト リ 






記 に 生 ) 5 









mingWjp デ ィ レ クト リ 下 
の 同じ 階層 


相対 パス と 絶対 パス 


> ファ イル や ディ レク トリ の 存在 する 位置 の 表示 方 法 を 「 パ ス 」 と 呼び ます 。 パ 
ス に は 2 つの 種類 が あり ます 。「 相 対 パ ス 」 と 「 絶 対 パ ス 」 で す 


(1) 相対 パス 
cd コマ ンド で は 、「cd] の あと に 続け て 、 移 動 す る ディ レク トリ 名 を 引数 と し て 指定 し 
まま 


第 1 日 3 時 限 目 @ コ マン ド プ ロン プ ト を 使っ て みよ う 


今 ま で の 移動 方 法 の ほとん ど は 「 相 対 パス 移動 ] と いっ て 、 カ レン トディ レク トリ か ら 
見 た 目的 の 位置 を 指定 する 方 法 で す 


C: ま >cCd mi1ngw-]p 


この 場合 、 カ レン トディ レク トリ が C:\ ま の と き に 、C: ま か ら 見 て すぐ 下 に ある mingw-jp 
ディ レク トリ に 移動 し て いま す 


C : 壮 Windows>notepad . ex@ 
と し た 場合 は 、 相 対 パス 指定 で メモ 帳 を 実行 し て いる こと に な り ま す 


(@) 絶対 パス 

相対 パス 」 に 対し て 、「\\] で は じ ま る パス 形式 を 「 絶 対 パ ス ] と いい ます 

「\] の み だ と 、 階 層 構 造 の 一 番 上 を 表し て いま す 。 階層 構造 の 一 番 上 を ルー ト と 呼び ま 
す 。 つ まり 、 絶 対 パ ス と は ルー ト か ら 晶 的 の 位置 まで 、 す べ て 指定 する 形式 で す 


C : 将 m1imgwy- ゴ p わ > ご dQ 将 BO 〇 いと で G 


と 指定 する と *%、C: 導 source ディ レク トリ に 移動 し ます 

「 絶 対 」 指定 な の で 、 カ レン トディ レク トリ が どこ で あろ うと 、 関 係 あり ませ ん 

C ド ライ ブ の 直下 、 つ まり ルー ト に 移動 し た い 場 合 は 、 デ ィ レ クト リ に 「\| の み を 】 
定 し ます 。 こ れ も 、 こ の 時 間 で すでに 何 度 か 出 て きま し た 


EK 


C: 到 mingw-]p>Cd 区 


基本 的 に 、 デ ィ レ クト リ の 移動 は 同じ ドラ イブ 内 で 行う の で 、 ド ライ ブ 名 は 省略 され て 
いま す 。 明示 的 に ドラ イブ 名 を つけ て 書い て も 同じ で す 


C : 至 mingw-p>Cd で =: 等 BO い と で CG 


上記 の 例 で は 、 同 じ ド ライ プ (C ド ライ ブ ) 内 の source ディレク トリ へ 移動 し て いま す 
で は 、 次 の よう に 入力 し て *『、 絶 対 パス 指定 で メモ 帳 を 実行 し て み ま し ょ う 


も うす を た (に に いよ うい ココ] 


(3) パス の 読み 方 
「\ ま ] は ディ レク トリ の 区 切り を 表し て いま す 。 パ ス は 「 六 | で 区 切っ て 、 前 か ら 順 に 読 
ん で いき ます 


C:\Windows\notepad.exe 


人 枝 ン ま 
: *18: これ は 本 日 の 1 ! 
: 時 限 目 、 ら 時 限 目 で す : 
! で に 行っ て いま す 。 ま : 
! だ カレ ント ディ レク ト : 
リ の 概念 が な か っ た た : 
: め に 、 相 対 パ ス を 使わ : 
: ず に 絶対 バス で 移動 し ! 
: まし た 。 1 


し た 2 痕 
: *18: 入 力 する の は [「C: : 
: \Windows\notepad ! 
1 .exel] の み で す 。 1 








上記 の 場合 、「TC ド ライ ブ 」 直下 の 「Windows」 下 の 「notepad.exe」" と いう 意味 に な 


り ま す 


-\IID\gco-lib 


これ は 、「C:\mingw-jp] の 下 の ど こ か の ディ レク トリ に いる と 考え て 、 そ こ か ら “ひと 
つ 上 の ディ レク トリ の 下 の 「ljib] の 下 の 「gccib] ディ レク トリ "を 指し て いま す 


(4) dir コマ ンド の 数 

dir コ マン ド の 引数 に パス を 指定 する こと も で きま す 。 引数 を 省略 する と カレ ント ディ 
レク トリ の 中 身 の 一 覧 を 表示 し ます が 、 引 数 に ディ レク トリ を 指定 する と 、 そ の ディ レク 
トリ の 中 身 を 表示 し ます 。 相 対 パ ス 指 定 で は 、 


C: mingw-p わ > ミエ 。. 将 





これ で ひと つ 上 の CC の ファ イル 一 覧 を 表示 し ます 
絶対 パス 指定 で は 


tt・ い だ に ルス ・ ト っ 生 す (・) く っ 


で 、C:\source の ディ レク トリ の 中 身 が 表示 され ます 


(5) ドラ イブ の 指定 
通常 、PC に は ドラ イブ や が 存在 し て いま す 
SS ドラ イン と コマ ンド プロ ンプ ト 上 で 別 ド ライ プ の ディ レク トリ へ 移動 する に は 、 
!i HDD、CD-ROM や ! 
! DVD な ど 、 記 憶 装置 ! 











: の こと を 指し ます 。 同 1 キス ー・ 和 上 まま うさ つっ) 

! 一 HDD の 中 で も 容量 

! を 区 切り 、 い くつ か に : 

lbEIE ス っ と 指定 し て も 、 移 動 で きま せん 。 ド ライ ブ ご と に ルー ト 「\」 が 存在 し て いる の で 、 一 度 
ミ 3 ドラ イブ を 変更 する に は * 


i *21 : ドラ イブ 名 は 、: 
! 大 文字 小文字 が 関係 あ : 
! り ま せん 。 移 動 する と : 
! き は 「D:」 で も 同じ で : 
! す 。 1 

















と 指定 し ます 。 移動 する ドラ イブ 名 の あと に 続け て 「:] を 入力 し 、[Enter] キー を 押し ま 
す 。 あ と は 絶対 パス で も 相対 パス で も 、 自 由 に この ドラ イブ 内 を 移動 し て くだ さい 


62 ) 


第 1 日 3 時 限 目 @ コ マン ド プ ロン プ ト を 使っ て みよ う 





し か し 、 デ ィ レ クト リ 情 報 を 表示 する dir コ マン ド の 場合 は 、 ド ライ ブ を 移動 する 必要 
は あり ませ ん 


ef バト 2 3 スー 


と 指定 すれ ば 表示 で きま す 。 た だ し 、 引 数 は ドラ イブ 名 に 続い て 絶対 パス で 指定 する 必要 
が あり ます 


コン ピュ ー タ 内 の デー タ は 階層 構造 で 管理 、 保 存 き され て いる と 説明 し まし た 。 階層 構 造 
の 一 番 上 を ルー ト と 呼び ます が 、 ひ と つの ドラ イブ 内 で は 、 ル ー ト は ひと つ だ け で す 

PC 上 で は 複数 個 の ドラ イブ を 持つ こと が で きる の で 、 ド ライ ブ の 数 だ け ル ー ト が 存在 
し ます 


人 @ 複 数 の ドラ イブ が ある PC の 場合 





ドラ イブ ご と に 階層 構造 
を 持つ 


、 環境 変数 に つい て 
先ほど 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら C:\Windows デ ィ レ クト リ の 下 に ある 
notepad.exe を 実行 し まし た 。C:\Windows デ ィ レ クト リ ま で 移動 し て そこ か ら notepad. 
『 す る 方 法 と 、 他 の ディ レク トリ か ら C:\Windows\notepad.exe と 絶対 パス で 指 
定 し て 実行 する 方 法 と 、 両 方 を 試し た と 思い ます 
し か し 、 実 は notepadlexe に 関し て は カレ ント ディ レク トリ が どこ で あっ て も 、 





eXG を 








C : 等 U8G て 5 等 US@ エ >nOEepad . exx@G ペーーーーーーーー 


で 実行 する こと が で きま す 

これ は 、notepad.exe の 存在 する ディ レク トリ に 環境 変数 Path が 通っ て いる か ら で す ( 以 
降 、「Path] は 「PATH」 宅 と 表記 し ます )。 

環境 変数 PATH の 値 は 、C コ ン パ イラ の イン スト ー ル 後に 設定 を 行い まし た 。 お ぼ え て 
いる で し ょ うか 

環境 変数 PATH の 値 は 、 コマンド プロ ンプ ト か ら も る 確認 で きま す 。 ど この ディ レク トリ 
か ら で も いい の で 、 次 の echo コマ ンド を 実行 し て くだ さい 。 


ヒン ト 
! * ら ら :PATH は 「 バ ス 」 ! 
読み ます 。 相 対 バス ! 
絶対 バス の 「 バ ス ] : 
区 別 す る た め に も , : 
環境 変数 ) PATH と : 
きま す 。 1 


























! * ら 3 : 第 0 日 で 作成 し : 
j た sample.exe や 1 
! uranal.exe は 、 カ レン : 
# トディ レク トリ が !: 
i 「C:\sourcel 以外 の : 
! と き は 実行 で きま せん : 
! が 、「C:\source」 を ! 
! 環境 変数 PATH に 追加 : 
: すれ ば 、 ど こ か ら で も ! 
! 実行 する こと が で きま : 
! す 。 ! 





1 


C : ま WindowS 将 gy5 モ em32 : で : 交 Windows iC: 1 
Wbemmz で : 将 m1ndw- ゴ や ぎわ 1n 。 。 。 





いろ いろ な ディ レク Cee JR 
ます 。 この 各 デ ィ レ クト リ の 中 に ある 実行 ファ イル は 、 カ レン トディ レク トリ が どこ で あっ 
て も 実行 で きる の で 1 「PATH が 通っ て いる |」 と いい ます 

イン スト ー ル 後に 行っ た 作業 は 、 こ の 「PATH を 通す 」 作業 で し た 。 C コ ン パ イラ の 実 
体 で ある gcc.exe フ ァイル が 存在 する ディ レク トリ 「C:\mingw-jp\bin」 を 、gcc.exe の 
PATH と し て 、 環 境 変数 に 追加 し た の で 

この 設定 で 、C コ ン パ イラ の 実体 で ある gccexe は 、 コ マン ド プ ロン プ ト 画 面 で カレ ント 
ディ レク トリ が どこ で あろ うと 、 実 行 す る こと が で きる よう に な っ た の で す * 

コマ ンド プロ ンプ ト の 便利 な 使い 方 
コマ ンド プロ ンプ ト 画 面 を 終了 する に は 、exit コ マン ド を 使う か 、 画 面 右上 の 「 閉 

じ る 」 ボタ ン (「x」 ボ タン) を クリ ッ ク す る と 、 終 了 で きま す 


に は つよ ュー ャ ミコ 


また は 、 コ マン ド プ ロン プ ト の タイ トル バー を 右 ク リッ ク し て 表示 され る メニ ュー か ら 、 
「 閉 じ る 」 を 選択 し て 画面 を 閉じ し る こと も で きま す 


@ メ ニュ ー か らち コ 流 あ 時 ト 才 生ま 





コマ ンド プロ ンプ ト で 何 度 も 同じ コマ ンド を 打つ の が 面倒 な 場合 は 、 コ ピー& を ペー スト 
を 使う と 便利 で す 。 タ イト ル バ ー を 右 ク リッ ク し て 表示 され る メニ ュー か ら 「 プ ロ パ ティ 」 
を 選択 し 、 プロパ ティ 画面 の 「 オ プシ ョ ン 」 タプ に ある [簡易 編集 モー ド 」 に チェ ッ ク を 
人 れる と 、 間 単に で きる よう に な り ま す 


第 1 日 - 3 時 限 目 多 コ マン ド プ ロン プ ト を 使っ て みよ う 


登 コ マン ド プ ロン プ ト の プロ パテ ィ 画 面 


フォ ント | し イ アウ ト | 画 和 の 色 





ファ サイ ズ (B 






y(N 
生ずる さ 
現在 の コー ド 






履歴 を 記 









キャ ン セ ル 





Ok 


対象 の 文字 列 部 分 を ドラ ッ グ し て [Enter] キー を 押す と 「 コ ピー」 で き 、 カ ー ソ ル が 
点滅 し て いる 部 分 で その まま 右 ク リッ ク す る と 、「 ペ ー ス ト 」 で きま す 。 こ の 方 法 は と て 
も 操作 が 楽に な る の で 、 人 簡易 編集 モー ド に チェ ッ ク を 入れ て お きま し ょ う 


簡易 編集 を 使わ な い 場合 は 、 コ ン ソ ー ル 上 の 適当 な 位置 で 右 ク リッ ク し て 編集 メニ ュー 
を 表示 し 、「 範 囲 指定 ] を 選択 し ます 。 コ ピー し た い 文 字 列 部 分 を ドラ ッ グ し て 選択 し 、 
[Enter] キー を 押す と 「 コ ピー| で きま す 。 コ ン ソ ー ル 上 の 適当 な 位置 で 右 ク リッ ク し て 
編集 メニ ュー を 表示 し 、「 貼 り 付け 」 を 選択 する と 、「 ペ ー ス ト 」 で きま す 


コマ ンド プロ ンプ ト の プロ パテ ィ 画 面 


右 ク リッ ク し て 編集 
メニ ュー を 表示 





な お 、 こ れ は Windows 全 体 で 使う コピ ー 層 ペー スト 機能 な の で 、 コ マン ド プ ロン プ ト 
で 作業 を し て いる 際 に その 他 の アプ リケーション で 何 か の 文字 列 を コピ ー し て し まう と 、 
次 に コマ ンド プロ ンプ ト 上 で ペー スト し た と き に は 、 そ の 他 の アプ リケーション で コピ ー 

し た 文字 列 が ペー スト され て し まい ます 。 注意 し まし ょ う 
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1 *24 : カレ ント ディ レ 
! クト リ は どこ で も か ま : 
1 いま せん 。 1 


公 まとめ 


コマ ンド プロ ンプ トト に つい て 学習 し まし た 


の CC 言語 の プロ グラ ム 作 成 に は 必要 な 知識 で す 


UNTX 系 の OS を 使う こと が あっ た と き に も 、 き っ 


コマ ンド プロ ンプ ト の 操作 方 法 は 、 本 


この 操作 に 慣れ て お く と 、 


と 役に立つ と 思い ます 


書 で 


この 先 、 


絶対 パス や 相対 パス の 指定 方 法 は 、 今 後 プ ログ ラム を 書く 上 で 知っ て お か な く て は な ら 


な い 重 要 な 事柄 の ひ 


と つ で す 


きら っ と 流し て し まっ た 人 は 、 よ く 見 直し て くだ さい 


コマ ンド プロ ンプ ト で よく 使う コマ ンド 


コマ ンド プロ ンプ ト か ら help を 実行 党 す る と 、 コ マン ド の 一 覧 が 表示 され ます 。 こ 
こ で は 、 主 な コマ ンド を 紹介 し て お きま す 。 


C: 笠 >he1p 












































@ 主 な コマ ンド 
コマ ンド ya 所 
cd cd ディ レク トリ ディ レク トリ を 移動 する 
cls cls _ 画面 を クリ ア す る 
Copy Copy ファ イル 1 ファ イル ら ファ イル を コピ ー す る 
del_ del ファ イル ファ イル を 削除 する 。 
dir dir ディ レク トリ 名 ディ レク トリ 内 の ファ イル や 
子 デ ィ レ クト リ を 表示 する 
echo 。 echo メッ セー ジ メッ セー ジ を 表示 する 
exit exit コマ ンド プロ ンプ ト 画 面 を 終 
了 す る 
help help コマ ンド の help を 表示 する 
mkdir mkdir ディ レク トリ ディ レク トリ を 作成 する 
more more ファ イル ファ イル の 中 身 を 一 画面 ずつ 
3 表示 する 
move move ディ レク トリ 1 ディ レ ディ レク トリ の 名 前 を 変更 す 
クト リ ら る 本 
rename(ren) rename ファ イル 1 ファ イル ファ イル の 名 前 を 変更 する 
ら 
rmdir(rd) rmdir ディ レク トリ ディ レク トリ を 削除 する 
type type ファ イル ファ イル の 中 身 を 表示 する 
XCODY XCODy ファ イル 1 ファ イル 2 ら ファ イル や ディ レク トリ を コ 
XCODy ディ レク トリ 1 ディ ピー する 


ウ ク ド りら 





いよ いよ 今日 か ら 本 格 的 に C 言 語 の プロ グラ ム 
を 作り ます 。 最 初 は に ジャンケン ゲー ム の プロ グ 
ラム で す 。 ジ ャ ン ケ ン で すか ら 、1 人 で は 遊べ 
ませ ん 。 対 戦 相手 が 必要 で す 。 コ ンピュータ を 
対戦 相手 と する プロ グラ ム を 作り ます 。 








コン ピュ ー タ 対 プ レイ ヤー の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 作り ます 。 プ レイ ヤー は 「 グ ー」 「 チ ョ 
キ 」 「 パ ー」 に 対応 する 数 字 「1」 「2] 「3] の どれ か を 入力 し ます 。 一 方 、 コ ンピュータ の 
手 は プロ グラ ム で ラン ダム に 決定 し ます 。 お 互い の 手 を 比べ て どちら が 勝っ た か 、 ま た は 
あい こ か を 表示 し ます 。 


プレ イヤ ー (自分 ) が 
「 グ ー」「 チ ョ キ 」『「 パ ー」 の 
どれ を 出す か きめ て 入力 


ヨ ジ 燥 志 多 が 
「 グ ー」「 チ ョ キ 」「 パ ー」 の 
どれ を 出す か 決定 


それ ぞ れ の 出し た 手 を 比べ て と = 本 


どちら が 勝ち か 判定 し 、 [ 
結果 を 表示 





第 ら 日 @ ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム を 作ろ う 
| ゲー ム の 実際 の 動作 


ジャ ン ケ ン ゲ ー ム プロ グラ ム を 実行 する と 、 プ レイ ヤー の 出す 手 を 
入力 する 状態 に な る 


ed (っ トマ ーー トト い くく 
【 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 


ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 





プレ イヤ ー が グー を 出す (数 値 の 1 を 入力 し て 、[Enter] キー を 押 
す ) 


ef に) トッ スー と あい いり くつ 電 く コ 
【 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 
ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 1 
1] 、 ら 、3 の どれ か を 入力 





③ コン ピュ ー タ が 手 を 出し 、 勝 敗 が 決定 する 


C : 壮 BSO つ いと で @G> amiken . GxG 
【 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 


ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 1 
コン ピュ ー タ は チョ キ ! プレ イヤ ー の 勝ち 





4 ジャ ン ケ ン は 1 回 勝負 の た め 、 プ ログ ラム は 終了 
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皿 呈 需 
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プロ グラ ム 中 で の デー タ の 扱い 方 を 学び ます 。 デ ー タ は 変数 と いう 入れ 物 
に 保存 し て 扱い ます 。 

コン ピュ ー タ の 出す 手 を ラン ダム に 決め て 変数 に 保存 し 、 そ れ を 表示 する 
プロ グラ ム を 作り まし ょ う 。 


流 回 作成 する 例題 


了 
| 語 還 コマ ンド プロ ンプ ト 





コン ピュ ー タ の 手 が 
「1」「2] 「3」 の ど 
れ か で 表示 され る 








ンプ ルフ ァイル は 信 16days_c lday0201 匠 1 


る この レッ スン の ね らい 

人 間 同士 の ジャ ン ケ ン で は 、「 ジ ャ ー ン ケー ン 、 ポ ン ! 」 で お 互い の 手 を 出し ます 。 
互い に 自分 の 出し た い 手 を 出し ます が 、 相 手 が ど の 手 を 出し て くる か 、 普 通 は わ 
か り ま せん 。 

コン ピュ ー タ を 相手 に ジャ ン ケ ン を する 場合 も 、 プ レイ ヤー (人 間 ) は 、 対 人 間 
の と き と 同 じ 様 に 好き な 手 を 出し ます 。 し か し 、 対 戦 相 手 で ある コン ビュ ー タ は 、 
思考 する こと が で きま せん 。 

ずっ と 同じ 手 を 出す よう に プロ グラ ム す る の は 簡単 で す が 、 そ れ で は コン ピュ ー 
タ が 負け っ ぱな し に な っ て し まい ます 。 こ れ で は つま ら な い の で 、 コ ンピュータ 
が 「 グ ー」 「 チ ョ キ 」 「 パ ー」 の 中 か ら ラ ンダ ム に 決め て 、 手 を 出す よう に し まし ょ 
う 。 そ うす れ ば 、 人 間 同士 の 勝負 と 同じ に な り ま す 。 

また 、 ジ ャ ン ケ ン の 勝敗 を 判定 する た め に は 、 プ レイ ヤー と コン ピュ ー タ が それ 
ぞ れ どの 手 (「 グ ー」「 チ ョ キ 」「 バ パー」 の どれ か ) を 出し た の か を 、 デ ー タ と し 
て 保存 し て お く 必 要 が あり ます 。 その た め 、] 時 限 目 で は プロ グラ ム 中 で 扱う デー 
タ に つい て 学習 し ます 。 


第 日 。 1 時 限 目 欠 デ ー タ 型 に つい て 学 ぼ う 


人 プロ グラ ム を 作成 する 
1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 


井 inctude <stdio .h> 
井 3nctude < 革 ュ me .h> 
#inctude <std1ib.h> 


ュ in main() { 
ュ n ヒ COompu ヒ ら G エ ょ 


printE("【 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 ま mn" ) : 
rand (time (NULL ) ) : 
Computer = rand()%3 + 1: 


printE(" コ ンピュータ は %qd", compu@ と ) : 


Gturn 0: 


トリ 下 に 保存 する 


: *] : 拡張 子 に 注意 し : 


ク 入力 で きた ら 、「2-1.c」 と いう 名 前 ~ で 、「C:\source」 ディ レク 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source] ディ レク トリ に 移動 
う し て 、2-1.c を コン パイル する 


C : US@G エ 8 壮 U8G エ 荘 >CQ 苦 8 〇 いて で @G 


C 将 8B 〇 いと で G> 可 CC - 〇 の 2-1 2-1.cC 





4 プロ グラ ム を 実行 する 


C: 苦 SOu エ で C@>2ー-1 。 exx@ 


【 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 


コン ピュ ー タ は 1 ペーーー こ の よう に 「1」「2」「3」 の 数 値 の どれ か が 表示 され れ ば 成功 ! 











1 *2 : 変数 名 は 半角 英 : 
! 数 文字 を 使っ て 自由 に : 
! つけ る こと が で きま : 
! す 。 「amaril な ど 、 ロ ー : 
! で 字 読 み で の 名 前 で も : 


! か まい ませ ん 。 自分 で : 
! わか りや すい 名 前 を つ ! 


! け ま し ょ う 。 な お 、 単 : 
j 純 に 繰り 返し 回 数 を 力 
| ウン ト す る だ け の 変数 : 
! に は 、「i」 や 日 な ど 
j の 1 文字 変数 名 が よく 
: 使わ れ ま す 。 1 


! *3:「 デ ー タ 型 ] は 単 : 
1 に Ll と も 呼び ます 。 ] 


4 < int と は integer : 
| ( 要 の 略 で す 。 


(①⑪ デー タ の 入れ 物 変 数 
ジャ ン ケ ン は 、 プ レイ ヤー の 出す 手 と コン ピュ ー タ の 出す 手 で 勝敗 を 判定 し ま 


す 。 プ レイ ヤー の 手 を 扱う に は 「 入 力 」 が 必要 で す が 、 こ の 部 分 に つい て は 本 日 の 2 時 限 
目 で 学習 し ます 。 

この 1 時 限 目 で は 、 コ ンピュータ の 手 を 作り 出し て 、 デ ー タ と し て 保存 する と ころ か ら 
は じ め ま し ょ う 。 デ ー タ の 扱い は 、 コ ンピュータ プロ グラ ム が 行う 基本 の ひと つ で す 。 


(1) デー タ を 保存 する た め の 変 数 を 用 意 する 

「 グ ー」「 チ ョ キ 」「 パ ー」 と いう それ ぞ れ の 手 の 名 前 を その まま デー タ と し て 持つ より も 、 
3 つ を それ ぞ れ 数 値 に あて は め て 保存 する ほう が 便利 で す 。 こ こ で は 「 グ ー」 を 「1」、「 チ ョ 
キ 」 を 「2]、「 パ ー」 を 「3] と し まし ょ う 。 





⑱ ジ ャ ン ケ ン の 手 を 数 値 に 置き 換え る 
久 ら バー = 








プロ グラ ム の 中 で デー タ を 保存 する に は 、 デ ー タ の 「 入 れ 物 」 が 必要 で す 。 デ ー タ の 入 
れ 物 の こと を 「 変 数 ] と いい ます 。 こ こ で は 、 コ ンピュータ の 手 を 保存 する た め に 用 意 す 
る 変数 の 名 前 ぞ そ を 





computer 遇 3 


と し ます 。 こ の 変数 に 、1、2、3 の 数 値 の いずれ か が 入り ます 。 


(②) 変数 の 型 を 宣言 し 、 値 を 代入 する 

1、2、3 と いう 数 値 は 整数 な の で 、「computer」 は 整数 値 を 保存 する た め の 変 数 に な り 
ます 。 

変数 computer] を 使う た め に は 、 プ ログ ラム の 最初 の 方 で 「 こ の 変数 は 、 整 数 値 を 扱 
う 変 数 と し て 使い ます ] と 宣言 する 必要 が あり ます 。 こ れ を 変数 宣言 と 呼び ます 。 
整数 値 を 扱う 変数 の 家 言 に は 、「int] と いう デー タ 型 の 定義 を 使い ます 。 コ ンピュータ 
の 手 を 「 チ ョ キ 」、 つ まり 「2] と し た 場合 、 変 数 の 値 は 「2] に な り ま す 。 

「 デ ー タ 型 ] と は 、 変 数 に 格納 する デー タ が どう いっ た 種類 の も の で ある か を 表す 識別 
子 で す 。 整 数 の デー タ を 扱う デー タ 型 や を 、「 整 数 型 ] や 「int 型 “| と 呼び ます 。 


第 ら 日 。 1 時 限 目 @ デ ー タ 型 に つい て 学 ぼ ほう 


変数 の 宜 言 は 、 次 の よう に 行い ます 。 


【 変 数 宣言 : 宣言 と 同時 に 数 値 を 代入 する 】 
nm Compu ヒ @ エ 寺 レガ 
= 


パ 
タ 型 変数 名 = 数 値 : 





イコ ー ル (=) 語 
つま り 、 だ 


信 変 数 に 値 を 代入 


寺 一 - [ 蘭 


上 の 例 で は 、 変 数 の 定 言 と 同時 に 数 値 を 入れ まし た が *、 
し て 、 あ と で 数 値 代 信 す る こと も で きま す 。 


【 変 数 宣言 : 先 に 空 の 入れ 物 だ け 作 っ て お いて 、 あ と で 値 を 代入 する 】 





レ 公 














先 に 変数 の 型 と 変数 名 を 


記号 の 右側 の 値 を 左側 の 変数 に 入れ る こと を 、「 代 入 す る 」 と いい ます 。 
この 場合 は 、「int 型 の 変数 computer を 作り 、2 を 代入 し ます 」 と いう 意味 で す 。 


宜 言 








nt Commpu も er: ペーーーーーーーーーー 一 - int 型 の 変数 computer を 作り ます 
中 身 は 空 


Gompu も er = 2 ペーーーーーーーーーーーー 2 を 代入 し ます 
2 





ン 公 








1 


1 *5 : 変数 宣言 同時 | 


値 を 代入 する こと を ! 


1 「 変 数 を 初期 化す る 」 | 
! と いい ます 。 ! 





に 民 商 5 
1 *6:printf("a 三 : 
! 96d\n". a): と 第 2 引 は 
! 数 に 変数 a を 指定 する : 
! と 、 第 1 引数 の 中 に あ : 
} る 9%d 部 分 に a の 値 を : 
! 入れ て 出力 し ます 。 ま 
: た 、「\n] は 出力 時 に : 
| 改行 を 指定 する 文字 で : 
RI 
! *7 : ブログ ラム の 実 : 
i 行 環 境 に より 違い が あ : 





変数 宣言 を し た あと 、 プ ログ ラム の 中 で コン ピュ ー タ の 手 を 参照 する に は 、 こ の 変数 
computer の 中 身 を 見 ます 。 変 数 computer に は 、 新 た に 数 値 が 入れ 替わる まで 「2」 が 入っ 
て いる 状態 に な り ま す 。 


人 
変数 を 初期 化し な いと どう な る か ? 


型 と 変数 名 だ け を 宣言 し て お いて 、 あ と で 値 を 代入 する 前 に その 値 を 参照 する と 、 
予期 し な い 値 が 入っ て いる こと が あり ます 。 








| 
1 
I 
| 
I 
#inctude <stdio.h> 
ュ int main() { 
in az | 

I 

a = 2 I 

I 

I 

I 

| 

I 

I 

I 

和 

I 

| 


p エ ュ 1nEE("a = %d 殖 nm", a): 
eturn 0z 








| 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I p エ 1nE("a = %d ま nm", a)z 
I 

I 

1 

I 

I 

I 

| この プロ グラ ム を 実行 し て み ま す 。「a = ら :」 と 値 を 代入 する 前 に 変数 a の 値 に 何 が 
| 入っ て いる か 見 る と “、 ら で は な い 数 字 が 入っ て いま す “。 

変数 の 値 を 参照 する 前 に は 、 必 ず 何 か 値 を 代入 し まし ょ う 。 


(②) コン ピュ ー タ の 手 を きめ る 
デー タ の 持ち 方 が わか っ た と ころ で 、 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム で コン ピュ ー タ の 出す 


手 を 実際 に 決定 し て 保存 する プロ グラ ム を 作っ て み ま す 。 

コン ピュ ー タ の 手 を きめ て 画面 に 表示 し て み ま し ょ う 。 目標 は 、 コ ンピュータ の 出す 手 
が 何 な の か 、 わ か ら な いよ うに 作る こと で す 。 こ こ で は 、「 グ ー」「 チ ョ キ 」「 パ ー」 を 表 
す 1、2、3 の 数 字 の 中 か ら 、 ど れ か ひと つ を ラン ダム に 決定 する こと に し ます 。 


(1) 値 を 表示 する プロ グラ ム を 実行 する 

ラン ダム な 数 値 を 決定 する 前 に 、 ま ず 、 コ ンピュータ の 手 を 表す 変数 を 作り 、 適 当 な 値 
を 決め 、 そ れ を 表示 する プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 

次 の サン プル プロ グラ ム を 作成 し 、 コ ン パ イル し て み ま し ょ う 。 


第 日 1 時 限 目 @ デ ー タ 型 に つい て 学 ほう 


【2-1_sample 1.c】 





# ふ nctude <stdio.h> 


nt main() 【 
nt computerz // コ ンピュータ の 出す 手 を 格納 する 変数 


printE("【 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 ま n") : 

で COmpu も er = 1: ミーーーー 変数 computer に 1 を 代入 
p ェ in も 上 E(" コ ンピュータ は %q", compu も er) : 

GEurn 0: 


C : 等 8O つ いと で CG> 可 CC - 〇 2-1 sampte1 2-1 sampte1.c 


プロ グラ ム を 実行 し ます 


マ 


【 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 


ed また) トッ ュー アセ キネ 昌 に いい ・1【- キ 穫 > く て] 


コン ピュ ー タ は 1 





prinf 関 数 に 引数 を 2 つ 以 上 つけ る と 、 変 数 の 値 を 出力 する こと が で きま す 


【printf 関 数 】 3 
printf(r コン ピュ ー タ は %qe, 2 


第 一 引数 ] 第 二 引 数 
引数 区 切り 


第 1 引数 の 中 に ある %d の 部 分 に は 、 第 2 引数 に 指定 し た 変数 の 値 が 代入 され ます 。 つ ま 
りこ こ で は 、 変 数 computer に 入っ て いる 値 で ある 1 が 、 出 力 表 示さ きれ ます 
この よう な 出力 を 「 書 式 つ き 出力 ] と 呼び 、2 時 限 目 に 詳し く 説 明 し ます 


(2) ラン ダム な 値 を 出す 

2-1_samplelc で は 、 コ ンピュータ の 手 は 、「 維 を 表す 数 値 1 で 固定 され て いま す 
れ で は 、 プ ログ ラム を 作っ た 人 が プレ イヤ ー に な っ た 場合 に は 、 プ レイ ヤー が 6 勝っ 
し まい 、 お も し ろく あり ませ ん 。 コ ンピュータ の 出す 手 を プレ イヤ ー が 予測 で * ヽ よう 
に する 必要 が あり ます 

で は どう すれ ば よい か と いう と 、 コ ンピュータ の 手 を ラン ダム に 決定 すれ ば よい の で す 

ラン ダム な 値 (乱数 ) を 決定 する に は 、rand 関 数 を 使い ます 。 以 降 、 本 書 で は rand 関 


て 
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数 が よく 出 て くる の で 、 こ こ で し っ か りお ぼ え て し まい まし ょ う 。 
まず 、rand 関 数 を 使う た め に は 、 


| #nctude <std1ib .h> ] 


] 

を プロ グラ ム の 最初 に 書く 必要 が あり ます 。 こ の 文 を 「stdiibh フ ァイル を イン クル ー ド す 
と いい 有数 を 使う た め に | <stdioh> こと と 同じ 意 p 

1 *8 : イン クル ー ド す る ] と いい ます “。prin せ 関数 を 使う た め に 、「#jinclude <stdioh>」 を 書く こと と 同じ 意味 

! る ファ イル は 拡張 子 ! が あり ます 

! が .h で 、 こ の ファ イル : 

! を 「 イ ンク ルー ド フ ァ : テー ※ け 書 

計 Me い ッ ター ファ | イン クル ー ド 文 は 、1 種 類 の ファ イル に つき 、 プ ログ ラム の 最初 に 1 回 だ け 書 きま す ., 

1 イル] と 呼び ます 。  : 例え ば 、rand 関 数 と srand 関 数 を 使う に は 、 両 方 と も stdlib.h を イン クル ー ド する 必要 が 
あり ます が 、 イ ンク ルー ド 文 を 2 回 書く 必要 は あり ませ ん 


[ 
| 昔 inctude <std1ib.h> 


これ を プロ グラ ム の 最初 に 1 回 書け ば 、rand 関数 と srand 関数 が 使え を る こと に な り ま す 。 


そし て 、 次 の よう に し て rand 関 数 を 呼び 出せ ば 、 乱 数 を 求め あこ と が で きま す 





【rand 関 数 】 
| 


、 Fand(): 


rand 関数 を 呼び 出す と 乱数 の 値 が 返っ て くる の で 、 そ の 返っ て きた 値 を 、 用 意 し て ある 
変数 computer に 格納 し ます 。rand 関数 で 返っ て く ん 

それ で は 、rand 関数 を 使っ た 次 の サン プル プロ グラ ム を 作成 し 、 コン パイ ル し て くだ さ 
い ゝ 


【2-1_sample2.c】 


井 incltude <stdio .h> 
#inctude <std11b.h> 


nt main() { 
ュ n モ Compu も er: 


| 
| 
| 
| 
! *8 : 実行 結果 の 数 値 : computer = rand(): // ラ ンダ ム な 整数 値 が 代入 され る | 


! は 、 環 境 に より 異な り : ュー 人 ク ( 人 te 
: ます 。 rand 関 数 で 返 : 5 Oomp 

! され る 値 は 、MinGW : return 0: 

! で は 0 一 Ox7FFF の 間 : } 


ji の どれ か で す 。: 
! OX7FFF は 16 進 数 表 


】 現 で 、10 進 数 で は : 
! 32767 に な り ま す 。! で : 壮 SO つい て で G> 可 CC - 〇 の 2-1 sample2 2-1 samp1e2.c 
) この 値 は C:\mingw- 1 


i jp\includeY\stdlib.h : 
: に 定義 し て あり i 











第 ら 日 。 1 時 限 目 多 デー タ 型 に つい て 学 ぼ う 


プロ グラ ム を 実行 する と 、 実 行 結果 は 次 の よう に な り ま す 


コン ピュ ー タ は 130 

実行 する と ラン ダム な 数 値 が 出る は ず で す 。 で す が 、 こ の 数 値 で は 意味 が あり ませ ん 
この 数 値 を 「 ダー] 「 チ ョ キ 」 「 パ ー」 を 表す 整数 値 で ある 1、2、3 に 対応 させ る 必要 が あ 
り ま す 


ラン ダム に 作り 出し た 値 を も と に 、 数 値 1、2、3 の どれ か を 作り 出せ ば よい の で す 。 そ 
れ に は 、 了 除算 (割り算) の 余り を 利用 し ます 


(3) 除算 の 奈 り を 利用 し て 乱数 を 加工 する 

- 般 的 に 、 除 算 の 結果 は 「 商 ] と 「 余 り ] と し て 算出 され ます 。 た と えば 、「13 = 3] で 
は 、「 商 ] が 4、「 余 り ] が 1 に な り ま す 

除算 は 「/] で 表し ます 。13 = 3 は 


1p も dmg が 39 
と 書き 、 こ の 場合 、 変 数 d に は 商 で ある 4 だ けが 代入 され ます 。 つ まり C 言 語 で は 、 
整数 同士 の 除算 「/] の 結果 ( 「 商 ] 部 分 の み に な る わけ で す 

13 ょ 3 の 「 余 り 3 する に は 、「%」 を 使い ます 。13 = 3 の 「 余 り 」 を 出す 
に は 、 





と 書き ます 。 こ の と き 、 変 数 a の くれ ます 
さて 、 こ の 「 余 り 」 の 性 質 を 使う と 、 乱 数 の 値 と 数 値 1、2、3 の 対応 ば けが うま く で き 
ます 
「 余 り = 割り 切れ ず に 残っ た 数 ]」 yy その 値 は 必ず 「0] か ら 「 割 る 数 ( 除 数 ) - 1 
まで の どれ か に な り ま す 1 人 が 3 の と き は 、 割 られ る 数 が 何 桁 の 数 で あっ て も 、 
余り は 0、1、2 の どれ か !【 ER 


久 3 で 割る と 、 余 り は 0、1、2 の いずれ か 


呈 二 祭り 5 ら 
ら 6 奈 り 0 
ら 5 人 り al 


5 こす 3 
6 会 3 
oo 


18 ょ 3=4 祭り 0 








38 テ 3=12 奈 り ら 
121 エ 3=40 奈 り 1 
奈 り は 0、1、 ら の どれ か 
割ら れる 数 が 変化 すれ ば 、 余 り も 変化 し ます 。 し た が っ て 、 割 られ る 数 に 乱数 を 使い 、 


割る 数 に 作り 出し た い 数 の 種類 を 使っ て 余り を 出せ ば 、 希 望 の 範囲 の 数 値 を ラン ダム に 作 
り 出す こと が で きま す 。 


乱数 3= 商 と 奈 り (0、1、 ら の どれ か ) 


int amari ニ rand() 96 3: 
必ず 0、1、 ら の どれ か に な る 


(4) 乱数 を 1 一 3 に 対応 づけ る 

乱数 を 3 で 割っ た 余り を 使え ば 、3 種 類 の 数 を ラン ダム に 出す こと が で きま し た 。 

し か し 、 これ で は 0、 1、 2 の どれ か が 算出 され る の で 、 ジ ャ ン ケ ン の 手 に 対応 する 値 1、 2、 
3 に 対応 させ る に は 、rand()%3 の 結果 に 1 を プラ ス す る "必要 が あり ます 。 











1 *10 : 数 値 の 加算 ( 足 : 

| eeumy We 計 | | anaO%3+ ュ 

! 算 で 使用 し た 「/」 や : 

っ これ で 0、1、2 は 、 そ れ ぞ れ 1、2、3 に 対応 で きま す 。 

陸 CS ここ で 、 今 まで に 学習 し た こと を まとめ た プロ グラ ム を 作り まし ょ う 。 コ ンピュータ の 
| 習 し ます 。 手 を 1、2、3 の どれ か か ら ラ ンダ ム に 決定 し て 出力 する プロ グラ ム で す 。 


韻 2 次 の サン プル プロ グラ ム を 作成 し 、 コ ン パ イル し て くだ さい 。 


【2-1_sample3.c】 





井 ミ notude <s モ 上 dio.h> 
#3nclude <std1ib.h> 


nt main() { 
nm Compu ヒ @ エ ょ 


computer = rand()%3 + 1: 
p と intE(" コン ピュ ー タ は %q", computer) : 
eturn 0: 





第 ら 日 。 1 時 限 目 @ デ ー タ 型 に つい て 学 ぼ う 


軸 
[| 
| 
I 
| 


C : 普 BSO つ いて で ご G> 可 CC - 〇 2-1 sampte3 2-1 sample3.c 


プロ グラ ム を 実行 し ます 


C: 将 SOu エ C@G>2-1 sampte3 .exxe 


ネー デ タ は ば 3 


間 


ジャ ン ケ ン の 手 を 表す 数 値 1、2、3 の どれ か が 出力 され る は ず で す 。 し か し 、 何 度 か 実 
行 し て みる と わか る と 思い ます が 、 ず っ と 同じ 数 値 が 出 て し まい ます 。 実 は 同じ 環境 で 
rand 関数 を 使う と 、 毎 回 同じ 数 が 出現 し て し まう の で す 。 こ れ で は 意味 が な い の で 、 毎 回 
同じ 数 が 出現 し な いよ うな 仕掛 け を 作る 必要 が あり ます 


(5) 乱数 の 種 を 時 く 

それ に は 、srand 関数 を 使い ます 。 こ れ は 、 乱 数 の 種 を 笑 く 関数 で す 

植物 を 育て る と き 、 ひ まわ り の 種 を 笑 け ば ひま わり が 育ち ます 。 チ ュー リッ プ の 種 を 麻 
け ば チュ ー リ ッ プ が 育ち ます 。 srand 関 数 が 行う 「 種 を 蜂 く ]」 と は 、 植 物 の 種 を 笑 く の と 
同じ で す 。 同じ 種 を 生け ば 、 次 に rand 関数 を 呼び 出し た と き に も 同じ 乱数 が で きま す 
異な る 種 を 蜂 け ば 、 異 な る 乱数 が で きま す 


srand 関数 の 引数 に 蜂 き た い 「 種 」 を 指定 し て み ま す 
まず 、 種 に 数 値 の 1 を 指定 し て み ま し ょ う 。 な お 、 こ の プロ グラ ム で は 、 乱 数 を 3 で 割 
ず に その まま 出力 し て いま す 

: 全 ee プル プロ グラ ム を 作成 し 、 コ ン パ イル し て み ま し ょ う 


【2-1_sample4.c】 


#inctude <stdio .h> 
#inctude <std1ib.h>"“ 


nt main() { 
ュ n モ dd: 


srand(1): // 乱数 の 種 を まく 
d = rand(): 

p エ in モモ E("%d"。 d) 
Geurn 0z 


1 才 ジ 仁 SA 
*1 1 : 実行 結果 は 環境 : 
: に より 異な り ます 。 


ビン ミド 
: *12 : srand 関 数 を 使 : 
: うた め に は stdlib.h を : 
! イン クル ー ド し ます : 
: が 、 こ れ は rand 関 数 
: を 使う た め に すでに イ ! 
j ンク ルー ド し て ある の ! 
: で 、 ら 回 行う 必要 は あ 
: り ま せん 。 1 


79 ) 





に ky ま 
! *13 : 実行 結 果 は 環境 : 
: に より 異な り ま す 。 


ネン 品 回 
*14 :time (NULL) 1 
i の 値 は 、 現 在 の 時 刻 を : 
! 1970 年 1 月 1 日 午前 
! 0 時 0 分 0 秒 か ら の 通 
! 算 秒 数 で 返し ます 。 秒 
! 単位 な の で 、 仮 に 1 秒 : 
! 以内 に 同じ ブロ グラ ム ! 
! を 実行 で きた ら 、 連 続 : 
: し て 同じ 乱数 が 出 て し : 
: まい ます 。 
! time 関 数 の 引数 に は 
! 何 も な いこ と を 意味 す : 
! る 「NULL」 を 指定 し : 
! ます 。 1 











C : 将 SO いと ご >CC - 〇 の 2-1 sampte4 2-1 sampte4.c 


C: 将 SOu エ C@G>2-1 sample4.exe 


に レス = た 札 -4 


も う 一 度 実行 し て みて も 同じ 値 が 出力 され ます 
次 に 、 種 の 値 を 2 に 変更 し て み ま し ょ う 。srand 関 数 の 引数 を 2 に し ます 


srand(2) 7 》 


上 記 の よう に srand 関 数 を 変更 し た うえ で 、 先 ほど の 2-1_sample4c を コン パイ ル し て 実 
行 し て みる と 、 お そら く 異 な る 値 が 出力 され る と 思い ます 

つま り 、 異 な る 種 を 蜂 け ば 異な る 乱数 の 値 が 出る の で 、 プ ログ ラム を 実行 する た びに 異 
な る 値 を 乱数 の 種 に 設定 すれ ば 、 毎 回 異な る 乱数 を 出す こと が で きま す 


(6) 実行 する ご と に 違う 種 を 時 く 

で は 、 こ こ で 少し 考え て みて だ で YE う る だ びに 舌 な る 人 人 は 
いっ た い 何 で し ょ う ? それ は 「 時 間 ] で す 。 引 数 に 現在 時 刻 を 表す 数 値 を 使え ば 、 実 行 
する た びに 異な る 乱数 を 発生 きせ る こと が で きま す 

引数 に 使う 現在 時 刻 を 表す 数 値 は 、time 関数 を 使っ て 出し ます 


【time 関数 】 
time (NOPn)" 





これ で 、 現 在 時 刻 を 表す 数 値 を 取得 で きま す 。 こ の 関数 の 値 を その まま srand 関数 の 引 
数 に 使え ば 、「 プ ログ ラム を 実行 し た と き の 時 間 ] が 種 に な る の で 、 毎 回 異な る 種 を 蜂 く 
こと が で きま す 。 な お 、tme 関数 を 使う に は 、timeh を イン クル ー ド し ます 


で は 、 次 の プロ グラ ム を 作成 し 、 コンパ イル し て み ま し ょ う 


第 ら 日 1 時 限 目 @ デ ー タ 型 に つい て 学 ほぼ う 


【2-1 _Sample5.c】 *※ ら ど -1_sample4.c を 変更 


# ュ ncltude <s モ Ed ュ io.h> 
井 ミ mcCtude < モ ュ me . ロ > 
#inctude <std11ib.h> 


in main() { 
nt dz: 


srand( モ ime (NULL ) ) : // 乱数 の 種 を まく 
d = rand(): 

printE("%d", d): 

GeGu エ mn 0: 


C : 普 85O つ いて ご で G>CC - 〇 の 2-1 sample5 2-1 sampte5.c 


プロ グラ ム を 実行 し ます 


C : ぎ 8OurCe>2-1 sampte5 .exxe 


| 


この 値 を 3 で 割っ た 余り に 1 を プラ ス す れ ば 、 実 行 す る た びに 1、2、3 の 中 か ら ラ ンダ ム 
な 数 が 表示 され る は ず で す 


変数 に は いろ いろ な 型 が ある 
プロ グラ ム で 何 か デ ー タ を 扱う 場合 は 、 変 数 を 使用 する こと が わか り ま し た 
ジャ ン ケ ン ゲ ー ム で は 、 プ レイ ヤー と コン ピュ ー タ の 手 を それ ぞ れ 数 値 と し て 変数 に 保 
存 し ます が 、 プ ログ ラム で 扱う デー タ は 数 値 だ け で は あり ませ ん 。 文字 を 扱う 文字 型 も あ 
り ま すし 、 数 値 の 型 も 整数 、 実 数 、 符 号 の 有無 な ど 、 細 か く 分 か れ て いま す 
ジャ ン ケ ン ゲ ー ム で は 整数 型 *“* の デー タ し か 扱い ませ ん が 、 他 の 型 に つい て も ここ で 説 
明 し て お きま す 


! *15 : 実行 結果 は 環境 
| に より 異な り ます 。 


! キ 16 : 整数 型 に は int : 
: 型 の 他 に short 型 や : 
i long 型 が あり ます 。 し 
: か し 本 書 で は 、 数 値 の : 
! デー タ 型 は int 型 の み : 
: を 使っ て プロ グラ ミン : 
: グ を 行い ます 。 他 の 型 ! 
: に つい て の 詳細 は 、 
: 考 と し て この 時 限 の 
! 後に 説明 し ます 。 








ヒン ト 
i キ * ネ 17:char は : 
! character (文字 ) の : 
1 較 で す 。 


っ 計 2 
! *18 : 正確 に は 「 文 字 
} 列 型 」 と いう 型 は あり : 
! ませ ん 。 文 字 列 に つい : 
: て の 詳細 は 、 第 4 日 に : 
i 学習 し ます 。 : 





(1) 文字 型 
文字 の デー タ 型 は 「char」 と 宣言 し ます “"。 数値 の 場合 と 同様 、 変 数 は プロ グラ ム の 最 
初 に 宜 言 し ます 。 「 文 字 ] と は 「al や 「b」]、「_」 な どの 記号 も 含め た 1 文字 デー タ で す 。 





Char で C = "a"z 





文字 型 変数 c に 、 文 字 「a]」 を 代入 し まし た 。C 言 語 で は 、 文 字 を 扱う と き は 、 シ ング ル 
クォート 「'」 で 括り ます 。 

な お 次 の よう に 書く と 、 変 数 c に は 数 値 の 1 で は な く 、「1] と いう 「 文 字 ] が 代入 され 
ます 。 


吉乃 55m さす 








(@) 文字 列 型 
文字 を つなげ て 作っ た 文字 の 列 は 、「 文 字 列 *『*] と し て 扱わ れ ま す 。 


Char SB 上 エ [] = "abo"z 








文字 列 変数 str に 文字 列 「abc] を 代入 し まし た 。C 言 語 で は 、 文 字 列 を 扱う と き は ダブ 
ルク ォ ー ト 「"」 で 括り ます 。 


(3) 実数 型 

実数 は Hloat 型 か double 型 を 使い ます 。 こ の 2 つの 型 は 、 値 の 精度 の 違い に よっ て 使い 分 
け ま す 。double 型 の ほう が 値 を 保存 する 入れ 物 が 大 きい の で 、 精 度 の 高い 値 を 扱う こと が 
で きま す 。 

次 の よう に 宣言 し ます 。 

Etoat E = 0.1z 


2 
痢 








第 ら 日 。 1 時 限 目 @ デ ー タ 型 に つい て 学 ほぼ う 





doubte d = 0.05: 


2 
cp 一 


(4) デー タ 型 を 無視 し て 代入 する と どう な る か ? 

変数 は 、 宣 言 し た デー タ 型 の 値 を 扱い ます 。 int 型 の 変数 に は 整数 を 代入 し ます 。 値 を 
変更 する と きも 、 同 じ く 整数 の 値 を 代入 し ます 

で は 、 別 の 型 の 値 を 代入 し た 場合 は どう な る で し ょ う ? 














[int 型 変数 に 実数 を 代入 し て みる 】 
| nt d1 = 3.1: 





1nt d2 = 3.99999: 





どちら の 変数 も 型 が int 型 で ある た め 、 実 数 値 を 代入 し て も 小数 部 分 は 切り 捨て られ て 、 
実際 に 代入 され る の は 3 に な り ま す 。 変数 に は 、 定 言 し た デー タ 型 と 一 致す る 値 を 設定 し 
まま: 必 よ の 
で Se 
(者 
ヽ 、 ノノ 。 プロ グラ ム の 中 で 変数 を 使う た め に は 、 変 数 の 型 と 変数 名 を 宣言 し ます 。 
変数 の 宣言 は main 関数 の 最初 に 書き ます 。 プ ログ ラム 中 で 扱う 変数 が 複数 ある と き は 、 
すべ て 最初 に まとめ て 定 言 し ます 。 
同じ 型 の 変数 が 複数 ある 場合 は 、 





nt d1: 
nt d2』 





を まとめ て 、 








nt d1, d2: | 





と 書く こと も で きま す 。 変数 の 区 切り に は カン マ 「.,」 を 使い ます 。 変 数 が 初期 化し て あっ 
て も 、 ま と め て 書く こと が で きま す 。 





nt d1 = 0, d2 = 2: 








プロ グラ ム の 途中 で 新しい 変数 が 必要 に な っ た 場合 、 途中 で 宣言 する こと も で きま す が 、 
コン パイ ラ に よっ て は 途中 で 変数 宜 言 を 書く こと は で きま せん 。 プ ログ ラム の 移植 性 を 考 
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_ ! *19 : 自分 で 作る 関数 


| に つい て の 詳細 は 、 第 
: 7 日 の 1 時 限 目 で 説明 


i し ます 。 : 








えて 、 使 う 変数 は 、 な る べく 最初 に まとめ て 書き まし ょ う 。 


ュ n モ d1: 
Char C = "a'z 


マーーーーー こ こ で 変数 宣言 が お わる 


d1 = 1 ぉ 
nt d3 = 3 ペーーーー 一 ここ に 宣言 せ すず に な る べく プロ グラ ム の 最初 に まとめ て 書く 





自分 で 作っ た 関数 サ の 中 で も 、 そ れ ぞ れ の 関数 内 で 使う 変数 の 宣言 は 、 そ の 関数 の 最初 
に まとめ て 書き ます 。 


この 時 間 で は 変数 に つい て 学習 し まし た 。 変 数 は 、 扱 う デ ー タ の 種類 に あわ せ た デ ー タ 
型 を 定 言 し ます 。 

また 、 本 書 で は ゲー ム プ ログ ラム を 多く 作成 する の で 、 ラ ンダ ム な 数 値 を 発生 きせ る 
rand 関 数 を これ か ら も 頻繁 に 利用 し ます 。 こ こ で し っ か り と 理解 で きた で し ょ うか 。 


整数 値 12 か ら 17 ま で の ラン ダム な 値 を 出力 する プロ グラ ム を 作 
成 し な さい 。 使 用 する 変数 名 は 、 自 由 に 決め て よい こと と する 。 





[ヒン ト ] 
6 種類 の ラン ダム な 値 を 出す よう に する 。 


第 ら 日 。 1 時 限 目 @ デ ー タ 型 に つい て 学 ほぼ う 





デー タ 型 に つい て 


C 言 語 の 全 デ ー タ 型 と 値 の 範囲 を 、 こ こ で 紹介 し て お きま す 。 

音 デ ー タ 型 は 扱え る 範囲 が を まっ て いま す 。 こ れ は 、 そ れ ぞ れ の 型 の デー タ を 保存 
し て お く た め に 確保 する 、 入 れ 物 の 大 き さ (バイ ト 数 ) が 異な る か ら で す 。 

例え ば 、 整 数 型 * の 変数 i に 0 か ら 10 ま で の 値 し か 代入 し な い 場 合 、short 型 に す 
る と 、 プ ログ ラム の 実行 時 に ら バ イト 分 の メモ リ を 使っ て 保存 され ます 。 し か し 、 
int 型 に する と 、 そ の 倍 の 4 バイ ト 分 を 使う の で 、 メ モリ が 少々 ムダ に な っ て し まい 
ます 。 逆 に 、 最 高値 が 1.000.000.000 に な る 変数 を 使い た い 場 合 、short 型 で は 
扱え ませ ん 。 


# ミ nctude <stdio.h> 


int main() 
Short 1 


i = 1000000000: 
p エ ュ n モ EE(" エ sz%d",/ ュ は ) 
エ ら GEurn 0z 


} 


これ を コン パイ ル す る と 「overflow]、 つ まり 桁 あ ふれ の warning が 出 ます 。 一 応 
プロ グラ ム は 実行 で きま す が 、 変 数 ij の 値 は 正しく 表示 され ませ ん 。 
Short を int に か えて み ま す 。 す る と 、i の 値 は 正しく 表示 され ます 。 


1:1000000000 


條 言語 の デー タ 型 と 値 の 範囲 


























デー タ 型 型 の 名 前 バイ ト 数 値 の 範囲 
整数 型 “ ぞ (signed) short ニシ -3 ら 768 -- 3276 フ 7 
unSigned short ら 0 655S5 
(signed) long 4 - ら 147483648 一 
ら 147483647 
unSigned long 4 0 42949867295 
(signed) int 4 - ら 147483648 一 
ら 147483647 
unSigned int し ! 0 429849867295 
文字 型 “ (signed) char 1 -128 一 127 
unSigned char 1 0 ら 655 
実数 型 float 4 - 3.4 X 10( 指 数 -38) 


3.4 X 10( 指 数 38) 
double 8 - 1.7 X 10( 指 数 -308) 一 
1.7 X 10( 指 数 308) 





1 * ネ ら 0 : 本 書 で 扱う 整数 : 
} 型 の デー タ は すべ て : 
i int に な っ て いま す 。: 
! ブロ グラ ム が それ ほど : 
! 大 きく な い 場 合 や 、 実 : 
i 行 時 の 速 さ を 極め た り : 
: する の で な い 場 合 は 、 

: 特に 気 に せ ず int 型 を : 
: 使い まし ょ う 。 


1 * ら ] : バイ ト 数 と 値 の : 
: 範囲 は 環境 に より 異な ! 
: る 場合 が あり ます 。  : 


* ら 2 : signed は 数 値 
: に ブラ スマ イナ ス の 待 ! 
: 号 を つけ る 場合 に 、: 
: unsigned は プラ スマ : 
: イナ ス の 符号 を 区 別 し : 
! な い 場合 に つけ ます 。 
: singed も unsigned 
! も つけ な いと 、 自 動 的 ! 
: に signed と 見 な され : 
! ます 。 ! 











1 時 限 目 で は コン ピュ ー タ の 出す 手 を きめ まし た 。 次 は プレ イヤ ー の 出す 
手 を 保存 し ます 。 プ レイ ヤー の 手 を 受け 取っ て 変数 に 保存 し 、 出 力 す る プ 
ログ ラム を 作り ます 。 


流 回 作成 する 例題 


呈 語 コマ ンド フロ ンプ 











プレ イヤ ー の 入力 し た 値 
を 受け 取っ て 出力 する 


で ン ルフ ァイル は 全 滞 10Mays_c lday0202 匠 22. 


as 


僅 こ の レッ スン の ね らい 

プレ イヤ ー は 自分 の 好き な 手 を きめ て 、 そ れ を キー ボー ド か ら 入 力 し ます 。 プ ロ 
グラ ム が その 値 を 受け 取っ て 、 プ レイ ヤー の 手 が き まり ます 。 

この 、 キ ー ボ ー ド か ら プ ログ ラム へ の デー タ 渡 し を 「 入 力 ]、 ま た は 「 標 準 入力 」 
と いい ます 。 逆 に 、 プ ログ ラム か ら コ ン ソ ー ル へ の 表示 を 「 出 力 ]、 ま た は 「 標 
準 出力 ] と いい ます 。 

ら 時 限 目 は 入力 と 出力 に つい て 学習 し まし ょ う 。 


プロ グラ ム 





標準 出力 





第 ら 日 - ら 時 限 目 @ 入 出力 の し くみ を 知 ろう 


| プロ グラ ム を 作成 する 
1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 


#inctude <sdio .h> 
nt main() { 


nt ptayer: // プ レイ ヤー の 手 を 格納 する 変数 


printE("【 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 ま nm" ) : 

printE(" ジャ ン ケ ン …・( グー :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 『)』 
goanE("%dr, gptlayer): // 入 力 値 を 受け 取る 

pint 上 E(" プ レイ ヤー は %q", ptayer) : 

とら GEurn 0: 


入力 で きた ら 、「2-2.c」 と いう 名 前 "で 、「C:\source」 ディ レク 
ク トリ 下 に 保存 する : *] : 拡張 子 に 注意 し 


1 て 保存 し まし ょ う 。 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
し て 、2-2.C を コン パイ ル す る 


C : 壮 U8G ら 8 将 U ほ BG エ >CQ 普 S 〇 いで @G 





C : 並 5O つ いと ご CG> 可 CC - 〇 の 2-2 2-2.c 


4 プロ グラ ム を 実行 する 


【 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 


ジャ ン ケ ン ・・・( グー 1 チョ キ 2 パー :3 を 入力 ) し ] 29220 
内 疫 に まり N て [Enter] キー を 押し ・ 





プレ イヤ ー は 2 ーー その 値 が 表 
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。 解説 
出力 に つい て 
出力 は 、 こ れ ま で に 何 度 も 出 て き て いる の で 、 先 に 説明 し ます ., 


また 、 入 力 と 出力 を まとめ て 入出 力 と 呼ぶ 場合 が あり ます 。 キ ー ボ ー ド か ら の 入力 と コ 
ン ソ ー ル へ の 出力 は 標準 入出 力 で す 


(1) printf 関 数 


コン ソー ル へ の 出力 は 、printf 関 数 や ぞ を 使い ます 。 
1 * ら : prinf 関 数 を 使う : 
! た め に は stdio.h を イ : 四 











5 マー マデ | 
! ンク ルー ド し ます 。 て pntE("Het1o!") : | 
1 の 時 間 に 出 て くる 他 の | で 本 ー ーー 
これ は 文字 列 「Helloll を 出力 し ます 。printf 関 数 で 指定 し た 引数 は 、 そ の まま コン ソー 


了 人 に ル へ 表示 され ます 。 引数 の 値 は 、 必 ず ダ プル クォート 「[" で 括り まし ょ う 
例 出 力 と prin 関数 


プロ グラ ム 


ーー 


で C: ま >5amp te .exxe 井 include <stdio.h> 


に に 39(・】| 






nt main() { 


printfE("Hetlo!"): 


ェ return 0z 


(②) 書式 つき 出力 

こち ら も すでに 何 度 か 出 て きま し た が 、printf 関 数 で は 、 書 式 を 指定 し て 変数 の 中 身 を 
出力 する こと が で きま す 。 int 型 変数 ij の 値 を 出力 し た い 場 合 は 、 
【2-2_sample 1 .C】 


include <stdio.h> 


nt main() { 
3nt = 5。 
printE(" 数 値 : %dm,。 ュ ): 


1 1 と てら GEu エ n 0z 
! *3: 以降 、 本 書 で 紹 : 





! 介し て いる サン フル プ : } | 
i ログ ラム の コン バイ ! 

! ル ・ 実 行 手順 に つい て : 

: は 、 基 本 的 に 記載 し ま : と 指定 し ます 。printf 関 数 の 第 1 引数 に 出力 書式 、 第 2 引数 に 書式 に あて は め る 変数 名 を 指 
! せん 。 ! ょ 議 スー 

上 定 し ます 。 こ の プロ グラ ム の 実行 結果 は で 、 


第 ら 日 - ら 時 限 目 久 入 出力 の し くみ を 知 ろう 
数 値 : 5 


と な り ま す 。prin 関 数 の 第 1 引数 「" 数 値 : %d'] の %d の 部 分 に 、 第 2 引数 で 指定 し た 変 
数 の 値 が 入り ます 。「%d」 は 整数 値 を 入れ る 書式 で す 


@ 書 式 付き 出力 


inti = 5: 
printf(" 数 値 : %d", 1): 


| Se 
出力 数 値 : 5 


第 29| 数 に は 、 変 数 で は な く 直 接 値 を 指定 する こと も で きま す 


printE(" 数 値 : qr, 5): | 


(3) 複数 個 の 書式 を 指定 する 
出力 し た い int 型 変数 が 2 つ あ る 場合 は 、 第 1 引数 の 中 に 「%d] を 2 つ 書 き 、 第 2 引数 に 
最初 の %d 書 式 に あて は め る 変数 名 を 指定 し 、 第 3 引数 に 2 つ 目 の %d 書 式 に あて は め る 変 
数 名 を 指定 し ます 
出力 し た い 変 数 が 3 つ に な れ ば 、 同 じ よ うに 「%d」 を ひと つ 増 や し て 、 引 数 も 追加 し ま 
す 。4 つ 以上 で も 同様 に 指定 し ます 
人 @ 複 数 個 の 書式 を 指定 
引数 の 区 切り は "," 
nt a = 1, や D=2,cC= 3 
pr1intE("as %d b: %d" 。 ab): 


第 2 引数 は 最初 の sd へ 
出力 還 王 EEB3 人 8 


Tp エ 1nF ("as 5%d b: %d os %d"z az b。 で ): 


| ト に 


出力 as 1 bs 2 cs 3 


( る) 


ーー ココ 細 還 








ヒン ト 
| *4 : その 他 の 書式 に : 
! つい て は 本 日 の お わり : 
1 に 紹介 し ます 。 ! 


(4) 他 の 書式 

今 ま で は int 型 の 数 値 を 出力 し て いた た め 、 書 式 は 「%d] だ け で し た 。 し か し 、 当 然 
他 の デー タ 型 の 値 を 出力 する と き は 、 そ れ ぞ れ に あわ せ た 書 式 を 指定 し ます 

「9%f] と 「%ME| は 実数 を 表し 、「%c」 は 文字 、「%s」 は 文字 列 を 表し ます “ 


【2-2_sample2.c】 





昔 inctude <s モ dio .h> 


nt main() { 
Etoat FE = 0.0001: 
CRaAE G = "aa" 
Char tr[] = "abo"z 


printE(" 実数 F %E, 文字 c %oc, 文字 列 st ェ %g",。 下 , oC, gt と ): 
| エ ら GEu エ n 0 ょ 


了 


実数 E 0.000100, 文字 c a, 文字 列 str abc 


この と き 、 第 1 引数 の 中 に ある カン マ 「.,」 は ダ プ ブル クォート 「["」 で 括っ た 中 に ある の で 、 
引数 区 切り の カン マ と は 異な り ま す 。 単 に 表示 する 文字 と し て の カン マ で す 
それ ぞ れ 出力 する デー タ 型 に あっ た 書式 を 指定 し まし ょ う 


(5) 出力 桁 数 を 指定 する 

先ほど の 22_sample2c で 実数 を 出力 する と 、00001 で は な く 0000100 と 表示 され て し ま 
いま し た 。 そ れ ぞ れ の デー タ 型 は 表す 範囲 が きま っ て いる の で 、 最 後に 余計 な 「00] が つ 
いた の で す 。 意味 は 同じ で す が 、 こ れ を きち ん と 00001 と 表し た い 場 合 は 、 桁 数 の 指定 を 
行い ます 

桁 数 の 指定 は 、 書 式 「%f| の 「%] と [fl の 間 に 桁 数 の 数 値 を 入れ ます 。 実数 の 場合 は 、 
全体 の 桁 数 と 小数 部 分 を 別々 に 指定 する の で 、 


【 出 力 桁 数 の 指定 】 
% 全体 の 桁 数 . 小数 部 の 桁 数 








と 、 間 に 小数 点 を 表す 「.] を 入れ て 指定 し ます 








Etoat FE = 0.0001: 
p ェ int モ ("実数 FE%7 .4E"。 モ E) : 








第 ら 日 - ら 時 限 目 久 入 出力 の し くみ を 知 ろう 


小数 点 前 に 全 桁 数 、 小 数 点 後に 「.」 以下 の 桁 数 を 指定 し た の で 、 実 行 結果 は 、 


実数 E 0.0001 


と な り ま す 。 小 数 部 4 桁 と 「.」 で 5 桁 分 を と る の で 、 残 り の 2 桁 が 整数 部 分 に な り ま す 
に 





も し ここ で 「%7.3t] と する と 、 小 数 部 の 4 桁 目 は 切り 捨て られ る の で 、「0000」 と 表示 
され ます 

な お 、 こ れ ら は 表示 上 の 書式 指定 な の で 、 変 数 f の 値 が 実際 に 0000 に な っ て し まう わけ 
で は あり ませ ん た 、 整 数 部 分 の 2 桁 は 、 こ の 例 の 場合 は 0 の み の 表 示 な の で 、 最 初 の 1 
桁 分 は 空白 に な り ま す 


1 
実数 で で きる な ら 、 整 数 で も 文字 列 で も 、 桁 数 の 指定 は 可能 で 


この よう に 、 桁 数 を 「%」 と 書式 指定 文字 の 間 に 指 定 し ます 


1n モ E d = 5 
C わ a エ 8 ヒエ [] = “abG"z 
pr1nt そ (『%10ds %5g ョ リッ 中 8 も と ) 2 








imt 型 変数 d の 使 は 5 で 1 宙 の 2 「%10d」 と 10 桁 で 出力 指定 する と 、 前 9 桁 に は スペ ー 
ス が 入り ます 。 文字 列 で も 同様 で す 。 残 っ た 桁 数 分 だ け 、 前 に スペ ー ス が つき ます 。 こ の 
例 で は 、 文 字 列 変数 str は abc で 3 桁 の た め 、「%5s」 と 5 桁 で 出力 指定 する と 、 前 2 桁 に 
スペ ー ス が 入り ます 

また 、「%-10s」 と 桁 数 に マイ ナス を つけ る と 左 詰め で 出力 し ます 





n も 旨 5 
で har 8 キ 上 エ [] = "abo"z 
p ェ エロ も そ ( 5ー 109: に 2 d, 8 上 エ ) 


補 











数 値 の 前 を 、 ス ペー ス で は な く 0 で 埋め た い 場 合 は 、 桁 数 の 前 に 0 を 指定 し ます 


1nt Q = 123。 
p エ nt ("%010d",。 d) 


0000000123 


123 は 3 桁 な の で 、 前 7 桁 が 0 で 埋まっ て 表示 され まし た 


(6) 制御 文字 の 出力 


prinf 関 数 の 第 1 引数 の 中 に 「\n」 まき と 書く と 、 コ ン ソ ー ル 上 で 改行 され ます 
改行 を 表す 「\n] : 実行 環境 に よっ て は 、 プ ログ ラム の 実行 が すべ て 終了 する と 、 自 然 に 改行 し て し まう こ 
は 、「\」 と [nl の 8 : 













字 の 組み あわ せ で す と が あり ます 。1 行 だ け 出 力 を 行う プロ グラ ム で は 必要 あり ませ ん が 、 何 行か に 分 け て 出 
『、 実際 は 1 文字 と し : 力 し た い 場 合 は 、「\n] を 使う と 表示 が 見 や すく な り ま す 
: て 扱わ れ ま す 。 1 5 還 2 ニン 
1 char c 三 "\n: 1 次 の よう に 、 出 力 文字 列 の 途中 に 「\n] を 人 れ て 実行 し て み ま し ょ う 
: と 、char 型 の 変数 に : - 
1 pint モ ("He1l1o 半 nwyor1d!") 
X 行 を 


マーーー 「Hello] の あと で 改行 され る 





文字 列 「Hello] と 「worldll の 途中 に 「\nl が 入っ て いる の で 、 そ の 部 分 で 改行 され て 
いま す 
C 言 語 で は 他 に も る 制御 文字 計 が 存在 する の で 、 こ の 時 限 の お わり に まとめ て 紹介 し ます 





6 : 制御 文字 の こと : 
特殊 文字 と も 呼び ま 








( 92 ) 


第 日 ら 時 限 目 人 @ 入 出力 の し くみ を 知 ろ う 


(②) その 他 の 出力 数 

人 ノ 出力 用 の 関数 と し て 、 他 に fprintf 関 数 が あり ます 。 こ れ は printf 関 数 と 似 て い 
ます が 、 第 1 引数 に 出力 場所 、 第 2 引数 に 書式 、 第 3 引数 以降 に 出力 する 変数 を 指定 する 関 
数 で す 。 


【fprintT 関 数 】 
EprintE (stdout, " 数値 : dr, i): 








出力 場所 第 ら 引 数 以降 は printf 関数 の 引数 を ずら し た も の と 同じ 





上 記 の よう に 、 最 初 の 引数 に 標準 出力 を 表す 予約 語 「stdout」 を 指定 する と 、 次 の 記述 
と 同じ こと に な り ま す 。 


printE(" 数 値 dr, ュ ): 


また putchar 関数 で 文字 の 出力 を 、puts 関 数 で 文字 列 の 出力 を 行う こと が で きま す 。 





CDpar G em"a'7 
Char 8 上 エ [] = "aborz 


putohar (で ) : 
pu sg (S エ ) 





ye 


(③) 入力 に つい て 
次 に 、 入 力 に つい て 説明 し ます 。 こ こ で は じ め て 学習 し ます が 、 入 力 は 、 ゲ ー 


ム プ ログ ラム で は 今後 も ずっ と 必要 に な る 機能 で す 。 


(1) scanf 関 数 の し くみ 

キー ボー ド か ら の 標準 入力 で は 、 プ ログ ラム 側 で キー ボー ド か ら の 入力 を 受け つけ る 
scanf 関 数 を 使い ます 。 

受け 取っ た 数 値 を 格納 する 変数 を 用 意 し て お いて 、scanf 関 数 で キー ボー ド か ら 入 力 き さ 
れ た 値 を 受け 取り 、 そ の 変数 に 数 値 を 格納 し ます 。 


プロ グラ ム を 実行 する と 、scanf 関 数 の と ころ で と まり 、 キ ー ボ ー ド か ら の 標準 入力 を 
待ち ます 。 入 力 が 行わ れる と 、scanf 関数 が その 値 を 受け 取っ て また プロ グラ ム を 再開 し 
ます "(次 ペー ジ の 上 図 参 照 )。 

キー ボー ド か ら 何 か 入力 し 、[Enter] キー を 押す と 、 入 力 が 行わ ん た こと に な り ま す 。 


: キア : SCanf 関 数 で は 、: 
! 何 も 文字 を 入力 せ ず ! 
i 【Enter] キー を 押し た ! 
: だ け で は 「 入 力 」 に な ! 
: ら ず 、 入 力 待ち の 状態 
! が 続き ます 。 ! 








の 


介入 力 と scanf 関 数 


キー ボー ド 





プロ グラ ム 


本 4 レレ / で ミミ | 
ec まい 1【- 軸 こ く こ + あ - ##1nctude <stdio.h> 
123 < | 
| mmO( | 


| nt dz | 
| 
| 
1 





scanE("%d"。 &d): 


| 4. 入力 値 の 受け 取り 


ェ return 0: | 


(2) プレ イヤ ー の 手 を 入力 する 

scanf 関 数 を 使っ て プレ イヤ ー の 手 を 表す 数 値 、「 グ ー :1」 「 チ ョ キ 22] 「 パ ー :3]」 を 入力 
する プロ グラ ム を 作り まし ょ う 

まず 、 プ レイ ヤー の 出し た 手 を 格納 する 変数 を 


ュ n ヒ playYe エ > 


と 宣言 し ます 。 こ の int 型 の 変数 player に 、scanf 関数 で 受け 取っ た 入力 値 を 格納 し ます 
【scanf 関 数 】 還 昌 昌 の 
SCanE ("%d",。 &player) > | 


| 書式 。 8 変数 名 


例 scanf 関 数 と 入力 値 の 関係 


EE は ルル みや ルリ) 量 四 の 


入力 値 :1 


SCanfF ( "%d" ,。 gplaye と ) : 


数 値 1 を 受け 取る 


scanf 関 数 の 第 1 引数 の 書式 に あわ せ て 受け 取っ た 入力 値 を 変数 player に 格納 し て いま す 
「9%d] は 整数 を 表す 書式 で す 。 入 力 し て 欲し い 値 は 1、2、3 の いずれ か で 、 そ れ を 整数 と 


第 ら 日 - ら 時 限 目 例 入出 力 の し くみ を 知 ろ う 


し て 変数 player に 格納 し た い の で 、「%d」 と いう 書式 を 使い ます 。 

第 2 引数 に は 、 格 納 し た い 変数 名 の 前 に 「 和 を |] を つけ て 指定 し ます 。 こ れ は 、「 変 数 の ア 
ドレ ス に 格納 する 」 と いう 意味 で す 。 ア ドレ ス に つい て は 第 5 日 に 説明 する の で 、 今 は 
scanf 関 数 の 第 2 引数 の 変数 名 の 前 に は 必ず 「&」 を つけ る 、 と いう こと だ け お ぼ え て お き 
まし ょ う 。 た だ し 、 文 字 列 の 場合 の み 、 第 2 引数 の 変数 名 の 前 に 「&」 は 必要 あり ませ ん 。 

書式 は 、 出 力 関数 の printf 関 数 と 同じ で す 。 整数 型 な ら 「%qd」、 文 字 型 な ら 「%c」、 文 
字 列 な ら 「%s」 を 指定 し ます 


入力 値 を 受け 取っ て 、 そ の 値 を 表示 する プロ グラ ム が 、 今回 課題 と し て 作っ た も の で す 。 

プロ グラ ム を 実行 する と 、scanf 関 数 の 部 分 で カー ソル キー が 点滅 し ます 。 数値 の 入力 
を 待っ て いる の で す 。 何かしら 数 字 を 入力 し 、[Enter] キー を 押す と 、scanf 関 数 が 値 を 
受け 取っ て 、 変 数 player に 格納 し ます 。 数値 を 入力 せ すず に [Enter] キー を 押す こと を 繰 
り 返 し て も 、scanf 関 数 は ひたすら 数 値 の 入力 を 待ち つづ け 、 プ ログ ラム が 先 に 進ま な い 
よう に な っ て いま す 。 

し か し 、 数 値 以外 の 文字 (例え ば 「a」) や 、 文 字 列 を 適当 に 入力 し た ら ど うな る で し ょ 
う ? 結果 は 、 


プレ イヤ ー は 8855996 


と な り ま し た 。 な お 、 こ の 数 値 は 環境 に より 異な り ま す 。 で は 、 こ の 値 は 何で し ょ う ? 
実は 、scanf 関 数 は 指定 し た 形式 以外 の 入力 を 受け 取る と 、 用 意 し て いた 変数 に 値 を 入 
れ て くれ ませ ん 。 こ の 8855996 と いう 数 値 は 、 変 数 player を 初期 化し て いな か っ た と き の 











値 で す 。 よ っ て 、 変数 player は 、 本 来 な ら 0 で 初期 化し て お きま し ょ う “ CE 
ーー どー 1 期 化 処理 を 反映 し た i 
1nt player = 0z | | コー ド ほ 、4 時 限 目 で | 
まう っ = ニー : 紹介 し て いま す 。 
今度 は 、 数 値 の か わり に 「3abcd] と 入力 し て み ま し ょ う 。 結果 は 3 に な る は ず で す 。 
scanf 関 数 は 、 指 定 し た 書式 以外 の 値 が 入力 され る と 、 そ の 場 で 処理 を 終了 し ます 。 こ の 
た め 、[「3abcd」 の 「3] まで を 読み 込み 、 あ と は 数 値 以 外 な の で 処理 を 終了 し た の で す 
この た め 、 変 数 player に は 3 が 入力 され た こと に な り ま す 
これ で プレ イヤ ー の 手 が き まり まし た 
( . その 他 の 入力 関数 
ご scanf 関 数 の 以外 の 入力 関数 と し て は 、gets 関 数 と getchar 関数 が あり ます 。 
gets 関 数 は 、1 行 分 の 文字 列 を 読み 込み ます 。 文 字 列 に 関し て は まだ 習っ て いな い の で 
第 4 日 に 詳し く 説明 し ます が 、 こ こ で は 、 先 に 入力 関数 だ け 紹 介し て お きま す 
(1) gets 関 数 
gets 関 数 の 引数 に は 、 受 け 取 っ た 文字 列 を 格納 する 変数 名 を 指定 し ます 。 変 数 名 の 前 に 
「&」 を つけ る 必要 は あり ませ ん 。 
入力 し た 文字 列 を gets 関 数 を 使っ て 変数 に 格納 し 、 そ の まま 出力 する プロ グラ ム を 作り 
ます 。 
(5) 
KS の 





! *B: 入力 する 文字 列 : 
! は 半角 19 文 字 以内 に : 
) し て くだ さい 。 全て 全 : 
) 角 文 字 の 場合 は 、9 文 : 
j 字 以 内 で 入力 し て くだ : 
! さい 。 1 


【2-2_sample3.c】 


#inctude <stdio .h> 


in main() { 


Char str[20]: // 半角 20-1 文字 分 の 入力 文字 列 を 格納 する 変数 


gets (st と ) : // 文字 列 の 入力 を 受け 取る 
printF("'%g'm,。 gt と ): // 入 力 し た 文字 列 を 出力 
GEturn 0: 





日 本 語 の 全角 文字 列 や も 使え る の で 、 試 し て み ま し ょ う 


(2) getchar 関 数 

getchar 関 数 を 使っ て み ま し ょ う 。 getchar は キー ボー ド か ら の 入力 を 1 文字 だ け 受 け 取 
る 関数 な の で 、 引 数 は 必要 あり ませ ん 。 getchar 関数 で 受け 取っ た 文字 を 、 格 納 する 変数 
に 代入 し ます 





【2-2_sample4.c】 


#inctude <gtdio.h> 


int main() { 


char oz // 入 力 文字 を 格納 する 変数 


c = getchar(): //1 文 字 受 け 取 っ て 代入 する 
printE("%cr,。 oc)z // 入力 し た 文字 を 出力 


GEurn 0: 


補 


C: 将 SOu エ C@>2-2_sampte4 .exxe 4 ロレ ルン ガバ パー ミロ 
a も ニコ 
る さ ーーー 先程 入力 し た 文字 を 出力 する 


C 等 SOuFCe>2-2_sample4.exe 
っ ーー 
a br) 





第 ら 日 - ら 時 限 目 人 @ 入 出力 の し くみ を 知 ろう 





getchar 関 数 は 1 文字 だ け 受 け 取 っ て 出力 する の で 、 文 字 列 「abc」 を 入力 する と 、 こ の 
プロ グラ ム で は 最初 の 1 文字 だ け 受 け 取 っ て 、 出 力 し て いま す 

で は 、2 文 字 目 以降 の 部 分 は どう な っ て し まう の で し ょ う ? 実は 、 プ ログ ラム 中 で は ま 
だ 残っ て いま す 。 読み 込ん だ 文字 列 は 、 バ ッ フ ァ と 呼ば れる 領域 に 格納 され る の で す 

getchar 関数 は そこ か ら 1 文 字 ず つ 取 っ て くる の で 、 続 け て getchar 関数 を 実行 する と 、 











その 次 の 文字 を 取得 する こと が で きま す 
人 @ getchar 関 数 と 入力 値 の 関係 
キー ボー ド 
アー ン aa 
バッ ファ 領域 プロ グラ ム ま 
abc 隊 # ミ nctude <stdio-.h> | 
ーー 改行 文字 」 」 
(1 文字 ) ュ int main() { 


| 
Char ご z | 


a が 読み 込ま れる 


で = getohar( ) | 


Print ("%C 壮 m"。 で ): | 
ーーーーーーーー イ ーー ヶ - C = getChar() | 
p エ in ("%o 半 mn",。 で ) 
return 0z | 








文字 列 「abc」 と 入力 し た 場合 、 最 後に 押し た [Enter] キー も 改行 文字 と し て バッ ファ 
と 呼ば れる 領域 に 入り ます 。 読み 出し は 、 そ の バッ ファ か ら 行 われ ます 。 計 4 文字 を 読み 
出す に は 、getchar 関数 を 4 回 呼ぶ 必要 が あり ます 

最後 の 改行 文字 まで 読み 出さ ず に 他 の 入力 関数 を 使う と 、 バ ッ フ ァ に 文字 が 残っ て いる 
の で 予期 し な い 動 き を する こと が あり ます 


ここ で は 入力 関数 を 3 種類 紹介 し まし た 。 入力 に どの 方 法 を 使う か は 、 プ ログ ラム の 目 
的 に より 使い 分 け ま し ょ う 








入出 力 は 、 今 度 、 ど の プロ グラ ム に も 出 て きま す 。 

入出 力 関数 で は 、 デ ー タ の 種類 に よっ て 正しい 書式 を 指定 し まし ょ う 。 

特に 入力 で は 、 入 力 内 容 と プロ グラ ム の 書き 方 に よっ て は 予期 し な い 動 き を する こと が 
ある の で 、 よ く 注 意 し て プロ グラ ム を 作成 する 必要 が あり ます 。 


次 の プロ グラ ム の (処理 部 分 ) を 埋め な さい 。 処 理 内 容 は 、 次 の 
内 容 と する 。 な お 、 入 力 を 促す 文 や 出力 の レイ アウ ト は 自由 と する 。 





・ 文字 列 と 実数 を それ ぞ れ scanf 関数 を 使っ て 入力 し 、 そ の 値 を 出力 する 。 
・ 文 字 列 は 右寄せ 10 桁 、 実 数 は 小数 点 以 下 3 桁 で 出力 する 。 





include <stdio.h> 


int main() { 
doubte d: // 実数 を 格納 する 変数 
char str[10]: //10-1 文字 以内 の 文字 列 を 格納 する 変数 


(処理 部 分 ) 


ェ return 0: 





RTRTTEETTTTTYPPPEPYYYPPTTYYTTTPTTTTTTYPTTTYYYTYTYTYTYTTTTTTLTTPTTE 解答 は 巻末 に 


第 ら 日 - ら 時 限 目 @ 入 出力 の し くみ を 知 ろ う 


oe .  、) 全 モ 
制御 文字 
printf 関 数 の 中 で 出力 文字 列 中 に 「\n」 と 書く と 、 改 行 が 出力 され ます 。 こ の よう に 、 
出力 文字 列 で 特別 な 意味 を 持つ 組み あわ せ を 制御 文字 と いい ます 。 

ここ で は 、C 言 語 で 使用 で きる 制御 文字 を 紹介 し ます 。 制御 文字 は 、 ど れ も 「\」 と 


他 の 1 文字 の 組み あわ せ に な っ て いま す が 、 そ の ら 文 字 を あわ せ て 1 文字 と し て 扱 
われ ます 。 


























念 C 言 語 の 制御 文字 

\ ベル を 鳴ら す 

\b 1 文字 戻る 

\f 改 ペ ー ジ 

\n 改行 する 

\r 復帰 (同じ 行 の 左端 に 移動 ) 
\t 水平 タブ 

\V 垂直 タブ 

\\ \ 自 身 

\ シン グル クォート ()) 
\" ダブ ルク ォ ー ト () 
\0 ヌル 文字 
例え ば 、 





pin (" 笠 a"): 











は ベル が 、 つ まり ビー プ 音 が 鳴り ます 。 

それ ぞ れ どの よう な 効果 が ある の か 、 試 し て こみ ま し ょ う 。 

な お 、「\] は バッ クス ラッ シュ を 表し ます 。 ス ラッ シュ 「/」 と は 向き が 逆 な の で バッ 
クス ラッ シュ と 呼び ます が 、 日 本 語 キ ー ボ ー ド で は 、 こ の \」 が 存在 し ませ ん 。 こ 
の た め 、 か わり に 「\」 を 使っ て いま す 。 








ジャ ン ケ ン ゲ ー ム で は 、 プ レイ ヤー の 入力 し た 手 と コン ピュ ー タ の 手 を 比 
較 し て 勝敗 を 判定 し ます 。 本 レッ スン で は 、 コ ンピュータ の 手 を わか りや 
すく 表示 する プロ グラ ム を 作っ て み ま す 。 


今回 作成 する 例 


コン ピュ ー タ の 手 が 何 
で ある か が を 表示 する 








ご ンプ ルフ ァイル は (8 10days_c lay02-03 匠 | 2-3. 


$ こ の レッ スン の ね らい 

1 時限 目 で は 、「 グ ー」「 チ ョ キ 」「 パ ー」 に 対応 する 数 値 1、 ら 、3 を 、 数 値 の ま 
ま 出 力 し て いま し た 。 し か し 、 数 値 だ けが 表示 され て も プレ イヤ ー に は わか り に 
くい の で 、 き ちん と 「 グ ー」「 チ ョ キ 」 「 バ パー」 と 表示 し て あげ まし ょ う 。 

コン ピュ ー タ の 手 が 1 の 場合 は 、「 グ ー」 と 表示 し ます 。 1] で は な くら の 場合 は 、 
「 チ ョ キ 」 と 表示 し ます 。 3 の 場合 は 、「 バ ー」 と 表示 し ます 。 

つま り 、 コ ンピュータ の 手 の 値 に より 、 処 理 が 分 か れ ま す 。 こ の よう に 処理 が 分 
か れる こと を 、 分 岐 処理 と いい ます 。 本 レッ スン で は 、 分 岐 処理 の 扱い を マス ター 
し ます 。 


第 ら 日 - 3 時 限 目 人 @ 分 岐 処理 を 理解 し よう 


人 プロ グラ ム を 作成 する 
1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 


井 inctude <stdio .h> 
韻 inctude < 上 ime.h> 
井 inctude <std1ib.h> 


nt main() { 
ュ n モ Compu ヒ @ エ : 


Srand (上 ime (NULL ) ) 

printE("【 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 ま nm" ) : 
COmpu も er = rand()%3 + 1 
printEE(" コ ンピュータ は 『)』 


| if (computer == 1) { printE(m グー"): } 

| etse 1E(computer == 2) { printE(" チ ヨ ョ キャ ): } 
etse { printE(" パー"): } 
p エ 1 エ nEE(" | *)z 


と GEturn 0z 


入力 で きた ら 、「2-3.c」 と いう 名 前 " で 、「C:\sourcel ディ レク 
ク トリ 下 に 保存 する 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
し て 、2-3.c を コン パイ ル す る 


C : まり SG エ 8 並 U8 ら >CQ 等 SO いと で G 


C : 壮 SO つい て ご G> 可 CC - 〇 2-3 2-3.c 





プロ グラ ム を 実行 する 。 実 行 す る た びに 「 グ ー」「 チ ョ キ 」「 パ ー」 
の どれ か が 表示 され れ ば 成功 ! 


C : 壮 SO いで C@G> 2-3 。 @xxG 


2 祝 5 
| ネ | : 拡張 子 に 注意 し 
1 て 保存 し まし ょ う 。 


101 





[102 ) 


【 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 
コ ョ ンピュータ は パー,! 


レッ スル スン 
コン ピュ ー タ は グー ! 


【 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 
コン ピュ ー タ は チョ キ ! 





| 解説 
分 岐 処理 と は 


件 に よっ て 行う 処理 を 分 ける 方 法 を 、 分 岐 処理 と 呼び ます 


分 岐 処理 の 書き 方 は 非常 に 簡単 で す 
(1) 『 文 


下 文 は 、 も し も 条件 1 に 一 致す る な ら 処 理 1 を 行う 、 と いう 書き 
致し な いな ら 、 処 理 1 は 行い ませ ん 


0 
こ ト 上 
ご 
に 
ー 
9 
決 
( 


【f 文 】 


iE( 条件 1) { 
処理 1』 
} 
@i 文 の 考え 方 
条件 式 1 ーー 





第 ら 日 - コ 時 限 目 人 @ 分 岐 処理 を 理解 し よう 


(2) flse 文 
ーーelse 文 で は 、 条 件 に 一 致し な い 場 合 の 処理 も 指定 し ます 。 も し も 条件 1 に 一 致す る 
な ら 処 理 1 を 行い 、 条 件 1 に 一 致し な いな ら 処 理 2 を 行い ます 。 


【if 一 else 文 】 
iE( 条件 1) { 
処理 1 


}) etse { 
処理 2: 





} 


@i 一 else 文 の 考え 方 











(3) if 一 else 『 文 
最初 の 条件 に 一 致し な い 場 合 の 処理 で 、 さ ら に 条件 を つけ て 分 岐 を 行い た い 場 合 は 、if 
ーelse 正文 で 次 の よう に 書き ます 。 


【if 一 else if 文 】 


if( 条件 1) { 
処理 1: 

} etse iE( 条件 2) 
処理 2: 

} etse { 


処理 3 





} 








全 i 一 else if 文 の 考え 方 

















この よう に 、else の あと に 続け て 次 の 条件 で ある (条件 2) を 書き ます 。 す べ て の 条件 に 
あて は ま ら な か っ た 場合 と し て 、 最 後に else を つけ て 処理 を 書き ます が 、 行 う 処理 が な い 
場合 、 こ の 部 分 は 必要 あり ませ ん 。 

また 、else \ は いく つ で も 増やす こと が で きま す 。 


条件 式 と は ? 
で は 、 条 件 に 一 致し て いる の か 、 そ れ と も 一 致し て いな い の か は 、 ど の よう 
に 判断 する の で し ょ う ? 
(1) 真 と 偽 


ジャ ン ケ ン の 手 を 表示 する 場合 、 コ ンピュータ の 手 が 1 な ら ば 「 グ ー」 と 表示 する 処理 
を 行い ます 。 こ れ を 闘 文 の 形 に する と 、 次 の よう に な り ま す 。 





3E( 手 が 1 で ある ) { 
「 グ ー] と 表示 する 処理 : 
} 





表示 する 処理 に は prinf 関 数 を 使い ます 。 こ こ で は じ め て 出 て くる の が 、「 条 件 式 ]」 で す 。 

「 手 が 1 で ある 」 と いう 条件 式 は 、「 コ ンピュータ の 手 == 1| と 書き ます 。「=」 記号 を 2 
つ 並 べ る と 、 イ コー ル の 意味 に な り ま す 。 な お 、「=] を うっ か り ひ と つ だ けし か 書か な い 
と 、 た だ の 「 代 入 」 に な っ て し まう の で 、 注 意 し まし ょ う 。 

上 の 正文 を コー ド に する と 、 次 の よう に な り ま す 。 


第 ら 日 - 3 時 限 目 @ 分 岐 処理 を 理解 し よう 





FE (computer == 1) { 
printE(" グー")』 
} 








条件 式 が 正しかっ た り 条 件 式 と 一 致し た りす る 場合 を 、「 真 ] と いい ます 。 そ の 逆 を 「 偽 」 
と いい ます 。C 言 語 で は 0 を 偽 と し 、 そ れ 以 外 (特に 1) を 真 と し ます 。 
分 岐 処理 は 、 真 偽 を 用 いる と 次 の よう に 理解 で きま す 。 


【 分 岐 処理 】 


if( 条件 式 ) { 
条件 式 が 真 の 時 の 処理 : 


}) etse { 
条件 式 が 偽 の 時 の 処理 : 
} 








今回 の 場合 、「 コ ンピュータ の 手 が 1 で あれ ば 真 、1 で な けれ ば 偽 」 と な り ま す 。 


(@) 条件 式 が 逆 の 場合 
「==」 を 使っ た 条件 式 で は 、「==」 の 左右 に ある 変数 や 数 値 が 一 致す る 場合 に 真 に な り 
ます 。 








ュ E( 左 項目 == 右 項 目 ) { 





で は 、 逆 に 「2 つ の 項目 が 一 致し な い ] と いう の が 条件 式 で あっ た 場合 を 考え て み ま し ょ 
う 。 条 件 式 と 分 岐 処理 の 書き 方 は 、 次 の と お り で す 。 


【 条 件 式 に ! を 用 いた 分 岐 処理 】 
if( 堪 項目 = 右 項目 ) { 
条件 式 が 真 の 時 の 処理 : 


}) etse { 
条件 式 が 偽 の 時 の 処理 : 





} 








「 ビ 」 で 「 一 致し な い 」 と いう 意味 に な り ま す 。「 ビ 」 の 左右 に ある 変数 や 数 値 が 一 致し 
な い 場 合 に 、 真 に な り ま す 。 「 一 致し な い 」 が 真 、 つ まり 正しい と いう こと に な る の で 、 
慣れ な いと 妙 な 感じ が し ます が 、 こ うい う 条 件 を 判定 し な けれ ば な ら な い 場 合 も 出 て くる 
の で 、 上 手 に 使い こなせ る よう に な り ま し ょ う 。 

当然 、 行 うべ き 処 理 に つい て も 注意 し な けれ ば な り ま せん 。 例え ば 、 次 の 分 岐 処理 を 逆 
に 書い て み ま し ょ う 。 











FE (compu そ te == 1) { 
printE(" グー"): 
}) etse { 
printEF(" グー 以外 ") : 
} 








ifF(computer != 1) { 
printE(" グ 一 以外 ") : 
}) etse { 
printE(" グ ー"): 
} 





一 致し な いり 場合 の 処理 が 真 に な る の で 、 エー else の 処理 の 内 容 が 入れ か わり ます 。 

「==| や 「 ビ | は 、 そ の 左右 に ある 項目 を 比較 し て 真 偽 を 判定 する の で 、 比 較 演 算 子 と 
いい ます 。 

この 他 の 比較 演算 子 に は 、「 〇 〇 は へ へ より 大 きい ・ 小 さい 」 を 表す 「>」 や 「<| な ど 
が あり ます 。 こ れ ら の 演算 子 は 、「==] や 「=」 と 同じ く 条 件 式 に 使う こと が で きま す 。 
他 の 演算 子 に つい て は 、 第 3 日 の 演算 子 の と ころ で 改め て 紹介 し ます 。 


(3) 比較 演算 子 を 使わ な い 条 件 式 

下 文 の 条件 式 に は 、 比 較 演 算 子 を 使わ な い 場 合 も あり ます 。 先 ほど 、「C 言 語 で は 0 を 偽 
と し 、 そ れ 以 外 (特に 1) を 真 と する | と 説明 し まし た 。 つ まり 、 比 較 演 算 子 を 使わ な く 
て も 、 条 件 式 に あたる 部 分 が 真 偽 の どちら に な る の か を 判定 で きれ ば よい の で す 。 

一 番 簡単 な 例 は 、 


| 1E(1) ( 処理 ,) 


で す 。 条件 式 が 無 条件 で 1、 つ まり 真 な の で 、 こ の 部 分 は 必ず 処理 を 行い ます 。 
これ を 変数 を 使っ て 応用 する と 、 











int Etag = 1z 
iE(Etag) { 処理 : } 





と な り ま す 。 変数 Hag が 0 な ら ば 、 処 理 は 行い ませ ん 。 


/g ) ジャ ン ケ ン の 手 の 表示 
を 使っ た 分 岐 処 理 の 書き 方 が わか っ た と ころ で 、 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム で コン 
ノビ ュ ー タ の 手 を 表示 する 部 分 の ブロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 
コン ピュ ー タ の 手 が 1 で あれ ば 、「 グ ー」 と 表示 し ます 。 1 以外 の と き は 、 コ ンピュータ 
の 手 は 2 か 3、 と いう こと に な り ま す 。 1 以外 の 場合 で コン ピュ ー タ の 手 が 2 で あれ ば 、 


の 


第 ら 日 - 3 時 限 目 分 岐 処理 を 理解 し よう 


「 チ ョ キ 」 と 表示 し ます 。 

コン ピュ ー タ の 手 は rand 関 数 を 使っ て 作り 出し て いる の で 、「1」 「2] 以外 の 残り は 、 必 
ず 3 に な り ま す 。 よ っ て 残り の 場合 は 、 無 条件 で 「 パ ー」 と 表示 し ます 。 

この 分 岐 処理 を 実現 する た め に は 、「 下 一 else 下 一 else」 文 を 使い ます 。 
⑯ グ ー、 チ ョ キ 、 パ ー を 表示 する 処理 


[ 
] 










コン ビュー タ の 手 が 
1 の 場合 


コン ピュ ー タ の 手 が 


2 の 場合 





最初 に グー の 場合 の 処理 、 違 っ た ら チ ョ キ で ある か 判定 し て 、 そ こ で あて は まっ た ら チ ョ 
キ の 処理 、 ど ちら に も あて は ま ら な か っ た ら パ ー の 処理 を し ます 。 


冒頭 で 作成 し た プロ グラ ム の 、 該 当 部 分 を 見 て み ま し ょ う 。 


ュ F (computer == 1) { printE(" グ ー"): } 


etse FE(computer == 2) { printE("m チ ョ キ "): } 
etse { printE(" パー"): } 





最初 の 条件 式 で ある 「computer == 1] は 、「 変 数 computer が 数 値 の 1 と 一 致す る な ら 」 
と いう 意味 で す 。 
最後 の パー の 処理 は 、 


else FE(compu も er == 3) { printE(" パ ー"): } 


と し た ほう が よい の で す が 、 コ ンピュータ の 手 は 乱数 で 取得 し て いて 、 こ の プロ グラ ム の 
場合 は 1 か 2 で な けれ ば 必ず 3 の は ず な の で 、else だ け に し て いま す 。 正確 に 書き た い 人 は 
「else 赴 を 利用 し て くだ さい 。 








! * ら : 変数 値 の あと は 、: 
! コロン:」 で す 。 セミ : 
! コロ ン と 間違え な いよ : 
1 うに 注意 し まし ょ う 。 ! 





switch 文 に よる 分 岐 処理 
言語 で は 、 正文 の 他 に も switch 文 を 使っ た 分 岐 処理 の 書き 方 が あり ます 。 


正文 も switch 文 も 条件 に よる 分 岐 で す が 、switch 文 は その 名 の と お り 、 ス イッ 
チ の よう に 条件 を ビン ポイ ント で 指定 し ます 。 


【switch 文 : 整数 値 を 判定 】 


switoh ( 変数 名 ) { 

case 変数 値 1: 処理 1 
break: 

case 変数 値 2: 処理 2: 
break: 

case 変数 値 3: 処理 3: 
break 

deEau1t: 処理 4 
break 











switch に 続く 括弧 「( )] に 、 判 定 し た い 変 数 を 入れ ます 。 変数 値 や が case の あと の 値 に 
あて は まれ ば 、 そ の あと の 処理 を 行い ます 。 











人 @switch 文 に よる 分 岐 処理 
1 2 3 それ 以外 | 
コン ピュ ー タ の コン ピュ ー タ の コン ピュ ー タ の | 
手 が 1 の 場合 手 が 2 の 場合 手 が 3 の 場合 | 





| 「 グ ー」 出力 | | チョ キ 」 出力 | | [バー」 遇 カ | 


ーーーー | 











各 case の 最後 に 「break:] と いう 文 を 入れ て いま す 。 処理 の 中 で これ が 来る と 、 次 か ら 
の case を 判定 せ ず に 、switch 文 は 終了 し ます 。「break:] を 入れ な けれ ば 、 次 の case 文 も 次 々 
と 見 て いき ます 。 

最後 の 「default:] は 、「 ど の case に も あて は ま ら な い 場 合 ] で す 。 下 一 else 文 で いう と 
ころ の 、else と 同じ 扱い に な り ま す 。「default:] で 何 も す る こと が な い 場 合 は 、「break:」 
の み で 終了 し ます 。 


第 ら 日 - 3 時 限 目 @ 分 岐 処理 を 理解 し よう 


if 一 else 文 と 同様 に 、 分 岐 の 数 だ け 、case は 増やす こと が で きま す 。 ひ と つの case に 複 
数 の 処理 を 書く こと も で きま す 。 プ ロッ ク は 必要 あり ませ ん 。 

な お 、switch で 判定 で きる 値 は 、 整 数 値 か 文字 だ け で す 。 文字 の 場合 の 書き 方 は 、 次 の 
と お り で す 。 


【switch 文 : 文字 を 判定 】 
CBaAr で C = "&' チ 
Switch (oc) { 

CaSe 'a's 


Cage 'D': 


defFau1: 





ij 一 else と switch の どちら を 使う か は 自由 で す が 、 条 件 式 が すべ て 「 変 数 == 数 値 ] ま 
た は 「 変 数 == 文 字 ] で 、 さ ら に 分 岐 が 多い 場合 は 、switch 文 を 使っ た 方 が 見 や すく な り 
ます ぉ 

今回 の 分 岐 は 3 つ だ け な の で 、 一 else 文 を 使い まし ょ う 。 


処理 の 分 岐 に は ー else 文 か switch 文 を 使い ます 。 
正 の 分 岐 に は 条件 式 を 使用 し 、 結 果 は 真 か 偽 で 判定 し ます 。 


今回 の 例題 の プロ グラ ム に ある if<else 部 分 を 、switch 文 を 使っ 
て 書き 換え な さい 。 


皿 呈 慌 
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ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 完成 させ まし ょ う 。 
今回 作成 する 例題 
ーー 


ジャ ン ケ ン の 手 を 入力 
EANSG 紀 コー 
ジャ ン ケ ン 勝 負 を し … 














イル は 人 計 10days_c 1day02-04 加 Ianken.6 
人 @$ こ の レッ スン の ね らい 


本 日 の 1 時 限 目 一 3 時 限 目 まで で 、 プ レイ ヤー の 手 と コン ピュ ー タ の 手 を 出す プ 
ログ ラム を それ ぞ れ 作成 し まし た 。 こ れ ら の プロ グラ ム を 組み あわ せ 、 最 後に コ 
ンピュータ の 手 と プレ イヤ ー の 手 を 比較 し て 勝敗 を 判定 し 、 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム を 
完成 させ ます 。 


第 ら 日 4 時 限 目 @ ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム を 完成 させ よう 





(1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 





#incltude <stdio.h> 
#inctude < 上 ime .h> 
#inctude <std1ib.h> 


/* ジャ ン ケ ン ゲ ー ム (繰り 返し な し ) */ 
nt main() { 
ュ n player = 0, Compuer: 


printE("【 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 ま n") 
// 乱数 の 種 を まく 
Srand (上 ュ me (NULL ) ) 


// プレ イヤ ー の 手 の 入力 
printE(" ジャ ン ケ ン ・・・( グ 一 :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > "): 
SCanF ("%d", &gplaye と ) 


// コン ピュ ー タ の 手 の 入力 

Computer = rand()%3 + 1: 

printfF(" コ ンピュータ は 『)』 

FE (computer == 1) { printE(" グ ー): } 

etse ifF(Computer == 2) { printE(" チ ョ キ "): } 
etse { printE(" パ ー"): } 

p エ in も tfE(" | ")z 


// 勝敗 の 判定 と 結果 表示 

ifF (computer == player) { 
printE(" あい こま nm")z 

}) etse iE(ptayer == 1) { 
FE (Computer == 2) { printE(" プ レイ ヤー の 勝ち ま n"): } 
etse { printE(" コン ピュ ー タ の 勝ち ま n"): } 

}) else 1E(ptlayer == 2) 
E (computer == 3) { printE(" プ レイ ヤー の 勝ち きま n"): } 
etse { printF(" コン ピュ ー タ の 勝ち ま n"): } 

}) etse iE(player == 3) 
ュ E (Compu も er == 1) { printE(" プ レイ ヤー の 勝ち まき n"): } 
etse { printE(" コ ンピュータ の 勝ち まき n"): } 

} 

ェ eturn 0: 

















1 *1 : 拡張 子 に 注意 し : 
て 保存 し まし ょ う 。 


(2 


いこ 」 で す 。 そ れ 以 外 の 判定 は 、 次 の と お り で - 


3 入力 で きた ら 、「janken.c」 と いう 名 前 “で 、「C:\sourcel」 ディ 
ク レク トリ 下 に 保存 する 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
し て 、 janken.c を コン バイ ル す る 


C : ま USG エ 8 笠 U8 ら エ >CQ 等 SO いて CG 


C : 壮 SO つい と で ご G> 可 ご ご - 〇 ]anfken anken . で ご 





4 プロ グラ ム を 実行 する 。 勝敗 の 判定 結果 が 正確 に 表示 され れ ば 成功 ! 





に ) い スー ルト いく て 


【 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 
ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ .s2 パー:3 を 入力 ) > 1 
コン ピュータ は チョ キ ! プレ イヤ ー の 勝ち 


【 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 
ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 3 
コン ピュ ー タ は パー ! あい こ 





勝敗 の 判定 方 法 
勝敗 の 判定 方 法 を 説明 し ます 
まず 、 普 通 の ジャ ン ケ ン の 判定 方 法 を 考え ・ 


| eo 


み ま し ょ う 。 両 者 の 手 が 同じ 場合 は 、「 あ 
す 


第 ら 日 - 4 時 限 目 ある ジャンケン ゲー ム を 完成 させ よう 


ジャ ン ケ ン ゲ ー ム の 勝敗 


・ プ レイ ヤー の 手 が 1 (グー) 
コン ピュ ー タ の 手 が 2 ら (チョ キ ) の 場合 一 = プレ イヤ ー の 勝ち 
コン ピュ ー タ の 手 が 3 (バー) の 場合 一 = コン ビュ ー タ の 勝ち 
・ プ レイ ヤー の 手 が ら 2 (チョ キ ) 
コン ピュ ー タ の 手 が 3 (バー) の 場合 一 > プレ イヤ ー の 勝ち 
コン ピュ ー タ の 手 が ] (グー) の 場合 一 テコ ンピュータ の 勝ち 
・ プ レイ ヤー の 手 が 3 (パー) 
コン ピュ ー タ の 手 が 1 ( グ 一) の 場合 一 > プレ イヤ ー の 勝ち 
コン ピュ ー タ の 手 が ら 2 (チョ キ ) の 場合 一 = コン ピュ ー タ の 勝ち 


これ を 一 else 下 文 に その まま あて は め れ ば 、 勝 敗 の 判定 が 完成 し ます 。 





ュ F (computer == player) { 
pintE(" あい こま mn")』 入れ 子 
}) etse iF(ptlayer == 1) { 
1F (Compu も er == 2) { printE(" プ レイ ヤー の 勝ち まき nr): } 
else { printE(" コ ンピュータ の 勝ち まき n"): } 
}) etse 1iF(player == 2) { 
(Computer == 3) { printE(" プ レイ ヤー の 勝ち ま n"): } 
else { printE(" コ ンピュータ の 勝ち まき n"): } 
}) etse ifF(ptayer == 3) { 
FE (computer == 1) { printE(" プ レイ ヤー の 勝ち ま n"): } 
eltse { printE(" コン ピュ ー タ の 勝ち まき nr): } 



















else 証文 の 中 に 、 さ ら に 一 else 文 が だ 入っ て いま す 。 こ の よう な 状態 を 「 入 れ 子 」 と 呼 
び ま す 

実は 、 こ の 判定 の 書き 方 は あみ まり スマ ー ト で は あり ませ ん 。 より スマ ー ト に 書く に は 、「 複 
数 の 条件 を 一 度 に 判定 で きる 方 法 」 を 使う 必要 が あり ます 。 こ の 方 法 に つい て は 、 次 の 第 
3 日 で 学習 し ます 。 


( 2 ) フロ グラ ム の を 方 

これ まで に 作成 し た それ ぞ れ の パー ツ を 組み あわ せ て 、 プロ グラ ム を 作り ます 。 
ここ まで いく つか の プロ グラ ム を 実際 に 書い て みて 、C 言 語 の プロ グラ ム の 書き 方 は だ 

いた いわ か っ て きた と 思い ます が 、 こ こ で 改め て 復習 し て お きま し ょ う 。 


(1) 必要 な ファ イル を イン クル ー ド する 
まず 、 必 要 な ファ イル を イン クル ー ド し ます 。 ど ん な プロ グラ ム で も printf 関 数 ぐら い 
は 使う で し ょ うか ら 、C 言 語 の プロ グラ ム を 書く と き は 、 





2 培 5 

! * ら : 必要 な い フ ァ イ : 
: ル を イン クル ー ド し て : 
! も エラ ー に は な り ま せ : 
! ん が 、 こ れ は ムダ な 作 : 
! 業 で す 。 ブ ログ ラム 中 : 
: で 特定 の 関数 を 使う の : 
! に 必要 な も の だ け を 、 
! イン クル ー ド し まし ょ ! 

















# ミ nctude <s モ dio-h> 





を 最初 に 入力 する よう に し まし ょ う 。 
他 の イン クル ー ド 文 も 、 わ か っ て いる 時 は 最初 か ら 書 いて し まい まし ょ う 。 例え ば ラン 
ダム な 数 値 を 出す プロ グラ ム の 場合 は 、 次 の 2 つが 必要 に な り ま す 。 


#nctude < モ ime .h> 

##inctude <std1ib.h> 

も し く は 、 プ ログ ラム 中 で イン クル ー ド 文 が 必要 に な る 関数 が 出 て きた ら 、 そ の た びに 
追加 し まし ょ う *。 





(2) 空 の main 関数 と 正常 終了 の 証 を 書く 

C 言 語 の プロ グラ ム で は 、main 関数 が 必ず 必要 で す 。 イ ンク ルー ド 文 の 次 は 、 中 身 が 空 
の main 関数 と 、main 関数 の 最後 に 正常 終了 の 証 で ある 「return 0:」 文 を 書い て お きま し ょ 
う 。 





int main() { 


return 0z 





(3) main 関 数 の ブロ ッ ク に 実際 の 処理 を 書く 

あと は 、maim 関数 プア ロック の 中 に 処理 を 書い て いけ ば よい だ け で す 。 

プロ ッ ク の 中 で も きま り ご と が 存在 し まし た 。 使 用 する 変数 の 宜 計 は 、 な る べく 処理 の 
前 に まとめ て 書き まし ょ う 。 





#inctude イン クル ー ド ファ イル 名 


int main() { 
変数 宣言 // コメ ント 


処理 : 


return 0z 





プロ ッ ク を 表す 括弧 「(}」 は 、 必 ず 対 に な っ て いる 必要 が あり ます 。 プ ログ ラム が 長く 
な る と 、 う っ か り プ ブロ ッ ク 終 了 の } を 書き 忘れ て し まう こと が ある の で 、 で きた ら 最 初 か 
ら {} を 対 で 書い て お きま し ょ う 。 

また は 、 次 の よう に {と } が 縦 に 同じ 位置 に くる よう な 書き 方 を する と 、 コ ー ド が 見 や 
すく な り ま す 。 


第 ら 日 4 時 限 目 人 ジャンケン ゲー ム を 完成 させ よう 





nt main() 








屋 評 | 
| iE( ) | 
| ( | 
| = | 
| ) | 
| 甘 き | 
あと は 処理 の 機能 ご と に 適度 に 空 行 を 入れ て 見 や すく し 、 コ メン ト も で きる だ け 入 れる 
よう に し ます 。 例 えば 変数 の 宜 言 で は 、 変 数 名 を 定義 し た あと に 続け て 「 こ の 変数 は 何で 


ある 」 と コメ ント を 書い て お く と よい で し ょ う 


3 ジャ ン ケ ン ゲ ー ム プロ グラ ム を 書く 
プロ グラ ム の 書き 方 に 従っ て 、 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム を 完成 させ まし ょ う 
まず 、stdioh と tmeh、stdlibh を イン クル ー ド し ます 。stdioh は printf 関 数 を 使う た め 、 
tme.h は tme 関 数 を 使う た め 、stdlib.h は srand 関 数 や rand 関数 を 使う た め に イン クル ー 
ド し ます 
次 に main 関数 を 作り 、 中 身 を 書い て いき ます 。main 関数 の 最初 に 、 


player : プレ イヤ ー の 手 
computer : コン ピュ ー タ の 手 


この 2 つの 整数 型 の 変数 を 宜 言 し ます 


nt ptayer = 0z 
nn 上 Compu も te ェ 』 


1 行 に まとめ て 書い て も か まい ませ ん 。 そ し て 、 変 数 player だ け は 0 で 初期 化し て お き 
ます * 
こ の 5 0 : *3・ プ レイ ヤー の 入 ! 
続い て 乱数 の 種 を 笑い て お きま す 。srand 関 数 は プロ グラ ム の 中 で 最初 に 1 回 だ け 行え ! 力 で は 、 き ちん と 束 数 : 
ば いい の で 、 最 初 に 書い て お きま す 1 が 入力 され る と は 限ら # 
あと は 、 単 純 に 1 時 限 日 一 3 時 限 目 で 作成 し た プロ グラ ム を 組み あわ せま す 。 今 回 は コク 
ンピュータ の 手 を きめ る より 先 に プレ イヤ ー の 手 を 決定 し た い の で 、2 時 限 目 で 作っ た 部 ここ 
分 を 先 に 持っ て きま す 。 最 後に 、 こ の 4 時 限 目 で 作っ た 勝敗 判定 部 分 を つけ れ ば 終了 で す 
また 、 こ の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム で は プレ イヤ ー が 手 を 入力 する 部 分 に 、 「1 は グー、 2 は チョ 
キ 、3 は パー で す 。 どれ か を 入力 し て くだ さい 」 と いう 意味 の 入力 プロ ンプ ト を 表示 し て 
いま す 。 こ うし た 部 分 の レイ アウ ト は 、 自 由 に 作成 し て くだ さい 


・( グー :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 


入力 プロ ンプ ト ここ に プレ イヤ ー が 手 を 入力 





15 ) 








き て 、 こ の プロ グラ ム を 「janken.c] と いう ファ イル 名 で 保存 し 、 コ ン パ イル し ます 。 
コン パイ ル が 成功 し た ら janken.exe を 実行 し て み ま す 。 


勝敗 判定 が 正確 に 行わ れ て いる こと を 確認 し まし ょ う 。 


今回 作っ た ジャ ン ケ ン ゲ ー ム で 、C 言 語 の 基本 中 の 基本 で ある デー タ の 扱い と 標準 入出 
力 、 お よび 分 岐 処理 に つい て 学習 し まし た 。 どれ る 今後 の ゲー ム プ ログ ラム を 作る の に 必 
要 と な る 知識 で す 。 し っ か り 理 解 し て か ら 、 次 の 学習 に 進み まし ょ う 。 


作成 し た ジャ ン ケ ン ゲ ー ム プロ グラ ム を 、 プ レイ ヤー が 間違っ た 
手 を 出し た と き (1、2、3 以 外 の 値 が 入力 され た と き ) に メッ セー 
ジ を 出す よう に 改造 し な さい 。 
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第 ら 日 - 4 時 限 目 @ ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム を 完成 させ よう 


バイ ト と は 


デー タ 型 の 大 き さ を 表す の に 、「 バ イト 」 と いう 言葉 を 使い まし た 。 理解 し て いる 人 
も 多い と 思う の で 、 こ こ で は 簡単 に 説明 し ます 。 

コン ピュ ー タ 上 で 扱う デー タ は 、 す べ て 「 あ る 」 「 な し 」 と いう ら つ の デー タ で 成り 立っ 
て いま す 。 こ れ を 1 と 0 に 対応 させ る と 、 コ ンピュータ 上 の デー タ は 、 す べ て 0 と 1 
で 扱わ れる こと に な り ま す 。0 と 1 で 成り 立つ デー タ 、 そ れ は ら 進 数 の デー タ と し て 
置き 換え る こと が で きま す 。2 進 数 に 置き 換え れ ば 、 あ と は 10 進 数 に も 対応 で きま す 。 
ら 進 数 と は 、 基 数 が ら で あ る 数 値 表 現 で す 。 通 常 、 私 た ち は 数 値 を 10 進数 で 数 えて 
いま す 。10 進 数 の 場合 、0、1、 ら 6、…… 9 で 桁 が ひと つ あ が り ま す 。10 を 基本 に 
し て 桁 が ひと つ 繰 りあ め が る し くみ で す 。 進数 と は 、 そ の 基本 と な る 数 を ら に し た だ 
け で す 。 つ まり 、0、1 で 繰り あがり ます 。 し た が っ て 、10 進 数 の ら は 、 ら 進数 で 
は 10 と 書き ます 。0、1 で 次 の 桁 に な が っ て し まう の で 、 ら 進数 は 常に D と ] だ け 
で 表現 され ます 。 


@10 進 数 と 2 進数 の 対応 
1 

10 

NM 
100 
101 


只 |OITO 一 


この 2 進数 で 表 さ れる ひと つ 分 の デー タ を 、「 ビ ッ ト 」 と いい ます 。 例え ば 、101 (2 
進数 表現 ) と 3 桁 ある 場合 は 、3 ビ ッ ト の デー タ と いい ます 。 


ビット の デー タ の 場合 、 表 現 で きる デー タ の 種類 は 
000 001 O010 011 101 101 110 111 


の 8 種類 で す 。 こ れ を 10 進 数 に 置き 換え る と 、 0 か ら 7 ま で の 数 値 を 表現 で きま す 。 
同じ く 4 ビ ピッ ト で は 、O0000 か ら 1 1 1 1 まで 、 つ まり は 10 進数 の 0 か ら 15 ま で 
を 表現 で きま す 。 

この よう に 、 ビ ッ ト 数 が 増え れ ば 表現 で きる デー タ の 範囲 が 広がり ます 。 

ビッ ト を も うす こし 増やし 、8 ビ ッ ト を ひと か た まり と し た 単位 を 「 バ イト 」 と 呼び 
ます 。 1 バイ ト で は 、0 か ら 255 ま で 扱え ます 。short 型 は ら バ イト 、 つ まり 16 ビッ 
ト を 使え る の で 、D か ら 65535 まで の 数 値 を 表現 で きる の で す 。 

また 、 コ ンピュータ 上 で 文字 「a] は 「01100001」 と 表せ ます “。 こ れ は ら 進 数 
8 桁 で 十分 足り て いる の で 、 文 字 型 は 1 バイ ト で す 。 


1 *4: 文字 と それ を 表 
: す 数 値 の 対応 を 文字 : 
! コー ド と いい ます 。 て : 
: れ に つい て は 第 4 日 に : 
: 説明 し ます 。 『 








5Z 還 
i *5 : AF まで の アル : 
1 ファ ベッ ト は 小文字 で : 
: 書い て も 同じ で す 。 書 : 
: 式 「96x] を 「96X」 と : 
! X を 大 文字 に する と 、: 
: 大 文字 で 出力 され ま : 


書式 に つい て 





























printf 関数 や scanf 関数 で 使用 する デー タ 型 の 書式 指定 一 覧 を 示し ます 。 
代 デ ー タ 型 の 書式 

| 扇 0 

96d 符号 付き 整数 (nt) 

96u 符号 な し 整数 (int) 

96ld 整数 (Iong) 

96f 符号 付き 実数 (float) 

96lf 符号 付き 実数 (double) 

96c 文字 

96s 文字 列 

96x 符号 な し 整数 で 16 進数 表示 
96o _ 符号 な し 整数 で 8 進数 表示 
96p ポイ ンタ 


ここ で 、16 進 数 と 8 進数 表示 に つい て 簡単 に 説明 し ます 。 ど ちら も ら 2 進数 と 同じ く 
大 数 を 16 か B に し た 数 値 の 表現 方 法 で す 。 

8 進数 は 0、1、 ら 、3、…… 、7 で 1 桁 あ が り 、10、11、12、…… と 表現 し ます 。 
こち ら は 簡単 で す 。 

同様 に 考え る と 、16 進 数 は 0、1、 ら 、3、…… 9 10ON_T1S Ss si で S 1 
桁 あ お が る こと に な り ま す 。 し か し 、 こ れ で は すでに 次 の 杵 に あがっ て いま す 。 

お 52SMUN 1。。 ど 、 =…… 、 8 の 次 は 、10 を 表す 数 字 の か わり に 「Al] と 書き ます 。 
同様 に 1 1 は B、1 つ は C、15 は F と 書き ます “"。 つ まり 、16 進 数 表現 の 10 は 、 
10 進 数 で の 16 に あたり ます 。 


10 進 数 の ら 7 を 、96d、96x、960 で それ ぞ れ 出力 し て み ま す 。 





mn も モミ E きこ さ 7 テ 
pn も (w%GHX %OP。 エキ /。 ミエ /。 せ ) 7 


h、 2 


10 進 数 で の ら 27 は 、16 進 数 で は 1B、8 進 数 で は 33 と 表現 され る こと が わか り ま 
し た 。 














ゲー ム プ ログ ラム の 手 は じ め と し て 、 第 2 日 で 
ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 作り まし た 。 

コン ピュ ー タ と 対戦 し 、1 回 勝負 の ゲー ム で す 。 
し か し 、1 回 勝負 で は お も し ろく な い の で 、 今 
度 は 5 回 勝負 の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム に 改造 し て み 
まじ し じょう : 

5 回 繰り 返し て ジャ ン ケ ン を 行い 、 そ の 結果 か 
ら 最 終 的 に 「 〇 勝 〇 敗 〇 引き 分 け 」 と 勝敗 を 判 
定 し て 表示 し ます 。 

さら に も う ひ と つ 、 野 球 拳 ゲー ム も 作っ て み ま 
し ょ う 。 








第 2 日 に 作っ た ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を も と に 5 回 連続 し て ジャ ン ケ ン を 行う プロ グラ ム を 作 
り ま す 。5 回 繰り 返し て ジャ ン ケ ン を 行い 、 そ の 結果 か ら 、 最 終 的 に 「 〇 勝 〇 敗 〇 引き 分 け 」 
と 勝敗 を 判定 し て 表示 し ます 。 


プレ イヤ ー (自分 ) が 
1 グー チヨ キ ポ "パーj ョ の 
どれ を 出す か 決め て 入力 


コン ピュ ー タ が 
「 グ ー」「 チ ョ キ 」「 パ ー」 の 
どれ を 出す か 決定 





計 和 側 ご 藩 回 m 


それ ぞ れ の 出し た 手 を 比べ て 
どちら が 勝ち か 判定 し 、 
結果 を 表示 














5 回 勝負 を し た あと に 、5 回 の 勝敗 結果 
( 〇 勝 〇 敗 〇 引き 分 け ) と 、 最 終 的 な 勝敗 結果 を 表示 





第 3 日 人 @ 複 数 回 勝負 の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 作ろ う 


人 5 回 勝負 の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム の 実際 の 動作 


ジャ ン ケ ン ゲ ー ム プロ グラ ム を 実行 する と 、 プ レイ ヤー の 出す 手 を 
入力 する 状態 に な る 


ef 1 つい スコ トト いい て ニュ レ 代 て くつ 
【5 回 勝負 ジャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 





ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー=:3 を 入力 ) > 


プレ イヤ ー が チョ キ を 出す (数 値 の 2 を 入力 し て 、[Enter] キー を 
押す ) 


C : 半 SOu エ Ce> anfken2 。 exre 
【5 回 勝負 ジャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 
ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ =:2 パー >:3 を 入力 ) > 2 マー「2] を 入力 する 





う コン ピュ ー タ が 手 を 出し 、 勝 敗 が 決定 し て "、 次 の 勝負 に 移る 
1、 2、 8 以外 の | 
! 数 値 を 入力 する と 、 そ ! 

: の 回 は プレ イヤ ー の 負 : 

EE た に いい る と いい てい と て に な Sr ez 81 

【5 回 勝負 ジャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 

ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 2 

コン ピュ ー タ は チョ キ ! あい こ 

ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ s2 パー:3 を 入力 ) > 





4 上 記 ① て ③ を 5 回 繰り 返す 


5 5 回 勝負 が お わっ た と ころ で 、5 回 の 通算 成績 が 出る 


( 略 ) 
ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー=:3 を 入力 ) > 3 
コン ピュ ー タ は パー ! あい こ 





2 勝 1 敗 2 引き 分 け プレ イヤ ー の 勝利 ! 


121 


し 122 


野球 拳 ゲ ー ム プロ グラ ム 


繰り 返し ジャ ン ケ ン を 行い 、 先 に 5 回 負け た 方 が 最終 的 に 負け と な る ゲー ム で す 


どちら か が 5 回 負け る まで 、 ゲ ー ム は 続き ます 


| プレイヤー (自分 ) が 
「 グ ー」「 チ ョ キ 」「 パ ー」 の 
どれ を 出す か 決め て 入力 





| コンピ ュー ニタ が 
| 「 グ ー」「 チ ョ キ 」「 パ ー」 の 
| どれ を 出す か 決定 








| それ ぞ れ の 出し た 手 を 比べ て どちら が 勝ち か 判定 し 、 
勝負 が つく まで 続け る 


引 拓 ご 秒 放 の 二 注 回 は は OzOt( 


| 敵 結 果 を 表示 人 | 
DO 本 IE 
野球 拳 ゲー ム の 実際 の 動作 
野球 拳 ゲ ー ム プロ グラ ム を 実行 する と 、 プ レイ ヤー の 出す 手 を 入力 
する 状態 に な る 


まま 1・) トマ ンー トス 1 くい て つて | 


【 野 球 拳 ゲ ー ム 】 


や ぁ ー き ゅ うぅ う 一 す 一 る な ら 一 

こう いう ぐあい に し や し ゃ ん せ ー 

アア ER 4 

よ よ い の よ い ! 

( グー :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 





第 3 日 人 @ 複 数 回 勝負 の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 作ろ う 


す ) 


ク プレ イヤ ー が グー を 出す (数 値 の 1 を 入力 し て 、[Enter] キー を 押 


sx1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 1 「1」 を 入力 する 





コン ピュ ー タ が 手 を 出し 、 勝 敗 が 決定 し て “、 次 の 勝負 に 移る 。 あ い 
う この 場合 は 再 勝負 な の で 、 も う 一 度 手 を 出す (あい こ で な く な る ま 
で 続け る ) 


( 略 ) 
( グー :i1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 1 
コン ピュ ー タ は パー ! コン ピュ ー タ の 勝ち 


(06 に 9) 

( グー:1 チョ キ :2 パー:z3 を 入力 ) > 2 
コン ピュ ー タ は チョ キ ! よ よ い の よ い ! 

( グー :1 チョ キ s2 パー:3 を 入力 ) > 


上 記 ① て ③ を 、 プ レイ ヤー か コン ピュ ー タ の どちら か が 5 回 負け る 
まで 繰り 返す 


5 勝敗 結果 が 表示 され る 


( 略 ) 

よ よ い の よ い ! 

( グー :1 チョ キ :2 パー=:3 を 入力 ) > 1 
コン ピュ ー タ は チョ キ ! プレ イヤ ー の 勝ち 


勝負 あり ! 
あな た の 勝ち ! 








ES 
1 * ら : 1、 ら 、3 以 外 の : 
i 数 値 を 入力 する と 、 そ : 
: の 回 は プレ イヤ ー の 負 : 
: け に な る 。 1 


123 


124 








1 時 限 目 で は 繰り 返し 処理 に つい て 学習 し 、 ジ ャ ン ケ ン を ら 5 回 繰り 返し て 
行う プロ グラ ム を 作り ます 。 


今回 作成 する 例題 


| 語 ニ ラド トラ EE ER 四 









ジャ ン ケ ン を 5 回 
連続 し て 行う 


ミン プル ファ イル は 人 10days_c lday0301 匠 81 
この レッ スン の ね らい 


第 6 日 に 作っ た ジャ ン ケ ン ゲ ー ム の プロ グラ ム を 応用 し ます 。 
繰り 返し 回 数 が 5 回 と きま っ て いる の で 、 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム の ブロ グラ ム 部 分 を 
ら 回 続け て 書い て も よい の で す が 、 そ れ で は プロ グラ ム と し て あま り 美 し く あ り 


ませ ん 。 
言語 で は 、 同 じ 処 理 内 容 を 繰り 返し 行う た め の 文法 が 何 種類 か 用 意 さ れ て いる 


本 


の で 、 そ れ を 使い まし ょ う 。 


第 3 日 。 1 時 限 目 久 繰 り 返し 処理 を 理解 し よう 


介 プロ グラ ム を 作成 する 
し テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 





井 include <sgtdio.h> 
井 inctude < 上 ime .h> 
inctude <std11ib.h> 


in main() て 
ュ n ヒ playe エ = 0, Compu ヒ e エ : 
nt timit = 5: // 繰り 返し 回 数 


| 
| 9E。 ま 
| 


printE(" 【%d 回 勝負 ジャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 ま nm", 1imit) : 
rand ( モ 上 1me (NULL ) ) 








for(1 = 0z 1 < 1imitz ++) { | 
| printE(" ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > "): 
SoCanF ("%d",。 &player): 


Computer = rand()%3 + 1: 
printE(" コ ンピュータ は 『)』 
| 1 (computer == 1) { printE(m グ ー"): } | 
| etse 1E(computer == 2) { printE(" チ ョ キャ ): } 
| else { printE(m パー"): } 
| 9 も で ("| 9)2 


FE (Compute ェ == player) { 
| printE(" あい ご nm"): 
| }) etse 1E(ptayer == 1) { 
| FE (computer == 2) { printE(" プ レイ ヤー の 勝ち まき n"): } 
| etse { printE(" コン ピュ ー タ の 勝ち まき n"): } 
| }) etse iF(ptayer == 2) 
ミュ (Computer == 3) { printE(" プ レイ ヤー の 勝ち まき n"): } 
| etse { printE(" コ ンピュータ の 勝ち まき n"): } 
| }) else 1E(ptayer == 3) { 
FE (computer == 1) { printE(" プ レイ ヤー の 勝ち ま n"): } 
etse { printE(" コン ピュ ー タ の 勝ち まき n"): } 
| }) etse { 
p と ntE("1,2,3 の どれ か を 入力 し て ね ! ま n") : 











と Gturn 0 


多 、 入 力 で きた ら 、「3-1.c」 と いう 名 前 で "、「C:\source」 ディ レク 
ク トリ 下 に 保存 する 





コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
③ し て 、3-1.c を コン パイ ル す る 


C : 等 け 8 ら エ 5 壮 い ほら エ >CQ 並 ほ SO つい て ご で @G 


で : 並 BSO い と で CG> 可 CC - 〇 の 3-1 3-1。c 





4 プロ グラ ム を 実行 する 。 ジャ ン ケ ン を 5 回 行う こと が で きれ ば 成功 ! 


1 (ュー トモ て て -] 





【5 回 勝負 ジャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 

ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー :3 を 入力 ) 
コン ピュ ー タ は チョ キ ! プレ イヤ ー の 勝ち 

ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー :3 を 入力 ) 
コン ピュ ー タ は パー ! プレ イヤ ー の 勝ち 


ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー :3 を 入力 ) 
コン ピュ ー タ は チョ キ ! コン ピュ ー タ の 勝ち 

ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー=:3 を 入力 ) 
コン ピュ ー タ は グー ! あい こ 

ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ =:2 パー :3 を 入力 ) 
コン ピュ ー タ は グー! プレ イヤ ー の 勝ち 





(6 





(①⑪ for 文 を 使っ た 繰り 返し 処理 

今回 は 5 回 勝負 の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 作り ます 。 つ まり 、 コ ンピュータ と の ジャ 
ン ケ ン を 5 回 繰り 返し て 行い ます 。 

ジャ ン ケ ン は まず プレ イヤ ー の 手 を 入力 し 、 そ れ か ら コ ンピュータ の 手 を きめ て 、 勝 敗 
を 判定 し て いま す 。 第 2 日 に 作っ た プロ グラ ム ぞ の うち 、 


printE(" ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ >2 パー:3 を 入力 ) > 『): 
( 略 ) 
FE (Computer == player){ 


( 略 ) 
}) etse { 

printE("1.2,3 の どれ か を 入力 し て ね ! \n"): 
} 


この 間 の ソー ス が 、 ジ ャ ン ケ ン 部 分 で す 。 

5 回 勝負 な の で 、 こ の 部 分 を 5 回 繰り 返し て 書く …… の は 非常 に 無駄 で す 。 繰 り 返 し 処 
理 の 文法 を 利用 し まし ょ う 。 

繰り 返し 処理 の 文法 は 、 for 文 、 while 文 、 do 一 while 文 の 、 3 種類 が あり ます 。 for 文 は 、「5 
回 繰り 返す ] な ど 、 繰 り 返 し の 回 数 が きま っ て いる 場合 に よく 使い ます 。 対 する while 文 は 、 
繰り 返し 回 数 が きま っ て いな り い 場合 に よく 使い ます 。 


(1) for 文 の 基本 
for 文 の 書き 方 は 次 の と お り で す 。 


【for 文 】 


Eor (初期 化 : 条件 式 : ルー プ 処 理 ) { 
処理 : 


} 


条件 式 に あて は まっ て いる 間 は 、for プ ロッ ク の 中 の 処理 を 繰り 返し ます 。 繰り返す た 
め の し くみ が 、 初 期 化 と た ループ 処 理 で す 。 初期 化 は 繰り 返し に 入る 前 に 行い 、 ル ー プ 処理 
は プロ ッ ク の 中 の 処理 が お わっ た ら 必 ず 実 行 する 処理 で す 。 

実際 に for 文 を 使っ て み ま し ょ う 。 for 文 を 使っ て 、 繰 り 返し 処理 を 5 回 行い ます 。 繰り 
返し 行う 処理 の 内 容 は 、 出 力 処理 だ け で す 。 








第 3 日 。 1 時 限 目 @ 繰 り 返 し 処理 を 理解 し よう 


2: 

1 * ら : 第 8 日 4 時 限 目 : 
1 の 練習 問題 の 解答 を 
: まえ た プロ グラ ム と し : 
! ます 。 1 


【3-1_sample 1.c】 と 


#1inctude <stdio.h> 


in main() { 
1n ロ も ュ > 


Eor( ュ = 0z エ < 5: エ ++) { 
p エ in 上 ("テス ト %d ま nm, ュ は ) 
} 


GEurn 0: 





この 場合 の for プ ロッ ク の 中 の 処理 を 図解 する と 、 次 の よう に な り ま す 


1n 1> 











Eor( 和 = ニョ 0z ュ 


p エ in モモ E(" 

















| printE(" テス ト %q ま nm",。 ュ ): 


(128 . 





第 3 日 1 時 限 目 角 繰 り 返し 処理 を 理解 し よう 


for 文 は 、 「 数 値 の 変数 が 〇 か ら へ に な る まで 繰り 返す ]」 と いう 処理 に 使う の が 基本 で す 。 
この 例 の 場合 、 変 数 : が 0 か ら 5 に な る まで 処理 を 繰り 返す 、 と いう 意味 に な り ま す 。 少々 
面倒 で す が 、for 文 の すべ て の 動作 を 追っ て 見 て いき まし ょ う 。 

最初 に 、「inti:」 と 変数 : を 数 値 と し て 宣言 し 、 そ の 次 か ら 、for 文 が は じ ま っ て いま す 。 


人 @3-1_sample1.c の for 文 で の 実際 の 処理 


・ 初 期 化 (1 三 0) を 実行 する 。 変数 i に 0 を 設定 する 。…… ① 
・ 柔 件 式 (i ぐ 5) を 判定 する 。 この 時 点 で i は 0 な の で 、 条 件 式 に あて は まっ て いる 。 よっ 
て 、 繰 り 返 し を 行う 。……⑧ 
・for ブ ロッ ク の 中 身 printf 関 数 を 実行 する 。 i は この 時 点 で 0。 ……③ 
出力 ー テス ト 0 
・for ブ ロッ ク 終 了 。 
・ ル ー プ 処理 ((++) 下溝 を 行う 。 け 十 は 、「i に 1 を プラ ス し て 、 そ の 値 を 再び i に 代入 
する 」 と いう 書き 方 。 よっ て この と き 、i は 1 に な る 。…… ④ 
・ 条 件 式 (i く 5) を 判定 。 こ の 時 点 で i は 1 な の で 、 条 件 式 に あて は まる 。 よ っ て 、 続 
いて 繰り 返し を 行う 。……⑤ 
・for ブ ロッ ク の printf 関 数 を 実行 。 
出力 ー テス ト 1 
・for ブ ロッ ク 終了 。 ル ー プ 処理 で 、i は ら に な る 。 
・ 条 件 式 判定 。 繰り 返し 続行 。 
・for ブ ロッ ク の printf 関 数 を 実行 。 
出力 ー テス ト 2 
・for ブ ロッ ク 終 了 。 ル ー プ 処理 「 け は 二 」 で 、i は 3 に な る 。 
・ 条件 式 判定 。 繰 り 返し 続行 。 
・for ブ ロッ ク の printf 関 数 を 実行 。 
出力 ・ テ スト 3 
・for ブ ロッ ク 終 了 。 ル ー プ 処理 「 は +」 で 、i は 4 に な る 。 
・ 条 件 式 判定 。 繰り返し 続行 。 
・for ブ ロッ ク の prinTf 関 数 を 実行 。 
出力 ー テス ト 4 
・for ブ ロッ ク 終 了 。 ル ー プ 処理 「 け 士 」 で 、i は 5 に な る 。 
・ 条 件 式 判定 。i は 5 な の で 、 条 件 式 (i く 5) に は あて は ま ら な い 。 よ っ て 、 こ の 時 点 
で 繰り 返し は 終了 。……⑥ 


に 0 と 4 に 
1 *3:「i+」 を 、「i を : 
! イン クリ メン ト す る 」 
! と いい ます 。 逆 に 、] : 
: を マイ ナス し て その 値 : 
: を 再び i に 代入 する 場 ! 
: 合 は 「i--」 と 書き ます 。: 
i これ を 、「i を デ ク リ メ : 
1) ント する 」 と いい ま : 
1 す 。 
: イン クリ メン ト や デ ク !: 
i リ メ ン ト す る 変数 は 、: 
! 必ず 最初 に 初期 化 を 行 : 
) いま し ょ う 。 H 

る 2 ン 人 
1 *4 : 繰り 返し を カウ ! 
! ント する 変数 に は 、i ! 
1 や j な ど 1 文字 の 変数 
: を よく 使い ます 。 も ち : 
1 ろ ん 、count や total : 
! と いっ た 名 前 を 付け て : 
: も か まい ませ ん 。 


これ だ け の 処理 が 、for 文 を 使う と た っ た 3 行 で 書く こと が で きま す 。 
for 文 は 便利 な 構文 で す が 、 条 件 文 や ヤー プ 処 理 の 書き 方 を 間違う と 繰り 返し 処理 が 終 
了 せ ず 、 無 限 ル ー プ と いう 状態 に 陥っ て し まう の で 、 注 意 し まし ょ う 。 


(2) も し も 無限 ルー プ に な っ た ら !? 
こん な プロ グラ ム を 書い て み ま す 。 





し に 人 
1 *5 : 逆 に 、printf で テ : 
ji スト 96d\n".+): と : 
! 書く と 、 先 に i が イン : 
! クリ メン ト さ れ 、 そ の !: 
値 が printf 関 数 で 出力 : 
! され ます 。 注 意 し て 使 : 
: いま し ょ う 。 : 








nt ュ : 


Eor( エ 1 = 0z i < 5z: ミー-) { 
printE(" テ スト %d 半 mm, エ ): 
} 





ルー プ 処 理 が 「:-| ( デ ク リ メン ト ) な の で 、 変 数 i は 初期 値 0 か ら 次 々 に -1 さ れ 、5 以 上 
に な る こと は 永遠 に あり ませ ん 。 す る と 、 当 然 な が ら 繰 り 返 し 処理 は 永遠 に お わら ず に 、 
無限 ルー プ と な り ま す 。 一 度 、 試 し に や っ て み ま し ょ う 。 実行 し て みる と 、 す ぐに 無限 ルー 
プ に 入り 、「 テ スト XXXX] が 出力 され 続け ます 。 

と め る た め に は 、 コ マン ド プ ロン プ ト 画 面 を アク ティ ブ に し た 状態 で 、[Ctr]+[C] ([Ctrl] 
キー を 押し な が ら 【[C] キー を 押す ) を 押す と 、 処 理 を 中 断 で きま す 。 


(③) 変則 的 for 文 
for 文 の 構文 は 基本 的 に 、 





For (初期 化 : 条件 式 : ルー プ 処 理 ) { 





と 書き ます が 、 初 期 化 、 条 件 式 、 ル ー プ 処理 は 、 そ れ ぞ れ 必 ず し も すべ て 書く 必要 は あり 
ませ ん 。 例 えば 、 


nt ュ = 0z 
Eor(: 1 < 5: ミー-) て 


と 、 初 期 化 を for 文 の 前 に 行っ て いる の で あれ ば 、for 文 の 中 で 初期 化 は 必要 あり ませ ん 。 
また 、 次 の よう に ルー プ 処 理 を プ ブロッ ク 中 に 含む 方 法 $ も あり ます 。 


Eor( = 0z < 5z) { 


p エ in 上 E(" テ スト %q 苑 nm" 。 ユエ ++) : 


} 





こう いっ た 書き 方 を する と 、 ま ず 、 現 在 の i の 値 が printf 関 数 で 出力 され 、 そ の あと で i 
は イン クリ メン ト さ れ ま す *。 


初期 化 、 条 件 式 、 ル ー プ 処理 の それ ぞ れ か 必要 な い 場 合 は 、 単 純 に その 部 分 を 書き ませ 
ん 。3 つ を 区 別 す る セミ コロ ン 「:] は 、 す べ て 忘れ ず に 書き ます 。 
初期 化 、 条 件 式 、 ル ー プ 処理 を 3 つと も 書か な いり 場合 は 、 


| or の { 


と な り ま す 。 な お 、 こ れ は 無限 ルー プ に な り ま す 。 





第 日 1 時 限 目 全 繰り 返し 処理 を 理解 し よう 


(④) 0 の NPG の 提 時 
ち が 何 か 数 を 数 える 場合 、 





co と 、1 か ら 数 え は じ め ま す 。「5 回 
5 と 数 えま す 。 で す が 、 先 ほど の プロ グラ 





1 
2S 3 人 
、 まし た 。 ど ちら も 、 回 数 で いえ ば 同じ 5 回 で す 
EE ログ ラム を 1、2、3、4、5 と 数 える に は 、 初 期 化 と 条件 式 の 値 を も 、 そ れ ぞ れ 
増やし ます 。 次 の よう に 書く と 出力 表示 は 異な り ま す が 、 繰 り 返 し 回 数 は 5 回 で 同じ で す 


【 初 期 化 と 条件 式 の 値 を それ ぞ れ 1 増やす 】 
Eor( ュ エ = 1: < 6z エ ++) { 
print 上 ("テス ト %d ま mn",。 1 は ) 





こっ ちの 方 が わか りや すく て いい じゃ な いか ! と いう 人 も いる と 思い ます が 、 特 に 理 
由 が な けれ ば 、 コ ンピュータ プロ グラ ム で は 、 数 値 を 数 える と き は 0 か ら は う 


ク 繰り 返し を 強制 的 に 終了 する 
繰り 返し 処理 は 、 繰 り 返 し 条件 に 満た な く な っ た ら 繰 り 返 し を 終了 し ます 。 し 
か し 、 繰 り 返 し 条件 に 関係 な く 途 中 で 処理 を 終了 する 方 法 が あり ます 。 そ れ に は 、break 
と continue を 使い ます 





(1) break 
第 2 日 3 時 限 目 の switch 文 の と ころ で も 
文 が 出 て くる と 、 そ こ で 繰り 返し を 中 断 い 
次 の 例 で は 、 発 生き させ た 乱数 が 5 の 倍数 だ 
ず に 、 繰 り 返 し を 抜け ます 


出 て きま し た 。 繰り 返し プロ ッ ク 中 に 「breaki 」 
プロ ッ ク を 抜け ます 


た 場合 、break に より 、 繰 り 返 し を 5 回 待た 


【3-1 _Sample2.c】 


昔 ミ nc1ude <g モ dio.h> 
#inctude <std11b.h> 
#inctude < 上 ime .h> 


nt main() 【 


3 もら が 
ロモ エ 』 


し 131 ) 





Sand (上 ュ ime (NULL ) ) 

For( エ = 07 エ < 5z エミ + ィ +) { 
エ = rand(): 
printE("%d 回 目 ",。 +1): | 
1F(r%5 == 0) { printE("5 の 倍数 が 出 ま し た %q", と): breakz } 

p エ ュ n セ キモ ( "% 壮 nm", と )』 

} 

eturn 0: 


1 


1 


6334 


5 の 倍数 が 出 ま し た 26500 
1 *6: 実行 結果 は 環境 : 
1 に より 異な り ま す 。 


/ 急 break で 処理 を 抜け る 








Eo エ ( ュ 1 = 0z i < 5 エミ ++) 
エ = rand(): 
printE("%d 回 目 "。 +1): 
FE ( エ %5 == 0) { printE("5 の 倍数 が 出 ま し た %d", ェ ): breakz } 
p エ ュ n も EE ( "%d 生 nm"。 エ ) : 


ド ブロ ッ ク を 抜け る 
Y 


繰り 返し 処理 中 に さら に 繰り 返し プロ ッ ク が ある 場合 は 、 内 側 の プロ ッ ク の み 、 処 理 を 
抜け ます 








人 @ 内 側 の ブロ ッ ク の み 処 理 を 抜け る 


for(i = 0z i < 5: i++) { 
5 外 の ブロ ッ ク 
Eor(] = 0z ] < 10z j++) 
ュ 3f(...) { breakz } 中 の 


ブロ ッ ク を 抜け る 





第 3 日 。 1 時 限 目 久 繰 り 返し 処理 を 理解 し よう 


(2) continue 

繰り 返し プロ ッ ク 中 に 「continue:| 文 が 出 て くる と 、 そ こ か ら 先 の 処理 を 中 断 し て 繰り 
返し の 先頭 に 戻り ます 

次 の 例 で は 発生 きせ た 乱数 が 5 の 倍数 だ っ た 場合 、 先 頭 に 戻っ て ルー プ 処 理 を 行い ます 





Eor エ (1 = 0z 1 < 5:z エ ++) { 
エ = rand(): 
pin も E("%d 回 目 ",。 ュ +1): 
1E(r%5 == 0) { printE("5 の 倍数 が 出 ま し た %q ま mn" , ェ ): continuez } 
p エ ュ in ( "%d 芋 nm" 。 了 ) : 


L ゃ 1 
18467 


6334 
5 の 倍数 が 出 ま し た 26500 
19169 





人 @ continue で 繰り 返し の 先頭 に 戻る 








For(1i = 0z 中 < 5 エミ ++) 
エ = rand(): 
prin も モ ("%d 回 目 ",。 ュ +1): 
1 (r%5 == 0) { printE("5 の 倍数 が 出 ま し た %qwn" , ェ ): continuez }) 
p エ ュ n 下 ( "% 開 mm"。 エ )』 


break と continue は 、for 文 、while 文 、do 一 while 文 の どの 繰り 返し 処理 中 で も 使う こと 
が で きま す 。 while 文 と d 一 while 文 は 4 時 限 目 で 説明 し ます 


ジャ ン ケ ン の 繰り 返し 
第 2 日 に 作っ た ジャ ン ケ ン の プロ グラ ム を 改造 し て 、 ジ ャ ン ケ ン を 5 回 繰り 返 
し て 行う プロ グラ ム 作 成 し ま す 。 繰り 返し の 回 数 は 5 回 と きま っ て いる の で 、for 文 を 使い 
ます 











nt 1imit = 5: // 繰り 返し 回 数 
nt 二 z 


printE(" 【%d 回 勝負 ジャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 ま n", 11mit) : 
Eo エ ( エ = 0z < 11imit: ュ + ォ +) { 


} 





プロ グラ ム 中 で の 繰り 返し の 回 数 は すべ て この Iimit 変 数 を 参照 し ます 。 こ うす る こと に 
より 、 あ と で 繰り 返し 回 数 を 変更 し た 場合 で も 最初 の 値 設定 を 変更 する だ け で すみ 、 他 の 
プロ グラ ム 部 分 に は 影響 が あり ませ ん 。 

こう いっ た 数 値 は な る べく 変数 に し て 、 最 初 の 変数 宣言 時 に 初期 化し て お きま し ょ う 。 





繰り 返し 処理 の ひと つ で ある for 文 に つい て 学習 し まし た 。 
これ か ら 作 る ゲー ム プ ログ ラム の ほとん ど で 、 繰 り 返 し 処理 を 行い ます 。 終 了 条 件 の 設 
定 が 難し い 場合 は 、P129 の よう に 動作 を 紙 に 書き 出し て み ま し ょ う 。 


て _ 


ーー 


第 3 日 1 時 限 目 @ 繰 り 返し 処理 を 理解 し よう 


ュー に S 思 愉 4 し 
C 言 語 の コン パイ ラ 


本 書 で 使用 する C コ ン バ パイ ラ は MinGW 日 本 版 で す が 、 他 に も フリ ー で 入手 可能 な C 
コン パイ ラ が あり ます 。 そ の うち いく つか を 紹介 し ます 。 な お 、 そ れ ぞ れ の コン パ 
イラ の 入手 先 や 入手 方 法 は 変更 に な る 場合 が 多い た め 、 こ こ で は 詳し く 説明 し ませ 
ん 。 他 の コン バイ ラ を 使用 し て みた い 人 は 、 コ ン バ イ ラ の 名 前 を Google な どの 検索 
エン ジン を 使っ て 検索 し 、 最 新版 を 入手 し て くだ さい “。 

本 書 の 学習 内 容 は 付属 CD-ROM 収 録 の MinGW 日 本 版 の 使用 を 前 提 と し て いま す 。 
他 の コン パイ ラ で は 、 コ ン バ イ ル 方 法 や 制約 が 少々 異な る 場合 が あり ます 。 他 コン 
バイ ラ の 使用 は 自己 責任 で お 願い し ます 。 


信 Borland C++Compiler 5.5 
ダウ ン ロ ー ド に は 登録 フォ ー ム へ の 入力 が 必要 。 登 録 後に 送ら れ て くる パス ワー ド 
を 使っ て イン スト ー ル 実行 。 コ ン バ パイ ラ 本 体 は bcc32.exe。 


@MinGW 

本 書 で 使用 し て いる コン パイ ラ MinGW 日 本 版 の も と に な っ て いる コン パイ ラ 。 
MinGW 日 本 版 の ベー ス と な っ て いる MinGW は 少々 古い バー ジョ ン に な る 。 本 家 
MinGW で も 日 本 語 を 扱う こと は 可能 だ が 、 そ の た め に は いく つか 作業 が 必要 。 


@LSI C-8G 試食 版 
イン スト ー ル 場所 に あわ せ て bin\_LCC フ ァイル の 中 身 の 書 き 換え が 必要 。 コ ン パ 
イラ 本 体 は lcc.exe。 


@Digital Mars C/C+ 十 compiler for Win3 ら 
コン パイ ラ 本 体 は sc.exe。 


な お 、 こ こま で に 紹介 し た コン パイ ラ は 、 す べ て コマ ンド プロ ンプ ト を 使っ て 実行 
する も の で す 。 


@ Cy 中 Win - 巨 CC 

Cygwin と は 、UNIX の さま ざま な ツー ル を Windows で 動作 で きる よう に する も の 。 
イン ス トー ル し た Cygwin を 実行 する と Cygwin 画 面 が 立ち 上 が る の で 、 そ こ で gcc 
を 実行 する 。 


次 の は 3 つの コン パイ ラ は IDE*※ ソ フト ウェ ア で す 。 ソ フト 内 で コー ド 編 集 ・ コ ン バ イ 
ル が 可能 な の で 慣れ れ ば 便利 で す が 、 使 いこ な す の は 少々 大 変 で す 。 


@ Microsoft Visual C++ ら 008 Express Edition 日 本 語 版 
人 @LCC-Win3 ら 
信 WideStudio/MWT 


SE 


1 *B: ここ で 紹介 する : 
i コン バイ ラ の 入手 お よ ! 
! び 使 用 方 法 は 2009 年 ! 
i 5 月 現在 の も の で す 。 

! すべ て イン ター ネッ ト ! 
! の サイ ト 上 か ら ダ ウン ! 
| ロー ド で きま す 。 


世 ル ンド 

1 *B:IDE (Integrated : 
' Development ! 
: Environment) 「 統 合 : 
: 開発 環境 ]】 の 略 で エ : 
! ディ タ 、 コ ン バ イ ラ 、 

: デバ ッ ガ な ど 、 ブ ログ : 
! ラミ ング に 必要 な ツー : 
: 上ル が ひと つの イン ター ! 
: フェ ー ス で 統合 し て 扱 
: える よう な 環境 の こ : 
1 と 。 : 








演算 を 行う 謙 別 子 を 演算 子 と いい ます 。 こ の 時 間 は 演算 子 に つい て 学習 し 
ます 。 


今回 作成 する 例題 





屋 コマ ンド フウ ンド 





で ンジ ルフ ァイル は 人 108ays_s 1 ay03-02 3-2.c 


この レッ スン の ね らい 

演算 子 に は いろ いろ な 種類 が あり ます 。 ま た 、 分 岐 や 繰り 返し の 条件 式 で 複数 の 
条件 を 組み あわ せ て 使う た め に は 、 論 理 演算 子 を 利用 し ます 。 

ここ で は 、 今 まで に 出 て きた 演算 子 に つい て 復習 し 、 新 た に 論理 演算 子 に つい て 
学び まし ょ う 。 演算 子 を うま く 使う こと が で きる と 、 プ ログ ラム を スッ キリ と 見 
や すく する こと が で きま す 。 


第 3 日 - ら 時 限 目 @ 演 算 子 に つい て 学 ほう 





1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 
kN 





#incltude <stdio.h> 
#1include <ime .h> 
inctude <std1ib.h> 


int main() { 
int player = 0, Computer: 
int 1imit = 5: // 繰り 返し 回 数 


14n も 1 ヵ 


printE(" 【%d 回 勝負 ジャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 き nm", 1imit): 
grand (time (NULL ) ) : 


Eor(1 = 0z 1 < 1imitz i++) 【 
printE(" ジャ ン ケ ン ・…・( グー :1 チョ キ 。>2 パー:3 を 入力 ) > 『): 
SCanf ( "%d", gplayer) 


Computer = rand()%3 + 1: 
printf(" コン ピュ ー タ は ")』 

ュ F(computer == 1) { printE(" グ ー"): } 

etse FE(computer == 2) { printE(" チ ョ キ "): } 
etse { printE(" パ ー"): } 

且 あ Sn も ("| =) ヵ 


ュ F (computer == player){ 
printE(" あい こま nm"): 

}) else ifF(player == 1 && Computer == 2)( 
printE(" プ レイ ヤー の 勝ち ま n") 


) else 1E(ptayer == 2 && Computer == 3){ 
printE(" プ レイ ヤー の 勝ち ま n") 
} etse FE(pltayer == 3 && computer == 1)( 


printE(" プレ イヤ ー の 勝ち ま n"): 
}) etse { 
printE(" コ ンピュータ の 勝ち まき n"): 


return 0z 

















*1 拡張 子 に 注意 し : 
! て 保存 し まし よう 。 


呈 、 入 力 で きた ら 、「3-2.c」 と いう 名 前 "で 、「C:\source」 ディ レク 
ク トリ 下 に 保存 する 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
③ し て 、3-2.c を コン バイ ル す る 


C : USG エ 8 笠 USG エ >CdQ 等 SO い て CG 


で : 将 SO い エ で G> 可 CC - 〇 3-2 3-2.c 





プロ グラ ム を 実行 する 。3-1.exe と 同様 に 、5 回 ジャ ン ケン を 行う 
4 こと が で きれ ば 成功 ! 


で : 壮 SO い て で CG>3-2 。 @xxG 


補 


【5 回 勝負 ジャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 
ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー >:3 を 入力 ) 
コン ピュ ー タ は チョ キ ! プレ イヤ ー の 勝ち 
ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー :3 を 入力 ) 
コン ピュ ー タ は パー ! プレ イヤ ー の 勝ち 

ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー =:3 を 入力 ) 


ンピュータ は チョ キ ! コン ピュ ー タ の 勝ち 
ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー :3 を 入力 ) 
コン ピュ ー タ は グー ! あい こ 
ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー :3 を 入力 ) 
コン ピュ ー タ は グー ! プレ イヤ ー の 勝ち 





1 演算 子 
演算 子 と は 、 何 ら か の 動作 を 指定 する 記号 の こと で す 。「+| や 「-| と いっ た 
数 値 の 計算 を 行う た め の 算 術 演算 子 や 、 分 岐 処 理 の 条件 式 で 使う 「==] や 「>=」 な どの 
比較 演算 子 が あり ます 
今回 の プロ グラ ム で 使い た い 論 理 演算 子 は 、 複 数 の 条件 が すべ て 真 か 、 ま た は どれ か ひ 
と つ で も 真 と な る 条件 が ある か どう か を 判定 し た いと き に 、 条 件 式 の 中 で 使い ます 


第 3 日 - ら 時 限 目 角 演 算 子 に つい て 学 ぼ う 























/ ク 算術 演算 子 
人 数 値 の 計算 を 行う た め の 演算 子 が 、 算 術 演算 子 で す 。 
人 @ 算 術 演 算 子 
5 請 議 計ら 使い 方 
+ 加算 a 二 b 
: 減算 a-b 
* 乗算 a*Db 
/ 除算 a/b (ab の 商 ) 
%- 余り ョ 96 b (a エ b の 余り ) 
三 代入 Ca 
た ね 用 5 g+ 十 
a デ a 二 1 と 同等 (イン クリ メン ト と 呼ぶ ) 
ー だ たべる 8 
aーa- ] と 同等 ( デ ク リ メン ト と 呼ぶ ) 
(1) / と % 


C 言 語 で の 割り 算 は 「 商 ] と 「 余 り 」 に 分 割 き れ ま す 。 例 えば 「7 = 2] は 、 


フェ ら ニ 3 ( 商 ) と 奈 り 1 


に な る の で 、 次 の 場合 は 「/] だ と 商 が 、「%」 だ と 余り が 変数 に 代入 され ます 


nt 





下 。 7 ーー 商 3 を 算出 
+nt a = 7 % 2 ーー 放 り 1 を 算出 | 
(8) 整数 と 実数 


C 言 語 の プロ グラ ム で 、「/」 演算 子 を 使っ て 、 

5 / ら 
を 実行 する と 、 結 果 は 2 に な り ま す 。 で は 、 余 り を 使わ ず に 「5 = 2 = 25| と いう 結果 を 
出し た い 場 合 は 、 ど うす る の で し ょ う ? この 場合 、 


5.0/ 2.0 


と 、 こ の よう に 実数 で 書く と 、 結 果 が 25 に な り ま す 。 次 の よう に 書い て も 同様 で す 。 


(89) 





ドン 2 組 : 

1 * ら : せっ か く 実 数 で : 
i 割っ た 結果 を 整数 の 変 : 
: 数 に 代入 し て し まう : 
: と 、 結 果 は まる め ら れ : 
! て し まい ます 。 

iinta=50/80:  : 
! この 場合 、int 型 変数 a 
} の 値 は ら に な り ま す 。 : 
j 注意 し まし ょ う 。 i 


5.0 / ら 
5/ ら .0 


つま り 、 割 られ る 数 か 割る 数 の どちら か が 実数 表記 に な っ て いれ ば 、 実 数 値 の 結果 を 取 
得 で きま す 。 整数 同士 で 計算 する と 、 結 果 を 受け 取る 変数 が 実数 型 で も 、 そ の 結果 は 整数 
の と き と 同 等 の 値 に た な っ て し まい ます 。 実数 で の 計算 結果 を 整数 型 で 受け 取っ て も 同じ こ 
と が いえ ます *。 





| Goubte d = 5/2: ーーーd の 値 は 2.000000 」 





(3) イン クリ メン ト と デ ク リ メン ト 
「++」 や 「-| は 、 値 の 計算 と 代入 を 同時 に 行っ て いま す 。 


a+ 二 ag 寺 ] を 行っ て その 値 を a に 代入 
aー g-1 を 行っ て その 値 を a に 代入 


この と き 、「++al]「-al と 演算 子 を 先 に 書く こと も で きま す 。 意 味 は 同じ で す が 、 演 算 
子 を 変数 の 前 に 書く か うし ろ に 書く か で 、 値 を イン クリ メン ト 、 ま た は デ ク リ メン ト す る 
タイ ミン グ が 異な り ま す 。 

【 演 算 子 を うし ろ に 書く 場合 】 
3nt a = 1。 | 





p エ intE("%d" 。 a++) 』 








上 の 例 で は 、a の 現在 の 値 を 出力 し て か ら 、 イ ンク リ メ ン ト を 行い ます 。 よ っ て 、 出 力 
値 は 1 で す 。 


【 演 算 子 を 前 に 書く 場合 】 


nt a = 1 
p エ in モモ ("%dm 。 ++a) 』 


こち ら の 例 の 場合 は 、、a を イン クリ メン ト し て か ら 、 そ の 値 を 出力 し て いま す 。 よ っ て 、 
出力 値 は 2 で す 。 この 演算 子 を 他 の 文 と 同時 に 使う と き は 、 演 算 子 の 位置 に 注意 し まし ょ う 。 





3 RA 演 季 
クー ココ 「 コ | 「%」 の 算術 演算 子 に 続い て 「=]」 を 書く と 、 算 術 結果 を その 
まま 代入 する 、 代 入 演算 子 に な り ま す 。 


第 3 日 ら 時 限 目 人 演算 子 に つい て 学 ぼ う 














@ 代 入 演算 子 
演算 子 意味 使い 方 
+ー 足し て 代入 a+ー ら (a ニ a 十 ら と 同等 ) 
5 引い て 代入 a- 二 ら (aa- ら と 同等 ) 
*ー 掛け て 代入 。 a* 王 ら (aa* ら と 同等 ) 
/ 三 商 を 代入 a/ 三 の (aa/ ら と 同等 ) 
96 ニ 奈 り を 代入 a96 王 ら (a= ニ a ョ % ら と 同等 ) 

比較 演算 子 


が 比較 演算 子 は 、 分 岐 処理 や 繰り 返し 処理 の 条件 式 と し て 使い ます 
比較 演算 子 の 結果 が 正しけれ ば 「 真 ]、 結 果 が 間違っ て いれ ば 「 偽 」 と な り ま す 


@ 比 較 演算 子 
に 三 議 雪 0 
イコ ー ル 


使い 方 
a テ = ニー b (a と b は 等 し い ) 





イコ ー ル で は な い 


a! ビ b (a と b は 等 し く な い ) 

















> 大 きい a> b (a は b よ り 大 きい ) 
納 計 ひさ い - a く b (a は b よ ら 小 さい ) 
ンー ミコ 5 ョ >= テ b (a は b 以 上 ) 
詞 以下 a<=b (a は b 以 下 ) 
/ 話 ) 論理 演算 子 
模 数 の 条件 文 を つなげ る 役目 を する の が 、 論 理 演算 子 で す 
人 論理 演算 子 
演算 子 意味 使い 方 
条件 a S& 条件 b( 条 件 a と 条件 b 両 方 が す 真 な ら 真 、 
それは 全 ) 2 
論理 和 条件 a || 条件 b (条件 a と 条件 D の どちら か ーー 方 
| 二 が 真 な ら 真 、 そ れ 以 外 は 偽 ) 
! 否定  !a (a が 真 な ら 偽 に 、 偽 な ら 真 に する ) 


変数 i が 10 よ り 大 きく 18 よ り も 小さ ぃ い 場合 の 条件 式 は 、 次 の よう に な り ま す 


ンク 2 





(i > 10) gg (1 < 18)“ 


: *3・ それ ぞ れ の 条件 : 
: 式 は 、 な る べく ( ) で : 
! 括り まし ょ う 





この 条件 と は 逆 に 、 変 数 i が 10 以 下 ま た は 18 以 上 の 場合 の 条件 式 は 、 次 の よう に な り ま す 。 





(1 <= 10) 


(1 >= 18)“ 


| * : 比較 演算 子 の 左 : 














1 辺 と 右辺 を 遂に 書い て | 
! も 同じ で す 。 











また 、 先 ほど の 10 よ り 大 きく 18 よ り も 小さ い 条 件 式 は 10<i<18 と 似せ て 








⑲ 








(10 <) gg (i < 18) 








と いう 書き 方 を する 場合 も あり ます 。 ど ちら も 意味 は 同じ で す 。 
論理 演算 子 で つなぐ 条件 式 は 、 い くつ で も 増やす こと が で きま す 。 


条件 a || 柔 件 b || 条件 c 


これ は 、 条 件 a、b、c の どれ か ひと つが 真 な ら 、 真 に な り ま す 。 
逆 に 条件 a、b、c す べ て が 真 の 場合 の み 真 に な る に は 、「&&」 を 使い ます 。 


条件 a SS 条件 D S& 条件 c 


条件 式 を 書く 順番 に も 注意 し まし ょ う 。 論理 和 の 場合 、 条 件 a が 真 な ら 、 条 件 b は 真 偽 ど っ 
ち で も 結果 は 真 に な る の で 、 条 件 b の 判定 は 行い ませ ん 。 


条件 a | | 条件 b 


論理 積 の 場合 も 考え て み ま し ょ う 。 こ ちら は 条件 4 が 偽 な ら 、 条 件 b の 結果 が どう で あ 
れ 偽 に な る の で 、 条 件 b の 判定 は 行い ませ ん 。 条 件 a が 真 の 場合 の み 、 条 件 b の 判定 を 行 
いま す 。 


条件 a S& 条件 b 


どう で も よい こと の よう に 感じ も る か も し れ ま せん が 、 実 は 結構 重要 で す 。 お ぼ え て お き 
ま ) じ お の ぁ 


/ を ) ジャンケン の 判定 を する 


/ 


ペテン 論理 演算 子 に つい て 理解 で きた と ころ で 、 今 まで 作成 し た ジャ ン ケ ンプ ログ ラ 
ム の 判定 部 分 を 見 直し て み ま す 。 あ いこ の 場合 の 他 は 、 次 の よう な 分 岐 を 行っ て いま す 。 


player が 1 の 場合 
computer が ら の 場合 
computer が 3 の 場合 
(1 の 場合 は すでに 「 あ いこ 」 の 条件 に あて は まる ) 


player の 値 が 2、3 の 場合 も 、 そ れ ぞ れ 同 じ 条 件 分 岐 を 行っ て いま す 。 


第 3 日 - ら 時 限 目 @ 演 算 子 に つい て 学 ほぼ う 


論理 演算 子 を 使う と 、 も う 少 し スッ キリ 書く こと が で きる の で は な いで し ょ うか 。 あ い 
この 条件 は 同じ で す が 、player が 1 か つ computer が 2 の 場合 は プレ イヤ ー の 勝ち 、 で す 。 
この よう に 、 論理 演算 子 を 使っ て プレ イヤ ー が 勝ち の 場合 だ け を 抜き 出し 、 そ れ 以 外 の 場 
合 を コン ピュ ー タ の 勝ち と し ます 。 

また 、 プ レイ ヤー が 1、2、3 以 外 の 手 を 出し た 場合 は 、 無 条件 に コン ピュ ー タ の 勝ち と 
する よう に 変更 し まし ょ う 。 

これ で だ いぶ 見 や すく な り ま す 。 


【 論 理 演算 子 を 使っ て 勝敗 を 判定 する 】 


F (Computer == player){ 
p ェ intE(" あい ご 等 nm")z 

}) etse 1F(player == 1 && Computer == 2){ 
printE(" プ レイ ヤー の 勝ち ま n"): 

}) etlse EE(player == 2 && Compu も ter == 3){ 
printE(" プ レイ ヤー の 勝ち まき n"): 


}) else 1iF(player == 3 && Compu も ter == 1){ 
printE(" プレ イヤ ー の 勝ち まき mn"): 

}) etse { 
printE(" ココ ンピュータ の 勝ち ま n"): 

} 


演算 子 に は さま ざま な 種類 が あり ます 。 

ここ で は 、 使 い 方 に 注意 すべ き 演 算 子 と 、 今 日 作る プロ グラ ム で 使用 する 論理 演算 子 に 
つい て の み 、 詳 細 に 説明 し まし た 。 

他 の 演算 子 に つい て は 、 そ れ ぞ れ の 演算 子 を 使っ た 例文 を 自分 で 作り 、 実 際 の 動作 を 確 
認 し て みて くだ さい 。 


この 時 限 で 作成 し た 論理 演算 子 を 使っ て プロ グラ ム を 作り 直し た 
部 分 を 、 さ ら に 「||」 を 使っ て 書き 直し な さい 。 














ここ で は 、1 時 限 目 と 2 時 限 目 で 作成 し た 繰り 返し の 勝敗 結果 か ら 、 最 終 


的 な 勝敗 を 判定 する 部 分 を 作成 し て 、5 回 勝負 の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 完成 
させ ます 。 


今回 作成 する 例題 


語 』 コマ ンド プロ ンプ ト 調 





回 ジャ ン ケ ン を 行い 


ンー 1 10days_c day03-03 janken2.c 


この レッ スン の ね らい 
1 回 勝負 の と き と 同 様 に 、 勝 敗 結果 は プレ イヤ ー が 勝つ か 、 コ ンピュータ が 勝つ 
か 、 ま た は 引き 分 け の 種類 で す 。 


プレ イヤ ー の 勝っ た 数 、 負 けた 数 、 あ いこ の 数 を 記憶 し て お き 、 最 後に トー タル 
の 勝敗 結果 を 表示 し ます 。 


また 、 プ レイ ヤー が 不正 な 手 を 出し た と き の 処 理 を 追加 し て 、 ゲ ー ム を 完成 させ 
ます 。 


第 3 日 3 時 限 目 @ 5 回 勝負 の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 実行 し よう 


人 プ ブログ ラム を 作成 する 
1 ヽ 、 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 


井 inctude <stdio.h> 


| #include < て time .h> 
| #include <std1lib.h> 
int main() { 

nt playe エ , COmDu も @ エ 』 
nt p win = 0: // プ レイ ヤー の 勝ち 数 を カウ ント する 変数 
nt p tose = 0: // プ レイ ヤー の 人 負け 数 を カウ ント する 変数 | 
int p_draw = 0z // 引 き 分 け の 数 を カウ ント する 変数 | 
1nt 1imit = 5z // 繰り 返し 回 数 | 
int iz 


printE(" 【%d 回 勝負 ジャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 ま mn", 1imit) 
grand (time (NULL ) ) 


| Eor(1 = 0z i < 1imiti ュ + ォ +) 

| player = 0: 

printE(" ジャンケン ・…・( グー :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 『): 
SCanfF ("%d",。 &player) 

white (getchar() != ' ま nm') { } 


Computer = rand()%3 + 1: 
printf(" コ ンピュータ は "): 

1F (computer == 1) { printE(" グ ー"): } 

else ifF(computer == 2) { printE(" チ ョ キ "): } 
etse { printE(" パ ー"): } 

printE(" | ")』 


1f (computer == ptlayer) { 
printE(" あい こま nm): p_ draw++: 
} etse iF(ptayer == 1 && computer == 2){ 
printE(" プレ イヤ ー の 勝ち nm"): p win++: | 
}) else 1E(player == 2 gg computer == 3){ | 
printE(" プレ イヤ ー の 勝ち まき mr): p_win++: 
| }) else 1E(player == 3 && Computer == 1){ | 
printE(" プレ イヤ ー の 勝ち ま n"): p_ win++: 
| }) etse { 
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2 





printE(" コン ピュ ー タ の 勝ち ま n") 
p_ LOS@++』 


} 
p ェ intFf ( "\n%d 勝 sd 敗 %d 引き分け ", p win, p lose, p_draw) 


FE(p win == p lose) ({ printE(" 引 き 分 け | nm"): } 
else 1iEF(p win > p lose) { printE(" プ レイ ヤー の 勝利 ! ま n") 


} 
else { printE(" コン ピュ ー タ の 勝利 ! まき nr): } 
eturn 0: 
} 
入力 で きた ら 、「janken2.c]」 と いう 名 前 で 、「C:\source」 ディ 
1 て 保存 し まし ょ う 。  : レク トリ 下 に 保存 する 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source]」 ディ レク トリ に 移動 
う し て 、janken2.cC を コン パイ ル す る 


C : USG エ 8 壮 い 8BG エ >CQ 将 SOu エ て CG 


で : 将 SOu エ で @G> 可 CC - 〇 の Janken2 janlken2 .c 





4 プロ グラ ム を 実行 する 。 5 回 勝負 の 判定 結果 まで 表示 され れ ば 成功 ! 


で: 笠 BOu エ Ce> anjken2 . GxxG 





【5 回 勝負 ジャ ン ケ ン ゲ ー ム 】 

ジャ ン ケ ン ・・・( グー s1 チョ キ :2 パー s:3 を 入力 ) 
コン ピュ ー タ は チョ キ ! プレ イヤ ー の 勝ち 

ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー >:3 を 入力 ) 
コン ピュ ー タ は グー! コン ピュ ー タ の 勝ち 


ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー =:3 を 入力 ) 
コン ピュ ー タ は グー ! プレ イヤ ー の 勝ち 

ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー :3 を 入力 ) 
コン ピュ ー タ は パー ! コン ピュ ー タ の 勝ち 

ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー =:3 を 入力 ) 





第 3 日 3 時 限 目 @ 5 回 勝負 の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 実行 し よう 


コン ピュ ー タ は グー! コン ピュ ー タ の 勝ち 


2 勝 3 敗 0 引き 分 け コン ピュ ー タ の 勝利 ! 





解説 
勝敗 の 判定 


繰り 返し の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 完成 さき せま し ょ う 

1 時 限 目 と 2 時 限 日 で 作っ た ジャ ン ケ ン を 5 回 繰り 返す プロ グラ ム に 、 最 終 的 な 勝敗 を 決 
定 する 機能 を 加え ます 。「 〇 勝 へ 敗 則 引 き 分 け プレ イヤ ー (また は コン ピュ ー タ ) の 勝利 
と 判定 し ます 

5 回 勝負 の 間 、 プ レイ ヤー の 勝敗 数 を カウ ント し て お いて 、 最 後に その 数 値 か ら 結果 を 
判定 し ます 


人 @ 判 定 基準 


プレ イヤ ー の 勝ち 数 と 負け 数 が 同じ ーーー テ -。 引き 分 け 
プレ イヤ ー の 勝ち 数 が 負け 数 より も 多い 一 一 > プレ イヤ ー の 勝ち 
プレ イヤ ー の 負け 数 が 勝ち 数 より も 多い ーーー を コン ピュ ー タ の 勝ち 


プレ イヤ ー の 勝ち 数 を カウ ント する 変数 を p_win、 プ レイ ヤー の 負け 数 を カウ ント する 
変数 を p lose、 引 き 分 け の 数 を カウ ント する 変数 を p_ draw と し ます 。 そ れ ぞ れ jint 型 で 、 
最初 に 0 で 初期 化し て お きま す 

nt p_ win = 0: // プ レイ ヤー の 勝ち 数 を カウ ント する 変数 

nt p_tose = 0z: // プ レイ ヤー の 負け 数 を カウ ント する 変数 

nt p_ draw = 0z // 引 き 分 け の 数 を カウ ント する 変数 


ジャ ン ケ ン を 行い 、 プ レイ ヤー が 勝っ た と き に は p_win を イン クリ メン ト し ます 。 負け 、 
あい この と きも 同様 に 、 そ れ ぞ れ の 変数 を イン クリ メン ト し ます 

5 回 の 繰り 返し 終了 後 、p_win、p_lose、p_draw の 数 を それ ぞ れ 判定 し て 、 最 終 的 な 勝 
敗 を 決定 し ます 


p エ ュ p キ モ ( "\n%d 勝 sd 敗 kd 引き分け ", p win, p tose, p_ draw) 


1E(p Win == p_tose) {printE(" 引き分け ! ま nm): } 
etse 1E(p win > p tose) { printE(" プ レイ ヤー の 勝利 ! きま nr): } 
etse { printE(" コン ピュ ー タ の 勝利 ! ま n"): } 
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きら : scanf 関 数 の 96d 3 
! 書式 で は 、 次 の 数 字 が ! 
! 来る まで 空白 文字 ( 改 
行 を 含 お ) を 勝手 に 捨 : 
! て る の で 、 普 通 に 数 値 : 
: の み を 入力 し た 場合 
: は 、 次 の scanf 関 数 も : 
! 正常 に 実行 する こと が : 
: で きる の で す 。 i 


の) 数 値 以 外 の 入力 に つい て 
プレ イヤ ー の 手 を 入力 する 
うか ? 簡単 な プロ グラ ム を 作っ て 、 最 


き 、 数 値 以外 の も の を 入力 する と 、 ど うな る で し ょ 
に 「a」 と いう 文字 を 入力 し て み ま す 


と 
初 
【3-3_sample 1 .C】 

井 incltude <8 モ tdio .h> 

int main() { 


nt ptayer = 0 
せ n セ も ユエ z 


et 


For(1 = 0z 1 < 5z: ++) { 

SCanF("%d", gpltayer) 

printF("%d 回 目 の 値 : %d ま mn",。 ミ +1, player): 
} 


エ ら GEurn 0 


a アッ 


1 回 目 の 値 


2 回 目 の 値 : 
3 回 目 の 値 : 
4 回 目 の 値 : 
5 回 目 の 値 : 





ジャ ン ケ ン を 行う 際 、5 加 と も 数 値 を 入力 すれ ば 何 の 問題 ああ り ま せん 

し か し 、 文字 を 入力 し た ら 、 5 回 繰り 返さ な けれ ば な ら な い の に 、 1 文字 入力 し た だ け で 、 
あっ と いう 間 に プ ログ ラム が お わっ て し まい まし た 。 出力 され た 「X 回 目 の 値 :0] は 
player の 初期 値 で す 。 つ まり scanf 関 数 で 、 何 も 読み 込ま れ て いな いこ と に な り ま す 

第 2 日 2 時 限 目 で も 述べ まし た が 、scanf 関 数 は 、 に 半 式 和 で 期待 し て いな か っ た 入力 デー 

タ に 出会う と 、 読 み 込 み を 中 止 し て し まい ます 

よっ て 、 先 の プロ グラ ム で は 、 数 値 を 入力 し て 
て きた の で scanf 関 数 は 終了 し 、 bs り 返 し で 
め に 同じ 動作 に な り 、 ず っ と 次 の 数 値 を 読み 込む 

これ を 解消 する た め に 、 間 違っ た デー タ が 入力 
捨て る 処理 を 組み 込ま な く て は な り が 

これ も 第 2 日 2 時 限 目 で 述べ た よう に 、 キ ー ボ ー ド か ら の 入力 は 、 バ ッ フ ァ と 呼ば れる 
領域 に 格納 され ます 。scanf 関 数 や getchar 関数 な どの 入力 関数 は 、 こ の バッ ファ か ら 人 入力 
値 を 取り 出し ます 


も ら う は ず だ っ た の に 、 文字 「al が 入っ 
も 、 前 に 読み 込ん だ 文字 が 残っ て いる た 
こと が で きま せん 

きれ た 場合 、 そ の 入力 値 か ら 改 行 ま で を 


第 3 日 3 時限 目 @ ら 回 勝負 の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 実行 し よう 


人 @ scanf 関数 が バッ ファ か ら 入 力 値 を 取り 出す し くみ 








SCanE ("%d", gplayer) > 


| 








| 数 値 が 入力 され た 場合 余計 な 文字 が 入力 され た 場合 
| 入力 値 : 3 入力 値 : hoge 較 | 
* と | 
変数 ptayer に 代入 捨て られ る scanE 中 断 | 






player に 3 が 代入 され 、 
改行 文字 は 勝手 に 捨て られ る 


最初 の 'b' が 出 て きた 時 点 で 
scanf 関数 は 中 断 


| バッ ファ : 空 に な る バッ ファ : hoge 開 ] | 
| 残っ た まま ! ! 

| 次 の 読み 込み に 問題 な し また バッ ファ に 残っ た "h' か ら 読み 込む の で 、 

| 次 の 数 値 が 読み 込め な い 

| * バ ッ フ ァ を 空 に する 必要 あり ! 


ーー 


入力 デー タ は 何 文字 ある か わか り ま せん 。 よ っ て 、 こ の と き は while 文 を 使い 、 数 値 以 
外 の デー タ が 入力 され た ら 、 そ の あと は 1 文字 ずつ 読み 込み を 行っ て 、 最 後に 改行 を 表す 
「\n] が 来る まで 、 処 理 を 繰り 返し ます 。 

な お 、while 文 に つい て は 次 の 4 時 限 目 に じっくり 説明 し ます 。 こ こ で は 繰り 返し の ジャ 
ン ケ ン ゲ ー ム を 完成 させ る た め に 、 説 明 前 で す が 使 用 し て し まい ます 。「while( 条 件 ) { 処 
理 )] と し て 、 条 件 が 真 の 間 だ け 処 理 プ ロッ ク を 繰り 返し ます 。 

で は 、scanf 関 数 の あと に 、 次 の 1 行 を 入れ まし ょ う 。 





white (getchar() != ' ま nm') { } 





getchar 関 数 で 繰り 返し 読み 込み を 行っ て いる の で 、while プ ブロッ ク 中 の 処理 は 何 も 必 要 
あり ませ ん 。 

最後 の 「\n| を 取り 出し て し まえ ば バッ ファ は 空 に な る の で 、 次 の 数 値 を 読み 込む こ 
と が で きま す 。 











人 @ getchar 関 数 が バッ ファ か ら 値 を 読み 出す し くみ 


バッ ファ : hoge 開 
ャ 
getchar ( ) で 1 文字 ずつ 読み 出す 


| バッ ファ : oge | 
getchar ( ) で 1 文字 ずつ 読み 出す | 
バッ ファ : ge 賠 2 ER 
getchar() て 1 文字 ずっ 読み ロ DE 
パッ ファ アァ :e 





getchar( ) で 1 文字 ずつ 読み 出す 
バッ ファ : 較 読み 出し た 文字 は '\ き n' な の で 、 
還 繰り 返し 終了 


getchar() で 1 文字 ずつ 読み 出す 


バッ ファ : 空 
※ 次 の 数 値 の 読み 込み が 可能 








scanf 関 数 は 読み 込み に 成功 する と 1 を 返し ます 。while 文 の 動作 を 含め 、 確 認 し て み ま し ょ 
う 。 


【3-3_sample2.c】 


#include <stdio.h> 


int main() { 
int pltayer = 0: 
1p も 1 
nt エ : 


Eor( ミ = 0z 中 < 5 エ ++) { 
エ = soanF("%d", gptaye と ): 
white (getchar() != "nm') { } 
printE("%d 回 目 の 値 :",。 +1): 
ミュ ( エ ) { print モ ("%d\ ま mn" 。 ptayer): } // 入 力 が 正常 の 場合 
etse { printE(" 入力 エラ ー ま nm"): } // 入 力 が 不正 な 場合 
} 


GEturn 0: 








第 3 日 - 3 時 限 目 人 @ 5 回 勝負 の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 実行 し よう 


M 入 
1 回 目 の 値 : 2 22 
1 みや ! *3:「3a」 と 入力 し た : 
2 回 目 の 値 : 3 : 場合 、 数 値 の 3 を 読み 
! 込ん だ 次 の 文字 「al : 
< ! で scanf 関 数 が 中 断 に ! 
3 回 目 の 値 : 入力 エラ ー | な り ます 。 一 数 人 が 
: 読み 込ま れ た こと に な : 





hoge - フ の ! る の で 、scanf 関 数 は 
4 回 目 の 値 : 入力 エラ ー : 1 を 返し ます 。 1 


1 ペーーーーーー 入力 値 


5 回 目 の 値 





も う ひ と つつ 注意 【 





な けれ ば な ら な い の は 、 間 違っ た デー タ が 入力 され た 場合 、 格 納 す る 
2 計 の 肖 pu_orieigi 何 も 入 っ て こない と いう こと で す 

scanf 関数 が 中 断 さ れ た と き 、 変 数 player に は 前 の 入力 値 (また は 初期 値 ) が 残っ て い 
る 状態 な の で 、 こ れ を 毎回 入力 前 に 初期 化す る よう に し まし ょ う 

繰り 返し プロ ッ ク の 最初 に 、 次 の 行 を 入れ ます 


player = 0z 


こう すれ ば 、 読 み 込む 前 に 変数 player が 、 を 数 二 な 8 は 
変数 player は その 数 値 に か わり ます が 、 数 値 以外 が 入力 され た 場合 は 0 の まま で 

0 の 場合 、 無 条件 に プレ イヤ ー の 負け で す 。 も し も プレ イヤ ー が 本 当 に 0 P: だ 6 
それ も 入力 ミス な の で 、 プ レイ ヤー の 負け に な り ま す 


紀 まとめ 


5 回 繰り 返す ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 作り まし た 

プレ イヤ ー の 入力 値 対策 も 追加 し た の で 、 ゲ ー ム と し て 正確 な も の に な っ た と 思い ます 

scanf 関数 の 直後 の while 文 の 使い 方 は この あと も ずっ と 出 て きま す の で 、 こ で 意味 を 
か ん た ん に 理解 し て お いて くだ さい 





ここ で は 、 繰 り 返 す 回 数 が きま っ て いな い ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム を 作り ます 。 
沈 回 作成 する 例題 











サン プル ファ イル は 3 10days c lday03-04 匠 |yayuukenc 


人 @ こ の レッ スン の ね らい 
3 時 限 目 で 作成 し た ら 回 勝負 の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム プロ グラ ム を 応用 し 、 本 レッ ス 
ン で は 野球 拳 ゲ ー ム を 作り ます 。 野球 拳 は 、 繰 り 返 し 回 数 の きま っ て いな い ジ ャ 


ン ケ ン ゲ ー ム で す 。 プ レイ ヤー と コン ピュ ー タ で ジャ ン ケ ン を し て 、 ど ちら か が 
5 回 負け る まで 勝負 を 続け ます 。 


第 3 日 - 4 時 限 目 久野 球 拳 ゲー ム を 作ろ う 


| プロ グラ ム を 作成 する 
1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 





int main() { 
ュ n ロ 1a@G エ ,/ ご COmDu ヒ G エ : 
nt p _ count = 5:// プ レイ ヤー の 人 負け 数 残り 
nt o coun モ = 5:// コ ンピュータ の 負け 数 残り 





提 include <5 モ dio.h> 
井 include < 上 ime .h> 
井 include <std11ib.h> 


printE("【 野 球 拳 ゲ ー ム 】 き n") 
rand (上 ime (NULL ) ) : 


printFE(" ま nm や あぁ あー き ゅ うう 一 する な ら 一 天 m") 
printE(" こう いう ぐあい に し や し ゃ ん せま nm") : 
printE(" アウ ト セー ブフ mn") 


printE(" よ よ い の よ い ! ま m")』 

pintE("( グー :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 『)』 
player = 0z 

SCanF("%d",。 gplayer) 

white (getohar() != ' 学 nm') { } 

Compu も ter = rand()%3 + 1: 

printE("m コン ピュ ー タ は 『)』 

ュ E (computer == 1) { printE(" グ ー"): } 
else 1EF(computer == 2) { printE(" チ ョ キ "): } 
etse { printE(" パー): } 

の 巡 遇 泊 幸 介 (| mg 


} white( (player != 0O) && (Compu も ter == plaYer) ): 


1f((ptayer == 1 && compu そ er == 2) | | 
(player == 2 gg computer == 3) || 
(player == 3 & Compu モ er == 1)) { 


printE(" プ レイ ヤー の 勝ち ま n") : 


ご で _ ご 〇 un セーー』 


}) etse { 


printE(" コン ピュ ー タ の 勝ち ま n") : 
や D_ ご 〇 un セーー』 





() 








} 
}) white((p counE != 0) gg (oc count != 0)): 


p エ ip て モモ ( " 生 n 勝負 あり ! ま n") 


EE(p Count == 0) 
printE(" あな た の 負け ! 『)』 
}) etse { 


printE(" あな た の 勝ち !『)』 
} 
エ Gurn 0: 


凍 妥 2 入力 で きた ら 、「yakyuuken.c」 と いう 名 前 "で 、「C:\source」 デ ィ 








レク トリ 下 に 保存 する 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
し て 、yakyuuken.C を コン バイ ル す る 


C : 等 け B ら 8 釜 U ほ Gr>CQ 笠 SO つ いと ご で @G 





1 


プロ グラ ム を 実行 する 。 ど ちら か が 5 ら 回 負け る まで 繰り 返し ジャ ン 
ケン を 行い 、 勝 敗 結 果 が 表示 され れ ば 成功 ! 


C: 壮 SOu エ で CG>Yakyuuken . GxG 





【 野 球 拳 ゲ ー ム 】 


や あぁ あー きゅう ぅ 一 す ー る な ら 一 
こう いう ぐ で あい に し や し ゃ ん せ … 


アウ ト セー フ 

よ よ い の よ い ! 

( グー :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 1 
コン ピュ ー タ は パー! コン ピュ ー タ の 勝ち 
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第 3 日 - 4 時 限 目 人 野球 拳 ゲー ム を 作ろ う 


( 略 ) 
よ よ い の よ い ! 
( グー :1 チョ キ 2 パー:3 を 入力 ) > 1 


コン ピュ ー タ は チョ キ ! プレ イヤ ー の 勝ち 


勝負 あり ! 
あな た の 勝ち ! 


解説 
1 while 文 を 使っ た 繰り 返し 処理 


繰り 返し 処理 の 、 も う ひ と つの 代表 的 な も る の は 、while 文 で す 


(1) while 文 の 基本 


while 文 の 書き 方 は 次 の と お り で す 





【while 文 】 3 
white (条件 式 ) { 
処理 : 
} 
今 while 文 の 処理 
と っ 
に 条件 式 
| 
処理 
| 
ャ 
条件 式 に あて は まっ て いる 間 は 、while ブロ ッ ク の 中 の 処理 を 繰り 返し ます 
for 文 を 使っ て 5 回 繰り 返し を 行う プロ グラ ム を 、 今 度 は while 文 を 使っ て 書い て み ま し ょ 








(3-4_sample 1.c】 


昔 1nctudde <s モ do .h> 


int main() { 
3n も 1 = 0z 


while(i < 5) { 
pin モ FE(" テ スト %d ま nm" 。 エミ ++) : 


} 


とら GEurn 0: 





十 2 
white( 巴 5) ( 


print 上 FE(" テ スト %qd ま mn" 。 エミ ++): 





@3-4 sample1.c で の while 文 の 処理 








| pr ュ in 上 E(" テス ト %qd ま nm",。 エミ ォ +) 』 
人 
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第 3 日 4 時 限 目 欠 野 球 挙 ゲー ム を 作ろ う 


for 文 と 比較 する と 、 初 期 化 を 先 に 行い 、 ル ー プ 制御 を プ ブロック の 中 に 含め た も の と 同 


様 で す 。 


人 @3-4 sample1.c の while 文 で の 実際 の 処理 


・ 最初 に 数 値 の 変数 {を 0 で 初期 化し て お く 。 


・ while 文 の 条件 式 (i く 5) を 判定 する 。 こ の 時 点 で i は 0 な の で 、 条 件 式 に あて は まる 。 


よっ て while ブロ ッ ク の 中 身 を 実行 する 。 


・while ブロ ッ ク の 中 身 printf 関 数 を 実行 する 。 i は この 時 点 で 0。…… ③ 


出力 ー テス ト 0 


出力 後 、i「 は イン クリ メン ト さ れ て 1 に な る 。 


・while ブロ ッ ク 終 了 。 


・ 条 件 式 判定 。 繰 り 返 し 続行 。…… ④ 
・while ブロ ッ ク の printf 関数 を 実行 する 。 


出力 ー テス ト 1 

出力 後 、! は ら に な る 。 
・while ブロ ッ ク 終 了 。 
・ 条 件 式 判定 。 繰 り 返し 続行 。 


・while ブロ ッ ク の printf 関 数 を 実行 する 。 


出力 ー テス ト ら 

出力 後 、i は 3 に な る 。 
・while ブロ ッ ク 終 了 。 
・ 条 件 式 判定 。 繰り 返し 続行 。 


・while ブロ ッ ク の printT 関 数 を 実行 する 。 


出力 ー テス ト 3 

出力 後 、i「 は 4 に な る 。 
・while ブロ ッ ク 終 了 。 
・ 条 件 式 判定 。 繰り 返し 続行 。 


・while ブロ ッ ク の printf 関 数 を 実行 する 。 


出力 ー テス ト 4 
出力 後 、1「 は 5 に な る 。 
・while ブロ ッ ク 終 了 。 


・ 条 件 式 判定 。i は 5 な の で 条件 式 (| ぐ 5) に あて は ま ら な い 。 よ っ て 、 こ の 時 点 で 繰 


り 返 し は 終了 。…… ⑤ 


この プロ グラ ム の 実行 結果 は 、for 文 を 使っ た プロ グラ ム と まっ た く 同 じ で す 。 
for 文 と 同様 、while 文 で も 無限 ルー プ に な ら な いよ うに 注意 し まし ょ う 。 こ の サン プル 
で は 、 繰 り 返 し は 5 回 行う と きま っ て いま す が 、 最 初 に 説明 し た よう に 、while 文 は 何 回 繰 


り 返 すか きま っ て いな い 場 合 に 、 よ く 使 いま す 。 








1 * ら : 入力 され た 値 は : 
! バッ ファ と 呼ば れる 領 : 
域 に 一 時 的 に 格納 され : 
} ます 。 数 値 以外 の 値 が : 
j 入力 され た ら scanf 関 ! 
! 数 は 中 断 さ れ 、 バ ッ : 
! ファ に 残っ た デー タ に : 
! よっ て は 次 の 入力 に 影 
j 回 が 出る の で 、 読 み 込 
! お ご と に この 処理 を 入 
! れ て 、 バ ッ フ ァ を 空 に : 
! し ます 。 詳 細 に つい て 
! は 3 時 限 目 を ご 覧 くだ : 
! さい 。 ji 


(2) while 文 の 書き 方 
while 文 で は 、for 文 と 違っ て 条件 式 を 書か な いと エラ ー に な り ま す 。 無限 ルー プ を 作る 


場合 、 
SS 





| white(1) て { 
と 書き ます 。 条 件 式 が 1 で 固定 な の で 、 永 遠 に 繰り 返し 処理 を 行い ます 。 


(3) 入力 バッ ファ を 空 に する 

3 時 限 目 の 最 後に 、 数 値 以 外 の 値 が 入力 され た 場合 の 処理 と し て 、scanf 関 数 の あと に 次 
の while 文 を 入れ まし た 。 getchar 関数 で 読み 込ん だ 文字 が 「\n (改行 )」 で な い 間 は 繰り 
返し 読み 込み を 行う 、 と いう 処理 で す “。 


white (getchar() != ' ま nm') { } 


この よう に 、 処 理 プ ロッ ク 部 分 に 処理 を 書か な いこ と も で きま す 。 





2 do て while 文 を 使っ た 繰り 返し 処理 
do 一 while 文 の 使い 方 は 、 基 本 的 に while 文 と 同じ で す 。 書 き 方 は 次 の と お り 
で す 。 


【do 一 while 文 】 


do { 
処理 : 
}) white (条件 式 ) : 











@do 一 while 文 の 処理 














条件 式 に あて は まっ て いる 間 は 、while プロ ッ ク の 中 の 処理 を 繰り 返し ます 。while 文 と 
違っ て 条件 式 が 最後 に 来 て いる の で 、 最 低 一 度 は 、 無 条件 で プロ ッ ク の 中 の 処理 を 行う こ 
と に な り ま す 。 

次 の プロ グラ ム を 試し て み ま し ょ う 。 


第 3 日 - 4 時 限 目 @@ 野 球 拳 ゲ ー ム を 作ろ う 


【8-4_sampleec】 ーー に と 


# ミ nctude <8Edio .h> 


nt main() 【 
nt d: 


do { 
printE(" 数 値 を 入力 > ")』 
SCanF("%d", &d): 

} white(d != 0)』 

return 0: 


3-4 sample2c は 、 数 値 を 続け て 入力 し 、0 が 入力 され た ら 繰 り 返 し を 終了 する プロ グラ 
ム で す 。 動作 を 確認 し まし ょ う (文字 や 文字 列 が 入力 され た 場合 の 処理 は 省略 し ます ) 


人 @3-4 sample2.c の do 一 while 文 の 実際 の 処理 


・do…while ブロ ッ ク の printf 関 数 と scanf 関 数 を 実行 。 入 力 し た 値 を 変数 d に 格納 。 
・do…while ブロ ッ ク 終 了 。 
・ 条 件 式 (d 0) を 判定 。 こ の 時 点 で d が 0 で な けれ ば 、 処 理 を 繰り 返す 。 
・ 再 び do 一 while ブロ ッ ク の print 関 数 と scanf 関数 を 実行 。 
この 時 点 で 、0 が 入力 され た と する 。 
・do 一 while ブロ ッ ク 終 了 。 
・ 条 件 式 を 判定 。 こ の 時 点 で d が 0 な の で 、 繰 り 返 し を 終了 。 


プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う 


数 値 を 入力 
数 値 を 入力 


数 値 を 入力 
数 値 を 入力 





0 が 入力 され な けれ ば 、 い つま で も 入力 を 行う こと に な り ま す * 
1! *: while と do 一! 
! while で も 、 繰 り 返 し ! 
: を 終了 する break と 、! 
! 繰り 返し ブロ ッ ク の 最 
: 初 に 戻る continue を : 
使う こと が で きま す 。 : 








3 野球 拳 ゲ ー ム を 作る 
5 回 勝負 の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 応用 し て 、 野 球 拳 ゲー ム を 作っ て み ま し ょ う 。 
どちら か が 5 回 負け る まで ジャ ン ケ ン を 繰り 返し ます 。 繰り返し の 回 数 は きま っ て いな 
い の で 、while 文 か do 一 while 文 を 使い ます 。 
まず 、 プ レイ ヤー と コン ピュ ー タ の 、 そ れ ぞ れ の 負け の 残り 数 を 記録 する 変数 を 作っ て 
お きま す 。 





nt p counE = 5:// プ レイ ヤー の 人 負け 数 残り 
nt co_ooun モ = 5:// コ ンピュータ の 人 負け 数 残り 








初期 値 は 5 で 、 負 けた ほう の 数 が 1 ずつ 減り ます 。 
また 、 野 球 拳 で は あい この 場合 は 、 も う 一 度 手 を 出し 直し ます 。 そ こ で 、 あ いこ に な ら 
な く な る まで 両方 の 手 を きめ 続け る 繰り 返し 処理 を 、 入 れ 子 で 作り ます 。 






















Go { 
Go { 
プレ イヤ ー の 手 の 入 力 
コン ピュ ー タ の 手 を 決定 : 
} white((player != 0) &&g (computer == player) ) 
あい こ (プレ イヤ ー の 入力 ミス で は な く ) な ら 入 力 を 繰り 返す 






1E((player == 1 gg computer == 2) || 
(player == 2 gg computer == 3) || 
(player == 3 && Compu も er == 1)) { 
printE(m プレ イヤ ー の 勝ち ま n"): 
で _COun セ ーー テ 
}) etse { 
printE(" コン ピュ ー タ の 勝ち ま n") 
p_Coun セ モー- : 
} 
} white((p_ count > 0) gg (c_count > 0)): 


繰り 返し が 終了 し た ら 、 最 後に 勝敗 を 判定 し ます 。 
その 時 点 で 、 負 け 数 の 残り が 0 に な っ て いる 方 が 負け に な り ま す 。 


while 文 と do 一 while 文 を 使っ て 、 野 球 拳 ゲ ー ム を 作り まし た 。 
構文 さえ 理解 し て いれ ば 、 そ れ ほ ど 難 し い プ ログ ラム で は あり ませ ん 。 歌 の 部 分 の 出力 
な ど は 、 自 分 で 自由 に か えて みて くだ さい 。 


第 は 日 4 時 限 目 久野 球 挙 ゲー ム を 作ろ う 








ここ で 作成 し た プロ グラ ム で 「3a」 と 入力 する と 、「3」 と 入力 
され た 扱い に な る 。 こ れ を 不正 な 入力 と し 、 そ の 回 は プレ イヤ ー 
の 人 負け と な る よう に プロ グラ ム を 変更 し な さい 。 








⑧ 


第 4 日 で は 脳 ト レゲー ム を 2 つ 作り ます 。 

ひと つ は 単純 な 計算 問題 で す 。 計 算 結果 を 答え 
る まで の 時 間 を 計測 し ます 。 

も う ひ と つ は 、0 て 9 まで の 数 字 の うち 、 ひ と 
つ だ け 抜 け て いる 数 値 を 当て る ゲー ム で す 。 こ 
ちら も 解答 まで の 時 間 を 計測 し 、 そ の 判定 結果 
を 出力 し ます 。 

C 言 語 を 学習 し つつ 、 さ ら に 作成 し た プロ グラ 
ム で 脳 を 鍛え まし ょ よう 。 
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計算 問題 脳 ト レゲー ム 


「3+19] や 「11-6] な どの 計算 問題 を コン ピュ ー タ が 出題 し 、 そ の 解答 を 入力 し て 答え ます 


出題 か ら 解答 する まで の 時 間 を 計測 し て 、 そ の 合計 時 間 か ら 「 優 秀 ! 」 [普通] 「 遅 い | を 
判定 し て 表示 し ます 
問題 数 は 全部 で 10 問 で 
( 計算 問題 有 ト レゲー ム の 実際 の 動作 
計算 問題 脳 ト レゲー ム プ ログ ラム を 実行 する と 、 計 算 問題 が 出題 さ 
れる 


C : 普 B5O い と で ご G>nOu モ 〇 て @G1 . Gxx@G 
9 + 16 = 


ク 答え を 入力 し て [Enter] キー を 押す 


C : 壮 S5O い と で G>nOu モ Ore1 . ex 


9 + 16 = 25 答え を 入力 し て [Enter] キ 





1 次 の 問題 が 出題 され る 


C : 壮 SO いと で G>nOu モ EO エ 6@1 . exxG 
EE !- 選 時 人 
4 + 12 = 新た な 問題 が 出題 され た 





4 出題 と 解答 を 繰り 返し 、 足 し 算 に 5 問 、 引 き 算 に 5 問 に 答え る 


20 十 10 = 30 
17 十 4 三 21 
1 十 2=3 


UE 『-] 
12 十 4 三 16 





第 4 日 @ 脳 トレ ゲー ム を 作ろ う 








10 題目 の 解答 を 入力 する と 、 正 解 数 と 平均 解答 時 間 、 合 計時 間 か 
ら な る 判定 が 表示 され る 。 な お 、 不 正解 の 問題 は し 、 ベ ナル ティ と し 
て 解答 時 間 に 3 秒 プラ ス し て 表示 され る 


1 リ 10 
17 上 1 

ト 『 1 
FL リ 8 = ニ 
1 し 
と 1 14 


1 ti 

19 16 

と 1 り 1 

シル 1 8- 呈 16 
10 問 中 10 問 正解 ! 
平均 解答 時 間 1.922 
判定 は ・・・ 優 秀 ! 


数 値 当 て 脳 ト レゲー ム 


0 一 9 まで の 数 字 を ラン ダム に 並べ 、 ひ と つ だ け 抜 け て いる 数 値 を 答え と し て 入力 し ます 


こち ら も 解答 まで の 時 間 を 計測 し 、 そ の 合計 時 間 か ら 「 優 秀 」 [普通] [遅い ] を 判定 し て 


表示 し ます 


7503148698 
607524381 
49831 765 ら 
075632948 
365412079 














数 値 当 て 脳 ト レゲー ム の 実際 の 動作 


数 値 当 て 脳 ト レゲー ム プ ログ ラム を 実行 する と 、0 て 9 まで の 数 値 
の うち 、 ひ と つ だ け 抜 け て いる 状態 で 、 か つ 並 び は ラン ダム に 表示 
され る 


C : 苦 BO つ いと で ご G>nOu ヒ 〇 て ら 2 。 GxxG 
750314869 => 


抜け て る 数 値 を 入力 し て 、[Enter] キー を 押す 


まま に) いっ いう 2・・) い コン マー アン て ココ 
IFP 


次 の 問題 が 出題 され る 


C : 苦 5O 〇 つい と で CG>nOu 〇 エ @G2 。 Gxx@ 
750314869 => 2 


607524391 => ペ ーーーーーーーーーーー 新た な 問題 が 出題 され た 





出題 と 解答 を 繰り 返す 


402731856 
748536029 
175962348 
705691284 
416572089 


V yy \ YY 


549183620 
068129734 
917360245 
209163754 
041372965 


4 vV 
o Oo OoO ロコ は ビ は の ロビ の 


、 銭 る 《 


| 詳 昌 | 隊 当 | 較 当 | 還 明 | 還 肖 | 還 明 | 明 | 遇 明 | 且 較 | 
V 


4 





第 4 日 @ 脳 トレ ゲー ム を 作ろ う 


10 題 目 の 解答 を 入力 する と 、 正 解 数 と 平均 解答 時 間 、 合 計時 間 か 
ら の 判定 が 表示 され る 。 な お 不正 解 の 問題 は 、 ベ ナル ティ と し て 解 
答 時 間 に 5 秒 プラ ス し て 表示 され る 


402731856 
748536029 
175962348 
705691284 
416572089 
549183620 
068129734 


2 


、 人 た 


917360245 
209163754 
041372965 => 
10 問 中 8 問 正解 ! 

平均 解答 時 間 5.859 
判定 は ・・・・ 普 通 で す ! 


| 商 較 | 詳 明 | 有明 還 昌 | 還 当 | 商 | 商 明 | 上 昭 | 
V 


V 
o oo Oo ロコ ビビ い の ロビ の 





167 








.4. 
! 


こ で 


上 
目 


デー タ を 保存 する 入れ 物 と し て 、「 配 列 」 と いう 形式 に つい て 学習 し ます 。 
沈 回 作成 する 例題 


回 コマ ンド プロ ンプ ト 





入力 を 行い 














うつ 


その 値 を 表示 する 


EE-zX<F 


回 に 
回 目 
回 目 
回 目 
思 に | 
回 に | 
回 目 
回 EE 
回 


回 








と ファイル は 人 16days_c lday0401 匠 41. 


この レッ スン の ね らい 

今 ま で の 学習 で 扱っ た 変数 は 、 そ れ ぞ れ が 独立 し て いま す 。 

同じ 種類 の 変数 を 複数 扱う 場合 、 そ れ ら の 変数 を ひと つの まとまり と し て 持つ 「 配 
列 ] と いう 概念 を 使う こと が で きま す 。 

10 問 分 の 計算 の 正解 と 、 そ れ に 対す る 解答 、 解 答 まで の 時 間 を それ ぞ れ デー タ 
と し て 保存 し て お き 、 最 後に まとめ て 判定 し ます 。 そ の た め に 配列 を 利用 し ます 。 
て の 1 時 限 目 で は 、 配 列 を 理解 する た め に 基本 的 な 学習 を し まし ょ う 。 


第 4 日 。 1 時 限 目 @ 配 列 を 理解 し よう 


人 ブロ グラ ム を 作成 する 
1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 





井 ミ nctude <8 モ do .h> 


in main() { 
nt kotae[10]:  // 解 答 を 入れ る 配列 
1n も 7 
1n モ エ ァ 


For(1 = 0 < 10z i++) ( 
ェ エ = 0: 
printE(" 値 を 入力 し て くだ さい > 『): 
SCanF ( "%d",。 と と ) : 
white (getcha エ () != ' 釜 ') { } 
kotae [1] = エ : 
} 
Eo と (ユエ = 07 ミエ < 10 1++) ( 
printE("%d 回 目 の 入力 値 : %d\n", ミ +1, jkotae[i] ) 
} 


エ て Gturn 0: 


入力 で きた ら 、「4-1.c」 と いう 名 前 ~" で 、「C:\source」 ディ レク 
トリ 下 に 保存 する 1 *1 : 久 張 に 注意 し 


1 て 保存 し まし ょ う 。 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\sourcel」 ディ レク トリ に 移動 
し て 、4-1.c を コン パイ ル す る 


C : USG ら 8 壮 い 8 ら エ >CQ| 将 SO い で G 





C : 苦 SO いて で CG> 可 CC - 〇 4-1 4-1.C 


プロ グラ ム を 実行 する 。10 回 繰り 返し て 値 を 入力 し た あと に 、 そ の 
値 が すべ て 表示 され れ ば 成功 ! 


で : BSO い で C@G>4-1 。exxe 


(1e9 
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値 を 入力 し て くだ さい 
値 を 入力 し て くだ さい 
値 を 入力 し て くだ さい 
値 を 入力 し て くだ さい 
値 を 入力 し て くだ さい 
値 を 入力 し て くだ さい 
値 を 入力 し て くだ さい 
値 を 入力 し て くだ さい 
値 を 入力 し て くだ さい 
値 を 入力 し て くだ さい 
1 回 目 の 入力 値 : 1 
回 目 の 入 力 値 : 
回 目 の 入力 値 : 
回 目 の 入力 値 : 
回 目 の 入力 値 : 
回 目 の 入 力 値 : 
回 目 の 入力 値 : 
回 目 の 入力 値 : 
回 目 の 入力 値 : 
10 回 目 の 入力 値 : 10 


4 胡 4 ま 本 だ 人 で 呈 や 呈 仁 な や 
ビビ の Oo コム の ロロ 只 いら の いい は 
=】 


ら O の ココ の ぴい ロロ の いい 
ら OO ココ の い ロロ ぬ い の いい 


配列 を 定義 する 
最初 に 、 配 列 の 基本 を 理解 し まし ょ う 
配列 と は 「 デ ー タ の あつ まり 」 で す 。 例 えば 、3 つ の 数 値 変数 を 定義 し て み ま す 


nt d1 = 90: 


自選 2 = 75。 

nt d3 = 80: 

ここ で は 変数 d1、d2、d3 を 、 あ る テス ト の 成績 と し まし ょ う 。d1l は 1 回 目 、d2 は 2 回 目 、 
d⑬ は 3 回 目 の テ スト の 点数 で す 。 こ の 3 つ は 「 テ スト の 点数 ] と いう デー タ の あつ まり 、 


つま り 配 列 と し て 扱う こと が で きま す 





念 配 列 は デー タ の あつ まり 











配列 の デー タ は 、 次 の よう に 定義 し ます 。 


【 配 列 の 定義 】 


nt d[3] = ( 90, 75, 80 }): 


Ii 


デー タ 型 | 添え 字 ンー ビス 
配列 変数 名 








変数 を ひと つ ひ と つつ 定義 する と き と 同 様 に 、 ま ず は デー タ の 型 を 定義 し ます ぞ 。 配 列 に 
入っ て いる 各 デ ー タ は 、 す べ て 定義 し た 型 の デー タ に な り ま す 。 こ の 場合 は すべ て int 型 
の デー タ で す 。 

型 の あと に 続く の が 、 配 列 の 変数 名 で す 。 普通 の 変数 名 と 同様 、 半 角 英 数 文字 を 使っ て 
自由 に 定義 で きま す 。 

変数 名 に 続い て [ ] が つい て いる と 、 配 列 に な り ま す 。[ ] の 中 に 書い て ある 数 値 は 、 添 
え 字 と いい ます 。 こ れ で 配列 の 中 に 格納 され て いる デー タ の 数 を 定義 し ます “。 

配列 を 定義 する と き に 添え 字 を 書か な いと 、 初 期 値 か ら 勝手 に 定義 され ます 。 例 えば 次 
の 場合 は 、 勝 手 に d[31 と な り ま す 。 


【 添 え 字 を 書か ず 、 初 期 値 で 配列 の 大 き さ が きま る 定義 方 法 】 
nt d[] = ( 90, 75, 80 }: 


配列 定義 の = の 右側 が 配列 の 初期 値 で す 。 値 は { } で 括り 、 そ れ ぞ れ の 値 は カン マ 「.」 
で 区 切り ます 。 

初期 値 を 最初 に 設定 し な い 場 合 は 、 次 の よう に 配列 の 大 き さ だ け を 定義 し て 、 配 列 の 入 
れ 物 だ け を 用 意 し て お きま す 。 





【 初 期 値 を 書か ず 、 配 列 の 大 き さ だ け を きめ て お く 定 義 方 法 】 
nt d[3]z | 








第 4 日 1 時 限 目 @@ 配 列 を 理解 し よう 


9 

! * ら : 配列 変数 も 、 他 
: の 変数 と 同じ く main : 
: 関数 の 最初 に まとめ て : 
i 定義 し ます 。 ! 


福 j 

1 *3 : 配列 に 格納 され 
: て いる デー タ の 数 を 、: 
: 「 配 列 の 大 き さ 」 や 「 配 
: 列 の 長 さ 」 と も いい ま : 
: す 。 ま た 、 配 列 の 中 の : 
! ひと つ ひ と つの デー タ : 
! を 、「 配 列 の 要素 」 と! 
: いい ます 。 ! 








介 配 列 の 大 き さ だ け 定 義 








int 型 配列 
大 き さ 3 の 入れ 物 だ け 用 意 








し か し 、 配 列 は 最初 に 「 〇 個 の デー タ を 格納 し ます 」 と 大 き さ を 決め て お く 必 要 が ある 
た め 、 次 の よう に は 定義 で きま せん 。 


int d[]z 


個数 が 不明 な 場合 は 、 あ る 程度 余裕 を 持っ た 個数 を 適度 に 定義 し て お きま し ょ う 。 い く 
つ 用 意 し て お くべ きか わか ら な い 場 合 は 、 だ いた いで 予想 し た 個数 に 近い 128 や 256、1024 
な ど 、2 の べき 乗 の 数 値 を 用 意 し て お く と よい で し ょ う 。 





2 、 配列 の デー タ を 参照 ・ 格 納 する 
配列 を 定義 する 方 法 は わか り ま し た 。 次 に 、 配 列 の 中 の 、 ひ と つ ひ と つの デー 
タ の 扱い 方 を 学習 し ます 。 


(1) 配列 の デー タ を 参照 する 
ここ で は 、 先 ほど の 数 値 配列 d を 例 に と り ま す 。 


nt d[3] = { 90, 75, 80 }: 


この 配列 の 最初 の デー タ 「90」 を 参照 する に は 、 





d[O] 
] 
配列 変数 名 


と 指定 し ます 。 配 列 変数 名 に 続い て [ ] を 書き 、 そ の 中 に 、 前 か ら 何 番目 の デー タ な の か 、 
番号 を 指定 し ます 。「 最 初 の デー タ な の に 添え 字 番 号 は 0 ? 」 と 疑問 に 思う 方 も いる と 思 
いま す が 、 添 え 字 は 必ず 0 か ら 数 え を ます 。 お ぼ え て お きま し ょ う 。 

同様 に 、2 番 目 の デ ー タ は dI[1]、 こ の 例 で の 最後 の デー タ は d[2] で す 。 


第 4 日 。 1 時 限 目 配 列 を 理解 し よう 


介 配 列 の 添え 字 と 要素 の 関係 









= ーー di21] : 80 
3 番目 の デー タ 
ee d[11]:75 
2 番目 の デー タ 
d[ 〇 番目 の デー タ -1] で Ci 
それ ぞ れ の デー タ を 指す 才 伯 の アー クタ 





で は 、 配 列 の それ ぞ れ の デー タ を 参照 する プロ グラ ム を 作っ て み ま す 


【4-1_sample 1.c】 


#include <stdio .h> 


int main() 
int d[3] = { 90。 75,。 80 })。 


| pintE("d[0] :%d [1] :%d [2] :%d ま nm", [0], d[1]1, d[21 ) 
| return 0: 


d[0] :90 d[1]:75 d[2]:80 


それ ぞ れ の デー タ が 参照 され まし た 


(@) 配列 に デー タ を 格納 する 
傘 に 、 配 列 の 値 を 変更 し た り 、 最 初 に 初期 化 を 行わ な か っ た り し た 場合 の 値 の 定義 の 仕 
方 を 見 て み ま し ょ う 。 普通 の 変数 は 、 


[ 
| 


| int dz | 
d = 10: 


と あと か ら 値 を 定義 で きま す 。 こ れ を 配列 に 応用 し て も よさ そう な も の で す が 、 





nt d[31: 
d = { 90, 75。 80 }): | 











2 庄 ン | 
1 * ネ 4 : 配列 定義 時 の 添 : 
! え 字 は 、 配列 の 大 き さ : 
! を 意味 し ます 。 : 


と する と 、 こ れ は NG で す 。 コ ン パ イル で エラ ー に な り ま す 

- 度 定義 し た 配列 に は 、 ま と め て 値 を 設定 する こと は で きま せん 。 各 デー タ に 、 そ れ ぞ 
れ 個 別 ( EE ま チ 

例え ば 、 最 初 の デー タ を 定義 また は 変更 し た い 場 合 は 、 次 の よう に し ます 





d[0] = 95: 








(3) for 文 の 利用 

配列 は デー タ の あつ まり で す 。 す べ て の デー タ を 参照 し た り 、 あ と か ら す べ て の デー タ 
を 挿入 し た りす る の に 、 添 え 字 番号 を ひと つ ひ と つ 指 定 す る の は 面倒 で す 。 

配列 は 単なる デー タ の あつ まり で は な く 添 え 字 番号 0 か ら 順 に 並ん な で いる の で 、 こ の 特 
徴 と 繰り 返し 構文 を 利用 すれ ば 、 前 単に 略記 まま べべ て の デー タ を 扱う こと が で きま す 。 

繰り 返し 処理 に 使う for 文 を 使っ て 、 配 列 の 全 デ ー タ を 参照 し て み ま し ょ う 
【4-1_sample2.c】 


[ ーー ヒー 
| 井 inctude <stdio.h> 





nt main() { 
nt data[3] = { 90, 75, 80 }: | 
Sn も iz 


| Eor( ュ = 0z エ < 3z エ ++) 人 ( 

| p エ intE ("data[%d] :%d ",。 エ ,。 data[i] ): 
よ 

| エ ら GEurn 0: 








data [0] :90 data[1] :75 data[2] :80 


この よう に 、for 文 を 使っ て すべ て の デー タ を 参照 する こと が で きま し た 


| 添え 字 の 範囲 
ウノ 配列 で 「 前 か ら 何 番目 の デー タ 」 を 表す の に は 、 添 え 字 番 号 を 使い ます 


は nm に に き E3 け 65 二 コ 090 デ 75 ッ 80 た 2 
この 配列 の 場合 データ の 数 は 3 つ で す 。 最 後 の デ ー タ を 表す 添え 字 番 号 は 「2] な の で 、 
最後 の デー タ を 参照 する に は 「d[2]] と 書き ます 。 つ まり 、 配列 の 最大 添え 字 番 号 は 、 「 定 
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義 し た デー タ の 数 - 1] で す 。 添 え 字 で 利用 で きる 数 値 は 、「0 一 (定義 し た デー タ の 数 
ー 1)] に な り ま まぁ 
で は 、 そ れ 以 外 の 数 値 を 添え 字 に 指定 し た 場合 は どう な る で し ょ うか 。 


d[10] = 100: 
pintE("%d"。 d[-11) 








例え ば 上 記 の よう に 指定 し た 場合 、 コ ン パ イラ に よっ て は エラ ー に な り ま せん が 、 予 期 
し な い 数 値 が 表示 され る こと が あり ます 。 添 え 字 の 範囲 に は 十分 注意 し まし ょ う 。 


(4) その 他 の デー タ 型 配列 
整数 型 の 他 に 、 文 字 型 、 実 数 型 の 配列 を 作る こと が で きま す 。 


整数 型 と 同じ く 、 変 数 を 定義 する と き に 格納 する デー タ の 型 を 宣言 し ます 。 


【 文 字 型 、 実 数 型 の 配列 定義 】 
Cha C[5] = {( "a'。 "DD!"。 "Co"。 !d'。 "@' }): エー 文字 型 








toa モ E[3] = { 0。5。 0。2。 1。0 }), さ ーーー ニ ーー ニーーーーー 実数 型 





人 @ 文 字 型 、 実 数 型 の 配列 を 定義 する 





文字 型 c[51 








実数 型 E[3] 





on 


E[0]:0.5 











それ ぞ れ の デー タ の 参照 方 法 も 、 整 数 型 の と き と 同 様 で す 。 
注意 し な けれ ば な ら な い の は 、 配 列 は 同じ 型 の デー タ の あつ まり な の で 、 





1 +5 : 数 値 以外 の 値 が : 
! 入力 され た 場合 は 、0 | 
を 設定 し ます 。 








nt qd[3] = { 90, 65.2, 80 }。 


と 、 違 う 型 の デー タ を 定義 し て は いけ な いと いう こと で す 。 gcc コ ン パ イラ で は エラ ー に 
は な り ま せん が 、d] を 参照 する と 、652 は 整数 に 丸め 込ま れ て 65 と な っ て し まい ます 。 


10 個 の 入力 値 を 保存 する 
デー タ を 10 回 入力 し 、 そ れ を すべ て 保存 し て あと か ら 表 示す る プロ グラ ム で は 、 
まず デー タ 格 納 用 に 配列 を 用 意 し ます 。 


for 文 に より 10 回 繰り 返し 入力 を 行い 、 そ の 入力 値 を この 配列 に 格納 し ます 。 そ の 値 
を 順に 表示 すれ ば 、 プ ログ ラム の 完成 で す 。 


配列 の 基礎 を 学習 し まし た 。 配列 と for 文 を 使う と 、 デ ー タ の 扱い が と て も 楽に な り ま す 。 
この 2 つの 使い 方 は セッ ト で お ぼ え まし ょ う 。 こ れ か ら も よく 出 て きま す 。 
また 、 添 え 字 番号 は 0 か ら 数 え は じ め る こと が 重要 で す 。 





この 時 限 で 作成 し た 4-1. こ プロ グラ ム を 、 入 力 し た 値 を 直接 配列 
に 代入 する プロ グラ ム に 改造 し な さい 。 


第 4 日 1 時 限 目 久 配 列 を 理解 し よう 


Ai 
配列 の 初期 値 


int 型 変数 で 初期 値 を 設定 し な いと 、 予 期し な い 値 が 入っ て いま す 。 
で は int 型 配列 の 場合 は どう で し ょ うか 。 


| int d[31: 半 


d[O] 一 d[2] まで の 値 を 出力 し て みる と 、 や は りす べ て の 要素 に 予期 し な い 値 が 入っ 
て いま す 。 
すべ て の 要素 の 初期 値 に 0 を 設定 し た い 場 合 は 、 


int d[3] = {0, 0, 0}: 


と 初期 値 を 設定 すれ ば よい の で す が 、 次 の よう か 方法 を 使う こと も で きま す 。 











| nt at3】 = (0)j | 








これ で 配列 の 全 要 素 が 0 で 初期 化 さ れ ま し た 。0 以 外 の 他 の 値 で は で きま せん 。 試し 
に { 1 } を 初期 値 と する と 、{ 1, 0.01 で 初期 値 が 設定 され ます 。 
全 要 素 を 0 で 初期 化す る と き は 、 こ の 方 法 を 使い まし ょ う 。 


また 、 変 数 は main 関 数 の 外 に 宣言 する こと も で きま す 。 これ は グロ ー バ ル 変 数 と いっ 
て 第 7 日 で 学習 する 予定 で す 。 変数 と し て の 役目 は main 関 数 の 中 に 宣言 し た も の と 
ほぼ 同じ で す が 、 グ ロー バル 変数 の 場合 、 初 期 値 を 設定 し な く て も すべ て の 要素 が 0 
で 初期 化 さ れ ま す 。 


他 の デー タ 型 配列 で 初期 値 を 設定 し な い 場 合 の 値 を 見 て みる と 、 実数 型 配列 の 場合 
は 全 要 素 が 0.0 で 初期 化 さ れ て いま す 。 こ れ は グロ ー バ ル 変 数 で あっ て も な く て も 
同じ で す 。 

文字 型 配列 の 場合 、 グ ロー バル 変数 の 場合 は 全 要 素 が '\O' で 初期 化 さ れ ま す が 、 
main 関 数 の 中 に 宣言 し た 場合 (ロー カル 変数 と いい ます ) は 、'\O' で は な く 予 期し 
な い 値 が 入っ て ます 。 


配列 の 初期 値 を 設定 し な か っ た 場合 、 そ れ ぞ れ の 要素 に 設定 され て いる 値 は 、 変 数 
を 宣言 する 場所 と デー タ 型 に よっ て 異な り ま す 。 
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10 問 中 、 足 し 算 と 引き 算 を 半分 ずつ 出題 する 脳 ト レゲー ム を 作り ます 。 
今回 作成 する 例題 


コマ ンド プロ ンプ トド 了 ee 


サン プル ファ イル は 
こち ら 


10days c day04-02 ト 」 noutore1.c 


この レッ スン の ね らい 
1 時 限 目 で は 、 配 列 の 基本 に つい て 学び まし た 。 脳 トレ ゲー ム プ ログ ラム で は 、 
3 つの 配列 を 利用 し て ゲー ム を 作り ます 。 


また 、 こ こ で は 時 間 経 過 を 測定 する 方 法 に つい て も 学習 し 、 出 題 さ れ た 計算 問題 
を 解い て 答え る まで の 時 間 を 計測 し て 、 判 定 材料 と し ます 。 


第 4 日 ら 時 限 目 久 脳 トレ ゲー ム 1 を 作ろ う 






人 1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 





#inctude <s モ tdio.h> 
include < 上 ime .h> 
# ミ ncltude <g モ d11b.h> 


nt main() { 
nt fkotae[10]:  // 解 答 を 入れ る 配列 
nt sejkai[10]: // 正解 を 入れ る 配列 
doubte jikan[10] // 解答 入力 時 間 を 入れ る 配列 


3n モ 3 は 

ュ 3n も > FE ヶ 

nt エ z // 入力 し た 答え 
で Look 上 5 モ ar,endz 

int kekka = 0 // 正解 の 回 数 


doubte jkekjka jijkan = 0z 


5rand (time (NULL) ) 
Eor(1 = 0z ミ < 5: 1 ヨ ++) 【 
と = -1> 
5| rand()%20 + 1 ぉ 
k = rand()%20 + 1: 
p ェ 1ntE("%2d 十 %2d ー ",。 ], KK): 
Bta ェ 革 = ClooKk( ) : 
SCanF("%d",。 & 了 と ): 
white (getchar() != ' 学 nm') { } 
end = clook( ) : 
fkotae [ミュ ] = エ : 
Setkai[i] = ]+ kz 
kan [ ミ ] = (doubte ) (end- st 上 at) / CLOCKS_PER SECz 


} 
Eor( エ = 5z < 10z: エミ ++) 【{ 
と エ = ーー1> 
] = rand()%20 + 1』 
k = rand()%20 + 1: 
p ェ ュ in ("%2d 一 %2d ーー ",。 ]+k, ]): 
Sa ェ 七 = Clook() : 
SCanF ("%d",。 を と ) 
white (getchar() != "まま m') { } 
end = clook() : 











kotae[ ミ ] = エ z 
SG1ka エ [1 エ ] = kz 
ikan[ ュ 1] = (doubte) (end- = 上 a ェ エモ) / CLOCKS_PER SEC: 


For(1 = 0z 1 < 10: ++) 

kejkka 1kanm += ] ュ Kan[ ュ ] : 

ュ F (kotae [ ュ ] == seifkai[ ュ ] ) { fkekka++: } 

etse { rkekfka jkan += 3:z } // 不 正解 ペナ ル テ ィ 
骨 
printF("10 問 中 %q 問 正解 ! \n", rkekka): 
print モ (" 平均 解答 時 間 %.3E ま n", rkekka jikan / 10): 
printE(" 判定 は ・・・")』 | 
1E(kekka jikan < 25) { printE(" 優秀 ! "): } | 
else 1E(kekka ikan < 35) ( printE(" 普通 "): } | 
else { printE(" 遅い "): } | 
て eturn 0 


* ] 
入力 で きた ら 、「noutore1.c」 と いう 名 前 "で 、「C:\source」 ディ 
EC の ITcmwYs 


] コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
] し て 、 noutore1.c を コン パイ ル す る 


C : 並 US@GS 芝 USG エ >CQ 等 SOU〒C@G 


C : 壮 SBO い と ご G> 可 ご C ご - 〇 OUuE 〇 エ ら G1 nnOu モ 〇 て @1 . で 





プロ グラ ム を 実行 する 。 出 題 と 解答 を 10 回 繰り 返し 、 判 定 結 果 が 
表示 され れ ば 成功 ! 





C : 並 BO つ い エ ご G>nOuE 〇 てら 1 。 @Gxx@ 
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第 4 日 ら 時 限 目 @@ 脳 トレ ゲー ム 1』 を 作ろ う 


キ 】 FT 
4 16 
も F 
21 1 
13 に 
と 1.) トシ 1 


21 - 15 
28 - 8 = 
10 問 中 10 
平均 解答 時 間 
判定 は ・ 





時 間 を 測定 する 
ここ で 作成 する 脳 ト レゲー ム で は 、 計 算 問題 を 10 問 出題 還 し ます 。1 問 出 是 し て 
か ら 解 答 を 入力 する まで の 時 間 を 測定 し 、 そ の 時 間 を 配列 変数 に 記録 し て お きま す 


(1) clock 関 数 
出題 か ら 解答 入力 まで の 経過 時 間 を 測定 する の に は 、clock 関 数 を 使い ます 。 こ の 関数 は 、 


プロ グラ ム 実 行 開始 か ら の 経過 時 間 “ で (プロ セッ サ 時 間 ) を 返し ます 

1 * ら : 経過 時 間 の 精度 

: は 、 処 理系 に 依存 し ま | 

clock 関 数 を 2 回 呼び 出し て その 差 を 求め れ ば 、 経 過 時 間 を 算出 する こと が で きま す 。 次 1 す 。 
の プロ グラ ム を 実行 し て みて くだ さい 


【4-2_sample 1.c】 


#inctude <st 上 dio .h> 
#inctude < 上 me.h> 


nt main() { 
3np も ヒエ = 0 
で LOCK_ 上 上 ar エモ , endz 
doub1e ]1kan: 


printE(" 数 字 を 入力 し て くだ さい > 『)』 
器 モ a エ 七 = CLOCK( ) : さ ーーーーーーーーーーー 油 
SCanF ("%d",。 と) : 

end = olook( ) : き 
ikan = (doubte) (end- s 上 ar 上 ) / CLOCKS PER SEC: 
print モ E(" 入力 まで の 時 間 は %1E 秒 で す 『, ikan) : 
Gturn 0: 
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SI 本 

を *3 :C 言 語 で は 、int : 
: や char な どの 基本 デー : 
: 夕 型 を 使っ て 、 用 途 に : 
: より さま ざま な 別 の : 
! デー タ 型 が 多数 定義 さ ! 
: れ て いま す 。clock_t : 
! 型 は その ひと つ で す 。 


に 
! *4 : CLOCKS_PER_ ! 
! SEC の 値 は 、C\mingw : 
1 -jp\include\time.h 1 
: で 定義 され て いま す 。 


i *5 : clock 関 数 で の 値 : 
! 取得 に は 上 限 が あり ま ! 
! す 。 比 較 的 短い 時 間 で 
i 秒 以下 の 単位 を 取得 す : 
) る に は clock 関 数 を 用 : 
: い 、 長 時 間 の 計測 を 行 : 
! うに は difftime 関数 を : 
! 用 いて くだ さい 。 





数 字 を 入力 し て くだ さい > 123 
入力 まで の 時 間 は 2 .463000 秒 で す 





測定 開始 時 間 を 変数 start に 、 終 了 を 変数 end に 記録 し ます 。 こ の start と end は clock 関 
数 が 返す 値 の デー タ 型 と 同じ で 、clock_t 型 で す 。 環境 に も より ます が 、clock_t 型 は 
signed long 型 と 同じ や だ と 思っ て くだ さい 

経過 時 間 を 秒 で 表現 する に は 、CLOCKS_PER_SEC“" と いう も の で 割る 必要 が あり ます 
これ は マク ロ と 呼ば れる 定数 で 、 第 9 日 に 詳し く 説明 し ます 

clock 関 数 人 き を 使う に は time.h を イン クル ー ド し 、 経 過 時 間 の 差 を CLOCKS_PER_SEC 
で 割る も の だ と 、 こ こ で は お ぼ え て お いて くだ さい 


(2) キャ スト 
過 時 間 の 差 を 求め あと き 、CLOCKS_PER_SEC で 割る 他 に (double) と いう も の を つけ 





(double) (end-start) / CLOCKS_PER_SEC 


も し (double) を つけ な いで 実行 する と 、 


入力 まで の 時 間 は 2.000000 秒 で す 





結果 は この よう に な り 、 小 数 点 以 下 が 出 て きま せん 。 (double) を つけ る こと に より 、(end- 
star0 / CLOCKS_PER_SEC の 計算 結果 が double 型 に 変換 され ます 。 こ れ を 、double 型 へ 
の キャ スト と 呼び ます 

キャ スト と は 、 一 時 的 に デー タ 型 を 変換 する た め の も の で す 。 キ ャ スト に よる デー タ 型 
変換 は 、 他 の デー タ 型 で も 可能 で す 


脳 ト レゲー ム を 作る 
で は 、 脳 トレ ゲー ム の ポイ ント を 見 て いき まし ょ う 


(1) 脳 ト レゲー ム の 流れ 

脳 ト レゲー ム プ ログ ラム で 使用 する 配列 は 解答] 「 正 解 」「 測 定時 間 ] の 3 つ で 、 そ れ 
ぞ れ 10 間 分 の デー タ を 格納 し て 、 あ と か ら こ の 3 つの 配列 値 を 使っ て 答え あわ せ を 行い ま 
す 





int kotae[10]:  // 解 答 を 入れ る 配列 
nt seikai[10]: // 正 解 を 入れ る 配列 
doubte jikan[10]: // 解答 入力 時 間 を 入れ る 配列 





第 4 日 - ら 時限 目 久 脱 トレ ゲー ム 1 を 作ろ う 


解答 和信 力 ま で の 時 間 を 入れ る 「 測 定時 間 ] の 配列 の み 、double 型 に な り ま す 。 


ここ で 作成 する 脳 ト レゲー ム の 流れ は 、 次 の よう に な り ま す 。 
@ 脳 トレ ゲー ム 1 の 流れ 


for(10 問 分 繰り 返す ) { 
問題 を 作る 
問題 を 出す (時 間 測 定 開始 ) 
解答 を 読み 込む (時 間 測 定 終了 ) 
解答 と 正解 、 お よび 時 間 を それ ぞ れ 配列 に 記録 
} 
for(10 問 分 繰り 返す ) { 
解答 まで の 時 間 を 合計 する 
正解 の 回 数 を 数 える (不正 解 の 場合 は 時 間 ペ ナル ティ 追加 ) 
} 
結果 を 発表 する 
正解 数 と 平均 解答 時 間 
解答 まで の 合計 時 間 革 が 55 秒 よ り 少な けれ ば 「 優 秀 ]、35 秒 より 少な けれ ば 「 普 通 」、 
それ 以上 な ら ば 「 遅 い ] 


コー ド が 少し 長く な り ま す が 、 き ちん と 順序 だ て て プロ グラ ム を 書き ます 。 


(8) 問題 を 作る 
出 症 す る 問題 は 、 足 し 算 と 引き 算 を 5 問 ず つ 作成 し ます 。 
足し 算 は 1 一 20 ま で の ラン ダム な 数 値 を 2 つ 用 意 し 、 そ れ を 足す も の で す 。 


【 定 し 算 問 題 】 





] = rand()%20 + 1: 
kk = rand()%20 + 1: 
pintE("%2d 十 %2d ー ",。 ]。 な k): 
setka ユ i[i] = ] + iz 











引き 算 は 1 一 20 ま で の ラン ダム な 数 値 を 2 つ 用 意 し 、 そ の うち の 一 方 が 引き 算 の 答え に 


な る よう な 問題 に し ます 。 


[引き 算 問 題 】 





] = rand()%20 + 1』 

k = rand()%20 + 1z 

p ェ ュ nt モ E("%2d 一 %2qd 王 ",。 j+Kk。 ]): 
Setfka ユ [1] = kz 











し 0 と 3 
: *6 : ペナ ル テ ィ 追 加 
: 時 間 や 結果 判定 の 時 間 
i は 適当 で す 。 実際 に プ : 
| ログ ラム を 動か し て み : 
: て 、 自 分 で 好き な よう ! 
! に 値 を 変更 し て みて く : 
: だ さい 。 H 














(3) 脳 ト レゲー ム を 完成 させ る 
(1) で 説明 し た 脳 ト レゲー ム の 流れ を 追っ て 、 プ ログ ラム を 完成 きせ まし ょ う 。 
問題 の 解答 を 一 時 的 に 格納 する 変数 r に は 、 毎 回 、-1 を 代入 し て いま す 。 


解答 の 正解 に 1] が 入る こと は あり ませ ん 。 も し も 文字 や 文字 列 な どの 間違っ た 入力 が 行 
われ た 場合 は 、 正 解 と 一 致す る こと の な いよ うに 、 毎 回 、-1 を 設定 し て お きま す 。 

判定 に 使用 する 時 間 は 、 問 題 を 出題 し て か ら 解答 を 入力 する まで の 時 間 を 測定 し た も の 
で す 。clock 関 数 を 使う 位置 に 注意 し まし ょ う 。 


乱数 、 繰 り 返 し 、 条 件 分 岐 と 今 ま で 習っ た こと の 集大成 の よう な プロ グラ ム に な り ま し 
「 

うま く 動 か な いり 場合 は 、 プ ログ ラム の 一 部 分 だ けが 実行 する よう に 他 の 部 分 を コメ ント 
に し て 、 問 題 の 箇所 を 探し まし ょ う 。 





掛け 算 、 割 り 算 の 問題 を 、 以 下 の 条件 で 作成 し な さい 。 


・ 掛 け 算 : (の 80 まで の 数 値 ) X (の 9 まで の 数 値 ) 
・ 割り算 : 余り の 出 な い 計算 で 、 割 る 数 ら 一 80、 答 え は ら ー ま で の 数 値 


語 と 


第 4 日 ^ ら 時 限 目 人 @ 脳 トレ ゲー ム 1 を 作ろ う 


時 間 を 計測 する 


この 時 限 の プロ グラ ム で は 時 間 の 計測 に clock 関 数 を 使用 し まし た が 、 長 時 間 の 計測 
を 行う に は difftime 関数 を 使用 し ます 。 

ジャ ン ケ ン ゲ ー ム プロ グラ ム で ラン ダム な 値 を 算出 する の に 使用 し た srand 関 数 を 
思い 出し て くだ さい 。srand 関 数 の 引数 に は 現在 時 刻 を 表す 数 値 を 使用 し まし た 。 こ 
れ は time 関数 を 使っ て 算出 し ます 。 

time (NULL) で 返さ れる 値 の デー タ 型 は int 型 で は な く 、time_t 型 と いう 時 刻 を 表 
す 型 で す 。 詳しく は 第 8 日 に 説明 する の で 、 今 は 単に int 型 の よう な 型 と 思っ て くだ 
さい 。 

と ある ら 地 点 で 、 そ の と き の 時 間 を time 関数 で 計測 し て お き 、 そ の 値 を difftime 関 
数 の 引数 に し て 時 間 の 差 を 求め ます 。 





| aobte dE 上 ュ me ( モ 上 1me 七 上 1, ime モ 上 も 0): 





t1 が 計測 終了 時 間 、t0 が 計測 開始 時 間 で す 。 戻り 値 は double 型 に な り ま す 。 
difftime 関数 と time 関数 を 使う 場合 、time.h を イン クル ー ド し ます 。 
実際 の 測定 方 法 は 次 の と お り で す 。 





time 上 0, 1: 
0 = time(NULL) 
(時 間 経 過 ) 
1 = time(NULL) : 
printE("%d 秒 " , (int)diEEtime( 上 1, 0)): 








時 間 経過 が 1 秒 に 満た な い 場 合 は 、0 秒 と な り ま す 。 
短 時 間 で コン マ 以 降 の 値 を 計測 し た い 場 合 は 、 こ の 時 限 で 学習 し た よう に clock 関 数 
を 使い まし ょ う 。 


ーーー ニー ニー ニー ニー ニー ーー ゴ 


ここ で は 、 特 殊 な 文字 型 配列 で ある 文字 列 に つい て 学習 し ます 。 


、 に ec:Ywm 
時 間 か ら 判 定 し た 、 結 
果 文字 列 を 表示 する 





サン プル ファ イル は 
よろ 110days c lday0403 匠 43. 


に 


人 @ こ の レッ スン の ね らい 

本 日 の 1 時 限 目 で は 、 配 列 の 基本 に つい て 学び まし た 。 

C 言 語 で は 文字 型 の デー タ の あつ まり (配列 ) を 少し 工夫 し て 、 文 字 列 と し て 扱 
いま す 。 こ れ は 、 普 通 の 文字 型 配列 と は 少し だ け 異 な り ま す 。 

本 レッ スン で は 文字 列 の 基礎 と 、 文 字 列 を 扱う 関数 に つい て 学習 し まし ょ う 。 





第 4 日 ^ 3 時 限 目 久 文 字 列 と 配列 に つい て 学 ぼ う 


信 ブロ グラ ム を 作成 する 
1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 


井 inctude <stdio.h> 
井 ミ nctude < ヒエ ュ ng .h> 


nt main() { 
doubte kkekka ikan = 30.0: 
char kefkka = モエ [10]: 


1F(kekka jikan < 25) { strocpy(jkkekka st ェ ," 優秀 ! "): } 
etse 1E(fkekka ]1kan < 35) { strocpy(jkekka st ェ ," 普通 "): } 
else { stropy(kekka st ェ ," 遅い "): } 

printE(" 判定 は に ・・・%s で す ! "。 kejkjka_5 上 と ) 

GEurn 0z 


入力 で きた ら 、「4-3.c」 と いう 名 前 で 、「C:\sourcel ディ レク 
2 トリ 下 に 保存 する | て し まし ょ う 。 | 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
③ し て 、4-3.c を コン バイ ル す る 


C : 壮 け 8@G エ 8 半 い 8G エ >CQ| 将 BO い て C@G 


C : 壮 ほ SO つい と で G> 可 CC ー- 〇 44-3 4-3. で ご 





プロ グラ ム を 実行 する 。「 判 定 は ・・・ 普 通 で す ! 」 と 表示 され れ ば 
成功 ! 


C : 壮 SO い と で @>4-3 。 @Gxx@ 


| 


判定 は ・・・ 普 通 で す ! 


し っ 二 ン 458 と 
1 * ら :「\O」 は 1 文字 ! 
5 と し て 扱い ます 。 1 





文字 列 
プロ グラ ム で は 、 さ ま ざ ま な 型 の デー タ を 扱う こと が で きま す 。 デ ー タ は それ 
ぞ れ 変数 に 保存 し て 、 参 照 や 変更 を 行い ます 。 整 数 の 場合 は int 型 の 変数 、 文 字 の 場合 は 
char 弄 の 変数 に 保存 し ます 。 で は 、 文 字 列 を 変数 に 保存 する 場合 は どう し た ら よ い の で し ょ 
の 2 記 


(1) 文字 列 の 基本 
数 値 や 文字 を 変数 に 保存 する に は 、 次 の よう に し まし た 。 


nt d = 10z 
Char C = "a"!』 





で は 、 文 字 列 の 場合 は ? 

文字 列 は 、 読 ん で 字 の ご と く 「 文 字 ] の 「 列 ]、 つ まり 文字 の あつ まり で す 。 文字 の あ 
つま り と いう こと は 、 文 字 型 の 配列 (文字 型 配列 ) を 使え ば 、 文 字 列 を 変数 に 保存 で きま 
す 。 

文字 列 「abc」 を 表す 場合 は 配列 を 使っ て 、 


【 文 字 型 配列 の 定義 ①】 
Char 8 上 エ [] = "abo"z 


と 書き ます 。 ま た は 、 


【 文 字 型 配列 の 定義 ②】 


と 書き ます 。 文字 列 は ダブ プル クォート 「"| で 括り ます 。 


ここ で 、「 お や ? ] と 思っ た 方 も いる で し ょ う 。 配列 名 の 後 の [ ] の 中 に は 、 配 列 要 素 の 
個数 を 書き ます 。「abc」 は 「al 「b] 「c]」 と いう 3 つの 文字 型 デ ー タ の あつ まり な の だ か ら 、 
【 文 字 型 配列 の 定義 ②】 に 場合 は 、str[3] と 書き た いと ころ で す 。 し か し 、C 言 語 で は 文字 
列 の 最後 に は 必ず 「\0] が 来る きま り に な っ て いま す 。 つ まり 、 





Cha エ St エ [] = "abo"z 


と 定義 する と 、 文 字 列 の 最後 を 表す 「\0"*」 が 自動 的 に 最後 の 文字 の 後に 格納 され ます 。 





人 @ 文 字 列 の 大 き さ 





で Cha 8 モエ [] = "abo"z 





文字 列 st ェ [] 








配列 の 大 き さ は "str" 3 文字 十 "\ ぎ 0' 1 文字 4 


よっ て 、 配 列 str の 大 き さ は 4 に な り ま す 。 文字 列 は 文字 型 デ ー タ の 配列 で すか ら 、 


【 文 字 型 配列 の 定義 ③】 





CD も デ 『 作 ] = ( "5 が Fo" 。 " 和 0" )j 





と 書い て も 同じ で す 。 こ の 場合 は 、 最 後に 「\0] を 書く こと を 忘れ な いで くだ さい 。 


(@) 文字 列 は 特殊 な 文字 型 配列 
文字 列 は 「 文 字 型 デー タ の あつ まり 」、 つ まり 文字 型 配列 と 説明 し まし た が 、 正 確 に は 
特殊 な 文字 型 配列 で す 。 配列 の 最後 に 「\0」 を 定義 せ ず に 、 








@ 吾 洒 品 二 旨 5 "am"。 "やわ "。 "oG' 17 


と 書い た 場合 、 こ れ は あく まで 文字 型 の 配列 で あり 、 ま と め て 「 文 字 列 ] と し て 扱う こと 
は で きま せん 。 文字 列 を 表す 処理 で は 、 配 列 の 先頭 文字 か ら 「\0] が 出 て くる まで を 「 文 
字 列 ] と し て 扱い ます 。 


第 4 日 3 時 限 目 久 文字 列 と 配列 に つい て 学 ほ ぼう 





る 


介 文 字 列 は 配列 の 先頭 文字 か ら \0 ま で 


Cha エ 8 モエ [] = "abo"z 





D エ ュ n 革 モ ("%5" 。 8 上 了 と): 


出力 : abc 








str[0] か ら "0' が 出 て くる まで を 「 文 字 列 ] と する | 





「\0」 が 最後 に な い 文 字 型 配 列 を 文字 列 と し て 扱 お うと する と 、 予 期し な い 動作 を し ます 
次 の プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う 


【4-3_sample 1 .c】 


#inctude <stdio.h> 


| 
| in モ main() { 

| Char 8 上 エ 1[] = "abo"z 

| Char St エ 2[] ED 。 "1 す 
| 


D エ ュ n 人 ("8 ヒエ 1 : %S 王 n8 ヒ 了 2 : %8 芋 mn", 5 ヒエ 1,。 8 上 エ 2): 
Gturn 0: 


補 


に ュ オ ほす いっ 
5 七 了 2 : ab ご 


文字 列 の 出力 書式 は 「%s」 で す 。 変 数 str1 は 最後 が 「\0] な の で 「 文 字 列 ] と し て 扱 
いま す が 、 変 数 str2 は た だ の 文字 型 配列 の た め 、 文 字 列 の 書式 で 出力 し て も 「abc] と は 
出力 され ませ ん 。 環境 に も より ます が 、 お そら く 妙 な 表示 に な る で し ょ 


文字 列 は 、「\0] が 出 て くる まで 文字 列 と みな され ます 。 こ の た め 、 





| char st ェ [1281 








と 定義 し た 場合 、127 文字 を 絶対 に 入れ な けれ ば な ら な いわ け で は あり ませ ん 。 


第 4 日 時限 目 例文 字 列 と 配列 に つい て 学 ぼ う 








Cha エ 8 モエ [128] = "abo"z 





と 初期 値 を 設定 する と 、 配 列 の 最初 の 4 つ だ け に 値 が 入る こと に な り ま す 。 
@ 配 列 の 大 き さ は 適切 に ! 









で Cha 8 モエ [1281: 


全て 空 = 無駄 ! 


128 個 の char 型 の 
入れ 物 を 用 意 





配列 の 残り に は 何 も 入 っ て いま せん 。 何 も 入っ て いな く て も 、 入 れ 物 だ け は 128 個 分 用 
意 さ きれ て いる 状態 で す 。 こ れ は 無駄 で す 。 
配列 の 大 き さ は 必要 最低 限 の も の に 設定 し まし ょ う 。 


(②) 日 本 語文 字 列 の 扱い 

文字 列 と は 、 特 殊 な 文字 型 デ ー タ の 配列 で す 。 配列 の ひと つ ひ と つ に は 、 そ れ 
ぞ れ 文字 型 デ ー タ が ひと つ ず つ 格 納 ミ され て いま す 。 
(1) ASCII 文字 列 と 配列 の 長 さ 


文字 型 デ ー タ の 大 き さ は 、1 バ イト で す 。 文字 「al 「b」 「c」 は ASCII 文字 で それ ぞ れ 1 
バイ ト な の で 、 配 列 の 各 要 素 に ちょ うど お きま っ て いま す 。[「\0」 も 特殊 文字 で す が 、 こ 










1 *3: ASCI 文 字 と は 、: 

れ も 1 バ イト 分 で す 。ASCT 文字 で だ け で 構成 され た 文字 列 の 配列 の 長 さ は 、「 文 字数 + 1] ! 1963 年 に アメ リカ 規 
に な り ま す 。 : 格 協会 (ANSI) が 定 
: め た 、 情 報 交換 用 の 文 ! 

! 字 コ ー ド の 体系 で す 。! 

人 @ASCI 文字 列 か ら 1 文字 抜き 出す [ Pa 
Cha エ 5 上 エ [] = "abo"z cec 


すし <『 


の ト 分 


や と ュ n 革 モモ ( "%C" 。 5 上 [11 ) : 
出力 : 








1 *4 : これ は 日 本 語 の : 
文字 コー ド に Shift- : 
} JIS を 使用 し て いる 場 ! 
: 合 で す 。 : 





str[ 添 え 字 番号 ] と 書く と 、 配 列 の 各 要 素 を 1 文字 ずつ 別に 取り 出す こと が で きま す 。 
な お 、 こ こま で の 説明 は 、 文 字 列 に 格納 する デー タ が すべ て ASCI 文 字 の 場合 で す 。 


(②) 日 本 語文 字 列 
文字 列 で は 日 本 語 も 扱え ます 。 定 義 方 法 は ASCII 文字 の み の 場合 と 同じ で す 。 で は 、 次 
の 配列 の 長 さ は いく つ に な る で し ょ うか 。 


char str[] = "日 本 語 ": 


基本 的 に 、 日 本 語 (の 全角 文字 ) は 1 文字 2 バイ ト で 構成 され て いま す 。 文字 型 配列 の 
ひと つの 要素 は 1 バイ ト な の で 、2 つ 分 を 使っ て 、 や っ と 日 本 語 の 1 文字 を 表す こと が で き 
ます 。 


人 @ 日 本 語 は 1 文字 2 バイ ト 









ンプ ト 分 


2 バイ ト 分 








つま り 最 初 の 「 日 ] は 、str[O| と str[l]l の 2 つ に また が っ て 格納 され ます 。2 つ で ひと つ 
の 文字 に な る の で 、 そ の 一 方 だ け の strI] を 出力 表示 し よう と し て も 、 な に や ら ワ ケ の わ 
か ら な いも の が 出力 され て し まい ます 。 日 本 語 の 文字 列 の 扱い に は 注意 し まし ょ う 。 

ASCII 文字 1 文字 は 1 バイ ト で す が 、 全 角 1 文字 は 2 バイ ト で 数 えま す 。 文字 列 の 最後 に 
は 必ず 「\0] が つく の で 、 配 列 str の 長 さ は 、7“ (全角 3 文字 x 2 + 1) に な り ま す 。 


(3) 半角 カナ 

日 本 語 に は 半角 カナ 文字 が 存在 し ます 。「7 イ ウェ | な ど が 半角 カナ 文字 で す 。 同じ 日 本 
語 の 文字 で も 、 こ の 半角 カナ は 2 バイ ト で は な く 、1 バ イト で 構成 され て いま す 

だ だ し 、 こ れ は Shift-JIS と いう 日 本 語 コ ー ド 体系 を 採用 し て いる 環境 の 場合 で す 。PC 
に 代表 きれ る Windows や Mac、 最 近 で は 携帯 電話 で 使わ れ て いる 文字 コー ド は 、 こ の 
ShiftJIS で す 。 

この 他 に よく 使わ れ て いる 日 本 語 コー ド 体 系 に 、EUC が あり ます 。 こ れ は 主 に UNIX と 
呼ば れる OS の コン ピュ ー タ 上 で 使わ れ て いま す 。EUC で も 日 本 語 全角 文字 は Shift-JIS と 
同じ く 2 バ イト で す が 、ShiftJIS と 違い 、 半 角 カ ナ 文 字 ひ と つ で 2 バイ ト 必 要 で す 。 ど ち 
ら に し ろ 、 半 角 カ ナ 文 字 は プロ グラ ム で は 使わ な いよ うに し まし ょ う 。 


第 4 日 3 時 限 目 ぐ 文字 列 と 配列 に つい て 学 ほう 


文字 列 の 入出 力 
= 文字 列 の 入出 力 は 、 文 字 や 数 値 の 場合 と 同様 に で きま す 
文字 列 を 扱う 書式 は 「%s] で す 。 た だ し 、 文 字 列 の 場合 は scanf 関 数 の 第 2 引数 の 前 に 、 
「 を |] を つけ る 必要 は あり ませ ん 
入力 し た 文字 列 を その まま 出力 する プロ グラ ム を 作り 、 半 角 で 63 文 字 以 内 の 文字 列 を 入 
カカ し て み ま し ょ う 


【4-3_sample2.c】 


#include <stdio .h> 


int main() て 
Char St エ [64]: 


printE(" 文字 列 を 入力 し て 下さ い > "): 

SCanF ("%8" ,。 8 上 了 エ ) ペーーーーーー S は つけ な い 
printE(" 入力 文字 列 : %g",。 gt と ): 

Gturn 0: 


文字 列 を 入力 し て 下さ い > 文字 列 ! 
入力 文字 列 : 文字 列 ! 


ASCT 文 字 も 日 本 語文 字 も 、 扱 うこ と が で きま す 


文字 列 関数 
文字 列 を 扱う 場合 、 こ れ ま で は 文字 列 を 定義 する と き に 、 一 緒 に 初期 値 を 設定 
し まし た 。 し か し 、 あ と で 値 を 設定 し た り 、 設 定 し た 値 を 変更 し た り し た い 場 合 は 、 ど う 
し た ら よ いで し ょ うか 
文字 列 は 文字 型 デ ー タ の 配列 で すか ら 、 配 列 の 各 デ ー タ に 値 を それ ぞ れ 入 力 し ます 。 文 
字 列 を 表す 「\0] を 、 最 後に 忘れ ず に 定義 し ます 


【 文 字 型 配列 の 定義 ④】 


Char 8t エ [4]: 


| 8 も [0] = "a': 
| し 介 も 中 玩 。 『 や ": 
| 思 も hmei に Me う 
| 8 も セ エ [3] = "0": 





(93 ) 





デー タ を 変更 する 場合 も 同様 で す 。 
例え ば 文字 列 を 短く し た いと き は 、「\0] を 代入 する こと で 、 文 字 列 は そこ まで の 長 さ 
に な り ま す 。 次 の よう に 書く と 、 文 字 列 str は 「ab] に な り ま す 。 


Char str[] = "abo"z 
8 モエ [2] = "0'』 


ASCII 文字 列 を 1 文字 だ け 変 更 する 場合 は 、 こ の 方 法 で 問題 あり ませ ん 。 し か し 、 日 本 
語 全角 文字 は 2 バイ ト な の で 、 こ の 方 法 が 使え ませ ん 。 ま た 、ASCII 文字 の み で も 文字 数 
が 多けれ ば 多い ほど 、1 文字 ずつ 設定 する の は 面倒 で す 。C 言 語 で は 、 文 字 列 を コピ ー レ 
た りつ な げた りす る 文字 列 関 数 が 用 意 さ きれ て いる の で 、 そ れ を 使い まし ょ う 。 

な お 、 こ こ で 紹介 する 文字 列 関 数 を 使う た め に は 、string.h フ ァイル を イン クル ー ド す 
る 必要 が あり ます 。 フ ァイル の 最初 に 、 


井 include <gring.h> 


と 忘れ ず に 書き まし ょ う 。 


(1) 文字 列 の 長 さ を 取得 する strlen 関 数 
文字 列 の 長き を 求め る に は 、strlen 関 数 を 使い ます 。 長 さ を 求 め る 文字 列 を 引数 に 指定 
し て 、 


【strlen 関数 】 
gtrten( 文字 列 ) 


と 呼び 出し ます 。 す る と 、 指 定 し た 文字 列 の 長 さ を 返 し ます 。 
strlen 関 数 で 取得 で きる 結果 は 、 文 字 列 の 最後 の 「\0] を 含め な い 長 さき に な り ま す 。 つ 
まり 、strlen 関 数 は 「 配 列 の 大 きき - 1] の 値 を 返し ます 。 


人 @strlen 関 数 は 最後 の \0 は 数 えな い 





で ご har 5 上 エ [] = "aborz *\0X 





すし <『 


ンジ 4 モエ Len ( モ 了 ) 








3 





簡単 な サン プル で 、srren 関数 の 動作 を 確認 し まし ょ う 。 


第 4 日 3 時 限 目 @ 文 字 列 と 配列 に つい て 学 ほう 


【4-3_sample3.c】 


井 include <stdio.h> 
昔 inctude < モエ ing-.h> 


| 

ュ n モ main() { | 

Char 8 上 エ [] = "abcde"z | 
char st ェ [] = "日 本 語文 字 列 『: 


p エ 1ntE("%s Length=%d 将 mn", 8 ヒエ, 5 上 len(]s と ) ) : 
と @Gurn 0: 


| 
p エ 1nF("%s Leng ヒ h=%d 至 mn" ,。 8 上 で エ / 8 エ ten(5t と ) ) : 
| 


abcde tength=5 
日 本 語文 字 列 1tength=12 


(@) 文字 列 を コピ ビー する strcpy 関数 
文字 列 変数 に 文字 列 を 代入 (コピ ー) する に は 、strcpy 関数 を 使い ます 


【strcpy 関 数 】 _- に 
| strcpy( 変数 名 。 文字 列 ) | 


第 2 引数 に 指定 し た 文字 列 や を 、 第 1 引数 の 変数 に コピ ー し ます 。 変 数 と は 、 こ の 場合 
は 文字 列 型 変数 に な り ま す 
で Char 8 上 エ [16]: 


| BEropy(st ェ 。 " コピ ー 文 字 列 " ) : | 


! *5 : 第 8 引数 で ある 


| 195 ) 


i 文字 列 は 、 変 数 で も か : 
: まい ませ ん 。 
! strcpy (str. str の ): 








し に きま っ 
| *6 : 第 ら 変数 で ある : 
i 文字 列 は 、 変 数 で も か : 
! まい ませ ん 。 1 
! Strcpy(str, str2): 





人 @strcpy 関 数 で 文字 列 変数 に 文字 列 を 代入 








Cha エ Ss モエ [16]: 
Stropy( st モエ, "コピー 文字 列 ") 














この よう に 書く と 、 文 字 列 変数 str に 、 文 字 列 「 コ ピー 文字 列 ] が 代入 され ます 。 


(3③) 文字 列 同士 を つなげ る strcat 関 数 
文字 列 と 文字 列 を つなげ て ひと つの 文字 列 を 作り 出す に は 、strcat 関 数 を 使い ます 。 第 
1 引数 に 文字 列 変数 を 、 第 2 引数 に つなげ た い 文 字 列 を 指定 し ます 。 


【strcat 関 数 】 
gt ェ oat( 文字 列 変数 , 文字 列 ) 


第 2 引数 の 文字 列 叶 は 、 第 1 引数 の 文字 列 変数 に つなが り ま す 。 





Char 8 モエ [8] = "abo"z 
8 七 エ Ca ( 5 上 エエ, "deE"): 


第 4 日 - 3 時 限 目 久 文 字 列 と 配列 に つい て 学 ほ ぼう 


人 @strcat 関 数 で 文字 を 連結 










| char St と [8] = "abo"z 
8 ヒエ Ca ( 8 上 エエ , "deE"): 


we | 隊 | 


str は 「abcdef] に な り ま し た 。 第 1 引数 で ある str の 大 き さ は 、strcat 関 数 に より 長く な 


り ます 。 文 字 列 str の 文字 数 は 7“ に な る の で 、 そ れ 以 上 の 大 き さ を 指定 し て お きま す 。 
! キア :「abc」+「def ! 
1 + [VO」 で 、7 文 字 
(4) 文字 列 を 比較 する strcmp 関 数 | に な り ます 。 


文字 列 を 比較 する に は 、strcmp 関数 を 使い ます 。 
文字 列 1 と 文字 列 2 を 比較 し 、 比 較 し た 結果 は 表 の よう に な り ま す 。 


【strcmp 関 数 】 
| stromp( 文字 列 1。 文字 列 2) 








人 @ strcmp 関 数 の 戻り 値 
結果 上 
0 文字 列 1 と 文字 列 ら は 等 し い 


0 より 大 きい 文字 列 1 は 文字 列 ら より 辞書 順 で 大 きい 
0 より 小さ い 文字 列 1 は 文字 列 ら より 辞書 順 で 小さ い 





「 辞 書 順 で 大 きい 」 「 辞 書 順 で 小さ い 」 と は 、 辞 書 順 に 並べ た と き に 、 あ と に 来る か 先 に 


来る か 、 と いう 意味 で す 。「abc] は 「agc]」 より も 前 な の で 、「abc」 は 「agc」 より も 小さ nM 
いこ と に な り ま す 。 ま た 、「4」 と 「12」 で は 「12] の 方 が 先 に 来る の で 、「12] より 14] 0 ま の 


の 方 が 大 きい “こと に な り ま す 。 2 





nt 1z 

Char 8 モエ 1[] = "abo"z 

で Cha 8 モエ 2[] = "deF"z 

= 5 上 Comp ( 8 モエ 1 , 8 モエ 2) : 








この よう に 書く と 、 変 数 is に は -1 が 代入 きれ ます 。-1 は 0 より 小さ い の で 、「abc」 は 「defl 
より 辞書 順 で 小さ きい こと が わか り ま す 。 


(5) 文字 列 を 数 値 に 変換 する atoi 関 数 
指定 し た 文字 列 を 数 値 に 変換 する に は 、atoi 関 数 を 使い ます 。 


[ato 関 数 
| ato( 文 字 列 ) 」 








引数 に 指定 し た 文字 列 を 、 数 値 に 変換 し た 値 を 返し ます 。 


Char 8 モエ [] = "123": | 


上 記 の 場合 、 文 字 列 変数 str は 「123] で す 。 こ れ は 数 値 の 123 で は な い の で 、( 数 値 の 
123 と みな し て ) それ に 1 を プラ ス し た 値 を 取得 し た く て も 、「str + 1] と は で きま せん 。 
この よう な と き 、atoi 関 数 を 使い ます 。atoi 関 数 を 使う た め に は stringh で は な く 、stdiibh 
を イン クル ー ド し ます 。 








nt ュ : 
て っ 本 ) ユ コ 昌 紀要 に よ ヤ た ルリ 『) 
エエ = aoi( 上 エ )+1 ょ 





上 記 の 場合 、 変 数 i の 値 は 数 値 の 124 に な り ま す 。 
(6) 数 値 を 文字 列 に 変換 する sprinTf 関 数 

atoi 関 数 の 逆 、 つ まり 数 値 を 文字 列 に 変換 する に は sprintf 関 数 を 使い ます 。 
【sprintf 関 数 】 


Sprint モ (文字 列 変数 , 書式 , 数 値 ) 


数 値 を 書式 に 従っ て 変換 し 、 文 字 列 変数 に 格納 し ます 。 わ か り に くい の で 実際 に 使っ て 
み ま し ょ う 。 
sprin せ 関数 を 使う た め に は 、stringh で は な く stdioh を イン クル ー ド し ます 。 








Char 8 上 [128]: 
Sp エ 1n も (モエ,/ "文字 列 %qd",。 100): 


文字 列 str に は 「 文 字 列 100] が 入り ます 。 つ まり 、prinf 関 数 で 出力 する 内 容 を 標準 出 
力 で は な く 、 指 定 し た 文字 列 変数 に 格納 する だ け で す 。 


第 4 日 3 時 限 目 人 文字 列 と 配列 に つい て 学 ほぼ う 


文字 列 を 作っ て 表示 する 
脳 ト レゲー ム を 作っ て いる の だ か ら 脳 年 齢 を 判定 し た いと ころ で す が 、 私 達 は 
専門 家 で は な いた め 、 判 定 値 は 適当 に きめ まし ょ う 。 解答 まで の 合計 時 間 か ら 適 当 に 判断 
し て 、 結 果 を 「 優 秀 ] [普通 ] 「 遅 い ] の 文字 列 で 表す こと に し ます 。 
判定 結果 文字 列 を 格納 する 変数 を 、 そ れ ぞ れ 定 義 し ます 。 


doubte kekfka jkan = 30.0:  // 解 答 ま で の 時 間 
char ikkekka 5 モエ [10]: // 判定 結果 の 文字 列 


//kekka jkan の 値 に より kkekka_str の 値 を 設定 する 処理 を 行う 





この 変数 kekka_str に 文字 列 を コピ ー し ます 。 な お 、 こ の 時 限 で 作る プロ グラ ム で は 、 
解答 まで の 時 間 は 固定 に し て お きま す 。 

解答 まで の 時 間 に よ り 、 変 数 kekka_str に 「 優 秀 ! 」「 普 通 ] 「 遅 い 」 を それ ぞ れ 代入 き 
し ます 。 最 後に それ を 表示 し て 終了 で す 。 


文字 列 が 特殊 な 文字 型 配列 で ある こと が 理解 で きた で し ょ うか 。 

今回 の プロ グラ ム で は 、 文 字 列 関数 と し て strcpy 関数 の み 使 用 し まし た が 、 今 後 の 学習 
で は 他 の 文字 列 関 数 を 扱う プロ グラ ム が 出 て きま す 。 忘 れ て し まっ た 場合 は 、 こ の 時 限 に 
戻っ て 復習 し まし ょ う 。 


入力 し た 文字 列 を 逆 か ら 読 ん だ 文字 列 を 作成 し 、 そ れ を 表示 する 
プロ グラ ム を 作成 し な さい 。 入 力 文字 列 は 英 数 半角 の み 、19 文 
字 以 内 と する 。 





2 議 

! *9: 文字 列 の コピ ー : 
) を する strcpy 関 数 を 
使う の で 、 最 初 に ! 
i string.h を 忘れ ず に イ ! 
: ンク ルー ド し まし ょ : 











0 こ <9 ま で の 数 字 の うち 、 ひ と つ だ け 抜 け て いる 数 値 を 当て る ゲー ム で 答 
える まで の 時 間 を 計測 し 、 結 果 を 表示 する プロ グラ ム を 作り ます 。 


今回 作成 する 例題 











| 

| 

| 

| 

| 

| 
数 値 当 て ゲー ム で 解答 
まで の 時 間 を 計測 し 


その 結果 を 表示 する 








サン プル ファ イル は 
こち ら 


10days_c day04-04 ト 」 noutore2.c 


この レッ スン の ね らい 

も う ひ と つの 脳 ト レゲー ム を 作成 し ます 。 

出題 か ら 解答 まで の 時 間 で 結果 を 判定 し 、 そ れ を 文字 列 と し て 表示 し ます 。 

この 時 限 で 作成 する プロ グラ ム で は 、 特 に 目新し い 項目 は あり ませ ん 。 だ いぶ プ 
ログ ラム を 書く の に 慣れ て きた 頃 だ と 思い ます の で 、 で きれ ば 最初 は 自力 で 考え 
て 作成 し て み ま し ょ う 。 


第 4 日 - 4 時 限 目 @ 脳 トレ ゲー ム エ を 作ろ う 


人 プ ブログ ラム を 作成 する 
1 、 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 





井 inctude 
井 inctude 
#inctude 
#inctude 


ュ int main() { 


nt 
いい コ 
ュ n セ 


doubte jkan[101: // 解答 入力 時 間 を 入れ る 配列 


ュ n セ も 
ュ ミ n モ 
ュ ミ n セ 
で loo 
ュ n セ も 


doubte kkekka ikan = 0: 


で Char エ 


Srand (time (NULL) ) 


for( 


<8 上 do .h> | 
< も ime .h> 

<8 モ Ed11D .h> 
< く 8 エ in - ロ > 


jkotae[10]: // 解答 を 入れ る 配列 
setjkai [10]: // 正解 を 入れ る 配列 | 
tmp[9]: 


1 

ゴ / K。 C/ m7 

エ ぁ 

K 上 tar ヒ 上 , endz 

fkekika = 0: // 正解 の 回 数 


kejkka st ェ [101: 





1 = 0z は < 10z エエ ++) { 

Setfkai[1i] = rand()%10: 

Eor( ゴ = 0,。 k = 0 ] < 10z ゴ ++) { 
FE(seijfkai[i] != ]) { tmp[k++] = ]z } 


} 

Eor( ゴ = 9: ゴ > 1 : ゴー-) ( | 
C = rand( )%]: 
p エ 1n モ ("%d", tmp[c] ) 
For(m = oz m < ゴ -1: m++) { tmp[m] = tmp[m+1]: } 

} 


p エ inF("%d => "。 tmp[0O] ) : 


エエ = ー1> 

8 も ar 上 = ClooK(): 

SCanE("%d",。 を と ) 

white (getchar() != " ま m') { } 

fkotae[ ュ ] = エエ: 

end = clock() : 

ikan [1] = (doubte ) (end- s モ ar ) /CLOCKS_PER SEC: 


(2 ) 








+} 
Eor( ミ = 0z ミエ < 107 エ ++) {も 
kejkka 1kan += ]ikan[ ュ ] : 
ュ if(kotae [3] == seikai[ ュ ] ) { kekka++: } 
etse ({ rkekka ]ikan += 5: } // 不 正解 ペナ ル テ ィ 
} 
PrintE("10 問 中 %q 問 正解 ! \n", rkekka): 
print モ ("平均 解答 時 間 %.3E ま nr, jkekjka jikan/10): 


1E (jkekka ifkan < 40) { stropy(kekka str," 優秀 ! "): } 
else iE(kekka ]jikan < 60) { strcpy(kekka str," 普通 "): } 
else { stropy(kekjka_ st," 遅い "): } | 
printE(" 判定 は ・・・%s で す ! ", jkekka gt と ) | 


eturn 0 


} 
入力 で きた ら 、「noutore2.c」 と いう 名 前 で 、「C:\source」 ディ 
Sr (の ) レ クト Tcmss 





コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\sourcel」 ディ レク トリ に 移動 
③ し て 、noutore2.C を コン パイ ル す る 


C : 等 U け SG エ 8 壮 UL8B ら エ >CQ SO いと で CG 





C : 並 BO い ご で G> 可 CC - 〇 mnOu ヒ 〇 エ G2 noOu ヒ 〇 と @G2 . ご 


プロ グラ ム を 実行 する 。 出 題 と 解答 を 10 回 繰り 返し 、 判 定 結果 が 
表示 され れ ば 成功 ! 


C : 壮 SBO い て で CG>nO 〇 いも 〇 62 。 exrG 





第 4 日 - 4 時 限 目 久 脳 トレ ゲー ム L を 作ろ う 


932487061 
247651930 
437258019 
780254369 = 
903175826 
571624803 
468359172 
371946508 
138429065 
509476381 => 2 
10 問 中 10 問 正解 ! 
平均 解答 時 間 5.028 
判定 は ・・・ 普 通 で す 


に 
8 
に 
呈 
回 
ド 
リ 
の] 
/ 





。 解説 
1 問題 を 作成 する 


0 一 9 の 数 字 の うち 、 ひ と つ だ け 抜 け て いる 状態 を 作り ます 
0 一 9 まで 順番 に 並ん で いて 、 ひ と つ だ け 抜 け て いる 状態 な ら ば 、 簡 単に 作成 で きま す 


tn も ]z 
ュ n ヒ Se ふ ikai: 
granQd (上 ime (NULL ) ) : 


Seijkkai = rand()%10: 
For( ゴ = 0z ゴ < 10z ]++) 【{ 
FE(seijfkai != ) { printE("%dm,。 ]): } 


まず は 抜か す 数 値 を きめ て 、 変 数 seikai に 代入 し ます 。0 一 9 まで 順に 出力 する うち 、 変 


数 seikai の 値 と 一 致し た 場合 だ け を 抜か し ます 


で は 、0 一 9 まで 順番 に 並ん で いな い 場 合 は どう な る で し ょ う カ 
実現 方 法 は 色々 あり ます が 、 今 回 は と こと ん 配列 を 利用 し ます 。 ま ず 、0 一 9 まで 順番 


に 並ん で いて 、 ひ と つ だ け 抜 け て いる 状態 を 作り ます 。 例 えば 抜か す 数 値 が 2 の 場合 は 、 


013456789 
に 科 と 2 
1 * ら : 最大 9 種類 の 数 : 
: 値 が 入る の で 、int 型 : 
この よう に な り 、 そ れ ぞ れ の 下 値 を int 型 の 配列 tmnp に 代入 し ます * PT や 








この int 型 配列 tmp の 中 か ら 、 さ ら に ひと つ ラ ンダ ム に 場所 を 選び 、 そ こ に 該当 する 数 
値 を 出力 し ます 。 例 えば ラン ダム 数 値 が 5 だ っ た 場合 、tmp[5] の 値 で ある 6 を 出力 し ます 。 


013456789 ラン ダム 数 値 ら 5ーtmp[5] の 値 6 を 出力 


配列 の 中 か ら 次 々 と ラン ダム に 場所 を 選び 、 そ の 値 を 出力 し て いけ ば 、 ラ ンダ ム に 並ん 
だ 数 字 の 列 を 作成 する こと が で きま す 。 

し か し 、 この 方 法 で は すでに 出力 し た 数 値 を 再度 選ん で し まう 場合 が あり ます 。 よ っ て 、 
一 度 出 力 し た 数 値 は 再度 選ば れる こと が な いよ うに 、 選 択 候補 か ら は ず し ます 。 


tm 


pl5l の 値 6 を 選択 候補 か ら は ず す た め 、tmp[5] に tmp [6] の 値 を 、tmp [6| に tmpI7| の 
<・ と 、 ひ と つ ず つ 前 に ずら し ます 。 


tmp[O] tmp[1] tmp[2] tmp[3] tmp[4] tmp[5] tmp[6] tmp[7] tmp[8] 


0 1 3 4 5 2 8 9 
1 
0 1 3 4 5 2 8 9 


次 の 数 値 出力 の 選択 範囲 は tmp[O| 一 tmpI7Z1| と な り 、 ラ ンダ ム 数 値 は 0 一 7 の どれ か が 選 


ば れる よう に し ます 。 

01345789 ラン ダム 数 値 4ーtmp[4] の 値 5 を 出力 
0134789 ラン ダム 数 値 4ーtmp[4] の 値 フ 7 を 出力 
0134898 ラン ダム 数 値 5ーtmp[5] の 値 9 を 出力 
01348 ラン ダム 数 値 0 一 tmp[O] の 値 0 を 出力 
1348 ラン ダム 数 値 1 一 tmp[1] の 値 を 出力 
148 ラン ダム 数 値 つ ーtmp[2] の 値 8 を 出力 
14 ラン ダム 数 値 Oーtmp[O] の 値 1 を 出力 
4 tmp[O] の 値 4 を 出力 


最終 的 に 出力 され る の は 、 


6 


と な 


57903814 


り 、 最 初 の ラン ダム 数 値 2 を 抜か し 、 残 り を バラ バラ に 表示 し た 状態 に な り ま す 。 
れ を プロ グラ ム で 書く と 、 次 の よう に な り ま す 。 


第 4 日 - 4 時 限 目 人 @ 脳 トレ ゲー ムル を 作ろ う 





トト 
mn 七 se1ikai: 
nt tmp[9]: 


Srand (上 ime (NULL ) ) : 
Se1tjfka1i = rand( )%10: p ェ ュ infF("%Q ",。 seikai): 
For( ゴ = 0, jk = 0z ] < 10z j++) ( 
FE(setjkai != ]) { tmp[k++] = ]: } 
} 
Eor( ゴ ] = 9 ] > 1 』 コー-) { 
で = rand()%]: 
p ェ in 革 モ ("5%d" 。 tmp [oc] ) 
For(m = で z mm < ゴー-1: m++) { tmp[m] = tmp[m+1]: } 
} 
printE("%d", tmp[0])z 











実際 に int 型 配列 tmnp の 値 が 短く な る わけ で は な く 、 短 く な っ た と みな し て 利用 し て い 
ます 。 


/ 9 ) 脂 トレ ゲー ム を 完成 させ る 
ヽ 之 ノ 問題 は 10 問 な の で 、 正 解 を 入れ る 変数 は 配列 に し ます 。 





| nt seijkai[10]: // 正解 を 入れ る 配列 





問題 を 10 問 出題 し ます 。 解答 まで の 時 間 は 、2 時 限 目 に 作成 し た 脳 ト レゲー ム 1 と 同じ 
方 法 で 測定 し ます 。 





Eor(i = 0z < 10z i++) 【 
Setfkai[i] = rand()%10z 
(問題 作成 ) 


補 。 吾 = 

8 も a ェ エモ = ClocK() : 

SCanF("%d",。 & と )』 

white (getchar() != "nm') { } 

kotae[ ュ ] = テ : 

end = Clock()z 

ifkan[ ミ ] = (doubte) (end-s モ a エ モ ) /CLOCKS_PER SEC: 











解答 は 0 一 9 まで の 数 値 が 入力 され る は ず で す が 、 も し も 文字 な ど 不 正 な 入力 が あっ た 
場合 に そなえ て 、 解 答 を 一 時 保存 する 変数 r に は 、 毎 回 、-1 を 代入 し て お きま す “。 
さら に 、 結 果 判 定 は 3 時 限 目 で 作成 し た 文字 列 の コピ ー を 利用 し まし ょ う 。 


! *3 : 変数 r に 毎回 0 を : 
: 代入 し て お く と 、 も し ! 


: も その 回 の 正解 が 0 : 
: だ っ た 場合 、 不 正 な 入 : 
: 力 が され て も 正解 に : 
i な っ て し まう の で 、 正 
: 解 範囲 に な い 数 値 で あ ! 
: る -1 を 、 毎 回 設定 し て : 
お きま す 。 1 











doubte rkekfka ikan = 0z 
char fkekjika Ss モエ [10] >: 


(kekka_jikan の 算出 処理 ) 


ュ F(kekika jifkan < 40) { strocpy(kekika st ェ ," 優秀 ! "): } 
else FE(kekika jikan < 60) { stropy(kekka st ェ ," 普通 "): } 
etse { stropy(kekika _ str," 遅い "): } 

printE(" 判定 は ・・・%s で す ! ",。 jkekka st と ) 





判定 結果 は 今回 も 適当 な 値 な の で 、 自 分 で 何 度 か 試し て みた の ち に 調整 し て みて くだ さ 


い 。 





特に 新しい 学習 内 容 は あり ませ ん で し た が 、 配 列 を 一 時 格納 用 と し て 利用 し て 、 面 白い 
プロ グラ ム が 書け た と 思い ます 。 

今回 の プロ グラ ム の よう に 、for 文 の 初期 値 や 終端 値 が 複雑 に な る 場合 は 、 変 数 の 値 を 
よく 確認 し な が ら 作 成 し ま し ょ う 。 





お 題 に 沿っ た 答え を 順番 に 答え て いく 山手 線 
ゲー ム を 作り ます 。 

答え は デー タ と し て プロ グラ ム 内 部 で 持っ て い 
る の で 、 プ レイ ヤー の 答え が あっ て いる か どう 
か は その デー タ に 「 ボ イン タ 」 と いう 概念 を 使っ 
て アク セス し 、 判 定 を 行い ます 。 

また 、 プ ログ ラム 実行 時 に 引数 を 使う 方 法 も こ 
こ で 学習 し まし ょ う 。 
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上 今日 作る プロ グラ ム に つい て 
山手 線 ゲ ー ム 


山手 線 ゲ ー ム と は 、 手 拍子 に あわ せ て お 題 に 沿っ た 答え を 順番 に 答え て いく ゲー ム で す 
お 題 が 「 色 の 名 前 ]」 だ っ た ら 「 赤 | 「 青 ]」 「 黄 ] …… と 色 の 名 前 を 順に あげ て いき 、 答 えら 
れ な か っ た り 、 以 前 に 出 た 内 容 と 同じ も の を 答え て し まっ た り し た 場合 は 、 そ の 人 の 負け 
に な り ま す 

本 日 作成 する 山手 線 ゲ ー ム で は 、 お 題 と 答え の デー タ を プロ グラ ム で 設定 し て お きま す 
デー タ の 数 と 順番 は きま っ て いて 、 コ ンピュータ と プレ イヤ ー が 交互 に 答え ます 。 デ ー タ 
の は じ ま り の 位置 は ラン ダム に きま り ま す 

プレ イヤ ー が 途中 で 間違っ た 答え を 入力 し た 場合 は プレ イヤ ー の 負け 、 
最後 まで デー タ が 出 お わっ た ら 、 プ レイ ヤー の 勝ち と し ます 





な お 、 ゲ ー ム の タイ トル に な っ て いる 「 山 手 線 の 駅 名 ] を 
い 人 に は 不利 な た め 、 今 回 は 「 星 座 の 名 前 ] を お 題 に し ま - 


お 題 に する と 山手 線 を 利用 し な 
9 


山手 線 ゲー ム の 実際 の 動作 


山手 線 ゲ ー ム プロ グラ ム を 実行 する と 、 ゲ ー ム タイ トル と お 題 の あ 
1 と に 、 コ ンピュータ の 答え が 表示 され る 


1 まれ こい いく の と 2 いい で りき 1 つく 
古今 東西 山手 線 ゲ ーー ム ! 
お 題 : 星座 の 名 前 


コン ピュ ー タ の 番 ちゃ ん ちゃ ん ! > お うし 
ルン た コソ: 所 生 キ 8 計 そ プ 。 電 四 まう 





ク 答え を 入力 し て [Enter] キー を 押す 


C: 半 5OurCe>yamanotesen . xre 
古今 東西 山手 線 ゲ ーー ム ! 
お 題 : 星座 の 名 前 


コン ピュ ー タ の 番 ちゃ ん ちゃ ん ! > お うし 
プレ イヤ ー の 番 ちゃ ん ちゃ ん ! > ふた ご 





第 5 日 @ 山 手 線 ゲ ー ム を 作ろ う 


③ コン ピュ ー タ が 答え 、 ま た プレ イヤ ー の 番 と な る 


コン ピュ ー タ の 番 
プレ イヤ ー の 番 


ニレ スニ と に も 4 の [1 
ルン た コ : 





コン ピュ ー タ と プレ イヤ ー で 交互 に 答え あう 。 ゲ ー ム 実行 時 に 
4 「-soto] オプ ショ ン を つけ る と 答え は 逆 ま わり に な る 


ef まこ トマ ーー ルス 2 いい に) コー1) 0 マー 生 に こつ) 
古今 東西 山手 線 ゲ ーー ム ! 

お 題 : 星座 の 名 前 

コン ピュ ー タ の 番 ちゃ ん ちゃ ん ! > て ん びん 
プレ イヤ ー の 番 ちゃ ん ちゃ ん ! > お と め 





全て の デー タ が 出 お わる と 、 ゲ ー ム は プレ イヤ ー の 勝ち と し て 終了 
する 。 答 え を 間違う と プレ イヤ ー の 負け と し て 終了 する 


6 


プレ イヤ ー の 番 ちゃ ん ちゃ ん ! > お ひつ じ 
あな た の 勝ち ! ! 


( 略 ) 


コン ピュ ー タ の 番 ちゃ ん ちゃ ん ! > お ひつ じ 
プレ イヤ ー の 番 ちゃ ん ちゃ ん ! > お うし 
あな た の 人 負け! ! 
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プロ グラ ム を 実行 する と き 、 何 か 値 を 引数 と し て プロ グラ ム に 渡す こと が 
で きま す 。 こ こ で は その 引数 を 利用 し て 、「 内 回 り 」「 外 回 り 」 と 実行 結果 
を か えて み ま す 。 


今回 作成 する 例題 


PBT | 
グラ ム を 引数 な し で 実行 す 
、「 内 回 り 」 と 表示 され る 


プロ グラ ム 実 行 時 に 「-soto] を 
引数 に つけ る と 、「 外 回 り 」 と 表 
示さ れる 


















の 


























サン プル ファ イル は 人 良 10days_c ay0501 匠 51c 


この レッ スン の ね らい 

プロ グラ ム に 値 を 渡す 場合 、 こ れ ま で は プロ グラ ム の 実行 中 に scanf 関 数 な ど 
を 使用 し て いま し た 。C 言 語 の プロ グラ ム で は 、 プロ グラ ム の 実行 中 だ け で な く 、 
プロ グラ ム を 実行 する と き に 引数 と し て 値 を プロ グラ ム に 渡す こと が で きま す 。 
本 レッ スン で は 、 プ ログ ラム の 実行 時 に 引数 を 渡し て 、 プ ログ ラム 側 で それ を 受 
け 取 る 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


第 5 日 。 1 時 限 目 @ プ ログ ラム 実行 時 の 引数 を 学 ほう 





人 プロ グラ ム を 作成 する 
1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 


#1inctude <gtdio .h> 
# ミ ncLude < モエ ng .h> 


ュ n main(inE argc, Char* argy[]) { 
nt mawari = 1: 


FE ((argo > 1) && (gt ェ omp(argv[1] , "-soto") == 0)) { 
mawari = 0z | 

} 

1f (mawar1 == 1) ({ printE(" 内 回 り "): } 


etse { printE(" 外 回り"): } 
と て Gturn 0z 


入力 で きた ら 、「5-1.c」 と いう 名 前 で 、「C:\source」 ディ レク 
トリ 下 に 保存 する 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
し て 、5-1.cC を コン パイ ル す る 


C : 科 USG エ 8 半 U8@G エ >CQ 将 8O い て C@G 


で : 並 SOUYCG> 可 CC - 〇 5-1 5-1.c 





プロ グラ ム を 実行 する 。 プ ログ ラム 実行 時 に 「-soto」 を 引数 と し 
て 渡す と 「 外 回 り 」、 そ れ 以 外 だ と 「 内 回 り ] が 表示 され れ ば 成功 ! 


内 回 り 


 *] : 拡張 子 に 注意 し : 
1 て 保存 し まし ょ う 。 
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C : 苦 SO い と ご G>5-1 。.@GxrG -8O モ EQO 


外回り 


| 


、 解説 
1 引数 と は 


C 言 語 で 「 引 数 ] と は 、 関 数 や プロ グラ ム に 渡す デー タ の こと を 指し ます 


(1) 関数 の 引数 
関数 の 引数 に つい て は 、 こ れ ま で に も 何 度 か 出 て きま し た 。 関数 名 の あと の ( ) の 中 に 
書い た も の が 引数 で 、 そ の 中 の デー タ を 関数 に 渡し て いま す 


p と intE("Het1o!"): 


この 場合 は 、 文 字 列 「Hellol| が 引数 で す 。printf 関数 に 渡す と 、 こ の 文字 列 を 出力 し て 
くれ ます 。 引 数 が 複数 ある 場合 は 、 次 の よう に 引数 を カン マ 「.」 で 区 切り ます 


p エ ュ n モ ("%d %gm,。 128, "He1t1o!"): 


1 


数 第 3 引数 





最初 の 引数 「%d %s」 を 第 19 
4 引数 …、 と 続き ます 


数 、 次 の 128 を 第 2 引数 と いい ます 。 以降 、 第 3 引数 、 第 


(2) コマ ンド 上 数 

関数 の 他 に 、 コ マン ド プ ロン プ ト 上 で も 、 コ マン ド に 何 か デ ー タ を 引数 と し て 渡す こと 
が で きま す 。 そ の 場合 は 、 コ マン ド に 続い て ひと つ 以 上 の スペ ー ス を 空け て 書き ます 。 例 
えば 、 デ ィ レ クト リ 移 動 を 行う cd コマ ンド で も 、 引 数 を 使い ます 


で : 将 >CG 将 SOu と で G 


cd コマ ンド の あと に ひと つ 以 上 の スペ ー ス を 空け て 、 デ ィ レ クト リ 名 を 引数 と し て 書き 
ます 。 こ れ で 引数 に 指定 し た 「\source“] ディ レク トリ に 移動 し ます 







1 * : 「\W] は ディ レク 
: トリ の 区 切り を 表し ま 
! す (第 1 日 3 時 限 目 参 
: 照 ) 
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第 5 日 1 時 限 目 る プロ グラ ム 実 行 時 の 引数 を 学 ほう 


プロ グラ ム に も 引数 を 渡す こと が で きま す AE なこ 
渡す 引数 は 、「 コ ン パ イル を 行い た い フ ァイル 名 ] 


eo に トス ーー トス ・ に に に 1 いす = 
ファ イル 名 「sample.c」 が プロ グラ ム gcc へ の 引数 で す で 。 コ マン ド プ ロン プ ト 上 で の 


引数 は 、 コ マン ド や プロ グラ ム 名 の あと に 、 ひ と つ 以 上 の スペ ー ス を 空け て 書き ます 。 複 


数 ある と き は 、 さ ら に ひと つ 以 上 の スペ ー ス を 空け て 続け て 書き ます 


CE も スコ つい 2 放す 9【- ナ fh つ っ 衝 すす と 放っ っ コ 





2 自分 で 書 


け で 書い た 





プロ グラ ム に も 、 引 数 を 油 





レ 
た 引数 を プロ グラ ム 側 で 受け 取る 方 法 に つい て も 解説 し ます 


(1) 引数 を 渡す 


C 言 語 で 書い た プロ グラ ム に も 、 引 数 を 渡す こと が で きま す 。 プ ログ ラム を 実行 する と 
き に 、 プ ログ ラム 名 に 続い て 





と 書け ば 、 数 値 「1] 「2] 「3」 が 複数 の 引数 と し て 、sample.exe に それ ぞ れ 渡さ れ ま す 


(@) 引数 を 受け 取る 
今度 は プロ グラ ム 側 で 、 そ の 引数 を 受け 取る 方 法 を 見 て み ま す 。 受 け 取る 方 法 は 、main 
関数 の あと の () の 中 に 


【 プ ログ ラム 側 で 引数 を 受け 取る 】 


nmain (in ヒ argcC, Cha エ * 056) { 


と 書い て お くだ け で す “。 int 型 変数 argc に は 引数 の 個数 が 入っ て きま す 。 正確 に は プロ 
グラ ム 名 を 含め た 個数 な の で 、 


で : 壮 SO いて で CG> Samp te .@GxxG abC 





! *3:gCC 実 行 時 の オ 
! プシ ョ ン で ある -o や : 
! -Wall も 、 ひ と つの 引 : 
数 で す 。 1 


! * 人 4: この よう に 書い : 
j て お く と 、main 関 数 ! 
: の 中 で int 型 変数 argc 
: と 、 配 列 argv を 使う 
: こと が で きま す 。 この ! 
: 部 分 は 、 第 7 日 の 関数 : 
: の 項目 で 学習 し ます 。 ! 








と 実行 する と 、 変 数 argc に は 4 と いう 数 字 が 入り ます 。main 関数 の 中 で は 、int 型 変数 
argc の 値 は 4、 と 参照 で きま す 

引数 の 中 身 は 、 配 列 argvy に 入っ て いま す 。 し か し 、 よ く 見 る と た だ の 配列 で は な さそ 
う で す 。char 型 宣言 の あと に ある 「*| は 、 ポ イン タ を 意味 し ます 。 ポ イン タ に つい て は 2 
時 限 目 で 詳し く 説明 する の で 、 今 は あま り 深 く 考 えな いで 大 丈夫 で す 

プロ グラ ム 実 行 時 に 渡し た 第 1 引数 は 、argvI1] と し て 参照 する こと が で きま す 。 つ まり 
この 場合 、 プ ログ ラム 名 を 含め た 引数 は 、 次 の よう に 配列 argv に 格納 され ます 


C: ぎ sourCe>Sample.exxe abc de E 
7 





ここ で 、 文 字 列 に つい て 復習 し て み ま し ょ う 。 文字 列 を 扱う に は 、 文 字 型 配列 を 利用 し 
ます 。 文字 型 配列 で は 、 そ れ ぞ れ の 要素 に は 1 文字 し か 入っ て いま せん 








Char 8 モエ [] = "hoge"z 


この 場合 、str[l] に は 文字 「o」、str[2| に は 文字 「g] が 入っ て いま す 。 で す が 、 


で Cha エ * arqgV[] 








と 書く と 、argv[il は 添え 字 番 号 ) で 、1 文 字 で は な く 文 字 列 を 参照 で きま す 。 こ れ が 、 
ポイ ンタ と いう も の を 使っ た 魔法 で す 
ポイ ンタ に つい て の 原理 の 詳細 は 、2 時 限 日 に 詳し く 説 明 し ます 


免 引 数 の 受け 取り 


引数 受け 取り : 
main (int argc, Cha エ * argY[] ) 





C : 等 SO いて ご G> amp le . Gxx@ 由 
de \ 
っ Y < 






引数 (プロ グラ ム 名 を 含む ) 
の 個数 argc : 4 


こつ ふか 







argy[3]:"E" 第 3 引数 
argy[2]:"de" 第 2 引数 


Sg | argy[1] : "abc" 第 1 引数 


arqgy[0] :"samplte.exe" プロ グラ ム 名 





第 5 日 1 時 限 目 @ プ ログ ラム 実行 時 の 引数 を 学 ほぼ う 


(3) サン プル プロ グラ ム を 使っ て 確認 する 
引数 を 読み 込ん で 表示 する プロ グラ ム を 書き まし 


【5-1_sample 1.c】 


昔 inctude <s モ dio- 語 計 


ュ n モ main(int argo, Char* argy[]) { 
さす p セ | お が 


printE(" プ ログ ラム 名 : %g ま mn", argv[0] ) 

Eor(1 = 1: 中 < argoz ユミ ++) { 
printE(" 第 %d 引 数 : %s 計 nr", 1, argv[i] ): 

} 


エ て ら Gurn 0z 


この 5-1_samplelc を コン パイ ル し 、 引 数 を 渡し て 実行 し ます 


C: 区 SOu と CeG>5-1 sampte1.exe aaa 2 4 


に 直人 軸 ょ 


プロ グラ ム 名 : 5-1 sampte1 .exxe* ! *5 : コン バイ ラ の 種 : 





第 1 引数 : ! 類 に よっ て は 、 ブ ログ : 
第 2 引数 : ! ラム 名 は 「C:\source ! 
ij \5-1_sample1.exe」! 
5 : と 絶対 バス で 表示 され ! 

| る 場合 が あり ます 。 


II は 4 な の で 、argvIll] 一 argv[3] に 引数 が 格納 され て いま す 。 引 数 の 出力 は 
字 列 な の ? で は 書式 指定 を 「%s] に し て いま す 
注意 し な けれ ば な ら な いこ と が あり ます 。 引数 は 





と 文字 型 人 を 指定 し て いま す 。 し た が っ て 、 例 え 引 数 に 数 値 を 渡し 2 


グラ ム 側 で 受け 取る と 文字 列 扱い に な り ます 。 引 数 に 数 値 5 を 入力 し ・ 間 で 


! *6: これ は 、 正 確 に ! 


は 文字 の 「5] と な っ て し まう 、 と いう こと で す 。 も し 数 値 に 直し た 光量 atoi 関 数 を : は ポイ ンタ を 使っ た 文 
使い まし ょ う 1 字 型 で す 。 
引数 の 書き 方 


と プロ グラ ム の 引数 が 複数 ある 場合 、 ひ と つ 以 上 の スペ ー ス で 区 切り ます 。 つ ま 
り 、 ス ペー ス が ある と 引数 の 区 切り と みな され て し まい ます 
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スペ ー ス を 含ん だ デー タ を 引数 に 指定 し た い 場 合 は 、 ひ と つの 引数 を ダ プ ブル クォート 
で 括り ます 


C: 壮 SO い と で @>5-1 sampte1.exe "Hel1to Wor1qd!" 


これ で 、 文 字 列 「Hello Worldl| が 第 1 引数 に 指定 され ます 。 シ ング ルク ォ ー ト 「'| で 
括る と 別 の デー タ と みな され る の で 、 注 意 し て くだ さい 





C: 壮 SOu エ CeG>5-1 sample1.exe 'Helt1lo Wor1qd!' 


この 場合 、 第 1 引数 に [Hello] が 、 第 2 引数 に 「World'| が 指定 され た こと に な り ま す 
ダ プ ルク ォ ー ト を デー タ に 含め た い 場 合 は 、 引 数 を 括る ダブ ルク ォ ー ト 以外 、 ダ ブル 
クォート の 前 に 「\ ま | を つけ ます 


et に *) よ コー トナ エキ 昌 1 いい 【* <- 症 MC に いい (に 9 を も Lu 


1 


引数 の 中 身 





最初 と 最後 の ダブ プル クォート は 、 引 数 を 括る 意味 で 使わ れ て いま す 。 中 の 2 つ は デー タ 
と し て の ダブ プ ブル クォート な の で 、 前 に 「\ ま |] を つけ て いま す 。 よ っ て 、 こ の 場合 の 第 1 引 
数 は 、「Hello "WorldW] に な り ま す 


外回り の 指示 を 受け 取る プロ グラ ム 
本 日 作成 する 山手 線 ゲ ー ム は 、 登 録 し て ある デー タ を コン ピュ ー タ と プレ イ 
ヤー で 交互 に 答え て いく ゲー ム で す 。 開始 場 所 は ラン ダム で す が 、 そ こ か ら 配 列 の うし ろ 
方 向 に 進む か 前 方 向 に 進む か を 指定 で きる よう に し ます 


【 山 手 線 デー タ の 場合 “】 
: 他 の デー タ を 使 ! 


1 用 する 場合 も 同様 で char *data[] ニ { "東京 ". "神田 ". "秋葉 原 ", "御徒 町 ". "上 野 ". 
| ーー 外回り (スタ ー ト ) 内 回 り 一 テ 


【 星 座 デー タ の 場合 】 
char *data[] ("お ひつ じ ". "お うし ". "ふた で "か に "し し 


ーー 外回り (スタ ー ト ) 内 回 り 一 と 


内 回 り (配列 うし ろ 方 向 順 ) を 基本 に し 、 プ ログ ラム の 実行 時 に 「-soto] と いう 引数 が 
す 


ms em、 。 流さ れ た 場合 の み 、 外 回 り (配列 前 方 向 順 ) に し ま 


! 義 さ れ て いな い 要 素 を 引数 を 指定 し 忘れ て いた 場合 は 、argv[] に は プロ グラ ム 名 し か 入っ て いま せん 。 引 数 が 
| 時 し よう と ずる で 、: 入っ て いる は す ず の argy 軸 に ! + 何 も 入っ て いな い の で 、 参 照 し よう と する と 環境 に よっ て 


: 環境 に よっ て は エラ ー : 
! に な り ま す 。 8 は エラ ー に な り ま す 
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第 5 日 。 1 時 限 目 @ プ ログ ラム 実行 時 の 引数 を 学 ほう 


よっ て 、argc で 引数 の 有無 と その 個数 を 先 に 確認 し て か ら 、 処 理 を 分 岐 し て お く 必 要 が 
あり ます 。 argc の 値 が 1 の と き は 、 プ ログ ラム 名 だ け で す 。 argc が 1 より も 大 きけ れ ば 、 
何 か 引 数 が ある と いう こと に な り ま す 


C : 壮 SO つ いて C@G>5-1 。@Gxe 


C : 半 BSOu エ て C@G>5-1.exe ab 





引数 が ある 場合 に 、 そ の 値 を 「-soto」 と 比較 し ます 


ュ in mawa エ il = 1: 


FE ((argc > 1) && (tromp(argy[1], "-soto") == 0)) { 
mawari = 0: 


論理 演算 子 & を を 使う と 、(argc > 1) が 偽 だ っ た 場合 は 、 次 の (strcmp(argvl1]. "-soto') 
= テー 0) の 判定 は 行い ませ ん 
両方 が 真 の 場合 は 、 デ ー タ 参照 順序 を 外回り (配列 前 方 向 順 ) に 変更 し ます 


の ロ ハバ い 


まとめ 


プロ グラ ム 実 行 時 の 引数 に つい て 学習 し まし た 
> 


プロ グラ ム の 中 で 引数 を 受け 取ら な い 場 合 は 、 
何 も 書 く 必要 は あり ませ ん 。 必要 な と きだ け 、 変 数 argc、argv を 使い ます 


今 ま で どおり main 関数 の あと の ( ) に は 
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1 時 限 目 で 学習 し た 引数 の 受け 取り に は 、 ボ ポイ ンタ を 使い まし た 。「C 言 語 
最大 の 難関 」 と 思わ れ が ちな の が 、 こ の 「 ボ イン タ 」 で す 。 


回 作成 する 例題 














配列 の スタ ー ト 位置 と 、 
そこ か ら 順 に すべ て の 要 
索 を 表示 する 









I 
マン ダル ファ イル は 人 10days_c lday05-02 匠 5.2 
この レッ スン の ね らい 


難し いと いわ れ が ちな ポイ ンタ で す が 、 実際 は それ ほど 難し いも の で は あり ませ 
ん 。 そ し て 、 好 ん で 頻繁 に 使う も の で も な いと 思い ます 。 無理 に 使う 必要 も あり 
ませ ん 。 

文字 列 の 配列 を 作る 場合 に は よく 利用 し ます が 、 ボ イン タ と いう こと は あま り 意 
識 せ ず に 使う こと が で きま す 。 プ ログ ラム 実行 時 の 引数 の 扱い が その 例 で す 。 

し か し 、 原 理 を 理解 し て いる ほう が よい こと に か わり は あり ませ ん 。 こ の 時 限 で 
は 、 ボ ポイ ンタ の し くみ に つい て じっくり 学習 し まし ょ う 。 





第 日 ら 時限 目 @ ポ イン タ を 理解 し よう 





紀 ブロ グラ ム を 作成 する 
1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 


井 inctude <8 モ dio .h> 
井 inctude < ュ ime . ロ > 
韻 incltude <gEd1ib.h> 


nt main() { 
char *data[] = { "お ひつ じ "。 "お うし "。 "ふた ご "。 すか が に"。 
mm じじ", " おとめ",。 "て ん ぴん ="。 "さそ り =。/ 
"いて "。 "や ぎ "。 "みず が め ゃ 。 "うお " }: 
nt data len = 12: 
1n 時 。 p/ 8B ヒ ar 


8rand (上 ュ ime (NULL ) ) : 
も ar ヒ = rand()%data lenz 


p と intE(" スタ ー ト 位置 %d %p 半 mn", S ヒ a エ 上 , daa+58 ヒ ar エ ) : 


or (D = St 上 ar エモ, 1 = 1: 1 <= data tenz エミ ++) { 
や エ と 1n 七 下 ( "%8 半 mn", *(da モ a+p) ): 
や ++ ょ 
FEF(p == data ten) { p = 0z } 

} 


と eturn 0z 


ク 2 入力 で きた ら 、「5-2.c」 と いう 名 前 "で 、「C:\source」 ディ レク 


っ 
トリ 下 に 保存 する 1 *1 : 拡張 子 に 注意 し 
5 て 保存 し まし ょ う 。 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\sourcel ディ レク トリ に 移動 
し て 、5-2.cC を コン パイ ル す る 


C : 笠 US ら 8 伴 US ら Gr>CQ| 将 SO い と て CG 


C : 壮 BO つ せい と で CG> 可 CC - 〇 5-2 5-2。.c 
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プロ グラ ム を 実行 する 。 配 列 の スタ ー ト 位置 と 、 そ こ か ら 順 に すべ 
て の 要素 が 表示 され れ ば 成功 ! 


/ に (に) トッ ーー ャ ルー ピン 代 うく: 


スタ ー ト 位置 7 0022FF3C 
さそ り 

いて 

や ぎ 

みず が め 


うお 

お ひつ じ 
pp 月 の 
ん 
か に 

l 加 の 

お と め 
て ん びん 





解説 
アド レス の し くみ 


ポイ ンタ の 説明 の 前 に 、 ア ドレ ス に つい て 説明 し ます 











(1) アド レス と は 

アド レス と は 、「 番 地 」 を 意味 し ます 

C 言 語 の プロ グラ ム の 中 で 、 あ る 変数 を 使う 場合 に つい て 考え ます 

int d = 5z 

この 場合 、 整 数 症 の 生 この 宣言 の あと 、 プ ログ ラム の 中 で 変数 d を 

KK する と 、 ず っ と [5 いう 数 字 が 取得 で きま す 。 ま た 、 あ る 時 点 で 変数 d に 「6| を 
代入 すれ ば 、 今 度 は 「6」 が 変 ON す 

プロ グラ ム を 実行 する と 、 変 数 d は 実行 し た コン ピュ ー タ の メモ リ 上 の 適当 な 場所 に 割 
り 振 られ 、 そ こ に 値 が 記憶 され ます 。 こ の 割り 振ら れ た 場所 の 位置 を 表す の が アド レス で 
す 。 こ の あと 、 同 じ プ ログ ラム 中 で 変数 d を 参照 する と 、 こ の アド レス か ら d の 値 を 取得 
で きま す 。 変数 d に 6 を 代入 し て も る 、 ア ドレ ス に ある d の 値 が 変更 され る だ け で 、 変 数 d の 


値 が 格納 され て いる アド レス は か わり ませ ん 
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第 日 ら 時 限 目 @ ポ イン タ を 理解 し よう 





(2) メモ リ の 割り 振り 
コン ピュ ー タ 上 で 一 時 的 に デー タ を 記憶 し て お く 領 域 を 、 メ モリ と 呼び ます 。 メ モリ は 

1 バイ ト ず つ に 区 切ら れ て いて 、 そ の 区 切ら れ た 各 場 所 に 、 順 に 番号 を つけ て いま す 。 こ 

の 番号 が アド レス で す 。 ア ドレ ス は 番号 な の で 、 何 桁 か の 数 値 で 表 さ れ て いて いま す 。 桁 

数 は 実行 する コン ピュ ー タ に より 異な り ま す 。 

⑯ メ モリ 内 の アド レス の 割り 振り 


メモ リ 


1 パイ ト 











プロ グラ ム は 、 実 行 時 に メモ リ 上 の 各 場 所 (アド レス ) に その プロ グラ ム で 使う 変数 や 
関数 を 割り 振り ます 。 そ こ に デー タ を 保存 し て お く こ と に より 、 プ ログ ラム 実行 中 に 変数 
の 値 を ずっ と 保持 し て お く こ と が で きる の で す 。 ア ドレ ス を 利用 し て 、 プ ログ ラム は 効率 
よく 実行 さき れる し くみ に な っ て いま す 。 

例え ば 、 次 の 3 つの 変数 を 利用 する プロ グラ ム を 実行 する と 、 変 数 d1、d2、c が 、 メ モ 
リ 上 に それ ぞ れ 割り 振ら れ ま す 。 





nt d1 = 2: 
nt dQ2 = 4z 
CDaAr O = "ね a"7 

















! * ら : 実際 に アド レス : 
1 の 値 を 参照 する と 、: 
: 16 進 数 で 表現 され ま 
: す 。 今 の と ころ は わか : 
1 りや すい よう に 、10 : 
! 進数 の 数 値 を 使っ て 説 ! 
明 し ます 。 1 





| メモ リ 上 に 同じ よう に | 
| 割り 振ら れ て いま す 。 








食 変 数 の メモ リ 割 り 当 て 





メモ リ 






RE 変数 の メモ リ 割 り 当て 


1003 int d1 = 2』 
1004 キーーーーーー nt qd2 = 4z 
1005 4 バイ ト Cha エ C = "'a': 


1 バイ ト 





クム ーー 








割り 振ら れ た 位置 (アド レス ) は 、 実 行 環境 に より 異な り ます 。 変数 d1 は int 型 変数 で す 。 
int 型 の デー タ は 4 バイ ト で す 。 つ まり 、 メ モリ の 1 区 間 を を 4 個 分 (4 バイ ト 分 ) 使っ て 値 
を 保存 し ます 。 

上 の 図 で は 、 変 数 d1 の アド レス が 1000 番 地 全 に な り ま す が 、 デ ー タ の 実体 は 1000 一 
1003 の 区 間 を 使っ て 保存 きれ て いま す 。 変数 d2 も 同様 で す 。 int 型 な の で 1004 一 1007 番 地 
を 使っ て いま す が 、 ア ドレ ス は 1004 番 地 を 指し ます 。 つ まり 、 デ ー タ が 保存 きれ て いる 和 領 
域 の 先頭 アド レス が 、 そ の 変数 の アド レス と いう こと に な り ま す 。 

最後 の 変数 c は char 型 な の で 1 バイ ト 、 つ まり 、 メ モリ の 1 区 間 だ け を 使っ て 保存 され 
ます 。 ア ドレ ス は 1008 で す 。 

プロ グラ ム の デー タ を 保存 する に は 、 デ ー タ の 型 の 大 き さ 分 、 メ モリ を 必要 と する こと 
を お ぼ え て お いて くだ さい ぐ 。 


2 
C 言 語 の 移植 性 に つい て 


1 
本 書 の 冒頭 で 、C 言 語 の 特徴 と し て 「 プ ログ ラム の ソー ス を 他 の OS に 移植 する こと 
が 容易 で ある 」 と 書き まし た が 、 こ れ は 「 ソ ー ス 」 の み で す 。 ある コン ビュ ー タ 上  。 
で 作っ た 実行 ファ イル を 、 別 の OS の コン ピュ ー タ 上 に 持っ て いっ て も 、 動き まま せん 。  。 
これ は 、 ソ フト の 実行 形式 や アド レス の 割り 振り 方 な ど が コン ビュ ー タ や コン バイ 
ラ に より 異な る か ら で す 。 1 
た だ し 、 ソ ー ス を 別 の OS で コン バイ ル し 直す と 、 動 きま す 。 こ れ が 「 移 植 が 容易 」 
と いう 意味 で す 。 逆 に いう と 、 同 じ 0S、 同 じ コ ンピュータ の 種類 で コン バ パイル し た | 
も の は 、 別 の コン ビュ ー タ 上 で も コン バイ ル し 直す こと な く 、 実行 ファ イル を 動か | 
すこ と が で きま す 。 1 

ゴ 


第 5 日 ら 時 限 目 @ ポ イン タタ を 理解 し よう 





(3) 実際 に アド レス を 参照 し て みる 


アド レス は 、 変 数 名 の 前 に 「&] を 


【5-2_sample1.c】 


つけ る と 参照 で きま す 。 試し て み ま し ょ う 





韻 include <8 モ 上 dio .h> 


int main() { 
1n モ dG = 5 
int a = 10z 
CBbaziG lm "a'z 


printEF( "の アド レス 
printE( "a の アド レス 


printE( "Cc の アド レス : 


d = 6 
printE( "dd の アド レス 
ェ return 0z 





の アド レス : 0022FF8C 値 : 


a の アド レス : 0022FrF88 値 : 
c の アド レス : 0022FF87 値 : 
の アド レス : 0022FF8C 値 : 


: %p 値 : 
: %p 値 : 
%p 値 : 


:%p 値 : 


品 


%d 将 nm" ,。 gd, ) > 
%d 壮 nm"。 &a,。 a )』 | 
%C 普 nn"。 を C。 で )』 


%d 生 n",。 gd, d ): 





アド レス 表示 の 書式 に は %p を 使い 、 表 示 は 16 進 数 に な り ま す 


この プロ グラ ム で 、 各 変数 が 格納 され て いる 位置 (アド レス ) を 見 る こと が で きま 
す “。 途 中 で 変数 d の 値 が 5 か ら 6 に 変わ り ま し た が 、 ア ドレ ス は その まま で す 1 *4: ア ドレ ス の 値 は 、: 


ク ボイン タ の し くみ 


アド レス を 理解 し た うえ で 、 


(1) ポイ ンタ の 基本 


さて 、 ア ドレ ス の 存在 だ け 知 っ て いて も 、 
り 振 られ た 変数 の 場所 に は 値 が 格納 され て いま す が 、 値 の か わり に 「 別 の 変数 が 格納 され 
て いる アド レス 」 を 保存 し て お く こ と も で きま す 。 値 の か わり に アド レス を 保存 し て お く 
と 、 そ の アド レス を 指し 示し て いる こと に な り ま す 。 こ れ が ポイ ンタ で す 


i 実行 する 環境 に よっ て : 
1 異な り ます 。 


いよ いよ ポイ ンタ に つい て 説明 し ます 


あま り 意 味 は あり ませ ん 。 通常 、 メ モリ に 割 








ビッド 
! *5 : 「<] を 変数 名 の : 
! すぐ 前 に つけ る か 、 型 | 
! の うし ろ に つけ て 書く : 
: か は 、 個人 の 自由 で す 。: 


@ ボ ポイ ンタ の 正体 





指す 








ある 変数 の アド レス を 値 と し て 持つ 変数 を 、「 ポ イン タ 変 数 ] と いい ます 。 ポ イン タ 変 
数 の 宣言 は 、 変 数 名 の 前 に 「・] を つけ て 書き ます 。 


【 ポ イン タ 変 数 の 宣言 ①】 
ミロ n モ *pz 








また は 、 


【 ポ イン タ 変 数 の 宣言 ④】 
| nt p: > 市 


と 書き ます “。 こ れ で 、int 型 の デー タ が 格納 され て いる アド レス を 指す ポイ ンタ 変数 が で 
きま し た 。 こ の 変数 に 、 別 の int 型 変数 d の アド レス を 代入 し ます 。 
変数 の アド レス は 、 変 数 名 の 前 に 「&] を つけ て 表し ます 。 











ュ ミロ n ヒ *pz 
3nt d= 5 
p = &dz // 変数 さき の ア ドレ ス を ポイ ンタ 変数 p に 格納 する 





こう する と 、 そ の あと の プロ グラ ム で は 、 


D 変数 d の アド レス 
*D 変数 d の 値 (指し 示す アド レス の 値 ) 


と し て 、 そ れ ぞ れ の 値 を 参照 で きま す 。 科 単 な プ ログ ラム で 確認 し て み ま し ょ う 。 


第 5 日 - ら 時 限 目 @ ポ イン タ を 理解 し よう 


【5-2_sample2.c】 


# ミ nctude <stdio .h> 


nt main() { 
nt *pz // ポイ ンタ 変数 
nt d = 5 


p = gdz // 変 数 き の ア ドレ ス を ポイ ンタ 変数 p に 格納 する 
pintE( "の アド レス : %p 値 : %q\n", gd, d ): 
pintE( "p の アド レス : %p\n",。 gp ): 

printE( "p が 指す アド レス : %p p の 値 : %q\n", p , *p) 
d = 6 

p ェ intE( "p が 指す アド レス : %p ゎ の 値 : %d き nr, p , *p): 
エ ら GEurn 0』 


w 









d の アド レス : 0022FF88 値 :5 
p の アド レス : 0022FF8C 

p が 指す アド レス : 0022FF88 p の 値 :5 
p が 指す アド レス : 0022FF88 p の 値 :6 







ポイ ンタ 変数 p が 指し て いる の は 変数 は d の アド レス で 、*p の 値 は 変数 d の 値 に な っ て い 
ます 


@ ポ イン タ と 値 の 参照 


メモ リ 






0022FF88| 変数 q: 値 5 | 


バ ポイ ンタ 


0022FF8C| ポイ ンタ 変数 p : 値 | 











に 、「( 現 在 ) どこ も 指し て いな い 」| と いう 意味 の 、 








【 ポ イン タ 変 数 を NULL で 初期 化 】 
nt *p = NULLz 


@ ボ ポイ ンタ 変数 に NULL を 代入 





メモ リ 






0022FF88 | ポイ ンタ 変数 p : 値 


>" どこ も 指し て いな い 








(3) ポイ ンタ と デー タ 型 


先ほど は int 型 の 変数 を 指し 示す ポイ ンタ 変数 を 作り まし た 。 int 型 に 限ら ず 、 他 の デー 
タ 型 で も 、 ポ イン タ 変 数 を 作り 出せ ます 。 た だ し 、 あ る 変数 の デー タ 型 と 、 そ れ を 指し 示 
す ポ イン タ 変 数 の デー タ 型 は 、 同 じ で ある 必要 が あり ます 。 











nt *pz // ポイ ンタ 変数 
doubte d = 5.2』 
p = &dz 






ーー 変数 d と それ を 指し 示す ポイ ンタ 変数 p の デー タ 型 が 一 致し て いな い 


doubte *pz // ポイ ンタ 変数 
doubte d = 5.2』 


p = &dz 





5 変数 d と それ を 指し 示す ポイ ンタ 変数 p の デー タ 型 が 一 致し て いる 





文字 列 の ポイ ンタ を 作っ て み ま し ょ う 。 


Char よら 5 七 了 エ = "EEGBt"z 
8 ヒエ = "ChangG"z 


最初 に 文字 列 "test' が メモ リ 上 に 格納 され 、 ポ イン タ 変 数 str は その 先頭 アド レス を 指し 
て いま す 。2 行 目 の 代入 で 、 今 度 は ポイ ンタ 変数 str は 文字 列 "change" が 格納 され た 先頭 ア 
ドレ ス を 指す よう に 変更 され た こと に な り ま す 。 


第 5 日 - 時 限 目 る ボイン タ を 理解 し よう 


ポイ ンタ 変数 に 格納 する の は アド レス な の で 、 文字 列 を コピ ー す る strrcpy 関数 で は な く 、 
イコ ー ル 「=」| を 使う こと が で きま す 。 


配列 と ポイ ンタ ① 
アド レス と ポイ ンタ に つい て 理解 は で きた けれ ど 、 こ れ が いっ た い 何 の 役 に 
の ? と 思う 方 も いる で し ょ う 。 こ こ で 、 ポ イン タ の 利点 に つい て 考え て み ま し ょ う 。 


例え ば 、 複 数 の 人 で 本 を 回 覧 する 場合 を 考え ます 。 

今 現在 、 だ れ が 本 を 持っ て いる の か 知り た い 場 合 は 、 端 か ら 聞い て 回 る か 、 最 初 に 読ん 
だ 人 か ら 順 に 、 次 に 誰 に 渡し た か を 確認 し て いく 必要 が あり ます 。 

し か し 、 誰 か 一 人 が 「 今 、 誰 が 本 を 持っ て いる か 」 を 把握 し て いれ ば 、 そ の 人 に 聞け ば 
すぐ に わか り ま す 。 こ の ケー ス で いう 、 そ の 一 人 だ け 把 握 し て いる 人 が 、「 ポ イン タ 」 で す 。 
「 ポ イン タ の お か げ 」 で 、 情 報 を すばやく 引き 出す こと が で きる の で す 。 


別 の 例 で 考え まし ょ う 。 あ な た は 、 あ まり よく 知ら な いり 場所 へ 行か か な けれ ば な ら な く な 
り ま し た 。 そ いう と き は 、 地 図 を 頼り に 目的 の 住所 を 探し た り 、 電 柱 に 書い て ある 住所 を 
頼り に 探し た りす る で し ょ う 。 し か し 、 目 的 の 住所 の 近く に 知っ て いる 場所 や 建物 が あれ 
ば 、「 そ こ か ら 5 軒 目 ] と か 「 そ の 次 の 道 を 右 に 曲がっ て 2 軒 目 ] な ど 、 特 定 の 場所 を 基点 
に し て 探す こと が で きま す 。 

ポイ ンタ の 場合 も 同様 で す 。 メ モリ 上 の ある 基点 アド レス を も と に 、 そ こ か ら 「 ひ と つ 
先 ] 「3 つ 先 ] と 指定 すれ ば 、 デ ー タ を 素早 く 引き 出す こと が で きる の で す 。 


(1) 文字 型 配列 
第 4 日 に 学習 し た 文字 列 を 思い 出し て くだ さい 。 文字 列 は 特殊 な 文字 型 配列 で す 。 





Char st 上 エ [] = "hoge"z | 





実は 、 配 列 の 各 要 素 の アド レス は 、 住 所 の よう に 続い て いる の で す 。 

str[2| な ら 、str[O] を 基点 に し て 先 に 2 つ 進 ん だ 場所 に デー タ が 存在 し ます 。str[3] は 、 
strIO] を 基点 に し て 3 つ 先 の 場所 に デー タ が 存在 し ます 。「 配 列 str] は 、strIO| の アド レス 
を 指し て いま す 。 配列 名 は 、 ポ イン タ の 役割 を し て いる の で す 。 

ポイ ンタ を ひと つ ず ら す (str + 1) と 、 次 の str[ll の アド レス を 指し ます 。 よ っ て 、 そ 
れ ぞ れ の 要素 の アド レス は 、 


Str Str[O0] の アド レス 
str 十 1 str[1] の アド レス 
str 十 ら str[2] の アド レス 
sr 寺 3 str[3] の アド レス 


と 、 表 現 で きま す 。 各 要素 の 値 を 参照 する に は 、 ア ドレ ス の 中 身 を 示す 「*| を つけ ます 。 








*(Str) str[O] の 値 
*(str 十 1) str[1] の 値 
*(str 十 の ) Str[2] の 値 
*(str 十 3) str[3] の 値 


人 @ 文 字 型 配列 と ポイ ンタ 


メモ リ で Cha エエ 8 上 エ [] = "hoge"z 








0022FF78 | str[O] : !h' マーーー st : アド レス 0022FF78 


0022FF79 | stEr[1] : !o! 5 モエ + ユ 
0022FF7A | stEr[2] : 'g' 5 モエ +2 
0022FF7B | str[3] : 'e' 8 ヒエ +3 





ポイ ンタ 
0022FF7C | SEr[4] : ! 和 0 








アド レス 





プロ グラ ム で 確認 し て み ま し ょ う 。 


【5-2_sample3.c】 


#inctude <s モ Edio. ロ > 
若 include <8 上 ng.h> 


int main() 【 
Char St エ [] = "hoge": 
さす の n モ ゴ 証 


8 = Strlen(St エ ): 
for( ミ = 0z 1 < gz エミ ++) { 


p エ intFE( "sr[%d] : %C アド レス : %p\ ま nm",。 エ 。 * メ (5 ヒエ + ュ ) 。 8 モエ + エ )』 


} 


eturn 0: 








写 





第 5 日 ら 時 限 目 る ポイ ンタ を 理解 し よう 


に ュ オ コリ 3 ・0022FF78 
8 モエ [1] : 3 ・ 0022FF79 


ビュ オ コ シ 9 1 ・ 0022FF7A 1 *8: 文字 列 最 後 の : 
8 キモ と エ [3] : ・0022FF7B“ ! "\D' に つい て は 出力 を ! 
: 省略 し ます 。 1 





配列 デー タ の アド レス が 続い て いる こと を 確認 で きま す 。 文字 型 の 配列 な の で 、 メ モリ 
1 区 間 に 1 文 字 ず つ 格 納 さ れ ま す 

NAMMeto- っ イン の 科 凍 し て いる の で 、 配 列 名 の 前 に 「&] を つけ ず 、str+i 
だ け で アド レス を 表し ます 


(2) その 他 の 型 の 配列 
も う ひ と 実験 し て み ま す 。 int 型 配列 の デー タ と アド レス を 参照 し て み ま す 


int d[] = { +0。 20, 30 }: 





: 0022FF78 
: 0022FF7C 
: 0022FF80 
今度 は アド レス が 連続 し た 番号 で は あり ませ ん 。 こ れ は 、1 ア ドレ ス は 1 バイ ト 分 の 大 
き さ を 表し て いる か ら で す 。 文字 型 は 1 バイ MP 文字 型 配列 の 場合 、 ポ イン タ を 
ひと つ ず ら す と 1 バイ ト 分 、 つ まり 7 に と つ ず つ 移 動 し まし た 
し か し 、 整 数 型 は 4 バイ ト 必 要 な の で 、 ポ イン タ が ひと つ ず れる と アド レス は 4 つ 先 を 


示し ます 。 配列 の デー タ 型 に よっ て 、 ア ドレ ス の ずれ 方 が 異な り ま す 


























人 整数 型 配列 の ポイ ンタ 

メモ リ 

[ nt d[] = { 10, 20, 30 }): 
0022FF78| d[O] :10 ーー 一 [ーー aq: アドレス 0022rr78 
0022FF79 d+1 
0022FF7A 

d+2 
0022FF7B 3 
0022FF7C|d[11 :20 まま 
0022FF7D 
0022FF7 セ 
0022FF7F の こ 
0022FF80|qd[2] :30 
int 型 な の で 4 バイ ト す 




















4 配列 と ポイ ンタ ② 
ポイ ンタ は 、 複 数 の 文字 列 デ ー タ を 扱い た いと き に 活躍 し ます 。 
C 言 語 で は ひと つの 変数 に は ひと つの 値 が 入り 、 複 数 の デー タ を まとめ て 格納 する に は 
配列 を 利用 し ます 。 





nt d1 = 5 
も 2E] mf( 5。 5。 23。] ょ 





今度 は 文字 列 の 場合 を 考え て み ま し ょ う 。 動物 名 を 格納 する 変数 を 作り ます 。 





[ char animal[] = "dog"z | 





別 の デー タ が 必要 と な っ た と き は 、 新 し い 変 数 を 作り ます 。 


Char anima12[] = "Ca も 上 " ぁ z 


また 別 の デー タ が 必要 に な っ た ら …… と 延々 に 繰り 返し た 場合 、 変 数 animal、animal2、 
animal3、animal4…… と 次 々 に 新しい 変数 が で き て し まい ます 。 

「 こ れ を 配列 に で きた ら 便 利 な の に ! 」 と 誰 も が 思う こと で し ょ う 。 例 えば 、animal[2] 
を 参照 し た ら 、 文 字 列 「rabbit] が 取得 で きる と いう 具合 で す 。 し か し 、 文 字 列 と は 文字 
型 の 配列 で すか ら 、 各 要素 の アド レス に は 1 文字 し か 入り ませ ん 。 


人 @ 文 字 列 と アド レス の 解決 で き な い 問題 













char animal[] = “『dogd"s 











メモ リ Char anima12[] = "Ca": | 
Char animalt3[] = "rabb ふ i ヒ 上 ": | 
2OCCOOCK 配列 と し て 扱い た い ! 
rcarrarrY 
ひと つの アド レス に は 
1 文字 し か 入ら な い 
| 
アド レス 
」 





これ を 解決 する に は 、 ど こ か に それ ぞ れ の 文字 列 デ ー タ 「dog」 「cat」 「rabbit」 を 定義 
し て お き 、 そ の 先頭 アド レス を 値 と し て 配列 に 格納 すれ ば 、 動 物 名 を 複数 格納 する 配列 が 
で き あ が り ま す 。 こ の よう な 配列 が 、 ポ イン タ 配 列 で す 。 


第 5 日 ら 時 限 目 る ポイ ンタ を 理解 し よう 


@ ボ ポイ ンタ 配列 


ポイ ンタ | 
を 3 
メモ リ ( 各 文 字 列 の 先頭 アド レス を 指す ) | 


| 
へ ヘン ベン | 
| 
| 
| 





















に * 人 3 
| 0022FF78| st ェ [0] : アド レス 00403000 
| 0022FF79 
| 0022FF7A o0403000| qr 

0022FF7B 00403001 | 'or 

0022FF7C| st[1] : アド レス 00403004 oo403002| gr ま | 

0022FF7D 議 議 本 
| 0022FF7 互 00403004 | 'c' 
| 0022FF7F 00403005 | 'a' 

0022Fr80 00403006 | 't" 

* * 光 0! 
| 00403008| ' ェ * 
に 00403009| 'a* 
アド レス 本 

| ok 呈 ン 0040300A| 'b*" 
| ポイ ンタ は 4 バイ ト ーー 
| に ト 
| ES 
| me | | 
| ペン ペン | 


ポイ ンタ は 4 バイ ト 必 要 な の で 、 ポ イン タ が ひと つ ず れる と アド レス は 4 つ 先 を 示し ます 。 
ポイ ンタ 配列 の 宣言 は 、 他 の ポイ ンタ 変数 と 同様 、 


【 ポ イン タゲ 配列 の 宣言 】 
Cha エ * gt 上 エ [] 








と いう 書き 方 を し ます 。 簡 単 な プ ログ ラム で 試し て み ま し ょ う 。 


【5-2_sample4.c】 
井 inclLude <8 モ do .h> 





int main() { 
で ha エ * 5 上 エ [] = {"dog", "Ca も 上"。 "エエ aD わ 1 上 "): 
1pt 1: 


EoOr( キ sm 07 31 < 37 ユエ + ャ ) {( 
や と ュ in モモ E ( "%p 8 モエ [%d] : %5s アド レス : %p ま mn", 
セ エ + エ 。 エ 。 8 ヒエ [ユエ ] 。 * よ (コモ ヒエ + ふ ミ ) ) ヶ 
} 
eturn 0: 














0022FF78 st ェ [0] : dog アド レス : 00403000 


0022FF7C gt 上 エ [1]: ca 上 アド レス : 00403004 
0022FF80 st ェ [2] : rabbit アド レス :00403008 


1 





str[ 添 え 字 番 号 ] だ け で 、 PS 表す で きま し た 
ポイ ンタ 配列 の アド レス は 連続 し て 0 それ ぞ れ の 文字 列 が 格納 され て いる アド 
レス は 別 の 場所 で す 


1 *7: 文字 列 の 代入 に : 5-2_sample4.c は ポイ ンタ 配列 の 宣言 時 に 初期 化 を 行っ て い * ゝ ます 。 宣言 時 に 初期 化 を 行 


: は イコ ー ル (ご) を 使 : わな い 場 合 は 、 あ と か ら 値 を 設定 し まし 
| ! わ ず に strcpy 関 数 を : 
| ! 使い ます が 、 ポ イン タ : で で の 1 マ 
! 配列 の 各 要素 に 格納 す : Cha エ * 5 上 [31 
| る の は アド レス な の gtr[0] = "dog": 
 ! で 、str[O] = "dog": : 
| ! と 、 イ コー ル を 使う こ : 5 モエ [1] = "cat": 
| と が で きま す 。 5 モ ェ [2] = "rabbi": 
引数 の 受け 取り 


さて 、 ポ イン タ 配 列 の 書き 方 に お ぼ え が な いで し ょ うか ? 本 日 の 1 時 限 目 の 引 
数 の 受け 取り に 使っ た 、 


1n ヒ main(1nt argc, Char* argy[]) { 
と いう の は 、 ま さ に ポイ ンタ 配列 で す 。 プ ログ ラム が 実行 され る と 、 プ ログ ラム 名 と その 
引数 の デー タ は メモ リ 上 の ある 位置 に 書き 込ま れ ま す 。 ポ イン ヶ 配 列 argv は 、 2 ログ ラ 
ム 名 と その 引数 の 先頭 デー タ の アド レス を 示す こと に な り ま す 。 よ っ て 、argv[IO| で プロ 
グラ ム 名 を 、 そ れ に 続い て argv[l]、argy[21…… で 指定 し た 引数 を 参照 で きる の で す 


6 ボイン タタ 配列 の デー タ を ラン ダム 位置 か ら す べ て 順に 表示 する 
ここ まで 理解 で きた と ころ で 、 こ の 時 限 の 冒頭 で 作成 し た プロ グラ ム を 、 よ 

見 直し て くだ さい 

12 個 の デー タ を 持つ ポイ ンタ 配列 data の 要素 を 、 す べ て 順に 表示 し まし ょ う 。 表示 を 
は じ め る 位置 は 、 ラ ンダ ム に 設定 し ます 

「 現 在 ど の デー タ を 表示 する か 」 の 位置 は 、 最 初 は ラン ダム に きま っ た 表示 位置 と 
ます 。 そ こ か ら 順 に デー タ を 表示 する に は 、 そ の 位置 を 順に ずら し て いき ます Po 
位置 は 、 変 数 p を 利用 し ます 。 表 示 を 行う ポイ ンタ 配列 の アド レス は 、「data + p] に な り 
ます 。p の 初期 値 は ラン ダム 値 で 、 そ こ か ら ひ と つ ず つ 位 置 を ずら し 、 配 列 の 最後 に な 

た ら 配 列 の 頭 に 戻る よう に し ます 


と 





第 5 日 ら 時 限 目 @ ポ イン タ を 理解 し よう 


人 @ 12 個 の デー タ の うち 、p の 位置 は ラン ダム に きめ る 





12 個 の デー タ 





に ュ コ ー ャ ュ コ 


| 
[ 
回 圏 回 圏 間 回 還 較 間 還 較 問 




















cha *Ga モ a[] = 人 ( ( 略 :12 個 の デー タ ) } ヵ 
int data len = 12: 
中 も お p/ 8 も Aa も 7 


rand (time (NULL ) ) 
Ear モ = rand()%data ten:// ス ター ト 位 置 の 決定 
For(p = start。 1 = 1: i <= data tenz ++) { 
デー タ の 表示 
や ++』 
FE(p == data_ ten) { p = 0z } 





な お 、 配 列 の アド レス と その 値 が 指し 示し て いる アド レス は 、 





p エ in ( "%p %p 壮 nm", da モ a+p, ょ * (data+p) ) : 


で 確認 で きま す 。 


難し いと 思わ れ が ちな ポイ ンタ で す が 、 実 際 の と ころ 、「 ポ イン タニ = 指し 示す も の 」 と 
理解 し て いれ ば 、 結 構 単純 な 話 で す 。 

メモ リ と アド レス の 話 は コン ビュ ー タ の し くみ に も か か わっ て くる の で 、 こ の あたり の 
話 が 理解 で き て いる と 、 将 来 大 規模 な プロ グラ ム を 書く と き に も 、 き っ と 役に立つ で し ょ 
う 。 





: * : 変数 p は 、 ポ イン ! 
: 変数 で は な く た だ の : 
: int 型 変数 で す 。 表 示 
: する デー タ の 位置 を 表 
| し て いま す 。 





ボイン タ を 利用 し た 山手 線 ゲ ー ム を 作り ます 。 
ゲー ム を 外回り に 進め た い 場 合 は 、1 時 限 目 で 学習 し た 、 プ ログ ラム 実行 
時 の 引数 を 利用 し ます 。 


回 作成 する 例題 












ーー ドジ 225 フーー 
山手 線 ゲ ー ム を 行い 、 デ ー タ 
を すべ て 出し 終え た ら 、「 あ 
な た の 勝ち ! ] と 表示 され る 


サン プル ファ イル は 
こち ら 10days_c 


】 day05-03 「」 yamanotesen.c 


この レッ スン の ね らい 

山手 線 ゲ ー ム は コン ピュ ー タ と プレ イヤ ー が 交互 に デー タ を 出し あう ゲー ム で 
す 。 

ら 時 限 目 ま で で 学習 し た 内 容 を も と に 、 対 戦型 ゲー ム を 完成 させ まし ょ う 。 


第 5 日 3 時 限 目 久山 手 線 ゲー ム を 完成 させ よう 





2 1 3 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 


井 1inctude <stdio .h> 
井 include < も ime .h> 
inctude <sd1ib .h> 
井 1nc1Lude <8 モ エ ュ ng.h> 
提 inctude <windows .h> 





ュ n 七 main (in argc, Char* argY[]) { 
char *data[] = {( "お ひつ じゃ 。 "お うし "。 "ふた ご "。 "が か に "。/ 
wi 放 my "おとめ =。 "て ん びん = 財 さ そり =, 
"いて "。 "や ぎ ="。 "みず が め "。 "= うお" })5 


int data ten = 12: // デー タ の 数 

char nput[10]: // プレ イヤ ー 入 力 値 

nm エエ ,。 や , 5 セ a エ 七 : 

nt win = 1: // プレ イヤ ー が 勝ち の 場合 は 1 
nt mawari = 1: // 内 回 り の 場合 は 1 

nt p turn = 0: // プレ イヤ ー の ター ン の 場合 は 1 


FE ((argo > 1) && (sromp(argy[1], "-soto") == 0)) { 
mawa エ 1 = 0z 


} 


rand (上 ime (NULL ) ) : 

ar ェ = rand()%data tenz: 

printE(" 古今 東西 山手 線 ゲ ーー ム ! ま n"): 

printE(" お 題 : 星座 の 名 前 ま n" ) : 

For (D = 8a ェ 上 。 ii = 1: 中 <= data tenz ユエ ++。 p urn = !p turn) { 
Steep(500): 
FE(p turn == 0) { printE(" コ ンピュータ "『): } 
else { printE("m プレ イヤ ー*): } 
printE(" の 番 ちゃ ん "): 
Steep(500) > 
printE(" ちゃん! > "): 














FE(p turn == 0) 
D エ ュ in ( "% 将 nm" 。 * (da モ a+ や ) ) : 


}) etse { 
SCanF ("%S", npu も ) 
white (getchar() != ' ま nm') { } 
1 ( s 上 omp(* (da モ a+p) , input) != 0) { 
win = 0: 
breaK: 
} 
} 
1F (mawa エ 1 == 1) { p++:z } else { p--: } 
1E ( (mawari == 1) gg (p == qata ten)) { p = 0z } 
1F ( (mawar1 == 0) && (p == -1)) { p = qata ten-1: } 


+} 

ュ if (win == 1) { printE(" あな た の 勝ち !"): } 
else { printE(" あな た の 負け ! 『): } 

GEurn 0: 


) 
入力 で きた ら 、「yamanotesen.c」 と いう 名 前 で 、「C:\source」 
2 ク ディ レク トリ 下 に 保存 する 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
し て 、yamanotesen.C を コン パイ ル す る 


コリ ュ つ うす よい 1 ユマ スズ ・・ 還 (に) トス ココ 


C : 半 SO つい ご G> 可 ご ご - 〇 Yamanot 上 esen Yamanotesen . ご 





4 プロ グラ ム を 実行 する 


C : 苦 BO 〇 いと で ど G>8manO 〇 も 上 GSGn . GxG 





(236 ) 


第 日 3 時 限 目 久山 手 線 ゲ ー ム を 完成 させ よう 


一 度 も 間違え ず に デー タ を 全て 出し お えれ ば 、 プ レイ ヤー の 勝ち ! 


古今 東西 山手 線 ゲ ーー ム ! 

お 題 : 星座 の 名 前 

コン ピュ ー タ の 番 ちゃ ん ちゃ ん ! > ふた ご 
6 に 


コン ピュ ー タ の 番 ちゃ ん ちゃ ん ! > お ひつ じ 
プレ イヤ ー の 番 ちゃ ん ちゃ ん ! > お うし 
あな た の 勝ち ! 





入力 を 間違え た ら 、 プ レイ ヤー の 負け! ゲー ム 終 了 ! 


C : 笠 BOu エ で @G>YamanO も GSen . GxxeG -8O モ Oo 
古今 東西 山手 線 ゲ ーー ム ! 
お 題 : 星座 の 名 前 


コン ピュ ー タ の 番 ちゃ ん ちゃ ん ! > うお 
プレ イヤ ー の 番 ちゃ ん ちゃ ん ! > お ひつ じ 
あな た の 負け ! 





。 解説 
対戦 型 の ゲー ム 


対戦 刑 ゲ ー ム で は プレ イヤ ー の 番 と コン ピュ ー タ の 番 が 交互 に 入れ 替わり ます 
12 個 の デー タ を 交互 に 表示 する プロ グラ ム を 考え て み ま し ょ う 。「 デ ー タ を 表示 する 
処理 は 同じ な の で 、 繰 り 返 し 処理 の 部 分 を 、「 コ ンピュータ の 番 
が それ ぞ れ 行わ れる よう に し ます 
p_turn と いう int 型 変数 を つく り 、 そ の 値 が 1 の と き は プレ イヤ ー の ター ン で 、0 の と き 
は コン ピュ ー タ の ター ン と し ます 


と 「 プ レイ ヤー の 番 


nt p turn = 0: // プ レイ ヤー の ター ン の 場合 は 1 


For( 初期 値 : 終了 条件 : p turn = !p turn) { 
ff(p turn == 0) { コン ピュ ー タ の 番 の 処理 : } 
else { プレ イヤ ー の 番 の 処理 ): } 
共通 の 処理 : 


繰り 返し プロ ッ ク の 中 で 、 コ ンピュータ と プレ イヤ ー で 処理 内 容 が 異な る 場合 は 、 フ ラ 
グ を 利用 し ます 
「 フ ラグ を 立て る 」「 フ ラグ を 隆 ろ す 」 と いう 言葉 を 開い た こと が ある 方 も いる で し ょ う 


フラ グ と は 、 そ の まま 「 旗 | の 意味 で す 





! * ら :UNMX 処 理系 に は 、: 
! sleep と いう 関数 が 存 : 
! 在 し ます 。 こ ちら の : 
! sleep 関 数 は 、 指 定時 
: 間 の 単位 は 秒 で す 。 も : 
! し も 使う 機会 が あっ た : 
! ら 、 引 数 の 単位 を 間 違 : 
! えな いよ うに し まし ょ : 
3 人 1 





フラ グ が 立つ と は 、 あ る 事象 が ON に な っ て いる 状態 の こと で 、 逆 に フラ グ を 降ろ す と は 、 
その 事象 が OFF に な っ て いる 状態 の こと で す 。 コ ンピュータ の 世界 で は 一 般 的 に 、ON の 
と き を 1、OFF の と き を 0 と みな し ます 。 

この プロ グラ ム で は p_turn を フラ グ と し ます 。 プ レイ ヤー の 番 の と き が 1 な の で 、 プ レ 
イヤ ー の 番 の と き は 「 フ ラグ が 立っ て いる 」 状態 に な り ま す 。 


人 @ フ ラグ が 立っ て いる と き が 、 プ レイ ヤー の 番 


ノン ァ p_Eurn = 0z 
p_ も un = 1z 
フラ グ が 立っ た ! 


| 
| アー p_Eurn = 0: | 
| 


繰り 返し 処理 が 終了 し た ら 、 タ ー ン を ひっ くり 返し ます 。「!p_turn」 で 現在 の p_turn 値 
を ひっ くり 返し 、 そ れ を また p_turn に 代入 し ます 。 
これ を 繰り 返す こと に より 、 交 互 に 処理 を 行う 対戦 刑 ゲ ー ム が で き あ が り ま す 、 





「 待 ち 」 時 間 を 作る 

山手 線 ゲ ー ム で は 、 コ ンピュータ と プレ イヤ ー の 番 が 交互 に 来 ま す 。 プレ イヤ ー 
の 番 の と き は 文字 列 を 入力 し て [Enter] キー を 押す の で 、 そ の 間 、 多 少 の 時 間 が か か り 
ます 。 で す が 、 コ ンピュータ の 番 の と き は 高速 で 処理 が 行わ れる た め 、 す ぐに デー タ が 表 
示さ れ て し まい ます 。 そ れ で は 山手 線 ゲ ー ム と し て の 雰囲気 が 出 な い の で 、 コ ンピュータ 
側 に も 多少 の 「 待 ち 」 時 間 を 持た せる よう に し ます 。 


Sleep 関数 を 使っ て 、1 秒 だ け 処 理 を 待た せ て み ま し ょ う 。 


【Sleep 関 数 】 
Steep(1000): 





と する と 、1 秒 だ け 処 理 を 眠ら せる こと が で きま す 。 引 数 に 秒 数 (単位 : ミリ 秒 ぐ を 指 
定 する の で 、1 秒 だ と 長い と 感じ る 場合 は 、 引 数 に 500 と いっ た 値 を 指定 する と よい で し ょ 
う 。Sleep 関 数 を 使う に は 、windowsh を イン クル ー ド し ます 。 


で は 、 先 ほど 学習 し た 対戦 型 の し くみ も 一 緒 に 考え た プロ グラ ム を 作成 し て み ま す 。 す 
べ て 自動 で 表示 され る プロ グラ ム で す 。 


多 第 5 日 - 3 時 限 目 @ 山 手 線 ゲ ー ム を 完成 させ よう 


【5-3_sample1.c】 


#inctude <stdio .h> 
# ミ nctude < モ ュ me .h> 
#include <std1ib.h> 
井 include <windows .h> 


in main() { 
Char *data[] = { ( 略 : day05-02\5-2 .c 参照 ) }: 
nt data ten = 12:  // デ ー タ の 数 
ふせ n モ エエ 。 D。 8 ヒ a ア ヒ > 
nt p turn = 0 // プ レイ ヤー の ター ン の 場合 は 1 


rand (上 ime (NULL ) ) 
8 ヒ a ェ ヒ = rand( )%data lenz 


EoO エ (D = SE 上 arE。 エ = 1: 1 <= data lenz: ミ ++。 p turn = !p turn) ({ 
Steep(500): 
1 (p turn == 0) { printE(" ココ ンピュータ): } 


etse ({ printE(" プレ イヤ ー『): } 
printF(" の 番 %5 将 nm",。 * よ (daa+p) ) : 
p++: 
ifF(p == qata ten) { ゎ p = 0z } 

} 


と ら GEurn 0: 


コン ピュ ー タ の 番 
プレ イヤ ー の 番 
ビニ ピー に た 4 の 
プレ イヤ ー の 番 
コン ピュ ー タ の 番 


プレ イヤ ー の 番 
コン ピュ ー タ の 番 
プレ イヤ ー の 番 
コン ピュ ー タ の 番 
プレ イヤ ー の 番 
コン ピュ ー タ の 番 
ルン も 后 (た の : 











お 互い の ター ン に な っ た ら 、 最 初 に 05 秒 の 待ち 時 間 を 入れ て いま す 。 な ん と な く 、 ゲ ー 
ム の 究 囲 気 が 出 て きた で し ょ うか 。 


/@ 、 山手 線 ゲ ー ム を 完成 させ る 
ツノ コンピュータ 相手 に 山手 線 ゲ ー ム を 行う 場合 、 プ レイ ヤー は 値 を 入力 し 、 コ ン 
ビ ピュータ は 自動 で 該当 する デー タ を 引き 出し ます 。 


が 0917GCCS 二 mMGS 二 = な pe お の 生計 HOO799o 


プレ イヤ ー |221 セ ニー プレ イヤ ー  ( 値 は 入力 ) 
ロッ ピコ =ー 多 ピコ ゴー タ ( 値 は 自動 ) 


まず 、2 時 限 目 に 作っ た プロ グラ ム を 対戦 型 に 作り 直し ます 。 

今 現在 、 ど の デー タ が 表示 (判定 ) 対象 に な っ て いる か は 、 変 数 p を 利用 し ます 。p の 
初期 値 は ラン ダム で 、 プ レイ ヤー また は コン ピュ ー タ の 各 タ ー ン が お わっ た ら 、 次 の 場所 
へ 移動 し ます 。 

それ ぞ れ の ター ン の 処理 を 考え て み ま し ょ う 。 

コン ピュ ー タ の ター ン の と き は 内 容 を 表示 する だ け で す 。 プレ イヤ ー の ター ン の と き は 、 
値 を 標準 入力 か ら 受 け 取 り 、 そ れ を 現在 位置 の デー タ と 一 致す る か どう か 判定 し ます 。 一 
致し な い 場合 は プレ イヤ ー の 負け と な る の で 、 繰 り 返 し 処理 を 強制 終了 し ます 。 


【 そ れ ぞ れ の ター ン の 処理 : ら 時 限 目 の プロ グラ ム を 対戦 型 に 改造 】 


Or (D = 8 モ 上 ar エモ 上, = 1: <= data lenz エミ ++。 p turn = !p turn) { 
( 略 ) 








1E(p turn == 0) て // コン ピュ ー タ の ター ン の 処理 
や エ ュ in トモ F ( "%5 釜 ",。 * (da モ a+ や ) ) 』 
}) etse { // プレ イヤ ー の ター ン の 処理 
値 を 入力 
if( 値 が *(qatar+p) の 内 容 と 一 致し な い 場 合 ) { 
間違え た の で プレ イヤ ー の 負け 処理 : 
break 


} 
や ++』 
ミ f(p == qata ten) {fp= 0z }) 








これ に 、1 時 限 目 で 作成 し た 外回り (配列 前 方 向 順 ) の 機能 を つけ 加え ます 。 


第 5 日 - 3 時 限 目 久山 手 線 ゲ ー ム を 完成 させ よう 


【 外 周り 機能 を 追加 : 1 時 限 目 で 作成 し た プロ グラ ム よ り 】 








nt mawari = 1: // 内 回 り の 場合 は 1 
nt も data ten = 12z:  // デ ー タ の 数 


FE ((argo > 1) gg (stromp(argv[1], "-soto") == 0)) 【 
mawa エ 1 = 0: 


} 
( 略 : それ ぞ れ の ター ン の 処理 ) 
ュ F (mawa ェ 1 == 1) { p++: } else { p--: } 


ュ F ( (mawar1 == 1) gg (p == qata ten)) { p = 0: } 
ュ E ( (mawa ェ 1 == 0) &g& (p == -1)) { p = qata ten-1: } 





For(D = BEar 上 。 1 = 1: エエ <= data tenz: ユ ++, p turn = !p turn) { 








内 回 り の と き は 、 配 列 の 最終 デー タ の 次 は 最初 に 戻り ます 。 外 回 り の と き は 、 配 列 の 最 
初 の デー タ の 次 は 、 最 後 の デ ー タ に 戻り ます 。 


char *data[] = 1 "1 "6" "3" "4" 75: 
内 回 り ー テ 一 > 一 > 一 > 一 > 1" に 戻る 
外回り "5" に 戻る ペー =ー =ー =ー ユー 


この 配列 の 場合 、 デ ー タ "3" か ら は じ ま る 内 周り の 場合 は 「3"ー ツ ーー 呈 ー2」、 外 
周り の 場合 は 13ー ツ ーー5" 一 補 ] と な り ま す 。 

外回り 、 内 回 り と も に 次 の デー タ 位 置 が 配列 外 に な っ て し まう 場合 に 位置 を 修正 すれ ば 、 
すべ て の デー タ を 参照 する こと が で きま す 。 


あと は 、 最 後に ゲー ム の 勝敗 を 表示 し 、Sleep 関 数 を うま く 利 用 し て より ゲー ム ら し く 
な る よう 、 表 示 を 工夫 すれ ば で き あ が り で す 。 

ゲー ム の お 題 は 自由 に 変え る こと が で きま す 。 そ の 場合 、 デ ー タ の 内 容 と デー タ 数 、 
お 題 の 出力 内 容 を 変更 し て くだ さい 。 


C 言 語 で 文字 列 の 配列 を 作り た い 場 合 は ポイ ンタ 配列 を 使い ます 。 敬遠 さま れ が ちな 「 ポ 
イン タ 」 で す が 、 ポ イン タ 配 列 は あま り 「 ボ ポイ ンタ 」| と は 意識 せ ず に 、 単 純 に 文字 列 を 配 
列 と し て 扱う の に 便利 な 概念 と し て 利用 し まし ょ う 。 


3 二 ン 入ら 
: ま 3 : 付属 CD-ROM に : 
: 収録 し た ソー スコ ー ド ! 
: に は 、 山 手 線 の 駅 デー ! 
! 夕 を コメ ント と し て 記 
: 述 し て あり ます 。 そ れ ! 
j を 使う 場合 は 、data : 
! 配列 を 星座 の デー タ と : 
! 入 れ 替 え 、 変 数 : 
: data_len の 値 を 29 に : 
! 変更 し て くだ さい 。 





デー タ の 順番 と 方 向 性 な し の 山手 線 ゲ ー ム を 作り な さい 。 





[ 楽 件 ] 
ゲー ム の 最初 は コン ピュ ー タ の 番 と し 、 デ ー タ を すべ て 出し お われ ば プレ 
イヤ ー の 勝ち 、 デ ー タ に な い 値 を 入力 し た と き は プレ イヤ ー の 負け と する 。 


MA 





CU 


LCA 解答 は 巻末 に 








本 日 の レッ スン で は 、「 い つ 」 [何処 で 」「 誰 と 」「 誰 
が 」「 何 を 」「 ど うし た 」 を あら か じ め 考 えて お き 、 
書い た 紙 を 順番 に 読 を で いく と いう 「 い つど こ 
で ゲー ム 」 を 作成 し ます 。 

C 言 語 で は 、 プ ログ ラム か ら フ ァイル へ の 書き 
出し や 読み 込み を 行う た め の 関 数 が 用 意 さ れ て 
いま す 。 そ れ を 利用 すれ ば 、 各 ゲー ム の 結果 を 
記録 し て お き 、 ラ ン キ ング を 出す こと も 可能 に 
な り ま す 。 

1、2 時 限 目 で は ファ イル へ の 入出 力 の 基本 と 、 
読み 込み / 書 き 出し 関数 を 学び 、 ゲ ー ム の デー 
タフ ァイル を 作成 し て お きま す 。3 時 限 目 で 読 
み 込 ん だ デー タフ ァイル を 使っ て 、 い つど こ で 
ゲー ム を 完成 させ ます 。 








「 い つど こ で ゲー ム 」 と は 、「 い つ 」「 何 処 で 」「 誰 と 」「 誰 が ] 「 何 を ]」「 ど うし た 」 を あら 
か じ め 考 えて お き 、 書 いた 紙 を 順番 に 読ん で いく と いう ゲー ム で す 。 

それ ぞ れ の 内 容 を 書い た の は 別 の 人 な の で 、 組 みあ わせ に よっ て は か な り 面 白い 内 容 に 
な っ た り し ます 。 

最近 で は イン ター ネッ ト 上 で 複数 の 人 が 自由 に デー タ を 入力 し 、 そ れ を ラン ダム に 組み あ 
わせ て 文書 を 作る ゲー ム も 見 か け ま す 。 作り出す 文書 の 内 容 も 、 物語 の 次 回 予告 だ っ た り 、 
小説 の あら すじ だ っ た り 、 さ ま ざ ま で す 。 


今回 は 、 小 説 本 の 帯 に 書く キャ ッ チ コピ ー を 、「 い つど こ で ゲー ム 」 で 作っ て みた いと 思 
いま す 。 本 の 帯 と は 、 本 の 表紙 に 巻い て ある 細長 い 紙 の こと で 、 本 書 だ っ た ら 、 


昨日 より で きる 」 が 実感 で きる ! 』 


な ど と 書い て ある 紙 で す 。 そ の 本 の キー ワー ド や 簡単 な あら すじ な ど を 書き 、 読 者 に 興味 
を 抱か せ 、 購 買 意欲 を 刺激 する た め に あり ます 。 


今回 作成 する 「 い つど こ で ゲー ム 」 で 表示 する 内 容 は 、「 本 文中 の モリ フ 」「 誰 々 が 」「 何 々 
し た 」 「 小 説 の 種類 ] に し ます 。 


【 テ ンプ レー ト 】 

IT( セ リフ )」 

(人 ) が ( 〇 〇 し た )、 今 話題 の (種類 ) 小説 
【 例 】 
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ゲー ム の や りか た は 次 の と お り で 、 表 示 は 何 度 も 繰り 返し て 行え を る よう に し ます 。 


① デ ー タ は ファ イル に 保存 

デー タ は 手動 で も プロ グラ ム か ら で も 追加 可能 

ゲー ム は 、 デ ー タ ファ イル を 読み 込ん 々 で それ ぞ れ の デー タ か ら ラ ンダ ム に 選び 、 組 み 
あわ せ て 表示 


第 6 日 ^ い つど こ で ゲー ム を 作ろ う 


紅い つど こ で ゲー ム の 実際 の 動作 


る デー タフ ァイル へ の デー タ 追 加 
1 デー タ 追 加 プ ログ ラム を 実行 し 、 追 加 す る デー タ の 種類 を 入力 し て 


[Enter] キー を 押す 








C : 並 BOu エ で ご G> ュ Eudojko_daa . exre 
「「(1)」 (2) が (3)、 今 話題 の (4) 小説 
1: セリ フ 2: 人 3: 行動 4: ジャ ン ル (5: 終了 ) デー タ 種 類 は ? > 4 






ク 次 に 内 容 (254 文 字 以 内 ) を 入力 し て 、[Enter] キー を 押す 


C: 将 8B8Ou エ C@> エ tudofko_data . exxe 
「「(1)」 (2) が (3)、 今 話題 の (4) 小説 


1: セリ フ 2: 人 3。: 行動 4: ジャ ン ル (5: 終了 ) デー タ 種 類 は ? > 4 
内 容 は ? > 携帯 





追加 し た い デ ー タ の 分 だ け 、 手 順 ① と ② を 繰り 返す 。 デ ー タ 追加 を 
終了 し た い 場 合 は 、5 を 入力 する 


いつ どこ で ゲー ム の 実行 


いつ どこ で ゲー ム を 実行 する と 、 デ ー タ ファ イル の デー タ を も と に 
本 の 帯 の 文書 が 表示 され る 


EE 1! っ スト オ っ (に に ) てく 


お すす め の 1 冊 ・・・ 
「「 い つも あり が と う ・・] 


全米 中 が 笑っ た 、 今 話題 の 携帯 小説 」 


続け る : Enter 終了 : CLr1+z Enter > 





続け て 表示 し た い 場 合 は 、[Enter] キー を 押す 。 表 示 を 終了 し た い 
場合 は 、[Ctrl] 十 [z] キー と [Enter] キー を 押す 





ここ で は ファ イル の 入出 力 の 基本 と 、 テ キス ト フ ァイル の 内 容 の 読み 込み 








書き 出し 方 法 を 学び ます 。 
第 日 
今回 作成 する 例題 
時 
限 2 
目 | 6 ァイル を 読み 出し て 、 


を 表示 する 


NR 1 6days_c 】 day06-01 | 6-1.c 


この レッ スン の ね らい 
通常 、 フ ァイル は 、 テ キス ト エ ディ タ や その 他 の 専用 ソフ ト か ら 作 成 し た り 、 内 
容 を 見 た り 、 コ ピー し た り で きま す 。 

言語 で は 、 フ ァイル を 扱う 関数 が 用 意 さ れ て いる の で 、 プ ログ ラム か ら で も ファ 
イル の 中 身 を 読ん だ り 、 フ ァイル を 作成 し た りす る こと が で きま す 。 
ファ イル の 中 身 を 読み 込む こと を ファ イル 入力 、 フ ァイル ヘ へ デ ー タ を 書き 出す こ 
と を ファ イル 出力 と いい ます 。 
この 時 限 で は 、 ゲ ー ム の デー タフ ァイル を 読み 出す プロ グラ ム を 作成 し ます 。 
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itudoko.txt を 「C:\source] ディ レク トリ 下 に コピ ー す る 
@ 参 考 : itudoko.txt の 内 容 


\ 


1 本 書付 属 CD-ROM 内 の 「day06-01」 ディ レク トリ か ら 、 


serifu あな た を 、 待 っ て いた 
serifu いつ も あり が と う ・・ 
serifu こ 、 こ れ が 究極 の お に ぎり か ! ! 


hito 全米 中 

hito すべ て の 日 本 人 
Shita 涙し た 

shita 笑っ た 

Shurui 感動 


Shurui コメ ディ 


の ) テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 
シタ 
井 include <gEdio .h> 


#inctude <std1ib.h> 
韻 ミ ncCLude < モエ 1ng.h> 





nt main() { 
FTL 下 *Epz // 入力 フ ァイル の ファ イル ポイ ンタ 
char dataFite[] = "itudojko . モ xx 上" ょ 
Char fkubun[8] , naiyou[256] : 
char bufFE[512]: // 読み込ん だ 文字 列 を 格納 する 


// 入力 ファ イル を オー プン する 

ュ E((Fp = Fopen(dataEFite, "r") ) == NULL) { 
printE(" ファ イル オー プン エラ ー まき nm") : 
ex ュ ユ モ (1) 

} 

white(Fgets (buFE, sizeoF buEF, Fp) != NULL){ 
8 ご CanF (DuFF, "%g 公 L%S",。 kubun, naiyou) : 
pintE(" 区 分 :%s 内 容 : %s 半 mm, kubun, naiyou) 

} 

FEctose(Ep) 


エ ら GEurn 0z 














入力 で きた ら 、「6-1.c」 と いう 名 前 ~ で 、「C:\source] ディ レク 
上 ③ トリ 下 に 保存 する 


1 て 保存 し まし ょ う 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source] ディ レク トリ に 移動 
し て 、6-1.c を コン パイ ル す る 


C : 等 USG エ 8 殖 UBG ら エ >CQ 将 SO い て ご G 


C : 等 SO つ いと で G> ご CC - 〇 の 6-1 6-1.c 





5 プロ グラ ム を 実行 する 。itudoko.txt フ ァイル の 内 容 が 表示 され れ 
ば 成功 ! 





還 う て キュ 1 \: あな た を 、 待 っ て いた 

さて キュ | 容 : いつ も あり が と う ・・ 

還 1 て すっ 容 : こ 、 こ れ が 究極 の お に ぎり か ! ! 
ほっ の 容 : 全米 中 


て きっ \ : すべ て の 日 本 人 
時 トイ 容 : 涙し た 

還 う トト オ \ : 笑っ た 
いっ 容 : 感動 

: BIhu エ u ュ 容 : コメ ディ 





ファ イル 入出 力 の 基本 
プロ グラ ム で ファ イル の 入出 力 を 行う た め に は 、 手 順 が あり の す 。 フ ァイル か 
ら の デー タ の 読み 込み や 書き 出し を 行う に は 、 ァイル ポイ ンタ を 利用 し ます 


ファ イル ポイ ンタ と は 「 ポ イン タ 」|、 つ まり ファ イル の 中 身 を 「 指 し 示す 」 も の で す 
り 入 出力 を 行い た い フ ァイル と ファ イル ポイ ンタ を 関連 づけ 、② フ ァイル へ の 操作 は 関連 
づけ た ファ イル ポイ ンタ を 通じ て 行い 、③ フ ァイル へ の 操作 が 終了 し た ら 、 フ ァイル ポイ 
ンタ と の 関連 づけ を 切断 し ます 

これ が ファ イル 人 入出 力 の 手順 で す 。 順に 詳し く 見 て いき まし ょ う 
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(1) ファ イル ポイ ンタ の 宣言 
最初 に 、 フ ァイル と 関連 づけ る た め の フ ァイル ボイン タ を 宣言 し ます 。 


【 フ ァイル ポイ ンタ の 宣言 】 
FTLE よそ p: 








型 ファ イル ボイン タ 名 





ファ イル ポイ ンタ の デー タ 型 は FILE 型 で 、 フ ァイル ポイ ンタ 名 は 変数 名 と 同様 、 好 き 
に つけ る こと が で きま す 。 フ ァイル ポイ ンタ の 「 ポ イン タ 」 と は 、 第 5 日 で 学習 し た あの 
ポイ ンタ の こと で す 。 フ ァイル ポイ ンタ は ファ イル の 中 の 位置 を 指し 示し て いま す 


(2) ファ イル と ファ イル ポイ ンタ を 関連 づけ る 
操作 を 行い た い フ ァイル と 、 先 ほど 宣言 し た ファ イル ポイ ンタ を 関連 づけ ます 。 こ の 作 
業 を 、 フ ァイル を 開く (オー プン する ) と いい ます 。 





ファ イル を オー プン する に は 、fopen 関 数 や を 使い ます 。 こ の 作業 を 行っ た あと 、 フ ァ 5 
イル 「testtxt] へ の アク セス は 、 フ ァイル ポイ ンタ fp を 使っ て 行う こと が で きま す 。 1  : この 重 で 出 て く | 
| る ファ イル 入出 力 関連 
つう ! の 関数 は 、 すべて! 
【fopen 関 数 に よる ファ イル と ファ イル ポイ ンタ の 関連 づけ 】 i stdioh を イン クル ー : 
| 1 ド し ます 。 1 


Ep = fopen(" も eg . モ xx モリ"。 て っ 9 す ) 


ファ イル ポイ ンタ ファ イル 名 オー ジジ モー ド 








fopen 関 数 の 第 1 引数 に は 扱う ファ イル 名 を 指定 し 、 第 2 引数 に は その ファ イル を 「 読 み 
込み 専用 ] で 扱う か 「 書 き 出し 専用 ] で 扱う か な ど を 指定 し ます 。 こ の 指定 を ファ イル オー 
プン モー ド と 呼び ます 


@ フ ァイル オー プン モー ド 一 覧 



































ヒン ト 
nh 意味 ! *3 : バイ ナリ モー ド : 
「 読み 込み 専用 | と は 、 バ イナ リフ ァ イ | 
w 書き 出し 専用 (ファ イル あれ は 内 容 ク リア ) | 
a 追加 書き 出し 専用 ファ イル に つい て は 、 
叶 読み 書き 両用 (ファ イル は 存在 済 ) いこ 
W+ 読み 書き 両用 (ファ イル あれ ば 内 容 ク リア ) に SR 
a 十 読み 書き 両用 で 追加 / 作 成す る 
rb バイ ナリ モー ド “ で 読み込み 専用 
wb バイ ナリ モー ド “* で 書き 出し 専用 
ab バイ ナリ モー ド “ で 追加 書き 出し 専用 
rb 二 / r+b バイ ナリ モー ド “** で 読み 書き 両用 





wb+ / w+b バイ ナリ モー ド “* で 読み 書き 両用 
ab / ag+b バイ ナリ モー ド “* で 読み 書き 両用 で 追加 / 作 成 











ファ イル ポイ ンタ の 関連 づけ が お わっ た ら 、 あ と は 自由 に ファ イル に アク セス で きま す 。 
し か し 、fopen 関 数 の 実行 時 に 読み 込み 専用 で ファ イル を オー プン し た 場合 は 読み 込み 作 
業 の み 、 書 き 出し 専用 で ファ イル を オー プン し た 場合 は 書き 出し 作業 の み を 行い ます 。 読 
み 書 き の た め の 関 数 は 何 種類 か 用 意 き され て いる の で 、 あ と で 紹介 し ます 。 


(3) ファ イル と ファ イル ポイ ンタ の 関連 づけ を 切断 する 

ファ イル の 読み 込み 書き 出し が 終了 し 、 プ ログ ラム 中 で その ファ イル ポイ ンタ を も う 
利用 し な い 場 合 、fclose 関数 を 使っ て ファ イル ポイ ンタ を 閉じ る 、 つ まり ファ イル ポイ ン 
タ と ファ イル と の 関連 づけ を 切っ て 、 フ ァイル を 閉じ ます 。 こ れ を 、 フ ァイル を クロ ー ズ 
する と も いい ます 。 


【fclose 関 数 】 」 
folose(fp) : 
人 ファ イル ポイ ンタ 














この 作業 を 行う と 、 そ の ファ イル ポイ ンタ を 使っ て ファ イル に アク セス する こと は で き 
な く な り ま す 。 もう一度 アク セス し た いと き は 、 再 び fopen 関数 を 使い ます 。 
まとめ る と 、 プ ログ ラム で ファ イル を 扱う と き は 、 


① フ ァイル ポイ ンタ の 用 意 
ファ イル の オー プン 
③ 読 み 書き 作業 

④ フ ァイル の クロ ー ズ 


と いう 流れ で 行い ます 。 
fopen 関数 を 使っ て ファ イル を 開き 、fclose 関数 を 使っ て ファ イル を 閉じ ます 。 そ の 間 に 
行う 作業 の た め の 関 数 を 、 次 か ら 紹 介し ます 。 


(②) ファ イル の 指定 方 法 
きら ゅ / 
ファ イル の 読み 込み 書き 出し 関数 を 紹介 する 前 に 、 フ ァイル 名 の 指定 方 法 に つい て 補 


足し て お きま す 。 
ファ イル を 扱う に は 、fopen 関数 で オー プン する ファ イル 名 を 指定 し まし た 。 








Fp = fopen ("tes モ . も Ex 上"。 "エエ "): 








この と き の フ ァイル 名 の 指定 方 法 は 、 第 1 日 に 学習 し た 絶対 パス か 、 また は カレ ント ディ 
レク トリ か ら 見 た 相対 パス で 指定 し ます 。 


(1) 絶対 バス 指定 
ファ イル 名 の 指定 を ダブ ルク ォ ー ト で 括っ て いる た め 、 デ ィ レ クト リ の 区 切り を 表す 記 
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号 「\] は 、「\\」 と 表記 で し な けれ ば な り ま せん 。 





Fp = fopen( "Cs 才 衝 8O 了 C ら 芝 答 も 68 も 。 の っ ント 9 
(@) 相対 バス 指定 

相対 パス 指定 で は 、 カ レン トディ レク トリ か ら 見 た パス を 指定 し ます 

つま り 、 プ ログ ラム を 実行 する カレ ント ディ レク トリ に fopen 関 数 で オー プン し た い フ ァ 
イル が ある な ら 、 そ の ファ イ 】 ae け を 指定 し ます 


Fopen ("上 es . 上 * ヒ "。 "と"): 
Fopen ( "da 七 a 荘 簡 モ ら 5 七 。. 上 % 上 "。 エリ): 


| 
| 


| 


例え ば 、 フ ァイル 構成 が 次 の よう な 場合 、 


C:\SOurCe\ 
6-1_sample.exe プロ グラ ム フ ァ イル 
test.txt プロ グラ ム の 中 か ら オ ー プ ン す る ファ イル 


C:\source ディレク トリ か ら 実 行 す る と 、 目 的 の ファ イル が オー プン で きま す 


1 
| 
肖 上 


C : 壮 BSOu と て C@G>6-1 sampte.exe 


し か し 、C:\ ま が カレ ント ディ レク トリ の と き や に 実行 ファ イル を 相対 パス 指定 で 実行 し 
た 場合 は 、 


C : 等 >8O い て で @ 笠 6-1 samptle.exxe 


C:\testtxt が 存在 し な けれ ば オー プン エラ ー と な り 、C:\test.txt が 存在 すれ ば 、 そ ちら の 
ファ イル を 開い て し まい ます 


ファ イル 入力 関数 一 文字 単位 
まず は ファ イル の 入力 、 つ まり 読み 込み を 行う 関数 に つい て 説明 し ます 


(1) ファ イル を 1 文字 ずつ 読み 込む fetc 関数 

ファ イル へ の 操作 は 、fopen 関数 で 関連 づけ た ファ イル ポイ ンタ を 使っ て 行い ます 。 ファ 
イル か ら の 読み 込み は 、fgetc 関数 を 使っ て 1 文字 ずつ 行う こと が で きま す 
【fgetc 関 数 】 

fgetc( ファ イル ポイ ンタ ) 








1 ンマ 
: *4: ダブ ルク ォ ー ト : 
! の 中 で 「\」 を 使う と 、: 
: 「\」 は 特殊 文字 の 一 部 
i と みな され ます 。 


2 半 
*5 : カレ ント ディ レ : 

! クト リ が [C:\] の と き 、! 
! source デ ィ レ クト リ : 
: の E-1_sample.exe を 
! 実行 する に は 、 絶 対 バ : 
: ス 指定 か 、「source 
1 \6-1_sample.exe」 1 
: と 相対 バス 指定 で 行い : 









fgetc 関 数 の 引数 に ファ イル ポイ ンタ を 指定 する と 、 関 連 づ けら れ た ファ イル ポイ ンタ 
か ら 1 文 字 ず つ 読 み 込み ます 。 成 功 す る と 読み 込ん だ 文字 を 返し 、 エ ラー が 発生 する か 、 
また は ファ イル の 終端 に 達する と EOF を 返し ます 。EOF と は End Of File と いっ て 、 フ ァ 
イル の お わり を 表し ます 。 

正確 に は 、fgetc 関数 は 文字 を unsigned char 型 と し て 読み 、 そ れ を int 型 に キャ スト 、 つ 
まり 一 時 的 に int 型 へ の 変換 を 行っ て 返し ます 。 よ っ て 、 読 み 込 ん だ 値 は int 型 で 受け 取り 


まじ よう 
TE44 ファ イル ポイ ンタ は 、 フ ァイル の 中 の 読み 込み / 書 き 出し 位置 を 指定 する も の で す 。 ファ 
! まし た 。 int 型 で 受け 1 イル を オー プン する と 、 フ ァイル ポイ ンタ は ファ イル の 先頭 を 指し て いま す 。 fgetc 関 数 
OAI を 使う と 1 文字 読み 込ま れ 、 フ ァイル ポイ ンタ は 次 の 文字 の と ころ へ 移動 し ます 。fgetc 関 
| に 説明 し ます 。 i 数 で 読み 込み を 行う た びに 移動 する の で 、 読 み 込 み を 続け て ファ イル の 最後 まで くれ ば 、 


EEE EOF を 返し ます 。 そ こ か ら 先 は 読み 込む こと は で きま せん 。 
@ フ ァイル の 読み 込み 


| fgetcc 関数 を 呼び 出す た びに 
ファ イル ポイ ンタ は 移動 







ファ イル オー プン 時 の 
ファ イル ポイ ンタ 位置 


| の c = fgetc(fEp) : 
| に - 


ファ イル ボイン タ の 移動 の c = fgetc(Ep) : 


c:EOF (ファ イル 終端 ) 


fgetc 関 数 を 使っ て ファ イル の 中 身 を 最初 か ら 最後 まで 読み 込ん で 、 標 準 出力 する だ け 
の プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ うず 。 

最初 に 、fopen 関数 で ファ イル を 開き ます 。 フ ァイル は 読み 込み 専用 で 開き ます 。fopen 
St 1 関数 は 、 フ ァイル の オー プン に 成功 する と ファ イル ポイ ンタ を 返し ます が 、 こ の と き に 
5 NULL が 返っ て くる と 、 フ ァイル が 何ら か の 理由 で 開け な か っ た “と いう こと な の で 、 こ 
れ 以 上 作業 する 必要 は あり ませ ん 。 エ ラー と し て 処理 し まし ょ う 。 


! *7: ファ イル 入出 力 : 
1 関数 を 利用 する に は 、: 








1 *B : ファ イル を 開け : 
! な か っ た 理由 と し て 一 ! 
j 番 多 い の は 、 フ ァイル : 
1 が 存在 し な い 場 合 で : 
1 す 。 指定 する ファ イル : 


! 名 の 書き 間違い に 注意 : ・ エ ラー の 内 容 を 出力 表示 する 。 
) し まし ょ う 。 


ニテ) ・ プ ログ ラム を その 場 で 強制 終了 する 、exit 関 数 “を 使う 。 引 数 に は 「 異 常 終了 ] を 表 
2 す ] を 指定 し 、exit(1) と する 。 

! *B :exit 関 数 を 利用 : 

! する に は 、stdlib.h を : 

! イン クル ー ド し ます 。 


エラ ー 処 理 の 基本 は 、 次 の 2 点 で す 。 











ファ イル ポイ ンタ が 無事 に 取得 で きた ら 、 そ こ か ら 1 文 字 ず つ 読 み 込 むだ け で す 。 ファ 
イル の 最後 は EOF が 返る ろ る の で 、 そ れ ま で while 文 を 使っ て 読み 込み を 繰り 返し ます 。 
読み 込ん だ 文字 は その まま 標準 出力 し 、 最 後に fclose 関 数 で ファ イル を 閉じ て 終了 し ます 。 


第 6 日 1 時 限 目 あ フ ァイル の 入出 力 に つい て 学 ほう ① 


【6-1_samplel.c】 


#inctude <stdio .h> 
井 ミ nctude <std11b.h> 


nt main() { 
FTLE *Ep: // フ ァイル ポイ ンタ 
nt oz // 読 み 込ん だ 文字 を 格納 する 


FEF((Fp = Eopen("6-1 sample1 .C",。 "エリ") ) == NULL) { 
// ファ イル が オー プン で き な か っ た 場合 の 処理 
print モ E(" フ ァイル オー プン エラ ー まま nm") : 
exi モ (1): // 強制 終了 する 


// ファ イル を 読み 込む 
white((cC = fFgetc(fFp) ) != EOF){ 
DP よね も だ (〒%CT。 ら 6) 


Fctose(Fp) 


ェ return 0: 











サン プル プロ グラ ム で は 「6-1_samplelc」 ファ イル 自身 を 読み 込ん で いま す 。 
読み 込み は 、while 文 の 条件 式 の 中 で 行っ て いま す 。 


white((c = Egetc(Fp) ) != EOF){ 


まず 、c = fgetc(fp) で ファ イル か ら 1 文字 読み 出し て いま す 。 読み 出し た 文字 が 変数 c に 
格納 され る の で 、 そ の 値 が EPOF で ある か どう か 判断 し て いま す 。EOF で な い の な ら フ ァ 
イル は 最後 まで 読み 出し て いな い の で 、 処 理 を 繰り 返し ます 。 

この よう に 、 代 入 と 同時 に 比較 を 行う 条件 式 の 書き 方 も お ぼ え て お いて くだ さい 。 





(2) ファ イル を まとめ て 読み 込む fgets 関数 
ファ イル を 1 文字 ずつ 読み 込む fgetc 関 数 に 対し て 、 指 定 し た 分 だ け ま と め て 読み 込む の 
が fgets 関 数 で す 。 


【fgets 関数 】 
FEgets ( 読み 込ん だ 文字 列 を 格納 する 変数 , 読み 込み 文字 数 , ファ イル ポイ ンタ ) 


ファ イル ポイ ンタ か ら 、 指 定 し た 「 読 み 込み 文字 数 - 1| 文字 分 を 読み 込ん で 、 変 数 に 
格納 し ます 。 途 中 で 改行 文字 「\n」 が 現れ た ら 、 読 み 込み 最大 文字 数 に 達し て いな く て も 、 
その 回 の 読み 込み は 終了 し ます 。 読み込ん だ 変数 の 最後 に は 文字 列 の 最後 を 表す 「\0] が 
つき ます 。 

成功 する と 読み 込ん だ 文字 列 の ポイ ンタ を 返し 、 エ ラー が 発生 する か また は ファ イル の 
終端 で ある EOF に 達する と 、NULL を 返し ます 。 


旬 フ ァイル の 読み 込み 

- ] 
| ⑥ FEgets(st ェ /。 8, Ep) 
| モエ: "deEghi]" | 
改行 文字 も gom も 来 を な い の で 
7 文字 分 全て 読み 込み 












⑩ ファ イル オー プン 時 の 
ファ イル ポイ ンタ 位置 


@ Egets (st ェ , 8, Ep) 
5 七 了 エ : "abC 開 mn 
改行 文字 まで 読み 込ん で の fgets(st/ 8, Ep) 
ファ イル ポイ ンタ の 移動 5 モエ: "acendEOF" 


| 
| | 
| EOF が きた の で 読み 込み 終了 | 


fgets 関数 を 使っ た プロ グラ ム を 作成 し て み ま し ょ う 。 


文字 列 変数 str に 格納 され た 読み 込み 文字 列 を その まま 標準 出力 し て いけ ば 、 フ ァイル 
の 中 身 を すべ て 表示 で きま す 。 








第 6 日 。 1 時 限 目 @ フ ァイル の 入出 力 に つい て 学 ほぼ う ① 


【6- 1_sample2.c】 


inctude <stdio.h> 
#inctude <std1Lib.h> 


nt main() { 
FTLE *Epz // フ ァイル ポイ ンタ 
char str[8]z // 読 み 込ん だ 文字 列 を 格納 する 


3E((Fp = Eopen("6-1 sampte2.C", "エエ ") ) == NULL) て 
printE(" フ ァイル オー プン エラ ー ま mn" ) : 
eX ュ モ (1) : 


} 


// ファ イル を 読み 込む 

white(Fgets (st モエ , 8, fp) ) { 
p エ ュ n 上 f ("%8" , 5 上 了 ) : 

} 

Eotose(EFp) 

GEurn 0z 











(3) 書式 つき で 読み 込む fScanf 関 数 
書式 に し た が っ て 読み 込み を 行う こと が で きる の が 、fscanf 関 数 で す 


【fscanf 関 数 】 
EscanE( ファ イル ポイ ンタ , 書式 , 格納 変数 ) 

















ファ イル ポイ ンタ か ら 、 書 式 に 従っ て 読み 込み を 行い 、 指 定 さ れ た 格納 変数 の アド レス 
に 格納 し ます 。 標 準 入力 scanf 関 数 の ファ イル 版 ""①、 と 考え る こと が で きま す 。 2 
: *1O: sanf 関 数 と : 
! fScanf 関 数 は 、 読 み 込 











nt dz ! み デ ー タ が 書式 どおり : 
: で な いと うま く 使 えな 
EscanE (Ep, "%d",。 &d)』 UM だい 1 ら 光 導 5 1 
! ます 。 1 





ヒン ト 
! *11 : 第 2 日 で 紹介 し : 
! た fprintf 関 数 も 、 フ ァ 
! イル 出力 関数 で す 。 第 
: 1 引数 に フィ アル ポイ : 
! ンタ を 指定 する と 、 
: ファ イル 出力 で きま 


1 *12 : fgetc 関 数 に 対 ! 
1 応 す る の が fputc 関 数 、 
fgets 関 数 に 対応 する ! 
! の が fputs 関 数 と お ぼ : 
) えて お きま し ょ う 。 


(4) ファ イル 出力 関数 一 文字 単位 
次 に 、 フ ァイル へ の 出力 、 つ まり 書き 出し を 行う 関数 〒* に つい て 説明 し ます 。 


(1) ファ イル を 1 文字 ずつ 書き 出す fputc 関 数 

ファ イル を 1 文字 ずつ 読み 込む fgetc 関 数 に 対し て 、1 文字 ずつ 書き 出す の が fputc 関 数 
で す 。 
【fputc 関 数 】 

Fputc( 書き 出す 文字 ファ イル ポイ ンタ ) 








fputc 関 数 を 実行 する た びに 、 フ ァイル ポイ ンタ に 1 文字 ずつ 書き 出し ます 。 1 文字 書き 
出す と 、 フ ァイル ポイ ンタ は 次 の 文字 に 移動 し ます 。 


(2) ファ イル を まとめ て 書き 出す fputs 関 数 
ファ イル か ら ま と め て 読み 込む fgets 関 数 に 対し て 、 ま と め て 書き 出す の が fputs 関 数 で 
す "3 


【fputs 関 数 】 
Eputs( 書き 出す 文字 列 ,。 ファ イル ポイ ンタ ) 














fputs を 実行 する と 、 フ ァイル ポイ ンタ に 文字 列 を 書き 出し ます 。 書 き 出す と 、 フ ァ イ 
ルポ イン タ は 文字 列 分 、 移 動 し ます 。 

文字 列 の 最後 に は 「\0] が あり ます が 、 そ れ は 出力 され ませ ん 。 書き出し に 成功 する と 、 
負 で な い 値 を 返し ます 。 


(5 デー タフ ァイル を 読み 込ん で 表示 する プロ グラ ム 

9/ 今回 は 、 あ ら か じ め デ ー タ ファ イル を 用 意 し て お き 、 そ れ を 読み 込む プロ グラ 
ム を 作り ます 。 読み 込む デー タフ ァイル 名 を itudokotxt と し ます 。 こ れ は 、 い つど こ で ゲー 
ム プ ログ ラム で 使用 する デー タフ ァイル で 、 中 身 は 次 の よう に 「 区 分 」 「 内 容 」 の 1 セッ ト 
を 1 行 に し て いま す 。2 つ の 単語 の 間 は 、 タ プ ブ で 区 切り ます 。 


【itudoko.txt】 


[区 分 。 [内 容 ] 
serifu あな た を 、 待 っ て いた 


Serifu いつ も あり が と う ・・ 
Serifu こ 、 こ れ が 究極 の お に ぎり か ! ! 


hito 全米 中 
hito すべ て の 日 本 人 
( 略 ) 


この デー タ を 、fgets 関 数 を 使っ て 読み 込み ます 。 こ れ は 、 先 ほど 作成 し た 6-1_sample2. 
c の ファ イル 名 を 変更 すれ ば 、 す ぐに で きま す 。 


第 6 日 1 時 限 目 あ ファ イル の 入出 力 に つい て 学 ほぼ う ① 


今回 は fgets 関 数 を 使っ て 1 行 を 1 回 で 読み 込み 、sscanf 関 数 を 使っ て 、 そ れ を 「 区 分 」 
と 「 内 容 」 に 分 け て み ま し ょ う 。 読み 込ん だ 1 行 は 、 変 数 buff に 格納 され ます 。 





Char buEE[512]: ] 





1 行 あ た り の デー タ の 文字 数 に は 上 限 を 設定 し て ある の で 、1 回 の 読み 込み で 余裕 を も っ 
て 1 行 を 読み 込む こと が で きま す 。 


Serifd "あな た を 、 待 っ て いた 
[区 多 。 喚 禄 
7 文字 以内 554 文字 以内 


読み 込み に は sscanf 関 数 を 使用 し ます 。sscanf 関 数 は 、 文字 列 を 書式 に 従っ て 読み 込 
み 、 指 定 さ れ た 格納 変数 の アド レス に 格納 し ます 。 


【sscanf 関 数 】 
ssoanF( 文字 列 , 書式 , 格納 変数 ) 





実際 に sscanf 関 数 使っ て み ま し ょ う 。 

区 分 と 内 容 を 格納 する 配列 を それ ぞ れ 用 意 し ます 。 読 み 込ん だ 1 行 は すべ て 「 区 分 (タブ ) 
内 容 (改行 )] と いう 構成 に な っ て いる の で **、sscanf 関 数 の 書き 方 に 従っ て 、buff を 
kubun と naiyou に 分 割 し ます 。 





Char kubun[8] , naiyou[256] : 


white(Fgets(buEE, sizeoFE buEE, Fp) != NULL) { 
8CanF (DuEF, "%5 将 L%5" 。 KuDun,。 na ユ Ou ) : 
printEF(" 区 分 :%s 内 容 : %s 半 nm, kubun, naiyou) : 





while 文 の 条件 式 に ある sizeof “は 、 変 数 の 値 を 求め る 演算 子 で す 。sizeof buff で 、buff 
の 大 き さ (バイ ト 数 ) を 算出 し ます 。sizeof(buf9 と 書い て も 同じ で す 。 


ファ イル 入出 力 の 基本 と 、 読 み 込 み プ 書き 出し に 使用 する 関数 に つい て 学習 し まし た 。 
これ ら は 、 今 後 の プ ログ ラム で 使用 する デー タ や 結果 を 記録 し た りす る の に 必ず 必要 と 
な る 知識 で す 。 し っ か り と 理解 で きた で し ょ うか 。 


! *13 : 読み 込み 書式 は 
j scanf 関 数 や fscanf : 
関数 と 同様 に 指定 し ま : 
:! す 。sscanf 関 数 は 、: 
: fscanf 関 数 の 読み 込み 
: 対象 が 文字 列 に な っ た : 
1 も の で す 。 ! 


SRP ウ 且 ? 
! *14 : sscanf 関 数 で | 
: は 、 改 行 、 タ ブ は 空白 ! 
: と 同じ 扱い で す 。 空白! 
: は 読み 込み の 区 切り と ! 
: し て 扱わ れ ま す 。 よ っ ! 
! て 、'96s\t96s" は "96s ! 
1 9%s* と 指定 し て も 同じ : 
1 で す 。 : 


! * ま 15 : 引数 に は デー タ : 
: 型 を 指定 する こと も で : 
: きま す 。ohar 型 は 1 : 
: バイ ト な の で 、sizeof : 
: (Char) の 値 は 1 に な り 
: ます 。 


= いひ 








バイ ナリ ファ イル の 入出 力 の 学習 と 、 い つど こ で ゲー ム の デー タ を 追加 す 
る プロ グラ ム を 作成 し ます 。 


今回 作成 する 例題 


略 』 コマ ンド プロ ンプ ト 








| ビ 9 


いつ どこ で ゲー ム の デー タ 
ファ イル に デー タ を 追加 する 


サン プル ファ イル は 
こち ら 


に 


10days c 1 day06-02 叉 | itudoko_datac 


この レッ スン の ね らい 

コン ピュ ー タ 上 で 扱う ファ イル は 、 テ キス ト フ ァイル と バイ ナリ ファ イル の 2 種 
類 に 分 けら れ ま す 。 今 まで の 学習 で 扱っ て きた の は 、 す べ て テキ ス ト フ ァイル で 
す 。 

この 時 限 で は 、 バ イナ リフ ァイル の 入出 力 に つい て 学習 し ます 。 

この 2 時 限 目 と 3 時 限 目 で 、 い つど こ で ゲー ム の デー タフ ァイル に デー タ を 追加 
する プロ グラ ム を 作成 し ます 。 


第 日 ら 時 限 目 @ フ ァイル の 入出 力 に つい て 学 ほぼ う ⑧ 





1 、 テ キス ト エ ディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 





#incLude <sgtdio.h> 
井 inclLude <sd1ib .h> 
井 inc1Lude <8 エ ing -h> 


in main() て 
F エ LE *EFpz // 入 力 フ ァイル の ファ イル ポイ ンタ 
Char dataEite[] = "itudojko . モ xx ヒ "』 
nt KK: 
Char 5 エ [256]: 
Char *fKubun[] = { "se ェ ュ Fu",。 "ロモ ミセ O",。 "Shi も a",。 "Shurut" }: 


// 入力 ファ イル を オー プン する 

FE((Fp = fopen(dataEite, "a+") ) == NULL) { 
printE(" フ ァイル オー プン エラ ー ま n") 
@x1 ユ (1) : 

} 


white(1) { 
printE(" 「「(1)| (2) が (3)、 今 話題 の (4) 小説 ] nr) 
printE("1: セリ フ 2: 人 3s: 行動 4: ジャ ン ル (5: 終了 ) デー タ 種 類 は ? > 『): 
k = 0z 
BoanF("%d", gk): 
white (getchar() != "' ま nm') { } 
1E(k == 5) { breakz } 


iE((k < 1) || (k > 4)) { 
prin モ ("1 一 5 まで の 数 値 を 入力 し て くだ さい ま n") : 
COntinue 

} 


printE(" 内 容 は 2 > "): 

Fges (上, 256, stdin)z 

ュ Ef ( s ヒ エ [0] == ' ま mn') { 
printE(" 内 容 を 入力 し て くだ さい ま m" ) : 
COntinuez 

} 

1F ( (= 上 ten ( 8 モエ ) == 255) gg (st ェ [254] != ' ま nm')) { 
printE(" 文字 数 オー バー で すま n") : 
white (getchar() != ' ま nm') { } 
で Ontinu@z 











Ep エ ュ pn モモ (ED, "%5 笠 EL%5",。 jkubun [Kー1] , 8 上 と) > 
printE(" デー タ を 追加 し まし た ま n"): 


} 


Fctose(Fp) 


エ return 0z 


1 *] : 拡張 子 に 注意 し : 
1 て 保存 し まし ょ う 


入力 で きた ら 「itudoko_data.c] と いう 名 前 で 、「C:\source」 
ディ レク トリ 下 に 保存 する 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\sourcel ディ レク トリ に 移動 
し て 、itudoko_data.C を コン パイ ル す る 


C : 半 US@G エ 8 芋 USG エ >CQ 並 SO つ いと で @G 


C : 釜 SO いと ご G> 可 CC - 〇 の エ tudojko_data itudoko_data . で ご 





プロ グラ ム を 実行 する 


C : 将 BSOu エ で C@> エ tudojko_data . exxe 
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「(1)] (2) が (3)、 今 話題 の (4) 小説 

1: セリ フ 2: 人 3: 行動 4: ジャ ン ル (5: 終了 ) デー タ 種 類 は ? > 2 
内 容 は ? > プロ 棋士 

デー タ を 追加 し まし た 

「(1)」 (2) が (3)、 今 話題 の (4) 小説 

1: セリ フ 2: 人 3s: 行動 4: ジャ ン ル (5: 終了 ) デー タ 種 類 は ? > 4 
内 容 は ? > 携帯 さ ーーーー 区 分 と 内 容 の セッ Sr 
デー タ を 追加 し まし た 


「「(1)」 (2) が (3)、 今 話題 の (4) 小説 ] 

1: セリ フ 2: 人 3: 行動 4: ジャ ン ル (5: 終了 ) デー タ 種 類 は ? > 8 

1 … 5 まで の 数 値 を 入力 し て くだ さい さ ーーー 区 分 が 1 一 4 以外 の 場合 、 ま た は 内 容 
が 254 文字 より 大 きか っ た り 内 容 が な 


で に ウー か っ た り し た 場合 は 、 入力 エラ ー と し て 
「(1)」 (2) が (3)、 今 話題 の (4) 小説 次 の 入力 を 行う 


1: セリ フ 2: 人 3: 行動 4: ジャ ン ル (5: 終了 ) デー タ 種 類 は ? > | 
区 分 で 5 を 入力 し た と き に 終了 すれ ば 成功 ! 


第 6 日 - ら 時 限 目 ある ファ イル の 入出 力 に つい て 学 ほぼ う ⑧ 





(①⑪ テキ スト ファ イル と バイ ナリ ファ イル 
今 まで の 学習 で 扱っ た ファ イル は すべ て テキ スト ファ イル で す 。 テ キス ト フ ァ 
イル と は 、 目 で 見 て 理解 で きる 、 テ キス ト エ ディ タ で 見 る こと の で きる ファ イル で す 。 
ファ イル に は も う ひ と つ 、 バ イナ リフ ァイル や ギ と いう 種類 が 存在 し ます 。 こ ちら は テキ 
スト ファ イル と は 逆 に 、 フ ァイル を 開い て 見 て も 理解 で きま せん 。 
例え ば 、 プ ログ ラム の ソー ス フ ァ イル は テキ スト ファ イル で す 。 そ し て 、 画 像 ファ イル 
や 、 プ ログ ラム の 実行 ファ イル が バイ ナリ ファ イル で す 。 
バイ ナリ ファ イル を 扱う に は 、fread 関数 と fwrite 関数 や を 使い まし ょ う 。 


@ テ キス ト フ ァイル 、 バ イナ リフ ァイル 














<html> #inctude <stdio.h> 
<head><title></title></head> 
<body> int main() ( Windows や 
<img src = "aaa.gif"> FTLE *fpz 画像 ソフ ト で コマ ンド 
』 char filename[256]: 示 ・ * 
</body> FITLE *outfpz 表示 ・ 作 成 プイ ト 
</htmt> char outfilename[256]: か ら 実 行 
html ファ イル H 
html ファ イル ソー ス フ ァ イル 品 、jpg、bmp ファ イル 実行 ファ イル 


テキ スト ファ イル バイ ナリ ファ イル | 


(②) ファ イル 入力 関数 バイ ト 単 位 
fread 関数 は 、 フ ァイル を バイ ト 単 位 で 読み 込む 関数 で す 。 


【fread 関 数 】 
Fread( 読み 込ん だ も の を 格納 する バッ ファ , 読み 込み 単位 (バイ ト ) , 








読み 込み 回 数 ファ イル ポイ ンタ ) 








ファ イル ポイ ンタ か ら 指 定 し た 読み 込み バイ ト 数 ずつ 指定 回 数 分 読み 出し て 、 バ ッ フ ァ 
に 格納 し ます 。fgets 関 数 と 似 て いま す が 、 改 行文 字 な ど を 区 別 し ま せん 。 す べ て の デー 
タ を ひたすら 黙々 と バイ ト 単 位 で 読み 込み ます 。 

fread 関数 は 、 読 み 込 ん だ 回 数 を 返し ます 。 す べ て 読み 込み お わる と 結果 が 0 に な る の で 、 
それ まで 繰り 返し 読み 込み ます 。 


(③) ファ イル 出力 関数 バイ ト 単 位 
ファ イル を バイ ト 単 位 で 書き 出す 関数 が 、fwrite 関数 で す 。 


【fwrite 関数 】 
ftwr1te( 書き 出す も の を 格納 し て いる バッ ファ , 書き 出し 単位 (バイ ト ) 。 関 





書き 出し 回 数 , ファ イル ポイ ンタ ) 








: * ら ・ バイ ナリ ファ イ 
: ル は 、 一 般 的 に 個々 の : 
i 特別 な ソフ ト を 使う こ : 
! と で 利用 で きる ファ イ : 
: ル で す 。「 バ イナ リ ] : 
! と は 8 進 法 を 意味 し ま : 
! す 。 つ まり 、 ら 進数 = 
ン ビ ュー タ が 理解 で ! 
る 言語 (機械 語 ) で ! 
か れ た ファ イル で : 










(イナ リフ ァイル の エ 
イタ ソフ ト も 存在 し : 


: * ネ 3 : fread 関 数 、fwite 
i 関数 を 使用 する に は 、! 
i stdio.h を イン クル ー : 
| ド し ます 。 1 





1 *4 : fread 関 数 、fwite 
j 関数 は 、 テ キス ト フ ァ : 
: イル の 読み 書き に も 使 : 
: 用 する こと が で きま : 
j す 。 6-2_sample1l.c 
! の プロ グラ ム で は 、 テ : 
:i キス ト フ ァイル の コ : 
: ビー も 作れ ます 。 : 


ファ イル ポイ ンタ の 場所 に 、 指定 し た 書き 出し バイ ト 数 ずつ 、 指 定 回 数 分 書き 出し ます 。 
ちょ うど fread 関数 と 逆 の 動作 を し ます 。 


(4 ) バイ ナリ ファ イル の コピ ー を 作成 する 


\N、 す / ファ イル を 読み 込み 、 そ れ を 新規 ファ イル に 書き 出す プロ グラ ム 、 つ まり コピ ー 
ファ イル を 作成 する プロ グラ ム を 作成 し て み ま し ょ う 。 


【6-2_sample 1.c】 








#inctude <stdio.h> 
#inctude <sd1 ふ iD .h> 


nt main() { 
F エ LE ま p ょ // 読み 込み ファ イル の ファ イル ポイ ンタ 
FTLE *WEDp: // 書き 出し ファ イル の ファ イル ポイ ンタ 
Char buFE[8]: // 書き 出す も の 格納 し て いる バッ ファ 


// 読み 込み ファ イル オー プン 
Ep = Fopen("6-1.exe", " エ Db"): 


ュ ミ E (!Fp) { 
printE(" 読み 込み ファ イル オー プン エラ ー ま n"『) 
@X ュ ユ モ (1): 

} 


// 書き 出し ファ イル オー プン 
wEFp = Fopen("6-1 .exe",。 "wb")z 


FE (!wEp) { 
printE(" 書き 出し ファ イル オー プン エラ ー ま n") : 
ex ミ モ (1) : 

} 


// ファ イル の 読み 込み & 書 き 出 し 

white (Fread(buFE, sizeoE (char), 8, fp) != 0) { 
Fw エミュ モ e (DuE 正 , sizeoE (Char) , 8, Ep) 

} 

Fctose(wEp) 

Fctose(Fp) : 

eturn 0z 





読み 込み 、 書 き 出し の た め の フ ァイル ポイ ンタ を 2 つつ 用 意 し 、 そ れ ぞ れ を バイ ナリ モー 
ド で オー プン し ます 。 
fread 関数 で 読み 込ん だ も の を その まま fwrite 関数 で 書き 出し て ぞ 、 フ ァイル に 出力 し ま 





第 6 日 ら 時 限 目 欠 フ ァイル の 入出 力 に つい て 学 ぼ う ⑧ 





最後 に 両方 の ファ イル を クロ ー ズ し て お わり で す 

この プロ グラ ム で は 、 前 の 時 限 に 作成 し た 6-1.exe ファ イル を コピ ー し て いま す 。 ファイ 
ル 6-l.exe の コピ ー「6-1_.exe] が で き て いる こと を 確認 し まし ょ う 。 も し も ゃ も コピー に 失敗 
し て いる と 、6-1_.exe ファ イル は 実行 する こと が で きま せん 


@6-1_.exe の 実行 結果 








呈 いつ どこ で デー タ の 追加 
ファ イル 入出 力 に つい て の 説明 は 、fread 関数 と tyrite 関数 で お わり で す * 同人 ポ P 記 癌 


3 | *5: いつ どこ で ゲー ! 


で は 、 い つど こ で ゲー ム の デー タフ ァイル に デー タ を 追加 する プロ グラ ム を 作成 し て み : ム の デー タフ ァイル は : 
まじ よめ ! テキ スト ファ イル な の : 
四 ニ デ 本 こく トキ 9: _ : で 、 デ ー タ の 追加 に は ! 
デー タ は プロ グラ ム か ら で は な く 手 動 “ で 作成 ・ 追 加 す る こと も で きる の で 、 こ れ は い : fprintf 関 数 を 使い ま ! 
つど こ で ゲー ム の お まけ 的 な プロ グラ ム に な り ま す | す 。 1 
i fread 関 数 、fwrite 関 : 

1 数 は 使用 し ませ ん 。 


(1) ファ イル を 追加 書き 出し モー ド で オー プン する で お ニー 
いつ どこ で ゲー ム の デー タフ ァイル で ある itudoko.txt を 追加 書き 出し モー ド で オー プン 


- 5 に 3 ん : *B: デー タ を 手動 で : 

a さ 上 rt が 存在 し な い 場 合 導 E + 1 ! 

し ます 。 も し itudoko.txt が 存在 し な い 場 合 は 、 新 規 作成 し ます 1 追加 する 場合 は 、 デ ー | 
KK OO ーー ーー : 夕 の 書式 と 文字 数 制限 
下 エ L 選 * 人 わぁ : ES こま : 
Char dataEite[] = "itudoko . モ xx 上 ": 1 最後 の デー タ 行 に は 、 





! 必ず 改行 を 入る こと も : 
忘れ ず に 1 





ュ 1F((Fp = Eopen(dataFite, "a+") ) == NULL) { 


printE(" ファ イル オー プン エラ ー まま mn" ) : 
ex ミュ モ (1) : ! キア: ファ イル が 存在 
} : し な い 場 合 に きち ん と ! 
( 略 ) 新規 作成 され る か どう ! 
: か 、 別 の ファ イル 名 で : 
! 試し て みて くだ さい 。 : 








Fctose(Fp) : 








1 *B:255 文 字 より 多 : 
) い 場 合 は バッ ファ に 
! 字 が 残っ て いる の で 、 

! 次 の 入力 の た め に クリ ! 
! ア し て お く 必要 が あり : 
1 ます 。 1 





[ 二 訂 方 
1 *9 : 読み 込み は 最後 : 
! の 改行 も 含め て 255 : 
! 文字 以内 と し ます 。 
1 読み 込み 文字 数 が 255 ! 
! で 、 最 後 の 文 字 str : 
! [254] が 改行 な ら ば : 
! 問題 あり ませ ん 。 





(2) デー タ を 入力 する 
デー タ は 区 分 と 内 容 の 両方 を 、 繰 り 返 し 入力 し ます 。 区 分 の 内 訳 は 次 の と お り で す 。 


代 区 分 の 内 訳 

に 2 Pa 
serifu セリ フ 
hito 人 

shita 行動 
Shurul ジャン ル 


入力 され た 内 容 を それ ぞ れ チェ ッ ク し 、 問 題 が あれ ば メッ セー ジ を 表示 し て 次 の 読み 込 
み を 行い ます 。 区 分 で 5 が 入力 され た ら 、 デ ー タ 追加 を 終了 し ます 。 

な お 、itudoko.txt が すでに 存在 し て いる 場合 、 デ ー タ ファ イル の 最後 の デー タ 行 が 改行 
され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 も し も そう で な い 場 合 は 、 最 後 の デ ー タ 行 に 改行 を 
入れ て くだ さい 。 

内 容 の 入力 に は fgets 関数 を 使い 、 第 2 引数 に 読み 込む 文字 数 、 第 3 引数 に 読み 込み 先 を 
指定 し て いま す 。 





| Fgetg ( 8 上 ヒエ, 256, stdin) : 





第 3 引数 に ある stdin と は 、 標 準 入力 を 表す 識別 子 で す 。 
この 場合 、stdn つ まり 標準 入力 か ら 最大 「256 - 1」 の 文字 数 を 読み 込み ます 。 


gets 関 数 だ と 文字 数 を 指定 で きず 、scanf 関 数 で は 文字 数 の 指定 に 間違い が あっ た 場合 
や 予定 より も 長い 文字 列 が 入力 され た と き に 、 プ ログ ラム に 不具 合 が 発生 する こと が あり 
ます 。 こ れ を 防ぐ た め に fgets 関 数 を 使用 し まし た 。 

読み 込ん だ 文字 列 が 改行 を 含め て 255 文 字 ぜ より 多い 場合 は 、str[254] が 改行 に な っ て い 
な い は ず な の で 、 文 字数 オー バー と し ます 5。 





white(1) { 
printE("「「(1)」 (2) が (3)、 今 話題 の (4) 小説 | まき n"): 
printE("1: セリ フ 2: 人 3: 行動 4: ジャ ン ル (5: 終了 ) デ ー タ 種類 は ? > "): 
区 分 入力 


内 容 入 力 


" 区 分 \t 内 容 " を ファ イル に 書き 込む 


5 が 入力 され た ら break 
それ 以外 は 値 チ ェ ッ ク 。 1 一 4 以外 な ら continue 


文字 数 チェ ッ ク 








内 容 チ ェ ッ ク を 行っ た 状態 だ と 、 文 字 列 の 最後 に は 必ず \n が つい て いる の で 、 出力 は 「 区 
分 \t 内 容 ] の み で す 。 


第 6 日 ら 時 限 目 @ フ ァイル の 入出 力 に つい て 学 ぼ う ③⑧) 





(3) ファ イル ポイ ンタ の 移動 

この 時 限 の 最後 に に ファ イル ポイ ンタ の 移動 に つい て 説明 し て お きま し ょ う 。 な お 、 フ ァ 
イル ポイ ンタ の 移動 は この 時 限 の プロ グラ ム で は 使用 し ませ ん が 、3 時 限 目 の お わり の 練 
習 問題 で 使用 し ます 。 

ファ イル を オー プン し た と き の フ ァイル ポイ ンタ の 位置 は 、 オ ー プ ン モ ー ド が a の 場合 
は ファ イル の 未 尾 に 、 そ れ 以 外 は ファ イル の 先頭 に な り ま す 。 

fseek 関 数 を 使っ て 、 フ ァイル ポイ ンタ の 位置 を 移動 する こと が で きま す 。 


【fseek 関 数 】 
Eseek( ファ イル ボ ポイ ンタ , オフ セッ ト , 指定 位置 ) : 








第 3 引数 に 指定 し た 記号 か ら 、 オ フ セ モット 分 ずら し た 位置 に 移動 し ます 。 指 定位 置 の 記 
号 は 次 の と お り で す 。 オ フ セ ッ ト と は 、 基 準 と な る 位置 か ら 目 的 の 地点 まで の 距離 を 表し 
た 値 で す 。 

人 @fseek 関 数 の 第 3 引数 の 指定 値 
指定 位置 意味 
SEEK_CUR 現在 位置 


SEEK_SET ” ファ イル の 先頭 
SEEK_END _ ファ イル の 未 尾 





次 の 例 で は 、 最 初 は ファ イル 未 尾 か ら 10 バ イト 分 前 の 位置 に 移動 し 、 次 は ファ イル の 先 
頭 か ら 5 バ イト 目 の 位置 に 移動 し ます 。 


Fseek (Ep, -10, SEEK END): 
Fseek (Ep, 5, SEEK SEF) 


fread 関数 、fwrite 関数 に つい て は 今回 の プロ グラ ム で 使用 し ませ ん が 、 大 事 な 関 数 な の 
で 、 こ こ で し っ か り 理 解 し て お きま し ょ う 。 








いつ どこ で ゲー ム プ ログ ラム を 完成 させ ます 。 
結果 の 表示 は 、 繰 り 返 し 何 度 も で きる よう に し まし ょ う 。 


沈 回 作成 する 例題 


上 軌 』 コマ ンド プロ ンプ ト 









Se 三 で ゲー ム の 
実行 結果 


店 アプ 1 10days_c day06-03 「」 itudoko.c 


この レッ スン の ね らい 

いつ どこ で ゲー ム の デー タフ ァイル か ら デ ー タ を 読み 込ん で 表示 し ます 。 

デー タ は 区 分 ご と に 分 か れ て いる の で 、 そ れ を 区 分 ご と の ポイ ンタ 配列 に 格納 し 
ます が 、 こ の と き 、 デ ー タ を 格納 する た め に 「 メ モリ の 確保 ] を 行わ な けれ ば な 


り ま せん 。 こ の 時 限 で は 、「 メ モリ の 確保 」 を 学習 し つつ 、 い つど こ で ゲー ム プ 
ログ ラム を 完成 させ まし ょ う 。 


/ 


ノン 


\ 


第 6 日 3 時 限 目 多い つど こ で ゲー ム を 完成 させ よう 





デー 


、、 テ キス ト エ ディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 
リ 








##inctude <stdio.h> 
#incltude <std1ib.h> 
#inctude <ime .h> 
提 include < 上 と ing.h> 


int main() { 
FTLE *Fpz // 入力 ファ イル の ファ イル ポイ ンタ 
char datafile[] = "itudojko. モ xt": 
int data max = 100:  // 各 デー タ 数 
char *serifFu[data max]: // セリ フ デ ー タ 
char *hito[data max]: // 人 デー タ 
char *shita[data max] // 行動 デー タ 
char *shurui[data max] : // 種類 デー タ 
char kubun[8] , naiyou[256] 
nt serifu o= 0, hito_ co = 0, ghita C = 0, ghurui = 0:// 各 デー タ の 数 
char bufF[512]: // 読 み 込ん だ 文字 列 を 格納 する 
int 1: 
1nt G 


// 入力 ファ イル を オー プン する 
if((Fp = fopen(datafFile, " ェ ") ) == NULL) { 
printE(" フ ァイル オー プン エラ ー まき n") 
exit (1): 
} 
white(Fgets(buEfF, sizeoF buEF, fp) != NULL){ 
88Canf (buFE, "%g 壮 L%s",。 kubun, naiyou) 
if ( (stromp (kubun, "seriFfu") == 0) && (serifu c < data max)) { 
SeriFu [gerifFu c] = (char*)malloc(strlen(naiyou) + 1): 
ropyY ( SeriFu [ser1Fu C++] , naiyou): 
} etse FE((strcmp(kubun, "hito") == 0) && (hito_c < data max) ) 
hito[hito_c] = (char*)maltoc(strlen(naiyou) + 1): 
8B キ roCpY (hito [hitO_C++] , naiyou) : 


{ 


}) etlse ifE((stromp(kubun, "shita") == 0) &g (shita c < data max)) { 


ghita [shita c] = (char*)malloc(strtlen(naiyou) + 1): 
rocpy ( Shita [ Shita C++] , naiyYou): 


} etse if( (strocmp (jkubun, "shurui") == 0) gg (shurui c < data max)) { 


Shurui [Shuru1 C] = (char*)malloc(strlen (naiyou) + 1): 
St ェ rcpY ( Shurui [Shurui C++] , naiyou): 








} 
Fctose(Ep) : 


srand (time (NULL ) ) 


do { 


printFf ("まま nm お すす め の 1 冊 ・・・ ま mn" ) 
printE(" 「[%s| \n%s が %g、 今 話題 の %s 小説 」 まき nn", 
Ser1Fu [rand ( ) %serifFu oc] , hito[rand( ) %hito_o] , 
Shita [rand ( ) %shita c] , shurui[rand( ) %shurui c] ): 
printE(" 続け る : Enter 終了 :Ctr1+z Enter > "): 


} white((c 
for(i = 0。 
for(1 = 0: 
Eor(i = 0: 


Eor(i = 0 
return 0: 


! *] : 拡張 子 に 注意 し : 
! て 保存 し まし ょ う 。 


ュ 
ュ 
ミ 
間 


1 < shita oz i++) { Eree(shita[i]): } 
1 < ghurui oz i++) { Eree(shurui[i]): } | 


getchar( ) ) != EOF): 


1 < serifu oz ュ ++) {( Eree(serifu[i]): } 


< hito_ cz i++) ( Eree(hito[i]), }) | 


入力 で きた ら 、「itudoko.c] と いう 名 前 で 、「C:\source」 ディ 
2 レク トリ 下 に 保存 する 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
③ し て 、itudoko.C を コン パイ ル す る 


で : ま USG エ 8 等 US ら エ >CQ 等 SO いと で CG 


C : 並 5O 〇 いと で CG> 可 CC - 〇 の エミ Eudojko ミ tudojko . で 





4 プロ グラ ム を 実行 する 


等 BSO い と で @G> エ Eudojko 。 GxtG 





お すす め の 1 冊 ・・・ 
「 あ な た を 、 待 っ て いた ] 


お すもう さん が 涙し た 、 今 話題 の 携帯 小説 8 な 





続け る : Enter 終了 : Ct ェ 1+z Enter > ^ 錠 


第 6 日 3 時 限 目 @ い つど こ で ゲー ム を 完成 させ よう 


(①⑪ メモ リ の 確保 と 開放 
プロ グラ ム を 実行 する と 、 プ ログ ラム の 中 で 使う 変数 の デー タ は メモ リ 上 に 確 


保 S ミ れ 、 プ ログ ラム 終了 時 に 開放 され ます 。 

C 言 語 で は 、 プ ログ ラム 中 で 定義 され て いる 変数 以外 に も プロ グラ ム 実 行 中 に メモ リ を 
動 的 に 確保 し て 、 使 い お わ っ た ら 開 放す る こと が で きま す 。 

メモ リ の 確保 に は malloc 関数 を 使い ます 。 


【malloc 関 数 】 
mat1oc( 確保 する メモ リ の バイ ト 数 ) 


malloc 関 数 の 引数 に 確保 する メモ リ の 大 き さ を 指定 する と 、 確 保 し た 領域 の 先頭 アド レ 
ス が 返さ れ ま す 。 メ モリ が 不足 し て いる 場合 は 領域 が 確保 で き な い の で 、NULL ポ イン タ 
が 返さ れ ま す 。 


> メモリ の 確保 と malloc 関数 


メモ リ 
ーー- mat tooc 関数 で 動 的 に 確保 
使い 終わ っ た ら 開 放す る 


確保 し た 領域 は 、 必 要 が な く な っ た ら free 関数 を 使っ て 開放 し ます 。 





プロ グラ ム の 中 で 使う 
変数 の 割り 当て 














【free 関 数 】 
| Eree( 確 人 し た メモ リ の アド レス ) | 








malloc 関数 、free 関数 と も に 、 使 用 する に は stdhbh を イン クル ー ド し ます 。 





128 バ イト の メモ リ を 確保 し て 開放 する プロ グラ ム を 作成 し て み ま し ょ う 
【6-3_samplelc】 


井 inctude < 上 do.h> 
#inctude <std1ib.h> 


nt main() { 
で Cha *da 七 a: 


data = (char*)maltoc(128): 
FE (data == NULL) { 
printE(" メモ リ 確 保 に 失敗 し まし た まき nm"): 

| exri も (1) : 

} 
| printE(" メモ リ を 確保 し まし た ま n") : 
| Free (data) : 
| GEurn 0: 


補 


で C: 普 SOu エ Ce>6-3_sample1 .exe 
メモ リ を 確保 し まし た 


次 に 、 標 準 入力 か ら 入力 し た 値 を 、 ポ イン タ 配 列 に 格納 する プロ グラ ム を 作成 し て み ま 


9 


(6-3_sample ら .c 


| 韻 inctude <stdio.h> 


nt main() { 
Char *qdata[31: 
Char input[128] 
ュ n ュ : 


Eor(i = 0z i < 3: エエ + ォ +) て 
printE(" 入力 し て くだ さい > 『)』 
gets ( input ) : 
data [ ミ ] = input: 
} 
Eo エ ( エ = 0z i < 3z エミ ++) { 
print モ ("%d 番目 の 入力 値 : %s 殖 nm" ,。 ミ +1, data[i] ) : 


(270) 


第 日 3 時 限 目 @ い つど こ で ゲー ム を 完成 させ よう 


} 
GEurn 0z 
} 
これ を 実行 する と 、 ポ イン タ 配 列 data の 内 容 は どれ も 3 番目 の 入力 値 に な っ て し まい ま 
誠 
9 


補 


入力 し て くだ さい > あい うえ お 
入力 し て くだ さい > か きく け こ 
入力 し て くだ さい > さしすせそ 


1 番目 の 入力 値 : さしすせそ 
2 番目 の 入力 値 : さしすせそ 
3 番目 の 入力 値 : さしすせそ 





ポイ ンタ 配列 の 各 要 素 は 、 次 の よう に イコ ー ル で 代入 する こと が で きま し た 


data[0] = "あい うえ お ": 
data[1] = " か きく け こ ": 
data[2] = " さしすせそ"』 
先ほど 作成 し た 6-3_sample2c の 入力 部 分 を 、 こ の 3 つ に 置き 換え て み ま す 。 す る と 、 
datalO| 一 datal2| まで の 出力 は それ ぞ れ 上 記 の 代入 値 ど お り に な り ま す 
この 場合 、 プ ログ ラム の 実行 時 に 文字 列 「 あ いう え お 」 分 の 領域 が メモ リ に 確保 され 、 
その 先頭 アド レス が data[O| に 代 人 され た の で す 。 同様 に 、datall] に は 「 か きく け こ 」 の 
先頭 アド レス が 代入 きれ ます 
修正 前 の 6-3_sample2c で は 、datalili に すべ て input 配 列 の 先頭 アド レス が 入っ て し まっ 
た の で 、data[O| 一 data[2| の 値 は すべ て 同じ input を 指し て いま す 。 こ の た め 、 あ と か ら 参 
! \ ど : 両方 の 場合 に お : 
照 す る と 、 全 て 同じ 最後 に 入力 され た 3 番目 の 値 に な っ て し まい ます * いて 、 全 デー タ の アド : 
: レス を 表示 し て みる と : 


N 3 時 と = ce の っ : わか りや すい と 思い ま ! 
で は 、 正 確 に 入力 値 を ポイ ンタ 配列 に 格納 する に は 、 ど うし た ら よ いで し ょ う ? ! す 。 
こん な と きこ そ 、 動 的 メモ リ 確 保 関数 で ある malloc 関 数 の 出番 で す 。 次 の プロ グラ ム を iprintf("96p 9%pi 
E 2 :) 96p\n". &data [il. 

見 て くだ さい i 


: ・(data).Sinpu0: 
: 前 か ら 、data[il の ア : 
: ドレ ス 、 data [il の 値 : 
: が 指し 示し て いる アド : 
: レス 、input の アド レ : 
: ス で す 。 1 


(2 





【6-3_sample3.c】 


#inctude <gtdio .h> 
井 ミ nctude < モエ ng -.h> 
#3nctude <sEd1ib.h> 


nt main() { 
Char *da モ a[3]: 
Char npu モ [1281: 
ミロ ュ エ : 


Eor( エ = 0z 中 < 3: エミ + ォ +) 【 
printE(" 入力 し て くだ さい > 『)』 
Jes ( 3npu ) : 


5 本 da も ta [中 ] = (char*)malltoc(s モ rten (input) + 1): 
! *3: 以降 、 メ モリ 確 : Stropy (ata [ミュ] , nput ) : 

! 保 失敗 時 の 処理 は 省略 : } 

! し ます 。 1 


人 Eor( エ = 0z 中 < 3z エミ ++) { 
pr3nt モ ( "%d 番目 の 入力 値 : %g 到 nm", エ +1, data[i] ) : 


For(1i = 0z i < 3: i++) { Eree(data[i]): } 
て GEurn 0: 


まず 、 入 力 値 の 長き (+1) の 大 き さ を malloc 関数 で 確保 し 、 そ の 先頭 アド レス 
data 還 に 代入 し ます 。 領 域 が 確保 さ れ た の で 、 そ の と き の 入 力 値 で ある jnput の 値 
data 山 に コビー し ます 

次 の 入力 で は また 同じ こと を 繰り 返し ます 。 新 し く 入 力 さ れ た 分 の 文字 列 の 大 き さ を メ 
モリ 上 に 確保 し 、data 財 が そこ を 指す よう に し ます 

この よう に 入力 ご と に 文字 列 の メモ リ 確 保 を 行い 、data の 各 要 素 は それ を 指す よう に す 
れ ば 、 入 力 値 の 保存 が で きま す 

結果 は 次 の よう に な り ま す 


人 











補 


入力 し て くだ さい > test 
入力 し て くだ さい > あい うえ お 
入力 し て くだ さい > 123 


1 番目 の 入力 値 : test 
2 番目 の 入力 値 : あい うえ お 
3 番目 の 入力 値 : 123 





第 6 日 3 時 限 目 @ い つど こ で ゲー ム を 完成 させ よう 





各 入力 値 が 正確 に 保存 きれ て いま す 。 
最後 に 、 使 い お わ っ た 領域 を free 関数 を 使っ て 開放 し まし ょ う “。 


/ ) いつ どこ で デー タフ ァイル の 読み 込み 
へ 害 ノ 。 いつ どこ で ゲー ム の デー タフ ァイル は 、1 行 1 デー タ で 「 区 分 」 と その 「 内 容 」 
が タプ 区 切り に な っ て いま す 。1 時 限 目 に デー タ の 読み 込み を 行う プロ グラ ム (6-1c) を 
作り まし た が 、6-1.c で は 読み 込ん だ デー タ を 表示 し た だ け で 、 プ ログ ラム の 中 で デー タ を 
保存 し て いま せん 。 
いつ どこ で ゲー ム で は 、 デ ー タ ファ イル か ら 読 み 込 ん だ デー タ を 組み あわ せ て 文章 を 作 
る の で 、 先 に デー タフ ァイル か ら の デー タ を 読み 込ん で 保存 し て お く 必 要 が あり ます 。 
デー タ は 4 つの 区 分 に 分 か れる の で 、 ポ イン タ 配 列 を 4 つ 用 意 し て お きま す 。 


2 
: *4 : free 関 数 を 使わ 
! な く て も ブロ グラ ム 終 : 
: 了 と 同時 に メモ リ は 開 
! 放さ れ ま す が 、 環 境 に 
: より 不具 合 が 出る こと ! 
: が ある の で 、 な る べく ! 
! ちゃ ん と 呼び 出し ま 
! し よう 。 ! 








cha *ser ュ 1Fu[data max]: // セ リフ デー タ 
char *hito[data maxx] ん /5 尺 データ 
char *shita[data max]:  // 行動 デ ー タ 


[ 
nt qata maxx = 100: // 各 デー タ 数 
| char *shurui[data maxr]: // 種類 デ ー タ 


nt BeriFu = 0, hito C = 0, shita C = 0, shurui c = 0:// 各 デー タ の 数 





読み 込ん だ デー タ を 変数 kubun と naiyou に 分 け 、malloc 関数 を 使っ て メモ リ を 確保 し て 
か ら 、 区 分 別 の ポイ ンタ 配列 に デー タ 内 容 を 格納 し ます 。 





white(Fgetgs (buE 下 , sizeoE buEFE, fp) != NULL){ 


BSCanfF (DuF 下 , "5 釜 も %8 将 nm",。 jkubun, naiyou): 


8 も CDY ( Se エエ Fu [ Se エエ Fu C++] , naiyou): 


( 略 ) 
} 





FE ( ( stromp (kubun, "SeriFu") == 0) && (seriFu co < data maxx)) { 
SG エ 1Fu [se エ iFu o] = (oha ェ *)maltoo(strten(naiyou) + 1): 


}) etse i 下 ( (stromp (fkubun, "hito") == 0) gg (hito_c < qata max)) { 





セリ フ の デー タ を 読み 込ん だ ら 、 セ リフ デー タ の 数 で ある 変数 serifu_ c を イン クリ メン 
ト し ます 。 他 の 区 分 デー タ も すべ て 同じ 処理 を 行い ます 。 す る と 、 最 終 的 に デー タフ ァ イ 
ル の 全 デ ー タ は 、4 つ の ポイ ンタ 配列 に 分 類 、 格 納 さ れ ま す “。 


2 詳 
! *5 : デー タ は 区 分 で: 
: と に 最高 100 個 まで ! 
: を 上 限 と し 、 そ れ よ り ! 
: 多く な っ た 場合 は 切り ! 
! 捨て ます 。 ! 





(③) いつ どこ で ゲー ム の 実行 
いつ どこ で ゲー ム を 実行 し て み ま し ょ う 。 


ポイ ンタ 配列 に 格納 され た デー タ を 使っ て 文 を 作り ます 。 区 分 デー タ か ら ラ ンダ ム に 選 
ん で 表示 し まし ょ う 。 










printE(" 「[%s] \n%s が %s、 今 話題 の sg 小説 」", 
Se エエ Fu [ エ and ( ) se エミ Fu C] , hito[rand( ) hi モ o_C] , 
Shia [ ェ and ( ) %shi モ a oc] , Shurui[rand( ) shurui C] ): 





表示 は 繰り 返し 行え る よう に 、do 一 while 文 を 使い ます 。 表示 を 続け る 場合 は た だ [Enter] 


キー を 押し 、 終 了 す る 場合 は [Crl] + [Z] “キー を 押し ます 。 標 準 入力 で [Crl] + [Z] 
i *6:[C + Z] は 、: は EOF に な る の で 、 そ れ を 終了 条件 と し ます 。 
| ml cp ます 。 ゲー ム が お わっ た ら 確保 し た メモ リ を 開放 し て 、 終 了 し ます 。 





| EorG = 0z 1 < geriEu cz ++) { Eree(seriEu[i]): } 


いつ どこ で ゲー ム を 完成 させ る つい で に 、 メ モリ 確保 関数 で ある malloc 関 数 に つい て 学 
泊 史 S 訪 だ g 

も し も malloc 関 数 を 使わ な い 場合 は 、 あ ら か じ め 適 当 な 大 き さ の 領域 を 確保 し て お か な 
けれ ば な ら な い の で 、 最 終 的 に 使用 し な か っ た 分 の 領域 は 無駄 に な り ま す 。malloc 関 数 は 
非常 に 便利 な 関数 で す が 、 使 い 方 を 間違う と 逆 に メモ リ の 無駄 を 引き 起こ し て し まう こと 
も ある の で 、 注 意 し て 使い まし ょ う 。 


2 時 限 目 に 作成 し た itudoko_data.c を 、 区 分 ご と に 同じ 内 容 は 
追加 で き な い よう 、malloc 関数 を 使っ て 改良 し な さい 。 


[ヒン ト ]」 
ファ イル の オー プン モー ド は 変更 せ すず 、 フ ァイル を 開い た ら 、 最 初 に 先頭 
に ファ イル ポ ボイン タタ を 移動 し て 読み 込み を 行う 。 





第 6 日 - 3 時 限 目 あ いつ どこ で ゲー ム を 完成 させ よう 


文字 型 な の に int を 指定 する 入力 方 法 


itudoko.C で は 、 表 示 を 続け る か どう か の 入力 を getchar 関 数 で 取得 し まし た 。 
getchar 関 数 は 文字 を 読み 込む 関数 で す が 、 読 み 込ん だ デー タ を 格納 する 変数 に は 
int 型 を 使い まし た 。 今 回 の プロ グラ ム の よう に 入力 が 終了 し た と き ([Ctrl] + [Z] 
を 入力 し た と き ) に 、getchar 関 数 は EOF を 読み 込み ます 。 こ の EOF は 通常 は 「-1」 
で 、char 型 の 範囲 外 “*" と な る の で 、int 型 を 使っ て いま す 。 

文字 を 数 値 型 で 受け 取っ て 問題 は な い の か ? と 思う 方 も いる で し ょ う 。 

Scanf 関数 で も 同じ こと が いえ る の で 、 こ ちら を 例 に 見 て み ま し ょ う 。 


#inctude <stdio .h> 


in main() { 
nt oz // 入 力 文字 を 格納 する 変数 


| goanE("%c"。 &o): // 入 力 文字 を 受け 取る | 
| printE("%cr,。 c): // 入力 し た 文字 を 出力 
reurn 0z 


補 


変数 の 宣言 は int 型 な の に 、scanf 関 数 で の 入力 指定 は char 型 "96c" で 値 が 取得 で き 
て いま す 。 

文字 型 の デー タ は 、 数 値 と し て も 扱う こと が で きる の で す 。 

コン ピュ ー タ 上 で 扱う デー タ は 、 す べ て 1 と 0 で 表現 され て いる こと を 、 第 2 日 の 
章 末 で 説明 し まし た 。 つ まり 、 コ ンピュータ 上 で 扱う デー タ は 、0 と 1 で 成り 立つ 表 
現 方 法 で ある 、 ら 進数 に 置き 換え る こと が で きま す 。 さ ら に ら 2 進数 は 10 進数 へ 変換 
で きま す 。 

例え ば 、 文 字 「a] は 2 進数 で 01 100001 と 表 さ れ ま す 。 こ れ を 10 進 数 に 直す と 
87 です 。 つ まり 、 文 字 「a」 は 97 と いう 数 値 に 対応 づけ られ て いま す “。 

「a」 の 他 に も 、 半 角 英 数 文字 や 半角 記号 文字 は 、 そ れ ぞ れき め ら れ た 10 進 数 の 数 値 
が 存在 し ます 。 こ の 対応 づけ が な され て いる 文字 を ASCII 文字 また 、 数 値 と の 対 
応 表 を ASCII コー ド 表 と いい ます 。 

ASCII 文 字 以 外 の 半角 カナ や 全角 ( ら バ イト ) 文字 も 、 そ れ ぞ れき め ら れ た 数 値 に よ 
り 表現 され て いま す 。 た だ し 、ASCI 文字 以外 は 表現 する 文字 コー ド 体 系 に より 、 そ 
の 数 値 は 異な り ま す 。 


次 の 出力 を 実行 し て みる と 、 両 方 結果 は 「 数 値 : 97 文字 : a] と な り ま す 。 


! キ 7 : 通常 、char 型 は : 
ij F188 一 127」 の 範 : 
: 囲 を 扱い ます が 、 処 理 : 
: 系 に よっ て は 0 一 8255 : 
! で 文字 コー ド を 扱う の : 
! で 、 こ の 上 1」 が 扱え : 
! ませ ん 。 int 型 に し て : 
: お け ば どの 環境 で も -1 : 
: を 受け 取る こと が で き : 
) ます 。 1 


i *B: 文字 「1」 を 数 値 ! 
: に 直す と 1 で は な く 、: 
: ASCII コ ー ド 表示 対応 : 
1 し た 数 値 49 に な り ま | 








コ 撤 2 

! *S : 文字 は 数 値 と し : 
! て も 扱う こと が で きる : 
! の で 、 計算 する こと も : 
) で きま す 。 例 えば 、: 
j 'g+3 の 結果 を 数 値 で 
: 表す と 、100 に な り : 
) ます 。 : 


に ーーー ニ ーーーーーー = 





print モ ("数 値 : %d 文字 :%c ま m",。 'a', !a!): 
p ェ intE(" 数 値 : %q 文字 : %c ま \n",。 97, 97): 








文字 は 数 値 と し て 扱う こと が で きる “こと を お ぼ え て お きま し ょ う 。 


用 語 の 読み 方 


メモ リ を 動 的 に 確保 する 「malloc」 関数 、 最 初 に 上 見 た と きど の よう に 読み まし た か ? 
例え ば 整数 デー タ 型 の int、 こ れ は た いて い の 人 が その まま 「 イ ント 」 と 読む で し ょ う 。 
で は 、 文 字 の デー タ 型 を 表す char は どう で し ょ う 。 こ れ は 「 キ ャ ラ 」 と いう 人 も い 
れ ば 「 チ ャ ー」 を 使う 人 も いま す 。 も し か し た ら 「 チ ャ ラ 」 の 人 も いる か も し れ ま 
せん 。 

これ ら プ ログ ラム で 使用 する 用 語 の 読み 方 は 、 絶 対 に こう 読む べき! と いう も の は 
あり ませ ん 。 好き な よう に 読み まし ょ う 。 


先ほど の malloc は 、int と 同じ よう に その まま 読め ば 「 マ ロッ ク 」 で す が 、 筆 者 は 「 エ 
ム ・ ア ロッ ク 」 を 使い ます 。「 マ ロッ ク 」 で も 「 エ ム ・ ア ロッ ク 」 で も 、 人 に 説明 す 
る と き に 「malloc」 と し て 通じ れ ば いい の で す 。 わ か ら な けれ ば 書い て 説明 すれ ば 
何 の 問題 も あり ませ ん 。 他 に も 、 文 字 列 を 操作 する 関数 の 最初 に つく 「str」(「strcopy]」 
な ど ) は 「 ス トラ 」 だ っ た り 、 丁 寧 に 「 ス トリ ング 」 と いう 人 も いま す 。 


会 社 や 学校 、 そ の 中 で も さら に 部 署 ご と や 学科 ご と に 、 独 自 の 読み 方 を する 場合 が 
あり ます 。 一種 の 方 言 で す 。 筆 者 が 聞い た 中 で は か な り 傑 作 な も の も あり まし た 。 
読み 方 が わか ら な い 用 語 は 、 ま わり の 人 に どう 読む か 聞い て みる の も よい で し ょ う 。 
人 それ ぞ れ で 、 結 構 面白 いで す 。 


トラ ンプ ゲー ム の 定番 、 ブ ラッ クジ ャ ッ ク を 作 
り ま し ょ う 。 

プレ イヤ ー と ディ ー ラ ー の 1 対 1 で 勝負 し ます 。 
ディ ー ラ ー は コン ビュ ー タ に や っ て も ら う の 
で 、 今回 も む プ レイ ヤー 対 コ ンピュータ の 勝負 に 
な り ま す 。 お 互い に トラ ンプ の カー ド を 引き 、 
引い た カー ド の 合計 数 を 21 に 近づけ る ゲー ム 
で す 。 

遊び 方 は いろ いろ と ある よう で す が 、 プ ログ ラ 
ム を 作る こと を 考え て 、 今 回 は 比較 的 簡単 な 
ルー ル を 採用 し ます 。 ル ー ル に 沿っ た ゲー ム を 
プロ グラ ム で 実現 する た め に 、 今 日 は 「 関 数 」 
と 「2 次 元 配 列 ] に つい て 新しく 学び ます 。 





こ ニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ご こ ニ ニニ ニー ニー ここ 





プラ ッ ク ジ ャ ッ ク ゲ ー ム は ディ ー ラ ー:( コ ン ピ ビュ エー タ ) と プレ イヤ ー で カー ド を 引き 、 引 
いた カー ド の 合計 数 を 21 に 近づけ る ゲー ム で す 。 








9 il 
中 を | 
” 


加計 昌 昌 
は 開 関 量 4 


1 また は 11 








2- -9 そ れ ぞ れ の 数 値 全部 10 (プレ イヤ ー は 選べ る ) 


。E 小 装 に EE 


6+7+5=18 な の で 終了 
も う 一 枚 引 く | 加 
3+2+11+4=20 
21 に 近い の で 終了 する 
ディ ー ラ ー:18 プレ イヤ ー:20 で 
【 プレ イヤ ー 











第 フ 日 @ ブ プラ ッ ク ジ ャ ッ ク ゲ ー ム を 作ろ う 


1 まず 、 デ ィ ー ラ ー が トラ ンプ の カー ド 2 枚 を プレ ー ヤ ー に 配り ます 。 ディー ラー 
自身 に も 1 枚 配 り ま す 。 こ の 3 枚 だ け は 表向き に する の で 、 ど の カー ド を 引い た 
か 表示 し ます 


ク ここ か ら が 勝負 で す 。 ディ ー ラ ー は 自分 の カー ド の 数 の 合計 数 が 16 以 下 の 場合 は 、 
カー ド を 引き 続け ます 。 デ ィ ー ラ ー の 2 枚 目 以降 は 、 ど の カー ド を 引い た か 表示 
し ませ ん 
カー ド の 数 え 方 は 、2 一 9 は その まま の 数 値 と し て 数 え 、 絵 札 (キン グ 、 ク イー ン 、 ジ ャ ッ 
ク ) と 10 は 、 す べ て 10 と し て 数 えま す 
エー ス は 、1 また は 11 と し て 、 状 況 に 応じ し て プレ ー ヤ ー の 都合 の よい 方 に カウ ント し ます 
今回 の 場合 ディー ラー は コン ピュ ー タ が 行う の で 、 デ ィ ー ラ ー が エー ス を 引い た と き は 、 
すべ て 11 と し て カウ シン ik まま 
3③ プレ イヤ ー は 、 カ ー ド の 合計 が 21 を 超え る まで は 、 好 き な だ け カ ー ド を 引く こと 
が で きま す 。 合計 が 21 を 超え る と プレ イヤ ー の 負け で す 
21 を 超え て いた ら デ 7 


ディ ー ラ ー の 合計 カ 


どちら も 21 を 超え て い 4 な けれ ば 、 21 に より 近い ほう が 勝ち で す 。 プ レイ ヤー も ディ ー ラ ー 
も 合計 が 21 を 超え て いた 場合 か 、 両 者 同点 の 場合 は 、 引 き 分 け で す 


つま り 、 プ レイ ヤー は 21 を 超え な いよ うに 考え て カー ド を 引け ば いい の で す 。 例え ば 、 今 
の と ころ の 合計 が 15 だ っ た 場合 、 こ こ で 引く の を や め れ ば 無難 で す が 、 あ と 1 枚 引 いて 、 
その カー ド が 6 以下 な ら ば 、 勝 て る 可能 性 が 高く な り ま す 。 し か し 7 以上 の 数 値 が 出 て 
まう と 、 負 け に な り ま す 


介 ブラ ッ ク ジ ャ ッ ク ゲ ー ム の 実際 の 動作 


ブラ ッ ク ジ ャ ッ ク ゲ ー ム を 実行 する と 、 デ ィ ー ラ ー の 1 枚 目 と 、 プ 
1 レイ ヤー の 引い た カー ド が すべ て 表示 され る 


C: ま SOurCe>b1aok]aok . exxG 
【 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 】 

ディ ー ラ ー 一 枚 目 : スペ ー ド の 4 
他 は 伏せ る 


プレ イヤ ー 一 枚 目 : スペ ー ド の ゞ 
プレ イヤ ー 王 枚 目 : ダイ ヤ の 10 
も う 1 枚 引 きま すか ?(y/n) > 
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プレ イヤ ー が エー ス を 引い た ら 、11 で 計算 する か どう か を 聞い て くる の で 、 
11 で 計算 し た い 場 合 は 「y」 を 入力 し 、1 で 計算 し た い 場 合 は 「n」 を 入力 し て 、 
[Enter] キー を 押す 


プレ イヤ ー 一 枚 目 : スペ ー ド の ぇ ヵ 


11 と し て 計算 し ます か ? (y/n) > 





「 も う 1 枚 引 きま すか ?」 に 「y」 を 入力 する と 、 カ ー ド を 引き 続け 
る 


も う 1 枚 引 きま すか ?( マ /nm) > 了 
クロ ー バ ー の oO 
も う 1 枚 引 きま すか ? (y/n) > 





カー ド を 引く の を や め る と き は 、「n」 を 入力 


も う 1 枚 引き ます か ?(y/n) > n 


カー ド を 引く の を や め る か プレ イヤ ー の 引い た カー ド が 21 を 超え 

た ら 自 動 的 に 終了 し 、 ど ちら が 勝っ た か 判定 し て 結果 を 表示 する 。 

判定 結果 は 「 プ レイ ヤー の 勝ち ! 」「 デ ィ ー ラ ー の 勝ち ! 」「 引 き 分 け 」 
の 3 種類 





C : 半 SOu エ て CG>b1aCKa ご CK . Gx@ 
【 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 】 

ディ ー ラ ー 一 枚 目 : クロ ー バ ー の 9 
いり た る に まっ 


プレ イヤ ー 一 枚 目 : クロ ー バ ー の 3 
プレ イヤ ー 二 枚 目 : ダイ ヤ の ぇ 


11 と し て 計算 し ます か ? (y/n) > 
も う 1 枚 引き ます か ?( マ /n) > 
スペ ー ド の 5 

も う 1 枚 引 きま すか ?(y/n) > n 


ディ ー ラ ー: 20 点 プレ イヤ ー : 19 点 
ディ ー ラ ー の 勝ち ! 





C : 等 SO いと で ご @G>b 1a で ka ご CI - GXG 
【 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 】 

ディ ー ラ ー 一 枚 目 : ダイ ヤ の 6 
他 は 伏せ る 


プレ イヤ ー 一 枚 目 : スペ ー ド の 3 
プレ イヤ ー 王 枚 目 : ハー ト の 2 

も う 1 枚 引 きま すか ?(y/n) > 
クロ ー バ ー の 4 

も う 1 枚 引 きま すか ?(y/m) > 
スペ ー ド の o 

も う 1 枚 引 きま すか ? ( ゞ / ぉ ) > na 


ディ ー ラ ー: 26 点 プレ イヤ ー: 19 京 
プレ イヤ ー の 勝ち ! 


C : 普 SO いと で @G>b1aCKk]aCk . GxxG 
【 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 】 

ディ ー ラ ー 一 枚 目 : クロ ー バ ー の 3 
他 は 伏せ る 


プレ イヤ ー 一 枚 目 : ダイ ヤ の 勾 
プレ イヤ ー 三 枚 目 : ダイ ヤ の 4 

も う 1 枚 引 きま すか ?(y/n) > 
その < 


ディ ー ラ ー: 26 点 プレ イヤ ー : 24 点 
引き 分 け 
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se っ へ 8 
上 





ディ ー ラ ー は カー ド の 合計 が 16 以下 な ら カ ー ド を 引き 続け 、 プ レイ ヤー 
は 、3 枚 目 以降 は 合計 数 値 が 21 を 超え る まで 、 好 き な だ け カ ー ド を 引き 
続け る プロ グラ ム を 作り ます 。 


流 回 作成 する 例題 










プレ イヤ ー の 合計 の 数 値 
が ら 1 を 超え る まで 、 カ ー 
ド を 引き 続け る 


と ちち で 1 10days_c 1 day07-01 「」 7-1.c 


@ こ の レッ スン の ね らい 
ブラ ッ ク ジ ャ ッ ク で は 、 プ レイ ヤー と ディ ー ラ ー が お 互い に 何 回 か カー ド を 引き 
ます 。 ルー ル ど お り に プロ グラ ム を 書く と 、 カ ー ド を 引く 機会 は これ だ け あ り ま す 。 

D り ディー ラー が 1 枚 引 く 

⑧ プ レイ ヤー が ら 枚 引く 

$ デ ィ ー ラ ー は 合計 が 16 以下 の と き に 引き 続け る 

④ プ レイ ヤー は ら 1 に 近づく よう 引き 続け る 
「 カ ー ド を 引く 」 行 為 は プレ イヤ ー も ディ ー ラ ー も 同じ で す 。 プ ログ ラム を 書く と 、 
「 カ ー ド を 引く 」 処理 を ルー ル の 流れ に 沿っ て 何 度 も 書か な けれ ば な り ま せん 。 
特に 「 カ ー ド を 引く 」 処理 が 複数 行 の プロ グラ ム に な る 場合 、 何 度 も 同じ 処理 を 
書く の は 、 プ ログ ラム と し て あま り 美 し く あ り ま せん 。 
これ を 解決 する の が [関数 ] で す 。 今 まで は C 言 語 で 用 意 さ れ て いる 関数 の み を 使っ 
て きま し た が 、 関 数 は 自分 で 作る こと も で きま す 。「 カ ー ド を 引く 」 処理 を 書い 
た 関数 を 作っ て 用 意 し て お き 、 そ れ を 呼び 出せ ば プロ グラ ム が すっ きり し ます 。 
この 時 間 は 関数 に つい て 学習 し まし ょ う 。 


0 


第 フ 日 。 1 時 限 目 @ 関 数 を 利用 し よう 





1 、 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 








井 inclLude < モ 上 dio.h> 
井 include < モ ュ me .h> 
井 include <gtd1ib.h> 


// カー ド の 点数 
も pn ヒ も GE だき IF331] = ({( 34 寺 2 寺 8 語 4 5。 6。 7。 8 戸 9。 30 寺 0 テ 10, 10 
} 


/* カー ド を 引く 関数 
引数 h : カー ド 内 容 表 示 フ ラグ 
プレ イヤ ー タ ー ン の 時 は 1、 デ ィ ー ラ ー タ ー ン の 時 は 0 

戻り 値 c: 引い た カー ド の 点数 
病 が 
nt qrawCard (int bh) { 

nt draw_digitz // 引 いた カー ド の 数 

nt rz // 引 いた カー ド の 点数 


dravw_digit = rand() % 13 + 1: 


FE(h) { 
p ェ intE("%d を 引き まし た nn", draw digi も ) : 
} 
エ = セ toa1 [dravw_digi キ -1] : 
エエ ら Eu エロ エエ ょ 
} 


nt main() { 
nt dealer: // デ ィ ー ラ ー の 引い た カー ド の 合計 
nt ptayer: // プ レイ ヤー の 引い た カー ド の 合計 
char nz // カ ー ド を 引く か 引か な いか の 答え 


rand ( モ 上 ュ 1me (NULL ) ) : 
printE("【 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 】 ま gn"): 


// ディ ー ラ ー の 一 枚 目 は 今回 省略 


5 クイ ビー 








| printE("m プレ イヤ ー 一 枚 目 : ") : 
| player = dravwCard(1): 

| pn も E(" プレ イヤ ー 二 枚 目 : ") : 
| player エ += drawCard(1): 


// ディ ー ラ ー が 引く 
dot 

deater += qrawCard(0): 
} white(deater <= 16): 


// プレ イヤ ー が 引く 

white(ptayer < 21) { 
printE(" も う 1 枚 引き ます か ?(/n) > 『): 
SCanF("%Cr ,。 &y n): 





white (getchar() != ' ま nm') { } 
1E(y n == 'yY") { 

plLayer += drawCard(1): 
}) etse 1F ( n == "np') { breakz }) 


} 
printE(" ま ma デ イー ラー:%q 点 プレ イヤ ー :%d 点 n"。 deater, player) : 


| 
return 0: 

| 

| 


1 *] : 拡張 子 に 注意 し 


ク 入力 で きた ら 、「7-1.c」 と いう 名 前 で 、「C:\source」 ディ レク 


トリ 下 に 保存 する 





上 し な Sg 

コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
し て 、7-1.c を コン パイ ル す る 

C : US8G エ 5 等 USG エ >CdQ 将 8O い て で @G 

で : 並 8O つ い エ で CG>CC - 〇 の 7-1 7-1.c 
プロ グラ ム を 実行 する 。 プ レイ ヤー の 合計 の 数 値 が 21 を 超え る ま 
で 引き 続け る こと が で きれ ば 成功 ! 
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第 フ 日 。 1 時 限 目 関 数 を 利用 し よう 


【 プ レイ ヤー の 1 、 ら 枚 目 の 合計 が ら 1 を 超え た 場合 】 


C : 並 SO いて で @G>7ー1 . exx@ 





【 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 】 
プレ イヤ ー 一 枚 目 : 10 を 引き まし た 


プレ イヤ ー 王 枚 目 : 1 を 引き まし た 





ディ ー ラ ー:19 点 プレ イヤ ー : 21 点 


【 プ レイ ヤー の 1 、 ら 枚 目 の 合計 が ら 1 を 超え な い 場 合 】 


を 二 !) ッ コー ズム ん こ て 





【 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 】 

プレ イヤ ー 一 枚 目 : 2 を 引き まし た 
プレ イヤ ー 二 枚 目 : 11 を 引き まし た 
も う 1 枚 引 きま すか ?(y/nm) > 


5 を 引き まし た 
も う 1 枚 引 きま すか ?(y/n) > n 


2 コン ん IS 放し 恨 





解説 
1 関数 の 基本 


出力 関数 の printf 関 数 は 、 今 まで に も 何 度 か 出 て きま し た 。 こ の 関数 の 中 で ど 
うい う 処 理 を 行っ て いる の か は わか り ま せん が 、 と に か く 書 式 ど お り に printf 関 数 を 使う 
と 、 指 定 し た 文字 列 が 出力 され まし た 。 rand 関数 も 呼び 出す だ け で ラン ダム 数 値 を 取得 で 
きま な た 

中 で 何 を や っ て いる か わか ら な いも の を プラ ッ ク ボ ックス と いい ます 
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1 * : 正確 に は 、stdio.: 
! h フ ァイル 自体 に 処理 ! 
! が 書い て ある わけ で は : 
! あり ませ ん が 、 意 味 と : 


j し て は 同じ で す 。 この ! 
! あたり の 詳細 は 第 10 : 
i 日 に 学習 し ます 。 





@ ブ ラッ クボ ックス 





中 の 処理 見 えな いも の = 
ブラ ッ ク ボ ックス 







| ント いよ は 選 に > 人 較 ] 
printf("hetto") : ===* 


ーー 文字 列 "metto" の 出力 


内 5 
rand ( ) : = 上 ーー 乱数 取得 


半 半 


し か し 、 中 身 を 見 る こと が で き な い だ け で 、 実 際 は printf 関 数 の 中 で 文字 列 を 出力 する 
た め の 処 理 が 行わ れ て いま す 。 


関数 と は 、「 一 連 の 処理 を ひと まとめ に し た も の 」 で す 。 関数 は 引数 を 持つ こと が で き 、 


与え た 引数 に よっ て 異な る 結果 を 取得 で きま す 。printf("Hello!) で は 文字 列 [Hellol| が 、 
printf(World') で は 文字 列 「World] が 表示 され ます 。 

prinff 関 数 の 一 連 の 処理 は 、printf 関 数 を 使う と き に プロ グラ ム の 最初 に イン クル ー ド す 
る stdioh フ ァイル に 書い て あり ます "。 

printf 関 数 の 中 身 の 処理 を 書い た 部 分 が どこ か に あり 、 プ ログ ラム の 最初 に それ を イン 
クル ー ド し て 取り 込ん で いる の で 、 プ ログ ラム の 中 で その 関数 を 呼び 出し て 使う こと が で 
きま す 。 こ の 「 中 身 の 処理 を 書い た 部 分 」 を 「 関 数 定義 ] と いい ます 。 


人 @ 関 数 定義 











ファ イル stdiolh を イン クル ー ド する 


printE 関 数 全 ツェ ト い うに を 』 
定義 され て いる ファ イル 
(stdio 1) 


printE("het1o"): グ Wa hetto" 出力 


#incLude <s モ dio-.h> 

















第 フ 日 。 1 時 限 目 角 関 数 を 利用 し よう 


(②) 自作 関数 の 書き 方 の きま り 
言語 で あら か じ め 用 意 き れ て いる も の と は 別に 、 自 分 で 関数 を 作る こと も で 
きま す 。 あ る 特定 の 部 分 の 処理 を まとめ て 関数 を 作り まし ょ う 。 こ こ で は 、 何 度 も 出 て く 
る 「 カ ー ド を 引く 」 処理 を 書い た 部 分 を 関数 に し て 、 プ ログ ラム を すっ きり させ ます 。 
自分 で 作る 関数 に は 書き 方 の きま り が あり ます 。 そ れ に 従っ て 関数 を 作り ます 。 


(1) 関数 名 を きめ る 

関数 に は 名 前 (関数 名 ) を つけ ます 。 こ れ は 変数 名 と 同じ で 半角 英 数 文字 を 使っ て 自由 
に つけ ます 。 例 えば 、「 カ ー ド を 引く 」 関数 な ら ば 「drawCard] な ど と つけ て お く と 、 何 
を する 関数 な の か が すぐ わか り ま す 。 で す が 、 今 は と りあ え ず func1 と いう 名 前 に し て お 
きま す 。 


(②) 関数 の 型 を きめ る 
関数 に は 「 戻 り 値 ] が あり ます 。 戻り 値 で と は 、 関 数 を 呼び 出し た と き に 返っ て くる 値 
の こと で す 。 例 えば 、 乱 数 を 求め る rand 関 数 の 場合 、 





| = rand() : | 





と する と 、 変 数 x に ラン ダム な 値 が 入り まし た 。 rand 関 数 を 呼び 出す と 、 整 数 型 の ラン ダ 
ム な 値 が 返っ て きま す 、 こ れ が 関数 の 戻り 値 に な り ま す 。 

そし て 、 返 っ て くる 値 の デー タ 型 が 関数 の 型 に な り ま す 。 rand 関数 は 整数 値 を 返す の で 、 
関数 の 型 は int 型 で す 。 

rand 関数 は 、 ラ ンダ ム な 数 値 を 作り 出す 処理 を 行い 、 最 後に その 値 を 返す よう 定義 され 
て いま す 。 rand 関数 を 使う 側 は 、 そ の 戻り 値 を 受け 取る だ け で いい の で す 。 








六 = ェ and( ) : 


戻り 値 は int 型 rand 関数 は int 型 





自分 で 作る 関数 に も 型 が 必要 に な り ま す 。 自 作 関 数 fnnc1 が 整数 値 を 返す な ら ば 、 そ の 
自作 関数 の 型 は int 型 で す 。 実 数 を 返す な ら double 型 で 定義 を し ます 。 し か し 、 あ る 一 定 
の 処理 だ け を 行い 、 何 も 値 を 返さ な い 関 数 も あり ます 。 そ の 場合 の 型 は void 型 に な り ま す 。 


(3) 関数 の 引数 を きめ る 

printf 関 数 は 、 出 力 し た い 文字 列 を 引数 に 指定 し ます 。 自 分 で 作る 関数 に も 、 何 か 引数 
を 渡す こと が で きま す 。 rand 関数 の よう に 引数 を 指定 し な い 関 数 も 作れ ます 。 

で は 、 こ の 3 つの きま り に 従っ て 、func1 関数 の 定義 を 書い て み ま し ょ う 。 


(③) 自作 関数 を 定義 する 
言語 で あら か じ め 用 意 き され て いる 関数 の 定義 は 、 他 の ファ イル で 行っ て いま 


す 。 プ ログ ラム で は それ を イン クル ー ド し ます 。 


に の いも 
} *3: 戻り 値 は 、「 返 り : 
1 値 」 や 「 リ ター ン 値 」 
: と も 略 ば れ て いま す 。 











一 方 、 自 分 で 作る 関数 の 定義 は 、 プ ログ ラム の 中 に 書き ます 。 
人 @ 自 作 関数 の 定義 イメ ー ジ 





C 言語 で 用 意 さ れ て いる print 関数 
関数 定義 の 取り 込み 





草 inctude <5Edio-h> 


Yoid Func1(void) { 
p エ ュ n 革 ("He11O! 将 nm")z 


} 自作 関数 の 定義 


int main() { 


語 で 用 意 さ れ て いる 関数 の 呼び 出し 





中 


printE("hettom): C 


Eunc1() : 自作 関数 の 呼び 出し 








関数 定義 は 次 の よう に 書き ます 。 


【 関 数 定義 】 


関数 の 型 関数 名 (引数 ) { 
処理 : 





} 





(1) 引数 と 戻り 値 の な い 関 数 
まず 、 何 も 値 を 返さ ず 、 引 数 も 使用 し な い 関数 を 定義 し て み ま す 。 





void Func1 (void) { 
p エ ュ n モ モ ("He11O! 半 mn") : 
} 





戻り 値 が な い の で 、 関 数 の 型 は void 型 で す 。 引 数 が 何 も な い 場 合 、 関 数 名 の あと の ( ) 
の 中 に void と 書い て お きま す 。 こ の 関数 を 呼び 出す に は 次 の よう に し ます 。 





Func1()』 

















第 フ 日 1 時 限 目 @ 関 数 を 利用 し よう 


で は 自作 関数 fanc1 を 定義 し 、main 関数 か ら 呼 び 出す プロ グラ ム を 作成 し ます 。 次 の よ 
うに 、 関 数 の 定義 は ma 関数 の 前 、include 文 の あと に 書く の が 基本 の 形 で 


【7-1_sample 1.c】 





nclude < 上 dio.h> 


| 
| 7// 自作 関数 Eunc1 の 定義 | 
void Funo1 (void) { | 
pintE ("He11O! ま nm"): | 
Ns | 
nt main() {(" 

Eunc1(): // 自作 関数 Eunc1 の 呼び 出し 


Gturn 0 


} 





有 


(@) 戻り 値 の ある 関数 

今度 は 戻り 値 の ある 関数 を 書い て み ま す 。 整 数 値 を 戻り 値 に する 関数 の 場合 、 関 数 の 弄 
は int 型 で す 。 こ の デー タ 型 の 値 を 、 関 数 の 中 で 行う 処理 の 最後 に 、 次 の よう に 書い て 値 
を 返し ます 


| return 値 : 


で は 、 整 数 値 を 戻り 値 と し て 返す だ け の 関数 を 書い て み ま す 


【Z-1_sample2.c】 





[ 
| 菩 3nctude <5Edio-h> | 
| nt Euno2(void) { //int 型 関数 の 定義 | 
eEurn 10: | 


1 
| int main() ( | 
| nt dz | 
| d = func2() | 
| p エ in ( "%d ま mn", d): | 

て GEurn 0z | 
| | 





1 *4 : 関数 定義 の 引数 ! 
: Void は 省略 する こと も : 
: で きま す 。 6 
: main 関 数 は 、 ブ ログ : 
: ラム 実行 時 の 引数 を 受 ! 
: け 取ら な い 場合 は 引数 
: な し な の で main() と : 
:! な り ま す が 、 main : 
(void) が 正式 な 書き方 : 


“ す 。 








! *5 :main 関 数 は 、: 
j return 0: と 最後 に 0 : 
: を 返し て いる の で 、int : 
『 型 で す 。 H 


補 


自作 関数 tunc2 で は 、 値 10 を 返し て いま す 。 整数 値 を 戻り 値 と し て いる の で 、 関 数 


func2 は int 型 で す 。 そ の 結果 を 受け 取り 、main 関数 や の 中 で 出力 し て いま す 。 


(3) 引数 の ある 関数 
次 に 、 引 数 を 使っ た 関数 を 紹介 し ます 。 ひ と つの 整数 値 を 引数 に する 場合 、 


その 引数 の 


デー タ の 型 (この 場合 は imt 型 ) と 変数 名 を 、 関 数 名 定義 の あと の () の 中 に 書き ます 


Yoid Eunc3 (デー タ 型 変数 名 ) 








実際 に は 次 の よう に な り ま す 





void Funo3 (int d) て 








自作 関数 func3 の 処理 プロ ッ ク の 中 で は 、 こ の 変数 d を 使う こと が で きま す 


main 関数 の 中 で 自作 関数 func3 を 呼び 出す と き に 引数 に 数 値 5 を 指定 する と 、 


理 で は 変数 d に 値 5 が 入り ます 
@ 引 数 の 値 の 渡さ れ 方 


#inctude <stdio.h> 








変数 d に は 


値 5 が 渡さ れる 


void Funo3(int d) { 
p エ 1 ュ n セ モ ( "%d 生 nn"。 d): 
} 


int main() { 
Euno3 (5) : 


で は 、 引 数 に 指定 し た 値 を その まま 返す だ け の 関数 を 作り ます 


【7-1_sample3.c】 


#include <gtdio.h> 


| 

| 

| nt funo3(int d) { //d は 仮 引数 “ 
| eturn dz 
} 


nt main() { 


func3 の 処 


第 フ 日 1 時 限 目 @ 関 数 を 利用 し よう 


nt dz 

d = Funo3(1): 

p エ int ("%qd 到 nm", d):  //d は 実 引 数 “ 
とら GEurn 0 





補 


自作 関数 func3 に 引数 1 を 渡し 、 そ の 値 を その まま 戻り 値 と し て 返し て も ら っ て いま す 
引数 を 2 つ 以 上 定義 する 場合 、 各 引数 は カン マ 「.」 で 区 切っ て 、 変 数 名 と その デー タ 型 を 
セッ ト で 定義 し ます 。 関 数 を 呼び 出す 方 も 、 渡 す 各 引 数 を カン マ で 区 切り ます 

また 、 複 数 ある 引数 の 型 は 、 す べ て 同じ で ある 必要 は あり ませ ん 


| Eunc4(int da, char c) { 


と 定義 すれ ば 、 第 1 引数 を 整数 値 、 第 2 引数 を 文字 に し た 関数 が で き あ が り ま す 。 こ の 関 
数 の 呼び 出し 方 は 次 の と お り で す 


Euno4(5, 'a!): | 





/ /』 ) 変 炒 の 範囲 
ロ ひと つの 整数 を 引数 と し て 渡し 、 そ の 引数 値 の 2 乗 を 計算 し て 表示 する 関数 を 
作り ます 


【7-1_sample4.c】 


| #inotude <stdio.h> 8 | 
| 


ゞ od Funo5(int d) { 
| int d2 =d* dj 
| p エ 1nF ( "%d ま nm" 。 d2): 


Func5(3): 


] 

| 

| nt main() 【 
1 

| eturn 0z 


: *G: 関数 定義 の 引数 : 
: を 仮 引数 、 関 数 を 使用 
: する と き に 関数 に 引き 
! 渡す 引数 を 実 引数 と 呼 : 
| び ま す 。 1 


| ネ ア : 自作 関数 の 中 で 
i 使う 変数 宣言 も 、 そ の : 
: 関数 の 中 で 最初 に ま と : 
: め て 書き ます 。 1 





1 レン 倍 
! *8 : 自作 関数 func1 : 
! の 中 で main 関 数 に あ : 
! る の と 同じ 名 前 の 変数 : 
1 c を 作成 し た 場合 は 、 
! それ は main 関 数 の 変 : 
! 数 co と は 別 の も の に な : 





補 
ON 


引数 3 を 2 乗 し て いる の で 、 自 作 関 数 func5 の 中 で は 値 9 を 出力 し て いま す 

2 乗 し た 結果 は 自作 関数 func5 の 中 の 変数 d2 に 代入 され まし た 。 こ の 変数 d2 を main 関 
数 で 参照 する こと は で きま せん 。 変数 に は 、 そ の 値 を 参照 し た り 代 入 し た りす る 有効 範囲 
が 存在 する か ら で す 


(1) ロー カル 変数 
例え ば 次 の サン プル の よう に 、 そ の 関数 の 中 だ け で 使え る 変数 を ロー カル 変数 と いい ま 
す 。 


【 ロ ー カ ル 変 数 の 定義 
Yoid Func1 (void) { 


nt d = 2z // 関 数 Eunc1 の ロー カル 変数 
( 略 ) 





nt main() { 
char oz //main 関数 の ロー カル 変数 
( 略 ) 











自作 関数 tunc1 の 中 の 変数 d は 、 自 作 関 数 funnc1 の 中 だ け で 有効 で す 。main 関数 の 中 に 
定義 き 8 れ て いる 変数 cx は 、main 関数 の 中 だ け で 有効 で す “。 自 作 関 数 tunc1 の 中 で main 関 
数 の ロー カル 変数 c を 参照 し よう と する と 、 エ ラー に な り ま す 。 変数 < は 自作 関数 func1 の 
中 に は 存在 し な いか ら で す 


ローカル 変 数 の 有効 範囲 


#inctude <stdio.h> 


Yo1d Func1 (Yoid) { 
nt d = 2z // 関 数 Eunc1 の ロー カル 変数 
参照 で きる 
jp エミ np モ ("%dr,。 d) 
pF』 ロ キー oc キー で ) 7 変数 d の 有効 和 











時 





} 


池 


照 で き な い ! 
nt main() 
char oz //main 関数 の ロー カル 変数 


s が 系 ) 右 志 千 囲 
ま 秋 丈 C の 有効 穫 中 


第 フ 日 1 時 限 目 @ 関 数 を 利用 し よう 


(2) グロ ー バ ル 変 数 

自作 関数 で も main 関数 で も 使い た い 共通 の 変数 を 作り た い 場 合 は 、 関 数 官 言 の 外 に 変 
数 を 宣言 し ます 。 変 数 家 言 は イン クル ー ド 文 の あと 、 関 数 定義 の 前 に 書き ます 

この よう な 変数 を グロ ー バ ル 変 数 と 呼び ます 。 有 効 範囲 は プロ グラ ム 全 体 で す 


【7-1_sample5.c】 


井 incLude <sgtdio-.h> 
nt dQ = 4z // グ ロー バル 変数 
void Funo6(void) { 


pinE ("Funo6 %d 芋 nm", d)』 


ュ n main() { 
Func6(): 
p エ と ュ ip ( "main %d 生 nm", dd): 
return 0z 


Funo6 4 
main 4 


どちら の 関数 の 中 で も 、 グ ロー バル 変数 d の 値 が 参照 で きま し た 


@ グ ロー バル 変数 の 有効 範囲 
井 include <stdio.h> 


nt d = 4: // グロ ー バ ル 変 数 
参照 で きる 








ゞ od Euno6 (で Oo 
Dr1nEF ("FunCG 5%d 芋 nm" d) : 

} 

参照 で きる 

ュ n モ main() { 
Func6(): 
jp エエ np モ ("main %d ま nm", d): 
と eEurn 0z 











な お 、 グ ロー バル 変数 で 定義 し た 変数 名 と 同じ 変数 名 を ロー カル 変数 と し て 宣言 し た 場 
合 、 ロ ー カ ル 変 数 が 優先 され ます 。 


(5) 関数 を 利用 し た プロ グラ ム 
NN レプ 。 で は 、 本 日 の 例題 で も や る プラ ッ ク ジ ャ ッ ク ゲ ー ム に つい て 説明 し て いき ます 。 
今 ま で の プロ グラ ム と 比べ 、 プ ラッ クジ ャ ッ ク ゲ ー ム の プロ グラ ム は 少し 長く な り ま す 。 
長い プロ グラ ム を 書く に は 、 ま ず 全 体 の 骨組 み を ざっ と 作り 、 そ こ か ら 中 身 を つけ 足し て 
プロ グラ ム を 完成 さき せる の が コツ で す 。 
この 時 限 で は 、 ま ず デ ィ ー ラ ー と プレ イヤ ー が ルー ル ど お り に カー ド を 引き 、 最 後に お 
互い の 合計 点数 だ け を 表示 する と ころ まで 作り ます 。 


(1) main 関 数 の 概要 を 考え る 

まず は ディ ー ラ ー が カー ド を 引き ます 。 本 当 な ら 1 枚 目 は 相手 に 見 せる 必要 が ある の で 
す が 、 最 初 の プロ グラ ム で は それ も 省略 し ます 。 

ディ ー ラ ー の 引い た カー ド の 合計 は int 型 の 変数 dealer、 プ レイ ヤー の 引い た カー ド の 合 
計 は int 型 の 変数 player と し ます 。main 関数 の 中 で 行う 作業 は 次 の と お り で す 。 


全 ブ ラッ クジ ャ ッ ク ゲ ー ム の main 関 数 で の 処理 


int main() { 
int dealer: // デ ィ ー ラ ー の 引い た カー ド の 合計 
int player: // プ レイ ヤー の 引い た カー ド の 合計 


ディ ー ラ ー が 一 枚 カ ー ド を 引く : ※ (この 時 間 の プロ グラ ム で は 省略 ) 


プレ イヤ ー が 1 枚 目 を 引く : 
プレ イヤ ー が ら @ 枚 目 を 引く : 


dealer の 値 が 16 以 下 の 間 は カー ド を 引き 続け る 処理 : 


プレ イヤ ー は player の 値 を ら 1 に 近づく よう カー ド を 引き 続け る : 
※ (条件 : 自分 で 引く の を や め る か 、 ら 1 を 過ぎ た ら 終了 ) 


dealer と player の 値 を 表示 する : 


この よう に 、 ディー ラー と プレ イヤ ー が カー ド を 引く 処理 が 何 度 も 出 て きま す 。 よ っ て 、 
この 部 分 を 関数 化し て 、 カ ー ド を 引く 自作 関数 drawCard を 定義 し まし ょ う 。 


(2) カー ド を 引く 自作 関数 drawCard を 考え る 

カー ド を 引く 自作 関数 drawCard に つい て 考え て み ま し ょ う 。 

トラ ンプ の カー ド に は 4 種類 の マー ク が あり 、 そ れ ぞ れ 1-13 ま で の 数 字 が あり ます 。 
し か し 、 こ こ で は まだ カー ド の マー ク に つい て は 考え ませ ん 。 1 一 13 まで の どれ か の 数 値 


第 日 。 1 時 限 目 @ 関 数 を 利用 し よう 


を rand 関 数 や を 使っ て 出せ ば 、「 カ ー ド を 引く 」 こと に な り ま す 。 引 いた カー ド の 点数 を 
関数 の 戻り 値 と し ます 。 こ の 関数 の 型 は int 型 に な り ま す 。 

ディ ー ラ ー の 引い た カー ド は 、 基 本 的 に プレ イヤ ー に は 見 せま せん が 、 プ レイ ヤー は 自 
分 が 引い た カー ド を 知ら な けれ ば 、 ゲ ー ム を 続け られ ませ ん 。 よ っ て 、 プ レイ ヤー が 引い 
た 場合 の み 、 引 いた 数 値 を 「 〇 を 引き まし た 」 と 表示 し まし ょ う 。 ディー ラー が 引い た 場 
合 と プレ イヤ ー が 引い た 場合 を 区 別 す る に は 、 関 数 の 引数 を 利用 し ます 。 


drawCard ( 0 ) : 

drawCard(1) ぉ 

0 を 引数 に 関数 を 呼び 出せ ば ディ ー ラ ー の 番 、1 を 引数 に 関数 を 呼び 出し た ら プ レイ ヤー 
の 番 と し ます 。 自作 関数 drawCard で は この 引数 を 受け 取っ て 、 今 どちら が 引い て いる の 
か 判定 し 、 プ レイ ヤー の と きだ け 、 引 いた 数 を 表示 する 処理 を 加え ます 。 

最後 に も う 1 点 。 引 いた カー ド の 値 そ の も の が 戻り 値 な ら 、1 一 13 ま で の 数 値 を その ま 


ま 返 せ ば いい の で す が 、 こ の 関数 で は 点数 を 返す の で 、1 一 13 を 対応 する 点数 に それ ぞ れ 
変換 する 必要 が あり ます 。 そ こ で 、1 一 13 に 対応 する 点数 を 格納 し た 配列 を 用 意 し ます 。 











ビョン 
! *G : rand 関 数 で 毎回 ! 
: 違う 値 を 出す た め に 必 
: 要 な srand 関 数 は 、: 
! main 関 数 の 中 で 最初 : 
: の 方 に 1 回 だ け 行い ま : 
: す 。 自作 関数 drawCard 
: の 中 で 行う と 、 自 作 関 : 
: 数 drawCard が 呼び 出 
! され る た びに 種 を 時 い : 
: て し まう か ら で す , 





nt も otat[13] = { 11。 2, 3 4。 5, 6 7 8,。 9。 10, 10。 10, 10 }』 ] 





エー ス の 点数 は 、1 か 11 か を 選べ ます が 、 こ の 配列 で は 11 と 固定 に し て お きま す 。10 以 
上 は すべ て 10、 あ と は エー ス 以 外 は カー ド の 値 が その まま 点数 に な り ま す 。 配列 の 添え 字 
は 0 か ら は じ ま る の で 、 


total[ 引 いた 数 -1] 


が 対応 する 点数 に な り ま す 。 こ の 点数 配列 は 、 グ ロー バル 変数 に し て お きま す 。 


(3) カー ド を 引き 続け る 
自作 関数 drawCard の 処理 が わか っ た と ころ で 、 再 び main 関数 に つい て 考え て み ま す 。 
main 関 数 の 中 で 、 プ レイ ヤー と ディ ー ラ ー そ れ ぞ れ が カー ド を 引く と き に 、 自 作 関 数 
drawCard を 呼び 出し ます 。1 回 カー ド を 引く と き は 、 自 作 関 数 drawCard を 1 回 だ け 呼 び 
出し ます 。1) で 説明 し た 処理 概要 の 「 デ ィ ー ラ ー の 合計 が 16 以 下 の 間 ] と 「 プ レイ ヤー 
の 合計 が 21 に 近づく まで 」 の 条件 で は 、 カ ー ド を 何 回 引く の か は きま っ て いま せん 。 
ディ ー ラ ー の 場合 は 簡単 で す 。 16 以 下 な ら カ ー ド を 引き 続け る の で 、do 一 while 文 を 使っ 
RS 





dot 
dealte ェ += qrawCard(0): 
} white(deatler <= 16): 





と し ます 。 カ ー ド の 合計 が 16 を 超え た ら 終 了 し ます 。 









! *10 : 予期 せめ デー タ : 
} が 入力 され た 場合 の 処 
! 理 は 、 自 分 で 自由 に 設 : 
! 定 し て か まい ませ ん 。! 
: 例え ば 、 入 力 値 が 「y]: 
! 以外 は すべ て 無 条 件 で 
! 終了 する 、 と ブレ イ : 
。! ヤー に 厳し く 作 る こと : 
| も で きま す 。 1 


次 に プレ イヤ ー の 場合 を 考え ます 。 (1) で 処理 内 容 を 見 た よう に 、 繰 り 返 し の 前 に 2 枚 
引い て いる の で 、 そ の 時 点 で 合計 が 21 以上 に な っ て いる 可能 性 も あり ます 。 よ っ て 、 こ ち 
ら は while 文 を 使い ます 。 合計 が 21 を 超え て いな けれ ば 、 次 の 処理 を 繰り 返し ます 。 


・ カ ー ド を 引く か 引か な いか 聞く 
・ カ ー ド を 引く を 選択 し た ら 、 カ ー ド を 引き 点数 を 加算 する 
・ カ ー ド を 引か な いと 選択 し た ら 、 繰 り 返 し 処理 を 終了 


カー ド を 引く か 引か な いか は 、 文 字 「y」 か 「n] で 答え る よう に し ます 。 





Char nz // カ ー ド を 引く か 引か な いか の 答え 


white(ptayer < 21) { 
printfF(" も う 1 枚 引 きま すか ?(y/n) > "): 
SCanE("%om ,。 &y n)z 
white (getchar() != ' ま nm') { } 
FE(y n == "yy') { 
player += drawCard(1): 
}) etse 1iF (y n == "n') { breakz } 





入力 値 が 「y」 で も 「n] で も な けれ ば や "、 何 度 で も 繰り 返し を 行い ます 。 


この 時 限 で は 、 関 数 の 基礎 に つい て 学習 し まし た 。 今 まで な ん と な く 使 っ て いた も の の 
意味 が わか っ て 、 す っ きり し た こと で し ょ う 。 

今後 作成 する プロ グラ ム で は 自作 関数 を 作る 機会 の 多く な る の で 、 こ の 時 間 に 関 数 の 基 
礎 を 身 に つけ て し まい まし ょ う 。 


第 フ 日 1 時 限 目 角 関 数 を 利用 し よう 


プロ グラ ム 実 行 時 に 2 つの 整数 値 を 引数 で 渡し て 、 そ の 値 を 足し 
た 結果 を 返す 関数 を 作り な さい 。 


[ 朱 件 ] 
関数 名 や 引数 名 は 自由 に つけ て よい 
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1 時 限 目 の プロ グラ ム を 応用 し て 、 引 いた カー ド の マー ク も 表示 する プロ 
グラ ム を 作り ます 。 


今回 作成 する 例題 












引い た カー ド の マー ク と 
数 字 を 表示 する 


キア We 1 10days_c 1 day07-02 「」 7-2.6 
但 こ の レッ スン の ね らい 


1 時 限 目 で は カー ド を 引く 部 分 だ け を 作り まし た 。 本 レッ スン で は 引く カー ド の 
数 だ け で な く 、 ど の マー ク の 何 の カ ー ド (数 字 ) を 引い た か を 表示 し て 、 よ り 「 ト 
ラン プ の カー ド を 引く 」 ら し くし まし ょ う 。 

今 ま で は カー ド の 数 字 も 1 か ら 13 ま で の 数 値 だ け で し た が 、1 だ っ た ら 「Al、 
1 1 だ っ た ら 「J]」 と カー ド ら し く 表 示し ます 。 

さら に プロ ト タ イ プ 宣 言 を 使っ て 、 自 作 関 数 を main 関 数 の うし ろ に 書く 方 法 も 
学習 し まし ょ う 。 


第 フ 日 - ら 時 限 目 多 トラ ンプ の カー ド を 表示 し よう 


1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 








井 include <stdio.h> 


井 include < も ime .h> 
韻 inctude <g モ Ed11D . ロ > 


// カー ド の 点数 
Cha アミ も の EgE ま 31。 = ー (11 2 記 3 の 全 全 5。 6。 7。 92 95 人 02530 た 10 7 10 を) か 
// カー ド の マー ク 
G 層 2 き まな も] 
8 旧 加 Lk (し 昌 / POP/ 香代 】 


// カー ド の 数 値 
char *mark[4] = て 
mw ハバ ハート"。/ 
= ダイ ヤ *。 
wm スペード *。 
mw クロー バー 
}』 


in て drawCard (int h) 


int main(){ 
(1 時 限 目 の プロ グラ ム と 同様 な の で 略 ) 


nt qravwCard (int h) { 
nt qravw mark, draw_digitz // 引 いた カー ド の マー ク と 数 
nt エ z // 引 いた カー ド の 点数 


draw_marik = rand() % 4 + 1: // マー ク を 決定 する 
dravw_dig1t = rand() % 13 + 1: // 数 字 を 決定 する 


iE(h) { 


p エ ュ n も FE ("%gs の %8 壮 nm" 。 marK【[d ェ aw _ mak-1] , dig1t [draw_digi セ -1] ) : 


エ = 上 ota1 [qraw_digi セ モー-11] : 
エ ら GEu エ mn エ ァ 








1 *1 : 拡張 子 に 注意 し 
1 て 保存 し まし ょ う 
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入力 で きた ら 、「7-2.c」 と いう 名 前 で 、「C:\source」 ディ レク 
トリ 下 に 保存 する 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
し て 、7-2.cC を コン パイ ル す る 


C : ぎ USG エ 8 将 USG エ >CQ 将 SOu い と で CG 





で : 苦 SBO い て で G> 可 CC - 〇 の 7-2 7-2.c 


プロ グラ ム を 実行 する 。 引 いた カー ド の マー ク と 数 字 が 表示 され れ 
は 成功 ! 


【 プ レイ ヤー が 引い た 1 枚 目 と ら 枚 目 の 合計 が ら 1 を 超え た 場合 】 


C : 半 SOu エ C@G>7ー2 exe 

【 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 】 

プレ イヤ ー 一 枚 目 : ハー ト の 勾 
プレ イヤ ー 二 枚 目 : ハー ト の ふ ぇ 


ディ ー ラ ー : 22 点 プレ イヤ ー : 21 点 





【 プ レイ ヤー が 引い た 1 枚 目 と ら 枚 目 の 合計 が ら 1 を 超え な いり 場合 】 


【 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 】 

プレ イヤ ー 一 枚 目 : ハー ト の 10 
プレ イヤ ー 二 枚 目 : クロ ー バ ー の 2 
も う 1 枚 引き ます か ?(y/nm) > 了 
スペ ー ド の 5 

も う 1 枚 引き ます か ?(y/n) > np 





ディ ー ラ ー: 22 点 プレ イヤ ー : 17 点 


解説 
関数 宣言 を 書く 場所 


今 まで 、 関数 宣言 は ma 関数 の 前 、 イ ンク ルー ド 文 の うし ろ に 書い て きま し た 


定義 する 自作 関数 が 2 つ に な っ た 場合 は 、2 つ 続け て 定義 し ます 


第 フ 日 - ら 時 限 目 @ トラ ンプ の カー ド を 表示 し よう 


【 複 数 の 自作 関数 を 定義 する 】 
inctude <stdio.h> 





// 自作 関数 Ennc1 の 定義 
void Func1(void) て 
} 

// 自作 関数 Eunc2 の 定義 
Yoid Func2(Yoid) { 


} 





//main 関数 の 定義 
nt main(){ 


} 








プロ グラ ム は main 関 数 か ら 実 行き され ます 。 よ っ て コー ド を 見 る と き は 、 ま ず は main 関 
数 を 探し ます 。 で す が 自 作 関 数 が いく つも ある と 、 下 まで 見 な いと main 関数 を 見 つけ 出 
すこ と が で きま せん 。 

main 関 数 と 自作 関数 の 定義 位置 を 変更 し て 、 プ ログ ラム の 最初 に main 関数 を 書き 、 そ 
の あと に 自作 関数 を 書く と 見 や すく な り ま す 。 





#inctude <stdio.h> 


in main(){ 
nt dz 
d = Euno1(1): 
p エ 1ntFE ("%d 将 mn", d): 
Gturn 0: 


ュ n Func1(int q) { 
GEu エ mn dz 








} 
この プロ グラ ム を -Wal オ プシ ョ ン を つけ て コン パイ ル し て みる と 、 警 告 が 出 ます “。 コ 
ン パ イラ が この プロ グラ ム を 上 か ら 順 に 見 て いく と 、main 関 数 の 中 で func1 と いう 名 前 の 
関数 を 発見 し ます が 、 そ ん な 関数 は 今 の と ころ あり ませ ん 。 よ っ て 、func1 最初 に 出 て き 1 め の イ ンク ルー ド 文 が | 
- 時 占 で 存在 し な い ン パ イラ に 思 うぅ う の で す 。 : な いと 、 同 じ エ ラー が : 
た 時 点 で は 、「func1 関数 が 存在 し な い ] と コン パイ ラ に 思わ れ て し まう の で す 。 sf グー 
: 文 が ある と 、 最 初 に 関 : 
: 数 定義 を 読み 込ん で い : 
: る の で 、 エ ラー に な り : 
: ませ ん 。 ! 








コン バイ ラ は 上 か ら 順 番 に コー ド を 読む 





井 inctude <sdio.h> 


int dz 


d = Eunc1(1) ニーー 一 mon な ん て 


関数 は 知ら を な いよ! >” 生 紀 


jp エエ ュ ロモ ("%d 交 nm", d) 
所 * 下 で 定義 され て いる が 、 
} この 時 点 で は 見 つか っ て いな い 


pn Func1(int d) { 
GEurn dz 


} 自作 関数 Eunc1 の 定義 





nt main() { 


今 ま で の よう に 、 先 に 自作 関数 funcl を 書い て いれ ば 、 コ ン パ イラ は プロ グラ ム を 上 か 
ら 順 に 見 て 先 に 自作 関数 funnc1 の 存在 を 認識 し て いる の で 、 そ の あと に main 関数 の 中 で 自 
作 関数 func1 を 呼び 出し て いて も 、 す ぐに わか る の で す 。 

で は 、「main 関数 を 最後 に 書く し か な い の か !?] と 思う か も し れ ま せん が 、 コ レ を 人 解決 
する の が プロ ト タ イ プ 宣 言 で す 。 

定義 する 関数 の 型 と 関数 名 、 引数 を 書い た も の を プロ ト タ イ プ 宣 言 と いい ます 。 つ まり 、 
自作 関数 fnnc1 の プロ ト タ イ プ 宣 言 は 、 


【 プ ロト タイ プ 宣 言 】 
int Funo1 (int d): 


0 


型 関数 名 引数 











と な り ま す 。 最 後に も セミコロン を 忘れ な いで くだ さい 。 関 数 定義 の 1 行 目 の 最後 の 「 人 [| の 
か わり に 、 セ ミコ ロン を 書い た も の で す 。 

この プロ ト タ イ プ 定 言 を main 関数 の 前 に 書い て お きま す 。 関 数 が 複数 ある と き は 、 そ 
れ ぞ れ の プロ ト タ イ プ 定 言 を 書き ます 。 








# ミ nctude <stdio.h> 


nt Funo1(1int d): 
nt Func2(1inE d): 


nt main() { 
( 略 ) 
} 


nt Func1(int d) { 
( 略 ) 
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} 

ュ n モ Func2(in モ も d) { 
( 略 ) 

} 





main 関数 の 前 に それ ぞ れ の 関数 の プロ ト タ イ プ 宣 言 を つけ て お く と 、 コ ン パ イラ は 「 こ 
うい う 関 数 名 を 使う の ね 」 と 、 先 に 認識 し て くれ ます 。 よ っ て 、main 関 数 の 中 で その 関 
数 名 が 出 て き て も 理解 で きる の で す 。 関数 の 実体 は main 関数 の あと に 書い て ある の で 、 
実行 時 は ちゃ ん と その 関数 を 実行 し ます 。 

で は 、 先 ほど 警告 の 出 た プロ グラ ム に プロ ト タ イ プ 定 言 を つけ て み ま す 。 次 の よう に す 
る と 、-Wall オ プシ ョ ン を つけ て コン バイル し て も 警告 メッ セー ジ が 出る こと な く 、 問題 
な く コ ン パ イル で きる は ず で す 。 





##inctude <stdio.h> 


1nt func1(int d): // プロ ト タ イ プ 宣 言 を 追加 


nt main() { 
( 略 ) 





プロ ト タ イ プ 宣 言 と 関数 





| 井 inctude <sdio .h> 





nt func1(int d)z 自作 関数 Euac1 の プロ ト タ イ プ 宣 言 
Eunc1 を 使う の ね 
| in main() { | | 
ュ n dd | 
d = Eunc1(1)』 Eunc1 を 使う 
p エ in ("%d 将 nm" d)』 
| Gurn 0: * 確 か に func1 関数 は ある …… らし い | 
} 1 


| Euno1 関数 の 実体 は ココ に あっ た ! | 


1n Func1(inE d) { 
ェ return dz 


悦 : 自作 関数 Eunc1 の 定義 








1 時 限 目 に 作っ た 7-1c も 、 次 の よう に プロ ト タ イ プ 宣 言 を 使え ば 、 








ュ n drawCard (np モ h): | 





自作 関数 drawCard を mam 関数 の うし ろ に 移動 する こと が で きま すゞ “。 


2 二 ウ 信 5 

! キ 3: 以降 、 本 書 で 作 : 
: 成す る ブロ グラ ム は 、 
: ブ プロトタイプ 宣言 を 使 : 
! 用 し て 自作 関数 を 
! main 関 数 の うし ろ に : 
く よ う に し ます 。 














1 *4 : 引い た 数 は 、 全 
i 種類 が 1 文字 な ら ば 普 : 
i 通 の 配列 と し て 、char : 
! digit[13] と 表す こと : 
: が で きま す が 、 数 値 の 
! 10 は 「10」 と 、 2 文 
: 字 に な っ て し まい ま 
1 す 。 この た め 、 ポ イン : 
| 配列 を 使い ます 。 


1 *5 : 配列 は 添え 字 0 : 
! か ら は じ ま る の で 、 ポ : 
! イン タ 配 列 か ら 対 応 す : 
| る 文字 列 を 取得 する に : 
! は 、 そ れ ぞ れ [ 引 いた : 
i 数 -1] を 添え 字 に 指定 
! し ます 。 : 


(②) カー ド の マー ク と 数 値 を きめ る 
数 値 の 1 一 4 を 、 ト ラン プ の 4 種類 の マー ク と 対応 きせ ます 。 
(1) マー ク を きめ る 


1 時 限 目 の プロ グラ ム で は 、 カ ー ド の 数 字 を rand 関 数 を 使っ て 出し まし た 。 マ ー ク も 同 
じ 方 法 で 出し ます 。 








nt draw_digit: // カー ド の 数 値 
in draw mark: // カ ー ド の マー ク 


draw_digit = rand() % 13 + 1: 
draw_mark = rand() % 4 + 1: 








トラ ンプ の マー ク は 4 種類 ある の で 、rand 関数 の 値 を 4 で 割り ます 。 

その 結果 が 、 例 えば 、draw_digit=8、draw_mark=1 で あれ ば 、「 ハ ー ト の 8」 の カー ド 
を 引い た こと に な り ま す 。 

draw_mark は 、1 が ハー ト 、2 が ダイ ヤ 、3 が スペ ー ド 、4 が クロ ー バ ー と し ます 。 


(2) 引い た カー ド の マー ク と 数 値 を 表示 する 

draw_mark=1 は 、 コ ンピュータ 上 で は 数 値 の 1 と し か 認識 され て いま せん 。 これ を 対応 
する マー ク 名 で 表示 し まし ょ う 。 数 値 も 同様 で す 。 例 えば 1 の と き は 「Al」 と し て 表示 し 
ます 。 ど ちら も ポイ ンタ 配列 や を 使い ます 。 数 値 と マー ク 、 そ れ ぞ れ の 値 を 定義 し ます 。 


で Ar 2G1O ユ も 13] = エ 、( mAPS2T/ 35T 。 6" 1m7 
時 導 仙 な 人 見 0 / 還 可 人 時 生 代 上 } 
char *mark[4] = { 
wm ハー トド "。/ 


"ダイ ヤ ャ , 
mw スペード 
mm の ロー パー = 








それ ぞ れ グロ ー バ ル 変 数 と し て 定義 し て いま す 。 使い 方 は 次 の と お り で す 。 
例え ば draw_digit=12、draw_mark=1 の と き は 、 





print モ ("%s の %s", mark[d ェ aw_mark-1] , digit[draw_ digi モ -1])』 





で 、「 ハ ー ト の Q] と 出力 され ます 。 こ れ で 引い た カー ド の マー ク と 数 値 が 表示 で きま し た 。 
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/ 3 ) アド レス を 使っ た 引数 の 渡し 方 


NN レプ 本 日 の プロ グラ ム で は 使用 し ませ ん が 、 関 数 の 学習 の 仕上 げ と し て 、 引 数 に ア 
ドレ ス を 使う 場合 を 紹介 し て お きま す 。 


引数 値 を 2 乗 する 関数 の プロ グラ ム “ を 考え て み ま し ょ う 。 関数 を 呼び 出す と き の 引 数 較 証 委 2 馬 
っ : *6: 小さ い プ ログ ラ : 

値 を 変数 に し ます 。 ! ム な の で 、 プ ロト タイ 
プ 宣言 は 使用 し ませ : 

【7-2_sample 1 .c】 1 ん 1 





include <stdio.h> 


ゞ od funo1 (in d1) { 
3n セ も dQ2 = d1 * qd1> 
jp エエ np セ モモ ("%dn"。 d2)』 
} 


nt main(){ 
も np も d = 3 
Eunc1(d): 
return 0: 











結果 は 、「3*3] の 解 で ある 「9」 が 出力 され ます 。 main 関数 の 中 で 渡し た 引数 の 値 は 、 
自作 関数 fannc1 の 中 で は 変数 d1 と し て 利用 で きま す 。 

今度 は 、 自 作 関 数 func1 の 中 で 受け 取っ た 引数 の 値 に 1 を プラ ス し 、 そ の 結果 を 表示 す 
る プロ グラ ム を 作り ます 。 


【7-2_sample2.c】 


井 include <s モ dio .h> 


Yoid Eunc1(in モ d1) { 
nt d2: 
1++』 
d2 = qd1 * qd1: 
p エ エロ セ E ( "%d 開 nm" 。 d2)』 


in main(){ 
nt d = 3。 
Func1(d) 
p エ 1n セ ヒモ ("%d ま mn", d): 
Geurn 0z 














main 関数 の 中 で 自作 関数 funcl を 呼び 出し た と き に 、main 関数 の 変数 d の 値 が 自作 関数 
func1 の 変数 d1 に コピ ー さ れ ま す 。 よ っ て 、 自 作 関 数 func1 の 中 で 引数 と し て 受け 取っ た 
値 の 変数 d1 の 値 を 変更 し て も 、man 関数 の 変数 d の 値 は 変更 され ませ ん 


人 @ 引 数 を コピ ー し て 渡す 方 法 








メ モ 

#inctude <stdio.h> 
Yo1d func1 (nt d1) { 1 

nt d2: 

ak d1 : 3 で 

d2 = d1 * d1: 

p エ ュ nf ( "%d 生 nm" 。 d2)』 値 が コピ ー さ れる 
} ベン ジン 





nt main() { 
1nE Q = 37ーーーーーーーーー ーー _ 生計 
func1 (d) : ーーーーー ーー ーー ニー 
p エ in ( "%d 革 nm"。 d): 関数 呼び 出し 
reurn 0 




















値 だ けが コピ ビー され る の で 、 関 数 を 呼び 出し た と き の 引 数 に 指定 し た 変数 名 と 、 関 数 側 
で 受け 取っ た 変数 名 は 同じ で か まい ませ ん 。 別 の 変数 と し て 扱わ れ ま す 


| ゞ od Func1(in モ E G) { ーー main 関数 の 変数 d と は 別 の 変数 
| ( 略 ) 
} 


nt Q = 3 
Eunc1(d) 


nt main(){ | 
| 
( 略 ) | 





main 関数 の 変数 d と 自作 関数 func1 の 変数 d は 、 そ れ ぞ れ の 関数 の ロー カル 変数 な の で 、 
自作 関数 func1 の 変数 d の 値 を 変え て も 、main 関 数 の 変数 d に は 影響 が あり ませ ん 。 し か し 、 
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これ と は 逆 に 、 引 数 で 指定 し た 変数 の 中 身 を 変更 し て し まう 方 法 が あり ます 。 

今度 は 関数 を 呼び 出す と き 、 渡 す 引 数 に アド レス を 指定 し て み ま す 。 引数 を 受け 取る 側 
の 関数 定義 で は 、 渡 っ て くる 引数 が アド レス で ある 場合 、 引 数 名 に 「・] を つけ て ポイ ン 
タ 変 数 と し て 定義 し ます 。 第 5 日 に 学習 し た ポイ ンタ を 思い 出し て くだ さい 。 





ゞ od Func1(int* 1) { 


( 略 ) 

} 

nt main() { 
nt d = 3』 
Func1(gq): 
( 略 ) 





自作 関数 func1 の 変数 d1 は 、main 関数 の 変数 は d の アド レス を 指し て いる ポイ ンタ で す 。 
自作 関数 func1 の 中 で 引数 と し て 渡さ れ た 値 を 使い た いと き は 、[*d1」 と 指定 し ます 。 ポ 
イン タ 変 数 d1 が 指し て いる アド レス の 値 を 変更 する と 、main 関数 の 変数 d の 中 身 が 変更 
され ます 。 


@ 引 数 を アド レス で 渡す 方 法 







井 include <gdio.h> 


Yo1d func1 (1n モ * d1) { 
nt d2: 


} 


nt main() { 


Func1 (gd) : 
| p エ ュ n モ ("5% 将 nm / 
eturn 0: 








引数 に ポイ ンタ を 使っ て 、 先 ほど の サン プル を 作り 直し ます 。 








【Z-25_sample3.c】 


#1include <sdio > 


で ゞ od Func1 ( ュ n モ * d1) { 
nt d2 ぉ 
(*d1)++z //qd1 が 指す アド レス の 値 (man 関数 の 変数 d の 値 ) を 変更 する | 
d2 = *d1 * *d1: | 
D エ ュ n ト ( "%dn"。 d2) 


int main() { 
int d = 3』 
Func1(&d) : 
p エ int ( "%d ま nm", d) 
て @GEurn 0: 





main 関数 の 中 で 自作 関数 func1 を 呼び 出し た あと に 変数 d を 参照 する と 、 値 が 変わ っ て 
し まっ て いま す 。 自作 関数 tunc1 の 中 で ポイ ンタ 変数 d1 が 指し て いる アド レス の 値 (main 
関数 の 中 の 変数 d の 値 ) を 変更 し て し まっ た か ら で す 

この よう に 、 ア ドレ ス を 引数 に 渡す 方 法 を 「 ア ドレ ス 渡 し 」、 値 を コピ ー し て 渡す 方 法 
を 「 値 渡し ] と 呼び ます 


過 まとめ 


と が あり ます 。 こ の と プロ ト タ イ プ 定 言 が 活躍 し ます 
今後 作成 する プロ グラ ム で は 、 自 作 関 数 は すべ て プロ ト タ イ プ 宣 言 を し て main 関数 の 
うし ろ に 書き まし ょ う 


7 
【 


大 規模 な プロ グラ ム に な る と 、 プ ログ ラム を いく つか の ファ イル に 分 割 し て 作成 する こ 
/ 


和え 
ラ 
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標準 関数 


言語 で あら か じ め 用 意 さ れ て いる 関数 を 標準 関数 と いい ます 。 本 書 で 紹介 し た 関数 
は その ご く 一 部 で す 。 そ の 他 の 標準 関数 に つい て は ネッ ト や 他 の 書籍 を 参考 に し て 
くだ さい 。 

ここ で は 、 そ の 他 の 標準 関数 を いく つか 紹介 し て お きま す 。 


@ 計 算 を 行う 関数 
引数 や 戻り 値 の 詳細 は 、C:\mingw-jp\include\math.h に 定義 され て いる プロ ト 
タイ プ 宣 言 を 参照 し こく だ さい 。 


関数 名 引数 9| 

ceil double x x よ り 小 さく な い 最 小 の 整数 
floor double x x よ り 大 きく な い 最 大 の 整数 
fabs double x x の 絶対 値 

BeXD double x e の x 乗 
人 @ 文 字 を チェ ッ ク す る 関数 


引数 や 戻り 値 の 詳細 は 、C:\mingw-jp\include\ctype.h に 定義 され て いる プロ ト 
タイ プ 宣 言 を 参照 し こく だ さい 。 


内 > と コ 戻り 値 

isSalInum アル ファ ベッ ト か 数 値 
isalpha アル ファ ベッ ト 

islower アル ファ ベッ ト の 小文字 
iSuDDer アル ファ ベッ ト の 大 文字 
tolower 小文字 を 返す 

toOuDDer 大 文字 を 返す 
依 計 算 を 行う 関数 


引数 や 戻り 値 の 詳細 は 、C:\mingw-jp\include\stdlib.h に 定義 され て いる プロ ト 
タイ プ 宣 言 を 参照 し こく だ さい 。 


関数 名 24 戻り 値 

abs int n n の 絶対 値 (int) 
atoi const char *S S を int 型 に 変換 
atol const char *S Ss を long 型 に 変換 
atof const char *S S を double 型 に 変換 
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2 時 限 目 で 作っ た プロ グラ ム に 、 一 度 引い た カー ド は 再度 引か な いよ うに 
する 機能 を つけ ます 。 


今回 作成 する 例題 








同じ マー ク と 数 字 の 組 
みあ わせ を 引く の は 一 
度 き り 





サン プル ファ イル は 8 10days_c day0703 匠 73.c 


この レッ スン の ね らい 

トラ ンプ の カー ド は 4 種類 の マー ク に 1 一 13 の 数 字 の カー ド が 1 枚 ず つ 、 ジ ョ ー 
カー を 除く と 52 枚 の カー ド が 存在 し ます 。 

ら 時 限 目 の プロ グラ ム で は トラ ンプ の カー ド 「 〇 〇 (マー ク ) の へ (数 字 )」 を 
引く と ころ まで 作り まし た 。 実際 の トラ ンプ ゲー ム で は 、 同 じ マ ー ク ・ 同 じ 数 字 
の カー ド は 1 枚 し か 存在 し ませ ん 。 で す が 、 こ こま で の プロ グラ ム で は マー ク も 
数 値 も 別々 に ラン ダム に 出し て いる の で 、 ま っ た く 同 じ マ ー ク ・ 数 字 の 組み あわ 
せ の カー ド を ら 回 以上 引い て し まう 可能 性 が あり ます 。 

これ で は ゲー ム と し て は 少々 頼り な い の で 、 一 度 引 いた カー ド は 二度と 引か な い 
よう に する し くみ を 作り まし ょ う 。 

その た め に 利用 する の が 「 ら 次 元 配列 ] で す 。 配列 の ちょ っ と し た 応用 版 で す 。 デ ー 
タ を 保存 する の に 便利 な 機能 な の で 、 こ の 時 限 で ぜひ 理解 し て くだ さい 。 






第 フ 日 3 時 限 目 人 @ ら 次 元 配列 を 理解 し よう 


(1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 











#inctude <stdio.h> 
#inctude < 上 ime .h> 
inc1lude <std1ib.h> 


nt card[4][13]: // カー ド を 一 度 引い た か どう か 記録 する 
CBar も GO も &TT は 3] = 【 33。 2。 3。 4。 5。 6。 7。 8。 9。 10。 10。 10, 10 1 
G わ あな 人 生生 人 も 3] = 
人 介し 革 和 0 計 上村 香代 0 す 】 

Char *mark[4] = { 

wm ハート し 記 

"ダイ ヤ ャ 。 

ww スペード *。/ 

クロー バー 


nt dravwCard(inE h): 


nt も main() { 
(8 時 限 目 の プロ グラ ム と 同様 な の で 略 ) 
} 


ュ n モ drawCard(int h) { 
nt draw mark, draw_digit: // 引 いた カー ド の マー ク と 数 
nt エ z // 引 いた カー ド の 点数 


do { 
draw_marK = rand() % 4 + 1: 
dravw_digit = rand() % 13 + 1: 
}) white (carqd[qraw_mark-1] [draw_dig ュ セー-1] ) : 
ご で a エ d [daw_markー1 ] [daw_ di ュ モ -1] = 1: 


3E(h) 【 


p エ 1n モ EE ("%s の %g 芋 mm" 。 mark[draw marK-1] , digit [draw_ digi-11 ) 


エ = 上 ota1 [qraw_ dig ュ セキ -11: 
エ ら Gu エ m エ ァ 











入力 で きた ら 、「7-3.c」 と いう 名 前 ~ で 、「C:\source」 ディ レク 
0 ン ト 
| *|: 撤 子 に 注意 し : ク トリ 下 に 保存 する 


! て 保存 し まし よう 。 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
し て 、7-3.c を コン パイ ル す る 


C : 壮 U ほ SG ら エ 8 苦 UBG エ >CQ| 笠 SO い て で G 


C : 壮 SO いて で ご G> 可 CC - 〇 の 7-3 7-3.c 





プロ グラ ム を 実行 する 。 実 行 結果 は 2 時 限 目 と 同じ だ が 、 一 度 引 い 
た カー ド を 引く こと は な く な っ た 


C : 等 BO い と で CG>7ー3 。@GxxG 





【 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 】 

プレ イヤ ー 一 枚 目 : ハー ト の 素 

プレ イヤ ー 王 枚 目 : ハー ト の ふ ヵ 

ディ ー ラ ー: 22 点 プレ イヤ ー : 21 点 


【 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 】 


プレ イヤ ー 一 枚 目 : ハー ト の 10 

プレ イヤ ー 二 枚 目 : クロ ー バ ー の 2 

も う 1 枚 引 きま すか ?(y/n) > 
スペ ー ド の 5 

も う 1 枚 引 きま すか ?(y/ns) > n 
ディ ー ラ ー: 22 点 プレ イヤ ー : 17 点 





1 2 次 元 配列 
2 時 限 目 で 作成 し た プロ グラ ム は 、 カ ー ド を 引き 続け て いる うち に 、 同 じ カ ー 
ド を 再度 引い て し まう こと が あり まし た 。 こ の 点 を 改良 し て いき まし ょ う 


1) 一 度 引い た カー ド を 引か な い 方 法 
- 度 引い た カー ド を 再び 引か な い プ ログ ラム を 作る に は どう し た ら よ いで し ょ うか ? 
- 度 引い た カー ド の マー ク と 数 字 を お ぼ え て お き 、 次 か ら は その 組み あわ せ が 出 な いよ う 
すれ ば よい は ず で す 


第 フ 日 3 時 限 目 @ ら 次 元 配列 を 理解 し よう 


例え ば 、 最 初 に 「 ハ ー ト の 10] を 引い た ら 、 次 か ら は マー ク が 1 で 数 字 が 10 の 組み あわ 
せ が 出 な いよ うに すれ ば いい の で は …… と 考え る か も し れ ま せん が 、rand 関 数 に は 特定 の 
数 字 を 除い た 値 を 出す 機能 は あり ませ ん 。 ま た 、 マ ー ク と 数 字 は それ ぞ れ rand 関 数 を 使っ 
て 出し 、 お 互い に 連動 し て いな い の で 、 この 考え を 実現 し よう と する と 、 さ ら に 複雑 に な っ 
て し まい ます 。 考え を 改め まし ょ う 。 

同じ 組み あわ せ を 出 な いよ うに する の は 不可 能 で す 。 で は 、 一 度 出 た 組み あわ せ を お ぼ 
えて お き 、 も う 一 度 同 じ 組 みあ わせ を 引い た ら 不 可 と し て 、 違 う 組 みあ わせ に な る まで カー 
ド を 引き 続け る 方 法 に し まし ょ う 。 

この 方 法 の 場合 、「 一度 出 た 組み あわ せ を お ぼ え て お く 」 こと が 重要 に な り ま す 。 

これ は 、 乗 り 物 の 座席 を 取る 場合 と 同じ 考え で 実現 で きま す 。 こ ん な 座席 表 が あっ た と 
し ます 。 





黒丸 の 所 ( 倫 の 席 ) は 左上 の 席 ( 〇 の 席 ) を 基点 と し て 横 に 2、 縦 に 3 の 位置 と し て 表 
せま す 。 横 の 位置 を x、 縦 の 位置 を y と 呼ぶ と 、 欠 は 





の 座席 と し て 表す こと が で きま す 。 

現在 「x=2. y=3」 の 席 が 埋 っ て いる の で 、「x=2. y=3」 の 位置 を 取 ろ うと する 他 の 人 が 
いれ ば 、 そ こ は 埋 っ て いる の で 他 の 座席 を 再び 指定 し て も らい ます 。 埋 っ た 席 は 氏 で 表し 
ます 。 

席 取 り が 進み 、 空 いた と ころ が 次 々 と 埋 っ て きた と し ます 。 





人 が この 座席 表 を 目 で 見 た と き 、 夫 の 部 分 は ダメ で 〇 の 部 分 は 空い て いる 、 と ひと 目 で 
わか り ま す 。 プ ログ ラム で も 同じ よう に この 座席 表 を 表す マッ プ を 用 意 し て お き 、 空 いて 
いる 塗 い て いな い を 記録 し て お く 機 能 を 作り まし ょ う 。 


に PF で TV EP」 


(②) 座席 表 マ ッ プ を 作る 
まず 、 座 席 が 横 に 一 列 し か な い 場 合 を 考え ます 。 





座席 は x 方 向 に 1、2、3 だ け で 選ぶ こと が で きま す 。 並 ん で いる の で 配列 を 使っ て 表現 
還 5 で きま す 。 現在 の 代 の 部 分 は 、xI 久 “と し て 表せ ます 。 

eemaoc、 を ys | この よう に 1 方 向 し か な い 配 列 を 1 次 元 配列 と いい ます 。 今 まで 学習 し て きた 配列 は 、 
」 隊 | すべ て 1 次 元 配列 で す 。 

ーー ーー  。 ひ に 序 際 を 縦 に 2 列 に 増やし ます 。 






これ は 、 先 ほど の x 方 向 の み の 1 次 元 配列 が 、 縦 に 2 つ 用 意 され た 状態 に な り ま す 。 ゞ 方 
向 も 1、2 と 並ん で いる の で 、 こ ちら も 配列 で 表せ ます 。 縦 の 配列 を y[] と し ます 。「x=1. 
y テ 2| の 位置 は 、 





と 2 つの 配列 を 使っ て 指定 し ます 。 こ れ を まとめ て 表現 し た も の が 、2 次 元 配列 で す 。 縦 


方 向 と 横 方 向 を 一 度 で 指定 で きる 方 法 で す 。 
ここ で は 、 座 席 を 表す 2 次 元 配列 名 を seat と し ます 。「x[Ol.y 軸 」 の 位置 は 、 





と 、 配 列 の 添え 字 が 2 つ に 増え た 状態 で 表示 で きま す 。 方 向 の 位置 を 先 に 書く こと に 注 
意 し て くだ さい 。 








第 フ 日 - 3 時 限 目 @ ら 次 元 配列 を 理解 し よう 


@2 次 元 配列 seat の イメ ー ジ 
| 
1 2 3 4 
seat [0] [0] | seat[0] [1] | seat[0] [2] 
gea モ [1] [0] | sea モ [1] [1] | seat[1] [2] 
sea モ [2] [0] | seat [2] [1] | seat[2] [2] 
sea モ [3] [0] | Sea モ [3] [1] | sea モ [3] [2] 

















の や の DO 





Ai 


多 次 元 配列 
実は 、 も う ひ と つ 配 列 の 添え 字 が 増え て 、2 方 向 も 考え た 3 次 元 配列 も 存在 し ます 。 
考え 方 は 次 元 配列 の 応用 な の で むず か し く あ り ま せん 。 3 次 元 配列 で は 、 


data[Z 方 向 の 位置 ] [y 方 向 の 位置 ] [x 方 向 の 位置 ] 


と 指定 し ます 。 


! 
i 
I 
1 
1 
I 
I 
1 
| 
また 、 ら 次 元 配 列 や 3 次 元 配 列 を 多 次 元 配 列 と 呼び ます 。 


ビ 


(②. 2 次 元 配 列 の 使い 方 
シタ 2 次 元 配 列 の 宣言 と 使用 方 法 は 、1 次 元 配 列 と 同様 で す 。 た だ 、 場 所 の 指定 は x 


方 向 と 方向 の 2 つ を セッ ト で 行い ます 。 配列 の それ ぞ れ の 要素 に は 、 宜 言 し た 配列 の 型 
の デー タ を 保存 し ます 。 例 えば 、int 型 の デー タ を 扱う 横 方 向 に 3、 縦 方 向 に 4 の 2 次 元 配 


列 の 宣言 は 、 次 の よう に な り ま す 。 





int seat[4] [3]: 


初期 値 の 設定 は 、 ゞ 方 向 の 配列 を { } で 括っ て セッ ト に し 、 そ れ を カン マ 「.」 で つなげ 


ます 。 





nt sea モ [4][3] = { { 1。 2。 3 }。 
{ 4, 5。 6 }。 
{ 7。 8。 9 1。 
を 05 半 ミネ スー すう 





また 、 例 えば seatIOII2] に 数 値 1 を 代入 する と き は 、 次 の よう に 書き ます 。 





sea モ [0][2] = 1: 











1 *#3 : ら 次 元 配列 は int 
】 型 だ け で な く 他 の デー ! 
} 夕 型 で も 作成 で きま 


( 王 ) トラ ンプ の カー ド を 2 次 元 配列 に する 
ペア 2 次 元 配列 を 使っ て トラ ンプ の カー ド を 表現 し て み ま し ょ う 。 


きま カー ド の 数 値 
+ ハー ト の GRSSBI87 お B 89 HO 1231S 
y ダイ ヤ の In5:627885910 言 間 渦 ISTS 
スペ ー ド の 1. 8. 3. 4. 5, 6, 7, 8. 9. 10. 11, 12. 13 
クロ ー バ ー の = 4. 6..3:4。5, 6.7。8. 9.T0. TH13 


これ が すべ て の カー ド で す 。 つ まり 、y 方 向 を カー ド の マー ク 、x 方 向 を カー ド の 数 値 
と する 2 次 元 配列 が で き あ が り ま す 。 配列 に は デー タ を 格納 する の で 、「 こ の カー ド は 既に 
引い て いる 」 場合 は 1、「 ま だ 引い て いな い 」 場合 は 0 を 保存 し ます 。 つ まり 、 こ の 2 次 元 
配列 は 「 カ ー ド を 一 度 引い た か 否 か ] と いう 情報 を 保存 する int 型 の 配列 に な り ま す 。 

保存 する デー タ は 整数 値 な の で int 型 で 宣言 し ます ゞ 。 


nt oard[4] [13]: 


これ で 、 ト ラン プ の 2 次 元 配列 が で き あ が り ま し た 。 こ れ も グ ロー バル 変数 と し て 定義 
じ ま じ しょ う 。 

この 配列 を 使い 、 カ ー ド を 引く 自作 関数 drawCard を 改良 し て み ま す 。 今 まで の プロ グ 
ラム で は 、 自 作 関 数 drawCard の 中 で マー ク と 数 を それ ぞ れ 一 度 だ け 、rand 関 数 を 使っ て 
決定 し て いま し た 。 今度 は 、 出 た カー ド の マー ク と 数 が すでに 引か れ て いる か どう か を 確 
認 し 、 も し 同じ 組み あわ せ を すでに 引い て いた ら (その カー ド は も う 引 け な い の で )、 カ ー 
ド を 繰り 返し 引き 続け ます 。 

「 こ の カー ド は すでに 引い て いる 」 場合 、 








で card [draw_mark-1] [dcaw_ digi モ -1] == 1 





と な る の で 、 こ れ を 繰り 返し 条件 と し ます 。 
まだ 一 度 も 引い て いな い 組み あわ せ が 出 て きた ら 、 そ の カー ド を 引い た カー ド と し て 決 
定 し 、 す で に 引い た と いう 記録 を 2 次 元 配 列 card に 記録 し ます 。 





Card[draw_mark-1] [draw_dig1 モ -1] = 1: 





第 フ 日 - 3 時 限 目 @ ら 次 元 配列 を 理解 し よう 





















@ 同 じ 組み あわ せ は 引か な い 
ai 隊 
② ク ロー バー の 3 を 引く 


③ ハ ー ト の 』J を 引く 
《④ ハ ー ト の 6 を 引く 





すでに 引い て いる の で 
次 の カー ド を 引く 











これ を 、 繰 り 返 し 構文 の do 一 while 文 を 使っ て 書き ます 。 


do { 
draw_mark = rand() % 4 + 1: 


draw_digit = rand() % 13 + 1: 
} white (carqd[dravw _mark-1] [draw_digit-1] ) 
Card [dravw_mark-1] [draw digi モ -1] = 1: 


これ で 、 一 度 引い た カー ド を 再度 引く こと は あり ませ ん 。 
プロ グラ ム を 何 度 か 実行 し て 、 同 じ カ ー ド が 出現 し な いこ と を 確認 し まし ょ う 。 





: *4 : 条件 は 9 
} while (card[draw_ 


i mark-1][draw_i 
! digit-1] == 1): 

: と 書い て も 同じ で す 。 ! 
! 2 次 元 配列 Card は グ : 
! ロー バル 変数 と し て 定 
! 義 し た の で 、 初 期 値 は ! 
! すべ て 0 で 、 す で に 1 
! 回 引い た カー ド の 場所 ! 
: だ け 、1 に な り ます 。 


2 次 元 配列 も 今後 の ゲー ム プ ログ ラム の 作成 で 頻繁 に 出 て きま す 。 ゞ 方向 と x 方 向 を 間 違 


えな いよ うに 使い 


まじ よう っ 





ブラ ッ ク ジ ャ ッ ク ゲ ー ム の プロ グラ ム を 完成 させ まし ょ う 。 











サン プル ファ イル は 
こち ら 


に 


110days c lday07-04 匠 | blackiackc 


人 @ こ の レッ スン の ね らい 


3 時 限 目 まで の プロ グラ ム で 、 ブ ラッ クジ ャ ッ ク ゲ ー ム の 基本 は ほぼ 完成 し まし 
た 。 あ と は プレ イヤ ー が 「Al」 の カー ド を 引い た と き に 、1 と 1 1、 ど ちら で 計 


算 す る か の 判定 、 デ ィ ー ラ ー の 1 枚 目 を 引く 処理 、 最 後に 両者 の カー ド を 比べ て 
勝 敗 を 判定 する 機能 を つけ て 完成 で す 。 
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第 フ 日 - 4 時 限 目 る ブラ ッ ク ジ ャ ッ ク ゲ ー ム を 完成 させ よう 


ee 
7 1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 


N 
ee 





井 inctude <gtdio.h> 
井 ミ nctude <1me .h> 
#inctude <std1ib.h> 


nt oard [4] [13] : 
Ca も の も な 5E ま 3】 = (142 3。 人 5。 6。 77 8。 9 は 0 訓 10, 10。 10 17 
Char *QH ユ 1 セ 【13] = {( "mAW。 "20。 "3"。 "4m。 "5m。 P6P。/ 
L ル ん 月 LT し 月 し し 衣 10"/ PT OPT/ 昔 K } : 

char x*mark[4] = { 

wm ハー ト 

"ダイ ヤ ャ 。 

wm スペード *。 

mw クロー パー 
} : 


nt drawCard(int h) 


int main() 【 
nt deater: // デ ィ ー ラ ー の 引い た カー ド の 合計 
nt ptayerj // プ レイ ヤー の 引い た カー ド の 合計 
nt draw digitz // 引 いた カー ド の 数 
nt qraw_markz // 引 いた カー ド の マー ク 
char y_nz // カ ー ド を 引く か 引か な いか の 答え 


srand (time (NULL) ) 
printE("m【 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 】 ま nm") : 


// ディ ー ラ ー が 引く 
dravw_mark = rand() % 4 + 1 
draw_digit = rand() % 13 + 1: 
で arQd [dravw_mark-1] [draw_ digi モ -1] = 1: 
deater = て total [draw_dig1 モ -1] 
printE(m ディ ー ラ ー 一 枚 目 : %s の %g 半 mn",/ 
marjik [draw _mark-1] , digit [draw_digi モ -1] ) 』 
printE(" 他 は 伏せ る 将 m 衝 mn" ) : 


// プレ イヤ ー が 引く 
printE(m プ レイ ヤー 一 枚 目 :『) : 











ュ n セ も 





player = drawCard(1) : 
printE ("プレ イヤ ー 二 枚 目 :") 
player += qrawCard(1) : 


// ディ ー ラ ー ク 枚 目 以降 
Got 

deater += qrawCard(0) 
} white(qeatler <= 16): 


// プレ イヤ ー3 枚 目 以降 
white(ptayer < 21) { 
printE(" も う 1 枚 引き ます か ? (y/n) > "): 
SCanfF ("%cm ,。 &y n)z 
white (getochar() != ' ま nm') { } 
iiE(y n == yy") 【 
player += qrawCard(1) 
} etse FE (yy n == 'n') { breakz } 


p ェ 1ntF ("まま nm ディ ー ラ ー:%d 点 プレ イヤ ー :%dq 点 ま n", dealer, ptayer) : 


// 勝敗 の 判定 
iE ((qeater <= 21 gg ptayer > 21) 
中 (deater <= 21 gg deater > ptayer) ) て 
printE ("ディー ラー の 勝ち ! ま n") : 
} etse FE ((ptayer <= 21 gg qeater > 21) 
中 (ptayer <= 21 gg ptayer > qeater) ) て 
printE(" プレイ ヤー の 勝ち ! ま n") : 
} etse 【 
printE ("引き分け まま") : 
} 
return 0z 


drawCard(int h) { 

nt draw marik, draw digi モ z // 引 いた カー ド の マー ク と 数 
inE エ z // 引 いた カー ド の 点数 

char Y nz // カ ー ド を 11 と し て 計算 する か どう か の 答え 


do { 

draw_marik = rand() % 4 + 1: 

draw_digit = rand() % 13 + 1: 
} white (cardq [draw mark-1] [draw dig ュ モー-1] ) : 
で ard [draw _mark-1] [dravw digi モ -1] = 1: 





第 フ 日 4 時 限 目 @ ブ ラッ クジ ャ ッ ク ゲ ー ム を 完成 させ よう 


iE(h) { 


pn ( "%s の %g 将 nm" , mark[Qraw mark-1] , digit [qravw _ digit-1] ) 


3fF(h gg draw_digi モ == 1) { // プ レイ ヤー ター ン で 引い た 数 が 1 の と き 
do { 
printE ("11 と し て 計算 し ます か ? ( ゞ /n) > 『): 
scanE ("%cm ,。 &y_n)z: 
white (getchar() != ' ま nm') { } 


3F(y n == 'y') {エエ = total [draw_digi モ -1]: } 
etse FE (y n == "nm') {エニ =1 ユ 1: } 
}) white(!(y n ロ == y' | nm == "nm!) ): 
} etse { ェ = totat [draw_dig1 モ -1] : } 
エ てら G 七 エロ エッ 


入力 で きた ら 、「blackjack.c」 と いう 名 前 で 、「C:\source」 ディ ヒン ト 
レク トリ 下 に 保存 する ] 拡張 子 に 注意 し | 
: て 保存 し まし ょ う 。 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
し て 、blackjack.C を コン パイ ル す る 


C : USG エ 8 半 い SBG エ >CQ| 壮 SO いと で G 





で C: 等 SOu と て CG>9CC - の O btackjack blaok]aokk . ご 


4 プロ グラ ム を 実行 する 。 ルー ル ど お り に ゲー ム が 実行 され れ ば 成功 ! 





ef まま っ トッ ーー ト 2・3 (つつ ちゃ に いつ 衝 ン くつ 


【 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 】 
ディ ー ラ ー 一 枚 目 : ダイ ヤ の 7 
他 は 伏せ る 


プレ イヤ ー 一 枚 目 : スペ ー ド の ふ ぇ 
11 と し て 計算 し ます か ? (y/n) > 
プレ イヤ ー 二 枚 目 : クロ ー バ ー の 5 





321 ) 





も う 1 枚 引 きま すか ? (y/ ぉ ) > pn 


ー ラ ー:18 点 プレ イヤ ー : 16 点 
リー 


【 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 】 
ディ ー ラ ーー 一 枚 目 : ダイ ヤ の 素 
他 は 伏せ る 


プレ イヤ ーー 一 枚 目 : ハー ト の 5 
プレ イヤ ー 二 枚 目 : ハー ト の J 
も う 1 枚 引き ます か ?(y/n) > na 


ディ ー ラ ー : 22 点 プレ イヤ ー : 15 京 


プレ イヤ ー の 勝ち ! ie 





_ 解説 
1 「A」 の カー ド が 出 た と き の 判 定 


プラ ッ ク ジ ャ ッ ク を 完成 さき せる の に 、 あ と ひと つ 、 重 要 な 機能 を 追加 し な けれ 
ば な り ま せん 。 こ れ ま で は プレ イヤ ー が エー ス 「Al」 を 引い た と すべ て 11 と し て 主 





算 し て いま し た が 、 こ れ を 1 と 11 の どちら で 計算 する の か を 選択 する 機能 が 必要 で す 
カー ド を 引く 自作 関数 drawCard の 中 を 変更 し ます 。 自 作 関 数 drawCard は 、 無 条件 に 
各 カ ー ド の 点数 を 戻り 値 と し て いま し た 。 今度 は プレ イヤ ー が 「Al の カー ド を 引い た 場 


合 と 、 そ れ 以 外 で 場合 分 けし て 戻り 値 を 決定 し ます 








プレ イヤ ー が 「Al の カー ド を 引い た ら 、 ま ず は 「A」 を 11 と し て 計算 する か どう か 開 
きま す 。「y」 を 選択 し た 場合 は 11 を 返し ます n| を 選択 し た 場合 は 1 を 返し ます 。 答え 
が も し 「y」 で も 「n 人 bw 、 も う 一 度 プ レイ ヤー に 9 ます 。 つま り 、 デ プレ イ 
ヤー が 「y」 か 「n| どちら か を 選択 する まで 繰り 返し 開き ます 


char yy nz // カ ー ド を 11 と し て 計算 する か どう か の 答え 


if(h gg draw _ digi == 1) { // プ レイ ヤー ター ン で 引い た 数 が 1 の と き 
do { 
printE("11 と し て 計算 し ます か ? (y/n) > 『): 
SCanE("%Cm , &yY nm)z 
white (getchar() != "' 壮 nm') { } 
FE( n == '") { エ = otal[qdraw_digi モ t-1]: } 
@tae エ E (Y 各 == "nm') { エ =1: } 
}) white(!(yn ロ == "y' || nm == "an')): 
} etse { r = ota1 [draw_dig1 モ -1]: } 


第 フ 日 4 時 限 目 @ ブ ラッ クジ ャ ッ ク ゲ ー ム を 完成 させ よう 


カー ド を 引い た の が ディ ー ラ ー の と き と 、 プ レイ ヤー が 「Al 以外 を 引い た と き は 、 今 
まで と 同じ 処理 を 行い ます 。 


(2) ディ ー ラ ー の 1 枚 目 を 引く 処理 
\ ヽ を / 完成 版 の プロ グラ ム の カー ド の 引き 方 は 、 次 の よう に な っ て いま す 。 


⑯ ブ ラック ジャ ッ ク ゲ ー ム の カー ド の 引き 方 


① デ ィ ー ラ ー が 1 枚 引く (カー ド を 見 せる ) 

⑧ プ レイ ヤー が ら 枚 引く (カー ド を 見 せる ) 

③ デ ィ ー ラ ー は 合計 が 16 以下 の 時 に 引き 続け る (カー ド を 見 せな い ) 
④ プ レイ ヤー は ら 1 に 近づく よう 引き 続け る (カー ド を 見 せる ) 


今 ま で の プロ グラ ム で は 、 デ ィ ー ラ ー が 1 枚 目 を 引く 部 分 は 省略 し て いま し た 。 な ぜ か 
と いう と 、 カ ー ド を 引く 自作 関数 drawCard で は 、 デ ィ ー ラ ー が 引い た 場合 の 処理 と 、 プ 
レイ ヤー が 引い た 場合 の 処理 は 異な っ て いま す 。 デ ィ ー ラ ー が 引い た と き は カー ド の 種類 
を 表示 し ませ ん 。 で す が 、 ル ー ル で は ディ ー ラ ー の 1 枚 目 だ け は 表示 する こと に な っ て い 
ます 。 

これ を 実現 し よう と する と 、 自 作 関 数 drawCard で は イレ ギュ ラー な 処理 が 発生 し て し 
まい ます 。 

よっ て 、 デ ィ ー ラ ー の 1 枚 目 は 自作 関数 drawCard を 使わ ず に 、main 関数 の 中 で 書く 必 
要 が あり ます 。 

ディ ー ラ ー の 1 枚 目 を 引く 処理 は 、 自 作 関数 drawCard を 応用 し ます 。 す で に 一 度 引い 
た か どう か の チェ ッ ク を する 必要 は な い の で 、 引 いた カー ド を 表示 し て 終了 し ます 。 





draw_marjk = rand() % 4 + 1: 

draw_digi モ = rand() % 13 + 1: 

Card [dravw_marK-1] [draw_ digit-1] = 1: 

dealer = ota1l [qraw_dig1 モ -11』 

printE(" ディ ー ラ ー 一 枚 目 :%s の %g 半 nm" , mark[draw_marjk-1] , digit[draw_ digi モ -1] ) : 
printE(" 他 は 伏せ る 至 m 詩 nm" ) 





(③ 勝敗 の 判定 
Ne レノ 最後 に 、 勝 敗 を 判定 する 機能 を つけ まし ょ う 。 デ ィ ー ラ ー が 勝利 する の は 、 
「 デ ィ ー ラ ー の 点数 が 21 以 下 で プレ イヤ ー の 点数 が 21 よ り 大 きい と き 」、 ま た は 「 デ ィ ー ラ ー 
の 点数 が 21 以下 で プレ イヤ ー の 点数 より も 大 きい と き 」 で す 。 

また 、 プ レイ ヤー が 勝利 する の は 、「 プ レイ ヤー の 点数 が 21 以下 で ディ ー ラ ー の 点数 が 
21 よ り も 大 きい と き 」、 ま た は 「 プ レイ ヤー の 点数 が 21 以下 で ディ ー ラ ー の 点数 より も 大 
きい と き 」 で す 。 

それ 以外 は 引き 分 け と な り ま す 。 こ れ を プロ グラ ム で 書い て み ま し ょ う 。 








FE ((qeater <= 21 gg ptayer > 21) 
| | (deale <= 21 gg qeater > ptlayer) ) { 
printE(" ディ ー ラ ー の 勝ち ! ま n"): 
} etse FE ((ptayer <= 21 gg deater > 21) 


| | (ptayer <= 21 gg ptayer > deater) ) 【{ 
printE(" プ レイ ヤー の 勝ち ! まき nm"): 
} etse て 
printE(" 引 き 分 け ま nm") : 
} 





この 処理 は 一 else 文 を 使っ て 書き ます 。 そ れ ぞ れ 2 つ の 条件 の どちら か を 満た せ ば 真 
に な る の で 、 論 理 演算 子 「||」 を 使い ます 。 条 件 文 が 長く な る と き は 、 無 理 に 1 行 で 書か 
ず に 、 適 当 な 場所 で 改行 する と プロ グラ ム が 見 や すく な り ま す 。 

グロ ー バ ル 変 数 と プロ ト タ イ プ 定 言 は 、 関 数 の 外 に 出し て 書け ば 完成 で す 。 


今日 の レッ スン は 、 と くに 新しい 項目 に つい て の 学習 は あり ませ ん で し た 。 し か し 、 プ 
レイ ヤー の 入力 、 コ ンピュータ の 判断 、 最 後に 勝敗 決定 と 、 ゲ ー ム プロ グラ ム の 基本 要素 
が 全て 入っ た 、 今 まで の 学習 の まとめ の よう な プロ グラ ム に な っ た と 思い ます 。 

残り は あと 3 日 で す 。 気 を 引き 締め て 学習 を 進め まし ょ う 。 


blackjack.c を 次 の よう に 改造 し な さい 。 








[条件 ] 
自作 関数 drawCard に 渡す 引数 を 次 の と お り に 変更 し 、 デ ィ ー ラ ー が 1 枚 
目 を 引く 処理 も 自作 関数 drawCard を 使用 する 。 





0 ディ ー ラ ー2 枚 目 以降 8 二 
1 ニー 寺 
ら ディ ー ラ ー 1 枚 目 





本 日 は ウォ ー キ ング 日 記 を 作り ます 。 

1 日 に 歩い た 距離 と コメ ント を 月 ご と に ファ イ 
ル に 保存 し 、 最 新 月 の デー タ を 見 る こと が で き 
ます 。 た だ 距離 だ け を 測定 し て も つま ら な い の 
で 、 今 まで 歩い た 距離 の 合計 を 算出 し 、 日 本 一 
周 ウ ォ ー キ ング を バー チャ ル で 行い ます 。 





人 MT 





と 

















ウォ ー キ ング 日 記 は 、1 日 の 歩い た 距離 と その 日 の コメ ント を 、 月 ご と の ファ イル に 記録 
まお 5 

プロ グラ ム 実 行 時 に -view オプ ショ ン を つけ て 今月 の デー タ を 参照 する こと も で きま す 。 
その 際 、 今 まで 歩い た 距離 の 合計 を 算出 し ます 。 そ の 距離 か ら バ パー チャ ル 日 本 一 周 ウ ォ ー 
キン グ を 行い ます 。 

東京 を 出発 し て か ら 今 現在 まで どこ まで 歩い た か を 、 デ ー タ か ら 算 出し て 表示 し ます 。 


| 仙台 まで あと 〇 Okm ! 





プロ グラ ム を 実行 する ディ レク トリ の 直下 に dat と いう ディ レク トリ を 作成 し 、 そ こ に 日 
記 の デー タフ ァイル を 保存 し ます 。 


介 ウ ォ ー キ ング 日 記 プ ログ ラム の ディ レク トリ 構造 





デー タフ ァイル 名 は 「walk] の あと に 年 月 を 4 桁 2 桁 で 表示 し た も の と し ます 。 


第 日 @ ウ ォ ー キ ング 日 記 を 作ろ う 


信 ウォ ー キ ング 日 記 プ ログ ラム の 実際 の 動作 
人 日 記 デ ー タ の 追加 


日 記 プ ログ ラム を 実行 し 、 記 録 す る デー タ の 日 付 が 今日 の 場合 は 「y」 
] を 入力 し て 、[Enter] キー を 押す 


ドッ ーー ルト キキ っ オミ ンコ 


2009/4/15 の 記録 を し ます か ? (y/n) > 
本 日 の 距離 は ? > 





違う 日 付 の 場合 は 「n] を 入力 し 、 続 け て 日 付 を 、 年 月 日 の スペ ー ス 区 切り で 
入力 する 


[ef すこ トス ニルス ・ ト っ 2 衝 >-】 
2009/4/15 の 記録 を し ます か ? (y/n) > na 
記録 する 日 付 は ? ( 例 :2009 4 15) > 2009 4 14 
本 日 の 距離 は ? > 





日 付 が お か し い 場 合 は 、 そ こ で プロ グラ ム が 終了 する 


記録 する 日 付 は ? ( 例 : 2009 4 15) > 2009 4 32 
日 付 が 正しく あり ませ ん 


次 に 歩行 距離 (距離 の 単位 は km) と コメ ント を 入力 し て 、[Enter] 
キー を 押す 





本 日 の 距離 は ? > 6.5 
コメ ント は ? > 風 が 強かっ た 


rd の たき の た 
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@ ぐ 参考 > デー タ の 保存 先 の ファ イル を テキ スト エディ タ で 開い た 


まで | 
プア イル PD 編集 E) 検索 ⑤) 表示 ウィ ンド 2XW ツウ ー ル 





10 生 1 桁 標準 [74] 


人 @ 日 記 デ ー タ の 表示 


タ が 表示 され る 


で : 壮 BSOu エ FCG>da エ ry .GxxG -Yiew 


1 日 記 プ ログ ラム を -view オ プシ ョ ン を つけ て 実行 する と 、 今 月 の デー 





【2009 年 4 月 の デー タ 】 
41.20km 千葉 か ら 1.20jm 地点 仙台 まで 588.80jm 
歩 距 離 月 累計 全 累 計 
6.00 6.00 47.20 桜 は まだ だ 
2.00 8.00 49.20 途中 で 雨 。 断 念 
7.30 15.30 56.50 暑い 
6.50 21.80 63.00 良い 天気 ! 


7.00 44.80 86.00 
5.25 50.05 91.25 桜 が 散 っ て し まっ た 


12 | 
に て 
| 
15 | 6.50 97.75 風 が 強かっ た 


30 | 
97.75km 千葉 か ら 57.75jm 地点 仙台 まで 532.25km 





・ 毎日 の 距離 と 月 累計 、 記 録 を は じ め て か ら の 全 粟 計 と コメ ント が 一 覧 で 表示 され る 
・ 月 の 頭 と お わり に は 、 そ の と き の 累 計 と 特定 地点 か ら の 距離 、 次 の 特定 地点 まで の 距 
離 数 も 表示 


ここ 
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第 8 日 @ ウ ォ ー キ ング 日 記 を 作ろ う 


今月 の デー タ が な い 場 合 は 、 そ の 旨 が 表示 され る 


【2009 年 6 月 の デー タ 】 


今月 の デー タ は まだ あり ませ ん 





も し 同じ 日 付 の デー タ が あっ た 場合 は 、 あ と か ら 入 力 し た デー タ が 
表示 され る 


電 walk200904 - TeraPad 
プイ ル (P) 編集 (E) 検索 (⑤) 表示 ( ツ ウィ ンド XW ウー ル ① 


hh 用 回 号 ま 昌 胃 で つの o 遇 旭 
避 ょ 1 IPI ES it he 1 





【 


1 行 1 桁 標準 [74] 


【2009 年 4 月 の デー タ 】 
41.20fkm 千葉 か ら 1.20km 地 点 仙台 まで 588.80hkm 
歩 距 離 月 累計 全 累 計 
6.00 6.00 47.20 桜 は まだ だ 


6.50 と ャ 1 リ 63.00 桜 が 咲 いた ! ! 


97 .75km 千葉 か ら 57.75rkm 地点 仙台 まで 532.25km 





途中 で 特定 地点 を 通過 し た 場合 は 、 コ メン ト の 横 に その 旨 を 表示 す 
る 





29 | 20.00 656.55 697.75 今日 も 暑い ! (仙台 到着 札幌 まで 2102.25km ! ) 
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この 時 間 は 構造 体 に つい て 学習 し 、 ウ ォ ー キ ング 日 記 デ ー タ の 基礎 を 作成 
し まし ょ う 。 


今回 作成 する 例題 
IS ーーーー 
5 ト | 








0 又 字 以内 ) こう] 的) 
)km コメ ント : 汗 が いた 


記録 する デー タ を 入力 し 
て 、 そ れ を 標準 出力 する 


と ン ルフ ァイル は 人 記 10days_c lday0801 匠 8-1.c 
この レッ スン の ね らい 


ウォ ー キ ング 日 記 は 月 で と に ファ イル に 記録 し ます 。 そ の 内 容 は 、 日 ご と に 日 
付 」「1 日 の 歩行 距離 」 「 コ メン ト 」 の 3 つ で す 。 こ の デー タ を 月 ご と に 読み 込ん 
だ 場合 、 各 日 付 、 歩 行 距 離 、 コ メン ト を それ ぞ れ 別 の 配列 と し て 持っ て お く こ と 
も で きま す が 、 ま と まっ た デー タ と し て 保存 し て お く と 、 プ ログ ラム で 利用 し や 
すく な り ま す 。 

今回 使う ウォ ー キ ング 日 記 の デー タ は 、 日 付 は 整数 、 歩 行 距離 は 実数 、 コ メン ト 
は 文字 列 と 、 デ ー タ 型 が 異な る の で 多 次 元 配 列 は 使え ませ ん 。 

し か し 、C 言 語 で は 異な る 型 の デー タ を ひと まとめ に し て 扱う こと の で きる 方 式 
が 用 意 さ れ て いま す 。 そ れ を 「 構 造 体 ] と いい ます 。 こ の 時 限 で は 構造 体 の 使い 
方 を マス ター し ます 。 


第 8 日 1 時 限 目 @ 構 造 体 を 理解 し よう 


信 プロ グラ ム を 作成 する 
1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 


井 ミ nctude <8 モ dioO .h> | 


typedefF 5 ヒエ uo { | 
ュ n モ da マ Yz | 
Goublte dist: | 
Char Commen モ [32]: ] 

} diar マ Y: | 

ュ n 七 main (nmn モ argc, Char* argy[]) { | 
diary today daaz | 

printE(" 距離 は 2? > ")』 

ScanF("%1F",。 gtoday_ data.digt ) : 

white (getchar() != ' ま nm') { } 

printE(" コメ ント は ? (30 文 字 以内 ) > "): 

Fgets (today_daa .Comment, 32, 8din) > 


today_data.day = 1: 


printE("%d 日 距離 :%.21Ekm コメ ント : ws", 
today_data .day, Eoday_ daa .dis, today_data .Commen ) : 
て GeGurn 0: 


入力 で きた ら 、「8-1.c」 と いう 名 前 * で 、「C:\sourcel ディ レク 
トリ 下 に 保存 する 


 *] : 拡張 子 に 注意 し : 
1 て 保存 し まし ょ う 。 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
し て 、8-1.c を コン パイ ル す る 


C : 壮 US8G エ 8 半 い 8G エ >CQ| 将 SO つ いて で ご G 


C : 苦 SO 〇 いと て で ご G> 可 CC - 〇 8-1 8-1.c 





331 ) 





| 信じ 本 
! * ら 2 : デー タ は 年 月 
i と に ファ イル に 保存 
: ます 。 年 月 は ファ イル : 
! 名 か ら わ か る の で 、 日 : 
! デー タ の み 記 録 し ま !: 








4 プロ グラ ム を 実行 する 


mm 


コメ ント は ? (30 文字 以内 ) > 今日 は 雨 が 降っ て きた ペー コメ 
1 日 距離 : 8.20kmm コメ ント : 今日 は 雨 が 降っ て きた マー メ 





解説 
| 、 構造 体 と は 何 か ? 


ウォ ー キ ング 日 記 で 記録 する デー タ と その 値 は 、 次 の 3 種類 で す 


EiS( 日 ) 計 
1 日 の 歩行 距離 8. (km) 
コメ ント ニ 「 今 日 は 雨 が 降っ て きた ]」 


この 3 種類 の デー タ を 「1 日 の デー タ 」 と し て まとめ て 保持 する 場合 に 、 構 造 体 を 使い 
ます 

構造 体 と は 、 異 な る 型 を 持つ デー タ を まとめ て ひと つの デー タ 型 と し て 扱う 形 で す 。 つ 
まり 、int 型 や char 型 と 同じ よう に ひと つの デー タ の 型 を 意味 し ます 。 既存 の 型 で は な く 、 
自分 で 新た に 作っ た デー タ 型 と いう こと で す 

た だ し 、int 型 や char 型 は C 言 語 で 用 意 さ きれ て いる 型 な の で 、 何 も せ ず に その まま 使う 
こと が で きま す が 、 構 造 体 は を の プロ グラ ム で 独自 に 作っ た 型 な の で 、 プ ログ ラム の 最初 
に 型 の 宣言 を 書い て お く 必 要 が あり ます 

構造 体 の 宣言 の 書き 方 は 、 次 の よう に し ます 


【 構 造 体 の 宣言 ] 
struct 構造 体 名 { 
デー タ 型 変数 名 
デー タ 型 変数 名 : 
( 略 ) 





第 8 日 。 1 時 限 目 人 @ 構 造 体 を 理解 し よう 


これ で 終了 で す 。 構 造 体 名 は 、 変 数 名 な ど と 同様 に 半角 英 数 文字 で 自由 に 命名 し ます 。 
定 言 の 中 に は 、 ま と め た い デ ー タ の 型 と 変数 名 を すべ て 宣言 し ます 。 こ れ ら の 構造 体 の 要 
素 は 、 メ ン バ と 呼ば れ ま す 。 

今回 作り た い デ ー タ は 、「 日 」「 距 離 」「 コ メン ト 」 の 3 種類 で す 。 よ っ て 、 構 造 体 名 を 
diary に し た 宣言 は 、 次 の と お り で す 。 


ヒエ uC 七 da エマ { 
ュ n モ da マ ょ 


Goubte digtz 
Char commmen モ [32] : 











この 構造 体 の 宜 言 を 、 プ ログ ラム の 最初 の 方 に 書い て お きま す 。 グ ロー バル 変数 を 宣言 
する 場所 と 同じ で す 。 

そう する と 、 int 型 や chat 型 な どの デー タ 型 と 同様 に 、diary 型 と いう デー タ 型 が この プ 
ログ ラム 内 で 使え る よう に な り ま す 。 


| [ 全 [ 層 2 | 
double 型 | 
「 doubte dist: | 


Char[32] comment: 









char[] 型 





diary 型 
3 つ で ひと つの デー タ 型 








デー タ の 型 が まま れ ば 、 あ と は その 型 を 使っ た 変数 が 利用 で きま す 。 構造 体 diary 型 の 
変数 を 宜 言 し まし ょ う 。 構造 体 ね デー タ 型 の 一 種 な の で 、 








【 構 造 体 の 変数 宣言 】 
struot diary 変数 名 = { 日 , 距離 , コメ ント }: 





デー タ 型 (構造 体 名 ) 初期 値 





と 宜 言 し ます 。 整 数 の デー タ 型 は 「int」 で 宣言 し ます が 、 構 造 体 は 「struct 構造 体 名 ] で 
型 を 宜 言 し ます 。 初 期 値 デー タ は { } で 括り 、 構 造 体 diary 型 を 構成 する デー タ で ある 「 日 」 
「 距 離 」「 コ メント] の 3 つの デー タ を 、 前 か ら 順 に カン マ 「.」 で 区 切っ て 宣言 し ます 。 実 
際 に デー タ を 入れ て み ま し ょ う 。 





Struot diary oday_data = { 1。 8.2, "今日 は 雨 が 降っ て きた "}: 





これ で 、 構造 体 diary 型 の 変数 today_data が 初期 化 さ きれ まし た 。 変 数 today_data は 、 デー 
タ の 型 が 異な る だ け で 、 他 の 型 の 変数 と 基本 的 に 扱い 方 は 一 緒 で す 。 

最初 に 宣言 だ けし て お いて 、 デ ー タ は あと か ら 代 入 す る こと も で きる し 、 デ ー タ を 参照 
し た り 、 変 更 し た りす る こと も で きま す 。 

次 に 、 構 造 価 型 の デー タ を 参照 し て み ま す 。 構 造 体 diary 型 の 場合 は 3 種類 の デー タ を 
持つ の で 、 そ れ ぞ れ ど の デー タ を 対象 に し た い の か を 指定 し ます 。 変数 today_data の 「 距 
離 」 を 参照 し た い 場 合 は 、 次 の よう に し ます 。 


【 構 造 体型 の デー タ を 参照 】 
today_data .dis 





構造 体型 変数 名 . 構成 デー タ の メン バ 名 





dist は 、 構 造 体 を 宣言 し た と き に 「 歩 行 距離 ]」 の デー タ を 格納 する た め の 変数 と し て 宣 
言 し た メン バ 名 で す 。 構 造 体 型 変数 名 と 構成 デー タ の メン バ 名 の 間 に 、「.| を つけ ます 。 
それ ぞ れ 、 他 の メン バ も 同様 で す 。 

デー タ を 参照 する だ け で な く 、 代 入 も で きま す 。 構造 体 の 中 の 各 変 数 は 、int 型 や char 
型 の デー タ の 場合 は その まま 代入 で きま す 。 し か し 、 文 字 列 の 場合 は 、strcpy 関数 を 使い 
まじ よう 。 





も oday_data .day = 3z ペーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
も oday_data . Commmmen 七 = "E@G5E『": ペーーーーーーーーーーーー- ※ 
St ェ ropy (today_data . Commen , "test") : ペーーー 





で は 、 構 造 体 diary を 宣言 し 、 こ の 構造 体型 を 使う 変数 を 作成 し て み ま す 。 


第 8 日 。 1 時 限 目 @ 構 造 体 を 理解 し よう 


【8-1_samplel.c】 


#inctude <stdio.h> 


SEruc diary { 
nt dayz 
doubte distz 
Char commmen モ [32]: 


ュ n main() { 


printE("%d 日 距離 :%.21Ekm コメ ント : %s", 


| eturn 0: 


Struo diary oday_qdata = { 1, 8.2, "今日 は 雨 が 降っ て きた "}: 


today_data .day, oday_data .dist, today_data. Comment ) : 





1 日 距離 :8.20km コメ ント : 今 日 は 雨 が 降っ て きた 





構造 体 の 、 そ れ ぞ れ の デー タ の 内 容 を 出力 し まし た 


構造 体 と 構造 体型 変数 の 書き 方 


構造 体 を 宜 言 する と 同時 に 、 そ の 型 を 持つ 構造 体型 変数 も 宜 言 で きま す 


【 構 造 体 と 同時 に 構造 体型 変数 を 宣言 
| gtruct 構造 体 名 { 


| ( 略 ) 
} 変数 名 : 








この 宣言 を main 関 数 の 外 に 書く と 、 構 造 体 型 変数 は グロ ー バ ル 変 数 に な り ま す 。 先 ほ 





どの 構造 体型 変数 today_data を グロ ー バ ル 変 数 に し て み ま す 


【8-1_sample2.c】 





#inctude <st 上 dio .h> 
#inctude <s エ in -h> 


8 ヒエ uc モ 上 diary { 
| ュ n da 
doubte ds 








char Commen モ [30]: 
} today_ dataz 


nt main() 【 
today_data-.day = 1: 
today_da モ a.dis 七 = 8.2: 
gtropy(today_data .comment, "今日 は 雨 が 降っ て きた "): 


printE("%d 日 距離 :%.21Ehkmm コメ ント : wsm, 
today_data .day, 上 oday data .dis, モ oday_data . で Comment ) 
eturn 0z 








構造 体 の 官 言 と 同時 に 構造 体型 変数 today_data も 定義 し た の で 、main 関数 の 中 で それ 
ぞ れ の デー タ の 初期 値 を 代入 し て いま す 。 
構造 体 や その 型 を 持つ 変数 は 、 宣 言 する 場所 に よっ て 有効 範囲 が 異な り ます 。 


typedef を 使う 
int 型 や 他 の デー タ 型 の 変数 は 「 デ ー タ 型 変数 名 :] と 官 言 し ます が 、 構 造 体型 
の 変数 は 「struct 構造 体 名 変数 名 :] で 官 言 され 、「struct 構造 体 名 ] で ひと つの デー タ 型 
の よう な 扱い を し まし た 。 
し か し 、 構 造 体 次 の よう に typedef を 使っ て 定義 する と 、 構 造 体 名 だ け で デー タ 型 と 
し て 扱う こと が で きま す 。 


【typedef で 構造 体 を 定義 】 
typedefF struo { 
( 略 ) 
} diaryz 


て 


デー タ 型 = diary 型 





diary oday_ dataz 


1 1 
デー タ 型 。 変数 名 








(4) 構造 体 に デー タ を 入力 し て 表示 し て みる 

この 時 限 に 作る プロ グラ ム は 、 構 造 体 diary 型 を 作成 し 、diary 型 の 変数 に 標準 

入力 か ら デ ー タ を 代入 し ます 。 構造 体 メ ン バ の day だ け は 、 固 定 で 1 を 設定 し て お きま す 。 
構造 体 を 使用 する 以外 は 特に 新しく 学習 する こと は あり ませ ん が 、 コ メン ト の 入力 部 分 

だ け 、 注 意 が 必要 で す 。 

fgets 関 数 を 使い 、 第 2 引数 に 読み 込む 文字 数 、 第 3 引数 に 読み 込み 先 を 指定 し て いま す 。 


第 8 日 1 時 限 目 @ 構 造 体 を 理解 し よう 





FEges (today_ data .Commen 二 , 32, stdin): | 





この 場合 、stdin、 つ まり 標準 入力 か ら 最大 「32 - 1 = 31“」 の 文字 数 を 読み 込み ます 。 ME 
な お 、fgets 関 数 を 使う 理由 は 、 第 6 日 2 時 限 日 に すでに 説明 し まし た 。 第 6 日 2 時 限 日 の 間 定 し て ぃ ます 。 
プロ グラ ム で は 、 文 字数 が 指定 より も 多く な っ た 場合 は 内 容 不 備 と し まし た が 、 今 回 は 同 に 6 フロ 2 
じ 日 付 の デー タ を 再度 入力 で きる の で 、 そ の まま と し ます 。 81 文字 以 上 を 入力 | 
1 た 場合 を 考え て 、 処 理 


: を 加え る 必要 が あり ま ! 


構造 体 を 使っ て 新た な デー タ 型 を 作成 する 方 法 を 学び まし た 。 
構造 体 名 と 変数 名 が ご ちゃ ご ちゃ に な ら な いよ うに 、 そ れ ぞ れ 自 分 で わか りや すい 名 前 
を つけ まま 紀和 まう 。 











ウォ ー キ ング 日 記 を 書く プロ グラ ム を 作成 し ます 。 
第 日 今回 作成 する 例題 

















ンプ ルフ ァイル は 引当 10days c lday0802 匠 8-2.6 

象 こ の レッ スン の ね らい 

1 時 限 目 で ウォ ー キ ング 日 記 の 構造 体 を 作成 し 、 日 記 の デー タ を 入力 する プロ グ 
ラム を 作成 し まし た 。 

この 時 間 は その プロ グラ ム を 応用 し て 、 ウ ォ ー キ ング 日 記 を デー タフ ァイル に 記 
録 する プロ グラ ム を 作成 し ます 。 


第 8 日 - 時限 目 伯 ウォー キン グ 日 記 を 書 こ う 





(1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 
還っ 





# ミ nctude <stdio.h> 
井 ふ ncClude <8 エ ing -h> 
井 include < 上 ime .h> 


typedeFE 5 モエ uo { 
nt da マ yz 
doubte dist: 
Char Commen モ [32] 
}) diary: 


Yo1d writeData (char dataFEite[]): 
Yoid YewData(char qatafFile[]): 


Char datadir[] = "da モ /" ょ 
nt year, month, qayz 


1nt main(in モ argo, Char* argy[]) { 
char dataFite[11]: 
ヒエ u い ご 七 tm *da モ @』 
time 上 nowz 


now = 上 ime(NULL) 

date = tooa1ltime(&now) : 

Ga = da ヒー->m Gar + 1900z 

moOnEh = da モ 上 eー->Em mon + 1 ぉ 

da = da モ Gー->m mda マ : 

Spr1n モ F(dataEite, "walk%04d%02d" , year, month) : 


3F ((argo > 1) gg (stromp(argv[1], "-view" ) ==0) ) { 
YiewData (dataFite): 


ば 
etse { 

W エ ュ エモ @Daa (da モ a モ 16) : 
} 


eturn 0z 


Yoqd writeData (char dataEite[]) { 

















diary 上 oday_da ヒ az 

FTLE *outFpz // 出力 ファ イル の ファ イル ポイ ンタ 
Char  n ロ = "nn'z 

char Fitename[15]: 

Char 1npu 5 モエ [121: 


printE ("%q/%d/%qd の 記録 を し ます か ? (/n) > ",。 year , month, day): 
SCanF ("%Cm。 &y np): 
white (getohar エ () != ' ま nm') { } 
(Cy 補 Ir) 
printE(" 記録 する 日 付 は ? ( 例 : %d %d %q) > ", year, month, day): 
Year = 0z month = 0: day = 0: 
Jes (nput St と ): 
SSCanF (1nput s 上 エ , "%d %d %d", &gyear, &month, &dayY) : 


3E((year > 9999) | | (month > 12) | | (month < 1) || 
(day > 31) || (day < 1)) ( 
printE(" 日 付 が 正しく あり ませ ん ま n") : 
エ @ セ un 

} 


Sp エ intE(qdataFile, "walk%04d%02qd" ,。 Yea エ , month) : 
明 
today_data.day = dayz 


printE(" 距離 は ? > 『): 

SCanF("%LE", gtoday_data .d ュ sg ) 

white (getchar() != "まま m') { } 

printE(" コメ ント は 2? (30 文字 以内 ) > 『) : 

Fges (today_daa .Comment, 32, sdin) 

ミ F ( (st 上 ten (Eoday_data .Commen モ ) == 31) &g 

(today_data .CommenE[30] != ' ま nm')) { 

white (getchar() != "まま m') { } 


SDp エ 1ntE(Eitename, "%s%s" , datadir, dataFite) 
if ( (outEp = Fopen(Fitename, "a+") ) == NULL) { 
printE(" フ ァイル オー プン エラ ー ま nm") 
くう っ いっす 】 
軸 
Ep ェ ュ nt (Out 上 Ep, "%d %.21E "。/ 
today data .day, 上 today data.d1s も ): 


FE ( (st 上 エ ten (today_ data .CommenE) == 31) &g 
(today_data . Commen モ [30] != ' ぎ nm')) { 
today_data .Commmen モ 上 [30] = "' 学 nm'z 
today_data .Commen モ [31] = " 笠 0' ょ 





第 日 ら 時 限 目 @ ウ ォ ー キ ング 日 記 を 書 こう 


} 
Ep ェ ュ 1nE 下 (Ou モ 上 FEp, "%s",。 today_data .Comment ) 
Foltose (Ou 上 Fp) : 
printE(" 記録 し まし た 『)』 
} 


Yo1d yewData (char dataEite[] ){ 
} 


入力 で きた ら 、「8-2.c」 と いう 名 前 "で 、「C:\source」 ディ レク 司 0 5D 記 
2 ト り Tyrs 6 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
③ し て 、8-2.c を コン パイ ル す る 


C : 壮 UBG エ 8 蘭 U8@G エ >CQ| 釜 BO い で G 


C : 普 BB つい エ で ご G> 可 ご C ご - 〇 8-2 8-2. で 





プロ グラ ム を 実行 する ディ レク トリ の 下 に 、「dat」 と いう 名 前 の ディ 
4 レク トリ を 作成 する 


に ある 日 記 デ ー タ ファ イル に 記録 され て いれ ば 成功 ! 


C: 普 SO いて C@G> 8-2 。 ext@G 


2009/4/14 の 記録 を し ます か ? (y/n) > n 
記録 する 日 付 は ? ( 例 :2009 4 14) > 2009 4 13 
距離 は ? > 5.25 


5 プロ グラ ム を 実行 する 。 デ ー タ を 入力 し 、 そ れ が dat デ ィ レ クト リ 





コメ ント は ? (30 文字 以内 ) > 桜 が 散 っ て し まっ た 
記録 し まし た 
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(① 日 付 を 取得 する 
* 次 の プロ グラ ム は 、 現 在 の 日 付 を 取得 する も の で す 。 


【8-2_sample 1.c】 





include <stdio-.h> 
提 include < も time.h> 


ュ n ヒ ea エ , month, dayz 


3nt main() { 
SS と u ご C 七 上 mm *da モ @ 
time 七 nowz 


now = ime(NULL ) 

date = tooaltime(&now) 

ar = date->tm ear + 1900: 

month = date->tm mon + 1: 

day = da モ e->tm mda マ ァ 

jp ェ ュ pn も ( "%04d 年 %02d 月 %02d 日 "。 year, month, day): 
return 0: 











ここ で も struct、 つ まり 構造 体 が 出 て きま し た 。「struct tm] と は 、C 言 語 で 定義 され て 
いる 麻 時 刻 の 各 要 素 (時 分 秒 等 ) を 格納 する 構造 体 で す 。 
も う ひ と つ 新 し く time_t と いう 型 が 出 て きま し た が 、 こ れ は 時 刻 を 表す 型 で す 。 


mm time 関 数 で 現在 の 時 刻 を 取得 し 、 そ れ を time_t 型 変数 now に 格納 し ます 。 さ きら に 
| timeh を イン クル ー ド : localtime 関数 で 、 引 数 の デー タ を 現地 時 間 (日 本 時 間 ) に 変換 し 、tm 構 造 体 型 の 変数 
な さ に 格納 し て いま す 


tm 構造 体 の 構成 は 、timeh に 定義 され て いま す 。 中身 は 次 の と お り で す 





5ruct tm { 


nt tm seoz /* 秒 [0-61] 最大 2 秒 ま で の うる う 秒 を 考慮 * ょ / 

nt tm minz /* 分 [0-59] */ 

nt tm hOu エ : /* 時 [0-23] */ 

ュ n モ tm mda マ yz /* 日 [1-31] */ 

nt tm monz /* 月 [0-11] 0 か ら は じ ま る こと に 注意 */ 

nt tm yea エ z /* 年 [1900 か ら の 経過 年 数 ] */ 

nt tm wdayz /* 曜日 [Os 日 1: 月 ..。 6: 土 ] */ 

nt tm yqdayz /* 年 内 の 通し 日 数 [0-365] 0 か ら は じ ま る こと に 注意 */ 


nt tm sds: /* 夏時間 が 無効 で あれ ば 0 */ 
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注意 し な けれ ば な ら な い の は 、8-2_samplel.c で は tm 構造 体 の 変数 に 「*| が つい て いる 
点 で す 。 








8 も ruo 七 tm *Qdat@z 





これ は 、 変 数 date は tm 構造 体 指 す ポ イン タ で ある 、 と いう こと に な り ま す 。 
通常 の 構造 体 変数 の メン バ を 参照 する と き は 「.」 を 使い まし た が 、 ポ イン タ の 場合 は 「>」 
を 使い ます 。 次 の よう に する と 、 現 在 の 月 を 取得 で きま す 。 








da モ eー-> セ Em mon 





少々 面倒 で す が 、「 現 在 時 刻 を 取得 する と き は この よう な 書き 方 を する も の だ | と お ぼ 
えて し まっ て くだ さい め 。 

tm 構造 体 に 格納 され た デー タ の 年 、 月 は その まま の 数 値 で は な い の で 、 そ れ ぞ れ に 加 
F し な いと 正確 な 数 値 に な り ま せん 。 注意 し て くだ さい 。 年 は 1900 を プラ ス し 、 月 は 1 を 
プラ ス す る 必要 が あり ます 。 


(2 ) ウォ ー キ ング 日 記 プ ログ ラム の main 関 数 部 分 を 作成 する 
、 を / ウォ ー キ ング 日 記 プ ログ ラム で は 、-view オプ ショ ン を つけ た ら 日 記 の 閲覧 、 
つけ な けれ ば 日 記 の 記録 を 行い ます 

日 記 の 閲覧 と 記録 は 、 そ れ ぞ れ 関 数 化し ます 。 ど ちら も ファ イル 名 を 引数 と し 、 戻り 値 
な し の 関数 に し ます 。 





Yoid writeData(ohar datafFite[] ): // 日 記 の 記録 関数 
Yoid vevwData (char dataFite[] ): // 日 記 の 閲覧 関数 





main 関数 で は 、 ま ず 現 在 時 刻 か ら フ ァイル 名 を 作成 し ます 。 

日 記 の 閲覧 の 場合 は 、 そ の ファ イル を 見 る よう に し ます 。 記録 の 場合 は 、 そ の ファ イル 
に 記録 し ます 。 も ちろ ん 本 日 以外 の デー タ を 記録 する こと も で きま す が 、 そ れ は 自作 関数 
writeData の 中 で 行い ます 。 








ュ n モ main(inE argo, Cha エ * argY[]) { 
Cha da も taEile[11]z 


// 時 間 を 取得 し 、 フ ァイル 名 を 設定 する 
ュ F ((argo > 1) && (Eocmp (argy[1] , "-Yiew" ) ==0) ) { 
YiewData (da モ aFi16) : 


} 
etse { 

W ュ モ eData (dataFi16) : 
} 


return 0z 














(3 デー タフ ァイル に 記録 する 自作 関数 writeData 
Ne ウノ この 時 限 で は 、 日 記 の 記録 関数 を 先 に 作成 し ます 。 自 作 関数 writeData で 行う 


こと は 、 次 の 4 点 で す 。 


・ 記 録 す る デー タ は 今日 の 日 付 で 良い か どう か 確認 

・ 違う 日 付 の 場合 は その 日 付 を 取得 (デー タフ ァイル 名 の 設定 し 直し ) 
・ 記 録 デ ー タ の 入力 

・ デ ー タ の 記録 


主 な 機能 は デー タ の 入力 と 記録 な の で 、1 時 限 目 で 作成 し た 8-L1c の プロ グラ ム 内 容 を 応 
用 し て 作り ます 。 
デー タフ ァイル の 1 行 は 1 日 ご と の デー タ に な り ま す 。 各 情報 は 空白 で 区 切り ます 。 


日 付 歩行 距離 コメ ント 


デー タフ ァイル の 実際 の 中 身 は 次 の よう に な り ま す 。 


1 8.20 今日 も よく 歩い た ! 
ら 4.50 
3 4.20 少し 明日 痛ん だ の で 途中 で 断念 


コメ ント は な く て も か まい ませ ん 。 距離 の 小数 点 以下 は 2 桁 ま で と し ます 。 
も し デー タ を 間違え て 訂正 し た い 場合 は 、 か まわ ず も う 一 度 同じ 日 付 で 追加 作業 を 行い 


ます 。 デ ー タ ファ イル に は 同じ 日 付 の デー タ が 追加 で 書き 込ま れ ま す が 、 読 み 込 むと き に 
最後 の デー タ を 優先 する の で 、 問 題 あ り ま せん 。 


デー タフ ァイル は 、 フ ァイル が 存在 し な いと き に 作成 し 、 存 在 す る と き は 追加 書き を 
う 「a+」 モー ド で オー プン し ます 。 


今 ま で の プロ グラ ム と 違い 、 デ ー タ ファ イル は 「dat] ディ レク トリ “の 下 に 作成 する 
| *3:「datl ディ レク : の で 、 オ ー プ ン す る ファ イル は ディ レク トリ 名 を 付加 し て 指定 し ます 。 
: トリ は あら か じ め 作 成 : 








Sp エ 1n 上 (Fitename, "%s%s", datadir, dataFi1e) : 


も E ( (outFp = Fopen(Fitlename, "a+") ) == NULL) { 
printE(" フ ァイル オー プン エラ ー きま n" ) 
エ ら G 七 1 エロ 

} 





ファ イル へ の 書き 出し は 、 も し 歩行 距離 が 数 値 と し て お か し い 場 合 は 、、000 に な り 連 
コメ ント は 最大 30 文 字 に な る よう に し た い の で 、31 文字 (30 文字 + 改行 ) を 超え 
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力 し た 場合 は 、 最 初 の 30 文字 で 切る よう に し ます 。 
も し 入力 間違い が あっ た 場合 は 、 あ と か ら 同 じ 日 付 で デー タ を 入力 すれ ば 表示 時 は そ ち 
ら が 優先 さき れる の で 、 詳 細 な チェ ッ ク は 省略 し て いま す 。 


日 付 の 取得 に 、 学 習 し た ば か り の 構造 体 を 利用 し まし た 。 日 付 の 取得 方 法 は 少々 特殊 で 
す が 、 よ く 使 う 技術 で す 。 こ こ で 使い 方 を お ぼ え て し まい まし ょ う 。 











ウォ ー キ ング 日 記 を 表示 する 関数 を 作成 し て 、 ウ ォ ー キ ング 日 記 プ ログ ラ 
ム を 完成 させ まし ょ う 。 


流 回 作成 する 例題 









今月 分 の 日 記 が 表示 
され る 


サン プル ファ イル は 10days c lda08-03 匠 | diac 


6 こ 


@ る この レッ スン の ね らい 

ら 時 限 目 まで に ウォ ー キ ング 日 記 を 記録 する 機能 を 作成 し た の で 、 日 記 を 表示 す 
る 機能 を 追加 し て 、 日 記 プ ログ ラム を 完成 させ ます 。 

また 、 日 記 の デー タフ ァイル は 別 の ディ レク トリ 下 に まとめ て 保存 し て ある た め 、 
ディ レク トリ の 一 覧 を 読み 込む 関数 を 使っ て 、 デ ー タ を 読み 込み ます 。 


第 8 日 3 時限 目 伯 ウ ォ ー キ ング 日 記 を 完成 させ よう 


(1) テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 
井 include <gtdio.h> 
提 inctude <g 上 ing.h> 
#include < 上 ime .h> 
#include <dirent .h> 


昔 include <sys/types .h> 
inctude <std1ib.h> 


typedeF struct { 
(8-2.c と 同じ な の で 略 ) 
}) diaryYz 


typedefE struot { 
char name[10]: 
doubte distz 

} digst data: 


Yo1d writeData(char datafite[] ): 
void viewData(char datafite[] ): 


char datadir[] = "dat/"z 
ュ n 上 Ga エ , moOnth, da マ yz 


nt main(1n ヒ argc, Char* argv[]) { 
(8-2.c と 同じ な の で 略 ) 


void writeData(char datafite[]) ( 
(8-2.c と 同じ な の で 上 略 ) 


/* 日 記 を 表示 する 関数 */ 
Yoid ゞ iewData (char dataFite[]) { 
diary walk diary[311: 
diary て mp: 
char Fitename[15]: 
Char St エ [128]: 
Sn も 二 。 ゴ 。 ぞ は 1e _o = 0z 























nt c = 0: // 現時 地点 
doubte totatl = 0, m total = 0z 
dis data map[] = { 
{ * 東京 "。 0。0 },{ "千葉 "。 40.0 },{ "仙台 “",。 630.0 }。 
{ "札幌 ", 2800.0 },{ "金沢 "。 4100.0 },{ "博多 ", 5000.0 }, 
{ "広島 ", 6330.0 },{ "名 古屋 ", 8000.0 },{ "東京 ", 8300.0 }}: 
int map c = 8: //map 最 大 添え 字 
FTLE *Fpz // 入 力 フ ァイル の ファ イル ポイ ンタ 
DTR *di ェ : 
truc diren 七 *dD ょ 
char *dataFites[100]: 
doubte dist[31] = { 0.0 }』 // 0 で 初期 化す る 
1n も am も Gay[d mi 33。 28。 31。 30。 31,。 30 記 384。 31。 30。 3 は 王 才 二 331 ょ 


// デー タフ ァイル 名 一 覧 を 取得 する 
dir=opendir (datadi と ) : 
white( (dp=readqdir (di と ) ) != NULL) { 
1 ( strnomp(dp->d_name, "walk",。 4) == 0) { 
dataEites[File c] = (char*)maltoc(strlen(dp->d name) + 1): 
Btropy(dataEFites [Fite C++] , dp->qd name) : 


+} 
ctosedir (di ェ ) : 
// 歩行 距離 果 計 を 算出 する 
for(1i = 0 : 1 < fite cz ++) て 
if (st 上 romp (dataEites [1] , dataEFile) == 0) { continuez } 
Spr1ntF(Fitename, "%s%s", datadir, dataEites [1] ) 
1E((Fp = fopen(Fitename, " ェ ") ) == NULL) { 
printE(" フ ァイル オー プン エラ ー ま nm") 
Continuez 
} 
For(] = 0z ] < 31: ゴ ++) { digst[]] = 0z } 
white(Fgets ( = モエ, sizeoFE (5 モエ) , Ep) != NULL) { 
SBCanf ( 5 エエ , "%d %1F %g 将 nm"。 を tmp.day, &tmp.d1ist, て tmp.Comment ) : 
FE(tmp.day > 0) { dist[tmp .day-1] = tmp.distz } 
+} 
Fctose(Fp) 
For( ゴ = 0z ] < 31: ゴ ++) {totall += dist[]]: } 


// 今月 の デー タ を 取得 する 

SprintF(Fitename, "%s%s", datadir, dataEite): 
printE(" 【%d 年 %q 月 の デー タ 】 ま n", year, month) 
1F((Fp = Fopen(Fitename, "と ") ) == NULL) { 
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print モ ("今月 の デ ー タ は まだ あり ませ ん ま n") 


うう うい うす 
} 
white(Fges (5 上 エ , SizeoE (5 上 ェ ) , Ep) != NULL) { 
8 ヒエ CpY ( 上 mp . Cormmment, " リ )』 
SSCanF ( 5 上 ヒエ, "%d %1F %S 将 nm",  &Emp.day, を tmp.dist, tmp.Comment): 
ュ E(tmp.day > 0) 
watljk diary [て tmp .day-1] .day = tmp.daYz 
watllkk_ diary [tmp .day-1] .dist = tmp.dis: 
StrCpY(walk diary [て tmp .daYー-1] .Commen , tmp .Comment ) : 
} 
} 


Fotose(fFp) : 


Eor(] = map oz ] > 0: 〕j--) 【 
1F (tota1 >= map[]j] .dist) { Cc = }: breakz } 
} 
printE("%.21Fkm %s か ら %.21Ehkm 地点 『, 
tota1 , map[c] .name, 上 ota1 - map[c] .digt): 
iE(cC < map oc) { printE(" %s まで %.21Ejkm", 
map [c+1] .name, map[c+1] .dist - tota1): } 


p エ in ( " ぼ n 歩 距 離 月 累計 全 累 計 ま n"): 


// 今月 の デー タ を 表示 する 
ュ f ( (mon 上 h==2) && ( (year%4==0 && Year%100!=0) | マ ear%400==0) ) { 
tastday[1] = 29: } 
For(1 = 0: i < tasgtday [month-1] : ユミ ++) { 
2 まめ じ ("%2q | = 計 還 ER が 
3E((1 + 1) == watlk diary[i] .day) { 
m total += walk_ diary[i] .d1st』 
tota1 += walK_ diary[1] .dis: 
p エ in ("%7 .21F %7.21F %8.21F %-308", walk_ diary[1] .digst, 
m 上 ota1, 上 ota1, waljk diary [ii] .Comment ) : 
} 
FE((C < map C) && (map[c+1] .disE < tota1)) { 
white((c < map c) && (map[c+1] .dist < tota1) ) { o++j} 
printE(" (%s 到着 ", map[c] .name ) : 
1F(C < map c) { printE(" %s まで %.21Fkm ! "。 
map [C+1] .name, map[c+1] .dist - tota1): } 
printE(") "): 
p エ 1n も EE (" 半 m" ) 
} 
printE("%.21Efkm %s か ら %.21Eikm 地点 "。 
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to モ a1 , map[c] .-name, 上 ota1 - map[c] .dist): 
FEF(c < map C) { printE(" %s まで %.21Ejkm", 
map [C+1] .name, map[c+1] .dist - tota1): } 
etse {printE(" 友 文 目標 達成 ! 文 娘 ぎ mn"): } 


} 
当 0 入力 で きた ら 、「diary.c] と いう 名 前 "で 、「C:\source」 ディ レ 
ES クト リ で に 保 邊 する 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source] ディ レク トリ に 移動 
し て 、diary.C を コン パイ ル す る 


C : 科 US@G エ 8 絆 USG ら エ >CQ 等 SO い と で @G 


C : 等 SO つい エ ご G> 可 ど CC - 〇 の diary diary. で ご 





プロ グラ ム を 実行 する 。 な お 、 プ ログ ラム を 実行 する 前 に 、「dat」 
と いう 名 前 の ディ レク トリ が ある こと を 確認 し て お く 


で : 将 BOu エ で CG>dia エ GeG -V1ew 





【2009 年 4 月 の デー タ 】 
41.20fkm 千葉 か ら 1.20jm 地点 仙台 まで 588.80jkm 


| レル と すさ 

| 49.20 途中 で 雨 。 断念 
| 56.50 暑い 

| 63 .00 良い 天気 ! 


86.00 
91.25 桜 が 散 っ て し まっ た 


97.75 風 が 強かっ た 
7) 


30 | 月 の 記録 が 表示 され れ ば 成功 ! 
97.75rkm 千葉 か ら 57.75rkm 地点 仙台 まで 532.25jkm PS 





第 日 3 時 限 目 @ ウ ォ ー キ ング 日 記 を 完成 させ よう 


解説 
1 今月 まで の 歩行 距離 の 累計 を 計算 する 


日 記 の 表示 プロ グラ ム で は 、 歩 行 距 離 の 累計 も 表示 し ます 。 こ こ で は 、 他 の ディ 
レク トリ に ある ファ イル デー タ を 取得 する 方 法 に つい て 考え て み ま す 


(1) ディ レク トリ の ファ イル 一 覧 の 取得 

デー タフ ァイル は 月 ご と の 記録 な の で 、 そ の 月 内 の 累計 歩行 距離 は その ファ イル 内 で 計 
算 で きま す 。 し か し 、 日 記 を つけ は じ め て か ら の 累計 歩行 距離 を 計算 する に は 、 全 ログ ファ 
イル (これ まで の 記録 デー タ ) を 参照 する 必要 が あり ます 

opendir 関数 を 使っ て 、dat デ ィ レ クト リ 下 の ファ イル 一 覧 を 取得 し ます 


【8-3_sample 1 .C】 
#inotude <stdio .h> 
nclude <qdirent .h> 
#inctude <sys/types.h> 


in main() { 
DTR *di ェ > 
8 ヒエ uC 七 diren 七 *dD ょ 


| di ェ =opendir ("da モ /") : 

whi te ( (Qp=readdir (ir) ) != NULL) { 
p エ in ( "%5 将 "。 dp->d name): 

} 

| closedi ェ (d ュ ェ ) 

てら GEurn 0z 


watfk200901 
watk200902 


dat デ ィ レ クト リ 下 の ファ イル と ディ レク トリ の 一 覧 が 取得 で きま し た 。「.」 は 自分 自 
身 の デ ィ レ クト リ を 表し 、「..|」 は ひと つ 上 の ディ レク トリ で す 。 こ の 2 つ は 、 必 ず デ ィ レ 
クト リ の 一 覧 に 存在 し ます 。 残 り が 純粋 な dat デ ィ レ クト リ 以 下 の フ ァイル お よび ディ レ 
クト リ で す 

ディ レク トリ を 見 る に は 、opendir 関数 で オー プン し 、readdir 関数 で 読み 込み を 行い ます 








! * ら : 月 ご と の 累計 を 
i 別 ファ イル に まとめ て : 
: 記録 し て お く 方 法 も あ ! 
: り ま す が 、 今 回 は ディ 
: レク トリ ー 覧 取得 の 学 
: 習 を 行う た め 、 毎 回 、: 
: 全 フ ァイル を 参照 する ! 
: よう に し ます 。 1 


1 
: 3: 一 連 の 関数 を 使 : 
: 用 する に は 、dirent.h ! 
! フ ァイル と sys/ : 
: types.h フ ァイル を イ : 
: ルー ド し ます 。 











ビョン ョ ド 
! *4 : 他 の メン バ も 知 : 
! り た い 場 合 は 、C:\ : 
! mingw-jp\include : 
: \direnth を 参照 し て : 
ij くだ さい 。 : 


readdir 関数 は dirent 構 造 体 へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 こ の 構造 体 も C 言 語 で 用 意 さ れ て 
いる 構造 体 で 、 取 得 し た ファ イル や ディ レク トリ の 情報 が 入り ます 。 詳細 は direnth フ ァ 
イル の 中 に 書い て あり ます 。 今回 は ファ イル 名 を 扱う d name メ ン バ だ け ぞ を 利用 し ます 。 

ディ レク トリ を オー プン し た ら 、 デ ー タ ファ イル 名 の み を datafiles に 記録 し ます 。 





char *dataFites[1001: 
int Eitle c = 0z 


dir=opendi ェ ("dat 上 /"): 
whi 1e ( (dp=readQdir (d ュ ェ ) ) != NULL) { 
ミ E (strnomp(dp->d_name, "walk",。 4) == 0) { 


dataEites[Eile cC] = (char*)malloc (strlen(dp->qd name) + 1): 
SS モエ roCpy(dataEites [ELG C++] , dp->qd_name): 
} 
} 


ctosedir (di ェ ) ょ 





に 人 二 
! *5: それ ぞ れ の 関数 : 
! を 使う と き は 、 必 要 な : 
! ヘッ ダー ファ イル を イ ! 
} ンク ルー ド し ます 。 こ : 
! の 場合 は stringh と 
stdib.h で す 。 1 


strncmp 関 数 や は strcmp 関 数 の 親戚 で 、 第 3 引数 に 比較 する 文字 列 の 長 さ を 指定 で きま す 。 
デー タフ ァイル 名 は 最初 に 「walk」 と いう 4 文字 が つい て いる の で 、 そ の 場合 は デー タフ ァ 
イル で ある と みな し ます 。 

メモ リ の 確保 に は 第 6 日 で 学習 し た malloc 関 数 や を 使っ て 、 デ ー タ ファ イル 名 を 記録 し 
まず 。 

一 覧 を すべ て 読み お わっ た ら 、closedir 関 数 で クロ ー ズ し ます 。 ディ レク トリ の オー プン ・ 
クロ ー ズ は ファ イル の オー プン ・ ク ロー ズ と 似 て いま す 。 扱う の は ファ イル ポイ ンタ で は 
な く 、DIR 型 の ディ レク トリ ポイ ンタ で す 。 


(2) デー タフ ァイル の 参照 

取得 し た デー タフ ァイル の 一 覧 か ら フ ァイル を ひと つ ひ と つ 調 べ て *、 歩 行 距離 の 累計 
を 求め ます 。 

今月 の デー タフ ァイル の 内 容 は 詳細 に 表示 する た め 、 あ と で 別に オー プン し ます 。 今月 
以外 の ファ イル を 全て 開い て 、 そ れ ぞ れ 次 の 処理 を 行い ます 。 





Char エ St 上 エ [128]: 
diary tmpz 
doubte dist[31]: 


white(Fgets ( モエ, sizeoFE ( s モ と ) , Ep) != NULL) ( 


SSCanF ( 8 ヒエ, "%d %1F %g 半 nm", gtmp.day, と mp .d1st, mp.Commen ) 
3E(tmp.day > 0) ( dist [て tmp.da マ -1] = tmp.digstz } 





第 8 日 - 3 時 限 目 る ウォ ー キ ング 日 記 を 完成 させ よう 


デー タ は 1 行 ご と に 「 日 付 歩行 距離 コメ ント | の 情報 が 記録 きれ て いま す 。 必要 な の 
は 歩行 距離 で 、 こ れ を double 型 配列 dist に 保存 し ます 。 

最後 に 、 配 列 dist の 各 要 素 を プラ ス す れ ば 、 歩 行 距離 の 累計 が 算出 され ます 。 

ひと つの ファ イル が お わっ た ら 、 次 の ファ イル も 同様 に し ます 。 double 型 配列 dist の 全 
要素 値 を 0 で クリ ア し て 、 同 じ よ うに 月 の 歩行 距離 を 記録 し 、 最 後に 累計 を 出し ます 。 こ 
れ を 全て の ファ イル で 行え ば 、 今 月 以外 の 歩行 距離 の 累計 が 人 算出 され ます 。 


walk2008 1 1 walkS00818 walk200803 
1 8.00 塞い 1 4.00 1 10.00 
ら 4.50 2 8.80 疲れ た 。 …… ら 18.20 


3 5.00 4 4.40 3 4.50 


累 計 8G00km + 25Okm NVA + 180km 三 累 計 〇 OOkm 


am 
| 日 付 の エラ ー チ ェ 炊 グ 
| 今回 の プロ グラ ム で は 、 も し 同じ 日 付 の デー タ が あれ ば 上 書き され ます が 、 ら 月 30 | 
| 日 な どの よう に 間違っ た 日 付 を 入れ た デー タ に つい て は 、 手動 で 削除 し な い 限り 、 | 
| 有効 な まま で す 。 う る う 年 に つい て も 考慮 し て いま せん 。 I 
また 、 ら 100 年 な ど 、 今 月 より も 先 の 日 付 の デー タ も 作成 され 、 読 み 込ま れ て し ま 
いま す 。 
今回 の プロ グラ ム で は それ ら の チェ ッ ク を 行っ て いま せん が 、 余 裕 の ある 人 は 、 こ 
」 れ ら の 対策 を 自力 で 行っ て みて くだ さい 。 デ ー タ を 読み 込む と き 、 ま た は デー タ を | 
| 作成 する と き に 、 チ ェ ッ ク 機 能 を つけ る の が 一 般 的 で す 。 | 
| 


ク 2 構造 体 配列 
日 記 の 1 日 分 の デー タ は 、「 日 」「 距 離 ]「 コメ ント | の 3 種類 で す 。 こ の 3 種類 
は 構造 体 を 利用 し て ひと つの デー タ 型 、 こ こ で は diary 型 と し て 扱っ て いま す 。 こ の 構造 
体 を 配列 に し て 最大 31 個 用 意 す れ ば 、 ひ と 月 分 の デー タ を 格納 で きま す 。 





| diary watljk diary[31]: 





walk_diaryIO| に は 1 日 の デー タ 、walk_diaryIl] に は 2 日 の デー タ が 入り ます 。 











し の 


、 そ れ ぞ れ フ ァイル ! 


| を オー プン し て 中 身 を 
i 参照 する 方 法 も あり ま ! 
! す 。 今 回 は 、 一 度 デー : 


ファ イル 一 覧 を 記録 ! 





、 デ ィ レ クト リ を ク : 


| ロー ズ し て か ら 、 改め | 
} て ファ イル を ひと つ ひ : 





| 
! * キ 7 :「 日 付 -1」 の 添え : 


の 場所 に 保存 され る 





: の で 、 も し 同じ 日 付 の : 
: デー タ が あれ ば 上 書き ! 
: され ます 。 こ れ は 、8 : 
時 限 目 に 作っ た デー タ ! 
: ファ イル 記録 機能 の 仕 ! 








念 構造 体 diary と 構造 体 配 列 walk_diary の 関係 


構造 体 
nt dayz 
doubte digst: 
diary 型 


Char[32] comment: 





diary watlk diary[31] walk dia ェ y[01 
構造 体 配 列 1 日 の ゲー タダ 


| watk_ diary[1] 
ら 日 の デー タ 


watlk diary[21 
3 日 の デー タ 





walk dia ェ y[31 


構造 体 配列 の 初期 化 は 、3 種 類 の デー タ を { } で 括り 、 そ れ ぞ れ を カン マ 「,」 で 区 切っ て 


i *B: コメ ント は 、 な 定義 し ます 。 
: い (記録 し て いな い ) ! 
合 が あり ます 。 も し 





i 同じ 日 付 の デー タ が あ メン バ の 参照 に は 添え 字 を 使い ます 。 例 えば 、walk_diary の 4 日 の コメ ント は 、 
| る 場合 は あと か ら 記 録 ! 

! し た も の が 上 書き され : 

0 ます が 、 コ メン ト が な 1 walk diary[3] .commen モ 

} い 場 合 は 、 前 の デー タ : 

! が 残っ た まま な の で 、 

i 最初 に クリ ア し ます 。 : 構造 体型 配列 の 変数 名 [添え 字 ]. 構 成 デ ー タ の メン バ 名 











第 8 日 3 時 限 目 多 ウ ォ ー キ ング 日 記 を 完成 させ よう 


で 参照 で きま す 。 構造 体型 配列 の 変数 名 に 続い て 、 何 番目 の デー タ を 参照 し た いか 、 添 え 
字 番 号 を 指定 し ます 。 あ と は 構造 体型 デー タ の 参照 方 法 と 同じ で す 。 


で は 、 今 月 の デー タフ ァイル か ら 、 日 記 の デー タ を 取り 出し て み ま し ょ う 。 読み 込み を 
行う 部 分 は 次 の と お り で す 。 





diary tmpz 
diary watlk diary[311: 


white(Fgets ( S モ エエ , sizeoE ( 5 モエ ) , Ep) != NULL) { 
St ェ opy ( tmp . omment。 "") 
SSCanF ( 5 モエ, "%d %1F %g5n"。 と tmp.day, と mp.dist, tmp .Comment ) 
ュ ifE(tmp.day > 0) { 
waltk diary [て tmp .day-1] .day = tmp.qdayz 
watk_ diary [tmp . da マー-1 ] .dis = tmp.distz 
5 エ CpY (walfk_ diary [tmp .da マ ー1] .Commmen , tmp .Commment ) 











一 度 、diary 型 の 変数 tmp に それ ぞ れ 読み 込ん で 、 そ こ か ら 配 列 に 格納 し ます 。 変 数 上 


comment の み 文 字 列 な の で 、strcpy 関数 を 使用 し まし ょ う 。 1 *9: 今月 デー タ の 表 : 
あと は 構造 人 配列 walk_diary を 、1 日 か ら 順 に 表示 する だ け で す 。 すべて 31 日 まで の 表 cuce、 53 
示 で は な く 、 そ れ ぞ れ の 月 の 最終 日 を 考え て 表示 し まし ょ うき : て いま す 。 ! 


(③) 日 本 一 周 デー タ を 使用 する 


着 昌 


! *10 : 東京 か ら の 距離 


Ne レノ た だ 歩行 距離 を 出し た だ け で は つま ら な い の で 、 日 本 一 周 す る と し た ら 、 現 在 ! デー タ は お お よそ の 値 
どの あたり まで 歩い た の か を 表示 し まし ょ う 。 バ ー チ ャ ル 日 本 一 周 ウォ ー キ ング で す 。 ーッ 
東京 を 出発 し 、 東 北 、 北 海道 、 北 陸 、 山 除 、 九 州 、 関 西 、 東 海 、 東 京 と いう ルー ト に し RS 


ます 。 お お ざっ ぱ で す が 、 デ ー タ は 次 の も の を 用 意 し ます *“"。 


typedefF struo { 
char name[10]z 
doubte distz 
}) dist dataz 
dis qata map[] = { 
{ "東京 "。 0.0 },{ "千葉 "。 40.0 },( "仙台 ",。 630.0 })。 
{ "札幌 "。 2800.0 }),{ "金沢 "。 4100.0 }, { "博多 ", 5000.0 }, 
}} 





{ " 広島", 6330.0 },{ "名 古屋 ", 8000.0 }, { "東京 ", 8300.0 











この デー タ を 利用 し て 、 累 計 歩 行 距離 か ら 現在 地点 を 割り 出し まし ょ う 


まず 、 た と えば 4 月 の デー タ を 表示 する 場合 、3 月 まで の 歩行 距離 の 累計 と 、 そ れ は ど 
の 地点 で ある か 、 次 の 地点 まで どの ぐら いで ある か を 表示 し ます 


51 .20km 千葉 か ら 11.20rkm 地点 仙台 まで 578.80fhum 


そし て 、 今月 の 日 記 一 覧 で は 、 ど こ か の 記録 地点 に 到達 し た 時 点 で それ を 表示 し ます * 


歩 距 離 月 累計 全 累 計 


28 | 20.00 300.25 656-45 今日 は 寒い (仙台 到着 札幌 まで 2143.55km ! ) 





人 最後 に も う 一 度 、 今 月 の デー タ を 含め た 歩行 距離 の 累計 と 、 そ れ は どの 地点 で ある か 、 
1 | 1 : 表示 が 途中 で 折 | 次 の 地点 まで どの ぐら いで ある か を 表示 し ます 
ji り 返し て し まう 場合 : ae ST 6 Ne SE き 
8 コラ サド ブロ ジニ も し 最後 の 地点 まで た どり 着い た ら 、「 晶 標 達成 ! 」 と 表示 し ます 


: トト の ブロ バテ ィ を 開い : 
ll て レイ アウ ト 」 タ ! 
: ブ の 「 画 面 バ ッ ファ の : 


! サイ ズ ]」 の 幅 を 変更 し : 条 まとめ 
1 まし ょ う 。 


ディ レク トリ の 一 覧 取得 と 、 構 造 体 配列 に つい て 学習 し まし た 。 フ ァイル の 扱い や 構造 
体 、 お よび 配列 な ど 、 今 まで 学習 し て きた こと の 応用 に な っ て いま す 。 理解 が いま ひと つ 
と いう 人 は 、 も う 一 度 そ れ ら の 項目 を 復習 し て みて くだ さ v 


練習 問題 


距離 デー タ dist_data map を 、 付 属 CD-ROM に 収録 し た ファ 
イル 「day08-03\map.dat|」 か ら 取 得する よう に 、diary.c 
の 自作 関数 viewData を 変更 し な さい 。 

た だ し 、map.dat は C:\sourcCe ディレク トリ に コピ ー レ て 実行 
する こと を 前 提 と する 。 


29 ご Paoo333255g3d202eoeoe98 な 25329 解答 は 巻末 に 





本 日 は 25 ゲー ム を 作成 し ます 。 

25 ゲ ー ム と は 5 メ X ら 5 の マス 目 に 1 24 の 数 値 
を ラン ダム に 配置 し 、 そ れ を 順番 に な る よう に 
入れ 替え る ゲー ム で す が 、3X3 で 1 こ 8 の ゲー 
ム に も 対応 で きる よう に し ます 。 ど ちら に も 対 
応 で きる よう に プロ グラ ム を 作成 する に は 、 マ 
クロ と いう 機能 を 使っ て 変更 箇所 が 1 箇所 で す 
むように し ます 。 





= 25 ゲ ー ム ゲー ム 


25 ゲ ー ム で は 、5 x 5 の マス を 作り 、1 一 24 まで の 数 値 を ひと つの マス に ひと つ ず つ 、 適 
) 振り ます 。5 x 5 で は 25 個 の マス が る の で 、1 一 24 まで の 数 値 を 配置 
する と 、1 箇 所 だ け 空 きま す 。 そ の 空い た 場所 に 、 隣 接する マス に 入っ て いる 数 値 を 移動 
EE ま が 

数 値 を どん どん 移動 し て 、 数 値 が 1 一 24 まで 順に 並ん だ 状態 に すれ ば 完成 で す 





y 置 【 





当 な f 





9 引 21| 7| 3| 4 
tlel | 10|19 12|11|16|10| 19 
14| 8| |13| に 14| 記 由 2| 17 












































6 | sl sl 
11|12| lt314| 15 11| 112|13|14| 15 
16|17|18|19|20 
21|22|23|24| 
完成 !! 
人 | 5 ゲー ム の 実際 の 動作 
25 ゲー ム を 実行 する と 、 ゲ ー ム タイ トル と 1 <24 の 数 値 が ラン ダ 
1 ム に 並ん で 表示 され る 





EE (に ) い マン アモ に に いい 和 間 て 】 


【 25 ゲー ム 】 (0 を 入力 する と 途中 で 終了 ) 
10 02 13 23 06 
14 08 19 01 15 
03 04 05 16 11 


09 21 17 20 07 
18 24 12 22 
動か す 数 字 を 入力 し て 下さ い > 





第 日 @ 5 ゲー ム を 作ろ う 


空白 部 分 に 移動 する 数 値 を 入力 し て 、[Enter] キー を 押す 


動か す 数 字 を 入力 し て 下さ い > 22 


数 値 が 移動 し 、 入 力 し た 数 値 部 分 が 空白 に な る 。 な お 、 移 動 で き な 
い マ ス の 数 値 が 入力 され た 場合 は 移動 を 行わ な い 


動か す 数 字 を 入力 し て 下さ い > 22 
10 02 13 23 06 
1 19 01 15 
03 05 16 11 


09 17 20 07 
1 1 22 
動か す 数 字 を 入力 し て 下さ い > 





上 記 ② て ③ を 、 す べ て の 数 値 が 1 こ 24 まで 左上 か ら 右 下 の マ ス ま 
で 順に 揃う まで 繰り 返す 


揃っ た ら 、「 成 功 ! ! 」 と いう 文字 列 と 移動 回 数 が 表示 され 、 ゲ ー ム 
終了 


動か す 数 字 を 入力 し て 下さ い > 24 
01 02 03 04 05 
(に: 二 y 作 更正 記す 
11 12 13 14 15 
16 17 18 19 20 
22 23 24 


例え 9) メッ 由 
移動 し た 回 数 は 





達 中 で や め た い 場 合 は 0 を 入力 する 


動か す 数 字 を 入力 し て 下さ い > 0 
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この 時 限 で は マク ロ の 基礎 を 学習 し ます 。 





今回 作成 する 例題 


コマ ンド フロ ンプ ト 議 本 1 メー 邊 








サン プル ファ イル は 
こち ら 


に 


10days c day0901 匠 91 


この レッ スン の ね らい 

「 マ クロ 」 と いう 言葉 を 聞い た こと の ある 人 も いる と 思い ます 。 表 計算 ソフ ト の 
定番 「Excel] で 操作 や 計算 な ど を 自動 で 行っ て くれ る 機能 を マク ロ と いい ます 
が 、C 言 語 で も マク ロ 機 能 が 用 意 さ れ て いま す 。 値 を 置き 換え た り 小 さい 計算 を 
行っ た りす る こと を 、 マ クロ 処理 と 呼び ます 。 

本 レッ スン で は 、 値 の 置き 換え や 計算 を 行う マク ロ に つい て 学習 し まし よう 。 


第 9 日 。 1 時 限 目 @ マ クロ を 理解 し よう 


人 プロ グラ ム を 作成 する 
1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 


提 inctude <stdio-.h> 


#deFine MTX 3 
#deFine CMTX(x) (xx)*(x) | 


ュ n モ main() { 
printE(" 【[ %d ゲー ム 】 ま mn", CMTX(MMTX) ) : | 


| 
| eturn 0: 
1 


} | 


ーー テー ] 


入力 で きた ら 、「9-1.c」 と いう 名 前 ~ で 、「C:\source」 ディ レク 
トリ 下 に 保存 する 


呈 、 コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
③ し て 、9-1.c を コン バイ ル す る 


C : 等 U8 ら 8 蘭 U8G エ >CQ 将 BSO い 〒C@G 


C : 将 SO い と で CG> 可 CC - 〇 の 9-1 9-1.cC 





/ 腸 、 プロ グラ ム を 実行 する 。9-1.c の MTX の 値 が 3 な ら 【 9 ゲー ム 】、 
4 | 5 な ら 【 25 ゲー ム 】 と 表示 され れ ば 成功 ! 


【 9 ゲー ム 】 


! *\] : 拡張 子 に 注意 し : 
: て 保存 し まし ょ う 。 
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置換 を 行う マク ロ 
まず は 、 文 字 列 を 値 に 置き 換え る マク ロ を 使っ て み ま し ょ う 。 


(1) マク ロ の 書き 方 

使用 する マス の 数 は 5 x 5 で す が 、 完 成す る まで の 確認 は 3 x 3 で 行い ます 。 マ ス の 行列 
数 を 表す 文字 列 「MTX] を 、 数 値 の 3 に 置き 換え る マク ロ を 作り ます 。 書 き 方 は 次 の と お 
2 です :。 


【 置 換 マ クロ の 書き 方 】 
#deEine MTX 3 


置換 文字 列 (マク ロ 名 ) 置換 する 数 値 








この よう に 定義 する と 、 文 字 列 MTX が 数 値 3 に 置き 換え られ ます “で 。 マ クロ 名 は 自由 に 


の 昌 枯 = つけ られ ます が 、 す べ て 大 文字 に し て お く と 、 コ ー ド が 見 や すく な り ます 。 
DD | マク ロ の 定義 は 、 プ ログ ラム の 最初 に まとめ て 書き ます 。 置換 を 行う マクロ 文 は 、 


mclude 文 の あと に 書き まし ょ う 。 


で は 、25 ゲー ム の ゲー ム 名 を 表示 する だ け の プロ グラ ム を 、 マ クロ を 使っ て 作っ て み ま 
す 。 マ ス の 行列 数 を 表す 文字 列 MTX に 数 値 3 を マク ロ で 定義 し ます 。 
基本 的 に 、 置 換 マ クロ は 変数 の 使い 方 と 同じ で す 。 


printE(" [ %q ゲー ム 】 ま nm"。 MTX4MTX) 


プロ グラ ム 中 の 文字 列 「MTX」 は 数 値 3 に 置き 換わる の で 、 も し マス の 行列 数 を 変更 し 
て 5 x 5 の ゲー ム を 作る と き は 、MTX の 数 値 だ け を 変更 し ます 。 


#deEine MTX 5 


また 、 マ クロ は 他 の デー タ 型 の 値 で も 使う こと が で きま す 。 


#deFine STR "Hello Wor1d!ir 


文字 列 の 場合 は ダブ ルク ォ ー ト 、 文 字 の 場合 は シン グル クォート で 括り まし ょ う 。 





(2) マク ロ を 使う 利点 
次 の プロ グラ ム の よう に 、MTX の 値 は た だ の 変数 を 使っ て 書く こと も で きま す 。 


第 紀 日 。 1 時 限 目 @ マ クロ を 理解 し よう 





井 inctude < 上 dio .h> 
nt MTX = 3 ぉ 
in main() { 


p ェ intE(" [ %d ゲー ム 】 ま nr, MTX*MTX): 
eturn 0z 











これ で も 9-1c と 同じ 結果 に な り ま す 。 マ ス の 数 を 変更 する に は 、int 型 変 雪 MTX の 初期 
値 を 変更 し ます 。 

で は マク ロ を 使う 利点 は な ん で し ょ うか ? 

プロ グラ ム の 中 で 、 変 数 MTX の 値 と 同じ 数 値 を 、 別 の 配列 変数 の 大 き さ に 指定 し た い 


プイ ュ 
ロ ュ 





nt MTX = 3: 


ュ n モ main() { 
nt d[MTX]: 
( 牙 ) 





と 変数 MTX を 利用 し た いと ころ で す が 、 こ れ は コン パイ ラ に よっ て は エラ ー に な り ま す 。 
d[MTX] と 書い て も 、「 配 列 の 大 き さ に は 定数 を 指定 し て くれ 」 と コン パイ ラ に 怒ら れ て 
し まい ます 。 こ の た め 、 こ の 方 式 で は 、 


1n MTX = 3: 


int main() { 
int d[31: 
( 略 ) 








と 定義 し 、 数 を 変え た いと き は 、 変 数 MTX の 初期 値 と 配列 d の 大 き さ の 両方 を 変更 し な 
けれ ば な り ま せん 。 マ クロ を 利用 する と 、 こ の 手間 が な く な り ま す 。 





#deEine MTX 3 


ュ int main() { 
nt d[MTX]: 
( 略 ) 








マク ロ MTX を 配列 変数 の 大 き さ に 指定 し て も る 、 コ ン パ イル エラ ー に は な り ま せん 。 こ 
れ は 、 マ クロ が コン パイ ル を 行う 前 に 処理 され る 機能 だ か ら で す 。 マ クロ は プリ プロ セッ 


に 





し ン 8 
! *3: プリ プロ セッ サ : 
: に つい て は 第 10 日 に 
] も 説明 し ます 。 





サ と 呼ば る 、 コ ン パ イル の 前 に 行う 準備 処理 で 展開 され ます 。 置換 を 行う #define マ ク 
ロ は 、 マ クロ 文字 列 を すべ て 対応 する 値 に 置き 換え ます 。 


旬 マ クロ は プリ プロ セッ サ で 処理 され る 













nclude <stdio.hx> stdio.h の 取り 込み 











#define MTX 3 int ーー | 
oe 5 ET printf(" [ %d ゲー ム 】 nr, 箕 電 ) : | 
printf(" [ %q ゲー ム ] mn", MTXAMTX) ee 0j 
SE 0 
} コン パイ ル 





に 本 は の 】 


つま り 、 コ ン パ イル の 前 の 段階 の プリ プロ セッ サ や で 、 











nt main() { 
nt d[31: 

















に 置き 換え られ て いる の で 、 エ ラー が 発生 し な い の で す 。 
この よう に 、 マ クロ を 使え ば プロ グラ ム 中 で 同じ 数 値 を 何 度 も 定義 する 必要 が な く な り 、 
値 を 簡単 に 変え 0 る こと が で きま す 。 


(3) マク ロ を 書く 位置 
マク ロ は 、include 文 の あと に 書き ます 。 





#include <stdio.h> 
- 韻 inctude <std1ib.h> 


// マク ロ 定 義 
#deFine MTX 3 


// グロ ー バ ル 変 数 と 関数 の プロ ト タ イ プ 宣 言 
nt main() { 


( 略 ) 
Gturn 0z 





第 紀 日 。 1 時 限 目 多 マ クロ を 理解 し よう 


マク ロ は 、 実は プロ グラ ム 中 の どこ に 書い て も か まい ませ ん 。 マ クロ 定義 の 次 の 行か ら 、 


その 定義 が 有効 に な り ま す “"。 





nt main() { 
#deEine MTX 3 
p ェ intF(" 【 %d ゲー ム 】 ま nm" , MTX*MTXX): 





に 


次 の よう に 書く と 、1 行 目 の 時 点 で は MTX の 値 が わか ら な い の で 、 コ ン パ イル エラ ー 


な り ま す 。 





2 


一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


printE ("MTmX の 値 : %d 導 mn", MTX): 
井 deFine MTX 3 
printE(" [ %q ゲー ム 】 ま mn", MTX*MTX): 





マク ロ は プロ グラ ム 全 体 で 使う こと が 多い うえ 、 プ ログ ラム の 見 や すさ を 考慮 する と 、 
最初 に まとめ て 定義 し た ほう が よい で し ょ う 。 


「 真 」「 偽 」 と 「TRUE」「FALSE」 


マク ロ の 定義 で 一 般 的 に よく 使わ れる の が 「 真 ]」「 偽 ] で す 。C 言 語 で は 偽 を 0 で 、 
真 を それ 以外 ( 主 に 1) で 表現 し ます 。 こ れ を マク ロ で TRUE、FALSE と いう 文字 
列 で 設定 し て お きま す 。 





#deEine TRUE 1 
#deEine FALSE 0 





する と 、 プ ログ ラム は 次 の よう に 書き 直す こと が で き 、 他 の 人 が 見 て も わか りや す 
い プ ログ ラム に な り ま す 。 





3E(kekjka == 0) { 


1E (kekka == FALSE) { 








フラ グ の ON を 1、OFF を 0 な ど と 定義 し て お く と わか りや すく な り ま す 。 今後 は マ 
クロ を どん どん 利用 し まし ょ う 。 


1 * ネ 4:#define の 定義 ! 
: を 無効 に する に は ! 
: #undef を 使い ます 。 


! *5 : マク ロ は 基本 的 
j に 1 行 で 書き ます が 、 
i 定義 が 長く な る と き は : 
j 行末 に 「\] を つけ る と 、! 
1 次 の 行 に 続き を 書く こ ! 
| と が で きま す 。 


1 *6 : 引数 つき マク ロ : 
: 名 も 、 置 換 を 行う マク : 
} 口 名 と 同様 、 好 き に つ : 
! ける こと が で きま す 。: 
! た だ し 、 こ ちら も で き 
! る だ け 、 す べ て 大 文字 : 
! の 名 前 を つけ まし ょ ! 
1 う 。 : 


| 
! * ネ 7: 9-1.C を 一 時 変更 : 
| し て 、 実際 に 試し て み 





引数 つき マク ロ 
マク ロ は 文字 列 の 置き 換え だ け で な く 、 関 数 の よう に 使う 方 法 も あり ます 。 例 
えば 、25 ゲー ム の 最初 に 表示 する 文字 列 は 、printf 関 数 を 使っ て 表示 し て いま す 。 





| printE(" [ %q ゲー ム 】 ま nr, MTX*MTX) 





この と き 表 示す る 数 値 は 「MTXxMTX」 で 計算 し て いま す 。 こ の 計算 式 を マク ロ 化し て 、 





| printE(" [【 %q ゲー ム 】 ま nr, マク ロ 名 (MTX) ) 





に 


と 指定 する プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 マ クロ 名 の あと に ( ) を つけ 、 そ の 中 に 引数 
MTX を 指定 し ます 。 返 っ て くる 値 は 、「MTX*MTX」 の 計算 結果 で す 。 引 数 を 指定 し て 
それ に 伴っ た 値 を 返し て も ら う …… まさ に 関数 の よう に 使い ます 。 

引数 つき マク ロ の 書き 方 は 次 の と お り で す 。 


【 引 数 つき キマ クロ の 書き 方 】 
#deEine CMTX(xx) (xx)*(x) 


マク ロ 名 計算 式 





引数 x に 入っ て きた 値 を 、 計 算式 (x)*(x) に あて は め る 計算 式 が 定義 され まし た 。 引 数 に 
定義 する 変数 は ロー カル 変数 の よう な 扱い な の で 、 好 き な 変 数 名 を 使い ます #。 関 数 の 定 
義 と は 違い 、 引 数 に 型 を 宜 言 する 必要 が な い の が 利点 で す 。 


(③) 演算 子 の 優先 順位 
さて 、 こ こ で 少し 考え て み ま し ょ う 。 引 数 つき マク ロ を 、 次 の よう に 定義 し な 


か っ た の は な ぜ で し ょ うか 。 


#deEine CMTX(x) xx* 交 


この プロ グラ ム で は 、 引 数 に 5 や 3 な ど 、 ひ と つの 数 値 を 指定 し て いる の で 何 も 問 題 あ 
ませ ん が 、 引 数 に 計算 式 を 指定 し た 場合 を 考え て み ま し ょ う 。 





ご 





| cumx(5-2) | 





この 場合 、「xxx] の 結果 は 「5-2*5-2] に な り ま す 。 こ れ は 「3*3] に な ら ず 「5-10-2」、 
つま り 、[-7] に な っ て し まい ます ”"。 

これ は 、 演 算 子 「-] より も 演算 子 「*| の 方 が 、 優 先 順位 が 高い た めで す 。 一 般 的 な 算 
数 の 四則 演算 で 、「+」「--] より も 「x」「=」 の 優先 順位 が 高い と いう 法則 と 同じ で す 。 

C 言 語 で の 演算 子 の 優先 順位 は 、 次 の よう に な っ て いま す 。 


第 紀 日 。 1 時 限 目 伯 マク ロ を 理解 し よう 


人 @ 注 算 子 の 優先 順位 


順位 演算 子 



































1 () [] -> . 後 置 キ + 後 置 - 

ら ! ~ 前 置 †† 前 置 - 間接 * アド レス & sizeof 
3 キャ スト ( 型 ) 

4 乗算 * / % 

5 + - 

6 人 

ア く < テッ > > ニテ 

8 ご ビ 

9 ビッ ト & 

10 へ 

11 | 

1 ら SS 

13 | 

14 2 

15 ニ +ー ーー ご /ー % デ = 8= |= ^ー <<=ー >>= 
16 


この よう に 優先 順位 を 考慮 し て 、 引 数 に どん な 値 が き て も よい よう に 、( ぶ )*(x) と 、 引 数 
部 分 を ( ) で 括り ます 。 こ れ は どん な 複雑 な マク ロ で も 同じ な の で 、 基 本 的 に マク ロ の 引 
数 値 は 、 そ れ ぞ れ () で 括っ て 宣言 し まし ょ う 。 


この 時 限 で は 、 マ クロ に つい て 学習 し まし た 

今 ま で に 作成 し た プロ グラ ム を 見 直し た と き 、 お そら く 「 こ こ を マク ロ に 直し た い 」 と 
思う 箇所 が いく つも 出 て くる と 思い ます 。 練習 に な る の で 、 時 間 の ある と き に いく つか 試 
し て みて くだ さい 。 マ クロ 使用 前 と 実行 結果 が 同じ で あれ ば 成功 で す 。 








今回 作成 する 例題 





コマ ント フロ ンプ こ っ 
= 


25 ゲー ム の 作り 方 を 考え 、 こ こ で は 25 ゲ ー ム の マス を 初期 状態 に する と 
ころ まで 作り ます 。 

時 

限 

目 


ゲー ム の 初期 状態 を 表示 
する 





に 1 10days_c 1 day09-02 ド 9-2.c 


人 @ こ の レッ スン の ね らい 

この ゲー ム プ ログ ラム は 、 今 まで の プロ グラ ム に 比べ る と 、 少 々 長い プロ グラ ム 
に な り ま す 。 こ の た め 、 機 能 を わか りや すぐ く 分割 し 、 そ れ ぞ れ を 関数 化し ます 。 
先 に 関数 の 仕様 だ け 決 め て 、 あ と か ら 中 身 を 追加 し て いく 方 法 で プロ グラ ム を 完 
成 さ せま し ょ う 。 


この 時 間 で は 、 ま ず main 関 数 と ゲー ム の マス を 初期 化す る 関数 の み を 作成 し ま 
す 。 


第 9 日 - ら 時 限 目 伯 ら 5 ゲ ー ム の し くみ を 考え よう 


/ 寺 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 
) 


/ 


い 





#include < 上 dio.h> 
inc1lude < 上 ュ ime .h> 
菩 3nctude <std1ib.h> 


#deFine MTX 3 
#deEine CMTX(x) (xx)*(x) 


nt board [MTX] [MTX] :// ボード 
Yo1d initBoard (void ) : 


nt main() { 
rand (time (NULL ) ) 
printE(" [ %q ゲー ム 】 nr, CMmX(MTX) ) : 
nitBoard( ) 


eturn 0z 


} 


// ボー ド の 初期 化 を 行う 関数 
Yo1d initBoard(void) { 
に ) 
ュ 3n m, nofkori = CMTX(MTX)-1: 
nt エ z // ラ ンダ ム な 値 
1nt digit [CMTX(MTX)-1]: // 残り 表示 数 値 を 記録 する 


Fo エ (1 = 0z 1 < noko ェ iz エミ ++) { 
dig ュ [ミエ] = ミュ +1』 
} 


For(] = 1z ] <= MTXz ゴ ++) { // 縮 方 向 の 繰り 返し 
Fo エ ( エ = 1z 1 <= MTX: ミ ++。 noko ェ ミー-) { // 横 方 向 の 繰り 返し 


FE((] == MTX) gz (1 == MTX)) { breakz } 
FE (nojfkor1 > 1) { エ = rand()%nokori: } 
else { ェ =O0z } //nokori の 数 が 1 の と き は qigit[01 


board[-1] [ ミ -1] = digit[ ェ エ ]: // ボ ー ド に 代入 する 
p エ 1nE モ E(" 02d" , ig も [ エ ] ) : 





For(m = エ :z m < nOIKO エ ミー1: m++) {digit[m] = digi[m+1]: } 








} 
p エ ュ n ロ モモ (" 壮 m") 
| } 
board [MT メー1] [MTX-1] = 0: // 最後 の マス に 0 を 代入 する 


民生 


、 入力 で きた ら 、「9-2.c」 と いう 名 前 で 、「C:\source] ディ レク 
1 *1 : 抜 張子 に 注意 し : トリ 下 に 保存 する 


! て 保存 し まし ょ う 。 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
し て 、9-2.cC を コン パイ ル す る 


C : 将 U8G エ 8 笠 U8 ら Gr>CQ| 殖 ほ SO つい と で G 





C : 等 SO いて ご で G> 可 CC - 〇 9-2 9-2.o 


プロ グラ ム を 実行 する 。1 8 まで の 数 値 が ラン ダム に 並べ られ て 
4 いた ら 成 功 ! 


ef 1 に) ュー スピ と て -】 





【 9 ゲー ム 】 
05 07 04 


に 癌 因り! 
02 08 





解説 
1 25 ゲー ム の し く RG 


25 ゲ ー ム は 、 ラ ンダ ム に 配置 され た 数 値 を 空い て いる マス を 利用 し て 移動 させ 
1 一 24 ま は ここ で す 

プロ グラ ム が 完成 する まで は 、 動 作 確認 を 含め て 3 x 3 の 
9 ゲー ム の 場合 は 、 0 で を 順に 並べ る こと に な り ま す 





)9 ゲ ー ム と し て 作成 し まし ょ う 


この ゲー ム で 基本 に な る の は 、3 x 3 の 数 値 を 並べ た 状態 の も の で す 。 こ れ を 、 ゲ ー ム 
の ボー ド と 呼び まし ょ う 


ーー、 


/。 \ 
(370) 


第 紀 日 - ら 時 限 目 @ ら 5 ゲ ー ム の し くみ を 考え よう 


コン ソー ル 上 の 表示 


05 07 04 
5 06 08.01 
02 08 





ゲー ム の 流れ は 次 の よう に な り ま す 。 
人 @ ゲ ー ム の 流れ 


・ ゲ ー ム の ボー ド の 初期 化 
・ 移動 する 数 値 の 入力 と 完成 し た か どう か の チェ ッ ク (繰り 返し 作業 ) 
・ 最後 まで 揃え る こと が で きた か 、 和 失敗 (リタ イア ) し た か を 表示 


これ ら す べ て を mam 関 数 の 中 で 書く の は 大 変 で す 。 よ っ て 、 次 の 3 つ を 関数 化し まし ょ 
9 


⑯ ゲ ー ム の 中 で 関数 化す る 処理 


[自作 関数 ] [担当 する 処理 ] 

initBoard ボー ド の 初期 化 

moveDigit 数値 の 移動 

writeBoard ボー ド の 表示 と 完成 か どう か の チェ ッ ク 


ゲー ム は 、 移 動 す る 数 値 の 入力 と 完成 し た か どう か の チェ ッ ク を 、 繰 り 返 し 行い ます 。 

繰り 返し を 終了 する に は 、 数 値 が すべ て 順番 に 並ぶ か (成功 )、0 を 入力 し て 途中 で リタ 
イア する か (失敗 ) の どちら か で す 。 

この 繰り 返し 処理 は main 関数 の 中 で 行い ます 。 い つ 終 了 す る か わか ら な い 繰 り 返 し な 
の で 、 無 限 に ルー プ す る while(1) を 使い まし ょ う 。 





人 @ ゲ ー ム の 流れ と 自作 関数 


ボー ド の 初期 化 : (initBoard) 
while(1) { 5 
動か す 数 値 を 入力 する (0 を 入力 し た ら 繰 り 返 し 終了 ) : 


数 値 を 移動 させ る : (moveDigit) 
ボー ド を 表示 し 、 同 時 に 完成 し た か どう か チェ ッ ク す る : (writeBoard) 
ボー ド が 完成 し て いた ら 繰 り 返 し 終了 : 

} 

結果 の 表示 : 


25 ゲ ー ム は 、 あ わせ て 3 つの 自作 関数 か ら 構 成 さ れる こと に な り ま す 。 
自作 関数 moveDigit と writeBoard は 次 の 時 限 で 作成 する の で 、 こ の 時 限 は ゲー ム の ボー 
ド を 初期 化す る 自作 関数 initBoard を 作成 し まし ょ う 。 


/ の ゲーム の ボー ド を 用 意 す る 
分 ノ 。 ゲー ム の ボー ド を 作成 する に は 、2 次 元 配列 を 使い ます 。 横 方 向 を x、 縦 方 向 
を y と し ます 。 


@25 ゲ ー ム の イメ ー ジ 


ーー を 2 カ 催 





注 ) この 図 で は 5x5 だ が 、 最 初 は 
3x3 の 2 次 元 配列 を 作る 


x と y の 数 に は マク ロ を 利用 し 、 ゲ ー ム の ボー ド を グロ ー バ ル 変 数 と し て 定義 し て お き 
ます 。 各 マス に は 1- (MTX*MTX-1) まで の 数 値 が 入る の で 、int 型 で 定義 し ます 。 空 と な 
る マス に は 、 数 値 の 0 を 入れ て お きま す 。 








nt board [MTX] [MTX] : // ボー ド の 定義 








第 9 日 ^ 時 限 目 @⑯ 25 ゲー ム の し くみ を 考え よう 


(③) ゲー ム の ボー ド を 初期 化す る 自作 関数 initBoard 

ゲー ム の ボー ド を 初期 化 、 つ まり 、1 一 8 まで の 数 値 を それ ぞ れ ゲー ム の ボー 
ド を 表す 2 次 元 配列 に ラン ダム に 配置 し ます 。 最 後 の マ ス に は 、「 空 き ] を 意味 する 0 を 
入れ て お きま す 。 数 値 は ボー ド の 端 か ら 順 に 入れ て いき ます 。 


@ ボ ー ド に 値 を 入れ る 順番 


| *1 一 8 まで の 数 値 を 入れ る 
| 
| 


値 を 入れ る 順番 


ボー ド に 配置 する 1 一 8 の 数 値 は ラン ダム に し た い の で 、rand 関数 を 使い ます 。 し か し 、 
すべ て の マス に 異な る 数 値 を 割り 振ら な けれ ば な ら な い の で 、 一 度 出 て し まっ た 数 値 は も 
う 使 えま せん 。 

第 4 日 の 脳 ト レゲー ム を 作っ た と き の 方 法 を 使っ て 、 数 値 が 重複 し な いよ うに し まし ょ 
う 。 


1nt digi[CMTX(MTXX) -1]: // 残り 表示 数 値 を 記録 する 


この 配列 に 、 前 か ら 順 に 1、2、3……、8 ま で を 代入 し ます 。 こ こ に 入っ て いる 数 値 は 、 
表示 する こと の で きる 数 値 で す 。 

この 中 か ら ラ ンダ ム に ひと つ 選 ん で は 、 配 列 か ら 減 らし て いき ます 。 実際 に 配列 の 長 さ 
を 短く する の は 手間 な の で 、 選 ん だ 数 値 を 抜か し て 、 そ の 場所 以降 の 配列 を 前 に 詰め 、 選 
択 対象 に な る 配列 の 範囲 を 「0-7] 一 「0 一 6]」 一 「0-5」 …… と 減ら し て いき ます ゞ *。 








@ ボ ー ド に 表示 する 数 値 の 選び 方 


配列 の 中 身 ( ) の 部 分 は 選択 対象 外 
18345678 一 rand()968 の 値 が 4 の と き 一 digit[4] の 値 5 を 表示 
digit [4] 以降 の 配列 を ひと つ ず つ 前 に つめ る 


12834678 (8) 一 rand()9%7 の 値 が つの と き 一 digit [2] の 値 を 表示 
digit [2] 以降 の 配列 を ひと つ ず つ 前 に つめ る 

124678(88) 

(続く ) 


し くみ を きめ た と ころ で 、 実際 に ボー ド に 数 値 を 入れ て み ま し ょ う 。 
ゲー ム の ボー ド を 表す 2 次 元 配列 boardIMTX] [MTX] に は 、 端 か ら 順 に ラン ダム な 政 値 
を 格納 し ます 。 こ の 「 端 か ら 順 ] を 実現 する た め に は 、2 次 元 配列 独特 の 方 法 を 使い ます 。 


人 5 

1 * ら ・ ブ ラッ クジ ャ ッ : 
! ク ゲ ー ム で 作っ た よう : 
} に 、 配 列 を 利用 し て 「 一 : 
: 度 出 た / 出 な い 」 を 記 
! 録 し て 、 一 度 も 出 な い 
i 数 値 が 選ば れる まで 繰 
: り 返 す 方 法 も あり ま 
! す 。 1 





介 ボ ー ド へ の 数 値 の 入れ 方 





ーー x 方 向 


①y テ 1 の 時 | 
x=1.2.3 を 順に 行う | 
② y 2 の 時 
x=1.2,3 を 順に 行う 
③ y 3 の 時 | 
x=1.2.3 を 順に 行う | 
L ] 





「x=1, y=1]」 か ら 値 を 入れ ます 。 次 は 、「x=2. y=1」 に 入れ ます 。「x=3. y=1」 の 次 は ひ 
と つ 下 の 段 に 移動 し て 、「x=1, y=2] に 値 を 入れ ます 。 つ まり 、y=1 の と き に x の 値 が 1 一 
MTX まで の マス に つい て 処理 を 行い 、 次 に 、y=2 の と き に 同じ く x の 値 が 1 一 MTX ま で 
の マス に つい て の 処理 を 行い ます 。 こ れ を 、y==MTX まで 、 す べ て の 段 で 繰り 返し ます 。 
よっ て で 、 


for(y の 全て の 段 を 1 MTX ま で 行う ) { 
for(x の マス 1 一 MTX ま で 行う ) 1 
数 値 決定 ・ 代 入 
1 


と いう 二 重 の for 文 を 作り ます 。2 つ の for 文 で は 、 イ ンク リ メ ン ト す る 変数 を 別々 に 使い 
ます 。 よ く 使 われ る の は 、y の 方 向 の 処理 に }、x の 方 向 の 処理 に j を 使う 方 法 で す 。 

また 、 最 後 の マ ス で ある ( ぅ == MTX) && (⑪ == MTX) の と き に は 、 必 ず 「 空 き ] を 
表す 0 を 入れ る の で 、 ラ ンダ ム な 値 を 代入 せ ず に 繰り 返し を 終了 し ます 。 





1nt nokori = CMTX(MTX)-1: // 残り 表示 数 値 の 数 


For(] = 1z ] <= MTX: ゴ ++) { 
Eo エ (1 エ = 1: 1 <= MTX: エミ ++,。 noKkKo ェ ミー-) 
1f(( コ == MTX) && (1 == MTX)) { breakz } 
数 値 決定 ・ 代 入 
数 値 を 出力 する : 
配列 digit の 値 を つめ る 


} 
改行 を 出力 する : 











ボー ド に 数 値 を 代入 する の と 同時 に 、 コ ン ソ ー ル 上 に 表示 し ます 。y の 値 が 変更 され た 





ら 次 の 段 に 移る の で 、 改 行 を 出力 し ます 。 こ うす る こと で 、 ボ ー ド らし く 形 を 整え て 表示 
で きま す 。 

な お 、5 x 5 で は 数 値 が 1 桁 の も の と 2 桁 の も の が 出 て くる の で 、 必 ず 2 桁 の 数 値 に 直し 
て 表示 し まし ょ う 。 こ れ も ボ ー ド を 整え て 表示 する た め の 処 理 で す 。 


printE(" %02q"。 数 値 ) 


これ で 1 桁 の 数 値 の 場合 は 、 前 に 0 が つき ます 。「1」 は 「01] と な り ま す 。 注意 し な け 
れ ば な ら な い の は 、 イ ンク リ メ ン ト 用 の 変数 i と j が 、 今 回 は 両方 と も 1 か ら は じ ま り 、 
MTX ま で 繰り 返し 処理 を 行っ て いる 点 で す 。 配列 の 添え 字 は 0 か ら は じ ま る の で 、2 次 元 
配列 board や 配列 useDigit に 入れ る 値 は 、i や j、 それぞれ か ら -1 し た 場所 に 格納 し ます 。 

プロ グラ ム を 実行 し て 、 ダ プリ の な い 数 値 が ラン ダム に 表示 や され る こと を 確認 し て く 
だ さい 。 


この 時 限 で は 、 ボ ー ド の 初期 化 を 行い まし た 。 次 の 3 時 限 目 で 25 ゲ ー ム を 完成 さき せま し ょ う 。 





自作 関数 initBoard を 改造 し て 、 初 期 化 し た ボー ド が すでに 揃っ 
て し まっ て いる 場合 の 処理 を 追加 し な さい 。 


昌光 ド ] 

表示 数 値 を 格納 する 変数 tmp_board [CMTX(MTX)] を 作り 、 そ こ に 表示 
予定 の 数 を 格納 し て いく 。tmp_board の 数 値 が 1 か ら CMTX(MTX) まで 
順に 並ん で いた ら 、 も う 一 度 並 べ 直す 。 





初期 化し た ボー ド 


3。 1。 2。 8} 





第 日 - ら 時 限 目 @ ら 5 ゲ ー ム の し くみ を 考え よう 


5 

| *G: 最後 の マス 、! 
j board [MTX-1][M : 
: TX-1] に は 数 値 0 を 入 ! 
! れ ま す が 、 表 示 は し ま : 
1 せん 。 1 








今回 作成 する 例題 





2 時 限 目 で は 、25 ゲー ム の 基礎 で ある ゲー ム の ボー ド を 初期 化す る 部 分 
の み を 作り まし た 。 こ の 時 限 は 、 残 り の 部 分 を 一 気 に 作 っ て ゲー ム を 完成 
させ まし ょ う 。 

時 

限 

目 














前 二 ロア イル な 1 10days_c day10-03 25game.C 


この レッ スン の ね らい 

25 ゲ ー ム は 、 こ れ ま で 作成 し て きた プロ グラ ム よ り も 複 維 な プロ グラ ム に な り 
ます 。 そ れ な の に 、「1 時 限 で 残り の 部 分 を 作る の は 、 無理 が ある の で は ?」 と 
思う 人 も いる で し ょ う 。 で す が 、 先 ほど 作っ た ゲー ム の ボー ド に 数 値 を 入れ る 部 
分 を 応用 すれ ば 、 残 り の 「 数 値 を 動か す 」 「 ボ ー ド を 表示 する 」 「 ボ ー ド が 完成 し 
た か どう か 確認 する 」 作業 は 簡単 に で きま す 。 


【 注 意 】 本 レッ スン の 内 容 は 、 本 日 の 2 時 限 目 の 練習 問題 の 内 容 を 踏ま えて いま す 。 
ら 時 限 目 の 練習 問題 を まだ 解い て いな い 人 は 、 ぜ ひ 問 題 を 解い て か ら 本 レッ スン 
を 学習 し て くだ さい 。 


376 


第 9 日 3 時 限 目 多 25 ゲー ム を 完成 させ よう 


1 テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 





提 include <stdio.h> 
井 include < も ime .h> 
井 include <std11b.h> 


#deEine MTX 3 
韻 deEine CMTX(x) (x)*() 


// ボー ド 
int board [MTX] [MTX]: 


// 現在 空白 に な っ て いる 座標 
3n も t ち わ 1> 
pt ち ]z 


Yo1d initBoard (Yo1d) 
nt moveDigi (in d): 
ュ n 二 writeBoard (vo1d) : 


nt main() { 
nt dz // 動か す 数 値 の 入力 値 
BSS ぶ ma07 7// リ タイ アフ ラグ 
nt cheokz  // 関 数 yriteBoard か ら の 戻り 値 
nt coun = 0z  // 何 回 移動 で 完成 で きた か カウ ント する 変数 


58 エ anQd (上 ime (NULL ) ) 
printE(" [【 %q ゲー ム 】 (0 を 入力 する と 途中 で 終了 ) まき n", CMTX(MTX) ) 


// ボー ド を 初期 化す る 
ュ initBoard ( ) 


white(1){ 
// 移動 する 数 値 を 入力 する 
Go { 
d = -1z 


prinEE(" 動か す 数 字 を 入力 し て 下さ い > 『): 
SoanEF("%d", gd)z 

white (getchar() != ' 笠 m') { } 
FE(d == 0) { r = 1: breakz } 














} white( qd < 1 | | q > (CMTX(MTX) -1) ) 
ュ F( ェ == 1) { breakz } // リタ イア する 場合 
FE (moveDigit(d) == 0) { continuez } // 数値 を 移動 する 


// ボー ド が 揃っ た か どう か 調べ る 
Cheokk = writeBoard( ) : 
COun セ キキ: 
ifF(cheock) { breakz } 

} 


// ゲー ム 結 果 の 表示 
ifF(cheok == 1) { 
p エ 1nt モ (『" 笠 n 式 宮 次 成 功 ! ! 区 交 近 nm" ) 
pintE(" 移動 し た 回 数 は %q 回 で し た ま \ ま nm",count) 
} elge ( D エ 1n ( " 伴 ロ ニニ ニニ ニニ ニ = 終了 ==== ニ = ニニ = ニ = ま n"): } 


reurn 0: 
} 
// ボー ド の 初期 化 を 行う 関数 
void initBoard (void) { 
ね も ま が 
nt m,。 moko ェ 1 
nt と : // ラ ンダ ム な 値 
1nt digit [CMTX(MTX) -1]: // 残り 表示 数 値 を 記録 する 
nt count, kk = 0: 
1nt tmp_boarq [CMTX (MTX)]: // 表示 数 値 を 格納 する 


do { 
nojfko ェ 1 = CMTX(MTX)-1: 
for(1 = 0:z i < nofkko エ エ : ュ ++) {{ digit[ ミ ] = ュ +1z: } 
kk = 0z 
For(1 = 0:z i < CMTX(MTX) -1: ユミ ++。 noko ェ ュー-) { 
1E(nokori > 1) { r = rand()%nojko ェ iz }) 
etse { ェ = 0z } //nokori の 数 が 1 の と き は qigit[01 
tmp_board [ ュ ] = digit[ ェ ]:// ボー ド に 代入 する 
FoO エ (m = エ :z mm < mokKo ェ ュー1: m++) { digit[m] = digit[m+11]: } 
E(tmp board[ ュ ] != ( ュ +1)) { kk = 1: } 
} 
} white(k == 0): // 揃 っ て いる 状態 な ら 揃え な お し 
tmp_board [CMTX (MTX) -1] = 0: 


CoOun モ = Oz 
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For(] = 1: ] <= MTXz ゴ ++) { // 縦 方 向 の 繰り 返し 
For(1 = 1: i <= MTXz ミ ++) { // 横 方 向 の 繰り 返し 
board[-1] [ミュ -1] = tmp board [Count] : 
(board[]-1] [ ミ -1] != 0) { 
p エ ntE(" %02d", tmp_board [Coun モ ++] ) 』 


} 
pin モ E(" 生 nm")z 


} 
1 = MTXz 
b MTXz 
} 
/* 数 値 を 動か す 関数 


引数 q : 移動 する 数 値 
戻り 値 0 の 時 は 不正 な 値 (移動 し て いな い ) 、1 の 時 は 正常 移動 済 
 / 
nt moveDigit(int d) て 
dE よう か 
nt p iz // 動か す 数 値 の 入っ て いる マス の 座標 
nt p ]: // 動かす 数 値 の 入っ て いる マス の 座標 


// 動か す 数 値 の 入っ て いる マス の 座標 を 調べ る 
の 滞 m90 が や = に =50D 
Eo( ゴ = 1: ] <= MPXz ゴ ++) { 
Eo エ ( エ = 1: せ <= MTXz エミ ++) 【 
3F(board[ ゴ -1] [ ミ -1] == d) { 
p 1 =i エ iz p]J= コ ): 


3E(p == 0) { return 0z } // 入力 値 が 不正 な 場合 


// 数 値 を 移動 する 
iE(((p ]-1 == b}) gg (pi ==b ふ )) || 
((p_ ] == b}) gg (p 1 == b ュー-1)) | 
((p_j+1 == b}) gg (p 1 == b ふ )) 中 
((p_3 == b}) gg (p 1 == b ュ +1) ) ) { 


board [b -1] [D ミー-11] 
board [5 ]-1] [p ミー11 
}) etse { return 0z } 


d: 
0: 


(⑧ 








// 空白 座標 の 位置 を 設定 し な お す 

に Le の まけ 

Db =pjz 

で Gturn 1 ヶ | 
} 


/* ボー ド を 表示 し て 完成 し た か どう か チェ ッ ク す る 関数 
戻り 値 0 の 時 は まだ ボー ド は 完成 し て いな い 、1 の 時 は 完成 
が 
nt writeBoard (void) { 
HO も ます 7 
| nt az // 二 次 元 配列 の 値 を 取り 出し て 格納 する 変数 
| nt cheofkk = 0: // チ ェ ッ ク の た め の 続 き 番 号 
| nt rtn = 1: // 完 成 し た か し な いか チェ ッ ク す る 戻り 値 


| For(] = 1: ] <= MTXz: ゴ ++) て 
| for(1 = 1: <= MTX: ュ ++) { 
| d = board[]-1] [ミー-1] : 
| (エモ En == 1) { 
| ChecCK++』 
| // 数 値 が 一 致し な い 一 まだ 揃っ て いな い 
| FE((checfk < CMTX(MTX)) gg (d != check)) { rtn = 0z } 
} 
1E(d == 0) ( printE(" "): } // 空白 の 場所 の 出力 表示 | 
etse { printE(" %02qd",。 d): } 
} 1 
| p エ ュ n 上 E (『" ま nm" ) 
| } 
て Gu エロ エエ ヒ n ァ 





敵 際 =R22 引 25 入力 で きた ら 、「25game.c]」 と いう 名 前 * で 、「C:\source」 ディ 
| *1 : 拡張 子 に 注意 し : レク トリ 下 に 保存 する 


1 て 保存 し まし ょ う 。 





、 コ マン ド プ ロン プ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
し て 、25game.cC を コン バイ ル す る 


C : U8G エ 5 笠 US ら G ら エ > で CdQ 等 SO いて で @G 


C: 普 SBOu て Ce>9CC - の Oo 25game 25game . ご 
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プロ グラ ム を 実行 する 


C: 半 SOu て Ce>25game . GtG 


【 9 ゲー ム 】 (0 を 入力 する と 途中 で 終了 ) 
03 06 07 

環 症 

05 01 
動か す 数 字 を 入力 し て 下さ い 
03 06 07 

04 08 02 

) (ik! 
動か す 数 字 を 入力 し て 下さ い 
03 06 07 

04 02 

05 08 01 
動か す 数 字 を 入力 し て 下さ い 


6) 
動か す 数 字 を 入力 し て 下さ い 
01 02 03 
04 05 06 
07 08 


KA@X)2 ン | 繰り 返し 数 値 の 移動 と 、 最 後に マス が すべ て 
TL 14 回 で し た 整列 し お わっ た か どう か 判定 で きれ ば 成功 ! 


解説 
動か す 数 値 を 入力 する 部 分 を 考え る 


この ゲー ム は 、 数 値 を 動か さ な け れ ば 進み ませ ん 。 動か す 数 値 を 入力 する 部 分 
か ら 考 えて み ま し ょ う 。 入力 部 分 は main 関数 の 中 に 書き ます 


ず に 行い ます 。 ま た 、 入 力 する 数 値 は 1 一 8 まで な の で 、 そ れ 以 外 の 数 値 が 入力 
、 何 度 も 入力 し 直し ます 。 し か し 、 数値 以外 の 文字 や 文字 列 が 入力 され る と 
amf 関 数 の 入力 値 を 格納 する 変数 に は 何 も 入 ら な い の で 、 前 に 入力 し た 値 が 入っ て いる 
この た め 、scanf 関 数 を 行う 前 に 、 入 力 値 を 格納 する 変数 に -1 を 、 毎 回 設定 し 


数 値 の 入力 は これ まで に 何 回 も 出 て きま し た が 、 数 値 以外 の も の が 入力 され た と き の 対 









381 





[382 ) 


nt dz // 入 力 値 
も 0 も た mm02 コ 7 だり タイ アン ラグ 
white(1){ 
do { 
d = -1> 
変数 d に 標準 入力 値 を 代入 
1F(d == 0) { エ = 1: breakz } //0 が 入力 され た ら 終 了 す る 


}) white(d < 1 | | q > (CMmx(Mrx) -1) ) : 
1F( エ == 1) { breakz } 


数 値 を 移動 する 処理 : 
ー ド が 揃っ た か チェ ッ ク す る 処理 : 


0 が 入力 され た ら リ タイ ア と みな し て 、 繰 り 返 し 処理 を 抜け ます 。 し か し 、break 文 で 
は 一 番 最近 の 繰り 返し し か 抜け る こと は で きま せん 。 よ っ て 、 リ タイ アフ ラグ の 変数 r を 
用 意 し て お き 、0 が 入力 され た ら 、 ます 。 入力 の 繰り 返し プロ ッ ク を 抜け た 
あと で 再度 リタ イア フラ グ を 確認 し 、 も し 1 な ら 次 の 繰り 返し プロ ッ ク で ある while (1) を 
抜け て 、 ゲ ー ム 全体 を リ り タ イア する こと に な り ま す 


数 値 を 動か す 自 作 関数 moveDigit 





main 関数 の 中 で 動か す 数 値 が 入力 され た ら 、 次 に その 数 値 を 3 す 関 
数 を 呼び 出し ます 
で は 、 数 値 を 動か す た め の 自作 関数 moveDigit に つい て 考え て み ま し ょ う 
(1) 数 値 の 動か し 方 
先ほど 入力 し た 数 値 を 実際 に 動か し て み ま し ょ う 。 ボ ー ド が 下記 の 状態 に な っ て いた と 


も しま 


【 9 ゲー ム 】 
06 03 07 
05 01 04 
02 08 





この 場合 、 動 か すこ と が で きる の は 、 空 白 の マス に 隣接 する 8 か 4 で す 。 よ っ て 、8 が 人 入 
きれ た ら 、 


06 03 07 


05 01 04 
02 08 
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と いう 状態 に する 必要 が あり ます 。 こ れ は 、 今 まで 空白 だ っ た 場所 board[21[21 に 8 を 設定 
し 、 今 まで 8 が あっ た 場所 board[21[1] に 、 空 白 を 表す 0 を 設定 し ます 。 そ の 他 に 変更 は あ 
り ま せん 。 こ の と き 、 動 か せな い 場 所 の 数 値 が 入力 され た と し まし ょ う 。 例 えば 6 や 3 を 
入力 し て も 、 そ れ は 現在 空白 の マス と 隣接 し て いな い の で 、 動 か せま せん 。 よ っ て 、 こ の 
場合 は board の 変更 は 行い ませ ん 。 


(@) 関数 の 引数 と 戻り 値 

自作 関数 moveDigit は 入力 され た 数 値 を 動か す 関 数 な の で 、 引 数 と し て 動か す 数 値 を 渡 
し まし ょ う 。 こ の 関数 は 、 渡 され た 入力 値 が 動か せな い 数 値 だ っ た り 不 正 な 数 値 だ っ た り 
し た ら 、0 を 返す よう に し ます 。 逆 に 、 正 常に 数 値 の 移動 が 行わ れれ ば 、1 を 返し ます 。 つ 
まり 、int 型 の 関数 に な り ま す 。 





in moveDigit(int d) { 
関数 定義 : 
return 1z // 正常 に 数 値 の 移動 が 行わ れ た 場合 





maimn 関数 の 中 で の 呼び 出し は 、 次 の よう に な り ま す 。 





if (moveDigit(d) == 0) { continuez } 





0 の と き は 数 値 を 動か し て な い の で 、 す ぐ 次 の 入力 を 促し ます 。1 の と き は 現在 の ボー ド 
を 表示 し 、 同 時 に 今 の 移動 で ボー ド が 完成 し た か どう か チェ ッ ク す る 処理 を 、 続 け て 行い 
ます 。 


(3) 自作 関数 moveDigit を 作る 

先ほど 簡単 に 数 値 の 動か し 方 を 説明 し まし た が 、 実 は 、 こ の 処理 は 説明 する の は 簡単 で 
す が 、 プ ログ ラム で 書く と 少々 複雑 に な り ま す 。 し っ か り 理 解 し て くだ さい 。 

移動 する 数 値 と 空白 の 場所 を 入れ 替え れ ば よい だ け で す が 、 移 動 し た い 数 値 を 入力 し た 
だ け で は 、 そ の 数 値 が 入っ て いる マス の 場所 は わか り ま せん 。 よ っ て 、2 次 元 配列 board 
に 入っ て いる 値 を すべ て 見 て 、 そ の 数 値 が 入っ て いる マス の 場所 を 探し あて ます 。 そ の 場 
所 の x 座 標 、y 座 標 を “、 変 数 p ji、p_j」 に それ ぞ れ 格納 し ます 。 





pn も ミエ / ゴ > 
nt p iz // 動 かす 数 値 の 入っ て いる マス の xx 座 標 
nt p : // 動か す 数 値 の 入っ て いる マス の 座標 


p ユエ =0: pj= 0z 
For(] = 1: ] <= MTX: ゴ ++) { 
Eo エ ( エ = 1: 中 <= MTXz ミエ ++) { 
ミ F (board[]-1] [ ミ -1] == d) { // 動か す 数 値 と 一 致し た 場合 “ 
p ユエ = ニ = ニュ:p]= コ ]z 


生 誠 > 
: ネ ら :X 座 標 、y 座 標 の : 
: 位置 は 、] か ら 数 えま : 
: す 。 配 列 の 添え 字 (0 
: か ら 数 える ) で は な い ! 
: の で 注意 し て くだ さ ! 










し SL 
! *3 : 動か す 数 値 と 一 ! 
: 致し た 場合 は 、 す ぐに ! 
: 繰り 返し を 終了 し た い ! 
: と ころ で す が 、 for 文 : 
: を ら つ 抜け な けれ ば な ! 
: り ま せん 。 こ の ゲー ム ! 
: は マス の 数 が それ ほど ! 
: 多く な る こと は な い の : 
! で 、 そ の まま 最後 まで ! 
: 繰り 返し 処理 を 行う よ : 
: うに し ます 。 : 





し だ 3 に 
: *4 : 実際 は main 関 数 : 
! の 中 で 入力 チェ ッ ク を : 
! 行っ て いる の で 、 pi : 
1 が 0 に な る こと は あり : 








! *5: 関数 の 途中 で : 
jreturn を 使う と 、 そ の : 
! 場 で 関数 を 終了 し ま : 
! す 







ビ ント 


! *6 : 第 9 日 時 限 目 ! 
! の 練習 問題 を まだ 解い : 
! て いな い 人 は 、P375 : 
! に 戻っ て 、 ぜ ひ 問 題 を : 
! 解い て み ま し ょ う 。 


} 


3F(p ii == 0) { return 0z } 





@ 自 作 関数 moveDigit で の 処理 イメ ー ジ 








ーー テ x 方 向 
1 に の nt pD ュ : 
i 2 3 
j 1nt p コ 』 
| 1 
し 動か す 数 値 が 4 の 時 、 
9 p_i に 3.p_ 2 を 設定 
3 
* 順に 見 て いく 


2 次 元 配列 board の 中 身 を すべ て 見 お わっ て も p_i が 0 だ っ た 場合 計 は 、board の 中 に そ 
の 数 値 が 見 つか ら な か っ た と いう こと に な り ま す 。 こ れ は 不正 な 値 が 入力 され た こと を 意 
味 し て いる の で 、 戻 り 値 0 で 関数 を 終了 * し ます 。 


次 に 、 空 白 の 場所 を 考え ます 。 動 か す 数 値 の 場所 は 調べ な いと わか り ま せん が 、 空 白 の 
場所 は 、x 座 標 も y 座 標 も 、 最 初 は MTX の 位置 と きま っ て いま す 。 至 値 の 移動 処理 を 行っ 
た ら 、 今 まで その 数 値 が あっ た 場所 が 、 今 度 は 空白 に な り ま す 。 空白 の 場所 の x 座 標 、y 
座標 を それ ぞ れ 、 





nt b iz // 空白 (0) の 入っ て いる マス の xx 座標 
nt も b ]z // 空白 (0) の 入っ て いる マス の ゞ 座標 





と 定義 し て お きま す 。 こ れ は プロ グラ ム を 実行 し て いる 間 ず っ と 持っ て お くべ き 変 数 な の 
で 、 グ ロー バル 変数 に し ます 。 空 白 座標 の 初期 化 は 、 自作 関数 initBoard の 最後 に 行い ます 。 
2 時 限 日 の 練習 問題 き で 作っ た 自作 関数 initBoard の 最後 に 、 次 の 2 行 を 追加 し ます 。 





Yoid initBoard (void) { 
( 略 ) 
も 1 = MTXz 
D_] = MTX: 





自作 関数 moveDigit の 続き に 戻り ます 。 動かす 数 値 の 場所 と 空白 の 場所 が わか れ ば 、 あ 
と は 入れ 替え る だ け で す 。 で す が 、 入 れ 奉 え る の は 、 移 動 す る こと が 可能 な 場合 だ け で す 。 
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例え ば 、 マ ス が 次 の 状態 に は な っ て いた と し ます 


に 症 りん 
05 1 * 


02 01 08 





この 状態 で 動か す 数 値 と し て 6 を 入力 し て も 、 実 際 に 移動 する こと は で きま せん 。 よっ て 、 
次 の 図 に ある 人 押 A 件 に あわ な けれ ば 、 動 か せな い 値 を 入力 し た と し て 、 自 作 関 数 
moveDigit の 結果 は 0 に な り ま す 
介入 力 し た 数 値 は 動か せる ? 


ーー と x 方 向 np も p わ ュ : 


13nt p ]: 





移動 条件 





(p_j+ == も 3) 
Y 
向 
((p_] == わ 1 ) ) 
それ 以外 な ら 、 空 白 の 座標 「x. y」 の 変数 「b_i b j] を 、 新 し く 空 下 に な っ た 座標 位置 
(直前 に 動か し た 数 値 の あっ た 場所 ) に 設定 し 、2 次 元 配列 board の うち 、 こ の 2 つの マス 


の み 値 を 変更 し 、1 を 返し て 終了 し ます 


合 入 力 し た 数 値 を 動か す 
ーー を 2 あ 同 
Y p_i=3。 
方 p_]=2 
向 
D ii=3, 
D ]=3 
に ・ 倒 導 - 癌 > だ 
(4 が 入っ て いた pi 値 ) 
ち = 2 
(4 が 入っ て いた p 』 値 ) 
2 次 元 配 列 board の うち 











この 2 つの マス の み 値 変更 
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に ポン 
1 *7 : 続き 番号 は 、1 一 : 
1 (MTXxMTX-1) の 間 
! だ け チ ェ ッ ク し ます 。! 
1 3X3 の と き は 1 一 8 : 
! まで で す 。MTX*MTX : 
! も 調べ て し まう と 、 も : 
! し ボー ド が 揃っ て いた : 
} 場合 9 の 位置 に は 0 が : 
! 入っ て いる の で 、 一 致 : 
し な く な り ます 。 










//moveDigit 関数 続き 

E(((p ]-1 == b}) gg (p i ==b ふ )) | 
((p_} == b }) sg (p 1 == b ュ -1)) | 
((p_3+1 == ち J) sg (pi == ち 1)) || 

((p_] == b }) && (p 1 == D +1) 

board[b_-1][b ュ -1] = dz 
board[p_]-1][p ミ -1] = 0z 

}) etse { return 0z } // 動か せな い 数 値 の 場合 


めも 6 


D 1 =p1i: 
わり wep ミ : 
return 1 








これ で 、 指 定 し た 数 値 を 動か すこ と が で きま し た 。 


3 自作 関数 writeBoard を 作る 
数 値 の 移動 が お わっ た ら 、 現 在 ボ ー ド が どう な っ て いる か を 表示 し ます 。 こ の 
処理 は 自作 関数 writeBoard と し て 作成 し まし ょ う 。 


(1) 自作 関数 writeBoard の 概要 

自作 関数 writeBoard で は 、 移 動 後 の 現在 の ボー ド の 状態 を 表示 する と 同時 に 、 数 値 が 1 
ー (MTX*MTX-1) まで 順に 揃 っ た か どう か (ボー ド が 完成 し た か し な いか ) を 判定 し て 
結果 を 返し ます 。 


(2) 自作 関数 writeBoard の 引 数 と 戻り 値 

チェ ッ ク す る ボー ド の 2 次 元 配列 は グロ ー バ ル 変 数 と し て 定義 きれ て いる の で 、 引 数 は 
必要 あり ませ ん 。 戻り 値 は 、 ボ ー ド が 完成 し た ら 1 を 返し ます 。 完成 し て いな い 場 合 は 0 
を 返し ます 。 


(3) 自作 関数 writeBoard の ポイ ント 

第 一 の 機能 で ある 「 ボ ー ド を 表示 する 」 の は 簡単 で す 。 2 時限 目 で 作成 し た 自作 関数 
initBoard を 参考 に 、2 次 元 配列 board を x=1、y=1 か ら 順 に 値 を 取り 出し 、 表 示 位 置 に 注 
意 し て 出力 し ます 。 出力 する 桁 数 は 、 前 に 0 を つけ て 埋め て 、2 桁 表示 と し ます 。 0 の 部 分 は 、 
半角 スペ ー ス 2 つ 分 で 表示 し ます 。 


次 に 、「 ボ ー ド が 完成 し た か し な いか チェ ッ ク す る 」 機能 を 考え ます 。 ボ ー ド が 完成 し 
た 状態 と は 、board に 入っ て いる 値 を 端 か ら チ ェ ッ ク し た と き に 、1、2、3…… と 順に 並ん 
で いて 、MTX*MTX-1 まで 空き が な く 続 いて いる 状態 で す 。 

つま り 、 ボ ー ド の 表示 を する つい で に 1 マス 分 の 値 を 取り 出し 、 チ ェ ッ ク の た め の 続 き 
番号 を 格納 する 変数 check (初期 値 は 0) を イン クリ メン ト し て いき ます 。 こ の 番号 と 取 
り 出 し た 1 マス 分 の 値 が 一 致し な い 時 点 で 、「 完 成 し て いな い 」 こと が わか り ま す 。 も し も 
最後 まで すべ て 一 致す れ ば 、「 ボ ー ド が 完成 し た 」 こと に な り 、1 を 返し ます 。 


第 9 日 3 時 限 目 @ ら 5 ゲー ム を 完成 させ よう 


@ ボ ー ド は 完成 し た ? 





ーー x 方 向 


NO 
いう 
選 】 





0 の ロロ の つ 


| 

| 
全て 最後 まで 
揃っ た ! 


(4) 25 ゲー ム を 完成 させ る 
今 ま で 作っ た 関数 信 を 組み あわ せれ ば 、25 ゲー ム の 完成 で す 。 た だ し 、 あ と 少 


し だ け 追 加 す る 機能 が あり ます 。 

まず 、 ボ ポー ド が 完成 し た 場合 は 「 何 回 数 値 を 動か し て 完成 させ た か 」 と 、 移 動 し た 回 数 
も 表示 し ます 。 そ の 回 数 は 、 自 作 関数 writeBoard が 呼び 出さ れる た びに 加算 し て 、 保 存 し 
て お きま す 。 


最後 に 、main 関数 の 中 で 結果 を 表示 する 部 分 を 作り ます 。 結 果 は 「 ボ ー ド が 完成 し た 
か 否 か 」 で 決定 する の で 、 自 作 関 数 writeBoard を 呼び 出し た 結果 が 1 に な っ た 時 点 で 繰り 
返し 処理 を 強制 的 に 抜け 、「 成 功 ! 」 と 表示 し ます 。 

それ 以外 は 途中 で リタ イア し た 場合 な の で 、 単 に 「 終 了 ] と だ け 表 示し まし ょ う 。 


2 x2 だ と 解答 不能 な 場合 が ある の で 、 ま ず は 3 x 3 か ら 順 に 試し て み ま し ょ う 。 





: *B: 自作 関数 initBo 








最終 日 の 本 日 は ひ り メ ゲー ム を 作成 し ます 。 
関数 を 多く 使う た め プ ログ ラム が 少々 長く な る 
の で 、 プ ログ ラム ファ イル を 機能 ご と に 分 割 し 
ます 。 

今 まで 何気なく 使っ て きた コン バイ ラ で す が 、 
コン バイ ラ が 実際 に どの よう な 作業 を 行っ て 実 
行 フ ァイル を 作り 出し て いる か を 学習 し 、 そ れ 
を 踏ま そえ を て プロ グラ ム フ ァ イル を 分 割 し て コン 
バイ ル を 行う 方 法学 び ま す 。 





2 〇 x ゲ ー ム プロ グラ ム 


)x ゲ ー ム は 2 人 で 行う 、 対 戦型 ゲー ム で す 。3 x 3 の マス を 作り 、 空 いた マス に 両者 が 〇 
と * を 交代 で 描き ます 。 縦 ・ 横 ・ ナ ナメ の うち 、1 列 で も 同じ マー ク が 揃っ た 方 の 勝ち で す 





最初 に ジャ ン ケ ンプ ログ ラム で 先攻 後 攻 を 決め 、 プ レイ ヤー (自分 ) の 番 に な っ た ら 、 ど 


の 位置 に マー ク し た いか 、 場 所 を 入力 し ます 。 先 攻 が 〇 、 後 攻 が x に な り ま す 。 マ ー ク 位 
置 は 、 縦 と 横 の 位置 を 続け て 指定 し ます 


[1] [2] [31 
[a] 


[b] 
[c] 





この 位置 だ っ た ら 「b2] と 指定 し ます 。 縦 方 向 を 示す a、b、c に 続け て 、 横 方 向 を 示す 数 
値 1、2、3 を 組み あわ せ て 指定 し ます 。 す で に マー ク き され て いる 位置 を 指定 する こと は で 
きま せん 

対す る コン ピュ ー タ は 、 プ レイ ヤー が あと ひと つ で マー ク が 揃う 状態 に ある 場合 の み 、 そ 
れ を 阻止 する よう に マー ク し ます 。 そ れ 以 外 の と き は 、 ラ ンダ ム な 位置 に マー ク し ます 


交互 に マー ク を 行い 、 ど れ か 1 列 揃 うか 、 ま た は すべ て の マス が 埋まっ て し まっ た ら 、 ゲ ー 
ム は 終了 で す 。 最 後に 勝敗 を 表示 し て ゲー ム は 終了 し ます 。 プ レイ ヤー の 勝ち ・ 負 け ・ あ 
いこ の 3 種類 の 結果 を 表示 し ます 


ーー 


390) 


ーー 


第 10 日 @ 〇 メ ゲ ー ム を 作ろ う 


〇 メ ゲ ー ム の 実際 の 動作 


メ ゲ ー ム を 実行 する と 、 ゲ ー ム の タイ トル が 表示 され る 。 続 いて 
先攻 後 攻 を 決め る ジャ ン ケ ン の 手 を 入力 し て 、[Enter] キー を 押す 


【 〇 メ ゲ ー ム 】 


順番 決め ジャ ン ケ ン ・・・( グ 一 :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 1 で 
入力 する 





ジャ ン ケ ン で 先攻 後 攻 が 決定 する 。 あ いこ の 場合 は も う 一 度 ジャ ン 
ケン を 行う 


【 〇 メ ゲ ー ム 】 
順番 決め ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 1 
コン ピュ ー タ は チョ キ ! ・・・ プ レイ ヤー が 先攻 ( 〇 ) で す 
[11] [21 [31 
[a] 
1W)| 
[c] 
場所 を 指定 し て 下さ い ( 例 : a2) > 


先攻 の 場合 は 、 マ ー ク する 場所 を 促す プロ ンプ ト が 表示 され る 
後 攻 の 場合 は 、、 コ ンピュータ が ひと つ マ ー ク を 行い 、 プ レイ ヤー が マー ク す る 
場所 を 促す プロ ンプ ト が 表示 され る 


コン ピュ ー タ は パー ! ・・・ プ レイ ヤー が 後 攻 (x) で す 
コン ピュ ー タ は ・・・o3 

[11] [2] [31 
[a] 


[b] 
[c] 
場所 を 指定 し て 下さ い ( 例 : a2) > 
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マー ク す る 場所 を 入力 し て 、[Enter] キー を 押す 。 マ ー ク する 場所 
が すでに 埋まっ て いる 場合 は 、 再 度 入力 を 行う 


場所 を 指定 し て 下さ い ( 例 : a2) >b2 ーー 一 入力 する 
[11] [2] [31 
[a] 


0)| 
[c] 





続い て コン ピュ ー タ が マー ク す る 


コン ピュ ー タ は ・・・o1 
[1] [2] [31 
[a] 
[bp] 
1 陸 あ < 
場所 を 指定 し て 下さ い ( 例 : a2) > 





上 記 3③~(《④ を 、 ど ちら か が 1 列 揃 うか 、 す べ て の マス が 埋まる まで 
繰り 返す 


勝敗 が 決定 する 


場所 を 指定 し て 下さ い ( 例 : a2) > c2 
[1] [2] [3] 

al 〇 〇 

[5b]X C 

[c] X 


プレ イヤ ー の 勝ち ! 
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コン ジン ピュー タ は ・“・ 


[11] [2] [3] 


プレ イヤ ー の 人 負け ! 


ルレ と で ニン 1 


[11] [2] [31 
[al バ X 〇 ※ 


第 10 日 @ 


メ ゲ ー ム を 作ろ う 
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この 時 限 は 、 説 明 を 読み な が ら 小さ な プロ グラ ム を 作成 し 、 そ れ を 複数 の 
ファ イル に 分 割 し ます 。 


今回 作成 する 例題 


時 10-1_sampie1_c - TeraPad 
アイ ル MP 編集 ( じ ) 検索 (⑤) 表示 ⑦ ウィ ンド XWD ツー ル MD へ ルプ 
h 序 回 号 の 暴 旭 守 


TTY PPTPPPT TTPYPP Tyrirryrt PrTrr' 
1 ] include < dio.> + 


3 vaid fu incU(veid) :+ 
4 









5|imt main() に 
printf( Waln き nm Ji 


et ひと つの ファ イル を .… 





woid_funcl(woid) [ ょ 
printf(func0Wn")i* 


SJS CRLF 挿入 







四 10-1_sample2.c - TeraPad 
プイ ル P) 編集 (E) 検索 (⑤) 表示 (⑦ ウィ 






ンド パウ ー ル MD ー ヘ ルプ D 







アイ ME) 編集 





検索 ⑮) 表示 (ウィ ンド 2W ツール MD 
5 


ヘル プ ( 





stdio.Iu、 1 





! nclude ・ 











3 |yoid func0(veid):。 





・ 箇 TTPP FT OUTYIPYPPYS TTPPYPTI TPTI 
1 | lee stdio 2 
[ 
return Ui ょ 







ep 記 :。 | 複数 に 分 割 する こと も | | 
中 で きる | 
| 
| 





C/C*+ 4] SJIS CRLF 振 





1 行 1 桁 


サン プル ファ イル は 110days c 1 day10-01 
この レッ スン の ね らい 


今 ま で 、 ひ と つの プロ グラ ム は ひと つの ファ イル に 作成 し て いま し た が 、 ひ と つ 
の プロ グラ ム を 複数 の ファ イル に 分 割 す る こと が で きま す 。 

プロ グラ ム を 複数 の ファ イル に 分 け て コン パイ ル す る に は 、 コ ン パ イラ の し くみ 
を よく 理解 し て お く 必 要 が あり ます 。 こ の 時 限 で は 、 今 まで 何気なく 使っ て いた 
コン パイ ラ の し くみ を 詳細 に 説明 し ます 。 フ ァイル 分 割 コ ン バ イ ル を 理解 し て 、 
次 の 時 限 か ら 作成 する 〇 メ ゲ ー ム プロ グラ ム を 、 最 初 か ら 複数 の ファ イル で 作成 
で きる よう に し まし ょ う 。 


第 10 日 。 1 時 限 目 る ファ イル の 組み 立て に つい て 学 ぼ う 


(① コン パイ ラ の し くみ ① : ヘッ ダー ファ イル と は 
print 関 数 を 使う と き は 、 


井 inctude <sQdio .h> 


と 書き まし ょ う …… と 、 本 書 の 最初 の 頃 に 学習 し まし た 。 include は 、 英 語 で 「 一 を 含む 、 
ーー を 入れ る 」 と いう 意味 の 単語 で す 。include の あと に 続い て 書い た stdio.h は ファ イル 名 
3 

つま り 、 こ の 文 は 「 フ ァイル stdioh の 中 身 を 入れ 込む 」 働き を し ます 。 入れ 込む 場所 は 、 
この 1 文 を 書い た 場所 で す 。 

例え ば 、 プ ログ ラム の 最初 に 次 の よう に 書い て あっ た ら 


昔 inctude <s モ Edio.h> 
##inctude <sEd13Db .h> 


写 





@ イ ンク ルー ド 文 の 役割 
















#include <stEdio-.h> 
#3ncLude <std1ib.h> 


std13b.h 


nt main() { 


return 0: 


プリ プロ セッ サ に よる 
ヘッ ダー ファ イル の 取り 組み 


std1t1ib.h 


nt main() { 


s 


エ return 0: 











この 図 の よう な 状態 に な り ま す 。 
で は 、 肝 心 の stdioh フ ァイル は どこ に ある の で し ょ うか ? 探し て みる と 、 以 下 の デ ィ 
レク トリ に あり ます 。 








C:\mingW-jp\include 


この 拡張 子 「h] の ファ イル を 、 ヘ ッ ダ ー フ ァイル と いい ます 。 探 し 出し た stdio.h を 開 
いて 見 て み ま し ょ う 。 中 に は 関数 の プロ ト タ イ プ 宣 言 や 定数 、 構造 体 が 定義 し て あり ます 。 


人 @stdioh を テキ スト エディ タ で 開い て みた 


ファ イル (F) 編集 (E) 検索 (S) 表示 (V) ウィ ンド ウ (W) ツー ル (T) ヘル プ (H) 
h ロ ほ 回 5 導 当 3 ーー 





*.SReyision: 1 5 
* Author: Barn 
* 30ate: 20 710710 15:02:04.3。 


ん 


0D 

Wif mdef STDIOH + 
2 fine _STDI + 
33 |・ 


Wife RC_INVOKED+ 
8 ーreed_size_t+ 
1 need_NULLr 
1 need_wchar_t+ 
ーneed_wint_t+ 
els <stddef .h>+ 


/* Flags 1 
fime 19READ 1 
fine IOWRT 2 
fine IORW Ox0060 
52 |+ 
な 。 


*。The .three -standard.flle_pointers provided .by .the -run -t ime_Iibr 
* JNOTE:-These_will go.to.the bit-bucket -silentiy_inuGUI appiicetioeie 
1 ィ 


1 行 。 1 析 C+ [76] SJ LF 失 入 


この ファ イル の 中 に printf 関 数 を 使う た め の 宣 言 が 存在 する の で 、#include を 使用 する 
こと に より 、prinf 関 数 や その 他 の 出入 力 関数 が 使 を る よう に な り ま す 。 

で は その printf 関 数 の 実体 は どこ に ある の で し ょ うか ? C 言 語 で は 、printf 関 数 の 他 に 
も た くさ ん の 便利 な 関数 が 用 意 さ れ て いま す 。stdio.h の 中 を 見 て も た くさ ん の 関数 の プロ 
ト タ イ プ 宣 言 が ある こと が わか り ま す 。 

stdio.h の 他 に も 、 文 字 列 操作 を 行う string.h を 見 る と 、 た くさ ん の 関数 が 用 意 さ れ て い 
る こと が わか り ま す 。 

これ ら の 膨大 な 数 の 関数 の 実体 は あら か じ め 機 械 語 に 訳 さ れ て いて 、 コ ン パ イラ が 持っ 
て いま す 。 それら を 組み 込ん で 、 プ ログ ラム の 実行 ファ イル が で き あ が り ま す 。 





(②) コン パイ ラ の し くみ ② : 自分 で ヘッ ダー ファ イル を 作る 

自分 で ヘッ ダー ファ イル を 作る こと も で きま す 。 ヘ ッ ダ ー フ ァイル に は 、 通 常 、 
プロ ト タ イ プ 定 言 や マク ロ 、 グ ロー バル 変数 や 構造 体 が 定義 る され ます 。 自分 で 作る ヘッ ダー 
ファ イル に も 、 プ ログ ラム で 使用 する プロ ト タ イ プ 宣 言 や マク ロ 、 グ ロー バル 変数 や 構造 
体 を 書き まし ょ う 。 

ここ で は 、 第 9 日 2 時 限 目 の 最後 に 作っ た プロ グラ ム の ヘッ ダー ファ イル を 作っ て み ま す 。 
プロ ト タ イ プ 定 言 や マク ロ 、 グ ロー バル 変数 を 抜き 出し て み ま し ょ う 。 


第 10 日 。 1 時 限 目 @ フ ァイル の 組み 立て に つい て 学 ほう 





#deEine MTX 3 
#deEine CMTX(xx) (xx)*( 交 ) 


nt board [MTX] [MTX] 


で oid initBoard (Yo1d) 








この 部 分 を ヘッ ダー ファ イル 化 で きま す 。 こ こ で は 、main.h と いう 名 前 に し まし ょ う 。 
ファ イル 名 は 拡張 子 が 「hl に な っ て いれ ば 、 何 で も か まい ませ ん 。 
で は 、 こ の ヘッ ダー ファ イル を プロ グラ ム フ ァ イル の 中 で 取り 込ん で み ま す 。 





include <main.h> 








と 書き た いと ころ で す が 、 フ ァイル 名 を 「<>」 で 括る の は 、 C 言 語 の 標準 関数 の ヘッ ダー 
ファ イル の み で す 。 自作 の ヘッ ダー ファ イル を 取り 込む 場合 は 


【 自 作 の ヘッ ダー ファ イル の 取り 込み 】 
#3inctuce "ファ イル 名 " 








と 、 フ ァイル 名 を ダブ ルク ォ ー ト 「"| で 括り ます 。 こ の ファ イル (.h フ ァイル ) は 、 読 み 
込む 元 の プロ グラ ム フ ァ イル と 同じ ディ レク トリ に 置き ます *。 
プロ グラ ム フ ァ イル で は 、 次 の よう に 自作 ヘッ ダー ファ イル を 読み 込み ます 。 


| 





nclude <sgtdio.h> 
提 inctude < も time.h> 
include <std1ib.h> 


## ミ nclude "main.h" 


nt main() { 
8ranQd (time (NULL ) ) 
printE(" [ %q ゲー ム 】 テ nr, CMTX(MTX) ) : 
( 略 ) 








自作 の ヘッ ダー ファ イル を 利用 し た プロ グラ ム に 変更 し て 、 も う 一 度 コ ン パ イル 、 実 行 
を や り 直 し て みて くだ さい 。 問題 な く コ ン パ イル され 、 実 行 フ ァイル が で き あ が る と 思い 
ま 59 あ 


(③) コン パイ ラ の し くみ ③ : 実行 ファ イル が で きる まで 
ここ で 、 コ ン パ イル が どの よう な こと を 行っ て 実行 ファ イル を 作り 出し て いる 
和 改 め て 見 て み ま し ょ う 。 


: *] : 正確 に は 自作 ヘッ : 
: ダー ファ イル 名 の 記述 
: は 、 読 み 込む お 元 の プロ : 
: グラ ム の ある ディ レク ! 
: トリ か ら の 相対 バス : 
i か 、 絶 対 バス で 書き ま ! 
! す 。 ! 
i 標準 関数 の ヘッ ダー ! 
: ファ イル は 、 コ ン バ イ ! 
! ラ で 定義 され て いる 場 
: 所 (イン クル ー ド バス : 
: と 呼ぶ ) か ら の 相対 人 バ : 
| ス 指定 に な り ま す 。 





まず 、 私 た ち が 作 る の は 、C 言 語 で 書い た プロ グラ ム の ソー ス フ ァ イル と ヘッ ダー ファ 
イル で す (自作 の ヘッ ダー ファ イル は な く て も か まい ませ ん )。 こ れ を 、 


C : 普 BO つ いて で ご G> 可 CC - 〇 の eS 上 eg .C 


と コン パイ ル し て いま す 。 す る と 「testexe] と いう 実行 ファ イル が で きま す 
で は 、 今度 は て オプ ショ ン を つけ て testc を コン パイ ル し て み ま す 


C : 将 BSO い と で ご G> 可 CC - ご で ヒ @g . ご 


川 


これ は testc の オプ ジェ クト ファ イル (testo) を 生成 し て いま す 。 オ プ ジ ェ クト フ 
ル は 、C 言 語 の 実行 ファ イル を 作る 部 品 の よう な ファ イル で す 。 こ の testo か ら testexe 
作る に は 、 次 の よう に 実行 し ます 


C : 等 BO い て で ご G> 可 CC - 〇 上 eg eg 。.o 


こち ら で も 、 先 程 と 同じ testexe が 作成 で きた は ず で す 

この 2 つの 違い は な ん で し ょ うか ? 前 者 は 一 度 で testexe フ ァイル を 作成 し 、 後 者 は オ 
プ ジ ェ クト ファ イル と いう 中 間 フ ァイル を 経て 、testexe を 作成 し まし た 。 実 は 、 実行 ファ 
イル が で き あ が る まで は 、 い くつ か の 過程 が あり ます 。 前 者 の よう に 今 ま で 作成 し て きた 
プロ グラ ム は 、 そ の 過程 を 中 身 の 見 えな い プ ラッ クボ ックス の よう に し て コン パイ ル を 
行っ て きま し た 。 後者 は 、 そ の 過程 を 適当 な 段階 で 分 けた 方 法 だ っ た の で す 


ァ イ 


人 @ コ ン バ パイ ル は 段階 を 分 ける こと が 可能 


| 
test.C | に CC -O tes 上 tegt. で ご WS 
人 BEE > の 
| gc -C eg. 
| 


可 ど で C - 〇 e8 モ 上 上 eg モ .o 





ラッ クボ ックス の 中 を の ぞい て み ま し ょ う 。 コ ン パ イラ の 中 で 作業 を し て 
ド し ます 


ee) 
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旬 ブ ラッ クボ ックス の 中 身 


・ プ リプ ロ セ ッ サ 
・ コ ン パ イラ 本 体 
・ リ ンカ 


コン パイ ラ は 、 こ の 3 つの 作業 過程 を 経て 実行 ファ イル を 作成 し て いま す 。 

C 言 語 で は 、 プリプロセッサ は コン パイ ラ 本 体 に 統合 きれ て いる の で 、 オ プ ジ ェ クト ファ 
イル を 作成 する コン パイ ル 方 法 で は 、「 コ ン パ イラ 本 体 」] まで と 「 リ ンカ | で 2 段階 に 分 け 
て 、 実 行 フ ァイル を 作り 出し た こと に な り ま す 。 

この 3 つの 作業 過程 を 、 詳 細 に 見 て いき まし ょ う 。 


(1) プリ プロ セッ サ 
まず 、 作 成 し た ソー ス フ ァ イル は 、 プ リプ ロ セ ッ サ 部 分 で ファ イル の イン クル ー ド や マ 
クロ の 置換 な ど を 行い ます 。 つ まり 、 コンパ イル 前 の 準備 を 行う の が プリ プロ セッ サ で す 。 


(2) コン バイ ラ 本 体 

次 に 、 メ イン で ある コン パイ ル 作 業 を 行い ます 。 ソ ー ス ファ イル を 、 コ ンピュータ が 理 
解 で きる 言語 で ある 機械 語 に 変換 し ます 。 茂 密 に は 、 こ の 部 分 の み を コン パイ ラ と いい ま 
す が 、 実 行 フ ァイル が で き あ が る まで の プラ ッ ク ボ ックス 全体 を コン パイ ラ と 呼ぶ 場合 が 
多い で す 。 

コン パイ ル を 行っ た の で 、 各 ソ ー ス ファ イル を 機械 語 に 変換 し た ファ イル が で きま し た 。 
これ が オプ ジェ クト ファ イル で す 。 

まだ 学習 し て いま せん が 、 複 数 の C 言 語 の ファ イル か ら な る プロ グラ ム が ある と 、 そ の 
すべ て の ファ イル は 別々 くに オプ ジェ クト ファ イル に な り ま す 。 


ソー ス フ ァ イル オブ ジェ クト ファ イル 
main.C ニコ ain.0o 
func01.c 玉 func01.o 

(3) リン カ 


最後 に に リン カ と 呼ば れる 部 分 を 実装 し ます 。 コン パイ ラ で 作成 され た オプ ジェ クト ファ 
イル は 、 自 分 で 作っ た プロ グラ ム 部 分 し か 機械 語 に 変換 され て いま せん 。 中 で 使っ て いる 
prinff 関 数 や rand 関数 な どの C 言 語 の 標準 関数 は 、 ヘ ッ ダ ー フ ァイル は 取り 込み まし た が 、 
肝心 の 中 身 の 部 分 は 別 の ファ イル に 入っ て いる の で 、 こ の まま で は 標準 関数 部 分 は 実行 す 
る こと が で きま せん 。 

C 言 語 の 標準 関数 の 中 身 部 分 は 、 す で に 機械 語 に な っ た ファ イル と し て 用 意 さ きれ て いま 
す 。 こ れ を ライ ブラ リフ ァイル と いい ます 。 

リン カ と は 、「iinker (つなげ る )」 機能 を 持つ 部 分 で す 。 コ ン パ イラ で 作成 され た オプ ジェ 
クト ファ イル と 、 こ の ライ ブラ リフ ァイル の 必要 な 部 分 だ け を つなげ (リン ク す る と いい 
ます )、 拡 張子 .exe の 実行 ファ イル を 作り あげ ます ぞ 。 


2 
1 * ら : オ プ ジ ェ クト ファ : 
: イル が 複数 ある 場合 : 
: も 、 ひ と つの 実行 ファ 
イル に まとめ ます 。 





@ ブ ラッ クボ ックス 内 の 作業 





ライ ブラ リフ ァイル 


③ リ ンカ 











プロ グラ ム フ ァ イル C コ ン バ イ ラ 
main.c ① プ リプ ロ セ ッ サ 


#3nctude <stdio .h> gs 
#3nctude "main.hr 


nt main() { 
nt board[3]: 













井 deFine MTX 3 










int main() て 
nt board [MTX] : 








結合 する 










ヘッ ダー ファ イル 
main.h 


int Func01 (void) : 


プロ グラ ム フ ァ イル 
func01.c 


nt func01 (void) { 










} 







| | #3nctude <stdio.h> 





nt func01(void) て { 








実行 ファ イル 
main.exce 


作成 され た 実行 ファ イル は 、C 言 語 の 標準 関数 部 分 も 含め 、 す べ て 必要 な 機能 だ け を 機 
械 語 に し て ある ファ イル で す 。 こ の た め 、 ま っ た く 同 じ 環境 の マシ ン な ら ば 、 実 行 フ ァ イ 
ル だ け で その プロ グラ ム を 動か すこ と が で きま す 。 

難点 は 、 他 の テキ スト ファ イル に 比べ る と 容量 が 大 きい と いう こと で す が 、 イ ンタ プリ 
タ 言 語 と 違っ て 実行 する た め の 機 能 (イン タプ リタ ) が 必要 な い の で 、 実 行 時 の 速 さ と 移 
植 性 を 考え れ ば 、 や は り C 言 語 で 作っ た 実行 ファ イル の 方 が 、 メ リッ ト が 大 きい と いえ る 
9 


(4) プロ グラ ム フ ァ イル の 分 割 ① : 複数 の ファ イル か ら な る プロ グラ ム 
複数 の C 言 語 の ソー ス フ ァ イル か ら 、 ひ と つの 実行 ファ イル を 作り 出す こと も 
で きま す 。 まず は main 関 数 と ひと つの 自作 関数 func0O か ら な る プロ グラ ム を 、 ひ と つの ファ 
イル で 作成 し て み ま す 。 


第 10 日 。 1 時 限 目 @ フ ァイル の 組み 立て に つい て 学 ぼ う 


【10-1 _Sample 1.c】 


#incCtude <sdio -.h> 
Yoid Funo0 (vo1d) : 


nt main() { 
や エ ュ pn ("main ぼ n" ) 
Func0(): 
と ら GEurn 0z 


Yod Func0(void) { 
p エ ュ n ト ("EunC0 ま n") : 


で C: 壮 SOurCe>10-1 sampte1 .exe 
し tr1 


Eunc0 





main 関数 か ら 自 作 関 数 func0 を 呼び 出す こと が で きま す 。 こ の ファ イル を 10-1_sample1. 
c と し ます 。 で は 、 こ の 自作 関数 func0 を 別 の ファ イル に 書い て 、 プ ログ ラム を 分 割 し て み 
まじ し じょう 


(1) ファ イル を 分 割 す る 

まず 、 フ ァイル を main と func0 に 分 割 し ます 。10-1_samplelc< の コピ ー フ ァイル を 2 
つ 作 り 、 そ れ ぞ れ 10-1_sample2c と funcOc と し ます 。 そ し て 、 お 互い 余計 な 部 分 を 消し 
ま 紅 よ う 

どちら の ファ イル で も printf 関 数 を 使っ て いる た め 、stdio.h を 両方 に ンク ルー ド し ま 
す 


〔10-1_sample ら c】 


include <stdio .h> 
voiqd Func0 (Yo1d) : 


nt main() 【 
p エ ュ エモ ( "main 半 nm" ) 
Func0( ) : 
エ てら GEurn 0: 





⑧ 


【10-1_funcO.c】 


| 菩 ミ nctude <stdio .h> 





| Yoid Func0 (void) { 
p エ ュ inF ("Func0On") : 











これ を コン パイ ル し ます 。C の ソー ス フ ァ イル は 分 割 さ きれ て し まっ た の で 、2 つ と も コ 
ン パ イル する 必要 が あり ます 。 作成 し た 2 つの ファ イル を 引数 に 、 次 の よう に し て コン パ 
イル を 実行 し まし ょ う 





C : 壮 SOu エ で C@G> 可 CC - 〇 10-1 sampte2 10-1 Func0.c 10-1 sampte2 .c 


10-1_sample2.exe が で き あ が っ た は ず で す 。 func0.c の 機械 語 の コー ド は 、 リ ンカ 機能 
に より 、 ち ゃ ん と 10-1_sample2.exe の 中 に 含ま れ て いま す 

で き あ が っ た 10-1_sample2.exe を 実行 する と 、 分 割 す る 前 の 10-1_samplel.exe と 同じ 結 
果 に な り ま す 。 こ の よう に ソー ス を 分 割 し て コン パイ ル を 行う こと を 、 分 割 コ ン パ イル と 
いい ます 


(2) ヘッ ダー ファ イル を 使う 

今度 は ヘッ ダー ファ イル も 使っ て み ま し ょ う 。 ヘ ッ ダ ー フ ァイル に は グロ ー バ ル 変 数 や 
関数 の プロ ト タ イ プ 官 言 を 書い て 、c フ ァイル か ら 読 み 込 ん で 使い ます 

10-1_sample2c を コピ ー し て 10-1_sample3c を 作り 、 そ の 中 に ある 自作 関数 fnnc0 の プ 
ロト タイ ププ 宣言 を 10-1_func0h フ ァイル に 書き 、main 関数 の ある ファ イル の 中 で include 
を 使っ て 読み 込み ます 


【10-1_sample3.c】 





#inctude <stdio .h> 
| 菩 inctude "10-1 Eunc0.h" 


nt main() { 
| jp エエ ロモ ( "main 症 " ) 
Func0(): 
て ら GEurn 0: 
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【10-1_func0.h】 


Yo1qd Func0 (Yo1d) : 














10-1_func0c の 内 容 は か わり ませ ん 
先程 と 同様 に 、 分 割 コ ン パ イル を 実行 し て み ま す 


C : 等 SO つい と で ご @G> 可 CC - 〇 の 10-1_ sample3 10-1 FuncO0.c 10-1 sampte3 .c 





あがっ た 10-1_sample3.exe を 実行 する と 、 こ の 方 法 で も 同じ 結果 に な る こと が 確認 
と 思い ます 


実際 に プロ グラ ム を 書く と き は 、 今 の よう に 最初 か ら 存 在 す る プロ グラ ム を 分 割 す る こ 
と は あま りあ り ま せん 。 プ ログ ラム を 作る と き に あら か じ め 、 


・ こ の 機能 は 別 の ファ イル に 書 こ う ーー テ 10-1_func0.c の 作成 
・ 自 作 関数 を 使う た め に main の ある ファ イル で は プロ ト タ イ プ 宣 言 を 書 こう 
・ プ ロト タイ プ 宣 言 は ヘッ ダー ファ イル に し よう ー テ ヶ 10-1_funcOh の 作成 


と お お ま か な 構 成 を 考え て プロ グラ ム を 作り ます 

プロ グラ ム の 作成 途中 で 機能 が 増え た り 減っ た りす る こと も ある の で 、 こ れ は あく まで 
目安 で 「 だ いた いこ ん な ファ イル 構成 に な る …… か な ? 」 ぐ らい に 考え て 作れ ば 大 丈 
夫 で す 
/ 5 」 プロ グラ ム フ ァ イル の 分 割 ?② : 分 割 コン バイ ル の 変数 の 有効 範囲 
Ne アノ グロー バル 変数 は 、 フ ァイル の 中 全体 で 有効 に な る 変数 で す 。 し か し 、 ソ ー ス 
ファ イル を 分 割 し た 場合 は どう な っ て し まう で し ょ うか ? 


(1) 複数 の ソー ス フ ァ イル で グロ ー バ ル 変 数 を 使う 


mam 関数 の ある 10-1_sample4c や の 中 で 、 グ ロー バル 変数 d を 定義 し ます 
そし て 、10-1_sample4.c の 中 で 定義 きれ て いる この グロ ー バ ル 変 数 d を 、 自 作 関 数 fnnc1 1 *: 今 回 は 、 自 作 ヘッ : 

: ダー ファ イル は 使用 し : 

で も 使っ て み ま す i ませ ん 。 





10-1_sample4.c】 


#ncltude <8 モ dio .h> 
Yo1d Func1 (Yo1d) : 
nt d = 10> 


in モ main() { 
p エ ュ n ロ ("main d:%d 開 m",。 d) 
Eunc1(): 
て GEu エ n 0: 


【10-1_func1.c】 


#include <stdio -.h> 


Yoid Func1 (void) { 
d++』 
p エ in ("Eunc1 dz:%d ま nm",。 d) 


~ が 、 コ ン パ イル を 実行 する と エラ ー に な り ま す 。 自作 関数 funcl の ファ イル に は 変 
レ a ー で ー 


こ に も 定義 8 され な い の で 、 エ ラー に な る の で す 


C: 壮 SO いて で G>CC - 〇 10-1_sampte4 10-1 Func1.cC 10-1 sampte4.c 

UE 

10-1_ func1 .C:4: @rro エ : d' undectared (Eirs use in this Funo1on ) 
10-1 func1 .C:4: error: (Each undectared 1den 上 Eier gs reported 
on1ty onCe 


PE っ い トー-E ユ そ ュ の の 





10-1_funclc の 中 で も グロ ー バ ル 変 数 d を 使い た い 場 合 は 、 次 の よう に 定義 し て み ま し ょ 


inctude <g モ dio .h> 
extern nt dz: //10-1 sampte4 .c の 中 で 定義 され て いる 変数 a を 使う 


Yoid Func1 (void) { 
( 略 ) 





第 10 日 。 1 時 限 目 あ フ ァイル の 組み 立て に つい て 学 ほう 


extern を つけ て 宣言 し た 変数 は 、 実 体 が 他 の ファ イル に ある と いう 意味 に な る の で 、 そ 
の 場所 を 探し て 参照 し ます 。 参照 する だ け で な く 、funcl 関数 の 中 で は | と いう 処 
理 を 行っ た の で 、 変 数 d の 値 は 変更 され ます 


た だ し 、 こ れ は コン バイ ラ の 種類 に も よる も の で 、gcc で は extern が な く て も 変数 d を 
共有 し て いま す 。 他 の コン パイ ラ で は 、extern を つけ な いと 共有 せ ず 、 別 の 変数 と し て 扱 
われ ます 。 も し 意図 的 に で は な く 別 ファ イル の グロ ー バ ル 変 数 が 同じ 名 前 に な っ た と き に 
値 が 共有 きれ る と 、 困 っ た こと に な り ま す 
-fnocommon オ プシ ョ ン を つけ て コン パイ ル す る と extern な し で は エラ ー に な る の で ! 1 
ファ イル を 分 割 し て 共有 の グロ ー バ ル 変 数 を 使う と き は 、 こ の オプ ショ we うに | 
し まし ょ う : 期 化す る と 、 コ ン バ イ : 
実行 し て み ま す : ル エラ ー に な り ま す 。 


C : 並 BO い と で ご G> 可 ご C ご EnO 〇 ーCOmmon - の 10-1 sampte4 10-1 Eunc1.cC 10-1 sampte4.c 





main ds10 
Eunc0 di 11 


10-1_sample4.c の 中 に ある 変数 d の 値 が 、10-1_funclc で も 利用 で きま し た * 

: *5 : 他 の ファ イル に : 

っ 放 > に ニー * ニ : 実体 が ある 関数 の プロ ! 

(2) グロ ー バ ル 変 数 に static を 使う こと どう な る か 1 ト タ イ プ 凍 言 も 、 本 来 : 
今度 は 、10-1_sample4.c の 変数 d の 官 言 の 前 に 、static を つけ た ら ど うな る か 、 試 し て : な ら extern を つけ ま : 
み ま し ょ う : す 。 た だ し 、「extern : 


4 void func1 (void):」 1 
! の extern は 省略 可能 


Statio nt d = 10 | ! で す 。 





し か し 、 コ ン パ イル する と エラ ー が 出 ま す 。 変数 の 前 に static と つけ る と 、 そ の 変数 の 
有効 範囲 は 宣言 し た ファ イル に 限ら れ ま す 。 こ の 変数 を 、 静 的 変数 と 呼び ます 。 よ っ て 、 
他 の ファ イル か ら extern し て 使 お うと し て も 、「 使 えな いよ 」 と コン パイ ラ に いわ れ て し 
まう の で 

外部 ファ イル か ら の 参照 を 行い た い グ ロー バル 変数 に は 、static を つけ な いよ うに し ま 


に し あう ! *B: 関数 宣言 に も : 


8 static を つけ る こと が 1 

1 ヽ : で きま す 。 そ うし た 場 : 

(③) Static の 使 し 方 DD : 合 、 そ の 関数 の 有効 還 : 

ロー カル 変数 に 使う と 、statc は 非常 に 便利 な と き が あり ます : 囲 は 、 定 義 さ れ て いる : 
グロ ー バ ル 変 数 を 使わ な い 、 簡 単 な 関数 君 び 出 し プロ グラ ム を 書い て み ま す : ファ イル 内 の み で す 。 





【10-1 _Sample5.c】 


井 inctude <sdio .h> 
Yoid Func2 (vo1d) : | 


ュ n モ main() { | 
Func2( ) : | 
Eunc2 ( ) : 

GEurn 0: 


【10-1_func2.c】 


井 inctude <stdio.h> 


Yo1d Func2(void) { 
in も d = 0> 
Q++ キ 』: 
prin 上下 ( "Func2 d: %d", d): 


自作 関数 func2 を 2 回 呼び 出す プロ グラ ム で す 。 コ ン パ イル し て 実行 し て み ま す 。 結果 
は 次 の よう に な り ま す 


Func2 ds 





で は 、 自 作 関 数 func2 の 中 の 変数 d を 、static 変数 に 変え て み ま す 


5 セ ta1c ロモ 5 = 0z 


こち ら の 実行 結果 は 、 次 の よう に な り ま す 


Func2 d: 


Func2 ds 





変数 d の 値 が 1 回 目 と 2 回 目 で 異 り ま す 。 こ れ は 、static を つけ た ロー カル 変数 は プロ 

ム の 実行 時 に 作ら れ て 、 プ ログ ラム が 終了 する まで 値 が 保持 され る か ら で す 

数 凍り 0 の 最初 に func2 が 呼び 出さ きれ た と き に イン クリ メン ト 時 
に な り ま す 。 変数 d は static 変 数 な の で 、 次 に func2 が 呼び 出さ れ た と き に は 新しい 3 

ょ 作ら れず 、 最 初 に 作っ た 変数 d の 値 が 参照 され て イン クリ メン ト し ます Me 

次 は 2 に な り ま し た 


バラ 
2 が 
クタ と 





第 10 日 。 1 時 限 目 多 フ ァイル の 組み 立て に つい て 学 ぼ う 


こう いっ た 方 法 で の static 変 数 は 小さ きい プロ グラ ム で は あま り 使 う 必要 は あり ませ ん が 、 
何 度 も 何 度 も 同じ 関数 を 呼び 出す グラ フィ ッ ク ゲ ー ム の プロ グラ ム に は 、 よ く 使 われ ま 
する 。 


この 時 限 で は 、 ヘ ッ ダ ー フ ァイル の 使い 方 や 、 分 割 コ ン パ イル の 方 法 を 学習 し て きま し 
た 。 今 の と ころ は どれ も 小さ い プ ログ ラム な の で 、 分 割 し て も あま り 利 点 が な いよ うに 思 
うか も し れ ま せん 。 し か し 、 今後 C 言 語 に どん どん 慣れ て いき 、 と て も 重い プロ グラ ム を 
書く こと も ある で し ょ う 。 長大 な ソー スコ ー ド に な っ て し まう と 、 書 く の も あと で 見 直す 
の も 、 一 苦労 で す 。 

加え て 、 大 きい プロ グラ ム に な る と 、 数 人 、 規 模 に よっ て は 数 十 単位 の 人 が 手がけ る こ 
と も あり ます 。 本 書 の 読者 の みな さん の ほとん ど は 、C 言 語 を は じ め て 10 日 前 後 の は ず で 
す の で 、 そ うし た 案件 を 手がけ る こと に な る の は か な り 先 の 話 に な る か も し れ ま せん が 、 
これ まで の レッ スン で 徐々 に 長い プロ グラ ム が 書け る よう に な っ て きた の は 間違い あり ま 
せん 。 

構造 体 や の プロトタイプ 宣言 な ど を 一 度 定義 し た ら 、 あ と は 場所 を 取る だ け の 宣言 文 を 
ヘッ ダー ファ イル に 保存 し て お け ば 、main 関数 に つい て は ファ イル を 開け ば すぐ わか る 
位置 に 表示 きれ ます 。 

また 、 ソ ー ス ファ イル を プロ グラ ム の 機能 ご と に 分 割 し て お け ば 、 デ バッ グ が と て も し 
や すく な り ま す 。 

さら に 複数 人 で プロ グラ ム を 書く 場合 、 それぞれ が 作っ た 関数 を ひと つの ファ イル に 最 
後に 統合 し て 編集 し 直す より も 、 そ の まま の 別 の ファ イル で 保存 し て お いた ほう が 、 各 自 
が 他人 に 迷惑 を か ける こと な く 、 修 正す る こと が で きま す 。 

と 、 こ こま で は プロ グラ ム を 書く 側 の 利点 を 述べ まし た 。 コ ンピュータ の 側 か ら 見 た 利 
点 に つい て も 述べ て お きま し ょ う 。 

分 割 コ ン パ イル を 行う と 、 変 更 が 加え られ て いな い フ ァイル で は 、 再 度 コ ン パ イル し て 
オプ ジェ クト ファ イル を 作る 必要 が あり ませ ん 。 修正 し た ファ イル の み を コン パイ ル す れ 
ば よい の で 、 コ ンピュータ へ の 負荷 が 減り ます 。 

そし て 、 プ ログ ラム ファ イル を 分 割 し 、 変 数 の 種類 (static、local、extern な ど ) を 上 
手 に 割り 振る と 、 実 行 速 度 が 上 が り ま す 。 こ の あたり は 慣れ と コツ が 必要 に な り ま す が 、 
大 きい プロ グラ ム で は 、 ソ ー ス の 書き 方 に よっ て か な り 実 行 速 度 が 違っ て くる の で す 。 

今 の 段階 で は 、 ま だ 「 機 能 ご と に 分 け て 見 や すく する 」「 管 理 を 容易 に する 」 が 唯一 の 
利点 か も し れ ま せん 。 2 時 限 目 か ら は 、 こ の 分 割 コ ン パ イル を 使っ て 、 プ ログ ラム を 書い 
GA まり よう 。 


ビン も 


: * ネ 7: この 使い 方 は 、 
特に 分 割 コ ン バ イル の : 
: 場合 の み に 限 っ た 使い ! 
: 方 で は あり ませ ん 。 | 








この 時 限 で は 、 〇 メ ゲ ー ム の 機能 の 洗い 出し を 行い 、 ゲ ー ム 序盤 まで を 作 
成 し ま す 。 


今回 作成 する 例題 








ジャ ン ケ ン で 先攻 の 方 を 勝ち ・ 
後 攻 を 負け と 表示 する 


SR 衣 110days day10-02 marubatu.c 


この レッ スン の ね らい 

1 時 限 目 で ファ イル の 分 割 コ ン パ イル に つい て 学び まし た 。 ソ ー ス ファ イル は 、 
プロ グラ ム が 長く な っ た と き に 機能 ご と に 分 割 す る と 便利 で す 。 

実は 、 〇 X ゲ ー ム は それ ほど 長い ソー ス に は な ら な い の で す が 、 分割 コン パイ ル 
を 実践 で 使っ て みる た め に 、 こ こ で は ファ イル を 分 割 し て 作成 し まし ょ う 。 
最初 に ゲー ム の 機能 を 洗い 出し 、 ま ず は 関数 名 と ファ イル の 分 割方 法 を きめ 、 


main 関 数 の 大 部 分 と ゲー ム 序 盤 で 使用 する 関数 の み を 作成 し ます 。 そ の 他 の 関 
数 は 、 処 理 を 書か な い 状態 で 用 意 し て お きま す 。 


第 10 日 ^ ら 時 限 目 伯 〇 メ ゲ ー ム の し くみ を 考え よう 


(1 ) テキ スト エディ タ で 新規 文書 を 作成 し 、 次 の コー ド を 入力 する 
NN / 


【marubatu.c】 





井 incltude < 上 dio-h> 

韻 ミ nclLude <time.h> 

井 include <sgtd11b.h> 
#nctude "marubatu .h" 

井 ミ nctude "marubatu Eunc.h" 


// 〇 メ ゲ ー ム 

nt main() て 
nt p turnz // プ レイ ヤー ター ン の と き は 1 
char p_get[3]: // プ レイ ヤー の 入力 値 
nt ェ : // マー ク が 揃っ た か どう か の 判定 結果 


ranQd (time (NULL ) ) 

printE("【 〇 X メ ゲー ム 】 き ny" ) 

do { p turn = ]anken(): } while(p turn < 0)』 
FE ( ゎ p turn) { writeBoard(): } 


for(:: p turn = !p turn) ( 
if(p_ turn){ // プ レイ ヤー ター ン 
Go { 
printE(" 場所 を 指定 し て 下さ い ( 例 : a2) > 『): 
SCanF ("%8", p_ ge) > 
} white( !w ェ iteMark(p_get) ) : 


}) etse { / カ ハロ コンピ 5 タッ メーン 
WriteCompMark ( ) 
printE(" コ ンピュータ は ・・・ ま nm" ) : 
} 
writeBoard(): 
ェ = Judge() 
FE( エ != 0) { breakz} 


} 
p エ ュ p ロ モモ ( 1 上 1 1 上 上 1 | | ゲー ム 終 了 ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー 蘭 n" ) 「) 
ュ 下 ( エ == -1) { printE(" あい こ で すま nm): } 
etgse { 


FE (p turn) { printE(" プ レイ ヤー の 勝ち ! まき mm): } 
etse { printE(" プ レイ ヤー の 負け ! まま nm): } 











て Gturn 0 





【marubatu_janken.c】 





#include <stdio.h> 
#inctude <std1ib.h> 
#inctude "marubatu .h" 


nt p maru = BATU: // プ レイ ヤー が 〇 の 時 は MARU、 X の 時 は BAmU 


/* ジャ ン ケ ン で ゲー ム の 先攻 後 攻 を きめ る 関数 
戻り 値 ェ 1: プ レイ ヤー の 先攻 
0 : プレ イヤ ー の 後 攻 
-1 : あい こ で も う 一 回 勝負 
半 ア 
nt janken(void) { 
nt テ z // 戻 り 値 
nt ptayer, computer: // プ レイ ヤー と コン ピュ ー タ の 手 
char *ghurui[] = {( “グーm。 チョキ"m。 mm パー }z 


do { 
player = 0 
print モ E(" 順番 決め ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > "): 
BCanE ("%d",。 &player) 
white (getchar() != ' ま nm') { } 
} white(player < 1 | | ptayer > 3): 
COmpu も ter = rand()%3 + 1: 
printE(" コン ピュ ー タ は %s ! ・・・"。 shurui [oompute ェ -11 ) 





3F (computer == ptayer) て 
PrintE(" も う 一 回 ま n") 


エエ = -1: 
}) etse iF((player == 1 gg computer == 2) | | 
(ptayer == 2 gg computer == 3) | | 
(player == 3 gg Computer == 1)) て 


printE("m プレ イヤ ー が 先攻 ( 〇 ) で すま n"): 
p_maru = MARUz 
エー= 1: 
}) etse { 
printE(" プレ イヤ ー が 後 攻 (X) で すきま n"): 





第 10 日 ^ ら 時 限 目 多 〇 メ ゲ ー ム の し くみ を 考え よう 


エエ ら G ヒ um エ ァ 





【marubatu_board.c】 








提 include < 上 dio.h> 
井 inctude <sd11b .h> 
#inctude "marubatu .h" 


5 モ Eatio int board [MTX] [MTX]: // ボ ー ド 配列 


/* ボー ド を 表示 する 関数 */ 
void writeBoard(void) { 
の も に ig 
Char *mark[] = {( “" "。 "OO=。 XX =)z 


printE(" ") 

Eor( エ = 1z: 1 <= MTX: エ ++) { 
printE("[%d]",) : 

} 

p エ 1ntE (" 科 ") : 

Eo エ (] = 0z ] < MTX: ゴ ++) { 
printE("[%C]"。 コ ゴ +'a")』 
For(1 = 0z i < MTX: ミ + ォ +) { 

pintE("%38",。 mark[board[]] [ ュ ] ] ) 
} 
p エ ュ n モ E (" 生 " ) 


} 


/* プレ イヤ ー の 選択 し た 位置 に マー ク を する 関数 
引数 st ェ * プレ イヤ ー が 指定 し た マー ク 位置 文 字 列 
戻り 値 と 1: 正 常 な 値 だ っ た の で マー ク 完 了 
0 : 不正 な 値 だ っ た の で マー ク で き な か っ た 
Li 
ュ n ヒ ざ ェ ュ EeMarK (Cha エ * st 上 エ ) { 
nt 上 エニ 1: 


エエ ら Gu エエ 了 エ ァ 








/* コン ピュ ー タ の 選択 し た 位置 に マー ク を する 関数 */ | 
Yo1d ェ ュ teCompMark (od) { 
} | 


/* マー ク が 揃っ た か どう か を チェ ッ ク す る 関数 
戻り 値 = 1: マ ー ク が 揃っ て いる | 
0 : マー ク は まだ 揃っ て いな い | 
-1 : 全て の ボー ド が 埋まっ た が どちら の マー ク も 揃っ て いな い 
あ 
nt judge(void) 【 
エ ら Gu エ n 1 


tmarubatu 


#define WTX 3 /* マス 目 の 数 (縦横 ) 最大 9 まで */ お 


#deEine MARU 1 | 
#deEine BATU 2 | 


(marubatu_funch】 
Yo1d WriteBoard (Yo1d) : 
nt の ェ ュ エモ ヒ eMark (で Cha エ * 5 上 と ): 
Yo1d writeCompMark (Yo1d) : 
in juqge(vo1d) : 


in ]janiken (Yo1d) : | 








入力 で きた ら そ れ ぞ れ の 名 前 "(手順 ① の 【】 内 参照 ) で 、「C:\ 
ie Source] ディ レク トリ 下 に 保存 する 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
う し て 、 ソ ー ス ファ イル を 3 つと も コン パイル する 


C : USGr8 将 U8@ エ >CQ 将 BO い と で @G 


C: 半 SOu エ ご G>CC - の maruUDatu marubatu aniken . ご ma て ubatu board.C marubatu .G 
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第 10 日 - ら 時 限 目 @ 〇 メ ゲ ー ム の し くみ を 考え よう 


プロ グラ ム を 実行 する 。 ジ ャ ン ケ ン で 先攻 を 取っ た ほう が 自動 的 に 
勝ち 、 後 攻 の 場合 は 自動 的 に 負け に な れ ば 成功 ! 


EE まこ) マー ャ 2 っ いい いう し きく 


【 〇 ※X ゲ ー ム 】 

順番 決め ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ =:2 パー:3 を 入力 ) > 1 

コン ピュ ー タ は チョ キ ! ・・・ プ レイ ヤー が 先攻 ( 〇 ) で す 
[11 [21] [31] 

[a] 

| 

[c] 

場所 を 指定 し て 下さ い ( 例 : a2) > a1 
[11 [21 [31 

[a] 

[b] 


プレ イヤ ー の 勝ち ! 


順番 決め ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー:3 を 入力 ) > 1 
コン ピュ ー タ は パー ! ・・・ プ レイ ヤー が 後 攻 (X) で す 
コン ピュ ー タ は ・・・ 

[1] [2] [31] 





プレ イヤ ー の 人 負け ! 
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コン で 

1 *2: この ブロ グラ ム : 
! で は 、 〇 メ X を 書い た 3 : 
ixX3 の マス を ボー ド と ! 
! 呼び ます 。 1 


(①⑪ 〇 x ゲ ー ム の 概要 

〇 ゲー ム は 3x3 の マス を 作り 、2 人 で 交互 に ひと x を 書い て いき ます 。 縦 ・ 横 ・ 
ナナ メ の どれ か 1 列 に 、 先 に 同じ マー ク が 揃っ た 方 の 勝ち で す 。 

プレ イヤ ー 対 コン ピュ ー タ の 対戦 ゲー ム で 、 先 攻 が 〇 、 後 攻 が x を 交互 に 書き ます が 、 
〇 を 取っ た 方 が 有利 な の で 、 ゲ ー ム の 最初 に 先攻 後 攻 を 公平 に ジャ ン ケ ン で きめ ます 。 


先攻 後 攻 が きま っ た ら 、 〇 x を 書い て いき ます 。 プ レイ ヤー は 場所 の 指定 を 入力 し ます 。 
コン ピュ ー タ の 場合 は ルー ル に 従っ て きめ られ た 場所 を 指定 し ます 。 

これ を 繰り 返し 、 ど ちら か が 1 列 捕 えば 終了 で す 。 揃 わな けれ ば あい こ で す 。 

見 た 目 は 簡単 で す が 、 コ ンピュータ 側 も 多少 思考 を し な けれ ば な ら な い の で 、 今 まで よ 
り は ボリ ュー ム の ある プロ グラ ム に な り ま す 。 


(②) 〇 X ゲ ー ム に 必要 な プロ グラ ム の 和 失 能 を 洗い 出す 
次 に 、 こ の ゲー ム を 実現 する た め に どん な 機能 が 必要 か 、 考 えて み ま す 。 


人 @ 〇 メ ゲ ー ム に 必要 な 機能 


① 先 攻 後 攻 を きめ る 機能 

・ ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム を し て 、 勝 つた ほう が 先攻 ( 〇 ) を 取る 

② 〇 X を 描く 機能 

・ プ レイ ヤー の 場合 は 場所 を 入力 し て も らい 、 そ の 場所 で 問題 が な けれ ば マー ク す る 

・ コ ンピュータ の 場合 は ラン ダム か 、 場合 に よっ て は 思考 し て 、 場所 を きめ て マー ク す 
る 

③ 現 在 の ボー ド “の 状態 を 出力 する 機能 

④ 両 者 どちら の 場合 で も 、1 列 揃っ た か どう か を 判定 する 機能 

・ 揃 うか すべ て の マス が 埋まっ た ら 、 ゲ ー ム を 終了 する 

⑤ 勝 到 を 判定 する 機能 


この うち 、② 一 まで は 繰り 返し 処理 で す 。 こ の 繰り 返し 部 分 は main 関数 の 中 で 行い 
ます 。 プ ログ ラム の すべ て を main 関数 の 中 で 書く と 長く な っ て し まう の で 、 特 定 の 処理 
部 分 は 関数 化し ます 。 


(1) 自作 関数 janken 
まず ① ゆ の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム で す が 、 こ れ は 本 書 の 中 で すでに 何 回 か 出 て きま し た 。 こ こ 
で は 関数 化し まし ょ う 。 


(8) 自作 関数 writeBoard 
プレ イヤ ー が 先攻 の 場合 は 、 ボ ー ド が どん な 状態 な の か わか ら な い の で 、 一 度 ボ ー ド を 
表示 し ます 。 こ れ は 、 〇 x を 入力 し た あと で も 同じ 機能 が 必要 に な る の で 、 関 数 に し ます 。 


第 10 日 ^ 時限 目 @ 〇 メ ゲ ー ム の し くみ を 考え よう 


(3) 自作 関数 writeMark 
プレ イヤ ー が ボー ド に 〇 か x を マー ク す る 関数 を 作り ます 。 


(4) 自作 関数 writeCompMark 
一 方 、 コ ンピュータ が マー ク す る と き の 処 理 は まっ た く 異 な る の で 、(3) と は 別に 関数 
を 作り ます 。 


(5) 自作 関数 judge 
1 列 捕 っ た か どう か を 判定 し ます 。 


考え られ る 関数 は 、 こ の 5 つ で す 。 プ ログ ラム の 作り 方 は 人 それ ぞ れ で す が 、 今 回 は こ 
の 5 つ を 関数 化し まし ょ う 。(1) の 自作 関数 janken 以外 は 、 す べ て 〇 x を 記録 し た ボー ド 
を 参照 し た り 、 マ ー ク し た り し て いま す 。 よ っ て ソー ス フ ァ イル を 次 の 3 つ に 分 け ま す 


pa 思 ーー ! *3・ ファ イル の 大 き 5 
⑯ 〇 ※ メ ゲー ム プ ログ ラム の ソー ス フ ァ イル 分 割方 法 ! さ に 違い が 出 て し まい : 


: ます が 、 今 回 は 使用 す 
・ メ イン プロ グラ ム フ ァ イル (marubatu.c) 一 main : る 機能 で 分 ける の で こ : 


・ ジ ャ ン ケ ン 関 数 ファ イル (marubatu_janken.c) 一 janken SR に 
・ ボ ー ド 関数 ファ イル (marubatu_board.c) 
ー writeBoard、writeMark、writeCompMark、judge 


の 〇 メ ゲ ー ム の 構成 に つい て 考え る 
いざ / 関数 に つい て 、 そ れ ぞ れ 見 て いき ます 。 


(1) main 関 数 

main 関数 で 行う こと は 、 さきほど 機能 を 洗い 出し た と き に 列挙 し た 5 項目 の すべ て で す 
つま り 、 今 回 作る すべ て の 関数 は 、main 関数 か ら 呼 び 出 し ます 。 プ ログ ラム 的 に 見 て み 
まし ょ う 。mamn 関数 の 処理 内 容 は 次 の よう に な り ま す 。 


介 main 関 数 で の 処理 
int p_turn: // プ レイ ヤー ター ン の と き は 1 


ジャ ン ケ ン を 行っ て 先攻 後 攻 を きめ る 一 janken() 
プレ イヤ ー が 先攻 の 時 は ボー ド を 表示 する 一 writeBoard() 


for(C: p tumn ニ Ip _tum) { 
if(p_turn) 1 
正しい 場所 に マー ク す る まで 場所 を 読み 込む 一 writeMark( プ レイ ヤー 入力 値 ) 
} else { 





' 
! 





関数 の 処理 内 容 は 、 考 え 方 に より さま ざま な 書き 方 が あり ます 。 

例え ば 先攻 後 攻 を きめ る と き 、 自 作 関 数 janken を main 関 数 の 中 で 1 回 だ け 呼 び 、 先 攻 
後 攻 が きま る まで の 繰り 返し 処理 は その 自作 関数 janken の 中 で 行う か 、 自 作 関 数 janken 
の 中 身 は 1 回 勝負 の み で 勝負 の 判定 は main 関数 側 で 行う か 、 関 数 の 中 で どこ まで 書く か に 
より 呼び 方 も 異な り ま す 。 


介 関 数 の 中 で 先攻 後 攻 が きま る まで すべ て 行う 場合 の 呼び 出し 方 









介 関 数 の 中 身 は 1 回 ジャ ン ケ ン 勝 負 が つく まで 。 あ と は main で 制御 する 方 法 





プレ イヤ ー が マー ク す る 場所 を 指定 する と きも 同じ で す 。 不正 な 場所 を 指定 し た と き に 
正しい 場所 を 入力 する まで 繰り 返す 処理 を 、main の 中 で 行う か 関数 の 中 で 行う か 、 と い 
う 必 (で すず 。 

今回 作る 関数 は 基本 的 に 処理 の み を 行い 、 繰 り 返 し の 制御 は すべ て main 関数 で 行う よ 
うに し ます 。 こ の よう に する と 、main 関 数 を 見 た だ け で プロ グラ ム の 全体 が よく わか り 
まぁ 

逆 に 、 次 の よう に すべ て の 処理 を 各 関 数 の 中 に お さめ て し まう こと も あり ます 。 


第 10 日 - ら 時 限 目 多 〇 X ゲ ー ム の し くみ を 考え よう 





nt main() { 
Func1( ) : 
Eunc2(): 
Euno3( ) 
return 0z 








この 例 の 場合 は 関数 名 が 適当 な の で 、 こ の 例 の 場合 は 何 を や っ て いる か わか ら な い プ ロ 


グラ ム に な り ま す が “ ず 、 関 数 名 を 処理 内 容 に 基づい て つけ れ ば 問題 あり ませ ん 。 1 1 
) *4: 今 の 段階 で は 、: 
: と りあ え ず main 関 数 


(@) 関数 を 定義 する の 
> 1 つづ だい たい 

関数 定義 ファ イル を 作成 し まし ょ う 。 : わか る よう な ブロ グラ !: 
ジャ ン ケ ン を 行う 自作 関数 janken*“ は 、marubatu_jankenc フ ァイル に 作成 し ます 。 1 で 

# よう つ 。 『 


【marubatu_janken.c】 
/* ジャ ン ケ ン で ゲー ム の 先攻 後 攻 を きめ る 関数 
戻り 値 エ お お っ 1 価 、 引数 の 詳細 は 、 コ 

0 : プレ イヤ ー の 後 攻 1 
-1 : あい こ で も う 一 回 勝負 








間 入 

nt Janken (void) { 
in も エ z // 戻 り 値 
エ て Gu エロ エ ァ 











他 4 つ の ボー ド 関 係 の 関数 は 、marubatu_boardc フ ァイル に 作成 し ます 。 


【marubatu_board.c】 


/* ボー ド を 表示 する 関数 */ 
ゞ od writeBoard (Yo1d) { 
} 





/* プレ イヤ ー の 選択 し た 位置 に マー ク を する 関数 
引数 st ェ * プレ イヤ ー が 指定 し た マー ク 位 置 文字 列 
戻り 値 ェ 1: 正常 な 値 だ っ た の で マー ク 完 了 
0 : 不正 な 値 だ っ た の で マー ク で き な か っ た 

二 
1n 上 writeMarfk (Cha エ * st て) て 

nt エー= 1 ょ 

エエ ら GEu エ mm 了 ァ 











: *6 : この 時 点 の ブロ : 
! グラ ム で は 、 ま だ マク : 
: 口 の 値 を 使用 し て いま 
1 せん 。 


1 *7 : この 時 点 で は 、: 
: 自作 関数 writeMark、: 
! writeCompMark、: 
! writeBoard で は 何 も : 
| 、 1 





| /* コン ピュ ー タ の 選択 し た 位置 に マー ク を する 関数 */ 
| Yo1d writeCompMark (oid) て 
} 


/* マー ク が 揃っ た か どう か を チェ ッ ク す る 関数 
戻り 値 エ 1: マー ク が 揃っ て いる 
0 : マー ク は まだ 揃っ て いな い 
-1 : 全て の ボー ド が 埋まっ た が どちら の マー ク も そろ っ て いな い 





1 
| 
| 9 
nt juqdge(void) て 
| pn も デ ? 
| エエ ら Gu と > 
は 





(3) ヘッ ダー ファ イル の 作成 

marubatuc の 中 で 、marubatu_jankenc と marubatu_boardc の 中 に ある 関数 を 使っ て い 
る の で 、 こ の まま で は 「 各 関数 の プロ ト タ イ プ 定 言 が な い ! 」 と 怒ら れ て し まい ます 。2 
つの 関数 ファ イル に ある プロ ト タ イ ププ 宣言 を 、marubatu_funch に 書き ます 

あと ひと つ 、 ボ ー ド の 縦横 の マス の 数 の マク ロ や を 定義 し た 、 marubatuh を 用 意 し ます 

この 2 つの ファ イル [marubatu_funch」 「marubatuh」 を 、marubatuc の 中 で イン クル ー 
ド し ます 

メ ゲ ー ム は 、 合 計 5 つ の ファ イル で 構成 きれ る こと に な り ま す 





@ 〇 メ ゲ ー ム を 構成 する ファ イル 


・marubatu.C 
・marubatu_janken.C 
・Imarubatu_board.C 
・marubatu_func.h 
・marubatu.h 


この 時 点 や で 自作 関数 judge と 自作 関数 janken の 戻り 値 を 1 に 固定 し て コン パイ ル を 行 
うと 、 実 行 フ ァイル が で き あ が り ま す 


まま <) トッ コー ャ 2 っ いい っ いく 


第 10 日 - ら 時 限 目 @ 〇 X ゲ ー ム の し くみ を 考え よう 


【 〇 X ゲ ー ム 】 
場所 を 指定 し て 下さ い ( 例 : a2) a1 


P の 勝ち ! 





自作 関数 janken で プレ イヤ ー が 〇 の 状態 に 


| 
態 で 





プレ イヤ ー が 1 回 だ け 場 所 を 入力 し た 状 
上 態 で 「 ボ ー ド が 揃っ た 」 と 判定 し て 終了 し て いる の で 、 こ の よう な 結果 に な り ま す 


(4 ) バン タン 人 janken 
で は 、 関 数 の 内 容 を 肉 づ けし て いき まし ょ う 
この 時 限 は 、 ゲー ム の 序盤 で 使用 する 自作 関数 janken と writeBoard の み を 作成 し 
ます 


(1) 関数 の 引数 と 戻り 値 

ジャ ン ケ ン の と き コ ンピュータ が 出す 手 は ラン ダム で す 。 よ っ て 、 ジ ャ ン ケ ン の 勝敗 の 
結果 は 、1 回 で きま る と は 限り ませ ん 。 あ いこ の と き は も う 一 度 ジ ャ ン ケ ン を し て 、 勝 敗 
が つく まで 繰り 返し ます 。 自作 関数 janken は 、「1 回 だ け ジ ャ ン ケ ン を 行い 、 勝 敗 結 果 を 
出力 する 」 処理 を 行い ます 。 関 数 の 戻り 値 は 、 





人 @ 自 作 関 数 janken の 戻り 値 


1 : プレ イヤ ー の 先攻 
0 : プレ イヤ ー の 後 攻 
-1 : あい こ で も う 1 回 勝負 


と し ます 。 引 数 は あり ませ ん 
この 関数 を 呼び 出す に は 、main 関数 側 で 次 の よう に する と 、 


| nt p turnz // プ レイ ヤー 5 人 ン の 時 は 1 
| 


| do { p turn = ]anken(): } while(p turn < 0): | 


あい この 間 は ジャ ン ケ ン を 繰り 返し ます 。 関数 の 戻り 値 を を そ を の まま プレ イヤ ー の ター ン を 
表す 変数 p turn に 代入 すれ ば 、 プ レイ ヤー の 先攻 後 攻 が 同時 に 設定 で きま す 


(@) 関数 の 処理 


プレ イヤ ー の 手 は 入力 、 コ ンピュータ の 手 は ラン ダム で す 。 第 2 日 275 グラ : * 日 : 使用 する 関数 ご : 
ム を 応用 すれ ば 、 す ぐに 作成 で きま すぐ 。 最後 に ジャ ン ケ ン 勝 負 の 結果 を 表示 し て ウン 
ろ を 選 用 すれ は 、 ヽ に 作成 で き 最 役 に ジ ャ ン ケ ン 勝 負 の 結果 を 表示 し て 、1、0、 : ファ イル も 、 フ ァイル 


-1 の どれ か を 返し ます 。 具 体 的 な 処理 は 、 こ の 2 時 限 目 の 最初 に 掲載 し た 実際 の ソー ス フ ァ : の 最初 に 記述 し まし ょ : 
イル の 内 容 を 参考 に し て くだ さい SS 1 








! *B : この 変数 p maru : 
: は 他 の ファ イル か ら 参 
! 照 する の で 、static 変 : 
: 数 に し て は いけ ませ : 


! *10 : 他 の ファ イル の : 
: 関数 か ら は 使用 し な い : 
! の で 、static を つけ ま : 
: す 。 また 、static で 宣 : 
i 言 し た int 型 配列 は 、: 
: すべ て 0 で 初期 化 さ れ : 
! ます 。 1 


! *] ] : マク ロ を 利用 し : 
! て いる た め 、marubatu : 
: _boardc か ら marubatu : 
! .h を イン クル ー ド し ま : 
! す 。 他 に 定義 され て い : 
! る 関数 の 中 で 必要 に な : 
! る ヘッ ダー ファ イル ! 
: は 、 そ の 度 に イン ク : 
: ルー ド し ます 。 


9 


(3) グロ ー バ ル 変 数 に つい て 

グロ ー バ ル 変 数 は ひと つ だ け 用 意 し て お く 必 要 が あり ます 。 先攻 後 攻 が きま っ た と き に 、 
それ を 記録 し て お く 変 数 で す 

まず 、marubatuh に 次 の マク ロ を 追加 し ます 





#deEine MARU 1 
#deFine BATU 2 
marubatu_jankenc で は marubatuh を イン クル ー ド し 、 次 の よう に グロ ー バ ル 変 数 を 定 


義 し ます * 





nt p_maru = BATOz // プ レイ ヤー が 〇 の 時 は MARU、x の 時 は BAmO | 
初期 値 は BATU で す 。 関数 の 中 で も し プレ イヤ ー が 先攻 に な っ た ら 、 こ の 値 を MARU 
に 変更 し ます 


ボー ド を 用 意 する 
に 関す る 4 つの 関数 を 定義 すま る た め 、 ボ ー ド の 状態 


marubatu_boardc に ボー ド !【 
を 表す 2 次 元 配 列 を グロ ー バ ル 変 数 *% と し て 用 意 し ます 


Sta ふ io in board [MTX] [MTX] : | 
この 2 次 元 配列 に 代入 され る 値 は 、 〇 か x* を 表す 数 値 で す 。MARU か BATU (空白 の 場 
合 は 0) が 入り ます * 


6 ボー ド を 表示 する 自作 関数 writeBoard 
ボー ド を 表示 する 処理 を 担当 し て いる 、 自 作 関 数 writeBoard に つい て 説明 し ま 
す 。 ボ ー ド の 表示 は 、 


[11] [21] [31 
| らく 


[b] 
| 





この よう に な り ま す 。 横 の マス は 1、2、3 の 数 値 で 表し ます 。 縦 の マス は a、b、c で 表し 
ます 
表示 の 1 行 目 「[I]【2II31」 は 簡単 に 実現 で きま す 。 問題 は 縦 の 、 





と いう 表示 で す 。2 次 元 配 列 の デー タ を 端 か ら 順 に 参照 する 方 法 は 、25 ゲー ム を 作っ た と 
き に 理解 し た は ず で す 。 こ れ は 、2 つ の for 文 を 使っ て 書き ます 。 

縦 方 向 は 数 値 で は な く 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト で 考え ます 。 ア ルフ ァ ベ ッ ト ]1 文 字 は 数 値 で も 
表す こと が で きる の で 、 そ れ ほ ど 難 し く あ り ま せん 。 変数 j) を 、 初 期 値 0 か ら 文字 「al 
に プラ ス し た 値 を 表示 すれ ば 、「a」「b] 「c] と な り ま す 。 


Eor(] = 0: ] < MTX: ゴ ++) { 


p エ intE("[%C]"。 ゴ +*a'): 





} 


そし て 、 残 り の デー タ 部 分 も 表示 し ます 。 

2 次 元 配列 board か ら ひ と つ ず つつ 取り出し た 値 が BATU の と き は x を 表示 し 、MARU の 
と き は 〇 を 表示 し ます 。0 の と き は 空白 で す 。 全角 半 角 が 入り 乱れ る の で 、 き ちん と 縦横 
の 表示 が 摘 う よ う 、 ス ペー ス を 利用 し て 表示 し まし ょ う 。 ま た 、 こ の 自作 関数 writeBoard 
は 、 引 数 も 戻り 値 も 必要 あり ませ ん 。 


2 つの 関数 が 完成 し た 段階 で 実行 する と 、 ま ず ジ ャ ン ケ ン を 行っ て 先攻 後 攻 が きま り ま 
す 。 今 の 段階 で は 、「 先 攻 者 が 1 回 入力 (コン ピュ ー タ の 場合 は 自動 決定 ) を 行う だ け で 、 
先攻 が 勝つ ] と いう 結果 に 固定 され て いま す 。 

次 の 時 限 で 残り の 関数 を 作成 し て 、 ゲ ー ム を 完成 さき せま し ょ う 。 


第 10 日 - 時限 目 @ 〇 X ゲ ー ム の し くみ を 考え よう 


5 
1 ま 198: ag の 部 分 は 数 ! 
: 値 の 97 に し て も 同じ : 
1 結果 が 得 られ ます 。 





いよ いよ 本 書 の 最後 の 時 限 で す 。 こ れ ま で 習得 し た 知識 を 総 動 貞 し て 、 
メ ゲ ー ム プロ グラ ム を 完成 させ まし ょ う 。 








ーー 110days_c day10-03 画 marubatu.c 
この レッ スン の ね らい 

ら 時 限 目 の 時 点 で ゲー ム 序 盤 と な る 、 ジ ャ ン ケ ン で の 先攻 後 攻 ぎ め と ボー ド の 表 
示 を 行う 関数 まで 作成 し まし た 。 


この 時 限 は 残り の 関数 を 作成 し て 、 〇 メ ゲ ー ム を 完成 させ まし ょ う 。 
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第 10 日 - 3 時 限 目 @ 〇 メ ゲ ー ム を 完成 させ よう 


2 時 限 目 に 作成 し た marubatu.c と marubatu_board.c に 、 新 
1 し く 作 成 し た 部 分 を 追加 する 


【marubatu.c】 





井 include <8 モ dio.h> 

提 inctude < 上 ime.h> 
inctude <std1ib.h> 
nctude "marubatu .h" 

韻 ミ nctude "marubatu Eunc.h" 


extern nt p 1,p ]: // 直 前 に マー ク し た マス の x,y 座 標 


7/ 〇 メ ゲ ー ム 
nt main() { 
(2 時限 目 の marubatu.c と 同じ な の で 略 ) 


For(:: p urn = !p urn) て 
dE(puzx)i(77 ブ レイヤー ター シン 
do { 
printE(" 場所 を 指定 し て 下さ い ( 例 : a2) > 『): 
SCanF("%s", p_qge): 
}) white( !writeMark(p_ge) ): 


} etse { // コン ピュ ー タ ター ン 
WriteCompMark ( ) : 
print 上 E(" コ ンピュータ は ・・・%o%q ま nm",。 p ゴ +"a'!-1。 pi は): 
} 
WriteBoard( ) 
ェ = Judge(): 
FE( エ != 0) ( break: } 
} 


(8 時 限 目 の marubatu.c と 同じ な の で 上 略 ) 


eturn 0z 














【marubatu_board.c】 





墓 inctude <sdio-.h> 
#include <std1ib.h> 
#1nctude "marubatu .h" 


8 モ at in board [MTX] [MTX]: // ボ ー ド 配列 
nt p i,p ]: // 直 前 に マー ク し た マス の x,y 座標 
extern in p maruz // プ レイ ヤー が 〇 の 時 は MARU、 の 時 は BArU 


/* ボー ド を 表示 する 関数 */ 

vo1d writeBoard(void) { 

(8 時 限 目 の marubatu_board.c と 同じ な の で 貼 ) 
} 


/* プレ イヤ ー の 選択 し た 位置 に マー ク を する 関数 
引数 st ェ * プレ イヤ ー が 指定 し た マー ク 位 置 文字 列 
戻り 値 エ 1 : 正常 な 値 だ っ た の で マー ク 完 了 
0 : 不正 な 値 だ っ た の で マー ク で き な か っ た 
/ 
ュ n モ と ュ EeMark (Cha エ * gt) { 
nt エ =1> 


1nt 1 = gt[1] - "0': 
nt ] = gtr[O] - "a' + 1: 
3fC(HRSe さ | さよ テ 2MP2ONNI0G3ESSSSSII す > wmX)) て =m07 1 
else { 
(board[-1] [ミュ -1] == 0) { 


board [ゴー-1] [ミー-1] = p maruz 
p_ すま = ドミ ま 包め = = ゴ ヵ 
}) etae { ゞ = 0z } 
} 
エ G ヒ u エ と エ ょ 
} 


/* コン ピュ ー タ の 選択 し た 位置 に マー ク を する 関数 */ 
vo1d writeCompMark (Yoid) て 


nt count = 0z // 空い て いる マス の 数 
nt C_maru = MARU:  // コ ン ビ ピュータ の マー ク 
nt エゴ >: 

np ロモ エ : 


in player = 0, computer = 0: // プレ イヤ ー , コン ピュ ー タ ク の マー ク 数 
nt b = 0z  // ブ ラン ク の 位置 








第 10 日 ^ 3 時 限 目 @ 〇 メ ゲ ー ム を 完成 させ よう 








nt bmtxx ミ [100]: 
nt bmtx ][100]: 


ュ F(p maru == MARU) { c _maru = BATUz } 


// 横 方 向 
Eor(] = 1: ] <= MTX: ゴ ++) て 
// 〇 の 数 と X の 数 の チェ ッ ク 
For(1 = 1 pltayer = 0, Computer = 0, b = 0: 1 <= MTX: ュ ++) { 
FE (board[ ゴ -1] [ミー1] == p maru) { playe ェ ++: } 
else 1E モ (board[]-1] [ ミ -1] == o_maru) { Compute ェ ++: } 
etse { ち = ュ : } 
} 
// プレ イヤ ー が リー チ だ っ た 場合 阻止 する 
FE( (plLaye エ +1 == MTX) gg Computer == 0) { 
board[-1] [ わ -1] = C_maruz 
p 1 =b: p] コ = コ 3: 
エエ Gu エ ロメ 
} 
} 
// 縦 方 向 
player = 0z: Computer = 0: b = 0: 
FoOr( 半 = 1 1 <= MPPXZ エミ ++) { 
Eo ェ (] = 1, ptayer = 0, Computer = 0, Db = 0: ] <= MTX: ゴ ++) { 
FE (board [ ゴ -1] [エー-1] == p_ maru) { playe ェ ++: } 
eltse EE(board[-1] [ミー-1] == C_maru) { compute ェ ++: } 
etse { b= コ ]: } 
} 
3E( (playe エ +1 == MTX) && Computer == 0) て 
board [や -1] [ミー-1] = ご _maruz 
9 ます の ゴ = も ? 
エエ G も u エ ロ ァ 


バナ ナメ 

player = 0: computer = 0: b ち = 0: 

For( エ = 1z: ミ <= MTX: ユエ ++) { 
FE (board [ミー1 ] [ミー1] == p maru) { playe ェ ++: } 
else iE( わ boarqd [ミー1] [ミー-1] == C maru) 人 { Compue ェ ++: } 
etse { ち = ュ iz } 

} 

FE ( (playe ェ +1 == MTX) && Computer == 0) { 











board [ わ -1] [ ち -1] = oc _maruz 
p エミ =b: pj= わ > 
と Gu エロ ァ 

} 

player = 0z: computer = 0: b = 0z 

Eor(] = 1: ] <= MTX: コ ++) { 
ュ f (board[-1] [MTX-] == p maru) { playe ェ ++z } 
etse 1E(board[]-1] [MTX-] == co_maru) { Compute ェ ++z } 
etse { ち = コ ]: } 

} 

EE( (ptaye ェ +1 == MTX) && computer == 0) て 
board [ わ - 1 ] [MTX- わ ] = C maruz 
p_i = bz p ] = MTX-b+1: 
てら Gu エロ 』 

} 


// プレ イヤ ー の リー チ は な か っ た の で ラン ダム に マー ク す る 
For(] = 1: ] <= MTX: ゴ ++) 【{ 
Eo ァ ( エ = 1: ミ <= MTPXz2 エミ ++) { 
f (board[-1][ ミ -1] == 0) 
bmtxx [Count] = ュ : 
bmtxx [count] = ]: 
つつ いい よ よ す 】 


} 
エ = エ and( ) %COun モ ょ 
board [bmtxx [ ェ ] -1] [bmtxx 1[ ェ ]-1] = c maruz 
p_3 = bmtxx ユ [ エ ]: p ] = bmtxx ][ エ ]: 
} 


/* マー ク が 揃っ た か どう か を チェ ッ ク す る 関数 
戻り 値 と 1: マー ク が 揃っ て いる 
0 : マー ク は まだ 揃っ て いな い 
-1 : 全て の ボー ド が 埋まっ た が どちら の マー ク も 揃っ て いな い 


二 浪 

nt judge(vo1d) て 
Sm を 
ュ n モ エ : 


nt ] maru = board[p ]-1][p ュ -1] :  // 揃 っ た か どう か 判定 する マー ク 


// 横 方 向 チ ェ ッ ク 
EO エ (ミエ = 1。 エ = 1: も ミ <= PPXz ユエ + ォ +) { 
1E (board[p_]-1] [ ミ -1] != ] maru) { r = 0: breakz } 





第 10 日 - 3 時 限 目 久 〇 メ ゲ ー ム を 完成 させ よう 


| 


(エエ ) { reEurn 1: } 


// 縦 方 向 チ ェ ッ ク 
Op.( ゴ = - 土 本 = 革 た ゴ で m- 本 ゴチ +)- 【 
ュ F (board[-1] [D ミ -1] != ] maru) { エ = 0z breakz } 
) | 
ュ E( ェ ) { return 1: } | 


| 
| 
//. 示 2 ま エッ ク | 
| 


1E(p ==p ふ ) { 
FoO エ (ユエ = 1。 エ = 1z エ <= MTPXz ユエ ++) { 
FE (board [ミー-1][ ミ -1] != ] maru) { エ = 0: breakz } 
) | 
9 | 
| 


3E( エ ) { return 1: } 
| (の ゴ ャ p 1 = ニ =.JPP2K+1) { 
EOr( エ = 1。 エ = 1: ミ <= MPTXXz ユエ ++) 


ュ f (board [ミー-1] [MTX- ュ ] != ] maru) {= 0 breakz } 


} 


FE( エ ) { return 1: } 


// あい こ | 





Oo ェ ( ゴ = 1, エ = -1z ゴ <= MMPX: ]++) { 
For( ミ = 1: 中 <= MTPX: ユ ++) { 
ff (board[-1] [エミ -1] == 0) { return 0: } 
) | 
} | 
| Gu エロ デメ 
] 
1e 生 
1 
ク 、 入力 で きた ら そ れ ぞ れ の 名 前 “(手順 ① の 【) 内 参照 ) で 、「C:\source」 
っ 
ディ レク トリ 下 に 保存 する 1 *] : 拡張 子 に 注意 し | 
ae 6 て 保存 し まし ょ う 。 ji 


コマ ンド プロ ンプ ト を 起動 し 、「C:\source」 ディ レク トリ に 移動 
し て 、 ソ ー ス ファ イル を 3 つと も コン バイ ル す る 


C : 荘 USG エ 8 壮 U ほ ら エ >CQ 区 SO いて CG 


に < 





プロ グラ ム を 実行 する 。 マ ー ク の 入力 と ボー ド の 表示 、 マー ク が 揃っ 
た か どう か 判定 され れ ば 成功 ! 


C : 壮 5O 〇 いと で G>mma と いわ au . GxxG 


補 


(⑥ し と ば 

順番 決め ジャ ン ケ ン ・・・( グー :1 チョ キ :2 パー=:3 を 入力 ) > 

コン ピュ ー タ は パー ! ・・・ プ レイ ヤー が 先攻 ( 〇 ) で す 
[1] [2] [3] 

[a] 

[b] 

[c] 

場所 を 指定 し て 下さ い ( 例 : a2) > a1 
[1] [2] [31 

にゃ 還 の 

【b] 

[c] 

コン ピュ ー タ は ・・・a2 
[1] [2] [3] 

| た? 四 ② 誠 < 

16<)| 

| 

場所 を 指定 し て 下さ い ( 例 : a2) > b2 
[1] [2] [3] 

に" 還 の 記 あ 3 

[b] 

[c] 

コン ピュ ー タ は ・・・ec3 
[1] [2] [31 

| に $ 四 の あく 

[b] ⑥⑯) 

【c] XX 

場所 を 指定 し て 下さ い ( 例 : a2) > ゎ b1 
[11] [2] [31 

ta] てこ 

| 、 

[c1 XX 

コン ピュ ー タ は ・・・b ゎ 3 
[11 [2] [31 

[ta] 〇 


【b1 〇 〇 ※ 





第 10 日 ^ 3 時 限 目 久 〇 メ ゲ ー ム を 完成 させ よう 


ICH ※ 
場所 を 指定 し て 下さ い ( 例 : a2) > c1 


[11] [21 [31] 
| に 上 の 衣 ゆ 3 
2 隔 の 語 記し く 
[c] 〇 4 





プレ イヤ ー が 選択 し た 位置 に マー ク す る 自作 関数 writeMark 
プレ イヤ ー は 、 自 分 が マー ク す る 位置 を キー ボー ド で 入力 し ます 。 マ ー ク で き 
な い 位置 を 指定 する こと も あり ます の で 、 入 力 値 が 不正 な 場合 は main 関数 の 中 で 再度 入 
力 を 促し ます 


do { 
printE(" 場所 を 指定 し て 下さ い ( 例 : a2) > 『): 
scanEF("%s", p_ge) : 

}) white( !writeMark(p_get) ) > 





自作 関数 writeMark は 、 プ レイ ヤー か ら の 入力 値 を 引数 に 、 戻 り 値 と し て 次 の 2 種類 を 
返す よう に し ます 


信 自 作 関数 writeMark の 戻り 値 


1 : 正常 な 値 だ っ た の で マー ク 完 了 
0 : 不正 な 値 だ っ た の で マー ク で き な か っ た 


プレ イヤ ー が マー ク し た い 場 所 の 入力 は 、x 方向 と ゞ 方 向 の 両方 を 、 一 度 に 書い て 指定 
し ます 。 例 えば 、 下 の 図 の 位置 の 場合 は 


[11 [21 [3] 
[al] 〇 


[bp] 
[c] 





「a1」 と 表現 する の で 、y 方 向 の 「al と x 方 向 の 「1] を つなげ て 書き ます 。 他 に は 、 例 え 
ば 「c3] や 「b1」 な ど と 入力 し ます 。 ア ルフ ァ ベ ッ ト と 数 字 の 組み あわ せな の で 、 こ れ は 
文字 列 の 扱い に な り ま す 

文字 列 で ある マー ク 位 置 を 自作 関数 writeMark に 引数 と し て 渡す に は 、 受 け 取 り 側 で ポ 
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2 語 
1 * ネ 2 : マク ロ MTX の 最 : 
! 大 値 は 9 で す 。 実際 の 「 
! ゲー ム と し て は 無謀 で : 
! す が 、9x9 ま で の 〇 : 
1 xX ゲ ー ム を 作る こと が : 
1 可能 で す 。 | 


1 *3 : プレ イヤ ー の 入 : 
: 力 に sscanf 関 数 を 使 : 
} い 、 最 初 か ら y 座 標 の 
: 文字 と X 座 標 の 数 値 に : 
! 分 ける 方 法 も あり ま : 
: す 。 こ の 場合 、x 座 標 : 
! の 数 値 は 、 入 力 値 を そ : 
: の まま 使う こと が で き : 
! ます 。 1 


イン タ を 利用 し ます 。 





[ nt で エ ュ EeMarjk (Cha エ * 上 と ) て 

と 受け 取っ た 場合 、「a2] が 入力 され て きた ら 、sr[O] に 最初 の 文字 で ある y 方 向 の 位置 「al 
が 入り 、str[l] に 次 の 文字 で ある x 方 向 の 位置 [2] が 入る こと に な り ま す 。 こ れ を 、2 次 
元 配列 の x 方 向 と y 方 向 そ れ ぞ れ の 位置 に 変換 し ます 。x 方 向 が 2 と な っ て いれ ば その まま 
数 値 の 2 と し た いと ころ で す が 、 文 字 型 と いう こと は 文字 の 「2] な の で 、 数 値 に 変換 し な 
けれ ば な り ま せん 。 方 向 の a、b、c も 、 同 じ く 「1」 「2] 「3] に 対応 変換 し ます 。 





nt 1 = gtr[1] - "0": 
nt ] = str[0O] - "a'+ 1z 


変換 し た 値 の 位置 が 3 x3 の ボー ド か ら 飛 び 出 し て いた ら 不 正 な 値 や で す 。 ボ ー ド の 中 
に お さま っ て いて も 、 す で に その 位置 の マス に 値 が 入っ て いた ら 、 そ れ も や 不正 な 値 で す 。 
まだ その マス に 値 が 入っ て いな けれ ば 、marubatu_jankenc に 定義 し た 、 





| nt D maruz 





の 値 を 入れ ます 。 プ レイ ヤー が 〇 の と き は 、p_maru に は MARU、 つ まり 1 が 入っ て いる 
の で 、 こ れ を その まま 設定 し ます 。 プ レイ ヤー が x の と き は 、p_maru に は BATU、 つ ま 
り 2 が 入っ て いま す 。 

よっ て 、 こ の 変数 p maru は 、marubatu_boardc フ ァイル の 中 で extern する 必要 が あり 
ます 。 


int p i,p ]: // 直 前 に マー ク し た マス の x,y 座 標 
exxEern in p maruz // プ レイ ヤー が 〇 の 時 は MARU、x の 時 は BAmU 


この と き マ ー ク し た 配列 board の 方 向 と 方 向 の 位置 (数値 の 1、2、3) を 、 そ れ ぞ 
れ 変 数 pi、 変 数 p j} に 入れ て お きま す 。 こ れ も グ ロー バル 変数 と し て 定義 し ます 。 











(②) コン ピュ ー タ の 選択 し た 位置 に マー ク す る 自作 関数 writeCompMark 
今度 は 、 コ ンピュータ が マー ク し ます 。 コ ンピュータ の 選択 する ボー ド の 位置 
は 不正 な 値 に なら な い は ず な の で 、 こ の 関数 を 呼び 出す の は 1 回 だ け で す 。 関数 内 で 位置 
を 決定 し て board へ の 設定 も 行う の で 、 こ の 関数 に は 引数 も 戻り 値 も 必要 あり ませ ん 。 
さら っ と 書き まし た が 、 実 は この 関数 、 非 常に や っ か いで す 。 空い て いる 場所 に ラン ダ 
ム に マー ク す る な ら 簡 単 で す が 、 それ で は ほとん ど プ レイ ヤー の 勝ち に な っ て し まい ます 。 
コン ピュ ー タ の 勝つ 確率 を 上 げ る よう な 工夫 が 必要 な の で す 。 


第 10 日 - 3 時 限 目 旬 〇 メ ゲ ー ム を 完成 させ よう 


2 時 
\ 間 同士 で デー ム を する と 、 自 分 が あと ひと つ で 1 列 摘 う 公 





[1] [2] [3] 
la] 〇 ※ 
[pb] 〇 
[c] 





この 状態 だ っ た ら 、 〇 は 次 に 「cl1」 の 位置 に マー ク す れ ば 、 勝 利 し ます 。 し か し 、 的 外 
れ の 「a3] の 位置 に マー ク し た ら 、 相 手 の x は 、 次 に 「c2」 の 位置 に マー ク す れ ば 勝利 し 
ます 


[11] [2] [3] 
[a1 3 委 





を 持っ た 方 は 、 た と え 自 分 が リー チ で ある こと を 見 逃し て も 、 相 手 が リ ー チ 状態 “に 
あっ た ら そ れ を 阻止 する 場所 、 つ まり c2 の 位置 に マー ク し て いれ ば 少な く と も すぐ 負け る 4: あと ひと つ で 1 
5 列 揃う 状態 を 、 リ ー チ : 





: 状態 と 呼び ます 
[11 [2] [31 
1 に * 陣 ⑨ 訓 4 
1 つう 臣 ら 証し 
[c1 9 
思考 を 持 7 コン ピュ ー タ と ある 程度 対等 に ゲー ム を 行う た め に は 、 最 低 限 「 コ ン 
as ル の 0 る 」 機能 が あれ ば よい で し ょ う 
(2) 「 負 け を 阻止 する 」 機能 
自作 関数 writeCompMark で は 、 次 の 3 つき え チ ェ ッ ク し て マー ク す れ ば 、 ま ず あ っ き 
り と 負け る こと は あり ませ ん 
( 431) 


@ 人 負け を 阻止 する た め の ポ イン ト 


て 次 に ココ に マー ク さ れ た ら 
。 | 負け る の で 、 こ の 場所 に マー ク 


次 に ココ に マー ク さ れ た ら 
負け る の で 、 こ の 場所 に マー ク 


そし て 、 ど の チェ ッ ク に も ひっ か か ら な けれ ば 、 縦 横 ラ ンダ ム な 位置 に マー ク を する 機 
能 を つけ まし ょ う 。 次 に 、 こ の 横 ・ 縦 ・ ナ ナメ チェ ッ ク 処 理 の 方 法 を 考え ます 。 





第 10 日 - 3 時 限 目 @ 〇 メ ゲ ー ム を 完成 させ よう 


(3) 横 方 向 に チェ ッ ク す る 処理 を 考え る 

すべ て 説明 する と 長く な る の で 、 横 方 向 の チェ ッ ク の み 、 作 り 方 を 説明 し ます 。 プ レイ 
ヤー の マー ク が 〇 、 コ ンピュータ が x の 場合 を 例 に し ます 。 

まず 、 横 方 向 に 1 列 ず つ チ ェ ッ ク し ます 。1 列 の うち 、 プ レイ ヤー の マー ク で ある 〇 を 
表す MARU が 入っ て いる マス の 数 と 、 コ ンピュータ の マー ク で ある x を 表す BATU が 入っ 
て いる マス の 数 を カウ ント し て お きま す 。 空い て いる マス の 位置 も お ぼ え て お きま し ょ う 。 


人 @ 横 方 向 の チェ ッ ク 


( 〇 : プレ ィ ャ ー ツバ : コン ピュータ 





が ひと っ 
ーー テー 一 = i *5 : 変数 b の 位置 は 、: 
i ひと つ だ け 空 いて いる 
1 列 数 え お わっ た と き に 、 も し 〇 が 2 つ で x が ひと つも な けれ ば 、 プ レイ ヤー 側 の リー os 
チ 状 で す 。 よ っ て コン ピュ ー タ は 、 こ の 状態 の と き は 、 先 ほど お ぼ え た 空い て いる 位置 1 す 。 リ ー チ 状態 に な け 1 
の の *$、 決 定 し た ら 、 自 作 es ポン っ て し まい : れ ば 、 こ の 位置 は 0 か 、: 
に マ ク し ます *。 決 定 し た ら 、 自 作 関 数 writeCompMark は return を 使っ て 出 て し ま 1 量 後 に 空 邊 だ っ た 電 所 
まじ よう s i が 記録 され て いま す | 
また マー タク 位 置 が きま っ た ら 、 そ の 仔 置 を 自作 関数 writeMark で も 使っ た グロ ー バ ル 変 i が 、 処理 に は 関係 あり : 


: ませ ん 。 


数 pi、p j」 に セッ ト し ます 。 p_i、p_j は 、 今 マー ク し た 場所 の x 座 標 、y 座 標 を 表し ます 。 SE 





nt oC_ maru = MARU: // コ ンピュータ の マー ク 
FE(D maru == MARU) { c maru = BATOUz } 


for( ゴ = 1z ] <= MTX: ゴ ++) { 

7/ 〇 の 数 と X の 数 の チェ ッ ク 

For(1 = 1, player = 0, computer = 0, b = 0: i <= MTX: ュ ++) 
FE (board [-1] [ミュ -1] == p maru) { playe ェ ++z } 
else 1E(board[]-1] [ミー-1] == co _maru) { compute ェ ++z } 
etlse { も ち = ュ iz } 

+} 

// プレ イヤ ー が リー チ だ っ た 場合 阻止 する 

FE ( (ptaye エ +1 == MTX) gg Computer == 0) { 
board [ ユ -1] [b-1] = co maruz 
p ュ = bz p]= コ ]: 
エエ ら ヒエ ロロ ァ 

















も し 横 方 向 に リー チ 状態 が な か っ た ら 、 次 は 縦 方 向 の チェ ッ ク を 行い ます 。 縦 方 向 の 
チェ ッ ク 方 法 は 、 こ れ と ほぼ 同様 に 作れ ます 。 同じ よ うに マー ク す る 位置 が 決定 し た ら 関 
数 を 抜け 、 決 定 し な けれ ば ナナ メチ ェ ッ ク を 実行 し ます 


(4) リー チ 状 態 の チェ ッ ク に ひっ か か ら な いり い 場合 の 処理 に つい て 考え る 
どの リー チチ ェ ッ ク に も ひっ か か ら な か っ た 場合 は 、 空 いて いる 位置 を ラン ダム に 選択 
て マー タク 位置 を 決定 し ます 。 ま ず 、 配 列 board の すべ て の マス を 順に チェ ッ ク し ます 
空い て る 位置 が 見 つか っ た ら 、 そ の x 座 標 、y 座 標 を を それぞれ 1 次 元 配列 に 格納 し て いき 
ます 


int bmtx [100]: 
nt bmtxx [1001: 





これ は 、 チ ェ ッ ク 可 能 な 位置 の x 座 標 、y 座 標 を それ ぞ れ 順に 格納 し た も の で す 。 つ まり 、 
配列 board が この 図 の 状態 の と き 、 


[11 [2] [31 
[a] 


[b] X 
[c] 3 





最初 の 空 哲 は 、x が 2、y が 1 の 位置 で す (位置 は 1 か ら 数 える )。 よ っ て 、bmtx_i[O| は 2、 
bmtx_j[0] は 1 と な り ま す 。 次 の 空白 は 、x は 3、y は 1 で す 。 こ れ を 配列 に 追加 し ます 


bmtx_i[] = {12.31 
bmtx_j[] {1.11 


最後 の マス まで チェ ッ ク し お わる と 、 空 白 の マス の 位置 を それ ぞ れ 記録 し た 配列 は 、 次 
の よう に な り ま す 


bmtx_i[] ={12.3.1.3} 
bmtx_jL] 1 1.1.3.31 


この あと 、rand 関 数 の 値 を 、 空 白 の マス の 数 を カウ ント し た 変数 count で 割っ た 数 字 を 
算出 し ます 。 こ の 値 が 2 だ っ た と き 、 


bmtx_i[] = 1 ら 8.3. 1.31 
bmtx_j[] {1. 1.3.31 


パ 


第 10 日 - 3 時 限 目 @ 〇 メ ゲ ー ム を 完成 させ よう 


つま り y=3、x=1 を マー ク す る 位置 に 決定 し ます 。 





エ = rand( ) %COun 七 
board [bmtxx ゴ [ エ ] -1] [bmtxx 1[ エ ]-1] = m maruz 
p_i = bmtxx エ [ エ ]: p ] = bmtxx ][ エ ]: 








最後 に マー ク が きま っ た ら 、 そ の 位置 を グロ ー バ ル 変 数 p jjp j に セッ ト し て お きま し ょ 


ウ p 


(③) マー ク が そろ っ た か どう か を チェ ッ ク す る 自作 関数 judge 

プレ イヤ ー、 コ ンピュータ の どちら の 場合 も や マーク が 終了 し た ら 、 今 の で 1 列 
捕っ た か どう か を チェ ッ ク し ます 。 直 前 に マー ク し た 位置 は 、 必 ず marubatu_boardc の グ 
ロー バル 変数 pi、p_j に 格納 され て いま す 。 よ っ て 、 こ の マス を 含む 縦 と 横 と ナナ メ 方 向 
を 見 て 、 ど れ か 1 列 す べ て マー ク が 揃っ て いる か どう か を チェ ッ ク し ます 。 


( に 5 
| ( 〇 : プレ ィ ャ ー 2 : コン ビュ ー タ 


コン ピュ ー タ が 今 こ こ に マー ク し た | 
p_ ミ =1,p_ ゴ = ユ | 


マー ク し た マス を 含む 
縦横 ナナ メ を チェ ッ ク す る 





この 関数 に 引数 は 必要 あり ませ ん が 、 戻 り 値 は 、 次 の 3 種類 を 返し ます 。 
人 @ 自 作 関数 judge の 戻り 値 


1 : マー ク が 揃っ て いる 
0 : マー ク は まだ 揃っ て いな い 
-1 : 全て の ボー ド が 埋まっ た が どちら の マー ク も 揃っ て いな い 


自作 関数 writeCompMark で の 考え 方 を 利用 すれ ば すぐ で きる の で 、 横 方 向 の ソー ス の 
み 紹介 し ます 。 ま ず 、 先 ほど マー ク し た の は 何 か を 確認 し ます 。 








nt ] maru = board[p j-1][p ュ -1] : 





マー ク が 1 で あっ た 場合 は ひな の で 、 先 ほど マー ク し た マス の 位置 の 横 1 列 に 、 す べ て 
同じ 1 が 設定 され て いる か どう か チェ ッ ク し ます 。 








Eor( エ = 1 = 1z i <= TXz ミ + ォ +) ( 
ュ E (board[p_ ]-1] [ ュ ユ -1] != ] maru) { エ = 0z breakz } 


} 
FE( エ ) { return 1: } 





すべ て 同じ マー ク だ っ た ら 1 を 返し て 、 関 数 を 終了 し ます 。 ひ と つ で も 違う マー ク が 出 
た ら そ の 場 で 横 方 向 の チェ ッ ク を 終了 し て 、 次 の 縦 方 向 の チェ ッ ク に 入り ます 。 

縦横 ナナ メ の チェ ッ ク が 終了 し た 段階 で どこ も マー ク が 摘 っ て いな けれ ば 、 引 き 分 け の 
と きも あり ます 。 配列 board の すべ て の マス を チェ ッ ク し て 、 す べ て が 1 か 2 で 埋まっ て 
いた ら 、 空 いて いる マス は あり ませ ん 。 よ っ て 、 こ れ は 引き 分 け と な る の で -1 を 返し ます 。 

これ で 、 す べ て の 関数 が 捕 いま し た 。 


外部 参照 変数 、 ロ ー カ ル 変 数 つい て 考え る 
外部 参照 変数 に つい て 確認 し まし ょ う 。 
marubatu_jankenc の 中 で 、 プ レイ ヤー が 〇 か ぶ * の どちら な の か は 、 変 数 p maru を 使っ 
て 定義 し て いま す 。 


次 に marubatu_board.c を 確認 し ます 。 変 数 p maru は この ファ イル の 中 の 関数 で よく 使 
う の で 、extern し て 使い まし ょ う 。 

ゲー ム の ボー ド を 表す 2 次 元 配列 変数 board は 、 こ の marubatu_board.c 内 の み で 使う の 
で static で 宣言 し ます 。 

次 の 変数 pi、p_j は 、 ど ちら の ター ン で も 直前 に マー ク し た 位置 の x 座 標 、y 座 標 で す 。 
これ は 、 実 は marubatuc で 使っ て いる の で 、statc を つけ な いで お きま す 。 


コン ピュ ー タ が マー ク し た 位置 を 表示 する 機能 は 、marubatu_boardc に 作成 し た 自作 関 
数 writeCompMark に は 入っ て いま せん 。 よっ て 、main 関 数 の marubatu.c で 
marubatu_boardc の 変数 p i、p_j を extern し て 使い ます 。 








exxtern nt p 1,D ]: 


nt main() { 
( 略 ) 
printEE(" コ ンピュータ は ・・・%o%d 並 "。 D ゴ +'a"-ー1。 p ュ ): 





コン ピュ ー タ が マー ク し た 位置 を 表示 する 処理 も 自作 関数 writeCompMark に 入れ て し 
まえ ば よさ そう で す が 、 こ の 関数 で は ボー ド 配 列 の 縦 ・ 横 ・ ナ ナメ を チェ ッ ク し て 、 マ ー 
ク す べき 場所 が 見 つか り 次 第 マー ク を 行い 、 関 数 を 抜け て いま す 。 す る と 、 こ の print[ 関 
数 を 何 笛 所 に も 入れ な く て は な ら な い の で 、 今 回 は mam 関 数 の 中 で 書く よう に し て いま す 。 


第 10 日 - 3 時 限 目 伯 〇 メ ゲ ー ム を 完成 させ よう 


(5) 〇 x ゲ ー ム プロ グラ ム を 完成 させ る 

最後 に 、main 関 数 の 中 で 勝敗 結果 を 出力 する 部 分 を 説明 し ます 。 勝 敗 結 果 は 、 
コン ピュ ー タ 側 の マー ク が 揃う か 、 プ レイ ヤー 側 の マー ク が 揃う か 、 マ ー ク が 揃う こと な 
くす べ て の マス が 埋まっ て し まう 引き 分 け 、 の 3 種類 で す 。 

判定 に は 、marubatu_board.c の 中 に ある 自作 関数 jndge を 使い 、 こ の 結果 を 変数 r に 格 
納 し ます 。 変 数 r が -1 か 1 の と き は 勝敗 が 判定 し て いる の で 、 繰 り 返し を 終了 し ます 。 

r が -1 の と き は 引き 分 け で す 。 そ の と お り 出 力 し ます 。 繰り 返し 終了 時 に プレ イヤ ー の 
ター ン だ っ た と き は 、 プ レイ ヤー の 勝利 で す 。 逆 に コン ピュ ー タ の ター ン の と き は 、 プ レ 
イヤ ー の 負け に な り ま す 。 

この 判定 部 分 を mam 関数 に 入れ て 、 〇 x ゲ ー ム プロ グラ ム を 完成 させ ます 。 


長い プロ グラ ム ほ ど 、 改 良 の 余地 は あり ます 。 作 っ た プロ グラ ム が 問題 な く 動 いた ら 、 
次 は 「 機 能 的 に 追加 する 部 分 は な いか ? 」「 プ ログ ラム に 無駄 な 部 分 は な いか ? | を 考え 
て みる よう に し まし ょ う 。 こ の 作業 の 積み 重ね に より 、 最 初 か ら 無駄 の な い プ ログ ラム を 
素早 く 書 く こ と が で きる よう に な り ま す 。 


自作 関数 writeCompMark の 中 か ら リ ー チ 状態 を チェ ッ ク す る 
部 分 を 抜き 出し 、 関数 化し な さい 。 そ の 際 、 コン ピュ ー タ 側 の リー 
チ 状 態 も 見 つけ て 先 に マー ク す る 機能 を 追加 する こと 。 ま た 、 
marubatu.c の 中 で 外部 変数 pi、p j」 を extern し な く て も よ 
いよ うに する こと 。 





人 @ 関 数 仕様 





な リー チ 状 態 の 場所 に マー ク を する 関数 
引数 IN 思 光 選 紀 三 タ リ ニ チ チエ ウ グ 
ら 6 : プレ イヤ ニー リー チチ ェ ッ ク 
戻り 値 1 : マー ク を 行っ た 
0 : マー ク を し て いな い 
*/ 
int compMarkCheck(int mode) : 





本 書 で は 、C 言 語 の 基本 を 学習 し て きま し た 。 本 書 で 紹介 で き な か っ た 機能 も 多く 存在 
し ます が 、 こ こ か ら 先 は 、 基 本 を し っ か り マ スタ ー し て か ら 学 ぶ べ き 内 容 で す 。 

本 書 を ここ まで 読み 進め て きた 方 な ら 、 今 現在 身 に つい て いる こと だ け で も 十分 な プロ 
グラ ム が 組め る は ず で す 。 あ と は 、 こ の まま 中 級 者 向け C 言 語 を 学習 し て も よい し 、C++ 
言語 や 、Windows ア プリ ケー ショ ン を 作る た め に Visual C++ に 挑戦 し て みる の も よい で 
隊 ま 8 

どちら に 進む に し て も 少し だ け 大 変 に な り ま す が 、C 言 語 の 基本 が 身 に つい て いれ ば 、 
怖い こと は あり ませ ん 。 

誰 で も 最初 は 初心 者 で す 。 い ろ い ろ な も の に 挑戦 し て みて くだ さい 。 











A 解答 プロ グラ ム は こち ら 10days_ c 上 day01-01 区 sample_renshuu.c 





Sample.C の 4 行 目 を 変更 する 。 


第 1 日 【sample_renshuu.c】 
1 時 限 目 





#inctude <s モ tdio.h> 


in main() { 


print モ ("で 言語 の 勉強 を は じ め る よ ! 『): 
return 0z 











A 解答 プロ グラ ム は こち ら 10days_c 区 day02-01 匠 2-1 renshuu.c 





【2-1_renshuu.c】 


#inctude <s モ dio.h> 
提 include < も ime .h> 
井 inctude <std1ib.h> 


nt main() { 
int dd 


Srand ( モ 上 ime (NULL ) ) 
d = rand()%6 + 12: 
p ェ intE("%d",。 d)』 
eturn 0: 














第 日 
ら 時 限 目 


付録 人 練習 問題 の 解答 





A 解答 プロ グラ ム は こち ら 10days c 上 day02-02 区 2-2 renshuu.c 


【2-2_renshuu.c】 








井 ミ nclude < モ dio .h> 


nt main() { 
doubte dz: // 実数 を 格納 する 変数 
char st ェ [10]: //10-1 文字 以内 の 文字 列 を 格納 する 変数 


p ェ intE(" 実数 を 入力 し て くだ さい > 『)』 
ScanF("%1E", &d): 
printE(" 文字 列 を 入力 し て くだ さい > 『): 
SCanF ("%8",。 8 上 了 ): 


printE(" 文字 列 %10s : 実 数 %.31E",。 str, d): 
エ eEurn 0z 











A 解答 プロ グラ ム は こち ら 10days_c 匠 day02-03 区 2-3 renshuu.c 


【2-3_renshuu.c より 抜粋 】 








( 略 ) 
printE(" コン ピュ ー タ は ) 
SW ュ tch (computer) { 
case 1: printE(m グ ー"): 
breaEKz 
case 2: printE(" チ ョ キ "): 
break: 
case 3: printE(" パ ー")』 
break 
defEau1lts DreaK: 
} 
2 だ Sm も き (" "3 は 
エ ら Gu エ n 0z 








は 





A 解答 プロ グラ ム は こち ら 10days_c 区 day02-04 区 janken renshuu.c 


「 勝 敗 の 判定 と 結果 表示 」 部 分 の if 一 else 文 の 最後 に else 文 を 追加 する 。 


第 2 日 【janken_renshuu.c より 抜 】 

















4 
時 限 目 () 
}) etse 1iE(ptayer == 3) { 
1F (Computer == 1) { printE(m プ レイヤー の 勝ち き n"): } 
etse { printE(" コン ピュ ー タ の 勝ち き n"): } 
}) etse { 
printE("1,2,3 の どれ か を 入力 し て ね ! ま m") 
} 
エ ら GEurn 0: 
} 
A 解答 ブログ ラム は こち ら 10days c 区 day03-02 区 3-2 renshuu.c 
【3-2_renshuu.c より 抜 粋 】 
第 3 日 
2 時限 目 し 


ュ F (computer == player){ 
print 上 EE(" あい こま mn") : 
}) etse 1E((player == 1 gg computer == 2) | | 
(ptayer == 2 gg computer == 3) || 
(ptayer == 3 gg Computer == 1)) て 
printE("m プ レイ ヤー の 勝ち まき n"): 
}) etse { 
p ェ int 上 ("コンピ ュー タ の 勝ち まき n") : 


( 略 ) 











付録 人 @ 練 習 問 題 の 解答 





A 解答 プロ グラ ム は こち ら 10days_c 区 day03-04 区 yakyuuken_renshuu.c 


変数 j を 変数 宣言 に 追加 し 、scanf 関数 の あと の while 文 に 填 十 : 処 理 を 入れ 、 そ の 直後 に 
>0」 な ら player の 入力 値 を 0 に し 、 j の 値 を 0 に 戻す 処理 を 追加 する 。 























第 3 日 
4 時 限 目 【yakyuuken_renShuu.c より 抜粋 】 
[ 
( 略 ) 
さ p セ モエ せ ょ 
in も ] = Oz 
( 略 ) 
do t 
printE(" よ よ い の よ い ! mn") 
printE("( グー :1 チョ キ :2 パー=:3 を 入力 ) > 『): 
player = 0z 
SCanF ("%d", gplayer): 
white (getohar() != ' ま nm') { ゴ ++z } 
FE(] > 0) { player = 0: ]= 0z } 
で Oomputer = rand()%3 + 1: 
A 解答 プロ グラ ム は こち ら 10days_c 区 day04-01 匠 4-1_renshuu.c 
【4- 1_renshuu.c】 
第 4 日 井 include <8 モ dio.h> 
1 時 限 目 


nt main() て 
nt kotae[10]:  // 解 答 を 入れ る 配列 
3nt は 2 


Eom( も = 0z 上 エ < 10: ミィ +) ( 
kotae[ ュ ] = 0z 
printE(" 値 を 入力 し て くだ さい > 『): 
ScanE ("%d", gkotae [ ュ ] ) 
white (getchar() != "' ま nm') { } 


} 
Eor( ミ = 0z < 10z エエ ++) { 

printE("%d 回 目 の 入力 値 : %&d\n", ュ +1, kotae[i] ) 
} 


ェ eEurn 0z 











9 





第 4 日 
ら 時 限 目 


A 解答 プロ グラ ム は こち ら 10days_c 区 day04-02 匠 noutore1 renshuu.c 








【noutore 1_renshuu.c より 抜粋 】 








( 略 ) 


For( ミ i = 0z 1 < 5:z ++) { 


} 


エ = ーー1, 

] = rand()%19 + 2: 

KK = rand()%8 + 2: 

pr1nt モ ("%2d x %2q 王 ",。 ],。 k)z 
8ar モ 上 = olocK( ) : 

SCanF ("%d"。 を と ): 

white (getohar() != ' ま nm') { } 
end = olooKk( ) : 

kotae [1 ミ ] = ェ : 

setjka ユ [i] = ] * kz 

ifkan[1] = (doubte) (end- start) / CLOCKS_ PER SEC: 


for( ュ = 5z 1 < 10z エエ ++) { 


( 略 ) 


エ = ー ユ 

] = rand()%19 + 2: 

K = rand()%8 + 2: 

printE("%2d + %2d 一 ",。 ]j*k,。 ]): 
58 ヒ ar 七 = ClocK() 

SCanE ("%d",。 & と ) 

white (getchar() != ' ま nm') { } 
end = olock(): 

kotae [1 ミ ] = ェ : 

Betkai[1i] = kz 

Jijfkan [1] = (doubte) (end- st 上 art) / CLOCKS_ PER SEC: 








第 4 日 
3 時 限 目 


付録 人 練習 問題 の 解答 


A 解答 プロ グラ ム は こち ら 10days_c 匠 day04-03 区 4-3_renshuu.c 





【4-3_renshuu.c】 





井 incLude <Stdio .h> 
井 incCLude < モエ ngd-h> 


int main() { 
nt エエ , ], St lenz 
で Cha エ 1nput St モエ [20]: 
Cha エ Output st エ [20]: 


print モ E(" 文字 列 を 入力 し て くだ さい > 『): 
SCanfF ("%5", エエ nDut St 了 ): 
8 エ len = strlen (nput 8 エ ): 


Oo エ ( エ = gtr len-1。 ] = 0z i >= 0z エミ ーー ゴ ++) 【{ 


〇 いも pu 上 8 モエ []] = nput 8 モエ [ エ ]: 
} 
Output モエ []] = "' 将 0': 
printE(" 反転 文字 列 : %s"。 output Bt と ): 


eturn 0z 

















A 解答 プロ グラ ム は こち ら 10days c 区 day05-03 上 yamanotesen_renshu.c 

条件 さえ 満た す プ ログ ラム で あれ ば 作り 方 は 自由 で す 。 

解答 プロ グラ ム は 参考 に どう ぞ 。 こ こ で は 、 コ ンピュータ か プレ イヤ ー が 選ん だ デー タ を 、 
第 5 日 配列 か ら 抜い て いく 方 法 を と っ て いま す 。 


Tr "or rr 4" "Br" 
1 3" が 選ば れ た ) 
"or 4" "5 


【yamanotesen_renshu.c】 





inctude <stdio.h> 
#inctude <ime .h> 
#inctude <std1ib.h> 
# ミ incltude < モエ ing.h> 
inctude <windows .h> 


nt main() { 

char *data[] = {( "お ひつ じゅ",。 おう し"。 ふたご"。 か に ゃ 。/ 
* し し ゃ 。 = お と め *。 "て ん ぴん "。 " さそり ョ , 
m い て "。 "や ぎ "。 "みず が め "。 "うお " })』 

nt data ten = 12:  // デ ー タ の 数 

char nput[10]: // プレ イヤ ー 入 力 値 

13nt エミ /。 ] ゴ 。 p2 

int oheok: 

nt p turn = 0z // プ レイ ヤー の ター ン の 場合 は 1 


rand (time (NULL ) ) : 


print モ (" 古今 東西 山手 線 ゲ ーー ム ! まま nm"): 
printE(" お 題 : 星座 の 名 前 ま n" ) 
For(1 = 1: i <= qata tenz エミ ++。 p urn = !p turn) て 
Steep(500): 
1F(p turn == 0) { printE(" コ ンピュータ ")z } 
etse { printEE(" プレ イヤ ー"): } 
printE(" の 番 ちゃ ん 『): 
Steep(500): 
printE(" ちゃん! > "): 














FE(p turn == 0) { 
p = rand()%(data Len- (ミー-1) ) : 
D エ in モモ ( "%g 将 nm" , * (da モ a+D) ) : 

}) etse { 


SCanF ( "8" ,。 エエ npu ) : 
1 = 


white (gechar( ) 本 KS 
checki = 0z 
Eor(] = 0: ] < qata len-( ュ -1): ゴ ++) 【 
ミ f (st モエ omp (* (da モ a+] ) , 1npu モ ) == 0) 
cheoi = 1z 
p = コ z 
break: 
} 


} 
FE(cheok == 0) { break: } 

} 

Eor(] = pz ]j < data len- エ : ゴ ++) { 
data []] = data[]+1]: 


FE(cheok == 1) { 

printE(" あな た の 勝ち ! 『): 
}) etse { 

printE(" あな た の 負け ! 『)』 
} 


ェ return 0z 











A 解答 プロ グラ ム は こち ら 10days_c 区 day06-03 牟 itudoko_data_renshuu.c 





【itudoko_data_renshuu.c】 








#inctude <stdio.h> 
#inctude <std11ib.h> 
#include < モエ ing.h> 


nt main() { 
FTLE *Fpz // 入力 ファ イル の ファ イル ポイ ンタ 
char datafile[] = "itudojko. モ Ex": 
nt kz 
Char St ェ エ [256]: 


Char *fKkubun [] = { "seriEu", "hitO",。 "Shita",。 "Shurui" }): 


Char input str[512] 
char *qdata[1000]: // デー タ 格 納 配列 


char buFEF[512]: // ファ イル 読み 込み バッ ファ 
int data oc = 0: // デー タ 数 
1n も iz 


nt oheok: 


// 入力 ファ イル を オー プン する 

3F((Ep = Eopen(dataFite, "a+") ) == NULL) { 
printE(" ファ イル オー プン エラ ー ま n") 
exxi モ (1) : 


Fseek(Fp, 0, SEEK SET): 
white(Fgets(buEE, sizeoF buEF, fp) != NULL){ 


Gata [data Cc] = (char*)malloc(strten(buEE) + 1): 


StroCpy (data [data C++] , buEE) : 


white(1) { 
printE ("1 一 5 まで の 数 値 を 入力 し て くだ さい ま \n") : 
で Con ュ nuez 
} 


printE(" 内 容 は 2 > "): 

Fets ( Ss 上 エ , 256, stdin) : 

1E(st エ [0] == "きま nm') { 
printE(" 内 容 を 入力 し て くだ さい ま n") : 


COnt ュ nue』 








} 

1F ( (st 上 ェ ten (st モエ) == 255) gg (st ェ [254] != "まま n')) 
p ェ int モ (" 文字 数 オー バー で す ま n") : 
white (getchar() != ' ま nm') { } 
Continue: 


5D エ 1n 下 ( 1nDut 5 エ / "%8 将 LE%5", jkubun[k-1] , st と ) > 
check = 0z 
Eor(i = 0z i < qata oz ュ ++) ( 
1Ff (strcmp (data [1] , input st ェ ) == 0) { 
cheok = 1: 
break: 


} 


1E(cheok == 1) { printE(" デー タ は すでに 存在 し ます \n") : continuez } 


Ep ェ in 上 (ED, "%8",。 nput st と) 
data [data C++] = 1nput St 上 エ : 


Fctose(Fp) 
For(1 = 0z i < data oz エ ++) ({ Eree(data[i]): } 
return 0z 


付録 人 練習 問題 の 解答 


{ 











A 解答 プロ グラ ム は こち ら 10days c 牟 day07-01 ッ 7-1_renshuu.c 





【7-1_renshuu.c】 





#1nctude <stdio.h> 
#inctude <std11ib.h> 


ュ nt Func1(in d1, nt d2) { 
nt toa1 = d1 + qd2: 
Gu 七 の 上 a1』 


ュ n main(1n モ argc, Cha エ * argY[]) { 
int d = 0』 
int dQ1 = 0。 d2 = 0z 


ュ 1E(argo == 3) { 

d1 = atoi(argv[1]): 

d2 = atoi(argy[2]): 

d = Func1(d1, d2): 

p エ ュ エモ モ ("%d + %d = %d ま mn", 1, d2, d)』 
} 
return 0』 











解答 プロ グラ ム は こち ら 


A 


【blackjack_renshuu.c】 


付録 人 練習 問題 の 解答 


10days c 匠 day07-04 blackjack_renshuu.c 











井 ミ nc1ude <stdio .h> 
#inctude < 上 ュ ime.h> 
井 include <std1ib .h> 


nt ocard[4] [13]: 
Char totat[13] = 
Cha エ *di[13] = 


{て 11, 2。 3。 4。 5, 6。 7 8。 
{ 人 7 に に 貞 還 人 yo 

区 の 本 上 し WO 本 
cha *mark[4] = { 


mw ハート "。/ 
ダイ ヤ "。, 
= スペード", 
w クロ ー バ ー 
} 
ュ n モ drawCard(int h): 


nt main() て 
nt deatler: // デ ィ ー ラ ー の 引い た カー ド の 合計 
nt player: // プ レイ ヤー の 引い た カー ド の 合計 
nt draw_ digit: // 引 いた カー ド の 数 
in draw_markz // 引 いた カー ド の マー ク 
char nz // カ ー ド を 引く か 引か な いか の 答え 


Srand (time (NULL ) ) 
printE("【 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 】 ま nr) 


// ディ ー ラ ー が 引く 

printE(" ディ ー ラ ーー 一 枚 目 : ") : 
deater = qravwCard(2): 
printE(" 他 は 伏せ る まま mn" ) 


// プレ イヤ ー が 引く 

printE(" プ レイ ヤー 一 枚 目 :") 
player = drawCard(1) > 
prin モ E(" プ レイヤー 一 枚 目 : ") : 
p Layer += drawCard(1): 





し に も 月 


9, 10。 10。 10, 10 } 
本 
"OO", 


L ト 月 wK" }) ヶ 











// ディ ー ラ ー ク 2 枚 目 以降 
dot 

dealer += drawCard(0): 
}) white(qdeater <= 16): 


// プレ イヤ ー3 枚 目 以降 

white(ptayer < 21) { 
printE(" も う 1 枚 引 きま すか ?(/n) > "『): 
SCanF("%or ,。 &y_n)z 


white (getchar() != " ま nm') { } 
3E(y n == "yy') { 

plLayer += drawCard(1): 
}) etse FE ( n == "nm') { breakz } 


} 
printE(" ま nm ディ イーラ ー:%q 点 プレ イヤ ー : %q 点 ま n", dealer, ptayer) : 


// 勝敗 の 判定 
ifF ((deater <= 21 gg ptayer > 21) 
| | (Geater <= 21 gg deater > ptayer) ) { 
printE("m ディ ー ラ ー の 勝ち ! まき n"): 
}) etse iE ((ptayer <= 21 gg deater > 21) 
| | (ptayer <= 21 gg ptayer > deater) ) { 
printE(" プ レイ ヤー の 勝ち ! ま n"): 
}) etse { 
printE(" 引き分け ま n") 
} 
return 0z 
} 


/* カー ド を 引く 関数 
引数 nh : カー ド 内 容 表 示 フ ラグ 
プレ イヤ ー タ ー ン の 時 は 1、 デ ィ ー ラ ー 2 枚 目 以降 の 時 は 0、 
ディ ー ラ ー 1 枚 目 の と き は 2 
戻り 値 =: 引い た カー ド の 点数 
4 
in drawCard(int h) { 
nt draw_mark, draw digitz // 引 いた カー ド の マー ク と 数 
nt エ z // 引 いた カー ド の 点数 
char yY nz // カ ー ド を 11 と し て 計算 する か どう か の 答え 


do { 
draw_marK = rand() % 4 + 1: 








付録 人 練習 問題 の 解答 


draw_diqg ュ i モ E = rand() % 13 + 1: 
}) white (card [draw_ mak-1] [draw digi も -1] ) : 
Card [draw_mark-ー1 ] [draw digi モ -1] = 1: 
Py 0) て 
jp エ ュ nf ( "%s の %g 将 nm" 。 marjk [daw_mak-1 ] , dig1t [draw_ digi モ -1] ) : 


FE((h == 1) gg qraw digi == 1) { 
// プレ イヤ ー タ ー ン で 引い た 数 が 1 の と き 
do { 
printE("11 と し て 計算 し ます か ? (y/n) > 『): 
SCanF("%cm 。 &y_n)z 
white (getchar() != ' ま nm') { } 
FE( n == '") { = otat[Qdraw_digit-1]: } 
@eLge エ ぞ (YY np == "nm') {エエ ュ = ョ 17 
) white(!(y n == 'y' || nm == "nm')): 
}) etse { r = ota1l [draw_digi セ -1]: } 
エ とら Gu エロ 了 ァ 





A 解答 プロ グラ ム は こち ら 10days c 区 day08-03 区 diary renshuu-c 
map.dat を C:\source デ ィ レ クト リ に コピ ー し て 実行 する こと 。 








第 8 日 【diary_renshuu.c より 抜粋 】 
3 時 限 目 





ゞ oid ゞ iewData(char qatafFite[]) { | 
diary walk diary[311]: | 
diary tmpz | 
char Eitename[15] : | 
Char St 上 エ [128]: 

Sn も エミ 。 ゴ 。 Ete Cc= 0> 
nt c = 0:z // 現時 地点 
doubte total = 0, m tota1 = 0: 


dist qata map[100]: ーー 最大 数 を 変更 
dst data tmp mapz ーー 新規 追加 
nt map C = 0z //map 最大 添え 字 ーー 数 を 変更 


FTLE *Fpz // 入 力 フ ァイル の ファ イル ポイ ンタ | 
DTR * ュ ェ z 
ヒエ u ご 七 も エ Gn セ モテ: 

















char *qdataFites[100]: 
doubte dist[31] = { 0.0 }:  // 0 で 初期 化す る 
nt tagtday[] = { 31。 28。 31, 30,。 31。 30, 31, 31。 30, 31, 30。 31} 


// 距離 デー タ の 取得 ーー この 部 分 を 追加 
FE((Ep = fopen ( "map.dat"。 "rr") ) == NULL) て 
printE(" 地域 ファ イル オー プン エラ ー ま nm" ) 
エエ ら Gu エロ 


} 
white(EFgets ( 上 エエ, 8izeoE (モエ ) , Ep) != NULL) ( 
SSCanF ( 5 上 エエ, "%8 %1FE 将 nm",/ gmp map.name, &tmp_map.dig): 
1E (strten(tmp_map.name) > 0) { 
8 ヒエ CpY (map [map Cc] -name, tmp map.name)z 
map [map ご C++] .d1s 七 = mp map.d1g 七 : 


} 
Fotose(Fp) 
mm8D_ ご ーー ょ 


// デー タフ ァイル 名 一 覧 を 取得 する 
di ェ =opendir (atadir) : 
(diary.c と 同様 な の で 略 ) 








Yo1d initBoard (void) { 





付録 人 練習 問題 の 解答 





解答 プロ グラ ム は こち ら 10days_c 区 day09-02 区 9-2 renshuu.c 


【9-2_renshuu.c より 抜粋 】 


RE きま っ 半 は 


nt m, noOkO エ ュ z 

nt rz // ラ ンダ ム な 値 

1nt digit [CMTX(MTX) -1]: // 残り 表示 数 値 を 記録 する 
in Count 上 , k = 0z 

nt tmp board[CMTX(MTX)]: // 表示 数 値 を 格納 する 


do { 
mofko ェ 1 = CMTX(MTX)-1: 
Fo エ (1 = 0z i < noKo エ 1: エミ ++) { digi モ [ミュ] = ュ +1z } 
K = 0: 
For(1 = 0z ii < CMTX(MTX)-1: ユエ ++。 moko ェ ミー-) { 
FE(nokori > 1) { エ = rand()%nojkoriz } 
etse { r = 0z } //nokori の 数 が 1 の と き は digit [01 
tmp_board [ ミ ] = digit[ ェ ]:// ボー ド に 代入 する 
Eo エ (m = エ z mm < nmOKO エ ュー-1: m++) { 
digit[m] = digit[m+1]: } 
FE(tmp_board[1] != (1+1)) { kk = 1: } 
} 
} white(k == 0)z // 揃 っ て いる 状態 な ら 揃え な お し 
tmp_board [CMTX (MTX)-1] = 0: 


で COun セ 0 
For( ゴ = 1: ] <= MTX: ゴ ++) { // 縦 方 向 の 繰り 返し 
Eo ェ ( エ = 1z: i <= MTX: ++) ( // 横 方 向 の 繰り 返し 


board[-1] [ ミ -1] = _board [ Count] : 
FE(board[ ゴ -1][ ミ -1] != 0) 

p エ intE(" %02d", _ board [Coun セ ヒ ++] ) 
} 


} 
や エ ュ pn (" 笠 m" ) 














marubatu_janken.c は 変更 な し 。 marubatu_board_renshuu.c と marubatu_ 
renShuu.c を 作成 し 、marubatu_janken.C、marubatu_board_renshuu.C、 
marubatu_renshuu.C^ を コン パイ ル す る 。 


A 解答 プロ グラ ム は こち ら 10days_c 区 day10-03 区 marubatu_renshuu.c 


marubatu.c を コピ ー し て marubatu_renshuu.c を 作成 し 、 以 下 の 変更 を 行う 。 
・ 外 部 変数 p_ijp j を 削除 
・ 自 作 関数 writeCompMark を 呼び 出し た 直後 の printf 文 を 削除 


A 解答 プロ グラ ム は こち ら 10days_c 区 day10-03 区 marubatu board renshuu.c 


marubatu_board.c を コピ ー し て marubatu_board_renshuu.c を 作成 し 、 以 下 の 変更 
を 行う 。 

・ CompMarkCheck 関 数 の 定義 と ヒ と プ ロト タイ プ 宣 言 を 追加 

・writeCompMark 関 数 を 変更 


【marubatu_board_renshuu.c より 抜粋 】 





(宣言 部 分 の 冒頭 は marubatu_board.c と 同じ な の で 貼 ) 
nt compMarjkCheok (nt mode): 
(marubatu_board.c と 同じ な の で 略 ) 


/* コン ピュ ー タ の 選択 し た 位置 に マー ク を する 関数 */ 
void writeCompMark (vo1d) て 
nt count = 0: // 空い て いる マス の 数 
nt C_maru = MARU: // コ ンピュータ の マー ク 
IP 
nt bmtx 1[100]: 
int bmtxx [100]: 
nt mark = 0: 


FE (D maru == MARU) { co maru = BATUz } 


marik = compMarkCheck(1) 
EE (mark == 0) { marikk = compMarkCheck(2): } 
// と も に リー チ は な か っ た の で ラン ダム に マー ク す る 
1E (mark == 0) { 
Eor(] = 1z ] <= MMTXz j++) { 
For(i = 1: ii <= MTX: エ ユ ++) { 
E(board[-1] [ ュ -1] == 0) { 
bmtxx 1[Count] = ュ : 











付録 人 練習 問題 の 解答 


bmtx [count] = ]: 
COun モ キキ 』 


} 
エ = rand( ) %Coun キ 
board [bmtxx [ ェ ] -1] [bmtxx 1[ エ ]-1] = C maruz 
p_i = bmtxrk エ [r]: p ] = bmtxx ][ エ ]z 
} 
printE(" コ ンピュータ は ・・・%o%d ま m"。 DJ+'a"-1。 p 1): 


} 


/* リー チ 状 態 の 場所 に マー ク を する 関数 
引数 1 : コン 世 認 計 多 リー チチ ェ ッ ク 
6670bttー リ ー チ チエ 
戻り 値 マーク を 行っ た 
0 : マー ク を し て いな い 
*/ 
in compMarkCheok (nt mode) { 
nt エエ /]z 
int ptayer = 0, computer = 0: // プレ イヤ ー , コン ピュ ー タ ク の マー ク 数 
nt b = 0z  // ブ ラン ク の 位置 
nt c maru = MARUz  // コ ンピュータ の マー ク 


1f(p maru == MARU) { oc maru = BATUz } 


// 横 方 向 
For(] = 1: ] <= MTXz ゴ ++) て 
// 〇 の 数 と x の 数 の チェ ッ ク 
For(1 = 1, ptayer = 0, computer = 0, b = 0z 1 <= MTX: ユ ++) { 
FE (board []-1] [ ミ -1] == p_maru) { plLaye ェ ++: } 
etse FE(board[]-1] [1-1] == Cc _maru) { Compu ヒ e++z } 
else { ち = ュ iz } 
} 
FE (((mode == 2) gg (player+1 == MTX gg computer == 0)) || 
( (mode == 1) gg (compute ェ +1 == MTX gg player == 0))) 
board[-1] [ わ -1] = cC_maruz 
p ユ =b:p]= コ ]z 
GEu エ n 1: 


// 縦 方 向 











player = 0z computer = 0z: b = 0: 
For( エ = 1: ミミ <= JPPX:2 エミ ++) 【 
For(] = 1, ptayer = 0, computer = 0,b = 0: ] <= MTX: コ ++) { 
1F (board []-1] [ ミ -1] == p maru) { playe ェ ++: } 
else 1E(board[]-1] [ ュ -1] == c _maru) { compute ェ ++z } 
else {も b= コ ]: } 


} 
1f(((mode == 2) && (playe ェ +1 == MTX gg computer == 0)) || 
( (mode == 1) gg (compute ェ +1 == MTX && player == 0))) て 
board [D-1] [ ミ -1] = C maruz 
p ユ = ニ izipP]=b: 
return 1: 
} 
} 
//: 示 寺 メ 


player = 0: compu も er 
for(1 = 1: 1 <= MTX: ユエ + 
FE(board [ミー-1] [1-1] == p maru) { playe ェ ++: } 
else iF(board[-1][ ミ -1] == c _maru) { compute ェ ++z } 
etlse { わ ち =1: } 


ll 
+ ら 


} 

1E(((mode == 2) &&g (player+1 == MTX && computer == 0)) || 
( (mode == 1) && (compute ェ +1 == MTX gg player == 0))) 
board [b-1] [b-1] = c maruz 
p ュ =b: pj= bz: 
return 1: 

} 

player = 0: computer = 0z b = 0: 

for(] = 1: ] <= MTX: ゴ ++) ( 
1F (board[]-1] [MTX-]] == p maru) { playe ェ ++: } 
etse FE(board[]-1] [MYTX-]] == cC_maru) {( compute ェ ++z } 
etlse { p= コ ]z } 

} 

1E( ( (mode == 2) && (playe ェ +1 == MTX gg computer == 0)) || 
( (mode == 1) gg (compute ェ +1 == MTX gg player == 0))) { 
board [b-1] [MTX-b] = c maruz 
p_i = bz p ] = MTX-b+1: 
Gturn 1: 

} 


eturn 0z 


(marubatu_board.c と 同じ な の で 略 ) 
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96Id 
96If 
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 c 


CaSe 
cd 

ceil 

char 

clock 

clock t 
CLOCKS_PER_SEC 
Closedir 

cls 
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CUI 

言語 
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default 
define 
del 
difftime 
dir 
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@E 
echo 
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ff 


if else 
if else if 
include 
int 
isSalnum 
isalpha 
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iSuDper 
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文字 コー ド 117 
文字 列 82. 188 
戻り 値 287 


世 
S 
員 
Q 
る 
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リン カ 3988 
リン ク 13. 32. 3989 
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学 141 


翔 泳社 eCOProject の ご 案内 


株 式 会 社 翔 涼 社 で は 地球 に や さ し い 本 づく り を 目指 し ます 。 


近年 、 京 都議 定 書 の 発効 に 伴っ て 環境 問題 へ の 関心 が 世界 的 な 高まり を 見 せ て いま す 。 こ の よう な 時 代 の 要請 
に 適応 する た め に も 、 企 業 は 真剣 に 環境 戦略 を 求め られ る よう に な っ て きま し た 。 業態 の 性 格 上 、 出 版 社 は 商 
品 の 生産 ライ ン を 所 有 し て こ な か っ た た めか 、 環 境 問題 を 身近 に 感じ る こと が 今 ま で 少な か っ た と 言え ます 。 
し か し 、 事実 上 、 大 量 の 紙 と 原油 系 の 化学 物質 製品 を 使用 し て いる た め 、 社 会 的 責任 を 免れ る こと は で きま せん 。 


そこ で 、 弊 社 で は 商品 の 制作 工程 に お いて 、 環 境 へ の 配慮 を 強化 する た め に 、 エ コロ ジー 活動 の 一 環 と し て 


「 翔 泳社 eCOProject| を 立ち 上 げ 、 独 自 に エコ ロジ ー 基 準 を 設定 し まし た ( 下 表 ) 。 こ の うち 4 項目 以上 を 満た 
し た も の を エコ ロジ ー 製 品 と 位置 づけ 、 シ ン ボ ル マ ー ク を つけ て いま す 。 


この シン ボル マー ク は 葉 を モチ ー フ と し て デザ イン され て いま す 。 
木 か ら 抽出 され た パル プ で つく られ る 紙 。 そ れ を 原料 と する 本 。 
本 の も と は 木 な の で す 。 


a 得 こ 
| 環境 を 考慮 し た 技術 で 生産 され た 本 が 適正 に リサ イク ル さ れる 。 roJect 


その こと で 新しい 緑 が 育 まれ る 。 

は じ め は 小さ な 小さ な 葉っぱ の よう な 活動 が 徐々 に 枝葉 を 広げ 、 
一 本 の 大 樹 と な る よう に 願っ て いま す 。 

そん な 思い が つま っ た マー ク で す 。 






装丁 用 紙 無 塩素 漂白 パル プ 使 用 紙 ある い は 再 | 有毒 な 有機 塩素 化合 物 発生 の 軽減 ( 無 塩素 漂白 パル プ ) 




















| 生 循 環 資源 を 利用 し た 紙 資源 の 再生 循環 促進 (再生 循環 資源 紙 ) コ 

本 文 用 紙 材料 の 一 部 に 無 塩素 漂白 パル プ ある | 有毒 な 有機 塩素 化合 物 発生 の 軽減 ( 無 塩素 漂白 パル プ ) O ひ 

い は 古紙 を 利用 | ご み 減 量 ・ 資 源 の 有効 活用 (再生 紙 ) 5 

| 製版 CTP (フィ ルム を 介さ ず デ ー タ か ら | 枯 温 資源 (原油 ) の 保護 、 産 業 廃棄 物 排 出 量 の 減少 O 
直接 プレ ー ト を 作製 する 方 法 ) 

印刷 イン キ * | 植物 油 を 含ん だ イン キ 枯 温 資源 (原油 ) の 保護 、 生 産 可能 な 農業 資源 の 有効 利用 〇 


製本 メル ト | 難 細 裂 化 ホ ッ ト メ ルト 








細 裂 化し な いた め に 再生 紙 生産 時 に 不純 物 と し て の 回 収 が 容易 O 





と 1 に 
| 装丁 加工 | 植物 性 樹脂 フィ ルム を 使用 し た 加工 | 枯 則 資源 (原油 ) の 保護 、 生 産 可能 な 農業 資源 の 有効 利用 O 
| ある い は フィ ルム 無 使用 加工 








*: パー ル 、 メ タリ ッ ク 、 蛍 光 イ ン キ を 除く 
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坂下 夕 里 

さか し た ゆう り 
大 学卒 業 後 、IT 企 業 に て シス テム 開発 に 従事 。 退 社 後 、 知 人 経由 で 
ちら ほら と Web シ ステ ム 開 発 の 仕事 を 受け は じ め 、 気がつい た らい 
つの ま に か フリ ー に 。 
著書 に 、「10 日 で お ぼ え る 言語 入門 教室 』「Perl/CGI 辞 典 ] 「 こ れ 
な ら わ か る トレ ー ニ ング ドリ ル C』「 こ れ な ら わ か る トレ ー ニ ング ド 
リル Javal」 「 こ れ な ら わ か る Java 入門 の 入門 第 版 』。 





「10 日 で お ば える 」 の ホー ムペ ー ジ 
本 書 の 内 容 確認 に は 十分 気 を 付け て いま す が 、 万 プロ グラ ムコ ー 
ド や 本 文 の 誤記 な ど で 訂 正 が 発生 し た 場合 に は 、 下 記 ホ ー ム ペー ジ 
に て 訂正 内 容 を お 知ら せい た し ます 。 ご 利用 くだ さい 。 





http://www.shoeisha.com/book/hp/10days/ 


ブッ ク デ ザイ ン 株 式 会 社 ア レフ ・ ゼ ロ (宇田 俊彦 鈴木 住 枝 ) 
DTP オペ レー ショ ン 有限 会 社 テク スト 











2009 年 8 月 6 日 初版 第 1 出発 行 











@ 
著者 坂下 夕 里 
発行 人 佐々 木 幹夫 
発行 所 株 式 会 社 翔 泳社 
(http://www.shoeisha.CO.jp/) 
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@ 本 書 は 著作 権 上 の 保護 を 受け て いま す 。 本 書 の 一 部 また は 全部 に つい て ( ソ 
フト ウェ ア お よび ブロ グラ ム を 含む )、 株 式 会 社 翔 泳社 か ら 文書 に よる 許諾 を 得 
ず に 、 い か な る 方 法 に お いて も 無断 で 複写 、 複 製 す る こと を 禁じ ます 。 

欠落 本 乱丁 は お 取り 替え いた し ます の で 、03-5362-3705 まで ご 連絡 くだ 
さい 。 

人 @ 本 書 の 内 容 に 関す る お 問い 合わ せ に つい て は 、 本 書 ら ページ 記載 の ガイ ドラ 
イン に 従っ た 方 法 で お 願い し ます 。 
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10.-。ASP.NET3.5 
10ccAspJ 


山田 祥 真 著 
定価 2.940 円 (本 体 価格 2.800 円 税 5%) 
ISBN978-4-7981-1957-1 





ASP.NET は 、Windows アプ リ を 作る よう な 感覚 で 、Web ア プリ を 作れ 
る 技術 で す 。3.5 で は ASP.NET AJAX が 標準 搭載 され 、 リ ッ チ な サイ ト 
も 簡単 に 作れ る よう に な り ま し た 。 本 書 は ASP.NET 3.5 を 初め て 学ぶ 人 
の た め の 本 で す 。 実務 で ASP.NET の 知識 が 必要 に な っ た 人 は も ちろ ん 、 
ちょ っ と 勉強 し て みた いと いう 人 に も 、 最 適 な 最初 の 一 歩 を 提供 し ます 。 


介 絶賛 発売 中 ! 


Python 
10g< INep 


穂 間 実紀 夫 寺田 学 中 西 直樹 堀田 直孝 永井 孝 著 
定価 2.940 円 (本 体 価格 2.800 円 税 5%) 
ISBN978-4-7981-1875-8 





オー プン ソー ス の オブ ジェ クト 指向 軽量 プロ グラ ミン グ 言 語 「Python ( バ 
イソ ン )」 を 、 実 際 に 手 を 動か し て 体験 し な が ら 学べ る 入門 書 で す 。 開 発 環 
境 の イン スト ー ル か ら 丁 寧 に 説明 する た め 、 は じ め て Python プ ログ ラミ ン 
グ に 挑戦 する 人 で も 、 無 理 な く 読み 進め る こと が で きま す 。 「 難 し いこ と は さ 
て お き 、Python プロ グラ ミン グ を 体験 し て みた い 」 と いう 方 に も オス ス メ 
で す 。 


人 絶賛 発売 中 ! 


10gc 選 中 0 Rails 


arton 著 
定価 2.940 円 (本 体 価格 2.800 円 税 5%) 
ISBN978-4-7981-1472-9 





Eo ー ク wsn ーー ニニ 


Ruby on Rails は Web ア プリ ケー ショ ン を 開発 する た め の フ レー ム ワ ー ク 
で す 。 本 書 は Ruby on Rails と Ruby の 特徴 を 活か し な が ら 、 コ ア と な る 
トピ ッ ク を 中 心 に プロ グラ ム の 実装 と それ に 対す る 解説 で 構成 し て いま す 。 
単に 方 法 を お ぼ え る の で は な く 、「 な ぜ そ うす る の か 」 と いっ た 理由 を 一 緒 
に 考え な が ら 学習 で きる 1 冊 で す 。 


@@ カ バー 写真 
「 ビ ルディ ング フォ ー ム 』 
Copyright BerneLund Inc. 


さい PrOject 


地球 に や さ し い 本 づく り を 目指 し ます 







1 時 限 目 一 番 簡 単 な ブ ログ ラム を 作っ て 動か そう 
2 時 限 目 相性 占い ブロ グラ ム を 作ろ う 
3 時 限 目 コマ ンド プロ ンプ ト を 使っ て みよ う 












1 時 限 目 デー タ 型 に つい て 学 ぼう 

2 時 限 目 入出 力 の し くみ を 知 ろ う 
3 時 限 目 分 岐 処理 を 理解 し よう 
4 時 限 目 ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 完成 させ よう 





1 時 限 目 繰り 返し 処理 を 理解 し よう 
2 時 限 目 演算 子 に つい て 学 ほう 

3 時 限 目 5 回 勝負 の ジャ ン ケ ン ゲ ー ム を 実行 し よう 
4 時 限 目 野球 拳 ゲー ム を 作ろ う 






1 時 限 目 配列 を 理解 し よう 8 

2 時 限 目 脳 ト レゲー ム ! を 作ろ う 

3 時 限 目 文字 列 と 配列 に つい て 学 ぼう 
4 時 限 目 脳 ト レゲー ム I を 作ろ う 









1 時 限 目 ブロ グラ ム 実 行 時 の 引数 を 学 ほぼ う 
2 時 限 目 ポイ ンタ を 理解 し よう 
3 時 限 目 山手 線 ゲ ー ム を 完成 させ よう 






ISBN978-4-7981-1905-2 
C3055 \2200E 


株 式 会 社 凌 泳 社 
定価 : 本 体 2.200 円 + 税 








9784798119052 


1923055022003 
いつ どこ で ゲー ム を 作ろ う 
1 時 限 目 ファ イル の 入出 力 に つい て 学 ほぼ う ① 
2 時 限 目 ファ イル の 入出 力 に つい て 学 ぼ う ③ 
3 時 限 目 いつ どこ で ゲー ム を 完成 させ よう 

















































































































1 時 限 目 関数 を 利用 し よう 
2 時 限 目 トラ ンプ の カー ド を 表示 し よう 
3 時 限 目 2 次元 配列 を 理解 し よう 

_4 時 限 目 ブラ ッ ク ジ ャ ッ ク ゲー ム を 完成 させ よう 






1 時 限 目 構造 体 を 理解 し よう 








3 時 限 目 25 ゲ ー ム を 完成 させ よう 







1 時 限 目 ファ イル の 組み 立て に つい て 学 ほぼ う 
2 時 限 目 OX ゲー ム の し くみ を 考え よう 
3 時 限 目 O メ < ゲーム を 完成 させ よう 





INAXIS】 








